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港港区区平平和和都都市市宣宣言言  

  

  かかけけががええののなないい美美ししいい地地球球をを守守りり、、世世界界のの恒恒久久平平和和  

をを願願うう人人びびととのの心心はは一一つつでであありり、、いいつつままででもも変変わわるるここ  

ととははあありりまませせんん。。  

  私私たたちちもも真真のの平平和和をを望望みみななががらら、、文文化化やや伝伝統統をを守守りり、、  

生生ききががいいにに満満ちちたたままちちづづくくりりにに努努めめてていいまますす。。  

  ここののふふれれああいいののああるる郷郷土土、、美美ししいい大大地地ををここれれかからら生生  

ままれれ育育つつここどどももたたちちにに伝伝ええるるここととはは私私たたちちのの務務めめでですす。。  

  私私たたちちはは、、我我がが国国がが『『非非核核三三原原則則』』をを堅堅持持すするるこことと  

をを求求めめるるととととももにに、、ここここにに広広くく核核兵兵器器のの廃廃絶絶をを訴訴ええ、、  

心心かからら平平和和のの願願いいををここめめてて港港区区がが平平和和都都市市ででああるるこことと  

をを宣宣言言ししまますす。。  

  

    昭昭和和６６００年年８８月月１１５５日日  

  

港港    区区        





 

 

は じ め に 

 

 

 区は、男女平等参画社会を実現するため、平成 16（2004）年に「港区男女平等参画条

例」を制定しました。この条例に基づき策定した、「第４次港区男女平等参画行動計画（令

和３（2021）年度～令和８（2026）年度）」の下、すべての人が性別にとらわれず自分ら

しく豊かに生きることのできる男女平等参画社会の実現を目指して、区民、事業者等との

連携・協働により男女平等参画施策を総合的かつ計画的に推進しています。 

 本調査は、区内在住者と在勤者の男女平等に関する意識と実態を明らかにして、課題を

把握し、区における男女平等参画をさらに推進するため、令和７（2025）年 10月に実施

いたしました。  

今回の調査結果を、「第５次港区男女平等参画行動計画」の策定に反映させるとともに、

新たな時代における男女平等参画施策の基本資料として役立ててまいります。 

区民の皆さまをはじめ、関係各方面におかれましても御活用いただければ幸いです。 

 最後に、御多用にもかかわらず、この調査に御協力いただいた皆さまに、心から御礼を

申し上げます。 

 

 

令和８（2026）年３月 
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１ 調査の目的 

 この調査は、区内在住者及び在勤者の男女平等に関する意識や実態を把握し、「第４次港区

男女平等参画行動計画―みんなで進めよう 男女平等―」の改定（令和８年度）や、今後の区

における男女平等参画施策の推進に向けた基礎的な資料とするために実施しました。 

 

２ 調査の方法 

 在住者調査 在勤者調査 

調査地域 港区全域 

調査対象 

区内在住の満 18 歳以上の男女（外

国人含む。）1,500人（男女それぞれ

750人ずつ） 

区内在勤の男女 

1,500人（男女それぞれ 750人ずつ） 

抽出方法 住民基本台帳に基づく無作為抽出 

港区競争入札参加資格登録業者で

港区所在の企業・事業所の中から、

無作為抽出 

調査方法 

【配布】郵送 

【回収】郵送又はインターネット上

の回答サイト 

郵送配布・郵送回収 

※企業・事業所（750社）宛てに調査票、

返送用封筒を２部ずつ送付し、当該企

業・事業所内で対象者（男女それぞれ

１人ずつ）の選定を依頼 

調査期間 令和７年 10月 15日（水）～10月 31日（金） 

 

３ 回収結果 

 
在住者調査 在勤者調査 

全体 女性 男性 全体 女性 男性 

配布数 1,500 750 750 1,500 750 750 

有効回収数 
374 

(218) 

196 

(109) 

166 

(101) 
350 175 163 

有効回収率 24.9％ 26.1％ 22.1％ 23.3％ 23.3％ 21.7％ 

※有効回収数の（ ）はインターネット回答サイトにおける回収数。 

※在住者調査の有効回収数 374件には、「答えたくない」、「無回答」を選択した 12人を含みます。 

※在勤者調査の有効回収数 350件には、「その他」、「答えたくない」、「無回答」を選択した 12人を含

みます。 

 

 1 

   

第
１
章 

調
査
の
概
要 

   

第
２
章 

調
査
結
果
の
概
要 

   

第
３
章 

調
査
結
果
の
分
析 

   

第
４
章 

資
料 

１ 調査の目的 

 この調査は、区内在住者及び在勤者の男女平等に関する意識や実態を把握し、「第４次港区

男女平等参画行動計画―みんなで進めよう 男女平等―」の改定（令和８年度）や、今後の区

における男女平等参画施策の推進に向けた基礎的な資料とするために実施しました。 

 

２ 調査の方法 

 在住者調査 在勤者調査 

調査地域 港区全域 

調査対象 

区内在住の満 18 歳以上の男女（外

国人含む。）1,500人（男女それぞれ

750人ずつ） 

区内在勤の男女 

1,500人（男女それぞれ 750人ずつ） 

抽出方法 住民基本台帳に基づく無作為抽出 

港区競争入札参加資格登録業者で

港区所在の企業・事業所の中から、

無作為抽出 

調査方法 

【配布】郵送 

【回収】郵送又はインターネット上

の回答サイト 

郵送配布・郵送回収 

※企業・事業所（750社）宛てに調査票、

返送用封筒を２部ずつ送付し、当該企

業・事業所内で対象者（男女それぞれ

１人ずつ）の選定を依頼 

調査期間 令和７年 10月 15日（水）～10月 31日（金） 

 

３ 回収結果 

 
在住者調査 在勤者調査 

全体 女性 男性 全体 女性 男性 

配布数 1,500 750 750 1,500 750 750 

有効回収数 
374 

(218) 

196 

(109) 

166 

(101) 
350 175 163 

有効回収率 24.9％ 26.1％ 22.1％ 23.3％ 23.3％ 21.7％ 

※有効回収数の（ ）はインターネット回答サイトにおける回収数。 

※在住者調査の有効回収数 374件には、「答えたくない」、「無回答」を選択した 12人を含みます。 

※在勤者調査の有効回収数 350件には、「その他」、「答えたくない」、「無回答」を選択した 12人を含

みます。 



 

 2 

４ 調査ごとの設問項目 

■は「第２章 調査結果の概要」（７～36ページ）に掲載している設問 

テーマ 

設問番号 

設問内容 

他調査との比較 

在住者 在勤者 在住者 在勤者 

家庭生活と社会

生活の両立につ

いて 

1 1 
「仕事」、「家庭生活」、「地域での生活」、「個人の生活」の

優先度《希望》 
  

2 2 
「仕事」、「家庭生活」、「地域での生活」、「個人の生活」の

優先度《現実（現状）》 
  

3 3 ワーク･ライフ･バランスを推進するために必要なこと ○ ○ 

子育てについて 4  
安心して子どもを産み育てていける社会にするために区が取り組

むべきこと 
○  

介護について 5  家庭での介護について望ましい形 ○  

あらゆる場におけ

る男女平等参画の

推進について 

6  各分野における男女の地位の平等感 ○  

家庭生活について 

7  【結婚している人のみ】家庭における役割分担   

8  家事・育児に携わる１日の平均時間 ○  

9  男女が家事や子育て、介護、地域活動等に参加するために必要なこと ○  

10 4 「男は仕事、女は家庭」という男女の役割分担意識についての考え方 ○ ○ 

学校教育について 11  学校教育で取り入れたほうがよいこと ○  

働く場について 

12 5 回答者の就労状況 ○  

12-1  【結婚している人のみ】配偶者の就労状況 ○  

 5-1 【女性管理職が少ない場合】女性管理職が少ない要因   

12-2 6 【働いている人のみ】育児休業・介護休業の取得環境 ○ ○ 

12-3 7 【働いている人のみ】育児休業・介護休業は取得しやすいか ○ ○ 

12-4 8 
【働いている人のみ】職場の働き方改革、育児・介護支援策の

導入状況 
 ○ 

13 9 
ジェンダーに関わらず働きやすい職場環境を作るために重要なこ

と 
○ ○ 

働く場における

女性の活躍推進

について 

14 10 望ましい女性の働き方 ○ ○ 

15 11 女性が働き続けることや再就職の妨げになっていること ○ ○ 

 12 
【働いている人のみ】職場における（仕事内容や待遇面での）

男女での違い 
○ ○ 

16 13 【働いている人のみ】女性活躍のための取組の進捗度   
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 16 「一般事業主行動計画」の策定状況   

社会参画について 
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災害発生時に避難所等で、女性や子どもが安心して過ごすため

に必要なこと 
  



 

 2 

４ 調査ごとの設問項目 

■は「第２章 調査結果の概要」（７～36ページ）に掲載している設問 

テーマ 

設問番号 

設問内容 

他調査との比較 

在住者 在勤者 在住者 在勤者 

家庭生活と社会

生活の両立につ

いて 

1 1 
「仕事」、「家庭生活」、「地域での生活」、「個人の生活」の

優先度《希望》 
  

2 2 
「仕事」、「家庭生活」、「地域での生活」、「個人の生活」の

優先度《現実（現状）》 
  

3 3 ワーク･ライフ･バランスを推進するために必要なこと ○ ○ 
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■は「第２章 調査結果の概要」（７～36ページ）に掲載している設問 

テーマ 

設問番号 

設問内容 

他調査との比較 

在住者 在勤者 在住者 在勤者 

20  港区の審議会委員の女性比率についての考え方 ○  

21 17 政策や方針決定の過程に女性があまり進出していない原因 ○ ○ 

22  地域の女性リーダーを増やすために必要なこと ○  

差別的取扱いに

ついて 

23 18 ハラスメントを受けた経験、被害を受けた場所   

24  
配偶者・パートナー、恋人等からの暴力被害の相談先として認知し

ているもの 
○  

25  配偶者・パートナー、恋人等から暴力被害を受けた経験、加害経験   

25-1  【被害経験があるとした人のみ】相談の有無 ○  

25-2  【相談した人のみ】相談した相手（場所） ○  

25-3  【相談しなかった人のみ】相談しなかった理由 ○  

26  子どもへの暴力の有無   

27  男女間の暴力の防止及び被害者支援のための対策に必要なこと ○  

性の多様性について 

28 19 自分の性別、恋愛対象の性に悩んだ経験の有無   

29 20 カミングアウトの際の対応 ○ ○ 

 21 職場における性的マイノリティの人への配慮  ○ 

生涯を通じた健康

づくりについて 
30  女性の生涯を通じた健康を考える上で重要なこと ○  

男女平等参画社会 

の実現について 

31 22 男女平等参画に関する用語の認知度 ○ ○ 

32  港区における男女平等参画を推進するために力を入れるべきこと ○  

拠点施設の充実

について 

33 23 港区立男女平等参画センター（リーブラ）の利用経験 ○ ○ 

34 24 
港区立男女平等参画センター（リーブラ）で行っている講座の

参加意向 
○ ○ 

自由意見 35 25 （記述式）   

フェイスシート 

(回答者の基本属性) 

Ｆ1 Ｆ1 性別   

Ｆ2 Ｆ2 年齢   

Ｆ3 Ｆ3 同居者   

Ｆ4 Ｆ4 結婚の有無   

Ｆ5 Ｆ5 子育ての有無   

Ｆ6 Ｆ6 介護の有無   

 Ｆ7 居住地   

 

≪他調査との比較について≫ 

■ 港区「男女平等に関する港区在住・在勤者の意識・実態調査（令和元年度）」 ＊本文中では【前回(R元)調査】と表記 

調査期間：令和元年 10月 31日～11月 14日 

■ 港区「男女平等に関する港区在住・在勤者の意識・実態調査（平成 25年度）」 ＊本文中では【前々回(H25)調査】と表記 

調査期間：平成 25年 10月７日～10月 28日 
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１ 調査の目的 

 この調査は、区内在住者及び在勤者の男女平等に関する意識や実態を把握し、「第４次港区

男女平等参画行動計画―みんなで進めよう 男女平等―」の改定（令和８年度）や、今後の区

における男女平等参画施策の推進に向けた基礎的な資料とするために実施しました。 

 

２ 調査の方法 

 在住者調査 在勤者調査 

調査地域 港区全域 

調査対象 

区内在住の満 18 歳以上の男女（外

国人含む。）1,500人（男女それぞれ

750人ずつ） 

区内在勤の男女 

1,500人（男女それぞれ 750人ずつ） 

抽出方法 住民基本台帳に基づく無作為抽出 

港区競争入札参加資格登録業者で

港区所在の企業・事業所の中から、

無作為抽出 

調査方法 

【配布】郵送 

【回収】郵送又はインターネット上

の回答サイト 

郵送配布・郵送回収 

※企業・事業所（750社）宛てに調査票、

返送用封筒を２部ずつ送付し、当該企

業・事業所内で対象者（男女それぞれ

１人ずつ）の選定を依頼 

調査期間 令和７年 10月 15日（水）～10月 31日（金） 

 

３ 回収結果 

 
在住者調査 在勤者調査 

全体 女性 男性 全体 女性 男性 

配布数 1,500 750 750 1,500 750 750 

有効回収数 
374 

(218) 

196 

(109) 

166 

(101) 
350 175 163 

有効回収率 24.9％ 26.1％ 22.1％ 23.3％ 23.3％ 21.7％ 

※有効回収数の（ ）はインターネット回答サイトにおける回収数。 

※在住者調査の有効回収数 374件には、「答えたくない」、「無回答」を選択した 12人を含みます。 

※在勤者調査の有効回収数 350件には、「その他」、「答えたくない」、「無回答」を選択した 12人を含

みます。 
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■ 東京都「男女平等参画に関する世論調査（令和２年度）」 ＊本文中では【東京都(R2)調査】と表記  

調査期間：令和２年 11月 13日～12月 13日 

■ 内閣府「男女共同参画社会に関する世論調査（令和６年度）」 ＊本文中では【全国(R6)調査】と表記  

調査期間：令和６年９月 26日～11月３日 

 

５ 報告書の見方 

・調査結果の数値は、原則として回答率（％）で表記しています。 

・表では、原則として上段は実数、下段は割合（％）（小数第一位まで）として表記してあり

ます。 

・回答率（％）は、小数第二位を四捨五入により端数処理しています。そのため、属性ごとの

回答比率の合計が、合計欄の数値と一致しないことがあります。 

・回答率（％）は、その設問の回答者数を基数として算出しています。そのため、複数回答の

場合、選択肢ごとの割合を合計すると 100.0％を超えることがあります。 

・各設問において、性別や年齢など基本属性に「無回答」があるため、全体の数値と各項目の

数値の合計が一致しないことがあります。 

・図・表の中で、アンケート調査票の選択肢の文章が長い場合、要約して短く表現している

場合があります。 

・表中で特色が現れており、注目した部分(割合（％）)については、網掛けをつけています。 

・回答者数が極端に少ないもの（クロス集計の項目の母数が 10人を下回るもの）については、

分析対象から外している場合があります。ただし、その場合でも調査結果には参考値とし

て掲載しています。 

・数値を考察するのに当たっては、おおむね下記のとおりの表記としています。 

 

例 表現 

20.0～20.4％ ２割 

20.5～20.9％ 約２割 

21.0～23.9％ ２割を超える 

24.0～26.4％ ２割半ば 

26.5～28.9％ ３割近く 

29.0～29.4％ 約３割 

29.5～29.9％ ３割 

 



 

 4 

■ 東京都「男女平等参画に関する世論調査（令和２年度）」 ＊本文中では【東京都(R2)調査】と表記  

調査期間：令和２年 11月 13日～12月 13日 

■ 内閣府「男女共同参画社会に関する世論調査（令和６年度）」 ＊本文中では【全国(R6)調査】と表記  

調査期間：令和６年９月 26日～11月３日 

 

５ 報告書の見方 

・調査結果の数値は、原則として回答率（％）で表記しています。 

・表では、原則として上段は実数、下段は割合（％）（小数第一位まで）として表記してあり

ます。 

・回答率（％）は、小数第二位を四捨五入により端数処理しています。そのため、属性ごとの

回答比率の合計が、合計欄の数値と一致しないことがあります。 

・回答率（％）は、その設問の回答者数を基数として算出しています。そのため、複数回答の

場合、選択肢ごとの割合を合計すると 100.0％を超えることがあります。 

・各設問において、性別や年齢など基本属性に「無回答」があるため、全体の数値と各項目の

数値の合計が一致しないことがあります。 

・図・表の中で、アンケート調査票の選択肢の文章が長い場合、要約して短く表現している

場合があります。 

・表中で特色が現れており、注目した部分(割合（％）)については、網掛けをつけています。 

・回答者数が極端に少ないもの（クロス集計の項目の母数が 10人を下回るもの）については、

分析対象から外している場合があります。ただし、その場合でも調査結果には参考値とし

て掲載しています。 

・数値を考察するのに当たっては、おおむね下記のとおりの表記としています。 

 

例 表現 

20.0～20.4％ ２割 

20.5～20.9％ 約２割 

21.0～23.9％ ２割を超える 

24.0～26.4％ ２割半ば 

26.5～28.9％ ３割近く 

29.0～29.4％ 約３割 

29.5～29.9％ ３割 

 

 

 5 

   

第
１
章 

調
査
の
概
要 

   

第
２
章 

調
査
結
果
の
概
要 

   

第
３
章 

調
査
結
果
の
分
析 

   

第
４
章 

資
料 

６ 標本誤差 

在住者調査は、18歳以上の区民から 1,500人を抽出して実施した「標本調査」です。なお、

18歳以上の区民全員を対象とした調査を「全数調査」といいます。 

「標本調査」では、得られた結果から 18歳以上の区民全体の値を推定しますが、この際に

生じる「標本調査の結果」と「全数調査の結果」との差を標本誤差といいます。 

 

標本誤差は、以下の数式によって算出されます。 

〈標本誤差算出式〉 

       Ｎ＝母集団の数 

標本誤差＝     ｎ＝回答数 

       ｐ＝回答の比率 

  

この調査の標本誤差は、おおむね下表のとおりです。 

 

 回答率（p） 

10％又は

90％ 

20％又は

80％ 

30％又は

70％ 

40％又は

60％ 
50％ 

サ
ン
プ
ル
の
大
き
さ
（
n
） 

回収数 

（374） 

±3.1％ ±4.1％ ±4.7％ ±5.1％ ±5.2％ 

女性全体 

（196） 

±4.3％ ±5.7％ ±6.5％ ±7.0％ ±7.1％ 

男性全体

（166） 

±4.7％ ±6.2％ ±7.1％ ±7.6％ ±7.8％ 

300 ±3.4％ ±4.5％ ±5.2％ ±5.5％ ±5.7％ 

200 ±4.2％ ±5.5％ ±6.4％ ±6.8％ ±6.9％ 

100 ±5.9％ ±7.8％ ±9.0％ ±9.6％ ±9.8％ 

50 ±8.3％ ±11.1％ ±12.7％ ±13.6％ ±13.9％ 

 

※表の見方の例 

問 14「望ましい女性の働き方」の設問に、「子どもができても、ずっと仕事を続ける

方がよい」と回答した人が全体（n＝374）の 20％であったとします。 

この場合、標本誤差は±4.1％であるため、港区の 18歳以上の人で「子どもができて

も、ずっと仕事を続ける方がよい」と考えている人の割合が 15.9％～24.1％の間にある

ことが、95％の信頼度でいえることになります。 

  

n
pp

N
nN )1(
1
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

−
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３ 回収結果 
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Ⅰ 回答者の属性 

Ⅰ 回答者の属性 

１ 性別 

性別 在住者:Ｆ１ 

 

 

性別 在勤者:Ｆ１ 

 

  

基数（人） 構成比（％） （％）

男性 166 44.4  

女性 196 52.4  

その他 0 0.0  

答えたくない 5 1.3  

無回答 7 1.9  

合計 374 100.0  

44.4

52.4

0.0

1.3

1.9

0 10 20 30 40 50 60

基数（人） 構成比（％） （％）

男性 163 46.6  

女性 175 50.0  

その他 1 0.3  

答えたくない 5 1.4  

無回答 6 1.7  

合計 350 100.0  

46.6

50.0

0.3

1.4

1.7

0 10 20 30 40 50 60
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第
１
章 

調
査
の
概
要 

   

第
２
章 

調
査
結
果
の
概
要 

   

第
３
章 

調
査
結
果
の
分
析 

   

第
４
章 

資
料 

Ⅰ 回答者の属性 

３ 同居者 

同居者 在住者：Ｆ３ 

 

同居者 在勤者：Ｆ３ 

 

あなたの配偶者（パートナー）

あなたの子ども

あなた（配偶者・パートナー）
の親

あなた（配偶者・パートナー）
の兄弟姉妹

あなたの孫

あなた（配偶者・パートナー）
の祖父母

その他

単身世帯（１人暮らし）

無回答

64.2

35.3

9.4

3.5

1.1

0.3

1.3

18.7

2.4

020406080

65.3

37.2

6.6

3.6

1.5

0.0

1.5

18.4

0.5

66.9

35.5

12.0

3.6

0.6

0.6

0.6

20.5

0.0

0 20 40 60 80

全体（n＝374） 女性（n＝196） 男性（n＝166）

（％）（％）

あなたの配偶者（パートナー）

あなたの子ども

あなた（配偶者・パートナー）
の親

あなた（配偶者・パートナー）
の兄弟姉妹

あなた（配偶者・パートナー）
の祖父母

あなたの孫

その他

単身世帯（１人暮らし）

無回答

59.1

42.9

14.0

2.9

0.9

0.0

2.3

21.7

2.0

020406080

52.6

40.0

14.3

4.0

0.6

0.0

2.9

25.1

0.6

69.3

47.9

13.5

1.2

0.6

0.0

1.8

19.0

0.0

0 20 40 60 80

全体（n＝350） 女性（n＝175） 男性（n＝163）

（％）（％）
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Ⅰ 回答者の属性 

２ 年齢 

年齢 在住者：Ｆ２ 

 

年齢 在勤者：Ｆ２ 

 

 

 

全体 (374)

女性 (196)

男性 (166)

29歳以下 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 無回答70歳以上

（％）

11.7

11.2

12.0

10.7

11.8

10.2

16.1

17.9

15.0

17.6

18.4

17.4

21.4

22.0

21.6

20.1

18.4

23.5

2.4

0.5

0.0

全体 (350)

女性 (175)

男性 (163)

（％）

29歳以下 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70歳以上 無回答

12.6

14.3

11.0

23.7

22.8

24.5

25.4

30.9

20.9

28.6

26.9

31.9

6.6

4.6

9.2

1.4

0.6

2.5

1.7

0.0

0.0
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Ⅰ 回答者の属性 

２ 年齢 

年齢 在住者：Ｆ２ 

 

年齢 在勤者：Ｆ２ 

 

 

 

全体 (374)

女性 (196)

男性 (166)

29歳以下 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 無回答70歳以上

（％）

11.7

11.2

12.0

10.7

11.8

10.2

16.1

17.9

15.0

17.6

18.4

17.4

21.4

22.0

21.6

20.1

18.4

23.5

2.4

0.5

0.0

全体 (350)

女性 (175)

男性 (163)

（％）

29歳以下 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70歳以上 無回答

12.6

14.3

11.0

23.7

22.8

24.5

25.4

30.9

20.9

28.6

26.9

31.9

6.6

4.6

9.2

1.4

0.6

2.5

1.7

0.0

0.0
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Ⅰ 回答者の属性 

２ 年齢 

年齢 在住者：Ｆ２ 

 

年齢 在勤者：Ｆ２ 

 

 

 

全体 (374)

女性 (196)

男性 (166)

29歳以下 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 無回答70歳以上

（％）

11.7

11.2

12.0

10.7

11.8

10.2

16.1

17.9

15.0

17.6

18.4

17.4

21.4

22.0

21.6

20.1

18.4

23.5

2.4

0.5

0.0

全体 (350)

女性 (175)

男性 (163)

（％）

29歳以下 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70歳以上 無回答

12.6

14.3

11.0

23.7

22.8

24.5

25.4

30.9

20.9

28.6

26.9

31.9

6.6

4.6

9.2

1.4

0.6

2.5

1.7

0.0

0.0
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第
１
章 

調
査
の
概
要 

   

第
２
章 

調
査
結
果
の
概
要 

   

第
３
章 

調
査
結
果
の
分
析 

   

第
４
章 

資
料 

Ⅰ 回答者の属性 

３ 同居者 

同居者 在住者：Ｆ３ 

 

同居者 在勤者：Ｆ３ 

 

あなたの配偶者（パートナー）

あなたの子ども

あなた（配偶者・パートナー）
の親

あなた（配偶者・パートナー）
の兄弟姉妹

あなたの孫

あなた（配偶者・パートナー）
の祖父母

その他

単身世帯（１人暮らし）

無回答

64.2

35.3

9.4

3.5

1.1

0.3

1.3

18.7

2.4

020406080

65.3

37.2

6.6

3.6

1.5

0.0

1.5

18.4

0.5

66.9

35.5

12.0

3.6

0.6

0.6

0.6

20.5

0.0

0 20 40 60 80

全体（n＝374） 女性（n＝196） 男性（n＝166）

（％）（％）

あなたの配偶者（パートナー）

あなたの子ども

あなた（配偶者・パートナー）
の親

あなた（配偶者・パートナー）
の兄弟姉妹

あなた（配偶者・パートナー）
の祖父母

あなたの孫

その他

単身世帯（１人暮らし）

無回答

59.1

42.9

14.0

2.9

0.9

0.0

2.3

21.7

2.0

020406080

52.6

40.0

14.3

4.0

0.6

0.0

2.9

25.1

0.6

69.3

47.9

13.5

1.2

0.6

0.0

1.8

19.0

0.0

0 20 40 60 80

全体（n＝350） 女性（n＝175） 男性（n＝163）

（％）（％）
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第
１
章 

調
査
の
概
要 

   

第
２
章 

調
査
結
果
の
概
要 

   

第
３
章 

調
査
結
果
の
分
析 

   

第
４
章 

資
料 

Ⅰ 回答者の属性 

３ 同居者 

同居者 在住者：Ｆ３ 

 

同居者 在勤者：Ｆ３ 

 

あなたの配偶者（パートナー）

あなたの子ども

あなた（配偶者・パートナー）
の親

あなた（配偶者・パートナー）
の兄弟姉妹

あなたの孫

あなた（配偶者・パートナー）
の祖父母

その他

単身世帯（１人暮らし）

無回答

64.2

35.3

9.4

3.5

1.1

0.3

1.3

18.7

2.4

020406080

65.3

37.2

6.6

3.6

1.5

0.0

1.5

18.4

0.5

66.9

35.5

12.0

3.6

0.6

0.6

0.6

20.5

0.0

0 20 40 60 80

全体（n＝374） 女性（n＝196） 男性（n＝166）

（％）（％）

あなたの配偶者（パートナー）

あなたの子ども

あなた（配偶者・パートナー）
の親

あなた（配偶者・パートナー）
の兄弟姉妹

あなた（配偶者・パートナー）
の祖父母

あなたの孫

その他

単身世帯（１人暮らし）

無回答

59.1

42.9

14.0

2.9

0.9

0.0

2.3

21.7

2.0

020406080

52.6

40.0

14.3

4.0

0.6

0.0

2.9

25.1

0.6

69.3

47.9

13.5

1.2

0.6

0.0

1.8

19.0

0.0

0 20 40 60 80

全体（n＝350） 女性（n＝175） 男性（n＝163）

（％）（％）
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Ⅰ 回答者の属性 

４ 結婚の有無 

結婚の有無 在住者：Ｆ４ 

 

結婚の有無 在勤者：Ｆ４ 

 

 

 

 

全体 (374)

女性 (196)

男性 (166)

（％）

結婚
している

事実婚（み
なとマリ

アージュ制
度などの

パートナー
シップ制度
含む）して

いる

結婚（事実
婚、パート
ナーシップ
制度含む）
していた

が、離別・
死別した

結婚したこ
とはない

無回答

64.4

64.3

68.7

1.9

3.1

0.6

10.4

12.2

9.0

21.1

20.4

21.7

2.1

0.0

0.0

全体 (350)

女性 (175)

男性 (163)

（％）

結婚
している

事実婚（み
なとマリ

アージュ制
度などの

パートナー
シップ制度
含む）して

いる

結婚（事実
婚、パート
ナーシップ
制度含む）
していた

が、離別・
死別した

結婚したこ
とはない

無回答

58.0

48.6

68.7

1.4

1.7

0.0

8.6

12.6

4.9

30.9

35.4

25.8

1.1

1.7

0.6
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Ⅰ 回答者の属性 

２ 年齢 

年齢 在住者：Ｆ２ 

 

年齢 在勤者：Ｆ２ 

 

 

 

全体 (374)

女性 (196)

男性 (166)

29歳以下 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 無回答70歳以上

（％）

11.7

11.2

12.0

10.7

11.8

10.2

16.1

17.9

15.0

17.6

18.4

17.4

21.4

22.0

21.6

20.1

18.4

23.5

2.4

0.5

0.0

全体 (350)

女性 (175)

男性 (163)

（％）

29歳以下 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70歳以上 無回答

12.6

14.3

11.0

23.7

22.8

24.5

25.4

30.9

20.9

28.6

26.9

31.9

6.6

4.6

9.2

1.4

0.6

2.5

1.7

0.0

0.0
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Ⅰ 回答者の属性 

４ 結婚の有無 

結婚の有無 在住者：Ｆ４ 

 

結婚の有無 在勤者：Ｆ４ 

 

 

 

 

全体 (374)

女性 (196)

男性 (166)

（％）

結婚
している

事実婚（み
なとマリ

アージュ制
度などの

パートナー
シップ制度
含む）して

いる

結婚（事実
婚、パート
ナーシップ
制度含む）
していた

が、離別・
死別した

結婚したこ
とはない

無回答

64.4

64.3

68.7

1.9

3.1

0.6

10.4

12.2

9.0

21.1

20.4

21.7

2.1

0.0

0.0

全体 (350)

女性 (175)

男性 (163)

（％）

結婚
している

事実婚（み
なとマリ

アージュ制
度などの

パートナー
シップ制度
含む）して

いる

結婚（事実
婚、パート
ナーシップ
制度含む）
していた

が、離別・
死別した

結婚したこ
とはない

無回答

58.0

48.6

68.7

1.4

1.7

0.0

8.6

12.6

4.9

30.9

35.4

25.8

1.1

1.7

0.6
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第
１
章 

調
査
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概
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第
２
章 

調
査
結
果
の
概
要 

   

第
３
章 

調
査
結
果
の
分
析 

   

第
４
章 

資
料 

Ⅰ 回答者の属性 

５ 就労の状況 
（１）回答者の就労状況 

回答者の就労状況《雇用形態》 在住者：問 12 

 

回答者の就労状況《従業員規模》 在住者：問 12 

 

  

常勤の正規社員

自営業・自由業・家族従業員

家事専業

企業経営者・役員

臨時・非常勤・パート・
アルバイト

学生

契約社員・嘱託

公務員

派遣社員

その他

職業には就いていない

無回答

27.8

13.1

9.6

9.1

8.6

5.3

4.0

4.0

2.4

4.0

9.9

2.1

02040

26.5

9.2

17.3

4.1

11.7

3.6

3.6

6.1

4.1

3.1

8.2

2.6

30.1

16.9

0.6

15.7

5.4

6.0

4.8

1.8

0.6

5.4

10.8

1.8

0 20 40

全体（n＝374） 女性（n＝196） 男性（n＝166）

（％）（％）

ｎ　

全体 (194)

女性 (98)

男性 (94)

（％）

10人以下 11～20人 21～50人
51～
100人

101～
200人

無回答
201～
500人

501～
1,000人

1,001人
以上

17.0

12.2

22.3

5.2

6.1

3.2

10.8

14.3

7.4

6.7

9.2

4.3

10.3

12.2

8.5

9.8

5.1

14.9

4.6

5.1

4.3

34.5

33.7

35.1

1.0

2.0

0.0
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第
１
章 

調
査
の
概
要 

   

第
２
章 

調
査
結
果
の
概
要 

   

第
３
章 

調
査
結
果
の
分
析 

   

第
４
章 

資
料 

Ⅰ 回答者の属性 

３ 同居者 

同居者 在住者：Ｆ３ 

 

同居者 在勤者：Ｆ３ 

 

あなたの配偶者（パートナー）

あなたの子ども

あなた（配偶者・パートナー）
の親

あなた（配偶者・パートナー）
の兄弟姉妹

あなたの孫

あなた（配偶者・パートナー）
の祖父母

その他

単身世帯（１人暮らし）

無回答

64.2

35.3

9.4

3.5

1.1

0.3

1.3

18.7

2.4

020406080

65.3

37.2

6.6

3.6

1.5

0.0

1.5

18.4

0.5

66.9

35.5

12.0

3.6

0.6

0.6

0.6

20.5

0.0

0 20 40 60 80

全体（n＝374） 女性（n＝196） 男性（n＝166）

（％）（％）

あなたの配偶者（パートナー）

あなたの子ども

あなた（配偶者・パートナー）
の親

あなた（配偶者・パートナー）
の兄弟姉妹

あなた（配偶者・パートナー）
の祖父母

あなたの孫

その他

単身世帯（１人暮らし）

無回答

59.1

42.9

14.0

2.9

0.9

0.0

2.3

21.7

2.0

020406080

52.6

40.0

14.3

4.0

0.6

0.0

2.9

25.1

0.6

69.3

47.9

13.5

1.2

0.6

0.0

1.8

19.0

0.0

0 20 40 60 80

全体（n＝350） 女性（n＝175） 男性（n＝163）

（％）（％）
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Ⅰ 回答者の属性 

回答者の就労状況《雇用形態》 在勤者：問５ 

 

 

 回答者の就労状況《従業員規模》 在勤者：問５ 

 

 

 

常勤の正規社員

企業経営者・役員

契約社員・嘱託

臨時・非常勤・パート・
アルバイト

派遣社員

無回答

85.7

8.3

2.6

1.4

0.9

1.1

020406080100

90.3

3.4

1.7

2.3

1.1

1.1

81.6

14.1

2.5

0.6

0.0

1.2

0 20 40 60 80 100

全体（n＝350） 女性（n＝175） 男性（n＝163）

（％）（％）

ｎ　

全体 (350)

女性 (175)

男性 (163)

（％）

10人以下 11～20人 21～50人
51～
100人

101～
200人

201～
500人

 501～
1,000人

1,001人
以上

無回答

8.0

8.0

8.6

14.9

17.1

13.5

22.3

20.0

22.7

10.9

11.4

10.4

10.0

9.7

10.4

7.7

8.6

7.4

10.3

10.3

10.4

14.6

13.1

15.3

1.4

1.7

1.2
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Ⅰ 回答者の属性 

２ 年齢 

年齢 在住者：Ｆ２ 

 

年齢 在勤者：Ｆ２ 

 

 

 

全体 (374)

女性 (196)

男性 (166)

29歳以下 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 無回答70歳以上

（％）

11.7

11.2

12.0

10.7

11.8

10.2

16.1

17.9

15.0

17.6

18.4

17.4

21.4

22.0

21.6

20.1

18.4

23.5

2.4

0.5

0.0

全体 (350)

女性 (175)

男性 (163)

（％）

29歳以下 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70歳以上 無回答

12.6

14.3

11.0

23.7

22.8

24.5

25.4

30.9

20.9

28.6

26.9

31.9

6.6

4.6

9.2

1.4

0.6

2.5

1.7

0.0

0.0
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Ⅰ 回答者の属性 

回答者の就労状況《雇用形態》 在勤者：問５ 

 

 

 回答者の就労状況《従業員規模》 在勤者：問５ 

 

 

 

常勤の正規社員

企業経営者・役員

契約社員・嘱託

臨時・非常勤・パート・
アルバイト

派遣社員

無回答

85.7

8.3

2.6

1.4

0.9

1.1

020406080100

90.3

3.4

1.7

2.3

1.1

1.1

81.6

14.1

2.5

0.6

0.0

1.2

0 20 40 60 80 100

全体（n＝350） 女性（n＝175） 男性（n＝163）

（％）（％）

ｎ　

全体 (350)

女性 (175)

男性 (163)

（％）

10人以下 11～20人 21～50人
51～
100人

101～
200人

201～
500人

 501～
1,000人

1,001人
以上

無回答

8.0

8.0

8.6

14.9

17.1

13.5

22.3

20.0

22.7

10.9

11.4

10.4

10.0

9.7

10.4

7.7

8.6

7.4

10.3

10.3

10.4

14.6

13.1

15.3

1.4

1.7

1.2
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第
１
章 

調
査
の
概
要 

   

第
２
章 

調
査
結
果
の
概
要 

   

第
３
章 

調
査
結
果
の
分
析 

   

第
４
章 

資
料 

Ⅰ 回答者の属性 

（２）共働きの状況 

共働きの状況 在住者：問 12×問 12-１ 

 

 

６ 子育ての有無 

子育ての有無 在住者：Ｆ５ 

 

子育ての有無 在勤者：Ｆ５ 

 

全体 (331)

女性 (182)

男性 (149)

（％）

共働き
どちらか一方が

就労
働いていない 無回答

41.4

39.0

44.3

45.3

47.8

42.3

10.0

9.9

10.1

3.3

3.3

3.4

全体 (374)

女性 (196)

男性 (166)

（％）

子育てしている 子育てしていない 無回答

20.9

22.4

20.5

76.2

76.0

78.9

2.9

1.5

0.6

全体 (350)

女性 (175)

男性 (163)

（％）

子育てしている 子育てしていない 無回答

23.7

22.9

26.4

75.1

75.4

73.0

1.1

1.7

0.6
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第
１
章 

調
査
の
概
要 

   

第
２
章 

調
査
結
果
の
概
要 

   

第
３
章 

調
査
結
果
の
分
析 

   

第
４
章 

資
料 

Ⅰ 回答者の属性 

３ 同居者 

同居者 在住者：Ｆ３ 

 

同居者 在勤者：Ｆ３ 

 

あなたの配偶者（パートナー）

あなたの子ども

あなた（配偶者・パートナー）
の親

あなた（配偶者・パートナー）
の兄弟姉妹

あなたの孫

あなた（配偶者・パートナー）
の祖父母

その他

単身世帯（１人暮らし）

無回答

64.2

35.3

9.4

3.5

1.1

0.3

1.3

18.7

2.4

020406080

65.3

37.2

6.6

3.6

1.5

0.0

1.5

18.4

0.5

66.9

35.5

12.0

3.6

0.6

0.6

0.6

20.5

0.0

0 20 40 60 80

全体（n＝374） 女性（n＝196） 男性（n＝166）

（％）（％）

あなたの配偶者（パートナー）

あなたの子ども

あなた（配偶者・パートナー）
の親

あなた（配偶者・パートナー）
の兄弟姉妹

あなた（配偶者・パートナー）
の祖父母

あなたの孫

その他

単身世帯（１人暮らし）

無回答

59.1

42.9

14.0

2.9

0.9

0.0

2.3

21.7

2.0

020406080

52.6

40.0

14.3

4.0

0.6

0.0

2.9

25.1

0.6

69.3

47.9

13.5

1.2

0.6

0.0

1.8

19.0

0.0

0 20 40 60 80

全体（n＝350） 女性（n＝175） 男性（n＝163）

（％）（％）



 

 14 

Ⅰ 回答者の属性 

７ 介護の有無 

介護の有無 在住者：Ｆ６ 

 

介護の有無 在勤者：Ｆ６ 

 

 

８ 居住地 

居住地 在勤者：Ｆ７ 

 

全体 (374)

女性 (196)

男性 (166)

（％）

介護をしている 介護をしていない 無回答

6.1

8.7

3.6

91.2

90.3

95.8

2.7

1.0

0.6

全体 (350)

女性 (175)

男性 (163)

（％）

介護をしている 介護をしていない 無回答

6.9

7.4

5.5

92.0

90.9

93.9

1.1

1.7

0.6

全体 (350)

女性 (175)

男性 (163)

（％）

港区内
港区以外の
23区内

23区以外の
東京都内

東京都外 無回答

6.3

7.4

4.9

42.6

49.7

33.1

7.7

8.0

8.0

42.3

33.1

53.4

1.1

1.7

0.6
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Ⅰ 回答者の属性 

２ 年齢 

年齢 在住者：Ｆ２ 

 

年齢 在勤者：Ｆ２ 

 

 

 

全体 (374)

女性 (196)

男性 (166)

29歳以下 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 無回答70歳以上

（％）

11.7

11.2

12.0

10.7

11.8

10.2

16.1

17.9

15.0

17.6

18.4

17.4

21.4

22.0

21.6

20.1

18.4

23.5

2.4

0.5

0.0

全体 (350)

女性 (175)

男性 (163)

（％）

29歳以下 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70歳以上 無回答

12.6

14.3

11.0

23.7

22.8

24.5

25.4

30.9

20.9

28.6

26.9

31.9

6.6

4.6

9.2

1.4

0.6

2.5

1.7

0.0

0.0
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Ⅰ 回答者の属性 

７ 介護の有無 

介護の有無 在住者：Ｆ６ 

 

介護の有無 在勤者：Ｆ６ 

 

 

８ 居住地 

居住地 在勤者：Ｆ７ 

 

全体 (374)

女性 (196)

男性 (166)

（％）

介護をしている 介護をしていない 無回答

6.1

8.7

3.6

91.2

90.3

95.8

2.7

1.0

0.6

全体 (350)

女性 (175)

男性 (163)

（％）

介護をしている 介護をしていない 無回答

6.9

7.4

5.5

92.0

90.9

93.9

1.1

1.7

0.6

全体 (350)

女性 (175)

男性 (163)

（％）

港区内
港区以外の
23区内

23区以外の
東京都内

東京都外 無回答

6.3

7.4

4.9

42.6

49.7

33.1

7.7

8.0

8.0

42.3

33.1

53.4

1.1

1.7

0.6
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第
１
章 

調
査
の
概
要 

   

第
２
章 

調
査
結
果
の
概
要 

   

第
３
章 

調
査
結
果
の
分
析 

   

第
４
章 

資
料 

Ⅱ 調査結果の傾向 

Ⅱ 調査結果の傾向 

１ 家庭生活と社会生活の両立について 

（１）「仕事」、「家庭生活」、「地域での生活」、「個人の生活」の優先度《希望》  

【在住者：問１、在勤者：問１】 

生活の中での、「仕事」、「家庭生活」、「地域での生活」（地域活動等）、「個

人の生活」（学習、趣味、付き合い等）の優先度について、あなたの希望に最も近い

ものはどれですか。（○はそれぞれの項目につき１つ） 

 在住者、在勤者ともに希望の優先度「１」は「家庭生活」が最も多くなっており、在住

者で 47.1％、在勤者で 48.3％を占めています。 

「仕事」、「家庭生活」、「地域での生活」、「個人の生活」の優先度《希望》【全体】 

 

 

  

ｎ

在住者 (374)

在勤者 (350)

在住者 (374)

在勤者 (350)

在住者 (374)

在勤者 (350)

在住者 (374)

在勤者 (350)

（％）

個人の生活

地域での生活

家庭生活

仕事

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

24.3

19.4

47.1

48.3

6.1

3.4

39.6

37.4

25.1

38.0

19.5

29.7

13.9

10.3

27.5

36.9

25.9

33.7

17.9

16.0

34.5

33.7

17.6

18.9

11.0

6.3

5.3

2.6

28.3

34.6

8.6

4.0

12.0

2.0

9.4

2.9

16.0

16.9

5.9

2.0

1.6

0.6

0.8

0.6

1.1

1.1

0.8

0.9
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第
１
章 

調
査
の
概
要 

   

第
２
章 

調
査
結
果
の
概
要 

   

第
３
章 

調
査
結
果
の
分
析 

   

第
４
章 

資
料 

Ⅰ 回答者の属性 

３ 同居者 

同居者 在住者：Ｆ３ 

 

同居者 在勤者：Ｆ３ 

 

あなたの配偶者（パートナー）

あなたの子ども

あなた（配偶者・パートナー）
の親

あなた（配偶者・パートナー）
の兄弟姉妹

あなたの孫

あなた（配偶者・パートナー）
の祖父母

その他

単身世帯（１人暮らし）

無回答

64.2

35.3

9.4

3.5

1.1

0.3

1.3

18.7

2.4

020406080

65.3

37.2

6.6

3.6

1.5

0.0

1.5

18.4

0.5

66.9

35.5

12.0

3.6

0.6

0.6

0.6

20.5

0.0

0 20 40 60 80

全体（n＝374） 女性（n＝196） 男性（n＝166）

（％）（％）

あなたの配偶者（パートナー）

あなたの子ども

あなた（配偶者・パートナー）
の親

あなた（配偶者・パートナー）
の兄弟姉妹

あなた（配偶者・パートナー）
の祖父母

あなたの孫

その他

単身世帯（１人暮らし）

無回答

59.1

42.9

14.0

2.9

0.9

0.0

2.3

21.7

2.0

020406080

52.6

40.0

14.3

4.0

0.6

0.0

2.9

25.1

0.6

69.3

47.9

13.5

1.2

0.6

0.0

1.8

19.0

0.0

0 20 40 60 80

全体（n＝350） 女性（n＝175） 男性（n＝163）

（％）（％）
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Ⅱ 調査結果の傾向 

（２）「仕事」、「家庭生活」、「地域での生活」、「個人の生活」の優先度《現実（現状）》  

【在住者：問２、在勤者：問２】 

あなたの現実（現状）に最も近いものはどれですか。（○は１つ） 

 現実（現状）の優先度「１」は、在住者では「家庭生活」が 39.6％で最も多くなって

おり、「仕事」が 33.7％で続いています。在勤者では「仕事」が 36.6％で最も多くなっ

ており、「家庭生活」が 31.1％で続いています。 

「仕事」、「家庭生活」、「地域での生活」、「個人の生活」の優先度《現実（現状）》【全体】 

 

 

 

ｎ

在住者 (374)

在勤者 (350)

在住者 (374)

在勤者 (350)

在住者 (374)

在勤者 (350)

在住者 (374)

在勤者 (350)
個人の生活

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

（％）

仕事

家庭生活

地域での生活

33.7

36.6

39.6

31.1

7.5

3.4

26.5

19.4

18.4

38.9

22.7

28.9

12.6

7.1

30.5

27.1

16.8

18.9

18.7

26.9

27.5

21.7

23.5

34.9

9.9

4.9

10.4

8.3

23.5

31.1

11.5

12.3

17.9

0.6

7.5

3.7

27.0

34.9

6.4

5.1

3.2

0.3

1.1

1.1

1.9

1.7

1.6

1.1
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Ⅰ 回答者の属性 

２ 年齢 

年齢 在住者：Ｆ２ 

 

年齢 在勤者：Ｆ２ 

 

 

 

全体 (374)

女性 (196)

男性 (166)

29歳以下 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 無回答70歳以上

（％）

11.7

11.2

12.0

10.7

11.8

10.2

16.1

17.9

15.0

17.6

18.4

17.4

21.4

22.0

21.6

20.1

18.4

23.5

2.4

0.5

0.0

全体 (350)

女性 (175)

男性 (163)

（％）

29歳以下 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70歳以上 無回答

12.6

14.3

11.0

23.7

22.8

24.5

25.4

30.9

20.9

28.6

26.9

31.9

6.6

4.6

9.2

1.4

0.6

2.5

1.7

0.0

0.0
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Ⅱ 調査結果の傾向 

（２）「仕事」、「家庭生活」、「地域での生活」、「個人の生活」の優先度《現実（現状）》  

【在住者：問２、在勤者：問２】 

あなたの現実（現状）に最も近いものはどれですか。（○は１つ） 

 現実（現状）の優先度「１」は、在住者では「家庭生活」が 39.6％で最も多くなって

おり、「仕事」が 33.7％で続いています。在勤者では「仕事」が 36.6％で最も多くなっ

ており、「家庭生活」が 31.1％で続いています。 

「仕事」、「家庭生活」、「地域での生活」、「個人の生活」の優先度《現実（現状）》【全体】 

 

 

 

ｎ

在住者 (374)

在勤者 (350)

在住者 (374)

在勤者 (350)

在住者 (374)

在勤者 (350)

在住者 (374)

在勤者 (350)
個人の生活

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

（％）

仕事

家庭生活

地域での生活

33.7

36.6

39.6

31.1

7.5

3.4

26.5

19.4

18.4

38.9

22.7

28.9

12.6

7.1

30.5

27.1

16.8

18.9

18.7

26.9

27.5

21.7

23.5

34.9

9.9

4.9

10.4

8.3

23.5

31.1

11.5

12.3

17.9

0.6

7.5

3.7

27.0

34.9

6.4

5.1

3.2

0.3

1.1

1.1

1.9

1.7

1.6

1.1
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第
１
章 

調
査
の
概
要 

   

第
２
章 

調
査
結
果
の
概
要 

   

第
３
章 

調
査
結
果
の
分
析 

   

第
４
章 

資
料 

Ⅱ 調査結果の傾向 

（３）ワーク･ライフ･バランスを推進するために必要なこと  

【在住者：問３、在勤者：問３】 

あなたは、ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）を図る上で、どのよう

なことが重要だと思いますか。（○はいくつでも） 

  

在住者、在勤者ともに「職場の理解やトップの意識改革」が最も多く、在住者で５割を超え、

在勤者で７割近くを占めています。続いて、在住者では「介護サービスなど介護に関する社会

的サポートの充実」が約５割となっており、在勤者では「保育サービスなど育児に関する社会

的サポートの充実」が５割を超えています。 

ワーク･ライフ･バランスを推進するために必要なこと【全体】 

 

職場の理解やトップの意識改革

介護サービスなど介護に関する
社会的サポートの充実

保育サービスなど育児に関する
社会的サポートの充実

個人の意識改革や努力

職場の両立支援制度の充実

法律や制度の充実

長時間労働を見直すこと

男性による家事・育児・介護を
進めること

家族や地域の人の理解

ジェンダーによる昇進、待遇の
格差をなくすこと

取引先の会社のワーク・ライ
フ・バランスに対する理解

その他

わからない

無回答

52.9

49.2

47.9

42.2

40.1

37.7

35.3

32.1

29.1

23.3

18.7

4.5

4.3

2.7

020406080

67.4

49.4

52.6

38.6

47.7

40.0

46.9

34.3

16.9

16.6

23.4

4.6

0.9

1.4

0 20 40 60 80

在住者（n＝374） 在勤者（n＝350）

（％）（％）
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第
１
章 

調
査
の
概
要 

   

第
２
章 

調
査
結
果
の
概
要 

   

第
３
章 

調
査
結
果
の
分
析 

   

第
４
章 

資
料 

Ⅰ 回答者の属性 

３ 同居者 

同居者 在住者：Ｆ３ 

 

同居者 在勤者：Ｆ３ 

 

あなたの配偶者（パートナー）

あなたの子ども

あなた（配偶者・パートナー）
の親

あなた（配偶者・パートナー）
の兄弟姉妹

あなたの孫

あなた（配偶者・パートナー）
の祖父母

その他

単身世帯（１人暮らし）

無回答

64.2

35.3

9.4

3.5

1.1

0.3

1.3

18.7

2.4

020406080

65.3

37.2

6.6

3.6

1.5

0.0

1.5

18.4

0.5

66.9

35.5

12.0

3.6

0.6

0.6

0.6

20.5

0.0

0 20 40 60 80

全体（n＝374） 女性（n＝196） 男性（n＝166）

（％）（％）

あなたの配偶者（パートナー）

あなたの子ども

あなた（配偶者・パートナー）
の親

あなた（配偶者・パートナー）
の兄弟姉妹

あなた（配偶者・パートナー）
の祖父母

あなたの孫

その他

単身世帯（１人暮らし）

無回答

59.1

42.9

14.0

2.9

0.9

0.0

2.3

21.7

2.0

020406080

52.6

40.0

14.3

4.0

0.6

0.0

2.9

25.1

0.6

69.3

47.9

13.5

1.2

0.6

0.0

1.8

19.0

0.0

0 20 40 60 80

全体（n＝350） 女性（n＝175） 男性（n＝163）

（％）（％）
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Ⅱ 調査結果の傾向 

２ 家庭生活について 

（１）「男は仕事、女は家庭」という男女の役割分担意識についての考え方 【在住者：

問 10、在勤者：問４】 

｢夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである」という男女の性別役割分担の考え方が

ありますが、あなたは、どのように思いますか。（○は１つ） 

 在住者、在勤者ともに≪反対≫（「反対」「どちらかといえば反対」の合計）が≪賛成≫

（「賛成」「どちらかといえば賛成」の合計）を上回っており、≪反対≫は在住者で 52.1％、

在勤者で 66.0％となっています。 

「男は仕事、女は家庭」という男女の役割分担意識についての考え方【全体】 

 

 

 

賛
成

反
対

（計）（計）

ｎ

在住者 (374) 27.0 52.1

在勤者 (350) 18.9 66.0

（％）

賛成
どちらかと
いえば賛成

どちらかと
いえば反対

反対 わからない 無回答

2.9

4.6

24.1

14.3

23.5

27.1

28.6

38.9

12.6

13.1

8.3

2.0
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Ⅰ 回答者の属性 

２ 年齢 

年齢 在住者：Ｆ２ 

 

年齢 在勤者：Ｆ２ 

 

 

 

全体 (374)

女性 (196)

男性 (166)

29歳以下 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 無回答70歳以上

（％）

11.7

11.2

12.0

10.7

11.8

10.2

16.1

17.9

15.0

17.6

18.4

17.4

21.4

22.0

21.6

20.1

18.4

23.5

2.4

0.5

0.0

全体 (350)

女性 (175)

男性 (163)

（％）

29歳以下 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70歳以上 無回答

12.6

14.3

11.0

23.7

22.8

24.5

25.4

30.9

20.9

28.6

26.9

31.9

6.6

4.6

9.2

1.4

0.6

2.5

1.7

0.0

0.0
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Ⅱ 調査結果の傾向 

２ 家庭生活について 

（１）「男は仕事、女は家庭」という男女の役割分担意識についての考え方 【在住者：

問 10、在勤者：問４】 

｢夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである」という男女の性別役割分担の考え方が

ありますが、あなたは、どのように思いますか。（○は１つ） 

 在住者、在勤者ともに≪反対≫（「反対」「どちらかといえば反対」の合計）が≪賛成≫

（「賛成」「どちらかといえば賛成」の合計）を上回っており、≪反対≫は在住者で 52.1％、

在勤者で 66.0％となっています。 

「男は仕事、女は家庭」という男女の役割分担意識についての考え方【全体】 

 

 

 

賛
成

反
対

（計）（計）

ｎ

在住者 (374) 27.0 52.1

在勤者 (350) 18.9 66.0

（％）

賛成
どちらかと
いえば賛成

どちらかと
いえば反対

反対 わからない 無回答

2.9

4.6

24.1

14.3

23.5

27.1

28.6

38.9

12.6

13.1

8.3

2.0
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資
料 

Ⅱ 調査結果の傾向 

３ 働く場について 

（１）育児休業・介護休業の取得環境 【在住者：問 12-2、在勤者：問６】 

あなたの職場では、育児休業や介護休業を取得できる環境が整備されていますか。

（制度の整備、業務体制など）（○は１つ） 

 在住者、在勤者ともに「整備されている」が「整備されていない」を上回っており、

「整備されている」は在住者で 63.6％、在勤者で 86.9％を占めています。 

育児休業・介護休業の取得環境【全体】 

 

 

（２）育児休業・介護休業は取得しやすいか 【在住者：問 12-3、在勤者：問７】 

あなたの職場では、育児休業や介護休業が取得しやすい風土・職場の理解があると

感じますか。（○は１つ） 

 在住者、在勤者ともに「感じる」が「感じない」を上回っており、「感じる」は在住者

で 51.2％、在勤者で 67.7％を占めています。 

育児休業・介護休業は取得しやすいか【全体】 

 

ｎ

在住者 (258)

在勤者 (350)

（％）

整備されている 整備されていない わからない 無回答

63.6

86.9

17.8

6.9

12.0

6.3

6.6

0.0

ｎ

在住者 (258)

在勤者 (350)

（％）

感じる 感じない わからない 無回答

51.2

67.7

22.1

14.0

20.2

18.3

6.6

0.0
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第
１
章 

調
査
の
概
要 

   

第
２
章 

調
査
結
果
の
概
要 

   

第
３
章 

調
査
結
果
の
分
析 

   

第
４
章 

資
料 

Ⅰ 回答者の属性 

３ 同居者 

同居者 在住者：Ｆ３ 

 

同居者 在勤者：Ｆ３ 

 

あなたの配偶者（パートナー）

あなたの子ども

あなた（配偶者・パートナー）
の親

あなた（配偶者・パートナー）
の兄弟姉妹

あなたの孫

あなた（配偶者・パートナー）
の祖父母

その他

単身世帯（１人暮らし）

無回答

64.2

35.3

9.4

3.5

1.1

0.3

1.3

18.7

2.4

020406080

65.3

37.2

6.6

3.6

1.5

0.0

1.5

18.4

0.5

66.9

35.5

12.0

3.6

0.6

0.6

0.6

20.5

0.0

0 20 40 60 80

全体（n＝374） 女性（n＝196） 男性（n＝166）

（％）（％）

あなたの配偶者（パートナー）

あなたの子ども

あなた（配偶者・パートナー）
の親

あなた（配偶者・パートナー）
の兄弟姉妹

あなた（配偶者・パートナー）
の祖父母

あなたの孫

その他

単身世帯（１人暮らし）

無回答

59.1

42.9

14.0

2.9

0.9

0.0

2.3

21.7

2.0

020406080

52.6

40.0

14.3

4.0

0.6

0.0

2.9

25.1

0.6

69.3

47.9

13.5

1.2

0.6

0.0

1.8

19.0

0.0

0 20 40 60 80

全体（n＝350） 女性（n＝175） 男性（n＝163）

（％）（％）
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Ⅱ 調査結果の傾向 

（３）職場の働き方改革、育児・介護支援策の導入状況【在住者：問 12-4、在勤者：問８】 

次の勤務形態や取組のうち、あなたの職場で現在、行われているものはあります

か。（○はいくつでも） 

 在住者では、「有給休暇取得の奨励」が 36.0％で最も多くなっており、「長時間労働の是

正（ノー残業デーの設定、業務時間外会議の禁止、残業時間の制限）」が 26.4％で続いて

います。在勤者では、「半日・時間単位の有給休暇制度」が 76.6％で最も多くなっており、

「有給休暇取得の奨励」が 74.6％で続いています。 

職場の働き方改革、育児・介護支援策の導入状況【全体】 

 

有給休暇取得の奨励

長時間労働の是正（ノー残業デーの設定、業務
時間外会議の禁止、残業時間の制限）

テレワーク（在宅勤務）の推進

勤務形態の多様化（フレックスタイム制、交替
制、始業・終業時間の繰上げ・繰下げ、裁量労

働制・事業場外みなし労働時間制）

働きやすい職場の環境整備（短時間勤務、事業
所内託児所の設置、育児や介護を理由とする転

勤への配慮）

半日・時間単位の有給休暇制度

パソコンやタブレット等の導入による業務シス
テムや社内情報ネットワークの構築

副業・兼業の承認

配偶者の出産時の休暇

妊娠中等の通院休暇・妊娠中の時差出勤

同一労働同一賃金

就業形態の移行（正社員 ⇔ パート・アルバイ
ト）

再雇用制度（育児・介護を理由とした退職者の
再雇用）

電子商取引の導入

育児・介護サービスの利用に対する経済的補助

その他

わからない

特にない

無回答

36.0

26.4

25.6

22.9

21.3

18.6

17.4

13.6

11.6

9.3

8.5

5.8

4.7

4.3

2.3

2.7

5.4

8.5

6.6

020406080

74.6

51.1

36.9

50.3

43.7

76.6

58.0

18.6

46.9

36.0

21.4

23.4

21.1

21.4

10.0

0.6

1.4

1.4

0.0

0 20 40 60 80

在住者（n＝374） 在勤者（n＝350）

（％）（％）
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Ⅰ 回答者の属性 

２ 年齢 

年齢 在住者：Ｆ２ 

 

年齢 在勤者：Ｆ２ 

 

 

 

全体 (374)

女性 (196)

男性 (166)

29歳以下 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 無回答70歳以上

（％）

11.7

11.2

12.0

10.7

11.8

10.2

16.1

17.9

15.0

17.6

18.4

17.4

21.4

22.0

21.6

20.1

18.4

23.5

2.4

0.5

0.0

全体 (350)

女性 (175)

男性 (163)

（％）

29歳以下 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70歳以上 無回答

12.6

14.3

11.0

23.7

22.8

24.5

25.4

30.9

20.9

28.6

26.9

31.9

6.6

4.6

9.2

1.4

0.6

2.5

1.7

0.0

0.0
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Ⅱ 調査結果の傾向 

（３）職場の働き方改革、育児・介護支援策の導入状況【在住者：問 12-4、在勤者：問８】 

次の勤務形態や取組のうち、あなたの職場で現在、行われているものはあります

か。（○はいくつでも） 

 在住者では、「有給休暇取得の奨励」が 36.0％で最も多くなっており、「長時間労働の是

正（ノー残業デーの設定、業務時間外会議の禁止、残業時間の制限）」が 26.4％で続いて

います。在勤者では、「半日・時間単位の有給休暇制度」が 76.6％で最も多くなっており、

「有給休暇取得の奨励」が 74.6％で続いています。 

職場の働き方改革、育児・介護支援策の導入状況【全体】 

 

有給休暇取得の奨励

長時間労働の是正（ノー残業デーの設定、業務
時間外会議の禁止、残業時間の制限）

テレワーク（在宅勤務）の推進

勤務形態の多様化（フレックスタイム制、交替
制、始業・終業時間の繰上げ・繰下げ、裁量労

働制・事業場外みなし労働時間制）

働きやすい職場の環境整備（短時間勤務、事業
所内託児所の設置、育児や介護を理由とする転

勤への配慮）

半日・時間単位の有給休暇制度

パソコンやタブレット等の導入による業務シス
テムや社内情報ネットワークの構築

副業・兼業の承認

配偶者の出産時の休暇

妊娠中等の通院休暇・妊娠中の時差出勤

同一労働同一賃金

就業形態の移行（正社員 ⇔ パート・アルバイ
ト）

再雇用制度（育児・介護を理由とした退職者の
再雇用）

電子商取引の導入

育児・介護サービスの利用に対する経済的補助

その他

わからない

特にない

無回答

36.0

26.4

25.6

22.9

21.3

18.6

17.4

13.6

11.6

9.3

8.5

5.8

4.7

4.3

2.3

2.7

5.4

8.5

6.6

020406080

74.6

51.1

36.9

50.3

43.7

76.6

58.0

18.6

46.9

36.0

21.4

23.4

21.1

21.4

10.0

0.6

1.4

1.4

0.0

0 20 40 60 80

在住者（n＝374） 在勤者（n＝350）

（％）（％）
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Ⅱ 調査結果の傾向 

（４）ジェンダーに関わらず働きやすい職場環境を作るために重要なこと  

【在住者：問 13、在勤者：問９】 

あなたは、ジェンダーに関わらず働きやすい職場環境を作るために、特にどのよう

なことが重要だと思いますか。（○は３つまで） 

 在住者では「育児・介護休業取得や短時間勤務を利用しても不利な人事評価がなされ

ないようにする」が 35.6％で最も多く、「ジェンダーによる賃金格差を是正する」が

30.7％で続いています。在勤者では「会社が従業員の状況を理解し、一人ひとりに応じ

た処遇や働き方を導入する」が 42.3％で最も多く、「労働時間の短縮やテレワークの推進

などの労働条件を改善する」が 38.3％で続いています。 

ジェンダーに関わらず働きやすい職場環境を作るために重要なこと 

 

 

 

 

育児・介護休業取得や短時間勤務を利用しても
不利な人事評価がなされないようにする

ジェンダーによる賃金格差を是正する

労働時間の短縮やテレワークの推進などの労働
条件を改善する

会社が従業員の状況を理解し、一人ひとりに応
じた処遇や働き方を導入する

ワークシェアリング（雇用維持・労働時間短縮
のため、仕事を分かち合うこと）などの雇用シ

ステムを導入する

ジェンダーによる格差をなくすために積極的な
改善措置（ポジティブ・アクション）の導入を

進める

セクシュアル・ハラスメントを防止する

職種や職場配置のジェンダーによる公平化を図
る

職場で一人ひとりが努力し、お互いに協力する

技術や技能の取得の機会を増やす

その他

わからない

特にない

無回答

35.6

30.7

29.4

27.8

20.3

18.2

17.6

16.8

16.6

16.0

2.4

4.8

4.5

2.9

0204060

32.3

22.0

38.3

42.3

16.9

13.4

26.0

15.7

33.4

15.1

2.3

6.0

1.7

0.6

0 20 40 60

在住者（n＝374）

（％）（％）

在勤者（n＝350）
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章 
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査
結
果
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要 

   

第
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章 

調
査
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析 

   

第
４
章 

資
料 

Ⅰ 回答者の属性 

３ 同居者 

同居者 在住者：Ｆ３ 

 

同居者 在勤者：Ｆ３ 

 

あなたの配偶者（パートナー）

あなたの子ども

あなた（配偶者・パートナー）
の親

あなた（配偶者・パートナー）
の兄弟姉妹

あなたの孫

あなた（配偶者・パートナー）
の祖父母

その他

単身世帯（１人暮らし）

無回答

64.2

35.3

9.4

3.5

1.1

0.3

1.3

18.7

2.4

020406080

65.3

37.2

6.6

3.6

1.5

0.0

1.5

18.4

0.5

66.9

35.5

12.0

3.6

0.6

0.6

0.6

20.5

0.0

0 20 40 60 80

全体（n＝374） 女性（n＝196） 男性（n＝166）

（％）（％）

あなたの配偶者（パートナー）

あなたの子ども

あなた（配偶者・パートナー）
の親

あなた（配偶者・パートナー）
の兄弟姉妹

あなた（配偶者・パートナー）
の祖父母

あなたの孫

その他

単身世帯（１人暮らし）

無回答

59.1

42.9

14.0

2.9

0.9

0.0

2.3

21.7

2.0

020406080

52.6

40.0

14.3

4.0

0.6

0.0

2.9

25.1

0.6

69.3

47.9

13.5

1.2

0.6

0.0

1.8

19.0

0.0

0 20 40 60 80

全体（n＝350） 女性（n＝175） 男性（n＝163）

（％）（％）
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Ⅱ 調査結果の傾向 

４ 働く場における女性の活躍推進について 

（１）望ましい女性の働き方 【在住者：問 14、在勤者：問 10】 

あなたは、女性の働き方について、どのようなことが望ましいと思いますか。 

（○は１つ） 

 在住者、在勤者ともに「子どもができても、ずっと仕事を続ける方がよい」が最も多

く、在住者で５割近く、在勤者で５割半ばを占めており、「子どもができたら仕事をやめ、

大きくなったら再び仕事を持つ方がよい」が在住者で２割近く、在勤者で１割半ばと続

いています。 

望ましい女性の働き方【全体】 

 
 

 

ｎ

在住者 (374)

在勤者 (350)

（％）

女性は仕
事を持た
ない方が

よい

結婚する
までは仕
事を持つ
方がよい

子どもが
できるま
では、仕
事を持つ
方がよい

子どもが
できて

も、ずっ
と仕事を
続ける方
がよい

子どもが
できたら
仕事をや
め、大き
くなった
ら再び仕
事を持つ
方がよい

その他
わからな

い
無回答

0.8

0.0

2.4

0.9

2.7

1.7

48.4

55.1

18.7

14.0

17.1

17.4

7.5

10.0

2.4

0.9
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Ⅰ 回答者の属性 

２ 年齢 

年齢 在住者：Ｆ２ 

 

年齢 在勤者：Ｆ２ 

 

 

 

全体 (374)

女性 (196)

男性 (166)

29歳以下 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 無回答70歳以上

（％）

11.7

11.2

12.0

10.7

11.8

10.2

16.1

17.9

15.0

17.6

18.4

17.4

21.4

22.0

21.6

20.1

18.4

23.5

2.4

0.5

0.0

全体 (350)

女性 (175)

男性 (163)

（％）

29歳以下 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70歳以上 無回答

12.6

14.3

11.0

23.7

22.8

24.5

25.4

30.9

20.9

28.6

26.9

31.9

6.6

4.6

9.2

1.4

0.6

2.5

1.7

0.0

0.0
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Ⅱ 調査結果の傾向 

４ 働く場における女性の活躍推進について 

（１）望ましい女性の働き方 【在住者：問 14、在勤者：問 10】 

あなたは、女性の働き方について、どのようなことが望ましいと思いますか。 

（○は１つ） 

 在住者、在勤者ともに「子どもができても、ずっと仕事を続ける方がよい」が最も多

く、在住者で５割近く、在勤者で５割半ばを占めており、「子どもができたら仕事をやめ、

大きくなったら再び仕事を持つ方がよい」が在住者で２割近く、在勤者で１割半ばと続

いています。 

望ましい女性の働き方【全体】 

 
 

 

ｎ

在住者 (374)

在勤者 (350)

（％）

女性は仕
事を持た
ない方が

よい

結婚する
までは仕
事を持つ
方がよい

子どもが
できるま
では、仕
事を持つ
方がよい

子どもが
できて

も、ずっ
と仕事を
続ける方
がよい

子どもが
できたら
仕事をや
め、大き
くなった
ら再び仕
事を持つ
方がよい

その他
わからな

い
無回答

0.8

0.0

2.4

0.9

2.7

1.7

48.4

55.1

18.7

14.0

17.1

17.4

7.5

10.0

2.4

0.9
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Ⅱ 調査結果の傾向 

（２）女性が働き続けることや再就職の妨げになっていること  

【在住者：問 15、在勤者：問 11】 

あなたは、女性が結婚（事実婚を含む）や出産しても仕事を持ち続けたり、一度辞

めてから再び仕事を持とうとするときの妨げとして、特にどのようなことがあると思

いますか。それぞれについてお答えください。（○は３つまで） 

 

①女性が仕事を持ち続けるときの妨げ 

 在住者、在勤者ともに「子育てと仕事の両立が難しい」が最も多く、在住者で 69.5％、

在勤者で 79.4％を占めており、「子どもの預け先（保育園や学童保育など）が確保できな

い」が在住者 33.2％、在勤者 45.7％で続いています。 

女性が仕事を持ち続けるときの妨げ【全体】 

 

子育てと仕事の両立が難しい

子どもの預け先（保育園や学童保育など）が確保できない

家事と仕事の両立が難しい

長時間労働などで男性が家事・子育てに参画できない

介護と仕事の両立が難しい

女性と男性で賃金や職種に差がある

職場に男性中心的な考え方が残っている

家族の協力や理解が得られない

能力や実績が正当に評価されない

仕事に必要な最新の能力を身に付けるのが困難

女性自身の働く意欲が不足している

配偶者・パートナーの転勤

その他

わからない

特にない

無回答

69.5

33.2

29.1

23.8

17.4

16.8

16.6

14.7

10.2

9.6

7.0

7.0

3.7

2.9

1.6

1.3

020406080

79.4

45.7

38.3

31.4

20.9

8.3

16.6

17.4

6.0

3.7

6.0

10.9

3.1

1.7

0.6

0.3

0 20 40 60 80

在住者（n＝374）

（％）（％）

在勤者（n＝350）
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Ⅰ 回答者の属性 

３ 同居者 

同居者 在住者：Ｆ３ 

 

同居者 在勤者：Ｆ３ 

 

あなたの配偶者（パートナー）

あなたの子ども

あなた（配偶者・パートナー）
の親

あなた（配偶者・パートナー）
の兄弟姉妹

あなたの孫

あなた（配偶者・パートナー）
の祖父母

その他

単身世帯（１人暮らし）

無回答

64.2

35.3

9.4

3.5

1.1

0.3

1.3

18.7

2.4

020406080

65.3

37.2

6.6

3.6

1.5

0.0

1.5

18.4

0.5

66.9

35.5

12.0

3.6

0.6

0.6

0.6

20.5

0.0

0 20 40 60 80

全体（n＝374） 女性（n＝196） 男性（n＝166）

（％）（％）

あなたの配偶者（パートナー）

あなたの子ども

あなた（配偶者・パートナー）
の親

あなた（配偶者・パートナー）
の兄弟姉妹

あなた（配偶者・パートナー）
の祖父母

あなたの孫

その他

単身世帯（１人暮らし）

無回答

59.1

42.9

14.0

2.9

0.9

0.0

2.3

21.7

2.0

020406080

52.6

40.0

14.3

4.0

0.6

0.0

2.9

25.1

0.6

69.3

47.9

13.5

1.2

0.6

0.0

1.8

19.0

0.0

0 20 40 60 80

全体（n＝350） 女性（n＝175） 男性（n＝163）

（％）（％）
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Ⅱ 調査結果の傾向 

②一度辞めた女性が再び仕事を持とうとするときの妨げ 

 在住者、在勤者ともに「子育てと仕事の両立が難しい」が最も多く、在住者で 45.5％、

在勤者で 58.0％を占めており、「子どもの預け先（保育園や学童保育など）が確保できな

い」が在住者 34.8％、在勤者 40.6％で続いています。 

一度辞めた女性が再び仕事を持とうとするときの妨げ【全体】 

 

 

 

子育てと仕事の両立が難しい

子どもの預け先（保育園や学童保育など）が確保できない

一度仕事を辞めた女性を採用する事業所が少ない

家事と仕事の両立が難しい

長時間労働などで男性が家事・子育てに参画できない

仕事に必要な最新の能力を身に付けるのが困難

能力や実績が正当に評価されない

家族の協力や理解が得られない

女性と男性で賃金や職種に差がある

職場に男性中心的な考え方が残っている

介護と仕事の両立が難しい

女性自身の働く意欲が不足している

配偶者・パートナーの転勤

その他

わからない

特にない

無回答

45.5

34.8

25.7

21.1

17.9

17.6

16.0

13.9

13.4

11.0

10.2

8.3

4.8

2.7

4.8

2.4

1.9

0204060

58.0

40.6

34.0

27.4

22.0

12.9

9.1

16.3

7.7

9.7

15.1

7.7

6.9

2.3

2.9

1.1

0.3

0 20 40 60

在住者（n＝374）

（％）（％）

在勤者（n＝350）
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Ⅰ 回答者の属性 

２ 年齢 

年齢 在住者：Ｆ２ 

 

年齢 在勤者：Ｆ２ 

 

 

 

全体 (374)

女性 (196)

男性 (166)

29歳以下 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 無回答70歳以上

（％）

11.7

11.2

12.0

10.7

11.8

10.2

16.1

17.9

15.0

17.6

18.4

17.4

21.4

22.0

21.6

20.1

18.4

23.5

2.4

0.5

0.0

全体 (350)

女性 (175)

男性 (163)

（％）

29歳以下 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70歳以上 無回答

12.6

14.3

11.0

23.7

22.8

24.5

25.4

30.9

20.9

28.6

26.9

31.9

6.6

4.6

9.2

1.4

0.6

2.5

1.7

0.0

0.0



 

 24 

Ⅱ 調査結果の傾向 

②一度辞めた女性が再び仕事を持とうとするときの妨げ 

 在住者、在勤者ともに「子育てと仕事の両立が難しい」が最も多く、在住者で 45.5％、

在勤者で 58.0％を占めており、「子どもの預け先（保育園や学童保育など）が確保できな

い」が在住者 34.8％、在勤者 40.6％で続いています。 

一度辞めた女性が再び仕事を持とうとするときの妨げ【全体】 

 

 

 

子育てと仕事の両立が難しい

子どもの預け先（保育園や学童保育など）が確保できない

一度仕事を辞めた女性を採用する事業所が少ない

家事と仕事の両立が難しい

長時間労働などで男性が家事・子育てに参画できない

仕事に必要な最新の能力を身に付けるのが困難

能力や実績が正当に評価されない

家族の協力や理解が得られない

女性と男性で賃金や職種に差がある

職場に男性中心的な考え方が残っている

介護と仕事の両立が難しい

女性自身の働く意欲が不足している

配偶者・パートナーの転勤

その他

わからない

特にない

無回答

45.5

34.8

25.7

21.1

17.9

17.6

16.0

13.9

13.4

11.0

10.2

8.3

4.8

2.7

4.8

2.4

1.9

0204060

58.0

40.6

34.0

27.4

22.0

12.9

9.1

16.3

7.7

9.7

15.1

7.7

6.9

2.3

2.9

1.1

0.3

0 20 40 60

在住者（n＝374）

（％）（％）

在勤者（n＝350）
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Ⅱ 調査結果の傾向 

（３）女性活躍のための取組の進捗度 【在住者：問 16、在勤者：問 13】 

あなたの勤務先では、女性が活躍するための取組が進んでいると思いますか。 

（○は１つ） 

 在住者、在勤者ともに“進捗がみられる”（「進んでいる」「ある程度進んでいる」の合

計）が５割以上となっており、「あまり進んでいない」、「進んでいない」を上回っていま

す。 

 

女性活躍のための取組の進捗度【全体】 

 

 

進
捗
が
み
ら
れ
る

（計）

ｎ

在住者 (258) 62.8

在勤者 (350) 57.7

（％）

進んでいる
ある程度進ん

でいる
あまり進んで

いない
進んでいない わからない 無回答

進捗がみられる

31.0

17.1

31.8

40.6

9.7

16.6

7.8

7.7

15.9

16.9

3.9

1.1
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Ⅰ 回答者の属性 

３ 同居者 

同居者 在住者：Ｆ３ 

 

同居者 在勤者：Ｆ３ 

 

あなたの配偶者（パートナー）

あなたの子ども

あなた（配偶者・パートナー）
の親

あなた（配偶者・パートナー）
の兄弟姉妹

あなたの孫

あなた（配偶者・パートナー）
の祖父母

その他

単身世帯（１人暮らし）

無回答

64.2

35.3

9.4

3.5

1.1

0.3

1.3

18.7

2.4

020406080

65.3

37.2

6.6

3.6

1.5

0.0

1.5

18.4

0.5

66.9

35.5

12.0

3.6

0.6

0.6

0.6

20.5

0.0

0 20 40 60 80

全体（n＝374） 女性（n＝196） 男性（n＝166）

（％）（％）

あなたの配偶者（パートナー）

あなたの子ども

あなた（配偶者・パートナー）
の親

あなた（配偶者・パートナー）
の兄弟姉妹

あなた（配偶者・パートナー）
の祖父母

あなたの孫

その他

単身世帯（１人暮らし）

無回答

59.1

42.9

14.0

2.9

0.9

0.0

2.3

21.7

2.0

020406080

52.6

40.0

14.3

4.0

0.6

0.0

2.9

25.1

0.6

69.3

47.9

13.5

1.2

0.6

0.0

1.8

19.0

0.0

0 20 40 60 80

全体（n＝350） 女性（n＝175） 男性（n＝163）

（％）（％）
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Ⅱ 調査結果の傾向 

（４）職場で女性が活躍する上で必要なこと 【在住者：問 17、在勤者：問 15】 

女性が職場において活躍するために、特にどのような取組が必要だと思いますか。 

（○は３つまで） 

 

在住者、在勤者ともに「家庭との両立支援など、女性が管理職として活躍できるようにす

る」が最も多く、在住者で 43.3％、在勤者で 48.3％を占めており、「育児・介護休業取得や

短時間勤務を利用しても不利な人事評価がなされないようにする」が在住者 41.2％、在勤者

38.3％で続いています。 

職場で女性が活躍する上で必要なこと【全体】 

 
 

家庭との両立支援など、女性が管理職として
活躍できるようにする

育児・介護休業取得や短時間勤務を利用しても
不利な人事評価がなされないようにする

男性の意識と職場風土の改革

企業における女性の採用・登用の促進

女性のリーダー・管理職への登用について
具体的な目標値の設定

女性が働き続けていくことのできる相談体制の
充実

女性のロールモデルの発掘・活用事例の提供

男女平等参画に積極的に取り組む企業への支援

その他

わからない

無回答

43.3

41.2

30.7

27.3

20.9

19.8

15.2

15.2

4.5

5.6

5.6

0204060

48.3

38.3

30.6

25.4

18.9

35.4

24.0

11.7

3.7

6.6

0.3

0 20 40 60

在住者（n＝374）

（％）（％）

在勤者（n＝350）
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Ⅰ 回答者の属性 

２ 年齢 

年齢 在住者：Ｆ２ 

 

年齢 在勤者：Ｆ２ 

 

 

 

全体 (374)

女性 (196)

男性 (166)

29歳以下 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 無回答70歳以上

（％）

11.7

11.2

12.0

10.7

11.8

10.2

16.1

17.9

15.0

17.6

18.4

17.4

21.4

22.0

21.6

20.1

18.4

23.5

2.4

0.5

0.0

全体 (350)

女性 (175)

男性 (163)

（％）

29歳以下 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70歳以上 無回答

12.6

14.3

11.0

23.7

22.8

24.5

25.4

30.9

20.9

28.6

26.9

31.9

6.6

4.6

9.2

1.4

0.6

2.5

1.7

0.0

0.0
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Ⅱ 調査結果の傾向 

（４）職場で女性が活躍する上で必要なこと 【在住者：問 17、在勤者：問 15】 

女性が職場において活躍するために、特にどのような取組が必要だと思いますか。 

（○は３つまで） 

 

在住者、在勤者ともに「家庭との両立支援など、女性が管理職として活躍できるようにす

る」が最も多く、在住者で 43.3％、在勤者で 48.3％を占めており、「育児・介護休業取得や

短時間勤務を利用しても不利な人事評価がなされないようにする」が在住者 41.2％、在勤者

38.3％で続いています。 

職場で女性が活躍する上で必要なこと【全体】 

 
 

家庭との両立支援など、女性が管理職として
活躍できるようにする

育児・介護休業取得や短時間勤務を利用しても
不利な人事評価がなされないようにする

男性の意識と職場風土の改革

企業における女性の採用・登用の促進

女性のリーダー・管理職への登用について
具体的な目標値の設定

女性が働き続けていくことのできる相談体制の
充実

女性のロールモデルの発掘・活用事例の提供

男女平等参画に積極的に取り組む企業への支援

その他

わからない

無回答

43.3

41.2

30.7

27.3

20.9

19.8

15.2

15.2

4.5

5.6

5.6

0204060

48.3

38.3

30.6

25.4

18.9

35.4

24.0

11.7

3.7

6.6

0.3

0 20 40 60

在住者（n＝374）

（％）（％）

在勤者（n＝350）
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第
４
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資
料 

Ⅱ 調査結果の傾向 

性別にみると、在住者では「育児・介護休業取得や短時間勤務を利用しても不利な人

事評価がなされないようにする」で女性の割合が男性を 9.8 ポイント上回っています。

在勤者では「企業における女性の採用・登用の促進」で男性の割合が女性を 12.5ポイン

ト上回っています。 

職場で女性が活躍する上で必要なこと【男女別】 

 

 

 

家庭との両立支援など、女性が管理職として活
躍できるようにする

育児・介護休業取得や短時間勤務を利用しても
不利な人事評価がなされないようにする

企業における女性の採用・登用の促進

男性の意識と職場風土の改革

女性のロールモデルの発掘・活用事例の提供

女性のリーダー・管理職への登用について具体
的な目標値の設定

男女平等参画に積極的に取り組む企業への支援

女性が働き続けていくことのできる相談体制の
充実

その他

わからない

無回答

42.9

45.9

25.0

33.2

11.2

21.4

10.7

23.0

6.6

3.1

7.1

45.2

36.1

30.1

27.7

21.1

19.9

19.9

17.5

2.4

8.4

3.0

0204060

50.3

40.6

20.0

33.1

25.1

20.0

11.4

40.0

4.6

4.6

0.6

47.9

36.2

32.5

28.2

23.9

17.8

12.3

30.1

3.1

6.7

0.0

0 20 40 60（％）（％）

女性（n=196） 男性（n=166） 女性（n=175） 男性（n=163）

在住者 在勤者
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要 
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３
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４
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資
料 

Ⅰ 回答者の属性 

３ 同居者 

同居者 在住者：Ｆ３ 

 

同居者 在勤者：Ｆ３ 

 

あなたの配偶者（パートナー）

あなたの子ども

あなた（配偶者・パートナー）
の親

あなた（配偶者・パートナー）
の兄弟姉妹

あなたの孫

あなた（配偶者・パートナー）
の祖父母

その他

単身世帯（１人暮らし）

無回答

64.2

35.3

9.4

3.5

1.1

0.3

1.3

18.7

2.4

020406080

65.3

37.2

6.6

3.6

1.5

0.0

1.5

18.4

0.5

66.9

35.5

12.0

3.6

0.6

0.6

0.6

20.5

0.0

0 20 40 60 80

全体（n＝374） 女性（n＝196） 男性（n＝166）

（％）（％）

あなたの配偶者（パートナー）

あなたの子ども

あなた（配偶者・パートナー）
の親

あなた（配偶者・パートナー）
の兄弟姉妹

あなた（配偶者・パートナー）
の祖父母

あなたの孫

その他

単身世帯（１人暮らし）

無回答

59.1

42.9

14.0

2.9

0.9

0.0

2.3

21.7

2.0

020406080

52.6

40.0

14.3

4.0

0.6

0.0

2.9

25.1

0.6

69.3

47.9

13.5

1.2

0.6

0.0

1.8

19.0

0.0

0 20 40 60 80

全体（n＝350） 女性（n＝175） 男性（n＝163）

（％）（％）
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Ⅱ 調査結果の傾向 

５ 社会参画について 

（１）政策や方針決定の過程に女性があまり進出していない原因  

【在住者：問 21、在勤者：問 17】 

あなたは、政治の場や仕事の場において、政策や方針決定の過程に女性があまり進

出していない原因は、どのようなことだと思いますか。（○はいくつでも） 

 在住者、在勤者ともに「男性優位に組織が運営されていること」が最も多くなってお

り、在住者で 57.2％、在勤者で 56.0％を占めています。在住者では、「家庭、職場、地

域において性別役割分担の意識が強いこと」「女性が積極的に参加していかないこと」「女

性が能力を発揮できる機会が少ないこと」がそれぞれ３割台で続いており、在勤者では

「家庭、職場、地域において性別役割分担の意識が強いこと」が 42.3％で続いています。 

 

政策や方針決定の過程に女性があまり進出していない原因【全体】 

 

 

 

 

男性優位に組織が運営されていること

家庭、職場、地域において性別役割分担の意識
が強いこと

女性が積極的に参加していかないこと

女性が能力を発揮できる機会が少ないこと

家庭の支援・協力が得られないこと

わからない

その他

無回答

57.2

38.0

33.2

30.5

24.9

7.8

5.3

2.1

0204060

56.0

42.3

23.4

23.7

27.7

9.4

4.6

0.9

0 20 40 60

在住者（n＝374） 在勤者（n＝350）

（％）（％）
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Ⅰ 回答者の属性 

２ 年齢 

年齢 在住者：Ｆ２ 

 

年齢 在勤者：Ｆ２ 

 

 

 

全体 (374)

女性 (196)

男性 (166)

29歳以下 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 無回答70歳以上

（％）

11.7

11.2

12.0

10.7

11.8

10.2

16.1

17.9

15.0

17.6

18.4

17.4

21.4

22.0

21.6

20.1

18.4

23.5

2.4

0.5

0.0

全体 (350)

女性 (175)

男性 (163)

（％）

29歳以下 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70歳以上 無回答

12.6

14.3

11.0

23.7

22.8

24.5

25.4

30.9

20.9

28.6

26.9

31.9

6.6

4.6

9.2

1.4

0.6

2.5

1.7

0.0

0.0
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Ⅱ 調査結果の傾向 

５ 社会参画について 

（１）政策や方針決定の過程に女性があまり進出していない原因  

【在住者：問 21、在勤者：問 17】 

あなたは、政治の場や仕事の場において、政策や方針決定の過程に女性があまり進

出していない原因は、どのようなことだと思いますか。（○はいくつでも） 

 在住者、在勤者ともに「男性優位に組織が運営されていること」が最も多くなってお

り、在住者で 57.2％、在勤者で 56.0％を占めています。在住者では、「家庭、職場、地

域において性別役割分担の意識が強いこと」「女性が積極的に参加していかないこと」「女

性が能力を発揮できる機会が少ないこと」がそれぞれ３割台で続いており、在勤者では

「家庭、職場、地域において性別役割分担の意識が強いこと」が 42.3％で続いています。 

 

政策や方針決定の過程に女性があまり進出していない原因【全体】 

 

 

 

 

男性優位に組織が運営されていること

家庭、職場、地域において性別役割分担の意識
が強いこと

女性が積極的に参加していかないこと

女性が能力を発揮できる機会が少ないこと

家庭の支援・協力が得られないこと

わからない

その他

無回答

57.2

38.0

33.2

30.5

24.9

7.8

5.3

2.1

0204060

56.0

42.3

23.4

23.7

27.7

9.4

4.6

0.9

0 20 40 60

在住者（n＝374） 在勤者（n＝350）

（％）（％）
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Ⅱ 調査結果の傾向 

６ 差別的取扱いについて 

（１）ハラスメントを受けた経験、被害を受けた場所 【在住者：問 23、在勤者：問 18】 

あなたは、ここ５年以内に次のようなハラスメントを受けたことがありますか。 

（ア～クのそれぞれについて、あてはまる「１～５」に○をいくつでも） 

 ここ５年以内に被害を受けた人の割合は、『イ．パワー・ハラスメント』で在住者 23.3％、

在勤者 28.1％、『カ．モラル・ハラスメント』で在住者 17.4％、在勤者 14.4％、『ア．セ

クシュアル・ハラスメント』で在住者 12.2％、在勤者 10.9％となっています。何らかの

ハラスメントを１つでも受けたことがある人の割合は在住者で 35.8％、在勤者で 34.9％

となっており、ハラスメントの被害が決してごく一部の人のみに発生しているわけでは

ないことがわかります。 

 被害を受けた場所については、セクシュアル・ハラスメントを職場で受けたという女

性が在住者・在勤者とも１割台、パワー・ハラスメントを職場で受けたという在勤者女

性、男性は在住者・在勤者ともに２割台となっています。 

ハラスメントを受けた経験 

 

※ある：ア～クのうち、ひとつでも「家庭で受けたことがある」「職場で受けたことがある」「地域社会で受けたことがある」「学校で受けたこと

がある」を選択している回答者 

ない：ア～クの全てについて「ない」を選択している回答者 

 

 

 

 

 

 

ｎ

在住者 (374)

在勤者 (350)

（％）

ある ない 無回答

35.8

34.9

62.3

64.3

1.9

0.9

ア．セクシュアル・ハラスメント

イ．パワー・ハラスメント

ウ．マタニティ・ハラスメント、
パタニティ・ハラスメント

エ．育児休業にかかるハラスメント

オ. 介護休業にかかるハラスメント

カ．モラル・ハラスメント

キ．ＳＯＧＩＥ(性的指向・性自認）
ハラスメント

ク．その他

（％） （％）

在住者　ｎ＝374 在勤者　ｎ＝350

ある ない 無回答 ある ない 無回答

12.2

23.3

1.9

2.7

1.7

17.4

1.6

0.8

80.5

69.5

92.2

89.6

90.6

74.1

91.2

59.4

7.2

7.2

5.9

7.8

7.8

8.6

7.2

39.8

10.9

28.1

3.2

2.9

1.4

14.4

0.6

1.5

85.1

69.1

94.3

94.6

95.7

82.6

96.0

46.3

4.0

2.9

2.6

2.6

2.9

3.1

3.4

52.3

 

 9 

   

第
１
章 

調
査
の
概
要 

   

第
２
章 

調
査
結
果
の
概
要 

   

第
３
章 

調
査
結
果
の
分
析 
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資
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Ⅰ 回答者の属性 

３ 同居者 

同居者 在住者：Ｆ３ 

 

同居者 在勤者：Ｆ３ 

 

あなたの配偶者（パートナー）

あなたの子ども

あなた（配偶者・パートナー）
の親

あなた（配偶者・パートナー）
の兄弟姉妹

あなたの孫

あなた（配偶者・パートナー）
の祖父母

その他

単身世帯（１人暮らし）

無回答

64.2

35.3

9.4

3.5

1.1

0.3

1.3

18.7

2.4

020406080

65.3

37.2

6.6

3.6

1.5

0.0

1.5

18.4

0.5

66.9

35.5

12.0

3.6

0.6

0.6

0.6

20.5

0.0

0 20 40 60 80

全体（n＝374） 女性（n＝196） 男性（n＝166）

（％）（％）

あなたの配偶者（パートナー）

あなたの子ども

あなた（配偶者・パートナー）
の親

あなた（配偶者・パートナー）
の兄弟姉妹

あなた（配偶者・パートナー）
の祖父母

あなたの孫

その他

単身世帯（１人暮らし）

無回答

59.1

42.9

14.0

2.9

0.9

0.0

2.3

21.7

2.0

020406080

52.6

40.0

14.3

4.0

0.6

0.0

2.9

25.1

0.6

69.3

47.9

13.5

1.2

0.6

0.0

1.8

19.0

0.0

0 20 40 60 80

全体（n＝350） 女性（n＝175） 男性（n＝163）

（％）（％）



 

 30 

Ⅱ 調査結果の傾向 

ハラスメントを受けた経験、被害を受けた場所【男女別】 

 

●『ア．セクシュアル・ハラスメント』   ●『イ．パワー・ハラスメント』 

 

●『ウ．マタニティ・ハラスメント、   ●『エ．育児休業にかかるハラスメント』 

パタニティ・ハラスメント』 

 

 

 

 

 

  

家庭 家庭

職場 職場

地域社会 地域社会

学校 学校

ない ない

無回答 無回答

3.1

11.7

4.6

0.0

69.4

11.2

0.0

1.8

1.2

1.2

94.0

1.8

020406080100

0.6

14.3

3.4

0.6

76.0

5.1

0.0

2.5

0.0

0.0

95.1

2.5

0 20 40 60 80 100（％）（％）

女性（n=196）

男性（n=166）

女性（n=175）

男性（n=163）

在住者 在勤者

（％）

4.6

17.3

1.0

1.0

66.8

9.2

0.6

21.1

0.6

0.6

72.9

4.2

020406080100

1.1

25.1

1.1

0.0

68.6

4.0

0.0

27.0

0.6

1.8

68.7

1.8

0 20 40 60 80 100（％）

女性（n=196）

男性（n=166）

女性（n=175）

男性（n=163）

在住者 在勤者

家庭 家庭

職場 職場

地域社会 地域社会

学校 学校

ない ない

無回答 無回答

0.5

1.0

1.0

0.0

89.3

8.2

0.0

0.0

0.6

0.6

97.0

1.8

020406080100

0.0

4.0

0.6

0.0

92.6

2.9

0.0

1.8

0.0

0.0

95.7

2.5

0 20 40 60 80 100（％）（％）

女性（n=196）

男性（n=166）

女性（n=175）

男性（n=163）

在住者 在勤者

（％）

0.0

3.1

0.5

0.0

86.2

10.2

0.0

0.6

0.6

0.6

95.2

3.0

020406080100

0.0

2.9

0.0

0.0

94.3

2.9

0.0

2.5

0.6

0.0

94.5

2.5

0 20 40 60 80 100（％）

女性（n=196）

男性（n=166）

女性（n=175）

男性（n=163）

在住者 在勤者
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Ⅰ 回答者の属性 

２ 年齢 

年齢 在住者：Ｆ２ 

 

年齢 在勤者：Ｆ２ 

 

 

 

全体 (374)

女性 (196)

男性 (166)

29歳以下 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 無回答70歳以上

（％）

11.7

11.2

12.0

10.7

11.8

10.2

16.1

17.9

15.0

17.6

18.4

17.4

21.4

22.0

21.6

20.1

18.4

23.5

2.4

0.5

0.0

全体 (350)

女性 (175)

男性 (163)

（％）

29歳以下 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70歳以上 無回答

12.6

14.3

11.0

23.7

22.8

24.5

25.4

30.9

20.9

28.6

26.9

31.9

6.6

4.6

9.2

1.4

0.6

2.5

1.7

0.0

0.0
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Ⅱ 調査結果の傾向 

ハラスメントを受けた経験、被害を受けた場所【男女別】 

 

●『ア．セクシュアル・ハラスメント』   ●『イ．パワー・ハラスメント』 

 

●『ウ．マタニティ・ハラスメント、   ●『エ．育児休業にかかるハラスメント』 

パタニティ・ハラスメント』 

 

 

 

 

 

  

家庭 家庭

職場 職場

地域社会 地域社会

学校 学校

ない ない

無回答 無回答

3.1

11.7

4.6

0.0

69.4

11.2

0.0

1.8

1.2

1.2

94.0

1.8

020406080100

0.6

14.3

3.4

0.6

76.0

5.1

0.0

2.5

0.0

0.0

95.1

2.5

0 20 40 60 80 100（％）（％）

女性（n=196）

男性（n=166）

女性（n=175）

男性（n=163）

在住者 在勤者

（％）

4.6

17.3

1.0

1.0

66.8

9.2

0.6

21.1

0.6

0.6

72.9

4.2

020406080100

1.1

25.1

1.1

0.0

68.6

4.0

0.0

27.0

0.6

1.8

68.7

1.8

0 20 40 60 80 100（％）

女性（n=196）

男性（n=166）

女性（n=175）

男性（n=163）

在住者 在勤者

家庭 家庭

職場 職場

地域社会 地域社会

学校 学校

ない ない

無回答 無回答

0.5

1.0

1.0

0.0

89.3

8.2

0.0

0.0

0.6

0.6

97.0

1.8

020406080100

0.0

4.0

0.6

0.0

92.6

2.9

0.0

1.8

0.0

0.0

95.7

2.5

0 20 40 60 80 100（％）（％）

女性（n=196）

男性（n=166）

女性（n=175）

男性（n=163）

在住者 在勤者

（％）

0.0

3.1

0.5

0.0

86.2

10.2

0.0

0.6

0.6

0.6

95.2

3.0

020406080100

0.0

2.9

0.0

0.0

94.3

2.9

0.0

2.5

0.6

0.0

94.5

2.5

0 20 40 60 80 100（％）

女性（n=196）

男性（n=166）

女性（n=175）

男性（n=163）

在住者 在勤者
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料 

Ⅱ 調査結果の傾向 

●『オ. 介護休業にかかるハラスメント』       ●『カ．モラル・ハラスメント』 

 

 

●『キ．ＳＯＧＩＥ(性的指向・性自認）ハラスメント』 

 

 

 

家庭 家庭

職場 職場

地域社会 地域社会

学校 学校

ない ない

無回答 無回答

0.0

1.5

0.0

0.0

88.8

9.7

0.6

0.0

0.6

0.6

94.0

4.2

020406080100

0.0

1.7

0.0

0.0

94.9

3.4

0.0

1.2

0.0

0.0

96.3

2.5

0 20 40 60 80 100（％）（％）

女性（n=196）

男性（n=166）

女性（n=175）

男性（n=163）

在住者 在勤者

（％）

8.2

9.2

1.0

0.0

69.4

12.2

1.8

9.6

4.8

0.6

79.5

3.6

020406080100

4.6

9.7

1.1

0.6

80.0

4.0

0.0

12.3

0.0

0.0

85.3

2.5

0 20 40 60 80 100（％）

女性（n=196）

男性（n=166）

女性（n=175）

男性（n=163）

在住者 在勤者

家庭

職場

地域社会

学校

ない

無回答

0.0

0.5

0.5

0.0

89.3

9.7

0.0

1.2

0.6

0.6

94.6

3.0

020406080100

0.0

0.0

0.0

0.6

95.4

4.0

0.0

0.0

0.6

0.0

96.9

2.5

0 20 40 60 80 100（％）（％）

女性（n=196）

男性（n=166）

女性（n=175）

男性（n=163）

在住者 在勤者
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章 

資
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Ⅰ 回答者の属性 

３ 同居者 

同居者 在住者：Ｆ３ 

 

同居者 在勤者：Ｆ３ 

 

あなたの配偶者（パートナー）

あなたの子ども

あなた（配偶者・パートナー）
の親

あなた（配偶者・パートナー）
の兄弟姉妹

あなたの孫

あなた（配偶者・パートナー）
の祖父母

その他

単身世帯（１人暮らし）

無回答

64.2

35.3

9.4

3.5

1.1

0.3

1.3

18.7

2.4

020406080

65.3

37.2

6.6

3.6

1.5

0.0

1.5

18.4

0.5

66.9

35.5

12.0

3.6

0.6

0.6

0.6

20.5

0.0

0 20 40 60 80

全体（n＝374） 女性（n＝196） 男性（n＝166）

（％）（％）

あなたの配偶者（パートナー）

あなたの子ども

あなた（配偶者・パートナー）
の親

あなた（配偶者・パートナー）
の兄弟姉妹

あなた（配偶者・パートナー）
の祖父母

あなたの孫

その他

単身世帯（１人暮らし）

無回答

59.1

42.9

14.0

2.9

0.9

0.0

2.3

21.7

2.0

020406080

52.6

40.0

14.3

4.0

0.6

0.0

2.9

25.1

0.6

69.3

47.9

13.5

1.2

0.6

0.0

1.8

19.0

0.0

0 20 40 60 80

全体（n＝350） 女性（n＝175） 男性（n＝163）

（％）（％）
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Ⅱ 調査結果の傾向 

７ 性の多様性について 

（１）自分の性別、恋愛対象の性に悩んだ経験の有無 【在住者：問 28、在勤者：問 19】 

あなた、または、身近な人（家族や親族、友人、職場の同僚、近所の知人等）は、

今までに性別（性自認）や恋愛対象の性（性的指向）について悩んだことはあります

か、または聞いたことはありますか。（○は１つ） 

 性自認について 

≪ある≫（「ある（あなた自身）」「ある（あなたの身近な人）」の合計）は在住者で 9.1％、

在勤者で 9.4％となっています。 

性自認について悩んだ経験の有無【全体】 

 

性的指向について 

≪ある≫（「ある（あなた自身）」「ある（あなたの身近な人）」の合計）は在住者で 10.1％、

在勤者で 12.3％となっています。 

性的指向について悩んだ経験の有無【全体】 

 
 

  

ｎ　

在住者 (374)

在勤者 (350)

ある
（あなた自

身）

ある（あなた
の身近な人）

ない わからない 無回答

（％）

1.6

1.7

7.5

7.7

83.2

84.6

8.3

6.9

2.1

0.9

ｎ　

在住者 (374)

在勤者 (350)

ある
（あなた自身）

ある（あなたの
身近な人）

ない わからない 無回答

（％）

2.9

2.9

7.2

9.4

81.6

81.7

9.1

7.4

2.1

0.9

 

 8 

Ⅰ 回答者の属性 

２ 年齢 

年齢 在住者：Ｆ２ 

 

年齢 在勤者：Ｆ２ 

 

 

 

全体 (374)

女性 (196)

男性 (166)

29歳以下 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 無回答70歳以上

（％）

11.7

11.2

12.0

10.7

11.8

10.2

16.1

17.9

15.0

17.6

18.4

17.4

21.4

22.0

21.6

20.1

18.4

23.5

2.4

0.5

0.0

全体 (350)

女性 (175)

男性 (163)

（％）

29歳以下 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70歳以上 無回答

12.6

14.3

11.0

23.7

22.8

24.5

25.4

30.9

20.9

28.6

26.9

31.9

6.6

4.6

9.2

1.4

0.6

2.5

1.7

0.0

0.0
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Ⅱ 調査結果の傾向 

７ 性の多様性について 

（１）自分の性別、恋愛対象の性に悩んだ経験の有無 【在住者：問 28、在勤者：問 19】 

あなた、または、身近な人（家族や親族、友人、職場の同僚、近所の知人等）は、

今までに性別（性自認）や恋愛対象の性（性的指向）について悩んだことはあります

か、または聞いたことはありますか。（○は１つ） 

 性自認について 

≪ある≫（「ある（あなた自身）」「ある（あなたの身近な人）」の合計）は在住者で 9.1％、

在勤者で 9.4％となっています。 

性自認について悩んだ経験の有無【全体】 

 

性的指向について 

≪ある≫（「ある（あなた自身）」「ある（あなたの身近な人）」の合計）は在住者で 10.1％、

在勤者で 12.3％となっています。 

性的指向について悩んだ経験の有無【全体】 

 
 

  

ｎ　

在住者 (374)

在勤者 (350)

ある
（あなた自

身）

ある（あなた
の身近な人）

ない わからない 無回答

（％）

1.6

1.7

7.5

7.7

83.2

84.6

8.3

6.9

2.1

0.9

ｎ　

在住者 (374)

在勤者 (350)

ある
（あなた自身）

ある（あなたの
身近な人）

ない わからない 無回答

（％）

2.9

2.9

7.2

9.4

81.6

81.7

9.1

7.4

2.1

0.9
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Ⅱ 調査結果の傾向 

（２）カミングアウトの際の対応 【在住者：問 29、在勤者：問 20】 

あなたは、身近な人から性的マイノリティであることを打ち明けられた場合、これ

までと変わりなく接することができますか。（○は１つ） 

 在住者、在勤者ともに「できる」が「できない」を大幅に上回っており、「できる」は

在住者で 58.8％、在勤者で 62.0％を占めています。 

カミングアウトの際の対応【全体】 

 
 

 

 

 

 

 

 

ｎ　

在住者 (374)

在勤者 (350)

できる できない わからない 無回答

（％）

58.8

62.0

4.5

3.1

34.8

34.0

1.9

0.9
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Ⅰ 回答者の属性 

３ 同居者 

同居者 在住者：Ｆ３ 

 

同居者 在勤者：Ｆ３ 

 

あなたの配偶者（パートナー）

あなたの子ども

あなた（配偶者・パートナー）
の親

あなた（配偶者・パートナー）
の兄弟姉妹

あなたの孫

あなた（配偶者・パートナー）
の祖父母

その他

単身世帯（１人暮らし）

無回答

64.2

35.3

9.4

3.5

1.1

0.3

1.3

18.7

2.4

020406080

65.3

37.2

6.6

3.6

1.5

0.0

1.5

18.4

0.5

66.9

35.5

12.0

3.6

0.6

0.6

0.6

20.5

0.0

0 20 40 60 80

全体（n＝374） 女性（n＝196） 男性（n＝166）

（％）（％）

あなたの配偶者（パートナー）

あなたの子ども

あなた（配偶者・パートナー）
の親

あなた（配偶者・パートナー）
の兄弟姉妹

あなた（配偶者・パートナー）
の祖父母

あなたの孫

その他

単身世帯（１人暮らし）

無回答

59.1

42.9

14.0

2.9

0.9

0.0

2.3

21.7

2.0

020406080

52.6

40.0

14.3

4.0

0.6

0.0

2.9

25.1

0.6

69.3

47.9

13.5

1.2

0.6

0.0

1.8

19.0

0.0

0 20 40 60 80

全体（n＝350） 女性（n＝175） 男性（n＝163）

（％）（％）
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Ⅱ 調査結果の傾向 

８ 男女平等参画社会の実現について 

（１）男女平等参画に関する用語の認知度 【在住者：問 31、在勤者：問 22】 

あなたは、次にあげる言葉について、知っていますか。 

（ア～チのそれぞれについて、あてはまる「１～３」に○を１つ） 

 在住者では『ア．男女共同参画社会』『イ．男女雇用機会均等法』『ウ．育児・介護休業

法』『ク．ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）』『ケ．ジェンダー（社会的・

文化的に形成された性別）』『サ．ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）』の“認知度”

（「内容を知っている」「聞いたことはあるが、内容は知らない」の合計）が、在勤者では

『ア．男女共同参画社会』『イ．男女雇用機会均等法』『ウ．育児・介護休業法』『エ．女

性活躍推進法』『ク．ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）』『ケ．ジェンダー

（社会的・文化的に形成された性別）』『サ．ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）』の

≪認知度≫が８割以上となっています。 

男女平等参画に関する用語の認知度【全体】 

 
  

（計） （計）

83.1 ア．男女共同参画社会 86.8

90.4 イ．男女雇用機会均等法 96.3

87.1 ウ．育児・介護休業法 96.0

65.7 エ．女性活躍推進法 81.7

35.3 オ．次世代育成支援対策推進法 49.1

27.3
カ．困難な問題を抱える女性への支援に

関する法律
24.0

28.1
キ．東京都オリンピック憲章にうたわれる

人権尊重の理念の実現を目指す条例
23.4

87.7
ク．ワーク・ライフ・バランス

（仕事と生活の調和）
95.7

89.0
ケ．ジェンダー（社会的・文化的に形成

された性別）
94.9

48.2
コ．ポジティブ・アクション

（積極的改善措置）
52.3

90.9
サ．ドメスティック・バイオレンス

（ＤＶ）
97.4

51.6 シ．デートＤＶ 58.6

47.3 ス．ＳＯＧＩＥ(性的指向・性自認) 46.0

42.0 セ．港区男女平等参画条例 25.7

18.4 ソ．みなとマリアージュ制度 9.2

14.4 タ．第４次港区男女平等参画行動計画 7.4

15.8 チ．男女平等参画情報誌「オアシス」 7.1

在住者　ｎ＝374 在勤者　ｎ＝350

（％）

内容を
知ってい

る

聞いたこ
とは

あるが、
内容は知
らない

知らない 無回答

認知度

認
知
度

（％）

無回答
認
知
度

認知度

内容を
知って
いる

聞いたこ
とは

あるが、
内容は知
らない

知らない

46.5

70.1

55.3

24.3

6.7

6.4

5.6

65.8

65.5

21.7

79.4

32.9

24.3

7.8

4.0

1.6

1.9

36.6

20.3

31.8

41.4

28.6

20.9

22.5

21.9

23.5

26.5

11.5

18.7

23.0

34.2

14.4

12.8

13.9

14.4

7.0

9.4

29.9

60.7

68.7

67.4

8.6

8.0

46.3

5.3

44.9

47.6

54.0

77.0

82.1

80.5

2.4

2.7

3.5

4.3

4.0

4.0

4.5

3.7

2.9

5.6

3.7

3.5

5.1

4.0

4.5

3.5

3.7

43.1

76.6

76.3

38.0

13.7

3.7

5.1

81.7

78.6

18.6

91.7

38.6

21.4

4.6

2.3

2.0

1.1

43.7

19.7

19.7

43.7

35.4

20.3

18.3

14.0

16.3

33.7

5.7

20.0

24.6

21.1

6.9

5.4

6.0

12.3

2.9

3.4

17.1

49.7

74.9

75.1

3.4

4.0

46.6

1.7

40.6

53.1

73.4

90.0

91.7

92.0

0.9

0.9

0.6

1.1

1.1

1.1

1.4

0.9

1.1

1.1

0.9

0.9

0.9

0.9

0.9

0.9

0.9
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Ⅰ 回答者の属性 

２ 年齢 

年齢 在住者：Ｆ２ 

 

年齢 在勤者：Ｆ２ 

 

 

 

全体 (374)

女性 (196)

男性 (166)

29歳以下 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 無回答70歳以上

（％）

11.7

11.2

12.0

10.7

11.8

10.2

16.1

17.9

15.0

17.6

18.4

17.4

21.4

22.0

21.6

20.1

18.4

23.5

2.4

0.5

0.0

全体 (350)

女性 (175)

男性 (163)

（％）

29歳以下 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70歳以上 無回答

12.6

14.3

11.0

23.7

22.8

24.5

25.4

30.9

20.9

28.6

26.9

31.9

6.6

4.6

9.2

1.4

0.6

2.5

1.7

0.0

0.0
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Ⅱ 調査結果の傾向 

８ 男女平等参画社会の実現について 

（１）男女平等参画に関する用語の認知度 【在住者：問 31、在勤者：問 22】 

あなたは、次にあげる言葉について、知っていますか。 

（ア～チのそれぞれについて、あてはまる「１～３」に○を１つ） 

 在住者では『ア．男女共同参画社会』『イ．男女雇用機会均等法』『ウ．育児・介護休業

法』『ク．ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）』『ケ．ジェンダー（社会的・

文化的に形成された性別）』『サ．ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）』の“認知度”

（「内容を知っている」「聞いたことはあるが、内容は知らない」の合計）が、在勤者では

『ア．男女共同参画社会』『イ．男女雇用機会均等法』『ウ．育児・介護休業法』『エ．女

性活躍推進法』『ク．ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）』『ケ．ジェンダー

（社会的・文化的に形成された性別）』『サ．ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）』の

≪認知度≫が８割以上となっています。 

男女平等参画に関する用語の認知度【全体】 

 
  

（計） （計）

83.1 ア．男女共同参画社会 86.8

90.4 イ．男女雇用機会均等法 96.3

87.1 ウ．育児・介護休業法 96.0

65.7 エ．女性活躍推進法 81.7

35.3 オ．次世代育成支援対策推進法 49.1

27.3
カ．困難な問題を抱える女性への支援に

関する法律
24.0

28.1
キ．東京都オリンピック憲章にうたわれる

人権尊重の理念の実現を目指す条例
23.4

87.7
ク．ワーク・ライフ・バランス

（仕事と生活の調和）
95.7

89.0
ケ．ジェンダー（社会的・文化的に形成

された性別）
94.9

48.2
コ．ポジティブ・アクション

（積極的改善措置）
52.3

90.9
サ．ドメスティック・バイオレンス

（ＤＶ）
97.4

51.6 シ．デートＤＶ 58.6

47.3 ス．ＳＯＧＩＥ(性的指向・性自認) 46.0

42.0 セ．港区男女平等参画条例 25.7

18.4 ソ．みなとマリアージュ制度 9.2

14.4 タ．第４次港区男女平等参画行動計画 7.4

15.8 チ．男女平等参画情報誌「オアシス」 7.1

在住者　ｎ＝374 在勤者　ｎ＝350

（％）

内容を
知ってい

る

聞いたこ
とは

あるが、
内容は知
らない

知らない 無回答

認知度

認
知
度

（％）

無回答
認
知
度

認知度

内容を
知って
いる

聞いたこ
とは

あるが、
内容は知
らない

知らない

46.5

70.1

55.3

24.3

6.7

6.4

5.6

65.8

65.5

21.7

79.4

32.9

24.3

7.8

4.0

1.6

1.9

36.6

20.3

31.8

41.4

28.6

20.9

22.5

21.9

23.5

26.5

11.5

18.7

23.0

34.2

14.4

12.8

13.9

14.4

7.0

9.4

29.9

60.7

68.7

67.4

8.6

8.0

46.3

5.3

44.9

47.6

54.0

77.0

82.1

80.5

2.4

2.7

3.5

4.3

4.0

4.0

4.5

3.7

2.9

5.6

3.7

3.5

5.1

4.0

4.5

3.5

3.7

43.1

76.6

76.3

38.0

13.7

3.7

5.1

81.7

78.6

18.6

91.7

38.6

21.4

4.6

2.3

2.0

1.1

43.7

19.7

19.7

43.7

35.4

20.3

18.3

14.0

16.3

33.7

5.7

20.0

24.6

21.1

6.9

5.4

6.0

12.3

2.9

3.4

17.1

49.7

74.9

75.1

3.4

4.0

46.6

1.7

40.6

53.1

73.4

90.0

91.7

92.0

0.9

0.9

0.6

1.1

1.1

1.1

1.4

0.9

1.1

1.1

0.9

0.9

0.9

0.9

0.9

0.9

0.9
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Ⅱ 調査結果の傾向 

９ 拠点施設の充実について 

（１）港区立男女平等参画センター（リーブラ）の利用経験  

【在住者：問 33、在勤者：問 23】 

あなたは、男女平等参画センター（リーブラ）を利用したことがありますか。 

（○は１つ） 

 「利用したことがある」は在住者で 9.1％、在勤者で 4.0％となっています。リーブラ

の“認知度”（「利用したことがある」「男女平等参画センター（リーブラ）のことは知っ

ているが、利用したことはない」の合計）は在住者で 38.2％、在勤者で 16.6％となって

います。 

港区立男女平等参画センター（リーブラ）の利用経験【全体】 

 
 

 

 

認
知
度

ｎ　 （計）

在住者 (374) 38.2

在勤者 (350) 16.6

（％）

認知度

利用したことが
ある

男女平等参画セン
ター（リーブラ）
のことは知ってい
るが、利用したこ

とはない

男女平等参画セン
ター（リーブラ）
があることを知ら

なかった

無回答

9.1

4.0

29.1

12.6

59.4

81.1

2.4

2.3
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Ⅰ 回答者の属性 

３ 同居者 

同居者 在住者：Ｆ３ 

 

同居者 在勤者：Ｆ３ 

 

あなたの配偶者（パートナー）

あなたの子ども

あなた（配偶者・パートナー）
の親

あなた（配偶者・パートナー）
の兄弟姉妹

あなたの孫

あなた（配偶者・パートナー）
の祖父母

その他

単身世帯（１人暮らし）

無回答

64.2

35.3

9.4

3.5

1.1

0.3

1.3

18.7

2.4

020406080

65.3

37.2

6.6

3.6

1.5

0.0

1.5

18.4

0.5

66.9

35.5

12.0

3.6

0.6

0.6

0.6

20.5

0.0

0 20 40 60 80

全体（n＝374） 女性（n＝196） 男性（n＝166）

（％）（％）

あなたの配偶者（パートナー）

あなたの子ども

あなた（配偶者・パートナー）
の親

あなた（配偶者・パートナー）
の兄弟姉妹

あなた（配偶者・パートナー）
の祖父母

あなたの孫

その他

単身世帯（１人暮らし）

無回答

59.1

42.9

14.0

2.9

0.9

0.0

2.3

21.7

2.0

020406080

52.6

40.0

14.3

4.0

0.6

0.0

2.9

25.1

0.6

69.3

47.9

13.5

1.2

0.6

0.0

1.8

19.0

0.0

0 20 40 60 80

全体（n＝350） 女性（n＝175） 男性（n＝163）

（％）（％）
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Ⅱ 調査結果の傾向 

（２）港区立男女平等参画センター（リーブラ）で行っている講座の参加意向  

【在住者：問 34、在勤者：問 24】 

港区立男女平等参画センターでは、さまざまな講座を行っています。あなたがその

講座に参加するとしたら、どのような講座に参加したいと思いますか。 

（○はいくつでも） 

 「自己表現トレーニング、コミュニケーション能力など、生き方をサポートする講座」

は在住者女性で 42.3％、在勤者女性で 38.9％を占めているほか、「男性向けの子育てや

料理などの多様な講座」は在住者男性、在勤者男性でともに 30.1％を占めています。 

 

港区立男女平等参画センター（リーブラ）で行っている講座の参加意向【男女別】 

 

 

 

 

 

男性向けの子育てや料理などの多様な講座

自己表現トレーニング、コミュニケーション能
力など、生き方をサポートする講座

ドメスティック・バイオレンス、セクシュア
ル・ハラスメント、ストーカー対策などを考え

る講座

キャリアアップ・ビジネススキルの向上など、
働く女性を支援する講座

男女平等参画やジェンダーなどについて基本的
な考え方を学ぶ講座

その他

わからない

どれも参加したいと思わない・参加できない

無回答

16.8

42.3

12.8

40.3

15.8

1.0

11.7

21.4

1.0

30.1

19.3

14.5

12.0

10.8

0.0

16.3

31.3

0.0

0204060

8.0

38.9

13.1

46.3

19.4

0.6

12.6

16.6

0.6

30.1

22.7

11.0

10.4

19.6

0.6

17.2

27.6

0.0

0 20 40 60（％）（％）

女性（n=196） 男性（n=166） 女性（n=175） 男性（n=163）

在住者 在勤者
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Ⅰ 回答者の属性 

２ 年齢 

年齢 在住者：Ｆ２ 

 

年齢 在勤者：Ｆ２ 

 

 

 

全体 (374)

女性 (196)

男性 (166)

29歳以下 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 無回答70歳以上

（％）

11.7

11.2

12.0

10.7

11.8

10.2

16.1

17.9

15.0

17.6

18.4

17.4

21.4

22.0

21.6

20.1

18.4

23.5

2.4

0.5

0.0

全体 (350)

女性 (175)

男性 (163)

（％）

29歳以下 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70歳以上 無回答

12.6

14.3

11.0

23.7

22.8

24.5

25.4

30.9

20.9

28.6

26.9

31.9

6.6

4.6

9.2

1.4

0.6

2.5

1.7

0.0

0.0
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Ⅱ 調査結果の傾向 

（２）港区立男女平等参画センター（リーブラ）で行っている講座の参加意向  

【在住者：問 34、在勤者：問 24】 

港区立男女平等参画センターでは、さまざまな講座を行っています。あなたがその

講座に参加するとしたら、どのような講座に参加したいと思いますか。 

（○はいくつでも） 

 「自己表現トレーニング、コミュニケーション能力など、生き方をサポートする講座」

は在住者女性で 42.3％、在勤者女性で 38.9％を占めているほか、「男性向けの子育てや

料理などの多様な講座」は在住者男性、在勤者男性でともに 30.1％を占めています。 

 

港区立男女平等参画センター（リーブラ）で行っている講座の参加意向【男女別】 

 

 

 

 

 

男性向けの子育てや料理などの多様な講座

自己表現トレーニング、コミュニケーション能
力など、生き方をサポートする講座

ドメスティック・バイオレンス、セクシュア
ル・ハラスメント、ストーカー対策などを考え

る講座

キャリアアップ・ビジネススキルの向上など、
働く女性を支援する講座

男女平等参画やジェンダーなどについて基本的
な考え方を学ぶ講座

その他

わからない

どれも参加したいと思わない・参加できない

無回答

16.8

42.3

12.8

40.3

15.8

1.0

11.7

21.4

1.0

30.1

19.3

14.5

12.0

10.8

0.0

16.3

31.3

0.0

0204060

8.0

38.9

13.1

46.3

19.4

0.6

12.6

16.6

0.6

30.1

22.7

11.0

10.4

19.6

0.6

17.2

27.6

0.0

0 20 40 60（％）（％）

女性（n=196） 男性（n=166） 女性（n=175） 男性（n=163）

在住者 在勤者

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

❖ 第３章 調査結果の分析 ❖ 
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Ⅰ 在住者調査 

１ 家庭生活と社会生活の両立について 

問１：「仕事」、「家庭生活」、「地域での生活」、「個人の生活」の優先度《希望》 

生活の中での、「仕事」、「家庭生活」、「地域での生活」（地域活動等）、「個人の

生活」（学習、趣味、付き合い等）の優先度について、あなたの希望に最も近いものはど

れですか。（○はそれぞれの項目につき１つ） 

問１：「仕事」、「家庭生活」、「地域での生活」、「個人の生活」の優先度《希望》 

 

 希望する優先度の高さ（「1」と回答したもの）を比較すると、「家庭生活」が 47.1％で最も

多く、「個人の生活」が 39.6％、「仕事」が 24.3％、「地域での生活」が 6.1％となっています。 

   

  

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

（％）

個人の生活

地域での生活

家庭生活

仕事

ｎ＝374

24.3

47.1

6.1

39.6

25.1

19.5

13.9

27.5

25.9

17.9

34.5

17.6

11.0

5.3

28.3

8.6

12.0

9.4

16.0

5.9

1.6

0.8

1.1

0.8
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第
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資
料 

問１：「家庭生活」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性（52.0％）が男性（41.0％）よりも 11.0

ポイント高くなっています。 

 性・年齢別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性 50～59歳（77.8％）で８割近くと

なっています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

（％）

女
性

男
性

47.1

52.0

45.5

52.2

51.4

77.8

37.2

50.0

41.0

30.0

41.2

52.0

34.5

38.9

46.2

19.5

17.9

27.3

8.7

20.0

8.3

18.6

22.2

21.7

15.0

23.5

4.0

37.9

22.2

23.1

17.9

18.4

18.2

30.4

8.6

5.6

30.2

19.4

16.3

30.0

5.9

4.0

17.2

11.1

25.6

5.3

3.1

4.5

0.0

5.7

5.6

2.3

0.0

8.4

20.0

17.6

12.0

3.4

5.6

2.6

9.4

7.1

0.0

8.7

14.3

2.8

9.3

5.6

12.7

5.0

11.8

28.0

6.9

22.2

2.6

0.8

1.5

4.5

0.0

0.0

0.0

2.3

2.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅰ 在住者調査 

問１：「仕事」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「仕事」の優先度「３」は男性（29.5％）が女性（23.0％）より 6.5ポイン

ト高くなっています。 

性・年齢別にみると、「仕事」の優先度「１」は男性 50～59歳（44.8％）で４割半ばとなっ

ています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

女
性

男
性

（％）

24.3

22.4

22.7

26.1

31.4

25.0

20.9

11.1

25.9

15.0

17.6

36.0

44.8

22.2

17.9

25.1

27.0

45.5

34.8

25.7

22.2

16.3

27.8

23.5

20.0

41.2

28.0

17.2

19.4

23.1

25.9

23.0

18.2

21.7

20.0

25.0

23.3

27.8

29.5

55.0

29.4

16.0

24.1

36.1

23.1

11.0

12.8

9.1

13.0

17.1

13.9

16.3

5.6

8.4

5.0

0.0

12.0

10.3

5.6

12.8

12.0

12.2

4.5

4.3

5.7

11.1

18.6

22.2

12.7

5.0

11.8

8.0

3.4

16.7

23.1

1.6

2.6

0.0

0.0

0.0

2.8

4.7

5.6

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅰ 在住者調査 

問１：「仕事」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「仕事」の優先度「３」は男性（29.5％）が女性（23.0％）より 6.5ポイン

ト高くなっています。 

性・年齢別にみると、「仕事」の優先度「１」は男性 50～59歳（44.8％）で４割半ばとなっ

ています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

女
性

男
性

（％）

24.3

22.4

22.7

26.1

31.4

25.0

20.9

11.1

25.9

15.0

17.6

36.0

44.8

22.2

17.9

25.1

27.0

45.5

34.8

25.7

22.2

16.3

27.8

23.5

20.0

41.2

28.0

17.2

19.4

23.1

25.9

23.0

18.2

21.7

20.0

25.0

23.3

27.8

29.5

55.0

29.4

16.0

24.1

36.1

23.1

11.0

12.8

9.1

13.0

17.1

13.9

16.3

5.6

8.4

5.0

0.0

12.0

10.3

5.6

12.8

12.0

12.2

4.5

4.3

5.7

11.1

18.6

22.2

12.7

5.0

11.8

8.0

3.4

16.7

23.1

1.6

2.6

0.0

0.0

0.0

2.8

4.7

5.6

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅰ 在住者調査 

問１：「仕事」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「仕事」の優先度「３」は男性（29.5％）が女性（23.0％）より 6.5ポイン

ト高くなっています。 

性・年齢別にみると、「仕事」の優先度「１」は男性 50～59歳（44.8％）で４割半ばとなっ

ています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

女
性

男
性

（％）

24.3

22.4

22.7

26.1

31.4

25.0

20.9

11.1

25.9

15.0

17.6

36.0

44.8

22.2

17.9

25.1

27.0

45.5

34.8

25.7

22.2

16.3

27.8

23.5

20.0

41.2

28.0

17.2

19.4

23.1

25.9

23.0

18.2

21.7

20.0

25.0

23.3

27.8

29.5

55.0

29.4

16.0

24.1

36.1

23.1

11.0

12.8

9.1

13.0

17.1

13.9

16.3

5.6

8.4

5.0

0.0

12.0

10.3

5.6

12.8

12.0

12.2

4.5

4.3

5.7

11.1

18.6

22.2

12.7

5.0

11.8

8.0

3.4

16.7

23.1

1.6

2.6

0.0

0.0

0.0

2.8

4.7

5.6

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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第
１
章 

調
査
の
概
要 

   

第
２
章 

調
査
結
果
の
概
要 

   

第
３
章 

調
査
結
果
の
分
析 

Ⅰ 在住者調査 

   

第
４
章 

資
料 

問１：「家庭生活」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性（52.0％）が男性（41.0％）よりも 11.0

ポイント高くなっています。 

 性・年齢別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性 50～59歳（77.8％）で８割近くと

なっています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

（％）

女
性

男
性

47.1

52.0

45.5

52.2

51.4

77.8

37.2

50.0

41.0

30.0

41.2

52.0

34.5

38.9

46.2

19.5

17.9

27.3

8.7

20.0

8.3

18.6

22.2

21.7

15.0

23.5

4.0

37.9

22.2

23.1

17.9

18.4

18.2

30.4

8.6

5.6

30.2

19.4

16.3

30.0

5.9

4.0

17.2

11.1

25.6

5.3

3.1

4.5

0.0

5.7

5.6

2.3

0.0

8.4

20.0

17.6

12.0

3.4

5.6

2.6

9.4

7.1

0.0

8.7

14.3

2.8

9.3

5.6

12.7

5.0

11.8

28.0

6.9

22.2

2.6

0.8

1.5

4.5

0.0

0.0

0.0

2.3

2.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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第
１
章 

調
査
の
概
要 

   

第
２
章 

調
査
結
果
の
概
要 

   

第
３
章 

調
査
結
果
の
分
析 

Ⅰ 在住者調査 

   

第
４
章 

資
料 

問１：「家庭生活」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性（52.0％）が男性（41.0％）よりも 11.0

ポイント高くなっています。 

 性・年齢別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性 50～59歳（77.8％）で８割近くと

なっています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

（％）

女
性

男
性

47.1

52.0

45.5

52.2

51.4

77.8

37.2

50.0

41.0

30.0

41.2

52.0

34.5

38.9

46.2

19.5

17.9

27.3

8.7

20.0

8.3

18.6

22.2

21.7

15.0

23.5

4.0

37.9

22.2

23.1

17.9

18.4

18.2

30.4

8.6

5.6

30.2

19.4

16.3

30.0

5.9

4.0

17.2

11.1

25.6

5.3

3.1

4.5

0.0

5.7

5.6

2.3

0.0

8.4

20.0

17.6

12.0

3.4

5.6

2.6

9.4

7.1

0.0

8.7

14.3

2.8

9.3

5.6

12.7

5.0

11.8

28.0

6.9

22.2

2.6

0.8

1.5

4.5

0.0

0.0

0.0

2.3

2.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅰ 在住者調査 

問１：「地域での生活」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

性別にみると、「地域での生活」の優先度「１」は女性（8.2％）が男性（2.4％）よりも 5.8

ポイント高くなっています。 

性・年齢別にみると、「地域での生活」の優先度「３」は男性 70歳以上（48.7％）で５割近

くとなっています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

（％）

女
性

男
性

6.1

8.2

4.5

8.7

2.9

2.8

9.3

19.4

2.4

0.0

0.0

4.0

0.0

5.6

2.6

13.9

13.3

18.2

8.7

8.6

25.0

4.7

16.7

15.7

25.0

11.8

12.0

17.2

11.1

17.9

34.5

34.2

27.3

34.8

31.4

33.3

39.5

33.3

34.9

25.0

29.4

24.0

24.1

44.4

48.7

28.3

25.5

27.3

26.1

31.4

27.8

23.3

19.4

31.9

35.0

35.3

32.0

44.8

30.6

20.5

16.0

17.3

22.7

21.7

25.7

11.1

18.6

8.3

14.5

15.0

23.5

24.0

13.8

8.3

10.3

1.1

1.5

0.0

0.0

0.0

0.0

4.7

2.8

0.6

0.0

0.0

4.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅰ 在住者調査 

問１：「仕事」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「仕事」の優先度「３」は男性（29.5％）が女性（23.0％）より 6.5ポイン

ト高くなっています。 

性・年齢別にみると、「仕事」の優先度「１」は男性 50～59歳（44.8％）で４割半ばとなっ

ています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

女
性

男
性

（％）

24.3

22.4

22.7

26.1

31.4

25.0

20.9

11.1

25.9

15.0

17.6

36.0

44.8

22.2

17.9

25.1

27.0

45.5

34.8

25.7

22.2

16.3

27.8

23.5

20.0

41.2

28.0

17.2

19.4

23.1

25.9

23.0

18.2

21.7

20.0

25.0

23.3

27.8

29.5

55.0

29.4

16.0

24.1

36.1

23.1

11.0

12.8

9.1

13.0

17.1

13.9

16.3

5.6

8.4

5.0

0.0

12.0

10.3

5.6

12.8

12.0

12.2

4.5

4.3

5.7

11.1

18.6

22.2

12.7

5.0

11.8

8.0

3.4

16.7

23.1

1.6

2.6

0.0

0.0

0.0

2.8

4.7

5.6

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅰ 在住者調査 

問１：「地域での生活」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

性別にみると、「地域での生活」の優先度「１」は女性（8.2％）が男性（2.4％）よりも 5.8

ポイント高くなっています。 

性・年齢別にみると、「地域での生活」の優先度「３」は男性 70歳以上（48.7％）で５割近

くとなっています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

（％）

女
性

男
性

6.1

8.2

4.5

8.7

2.9

2.8

9.3

19.4

2.4

0.0

0.0

4.0

0.0

5.6

2.6

13.9

13.3

18.2

8.7

8.6

25.0

4.7

16.7

15.7

25.0

11.8

12.0

17.2

11.1

17.9

34.5

34.2

27.3

34.8

31.4

33.3

39.5

33.3

34.9

25.0

29.4

24.0

24.1

44.4

48.7

28.3

25.5

27.3

26.1

31.4

27.8

23.3

19.4

31.9

35.0

35.3

32.0

44.8

30.6

20.5

16.0

17.3

22.7

21.7

25.7

11.1

18.6

8.3

14.5

15.0

23.5

24.0

13.8

8.3

10.3

1.1

1.5

0.0

0.0

0.0

0.0

4.7

2.8

0.6

0.0

0.0

4.0

0.0

0.0

0.0
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第
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第
２
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第
３
章 
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査
結
果
の
分
析 

Ⅰ 在住者調査 

   

第
４
章 

資
料 

問１：「個人の生活」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

性別にみると、「個人の生活」の優先度「１」は女性（43.4％）が男性（33.1％）より 10.3

ポイント高くなっています。 

性・年齢別にみると、「個人の生活」の優先度「１」は女性 29歳以下（59.1％）で約６割と

なっています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

（％）

女
性

男
性

39.6

43.4

59.1

43.5

25.7

44.4

37.2

55.6

33.1

40.0

5.9

24.0

37.9

27.8

48.7

27.5

27.6

22.7

30.4

34.3

36.1

20.9

22.2

27.7

20.0

47.1

20.0

34.5

25.0

25.6

17.6

14.3

9.1

17.4

17.1

8.3

18.6

13.9

22.3

20.0

29.4

28.0

20.7

22.2

17.9

8.6

8.2

9.1

4.3

17.1

5.6

7.0

5.6

9.6

5.0

11.8

28.0

3.4

8.3

5.1

5.9

5.1

0.0

4.3

5.7

5.6

11.6

0.0

7.2

15.0

5.9

0.0

3.4

16.7

2.6

0.8

1.5

0.0

0.0

0.0

0.0

4.7

2.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅰ 在住者調査 

   

第
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章 

資
料 

問１：「家庭生活」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性（52.0％）が男性（41.0％）よりも 11.0

ポイント高くなっています。 

 性・年齢別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性 50～59歳（77.8％）で８割近くと

なっています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

（％）

女
性

男
性

47.1

52.0

45.5

52.2

51.4

77.8

37.2

50.0

41.0

30.0

41.2

52.0

34.5

38.9

46.2

19.5

17.9

27.3

8.7

20.0

8.3

18.6

22.2

21.7

15.0

23.5

4.0

37.9

22.2

23.1

17.9

18.4

18.2

30.4

8.6

5.6

30.2

19.4

16.3

30.0

5.9

4.0

17.2

11.1

25.6

5.3

3.1

4.5

0.0

5.7

5.6

2.3

0.0

8.4

20.0

17.6

12.0

3.4

5.6

2.6

9.4

7.1

0.0

8.7

14.3

2.8

9.3

5.6

12.7

5.0

11.8

28.0

6.9

22.2

2.6

0.8

1.5

4.5

0.0

0.0

0.0

2.3

2.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅰ 在住者調査 

問２：「仕事」、「家庭生活」、「地域での生活」、「個人の生活」の優先度《現実（現状）》 

あなたの現実（現状）に最も近いものはどれですか。（○は１つ） 

問２：「仕事」、「家庭生活」、「地域での生活」、「個人の生活」の優先度《現実（現状）》 

 

 現実（現状）の優先度の高さ（「1」と回答したもの）を比較すると、「家庭生活」が 39.6％

で最も多く、「仕事」が 33.7％、「個人の生活」が 26.5％、「地域での生活」が 7.5％となって

います。 

  

個人の生活

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

（％）

仕事

家庭生活

地域での生活

ｎ＝374

33.7

39.6

7.5

26.5

18.4

22.7

12.6

30.5

16.8

18.7

27.5

23.5

9.9

10.4

23.5

11.5

17.9

7.5

27.0

6.4

3.2

1.1

1.9

1.6
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Ⅰ 在住者調査 

問１：「仕事」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「仕事」の優先度「３」は男性（29.5％）が女性（23.0％）より 6.5ポイン

ト高くなっています。 

性・年齢別にみると、「仕事」の優先度「１」は男性 50～59歳（44.8％）で４割半ばとなっ

ています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

女
性

男
性

（％）

24.3

22.4

22.7

26.1

31.4

25.0

20.9

11.1

25.9

15.0

17.6

36.0

44.8

22.2

17.9

25.1

27.0

45.5

34.8

25.7

22.2

16.3

27.8

23.5

20.0

41.2

28.0

17.2

19.4

23.1

25.9

23.0

18.2

21.7

20.0

25.0

23.3

27.8

29.5

55.0

29.4

16.0

24.1

36.1

23.1

11.0

12.8

9.1

13.0

17.1

13.9

16.3

5.6

8.4

5.0

0.0

12.0

10.3

5.6

12.8

12.0

12.2

4.5

4.3

5.7

11.1

18.6

22.2

12.7

5.0

11.8

8.0

3.4

16.7

23.1

1.6

2.6

0.0

0.0

0.0

2.8

4.7

5.6

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅰ 在住者調査 

問２：「仕事」、「家庭生活」、「地域での生活」、「個人の生活」の優先度《現実（現状）》 

あなたの現実（現状）に最も近いものはどれですか。（○は１つ） 

問２：「仕事」、「家庭生活」、「地域での生活」、「個人の生活」の優先度《現実（現状）》 

 

 現実（現状）の優先度の高さ（「1」と回答したもの）を比較すると、「家庭生活」が 39.6％

で最も多く、「仕事」が 33.7％、「個人の生活」が 26.5％、「地域での生活」が 7.5％となって

います。 

  

個人の生活

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

（％）

仕事

家庭生活

地域での生活

ｎ＝374

33.7

39.6

7.5

26.5

18.4

22.7

12.6

30.5

16.8

18.7

27.5

23.5

9.9

10.4

23.5

11.5

17.9

7.5

27.0

6.4

3.2

1.1

1.9

1.6
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問２：「仕事」の優先度《現実（現状）》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「仕事」の優先度「５」は女性（20.9％）が男性（14.5％）より 6.4ポイ

ント高くなっています。 

 性・年齢別にみると、「仕事」の優先度「１」は男性 50～59歳（58.6％）で６割近くとな

っています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

（％）

女
性

男
性

33.7

32.1

45.5

39.1

25.7

50.0

20.9

19.4

34.9

25.0

41.2

40.0

58.6

27.8

23.1

18.4

18.4

22.7

21.7

25.7

13.9

14.0

16.7

19.9

15.0

23.5

28.0

17.2

22.2

15.4

16.8

15.3

13.6

8.7

14.3

5.6

20.9

25.0

19.3

40.0

5.9

8.0

13.8

22.2

23.1

9.9

8.2

13.6

8.7

5.7

11.1

9.3

2.8

10.8

15.0

11.8

8.0

6.9

8.3

15.4

17.9

20.9

4.5

21.7

25.7

11.1

27.9

27.8

14.5

0.0

17.6

16.0

3.4

19.4

23.1

3.2

5.1

0.0

0.0

2.9

8.3

7.0

8.3

0.6

5.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

 

 39 

   

第
１
章 

調
査
の
概
要 

   

第
２
章 

調
査
結
果
の
概
要 

   

第
３
章 

調
査
結
果
の
分
析 

Ⅰ 在住者調査 

   

第
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資
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問１：「家庭生活」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性（52.0％）が男性（41.0％）よりも 11.0

ポイント高くなっています。 

 性・年齢別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性 50～59歳（77.8％）で８割近くと

なっています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

（％）

女
性

男
性

47.1

52.0

45.5

52.2

51.4

77.8

37.2

50.0

41.0

30.0

41.2

52.0

34.5

38.9

46.2

19.5

17.9

27.3

8.7

20.0

8.3

18.6

22.2

21.7

15.0

23.5

4.0

37.9

22.2

23.1

17.9

18.4

18.2

30.4

8.6

5.6

30.2

19.4

16.3

30.0

5.9

4.0

17.2

11.1

25.6

5.3

3.1

4.5

0.0

5.7

5.6

2.3

0.0

8.4

20.0

17.6

12.0

3.4

5.6

2.6

9.4

7.1

0.0

8.7

14.3

2.8

9.3

5.6

12.7

5.0

11.8

28.0

6.9

22.2

2.6

0.8

1.5

4.5

0.0

0.0

0.0

2.3

2.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅰ 在住者調査 

問２：「家庭生活」の優先度《現実（現状）》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性（48.0％）が男性（30.1％）より 17.9

ポイント高くなっています。 

性・年齢別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性 50～59歳（66.7％）で７割近く

となっています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

（％）

女
性

男
性

39.6

48.0

31.8

47.8

51.4

66.7

37.2

50.0

30.1

10.0

29.4

36.0

41.4

22.2

35.9

22.7

20.4

27.3

17.4

14.3

19.4

20.9

22.2

24.7

20.0

23.5

16.0

20.7

38.9

23.1

18.7

16.3

22.7

26.1

20.0

0.0

20.9

13.9

21.1

35.0

23.5

4.0

27.6

11.1

28.2

10.4

7.1

13.6

8.7

2.9

5.6

11.6

2.8

14.5

25.0

17.6

32.0

6.9

8.3

7.7

7.5

6.1

4.5

0.0

11.4

5.6

4.7

8.3

9.6

10.0

5.9

12.0

3.4

19.4

5.1

1.1

2.0

0.0

0.0

0.0

2.8

4.7

2.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅰ 在住者調査 

問１：「仕事」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「仕事」の優先度「３」は男性（29.5％）が女性（23.0％）より 6.5ポイン

ト高くなっています。 

性・年齢別にみると、「仕事」の優先度「１」は男性 50～59歳（44.8％）で４割半ばとなっ

ています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

女
性

男
性

（％）

24.3

22.4

22.7

26.1

31.4

25.0

20.9

11.1

25.9

15.0

17.6

36.0

44.8

22.2

17.9

25.1

27.0

45.5

34.8

25.7

22.2

16.3

27.8

23.5

20.0

41.2

28.0

17.2

19.4

23.1

25.9

23.0

18.2

21.7

20.0

25.0

23.3

27.8

29.5

55.0

29.4

16.0

24.1

36.1

23.1

11.0

12.8

9.1

13.0

17.1

13.9

16.3

5.6

8.4

5.0

0.0

12.0

10.3

5.6

12.8

12.0

12.2

4.5

4.3

5.7

11.1

18.6

22.2

12.7

5.0

11.8

8.0

3.4

16.7

23.1

1.6

2.6

0.0

0.0

0.0

2.8

4.7

5.6

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅰ 在住者調査 

問２：「家庭生活」の優先度《現実（現状）》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性（48.0％）が男性（30.1％）より 17.9

ポイント高くなっています。 

性・年齢別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性 50～59歳（66.7％）で７割近く

となっています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

（％）

女
性

男
性

39.6

48.0

31.8

47.8

51.4

66.7

37.2

50.0

30.1

10.0

29.4

36.0

41.4

22.2

35.9

22.7

20.4

27.3

17.4

14.3

19.4

20.9

22.2

24.7

20.0

23.5

16.0

20.7

38.9

23.1

18.7

16.3

22.7

26.1

20.0

0.0

20.9

13.9

21.1

35.0

23.5

4.0

27.6

11.1

28.2

10.4

7.1

13.6

8.7

2.9

5.6

11.6

2.8

14.5

25.0

17.6

32.0

6.9

8.3

7.7

7.5

6.1

4.5

0.0

11.4

5.6

4.7

8.3

9.6

10.0

5.9

12.0

3.4

19.4

5.1

1.1

2.0

0.0

0.0

0.0

2.8

4.7

2.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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問２：「地域での生活」の優先度《現実（現状）》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「地域での生活」の優先度「３」は男性（31.3％）が女性（24.5％）より

6.8ポイント高くなっています。 

 性・年齢別にみると、「地域での生活」の優先度「３」は男性 70歳以上（48.7％）で５割

近くとなっています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

（％）

女
性

男
性

7.5

8.2

9.1

13.0

8.6

0.0

7.0

13.9

6.0

5.0

11.8

12.0

3.4

5.6

2.6

12.6

11.7

4.5

8.7

8.6

11.1

11.6

22.2

13.9

20.0

5.9

16.0

20.7

8.3

12.8

27.5

24.5

13.6

17.4

22.9

38.9

20.9

25.0

31.3

25.0

11.8

24.0

17.2

41.7

48.7

23.5

24.0

22.7

21.7

25.7

30.6

25.6

16.7

22.9

25.0

29.4

20.0

27.6

22.2

17.9

27.0

28.1

45.5

39.1

31.4

16.7

30.2

16.7

25.9

25.0

41.2

28.0

31.0

22.2

17.9

1.9

3.6

4.5

0.0

2.9

2.8

4.7

5.6

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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問１：「家庭生活」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性（52.0％）が男性（41.0％）よりも 11.0

ポイント高くなっています。 

 性・年齢別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性 50～59歳（77.8％）で８割近くと

なっています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

（％）

女
性

男
性

47.1

52.0

45.5

52.2

51.4

77.8

37.2

50.0

41.0

30.0

41.2

52.0

34.5

38.9

46.2

19.5

17.9

27.3

8.7

20.0

8.3

18.6

22.2

21.7

15.0

23.5

4.0

37.9

22.2

23.1

17.9

18.4

18.2

30.4

8.6

5.6

30.2

19.4

16.3

30.0

5.9

4.0

17.2

11.1

25.6

5.3

3.1

4.5

0.0

5.7

5.6

2.3

0.0

8.4

20.0

17.6

12.0

3.4

5.6

2.6

9.4

7.1

0.0

8.7

14.3

2.8

9.3

5.6

12.7

5.0

11.8

28.0

6.9

22.2

2.6

0.8

1.5

4.5

0.0

0.0

0.0

2.3

2.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅰ 在住者調査 

問２：「個人の生活」の優先度《現実（現状）》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「個人の生活」の優先度「３」は男性（29.5％）が女性（18.9％）より 10.6

ポイント高くなっています。 

 性・年齢別にみると、「個人の生活」の優先度「１」は男性 70歳以上（38.5％）で４割近く

となっています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

（％）

女
性

男
性

26.5

26.5

45.5

17.4

17.1

19.4

25.6

36.1

24.7

35.0

5.9

12.0

31.0

16.7

38.5

30.5

31.1

9.1

43.5

42.9

30.6

30.2

27.8

29.5

15.0

23.5

24.0

41.4

36.1

28.2

23.5

18.9

18.2

26.1

11.4

36.1

11.6

13.9

29.5

30.0

52.9

52.0

24.1

16.7

20.5

11.5

14.8

22.7

8.7

22.9

8.3

14.0

13.9

8.4

10.0

11.8

8.0

3.4

8.3

10.3

6.4

5.6

0.0

4.3

2.9

5.6

11.6

5.6

7.8

10.0

5.9

4.0

0.0

22.2

2.6

1.6

3.1

4.5

0.0

2.9

0.0

7.0

2.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅰ 在住者調査 

問１：「仕事」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「仕事」の優先度「３」は男性（29.5％）が女性（23.0％）より 6.5ポイン

ト高くなっています。 

性・年齢別にみると、「仕事」の優先度「１」は男性 50～59歳（44.8％）で４割半ばとなっ

ています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

女
性

男
性

（％）

24.3

22.4

22.7

26.1

31.4

25.0

20.9

11.1

25.9

15.0

17.6

36.0

44.8

22.2

17.9

25.1

27.0

45.5

34.8

25.7

22.2

16.3

27.8

23.5

20.0

41.2

28.0

17.2

19.4

23.1

25.9

23.0

18.2

21.7

20.0

25.0

23.3

27.8

29.5

55.0

29.4

16.0

24.1

36.1

23.1

11.0

12.8

9.1

13.0

17.1

13.9

16.3

5.6

8.4

5.0

0.0

12.0

10.3

5.6

12.8

12.0

12.2

4.5

4.3

5.7

11.1

18.6

22.2

12.7

5.0

11.8

8.0

3.4

16.7

23.1

1.6

2.6

0.0

0.0

0.0

2.8

4.7

5.6

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅰ 在住者調査 

問２：「個人の生活」の優先度《現実（現状）》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「個人の生活」の優先度「３」は男性（29.5％）が女性（18.9％）より 10.6

ポイント高くなっています。 

 性・年齢別にみると、「個人の生活」の優先度「１」は男性 70歳以上（38.5％）で４割近く

となっています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

（％）

女
性

男
性

26.5

26.5

45.5

17.4

17.1

19.4

25.6

36.1

24.7

35.0

5.9

12.0

31.0

16.7

38.5

30.5

31.1

9.1

43.5

42.9

30.6

30.2

27.8

29.5

15.0

23.5

24.0

41.4

36.1

28.2

23.5

18.9

18.2

26.1

11.4

36.1

11.6

13.9

29.5

30.0

52.9

52.0

24.1

16.7

20.5

11.5

14.8

22.7

8.7

22.9

8.3

14.0

13.9

8.4

10.0

11.8

8.0

3.4

8.3

10.3

6.4

5.6

0.0

4.3

2.9

5.6

11.6

5.6

7.8

10.0

5.9

4.0

0.0

22.2

2.6

1.6

3.1

4.5

0.0

2.9

0.0

7.0

2.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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○「仕事」、「家庭生活」、「地域での生活」、「個人の生活」の希望と現実（現状）の一致

状況 

 

 問１と問２の回答を分析すると、希望と現実（現状）が一致している割合は「家庭生活」

（66.6％）が７割近くで最も多くなっています。次いで「地域での生活」（62.0％）、「個人の

生活」（60.7％）、「仕事」（57.5％）となっています。 

「仕事」、「家庭生活」、「地域での生活」、「個人の生活」の優先度の一致状況 

 

 

n=374

仕事

家庭生活

地域での生活

個人の生活

（％）

希望と現実（現状）
が一致

希望と現実（現状）
が不一致

無回答

57.5

66.6

62.0

60.7

39.3

32.1

35.8

37.7

3.2

1.3

2.1

1.6
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問１：「家庭生活」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性（52.0％）が男性（41.0％）よりも 11.0

ポイント高くなっています。 

 性・年齢別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性 50～59歳（77.8％）で８割近くと

なっています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

（％）

女
性

男
性

47.1

52.0

45.5

52.2

51.4

77.8

37.2

50.0

41.0

30.0

41.2

52.0

34.5

38.9

46.2

19.5

17.9

27.3

8.7

20.0

8.3

18.6

22.2

21.7

15.0

23.5

4.0

37.9

22.2

23.1

17.9

18.4

18.2

30.4

8.6

5.6

30.2

19.4

16.3

30.0

5.9

4.0

17.2

11.1

25.6

5.3

3.1

4.5

0.0

5.7

5.6

2.3

0.0

8.4

20.0

17.6

12.0

3.4

5.6

2.6

9.4

7.1

0.0

8.7

14.3

2.8

9.3

5.6

12.7

5.0

11.8

28.0

6.9

22.2

2.6

0.8

1.5

4.5

0.0

0.0

0.0

2.3

2.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅰ 在住者調査 

問３：ワーク･ライフ･バランスを推進するために必要なこと 

あなたは、ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）を図る上で、どのようなこ

とが重要だと思いますか。（○はいくつでも） 

問３：ワーク･ライフ･バランスを推進するために必要なこと 

 
※「保育サービスなど育児に関する社会的サポートの充実」、「介護サービスなど介護に関する社会的サポートの充実」について

は、令和元年度調査時は、「保育サービスや介護サービスなどの育児・介護に関する社会的サポートの充実」としていたため、

上記の図には掲載していません。 

 

 「職場の理解やトップの意識改革」が 52.9％で最も多く、「介護サービスなど介護に関する

社会的サポートの充実」が 49.2％、「保育サービスなど育児に関する社会的サポートの充実」

が 47.9％で続きます。 

 前回調査と比較すると、「法律や制度の充実」が 11.0 ポイント、「個人の意識改革や努力」

が 8.7 ポイント増加しています。一方、「ジェンダーによる昇進、待遇の格差をなくすこと」

が 3.0ポイント減少しています。   

職場の理解やトップの意識改革

介護サービスなど介護に関する社会的サポート
の充実

保育サービスなど育児に関する社会的サポート
の充実

個人の意識改革や努力

職場の両立支援制度の充実

法律や制度の充実

長時間労働を見直すこと

男性による家事・育児・介護を進めること

家族や地域の人の理解

ジェンダーによる昇進、待遇の格差をなくすこ
と

取引先の会社のワーク・ライフ・バランスに対
する理解

その他

わからない

無回答

52.9

49.2

47.9

42.2

40.1

37.7

35.3

32.1

29.1

23.3

18.7

4.5

4.3

2.7

52.8

33.5

31.8

26.7

35.7

30.6

21.2

26.3

13.3

2.2

2.2

2.2

0204060

53.6

52.6

51.5

37.8

43.9

40.3

39.3

41.3

29.6

29.1

17.9

3.6

3.6

3.6

53.0

46.4

44.6

47.6

36.1

33.7

31.3

22.3

28.9

16.9

21.1

6.0

5.4

1.8

0 20 40 60（％）（％）

全体（n=374） 前回（R元）調査（n=415） 女性（n=196） 男性（n=166）
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Ⅰ 在住者調査 

問１：「仕事」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「仕事」の優先度「３」は男性（29.5％）が女性（23.0％）より 6.5ポイン

ト高くなっています。 

性・年齢別にみると、「仕事」の優先度「１」は男性 50～59歳（44.8％）で４割半ばとなっ

ています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

女
性

男
性

（％）

24.3

22.4

22.7

26.1

31.4

25.0

20.9

11.1

25.9

15.0

17.6

36.0

44.8

22.2

17.9

25.1

27.0

45.5

34.8

25.7

22.2

16.3

27.8

23.5

20.0

41.2

28.0

17.2

19.4

23.1

25.9

23.0

18.2

21.7

20.0

25.0

23.3

27.8

29.5

55.0

29.4

16.0

24.1

36.1

23.1

11.0

12.8

9.1

13.0

17.1

13.9

16.3

5.6

8.4

5.0

0.0

12.0

10.3

5.6

12.8

12.0

12.2

4.5

4.3

5.7

11.1

18.6

22.2

12.7

5.0

11.8

8.0

3.4

16.7

23.1

1.6

2.6

0.0

0.0

0.0

2.8

4.7

5.6

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅰ 在住者調査 

問３：ワーク･ライフ･バランスを推進するために必要なこと 

あなたは、ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）を図る上で、どのようなこ

とが重要だと思いますか。（○はいくつでも） 

問３：ワーク･ライフ･バランスを推進するために必要なこと 

 
※「保育サービスなど育児に関する社会的サポートの充実」、「介護サービスなど介護に関する社会的サポートの充実」について

は、令和元年度調査時は、「保育サービスや介護サービスなどの育児・介護に関する社会的サポートの充実」としていたため、

上記の図には掲載していません。 

 

 「職場の理解やトップの意識改革」が 52.9％で最も多く、「介護サービスなど介護に関する

社会的サポートの充実」が 49.2％、「保育サービスなど育児に関する社会的サポートの充実」

が 47.9％で続きます。 

 前回調査と比較すると、「法律や制度の充実」が 11.0 ポイント、「個人の意識改革や努力」

が 8.7 ポイント増加しています。一方、「ジェンダーによる昇進、待遇の格差をなくすこと」

が 3.0ポイント減少しています。   

職場の理解やトップの意識改革

介護サービスなど介護に関する社会的サポート
の充実

保育サービスなど育児に関する社会的サポート
の充実

個人の意識改革や努力

職場の両立支援制度の充実

法律や制度の充実

長時間労働を見直すこと

男性による家事・育児・介護を進めること

家族や地域の人の理解

ジェンダーによる昇進、待遇の格差をなくすこ
と

取引先の会社のワーク・ライフ・バランスに対
する理解

その他

わからない

無回答

52.9

49.2

47.9

42.2

40.1

37.7

35.3

32.1

29.1

23.3

18.7

4.5

4.3

2.7

52.8

33.5

31.8

26.7

35.7

30.6

21.2

26.3

13.3

2.2

2.2

2.2

0204060

53.6

52.6

51.5

37.8

43.9

40.3

39.3

41.3

29.6

29.1

17.9

3.6

3.6

3.6

53.0

46.4

44.6

47.6

36.1

33.7

31.3

22.3

28.9

16.9

21.1

6.0

5.4

1.8

0 20 40 60（％）（％）

全体（n=374） 前回（R元）調査（n=415） 女性（n=196） 男性（n=166）
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性別にみると、「男性による家事・育児・介護を進めること」では女性（41.3％）が男性（22.3％）

よりも 19.0ポイント高くなっています。一方、「個人の意識改革や努力」では男性（47.6％）

が女性（37.8％）よりも 9.8ポイント高くなっています。 

問３：ワーク･ライフ･バランスを推進するために必要なこと【性・年齢別】 

 
（※表の上段が人数（人）、下段が割合（％）） 

 性・年齢別にみると、女性は 39歳以下で「保育サービスなど育児に関する社会的サポート

の充実」、40～59歳で「職場の理解やトップの意識改革」、60歳以上で「介護サービスなど介

護に関する社会的サポートの充実」が最も多くなっています。男性では、39歳以下、60～69

歳で「職場の理解やトップの意識改革」、40～49歳で「保育サービスなど育児に関する社会的

サポートの充実」、50～59歳で「個人の意識改革や努力」、70歳以上で「介護サービスなど介

護に関する社会的サポートの充実」が最も多くなっています。 

  

全
体

保

育

サ
ー

ビ

ス

な

ど

育

児

に

関

す

る

社

会

的

サ

ポ
ー

ト

の

充

実

介

護

サ
ー

ビ

ス

な

ど

介

護

に

関

す

る

社

会

的

サ

ポ
ー

ト

の

充

実

職

場

の

両

立

支

援

制

度

の

充

実

長

時

間

労

働

を

見

直

す

こ

と

法

律

や

制

度

の

充

実

ジ

ェ

ン

ダ
ー

に

よ

る

昇

進

、
待

遇

の

格

差

を

な

く

す

こ

と

男

性

に

よ

る

家

事

・

育

児

・

介

護

を

進

め

る

こ

と

個

人

の

意

識

改

革

や

努

力

職

場

の

理

解

や

ト

ッ

プ

の

意

識

改

革 家

族

や

地

域

の

人

の

理

解

取

引

先

の

会

社

の

ワ
ー

ク

・

ラ

イ

フ

・

バ

ラ

ン

ス

に

対

す

る

理

解

そ

の

他

わ

か

ら

な

い

無

回

答

374 179 184 150 132 141 87 120 158 198 109 70 17 16 10
100.0 47.9 49.2 40.1 35.3 37.7 23.3 32.1 42.2 52.9 29.1 18.7 4.5 4.3 2.7

196 101 103 86 77 79 57 81 74 105 58 35 7 7 7
100.0 51.5 52.6 43.9 39.3 40.3 29.1 41.3 37.8 53.6 29.6 17.9 3.6 3.6 3.6

22 13 3 7 7 6 3 6 6 9 5 2 0 1 1
100.0 59.1 13.6 31.8 31.8 27.3 13.6 27.3 27.3 40.9 22.7 9.1 0.0 4.5 4.5

23 17 9 13 12 10 6 10 9 12 4 4 1 0 0
100.0 73.9 39.1 56.5 52.2 43.5 26.1 43.5 39.1 52.2 17.4 17.4 4.3 0.0 0.0

35 18 14 17 12 8 10 15 10 19 14 8 1 1 0
100.0 51.4 40.0 48.6 34.3 22.9 28.6 42.9 28.6 54.3 40.0 22.9 2.9 2.9 0.0

36 12 19 18 20 18 11 17 13 23 7 8 1 3 3
100.0 33.3 52.8 50.0 55.6 50.0 30.6 47.2 36.1 63.9 19.4 22.2 2.8 8.3 8.3

43 24 32 18 14 20 14 21 18 27 11 6 2 0 1
100.0 55.8 74.4 41.9 32.6 46.5 32.6 48.8 41.9 62.8 25.6 14.0 4.7 0.0 2.3

36 17 26 13 12 16 12 12 17 14 17 7 1 2 2
100.0 47.2 72.2 36.1 33.3 44.4 33.3 33.3 47.2 38.9 47.2 19.4 2.8 5.6 5.6

1 0 0 0 0 1 1 0 1 1 0 0 1 0 0
100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 100.0 0.0 100.0 100.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0

166 74 77 60 52 56 28 37 79 88 48 35 10 9 3
100.0 44.6 46.4 36.1 31.3 33.7 16.9 22.3 47.6 53.0 28.9 21.1 6.0 5.4 1.8

20 8 5 7 6 5 4 3 6 10 4 2 1 2 0
100.0 40.0 25.0 35.0 30.0 25.0 20.0 15.0 30.0 50.0 20.0 10.0 5.0 10.0 0.0

17 9 4 8 7 7 1 2 10 11 6 5 0 1 0
100.0 52.9 23.5 47.1 41.2 41.2 5.9 11.8 58.8 64.7 35.3 29.4 0.0 5.9 0.0

25 17 11 12 12 10 4 12 13 15 10 8 2 1 0
100.0 68.0 44.0 48.0 48.0 40.0 16.0 48.0 52.0 60.0 40.0 32.0 8.0 4.0 0.0

29 10 13 7 7 7 4 4 16 11 8 6 4 1 0
100.0 34.5 44.8 24.1 24.1 24.1 13.8 13.8 55.2 37.9 27.6 20.7 13.8 3.4 0.0

36 15 21 15 6 9 11 8 16 22 9 9 3 1 1
100.0 41.7 58.3 41.7 16.7 25.0 30.6 22.2 44.4 61.1 25.0 25.0 8.3 2.8 2.8

39 15 23 11 14 18 4 8 18 19 11 5 0 3 2
100.0 38.5 59.0 28.2 35.9 46.2 10.3 20.5 46.2 48.7 28.2 12.8 0.0 7.7 5.1

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
12 4 4 4 3 6 2 2 5 5 3 0 0 0 0

100.0 33.3 33.3 33.3 25.0 50.0 16.7 16.7 41.7 41.7 25.0 0.0 0.0 0.0 0.0

40～49歳

30～39歳

女性合計

全体

性

・

年

齢

別

無回答

無回答

答えたくない
無回答

女

性

男

性

29歳以下

29歳以下

男性合計

30～39歳

40～49歳

50～59歳

50～59歳

60～69歳

70歳以上

70歳以上

60～69歳
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第
４
章 

資
料 

問１：「家庭生活」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性（52.0％）が男性（41.0％）よりも 11.0

ポイント高くなっています。 

 性・年齢別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性 50～59歳（77.8％）で８割近くと

なっています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

（％）

女
性

男
性

47.1

52.0

45.5

52.2

51.4

77.8

37.2

50.0

41.0

30.0

41.2

52.0

34.5

38.9

46.2

19.5

17.9

27.3

8.7

20.0

8.3

18.6

22.2

21.7

15.0

23.5

4.0

37.9

22.2

23.1

17.9

18.4

18.2

30.4

8.6

5.6

30.2

19.4

16.3

30.0

5.9

4.0

17.2

11.1

25.6

5.3

3.1

4.5

0.0

5.7

5.6

2.3

0.0

8.4

20.0

17.6

12.0

3.4

5.6

2.6

9.4

7.1

0.0

8.7

14.3

2.8

9.3

5.6

12.7

5.0

11.8

28.0

6.9

22.2

2.6

0.8

1.5

4.5

0.0

0.0

0.0

2.3

2.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅰ 在住者調査 

問３：ワーク･ライフ･バランスを推進するために必要なこと【就労状況別】 

 
（※表の上段が人数（人）、下段が割合（％）） 

※派遣社員・契約社員には嘱託も含みます。臨時・非常勤には、パート・アルバイトも含みます。 

 

 性・就労状況別にみると、女性の自営業では「介護サービスなど介護に関する社会的サポ

ートの充実」と「家族や地域の人の理解」が、女性の企業経営者・役員では「保育サービスな

ど育児に関する社会的サポートの充実」、「介護サービスなど介護に関する社会的サポートの

充実」、「個人の意識改革や努力」が、常勤の正規社員と派遣社員・契約社員では「職場の理解

やトップの意識改革」が最も高くなっています。 

一方、男性の自営業では「介護サービスなど介護に関する社会的サポートの充実」が、企

業経営者・役員では「個人の意識改革や努力」が、常勤の正規社員、派遣社員・契約社員では

「職場の理解やトップの意識改革」が、臨時・非常勤では「介護サービスなど介護に関する

社会的サポートの充実」と「法律や制度の充実」が最も高くなっています。 

  

全
体

保

育

サ
ー

ビ

ス

な

ど

育

児

に

関

す

る

社

会

的

サ

ポ
ー

ト

の

充

実

介

護

サ
ー

ビ

ス

な

ど

介

護

に

関

す

る

社

会

的

サ

ポ
ー

ト

の

充

実

職

場

の

両

立

支

援

制

度

の

充

実

長

時

間

労

働

を

見

直

す

こ

と

法

律

や

制

度

の

充

実

ジ

ェ

ン

ダ
ー

に

よ

る

昇

進

、
待

遇

の

格

差

を

な

く

す

こ

と

男

性

に

よ

る

家

事

・

育

児

・

介

護

を

進

め

る

こ

と

個

人

の

意

識

改

革

や

努

力

職

場

の

理

解

や

ト

ッ

プ

の

意

識

改

革

家

族

や

地

域

の

人

の

理

解

取

引

先

の

会

社

の

ワ
ー

ク

・

ラ

イ

フ

・

バ

ラ

ン

ス

に

対

す

る

理

解

そ

の

他

わ

か

ら

な

い

無

回

答

374 179 184 150 132 141 87 120 158 198 109 70 17 16 10
100.0 47.9 49.2 40.1 35.3 37.7 23.3 32.1 42.2 52.9 29.1 18.7 4.5 4.3 2.7

196 101 103 86 77 79 57 81 74 105 58 35 7 7 7
100.0 51.5 52.6 43.9 39.3 40.3 29.1 41.3 37.8 53.6 29.6 17.9 3.6 3.6 3.6

18 9 10 6 8 8 5 7 9 9 10 4 0 2 0
100.0 50.0 55.6 33.3 44.4 44.4 27.8 38.9 50.0 50.0 55.6 22.2 0.0 11.1 0.0

8 5 5 2 3 2 2 3 5 3 2 3 0 0 0
100.0 62.5 62.5 25.0 37.5 25.0 25.0 37.5 62.5 37.5 25.0 37.5 0.0 0.0 0.0

64 34 27 32 31 21 15 25 20 38 16 9 2 2 0
100.0 53.1 42.2 50.0 48.4 32.8 23.4 39.1 31.3 59.4 25.0 14.1 3.1 3.1 0.0

15 10 10 10 6 6 7 9 6 12 3 4 1 1 0
100.0 66.7 66.7 66.7 40.0 40.0 46.7 60.0 40.0 80.0 20.0 26.7 6.7 6.7 0.0

23 9 12 9 5 11 4 4 10 9 4 2 0 0 2
100.0 39.1 52.2 39.1 21.7 47.8 17.4 17.4 43.5 39.1 17.4 8.7 0.0 0.0 8.7

6 3 1 2 3 3 2 4 4 3 2 0 1 0 0
100.0 50.0 16.7 33.3 50.0 50.0 33.3 66.7 66.7 50.0 33.3 0.0 16.7 0.0 0.0

57 31 37 24 21 26 21 26 18 29 19 13 3 2 4
100.0 54.4 64.9 42.1 36.8 45.6 36.8 45.6 31.6 50.9 33.3 22.8 5.3 3.5 7.0

5 0 1 1 0 2 1 3 2 2 2 0 0 0 1
100.0 0.0 20.0 20.0 0.0 40.0 20.0 60.0 40.0 40.0 40.0 0.0 0.0 0.0 20.0

166 74 77 60 52 56 28 37 79 88 48 35 10 9 3
100.0 44.6 46.4 36.1 31.3 33.7 16.9 22.3 47.6 53.0 28.9 21.1 6.0 5.4 1.8

28 11 15 9 9 13 5 8 14 11 9 7 2 1 0
100.0 39.3 53.6 32.1 32.1 46.4 17.9 28.6 50.0 39.3 32.1 25.0 7.1 3.6 0.0

26 13 10 11 6 7 5 5 22 10 7 4 1 0 1
100.0 50.0 38.5 42.3 23.1 26.9 19.2 19.2 84.6 38.5 26.9 15.4 3.8 0.0 3.8

53 29 25 21 20 15 8 13 21 33 12 12 5 5 0
100.0 54.7 47.2 39.6 37.7 28.3 15.1 24.5 39.6 62.3 22.6 22.6 9.4 9.4 0.0

9 4 5 6 2 3 1 2 3 7 4 4 0 0 0
100.0 44.4 55.6 66.7 22.2 33.3 11.1 22.2 33.3 77.8 44.4 44.4 0.0 0.0 0.0

9 1 6 2 2 6 1 3 5 4 1 0 0 1 0
100.0 11.1 66.7 22.2 22.2 66.7 11.1 33.3 55.6 44.4 11.1 0.0 0.0 11.1 0.0

9 4 4 2 3 3 1 0 3 6 5 0 2 0 1
100.0 44.4 44.4 22.2 33.3 33.3 11.1 0.0 33.3 66.7 55.6 0.0 22.2 0.0 11.1

29 11 11 9 9 8 7 6 11 15 9 6 0 1 1
100.0 37.9 37.9 31.0 31.0 27.6 24.1 20.7 37.9 51.7 31.0 20.7 0.0 3.4 3.4

3 1 1 0 1 1 0 0 0 2 1 2 0 1 0
100.0 33.3 33.3 0.0 33.3 33.3 0.0 0.0 0.0 66.7 33.3 66.7 0.0 33.3 0.0

12 4 4 4 3 6 2 2 5 5 3 0 0 0 0
100.0 33.3 33.3 33.3 25.0 50.0 16.7 16.7 41.7 41.7 25.0 0.0 0.0 0.0 0.0

全体

性

・

就

労

状

況

別

女

性

女性合計

自営業

企業経営者・役員

常勤の正規社員

派遣社員・契約社員

臨時・非常勤

無回答

男

性

男性合計

自営業

企業経営者・役員

常勤の正規社員

派遣社員・契約社員

無回答

答えたくない
無回答

その他

働いていない

臨時・非常勤

その他

働いていない
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Ⅰ 在住者調査 

問１：「仕事」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「仕事」の優先度「３」は男性（29.5％）が女性（23.0％）より 6.5ポイン

ト高くなっています。 

性・年齢別にみると、「仕事」の優先度「１」は男性 50～59歳（44.8％）で４割半ばとなっ

ています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

女
性

男
性

（％）

24.3

22.4

22.7

26.1

31.4

25.0

20.9

11.1

25.9

15.0

17.6

36.0

44.8

22.2

17.9

25.1

27.0

45.5

34.8

25.7

22.2

16.3

27.8

23.5

20.0

41.2

28.0

17.2

19.4

23.1

25.9

23.0

18.2

21.7

20.0

25.0

23.3

27.8

29.5

55.0

29.4

16.0

24.1

36.1

23.1

11.0

12.8

9.1

13.0

17.1

13.9

16.3

5.6

8.4

5.0

0.0

12.0

10.3

5.6

12.8

12.0

12.2

4.5

4.3

5.7

11.1

18.6

22.2

12.7

5.0

11.8

8.0

3.4

16.7

23.1

1.6

2.6

0.0

0.0

0.0

2.8

4.7

5.6

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅰ 在住者調査 

問３：ワーク･ライフ･バランスを推進するために必要なこと【就労状況別】 

 
（※表の上段が人数（人）、下段が割合（％）） 

※派遣社員・契約社員には嘱託も含みます。臨時・非常勤には、パート・アルバイトも含みます。 

 

 性・就労状況別にみると、女性の自営業では「介護サービスなど介護に関する社会的サポ

ートの充実」と「家族や地域の人の理解」が、女性の企業経営者・役員では「保育サービスな

ど育児に関する社会的サポートの充実」、「介護サービスなど介護に関する社会的サポートの

充実」、「個人の意識改革や努力」が、常勤の正規社員と派遣社員・契約社員では「職場の理解

やトップの意識改革」が最も高くなっています。 

一方、男性の自営業では「介護サービスなど介護に関する社会的サポートの充実」が、企

業経営者・役員では「個人の意識改革や努力」が、常勤の正規社員、派遣社員・契約社員では

「職場の理解やトップの意識改革」が、臨時・非常勤では「介護サービスなど介護に関する

社会的サポートの充実」と「法律や制度の充実」が最も高くなっています。 

  

全
体

保

育

サ
ー

ビ

ス

な

ど

育

児

に

関

す

る

社

会

的

サ

ポ
ー

ト

の

充

実

介

護

サ
ー

ビ

ス

な

ど

介

護

に

関

す

る

社

会

的

サ

ポ
ー

ト

の

充

実

職

場

の

両

立

支

援

制

度

の

充

実

長

時

間

労

働

を

見

直

す

こ

と

法

律

や

制

度

の

充

実

ジ

ェ

ン

ダ
ー

に

よ

る

昇

進

、
待

遇

の

格

差

を

な

く

す

こ

と

男

性

に

よ

る

家

事

・

育

児

・

介

護

を

進

め

る

こ

と

個

人

の

意

識

改

革

や

努

力

職

場

の

理

解

や

ト

ッ

プ

の

意

識

改

革

家

族

や

地

域

の

人

の

理

解

取

引

先

の

会

社

の

ワ
ー

ク

・

ラ

イ

フ

・

バ

ラ

ン

ス

に

対

す

る

理

解

そ

の

他

わ

か

ら

な

い

無

回

答

374 179 184 150 132 141 87 120 158 198 109 70 17 16 10
100.0 47.9 49.2 40.1 35.3 37.7 23.3 32.1 42.2 52.9 29.1 18.7 4.5 4.3 2.7

196 101 103 86 77 79 57 81 74 105 58 35 7 7 7
100.0 51.5 52.6 43.9 39.3 40.3 29.1 41.3 37.8 53.6 29.6 17.9 3.6 3.6 3.6

18 9 10 6 8 8 5 7 9 9 10 4 0 2 0
100.0 50.0 55.6 33.3 44.4 44.4 27.8 38.9 50.0 50.0 55.6 22.2 0.0 11.1 0.0

8 5 5 2 3 2 2 3 5 3 2 3 0 0 0
100.0 62.5 62.5 25.0 37.5 25.0 25.0 37.5 62.5 37.5 25.0 37.5 0.0 0.0 0.0

64 34 27 32 31 21 15 25 20 38 16 9 2 2 0
100.0 53.1 42.2 50.0 48.4 32.8 23.4 39.1 31.3 59.4 25.0 14.1 3.1 3.1 0.0

15 10 10 10 6 6 7 9 6 12 3 4 1 1 0
100.0 66.7 66.7 66.7 40.0 40.0 46.7 60.0 40.0 80.0 20.0 26.7 6.7 6.7 0.0

23 9 12 9 5 11 4 4 10 9 4 2 0 0 2
100.0 39.1 52.2 39.1 21.7 47.8 17.4 17.4 43.5 39.1 17.4 8.7 0.0 0.0 8.7

6 3 1 2 3 3 2 4 4 3 2 0 1 0 0
100.0 50.0 16.7 33.3 50.0 50.0 33.3 66.7 66.7 50.0 33.3 0.0 16.7 0.0 0.0

57 31 37 24 21 26 21 26 18 29 19 13 3 2 4
100.0 54.4 64.9 42.1 36.8 45.6 36.8 45.6 31.6 50.9 33.3 22.8 5.3 3.5 7.0

5 0 1 1 0 2 1 3 2 2 2 0 0 0 1
100.0 0.0 20.0 20.0 0.0 40.0 20.0 60.0 40.0 40.0 40.0 0.0 0.0 0.0 20.0

166 74 77 60 52 56 28 37 79 88 48 35 10 9 3
100.0 44.6 46.4 36.1 31.3 33.7 16.9 22.3 47.6 53.0 28.9 21.1 6.0 5.4 1.8

28 11 15 9 9 13 5 8 14 11 9 7 2 1 0
100.0 39.3 53.6 32.1 32.1 46.4 17.9 28.6 50.0 39.3 32.1 25.0 7.1 3.6 0.0

26 13 10 11 6 7 5 5 22 10 7 4 1 0 1
100.0 50.0 38.5 42.3 23.1 26.9 19.2 19.2 84.6 38.5 26.9 15.4 3.8 0.0 3.8

53 29 25 21 20 15 8 13 21 33 12 12 5 5 0
100.0 54.7 47.2 39.6 37.7 28.3 15.1 24.5 39.6 62.3 22.6 22.6 9.4 9.4 0.0

9 4 5 6 2 3 1 2 3 7 4 4 0 0 0
100.0 44.4 55.6 66.7 22.2 33.3 11.1 22.2 33.3 77.8 44.4 44.4 0.0 0.0 0.0

9 1 6 2 2 6 1 3 5 4 1 0 0 1 0
100.0 11.1 66.7 22.2 22.2 66.7 11.1 33.3 55.6 44.4 11.1 0.0 0.0 11.1 0.0

9 4 4 2 3 3 1 0 3 6 5 0 2 0 1
100.0 44.4 44.4 22.2 33.3 33.3 11.1 0.0 33.3 66.7 55.6 0.0 22.2 0.0 11.1

29 11 11 9 9 8 7 6 11 15 9 6 0 1 1
100.0 37.9 37.9 31.0 31.0 27.6 24.1 20.7 37.9 51.7 31.0 20.7 0.0 3.4 3.4

3 1 1 0 1 1 0 0 0 2 1 2 0 1 0
100.0 33.3 33.3 0.0 33.3 33.3 0.0 0.0 0.0 66.7 33.3 66.7 0.0 33.3 0.0

12 4 4 4 3 6 2 2 5 5 3 0 0 0 0
100.0 33.3 33.3 33.3 25.0 50.0 16.7 16.7 41.7 41.7 25.0 0.0 0.0 0.0 0.0

全体

性

・

就

労

状

況

別

女

性

女性合計

自営業

企業経営者・役員

常勤の正規社員

派遣社員・契約社員

臨時・非常勤

無回答

男

性

男性合計

自営業

企業経営者・役員

常勤の正規社員

派遣社員・契約社員

無回答

答えたくない
無回答

その他

働いていない

臨時・非常勤

その他

働いていない

 

 51 

   

第
１
章 

調
査
の
概
要 

   

第
２
章 

調
査
結
果
の
概
要 

   

第
３
章 

調
査
結
果
の
分
析 

Ⅰ 在住者調査 

   

第
４
章 

資
料 

２ 子育てについて 

問４：安心して子どもを産み育てていける社会にするために区が取り組むべきこと 

あなたは、安心して子どもを産み育てていける社会にするためには、区がどのようなこ

とに取り組むべきだと思いますか。（○はいくつでも） 

問４：安心して子どもを産み育てていける社会にするために区が取り組むべきこと 

 

※「男女が協力して家事や育児を担えるよう啓発を行う」については、令和元年度調査時は「男性が家事や育児に参加するよう

な啓発を行う」としていたため、上記の図には掲載していません。 

 

 「教育に係る費用の軽減など経済的支援を進める」（58.8％）が６割近くで最も多くなっていま

す。次いで「保育に係る費用の軽減など経済的支援を進める」（55.6％）、「子どもが安心して遊ぶ

ことができる場を提供する」（54.3％）、「親の就労形態や通勤時間に応じた保育施策を進める」

（51.3％）などの順となっています。 

 前回調査と比較すると、「教育に係る費用の軽減など経済的支援を進める」は 20.0 ポイン

ト、「保育に係る費用の軽減など経済的支援を進める」は 15.4ポイント、「子どもが安心して

遊ぶことができる場を提供する」は 12.6ポイント増加しています。  

教育に係る費用の軽減など経済的支援を進める

保育に係る費用の軽減など経済的支援を進める

子どもが安心して遊ぶことができる場を提供す
る

親の就労形態や通勤時間に応じた保育施策を進
める

子育てを助け合える地域のネットワークづくり
を支援する

労働時間の短縮や育児休業制度の普及を進める

男女が協力して家事や育児を担えるよう啓発を
行う

子育て世代への住宅の提供など住宅対策を進め
る

出産や子育てについての相談窓口を充実する

子どもや子育てに対して理解を深めるような啓
発を行う

その他

わからない

無回答

58.8

55.6

54.3

51.3

41.2

40.4

36.6

31.8

28.3

27.0

7.8

3.7

2.9

38.8

40.2

41.7

45.8

32.8

36.4

21.7

19.8

35.2

6.5

2.7

2.4

020406080

60.7

54.1

52.6

53.1

41.3

50.0

44.4

31.1

33.2

29.6

7.1

2.0

4.1

58.4

59.0

56.0

51.2

42.8

29.5

27.1

33.1

23.5

24.1

7.8

6.0

1.8

0 20 40 60 80（％）（％）

全体（n=374） 前回（R元）調査（n=415） 女性（n=196） 男性（n=166）
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問１：「家庭生活」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性（52.0％）が男性（41.0％）よりも 11.0

ポイント高くなっています。 

 性・年齢別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性 50～59歳（77.8％）で８割近くと

なっています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

（％）

女
性

男
性

47.1

52.0

45.5

52.2

51.4

77.8

37.2

50.0

41.0

30.0

41.2

52.0

34.5

38.9

46.2

19.5

17.9

27.3

8.7

20.0

8.3

18.6

22.2

21.7

15.0

23.5

4.0

37.9

22.2

23.1

17.9

18.4

18.2

30.4

8.6

5.6

30.2

19.4

16.3

30.0

5.9

4.0

17.2

11.1

25.6

5.3

3.1

4.5

0.0

5.7

5.6

2.3

0.0

8.4

20.0

17.6

12.0

3.4

5.6

2.6

9.4

7.1

0.0

8.7

14.3

2.8

9.3

5.6

12.7

5.0

11.8

28.0

6.9

22.2

2.6

0.8

1.5

4.5

0.0

0.0

0.0

2.3

2.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅰ 在住者調査 

 性別にみると、「労働時間の短縮や育児休業制度の普及を進める」は女性（50.0％）が男性

（29.5％）より 20.5 ポイント、「男女が協力して家事や育児を担えるよう啓発を行う」は女

性（44.4％）が男性（27.1％）より 17.3ポイント高くなっています。 

 

問４：安心して子どもを産み育てていける社会にするために区が取り組むべきこと【性・年齢別】 

 
（※表の上段が人数（人）、下段が割合（％）） 

 性・年齢別にみると、女性の 29歳以下では「保育に係る費用の軽減など経済的支援を進め

る」が、30～39歳では「親の就労形態や通勤時間に応じた保育施策を進める」と「保育に係

る費用の軽減など経済的支援を進める」が、40～49歳と 70歳以上では「教育に係る費用の軽

減など経済的支援を進める」が、50～59歳では「労働時間の短縮や育児休業制度の普及を進

める」と「教育に係る費用の軽減など経済的支援を進める」が、60～69歳では「親の就労形

態や通勤時間に応じた保育施策を進める」と「子どもが安心して遊ぶことができる場を提供

する」が最も高くなっています。 

  

全
体

男

女

が

協

力

し

て

家

事

や

育

児

を

担

え

る

よ

う

啓

発

を

行

う

親

の

就

労

形

態

や

通

勤

時

間

に

応

じ

た

保

育

施

策

を

進

め

る

労

働

時

間

の

短

縮

や

育

児

休

業

制

度

の

普

及

を

進

め

る

保

育

に

係

る

費

用

の

軽

減

な

ど

経

済

的

支

援

を

進

め

る

教

育

に

係

る

費

用

の

軽

減

な

ど

経

済

的

支

援

を

進

め

る

出

産

や

子

育

て

に

つ

い

て

の

相

談

窓

口

を

充

実

す

る

子

育

て

世

代

へ

の

住

宅

の

提

供

な

ど

住

宅

対

策

を

進

め

る

子

ど

も

が

安

心

し

て

遊

ぶ

こ

と

が

で

き

る

場

を

提

供

す

る

子

育

て

を

助

け

合

え

る

地

域

の

ネ

ッ

ト

ワ
ー

ク

づ

く

り

を

支

援

す

る 子

ど

も

や

子

育

て

に

対

し

て

理

解

を

深

め

る

よ

う

な

啓

発

を

行

う

そ

の

他

わ

か

ら

な

い

無

回

答

374 137 192 151 208 220 106 119 203 154 101 29 14 11
100.0 36.6 51.3 40.4 55.6 58.8 28.3 31.8 54.3 41.2 27.0 7.8 3.7 2.9

196 87 104 98 106 119 65 61 103 81 58 14 4 8
100.0 44.4 53.1 50.0 54.1 60.7 33.2 31.1 52.6 41.3 29.6 7.1 2.0 4.1

22 7 12 12 16 14 8 8 10 8 9 1 0 1
100.0 31.8 54.5 54.5 72.7 63.6 36.4 36.4 45.5 36.4 40.9 4.5 0.0 4.5

23 10 15 12 15 13 6 10 14 8 7 1 1 0
100.0 43.5 65.2 52.2 65.2 56.5 26.1 43.5 60.9 34.8 30.4 4.3 4.3 0.0

35 17 21 15 21 25 11 11 17 11 8 2 2 0
100.0 48.6 60.0 42.9 60.0 71.4 31.4 31.4 48.6 31.4 22.9 5.7 5.7 0.0

36 15 16 20 14 20 10 4 19 16 13 5 1 3
100.0 41.7 44.4 55.6 38.9 55.6 27.8 11.1 52.8 44.4 36.1 13.9 2.8 8.3

43 19 24 20 17 22 15 14 24 20 10 3 0 1
100.0 44.2 55.8 46.5 39.5 51.2 34.9 32.6 55.8 46.5 23.3 7.0 0.0 2.3

36 18 16 18 22 24 15 14 19 18 11 1 0 3
100.0 50.0 44.4 50.0 61.1 66.7 41.7 38.9 52.8 50.0 30.6 2.8 0.0 8.3

1 1 0 1 1 1 0 0 0 0 0 1 0 0
100.0 100.0 0.0 100.0 100.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0

166 45 85 49 98 97 39 55 93 71 40 13 10 3
100.0 27.1 51.2 29.5 59.0 58.4 23.5 33.1 56.0 42.8 24.1 7.8 6.0 1.8

20 5 12 7 12 10 3 4 11 5 6 0 2 0
100.0 25.0 60.0 35.0 60.0 50.0 15.0 20.0 55.0 25.0 30.0 0.0 10.0 0.0

17 6 9 6 10 12 4 7 14 5 7 1 0 0
100.0 35.3 52.9 35.3 58.8 70.6 23.5 41.2 82.4 29.4 41.2 5.9 0.0 0.0

25 6 12 7 19 19 8 11 16 10 7 4 0 0
100.0 24.0 48.0 28.0 76.0 76.0 32.0 44.0 64.0 40.0 28.0 16.0 0.0 0.0

29 7 12 7 17 16 4 6 17 12 4 3 0 0
100.0 24.1 41.4 24.1 58.6 55.2 13.8 20.7 58.6 41.4 13.8 10.3 0.0 0.0

36 8 19 9 19 17 11 14 11 19 6 2 5 1
100.0 22.2 52.8 25.0 52.8 47.2 30.6 38.9 30.6 52.8 16.7 5.6 13.9 2.8

39 13 21 13 21 23 9 13 24 20 10 3 3 2
100.0 33.3 53.8 33.3 53.8 59.0 23.1 33.3 61.5 51.3 25.6 7.7 7.7 5.1

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
12 5 3 4 4 4 2 3 7 2 3 2 0 0

100.0 41.7 25.0 33.3 33.3 33.3 16.7 25.0 58.3 16.7 25.0 16.7 0.0 0.0

全体

性

・

年

齢

別

女

性

女性合計

29歳以下

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

無回答

答えたくない
無回答

70歳以上

無回答

男

性

男性合計

70歳以上

29歳以下

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳
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Ⅰ 在住者調査 

問１：「仕事」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「仕事」の優先度「３」は男性（29.5％）が女性（23.0％）より 6.5ポイン

ト高くなっています。 

性・年齢別にみると、「仕事」の優先度「１」は男性 50～59歳（44.8％）で４割半ばとなっ

ています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

女
性

男
性

（％）

24.3

22.4

22.7

26.1

31.4

25.0

20.9

11.1

25.9

15.0

17.6

36.0

44.8

22.2

17.9

25.1

27.0

45.5

34.8

25.7

22.2

16.3

27.8

23.5

20.0

41.2

28.0

17.2

19.4

23.1

25.9

23.0

18.2

21.7

20.0

25.0

23.3

27.8

29.5

55.0

29.4

16.0

24.1

36.1

23.1

11.0

12.8

9.1

13.0

17.1

13.9

16.3

5.6

8.4

5.0

0.0

12.0

10.3

5.6

12.8

12.0

12.2

4.5

4.3

5.7

11.1

18.6

22.2

12.7

5.0

11.8

8.0

3.4

16.7

23.1

1.6

2.6

0.0

0.0

0.0

2.8

4.7

5.6

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅰ 在住者調査 

 性別にみると、「労働時間の短縮や育児休業制度の普及を進める」は女性（50.0％）が男性

（29.5％）より 20.5 ポイント、「男女が協力して家事や育児を担えるよう啓発を行う」は女

性（44.4％）が男性（27.1％）より 17.3ポイント高くなっています。 

 

問４：安心して子どもを産み育てていける社会にするために区が取り組むべきこと【性・年齢別】 

 
（※表の上段が人数（人）、下段が割合（％）） 

 性・年齢別にみると、女性の 29歳以下では「保育に係る費用の軽減など経済的支援を進め

る」が、30～39歳では「親の就労形態や通勤時間に応じた保育施策を進める」と「保育に係

る費用の軽減など経済的支援を進める」が、40～49歳と 70歳以上では「教育に係る費用の軽

減など経済的支援を進める」が、50～59歳では「労働時間の短縮や育児休業制度の普及を進

める」と「教育に係る費用の軽減など経済的支援を進める」が、60～69歳では「親の就労形

態や通勤時間に応じた保育施策を進める」と「子どもが安心して遊ぶことができる場を提供

する」が最も高くなっています。 

  

全
体

男

女

が

協

力

し

て

家

事

や

育

児

を

担

え

る

よ

う

啓

発

を

行

う

親

の

就

労

形

態

や

通

勤

時

間

に

応

じ

た

保

育

施

策

を

進

め

る

労

働

時

間

の

短

縮

や

育

児

休

業

制

度

の

普

及

を

進

め

る

保

育

に

係

る

費

用

の

軽

減

な

ど

経

済

的

支

援

を

進

め

る

教

育

に

係

る

費

用

の

軽

減

な

ど

経

済

的

支

援

を

進

め

る

出

産

や

子

育

て

に

つ

い

て

の

相

談

窓

口

を

充

実

す

る

子

育

て

世

代

へ

の

住

宅

の

提

供

な

ど

住

宅

対

策

を

進

め

る

子

ど

も

が

安

心

し

て

遊

ぶ

こ

と

が

で

き

る

場

を

提

供

す

る

子

育

て

を

助

け

合

え

る

地

域

の

ネ

ッ

ト

ワ
ー

ク

づ

く

り

を

支

援

す

る 子

ど

も

や

子

育

て

に

対

し

て

理

解

を

深

め

る

よ

う

な

啓

発

を

行

う

そ

の

他

わ

か

ら

な

い

無

回

答

374 137 192 151 208 220 106 119 203 154 101 29 14 11
100.0 36.6 51.3 40.4 55.6 58.8 28.3 31.8 54.3 41.2 27.0 7.8 3.7 2.9

196 87 104 98 106 119 65 61 103 81 58 14 4 8
100.0 44.4 53.1 50.0 54.1 60.7 33.2 31.1 52.6 41.3 29.6 7.1 2.0 4.1

22 7 12 12 16 14 8 8 10 8 9 1 0 1
100.0 31.8 54.5 54.5 72.7 63.6 36.4 36.4 45.5 36.4 40.9 4.5 0.0 4.5

23 10 15 12 15 13 6 10 14 8 7 1 1 0
100.0 43.5 65.2 52.2 65.2 56.5 26.1 43.5 60.9 34.8 30.4 4.3 4.3 0.0

35 17 21 15 21 25 11 11 17 11 8 2 2 0
100.0 48.6 60.0 42.9 60.0 71.4 31.4 31.4 48.6 31.4 22.9 5.7 5.7 0.0

36 15 16 20 14 20 10 4 19 16 13 5 1 3
100.0 41.7 44.4 55.6 38.9 55.6 27.8 11.1 52.8 44.4 36.1 13.9 2.8 8.3

43 19 24 20 17 22 15 14 24 20 10 3 0 1
100.0 44.2 55.8 46.5 39.5 51.2 34.9 32.6 55.8 46.5 23.3 7.0 0.0 2.3

36 18 16 18 22 24 15 14 19 18 11 1 0 3
100.0 50.0 44.4 50.0 61.1 66.7 41.7 38.9 52.8 50.0 30.6 2.8 0.0 8.3

1 1 0 1 1 1 0 0 0 0 0 1 0 0
100.0 100.0 0.0 100.0 100.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0

166 45 85 49 98 97 39 55 93 71 40 13 10 3
100.0 27.1 51.2 29.5 59.0 58.4 23.5 33.1 56.0 42.8 24.1 7.8 6.0 1.8

20 5 12 7 12 10 3 4 11 5 6 0 2 0
100.0 25.0 60.0 35.0 60.0 50.0 15.0 20.0 55.0 25.0 30.0 0.0 10.0 0.0

17 6 9 6 10 12 4 7 14 5 7 1 0 0
100.0 35.3 52.9 35.3 58.8 70.6 23.5 41.2 82.4 29.4 41.2 5.9 0.0 0.0

25 6 12 7 19 19 8 11 16 10 7 4 0 0
100.0 24.0 48.0 28.0 76.0 76.0 32.0 44.0 64.0 40.0 28.0 16.0 0.0 0.0

29 7 12 7 17 16 4 6 17 12 4 3 0 0
100.0 24.1 41.4 24.1 58.6 55.2 13.8 20.7 58.6 41.4 13.8 10.3 0.0 0.0

36 8 19 9 19 17 11 14 11 19 6 2 5 1
100.0 22.2 52.8 25.0 52.8 47.2 30.6 38.9 30.6 52.8 16.7 5.6 13.9 2.8

39 13 21 13 21 23 9 13 24 20 10 3 3 2
100.0 33.3 53.8 33.3 53.8 59.0 23.1 33.3 61.5 51.3 25.6 7.7 7.7 5.1

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
12 5 3 4 4 4 2 3 7 2 3 2 0 0

100.0 41.7 25.0 33.3 33.3 33.3 16.7 25.0 58.3 16.7 25.0 16.7 0.0 0.0

全体

性

・

年

齢

別

女

性

女性合計

29歳以下

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

無回答

答えたくない
無回答

70歳以上

無回答

男

性

男性合計

70歳以上

29歳以下

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳
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一方、男性の 29歳以下では「親の就労形態や通勤時間に応じた保育施策を進める」と「保

育に係る費用の軽減など経済的支援を進める」が、30～39歳では「子どもが安心して遊ぶこ

とができる場を提供する」が、40～49歳では「保育に係る費用の軽減など経済的支援を進め

る」と「教育に係る費用の軽減など経済的支援を進める」が、50～59歳では「保育に係る費

用の軽減など経済的支援を進める」と「子どもが安心して遊ぶことができる場を提供する」

が、60～69歳では「親の就労形態や通勤時間に応じた保育施策を進める」、「保育に係る費用

の軽減など経済的支援を進める」、「子育てを助け合える地域のネットワークづくりを支援す

る」が、70歳以上では「子どもが安心して遊ぶことができる場を提供する」が最も高くなっ

ています。 
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問１：「家庭生活」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性（52.0％）が男性（41.0％）よりも 11.0

ポイント高くなっています。 

 性・年齢別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性 50～59歳（77.8％）で８割近くと

なっています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

（％）

女
性

男
性

47.1

52.0

45.5

52.2

51.4

77.8

37.2

50.0

41.0

30.0

41.2

52.0

34.5

38.9

46.2

19.5

17.9

27.3

8.7

20.0

8.3

18.6

22.2

21.7

15.0

23.5

4.0

37.9

22.2

23.1

17.9

18.4

18.2

30.4

8.6

5.6

30.2

19.4

16.3

30.0

5.9

4.0

17.2

11.1

25.6

5.3

3.1

4.5

0.0

5.7

5.6

2.3

0.0

8.4

20.0

17.6

12.0

3.4

5.6

2.6

9.4

7.1

0.0

8.7

14.3

2.8

9.3

5.6

12.7

5.0

11.8

28.0

6.9

22.2

2.6

0.8

1.5

4.5

0.0

0.0

0.0

2.3

2.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅰ 在住者調査 

３ 介護について 

問５：家庭での介護について望ましい形 

家庭での介護（医療的ケア児・障害児を含む）について、あなたはどのようにするのが

望ましいと考えますか。（○は１つ） 

問５：家庭での介護について望ましい形 

 

 「男性と女性が平等に分担してするのがよい」（64.7％）が６割半ばで最も多くなっていま

す。 

 前回調査と比較すると、「女性が中心で男性も手助けするのがよい」は 5.4ポイント減少し

ています。 

 性別にみると、「男性と女性が平等に分担してするのがよい」は女性（66.8％）が男性（62.7％）

より 4.1ポイント高くなっています。 

 性・年齢別にみると、「男性と女性が平等に分担してするのがよい」は男性 40～49歳（80.0％）

で８割となっています。 

男
性
の
方
が
よ
い

女
性
の
方
が
よ
い

（計）（計）

ｎ　

(374) 4.5 9.1

(415) 2.4 15.2

全体 (196) 5.1 6.6

29歳以下 (22) 4.5 4.5

30～39歳 (23) 4.3 4.3

40～49歳 (35) 11.4 5.7

50～59歳 (36) 8.4 2.8

60～69歳 (43) 0.0 9.3

70歳以上 (36) 2.8 11.1

全体 (166) 3.0 12.6

29歳以下 (20) 5.0 10.0

30～39歳 (17) 5.9 5.9

40～49歳 (25) 4.0 8.0

50～59歳 (29) 0.0 10.3

60～69歳 (36) 2.8 13.9

70歳以上 (39) 2.6 20.5

女
性

男
性

（％）

男性がす
る方がよ

い

男性が中
心で女性
も手助け
するのが
よい

男性と女
性が平等
に分担し
てするの
がよい

女性が中
心で男性
も手助け
するのが
よい

女性がす
る方がよ

い
その他

わからな
い

無回答

前回(R元)調査

今回(R7)調査
0.8

0.2

1.0

4.5

0.0

0.0

2.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

3.7

2.2

4.1

0.0

4.3

11.4

5.6

0.0

2.8

3.0

5.0

5.9

4.0

0.0

2.8

2.6

64.7

65.3

66.8

68.2

65.2

65.7

66.7

69.8

66.7

62.7

55.0

64.7

80.0

62.1

63.9

53.8

8.8

14.2

6.6

4.5

4.3

5.7

2.8

9.3

11.1

12.0

10.0

5.9

4.0

10.3

13.9

20.5

0.3

1.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.6

0.0

0.0

4.0

0.0

0.0

0.0

9.9

10.4

10.2

4.5

4.3

17.1

5.6

16.3

5.6

8.4

15.0

5.9

8.0

10.3

8.3

5.1

7.2

4.6

5.6

13.6

17.4

0.0

8.3

0.0

2.8

9.6

15.0

17.6

0.0

17.2

8.3

5.1

4.5

2.2

5.6

4.5

4.3

0.0

8.3

4.7

11.1

3.6

0.0

0.0

0.0

0.0

2.8

12.8
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Ⅰ 在住者調査 

問１：「仕事」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「仕事」の優先度「３」は男性（29.5％）が女性（23.0％）より 6.5ポイン

ト高くなっています。 

性・年齢別にみると、「仕事」の優先度「１」は男性 50～59歳（44.8％）で４割半ばとなっ

ています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

女
性

男
性

（％）

24.3

22.4

22.7

26.1

31.4

25.0

20.9

11.1

25.9

15.0

17.6

36.0

44.8

22.2

17.9

25.1

27.0

45.5

34.8

25.7

22.2

16.3

27.8

23.5

20.0

41.2

28.0

17.2

19.4

23.1

25.9

23.0

18.2

21.7

20.0

25.0

23.3

27.8

29.5

55.0

29.4

16.0

24.1

36.1

23.1

11.0

12.8

9.1

13.0

17.1

13.9

16.3

5.6

8.4

5.0

0.0

12.0

10.3

5.6

12.8

12.0

12.2

4.5

4.3

5.7

11.1

18.6

22.2

12.7

5.0

11.8

8.0

3.4

16.7

23.1

1.6

2.6

0.0

0.0

0.0

2.8

4.7

5.6

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅰ 在住者調査 

３ 介護について 

問５：家庭での介護について望ましい形 

家庭での介護（医療的ケア児・障害児を含む）について、あなたはどのようにするのが

望ましいと考えますか。（○は１つ） 

問５：家庭での介護について望ましい形 

 

 「男性と女性が平等に分担してするのがよい」（64.7％）が６割半ばで最も多くなっていま

す。 

 前回調査と比較すると、「女性が中心で男性も手助けするのがよい」は 5.4ポイント減少し

ています。 

 性別にみると、「男性と女性が平等に分担してするのがよい」は女性（66.8％）が男性（62.7％）

より 4.1ポイント高くなっています。 

 性・年齢別にみると、「男性と女性が平等に分担してするのがよい」は男性 40～49歳（80.0％）

で８割となっています。 

男
性
の
方
が
よ
い

女
性
の
方
が
よ
い

（計）（計）

ｎ　

(374) 4.5 9.1

(415) 2.4 15.2

全体 (196) 5.1 6.6

29歳以下 (22) 4.5 4.5

30～39歳 (23) 4.3 4.3

40～49歳 (35) 11.4 5.7

50～59歳 (36) 8.4 2.8

60～69歳 (43) 0.0 9.3

70歳以上 (36) 2.8 11.1

全体 (166) 3.0 12.6

29歳以下 (20) 5.0 10.0

30～39歳 (17) 5.9 5.9

40～49歳 (25) 4.0 8.0

50～59歳 (29) 0.0 10.3

60～69歳 (36) 2.8 13.9

70歳以上 (39) 2.6 20.5

女
性

男
性

（％）

男性がす
る方がよ

い

男性が中
心で女性
も手助け
するのが
よい

男性と女
性が平等
に分担し
てするの
がよい

女性が中
心で男性
も手助け
するのが
よい

女性がす
る方がよ

い
その他

わからな
い

無回答

前回(R元)調査

今回(R7)調査
0.8

0.2

1.0

4.5

0.0

0.0

2.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

3.7

2.2

4.1

0.0

4.3

11.4

5.6

0.0

2.8

3.0

5.0

5.9

4.0

0.0

2.8

2.6

64.7

65.3

66.8

68.2

65.2

65.7

66.7

69.8

66.7

62.7

55.0

64.7

80.0

62.1

63.9

53.8

8.8

14.2

6.6

4.5

4.3

5.7

2.8

9.3

11.1

12.0

10.0

5.9

4.0

10.3

13.9

20.5

0.3

1.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.6

0.0

0.0

4.0

0.0

0.0

0.0

9.9

10.4

10.2

4.5

4.3

17.1

5.6

16.3

5.6

8.4

15.0

5.9

8.0

10.3

8.3

5.1

7.2

4.6

5.6

13.6

17.4

0.0

8.3

0.0

2.8

9.6

15.0

17.6

0.0

17.2

8.3

5.1

4.5

2.2

5.6

4.5

4.3

0.0

8.3

4.7

11.1

3.6

0.0

0.0

0.0

0.0

2.8

12.8
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４ あらゆる場における男女平等参画の推進について 

問６：各分野における男女の地位の平等感 

あなたは、次にあげる分野で実際に男女の地位は平等になっていると思いますか。 

（ア～キのそれぞれについて、あてはまる「１～６」に○を１つ） 

問６：各分野における男女の地位の平等感 

 

 男女の地位が最も「平等」と考えられているのは、『ウ．学校教育の場』（53.7％）が５割超

えで最も多くなっています。次いで『キ．地域社会の場』（31.6％）、『ア．家庭生活の場』

（28.9％）、『オ．法律や制度上』（28.6％）などの順となっています。 

 

 

男
性
優
遇

女
性
優
遇

（計）（計）

ア．家庭生活の場 50.0 13.1

イ．職場 61.5 6.4

ウ．学校教育の場 22.4 3.5

エ．政治の場 77.0 1.9

オ．法律や制度上 50.8 6.6

カ．社会通念や慣習、
    しきたりなど

76.2 4.0

キ．地域社会の場 46.0 4.5

わからな
い

無回答

（％）

男性の方
が優遇さ
れている

どちらか
といえ

ば、男性
の方が優
遇されて
いる

平等

どちらか
といえ

ば、女性
の方が優
遇されて
いる

女性の方
が優遇さ
れている

17.6

25.9

6.1

44.4

19.8

35.6

13.4

32.4

35.6

16.3

32.6

31.0

40.6

32.6

28.9

24.6

53.7

12.8

28.6

12.8

31.6

9.9

4.8

3.2

1.6

5.3

3.2

3.7

3.2

1.6

0.3

0.3

1.3

0.8

0.8

5.3

5.1

17.6

5.9

10.2

4.8

15.8

2.7

2.4

2.7

2.4

3.7

2.1

2.1
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問１：「家庭生活」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性（52.0％）が男性（41.0％）よりも 11.0

ポイント高くなっています。 

 性・年齢別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性 50～59歳（77.8％）で８割近くと

なっています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

（％）

女
性

男
性

47.1

52.0

45.5

52.2

51.4

77.8

37.2

50.0

41.0

30.0

41.2

52.0

34.5

38.9

46.2

19.5

17.9

27.3

8.7

20.0

8.3

18.6

22.2

21.7

15.0

23.5

4.0

37.9

22.2

23.1

17.9

18.4

18.2

30.4

8.6

5.6

30.2

19.4

16.3

30.0

5.9

4.0

17.2

11.1

25.6

5.3

3.1

4.5

0.0

5.7

5.6

2.3

0.0

8.4

20.0

17.6

12.0

3.4

5.6

2.6

9.4

7.1

0.0

8.7

14.3

2.8

9.3

5.6

12.7

5.0

11.8

28.0

6.9

22.2

2.6

0.8

1.5

4.5

0.0

0.0

0.0

2.3

2.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅰ 在住者調査 

問６：各分野における男女の地位の平等感【男女別】 

 

 性別にみると、「男性の方が優遇されている」と「どちらかといえば、男性の方が優遇され

ている」を合わせた≪男性優遇≫はすべての分野で女性が男性を上回っています。 

 

男
性
優
遇

女
性
優
遇

（計）（計）

ｎ　

女性 (196) 61.2 8.1

男性 (166) 36.1 19.9

女性 (196) 64.8 4.6

男性 (166) 57.9 8.4

女性 (196) 27.1 2.0

男性 (166) 16.9 5.4

女性 (196) 84.7 0.5

男性 (166) 68.0 3.6

女性 (196) 57.6 4.1

男性 (166) 42.1 10.2

女性 (196) 78.6 3.6

男性 (166) 74.1 4.8

女性 (196) 47.9 4.6

男性 (166) 42.7 4.8

男性の方
が優遇さ
れている

どちらか
といえ

ば、男性
の方が優
遇されて

いる

平等

どちらか
といえ

ば、女性
の方が優
遇されて

いる

女性の方
が優遇さ
れている

オ．法律や制度上

カ．社会通念や慣習、
　　しきたりなど

キ．地域社会の場

わからな
い

無回答

ア．家庭生活の場

イ．職場

ウ．学校教育の場

エ．政治の場

（％）

26.5

6.0

34.7

14.5

9.2

3.0

55.6

31.3

27.0

10.2

44.4

25.9

15.8

9.0

34.7

30.1

30.1

43.4

17.9

13.9

29.1

36.7

30.6

31.9

34.2

48.2

32.1

33.7

23.0

36.1

23.0

27.1

49.5

59.0

7.7

19.3

20.4

38.6

8.7

17.5

29.1

33.7

6.6

14.5

4.1

5.4

2.0

4.8

0.0

3.6

3.1

8.4

3.1

3.6

4.1

3.6

1.5

5.4

0.5

3.0

0.0

0.6

0.5

0.0

1.0

1.8

0.5

1.2

0.5

1.2

4.1

6.6

5.1

4.8

17.9

17.5

4.1

7.8

12.8

7.2

5.1

3.6

14.8

18.1

3.6

1.2

2.6

1.8

3.6

1.2

3.1

1.2

5.1

1.8

4.1

0.0

3.6

0.6
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Ⅰ 在住者調査 

問１：「仕事」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「仕事」の優先度「３」は男性（29.5％）が女性（23.0％）より 6.5ポイン

ト高くなっています。 

性・年齢別にみると、「仕事」の優先度「１」は男性 50～59歳（44.8％）で４割半ばとなっ

ています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

女
性

男
性

（％）

24.3

22.4

22.7

26.1

31.4

25.0

20.9

11.1

25.9

15.0

17.6

36.0

44.8

22.2

17.9

25.1

27.0

45.5

34.8

25.7

22.2

16.3

27.8

23.5

20.0

41.2

28.0

17.2

19.4

23.1

25.9

23.0

18.2

21.7

20.0

25.0

23.3

27.8

29.5

55.0

29.4

16.0

24.1

36.1

23.1

11.0

12.8

9.1

13.0

17.1

13.9

16.3

5.6

8.4

5.0

0.0

12.0

10.3

5.6

12.8

12.0

12.2

4.5

4.3

5.7

11.1

18.6

22.2

12.7

5.0

11.8

8.0

3.4

16.7

23.1

1.6

2.6

0.0

0.0

0.0

2.8

4.7

5.6

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅰ 在住者調査 

問６：各分野における男女の地位の平等感【男女別】 

 

 性別にみると、「男性の方が優遇されている」と「どちらかといえば、男性の方が優遇され

ている」を合わせた≪男性優遇≫はすべての分野で女性が男性を上回っています。 

 

男
性
優
遇

女
性
優
遇

（計）（計）

ｎ　

女性 (196) 61.2 8.1

男性 (166) 36.1 19.9

女性 (196) 64.8 4.6

男性 (166) 57.9 8.4

女性 (196) 27.1 2.0

男性 (166) 16.9 5.4

女性 (196) 84.7 0.5

男性 (166) 68.0 3.6

女性 (196) 57.6 4.1

男性 (166) 42.1 10.2

女性 (196) 78.6 3.6

男性 (166) 74.1 4.8

女性 (196) 47.9 4.6

男性 (166) 42.7 4.8

男性の方
が優遇さ
れている

どちらか
といえ

ば、男性
の方が優
遇されて

いる

平等

どちらか
といえ

ば、女性
の方が優
遇されて

いる

女性の方
が優遇さ
れている

オ．法律や制度上

カ．社会通念や慣習、
　　しきたりなど

キ．地域社会の場

わからな
い

無回答

ア．家庭生活の場

イ．職場

ウ．学校教育の場

エ．政治の場

（％）

26.5

6.0

34.7

14.5

9.2

3.0

55.6

31.3

27.0

10.2

44.4

25.9

15.8

9.0

34.7

30.1

30.1

43.4

17.9

13.9

29.1

36.7

30.6

31.9

34.2

48.2

32.1

33.7

23.0

36.1

23.0

27.1

49.5

59.0

7.7

19.3

20.4

38.6

8.7

17.5

29.1

33.7

6.6

14.5

4.1

5.4

2.0

4.8

0.0

3.6

3.1

8.4

3.1

3.6

4.1

3.6

1.5

5.4

0.5

3.0

0.0

0.6

0.5

0.0

1.0

1.8

0.5

1.2

0.5

1.2

4.1

6.6

5.1

4.8

17.9

17.5

4.1

7.8

12.8

7.2

5.1

3.6

14.8

18.1

3.6

1.2

2.6

1.8

3.6

1.2

3.1

1.2

5.1

1.8

4.1

0.0

3.6

0.6
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第
１
章 

調
査
の
概
要 

   

第
２
章 

調
査
結
果
の
概
要 

   

第
３
章 

調
査
結
果
の
分
析 

Ⅰ 在住者調査 

   

第
４
章 

資
料 

▼ 前回(R元)調査、前々回(H25)調査との比較  

問６：各分野における男女の地位の平等感 

 

 前回調査と比較すると、≪男性優遇≫は全体的に減少傾向にあり、『イ．職場』では 6.4

ポイント、『カ．社会通念、慣習、しきたりなど』では 5.7ポイント、『エ．政治の場』で

は 5.2ポイント減少しています。 

男
性
優
遇

女
性
優
遇

（計） （計）

ｎ　

今回(R7）調査 (374) 50.0 13.1

前回(R元）調査 (415) 54.5 12.8

前々回(H25)調査 (577) 47.0 12.7

今回(R7）調査 (374) 61.5 6.4

前回(R元）調査 (415) 67.9 7.0

前々回(H25)調査 (577) 73.5 4.3

今回(R7）調査 (374) 22.4 3.5

前回(R元）調査 (415) 26.3 2.7

前々回(H25)調査 (577) 19.2 2.6

今回(R7）調査 (374) 77.0 1.9

前回(R元）調査 (415) 82.2 2.9

前々回(H25)調査 (577) 82.5 1.2

今回(R7）調査 (374) 50.8 6.6

前回(R元）調査 (415) 51.1 6.7

前々回(H25)調査 (577) 52.0 4.5

今回(R7）調査 (374) 76.2 4.0

前回(R元）調査 (415) 81.9 3.9

前々回(H25)調査 (577) 79.9 4.3

今回(R7）調査 (374) 46.0 4.5

前回(R元）調査 (415) 47.7 7.0

前々回(H25)調査 (577) 48.7 6.4

男性の方
が優遇さ
れている

どちらか
といえ

ば、男性
の方が優
遇されて

いる

平等

どちらか
といえ

ば、女性
の方が優
遇されて

いる

女性の方
が優遇さ
れている

オ．法律や制度上

カ．社会通念、
　　慣習、しき
　　たりなど

キ．地域社会の場

わからな
い

無回答

ア．家庭生活の場

イ．職場

ウ．学校教育の場

エ．政治の場

（％）

17.6

20.5

14.6

25.9

31.8

34.5

6.1

7.7

3.8

44.4

50.4

46.3

19.8

22.2

17.7

35.6

38.3

34.7

13.4

16.1

13.7

32.4

34.0

32.4

35.6

36.1

39.0

16.3

18.6

15.4

32.6

31.8

36.2

31.0

28.9

34.3

40.6

43.6

45.2

32.6

31.6

35.0

28.9

23.1

31.4

24.6

15.9

14.6

53.7

50.1

60.5

12.8

7.0

9.0

28.6

31.1

30.5

12.8

7.2

8.7

31.6

28.4

27.6

9.9

9.2

9.9

4.8

6.0

3.1

3.2

2.2

1.9

1.6

2.2

1.2

5.3

6.0

3.3

3.2

3.4

3.8

3.7

6.0

5.7

3.2

3.6

2.8

1.6

1.0

1.2

0.3

0.5

0.7

0.3

0.7

0.0

1.3

0.7

1.2

0.8

0.5

0.5

0.8

1.0

0.7

5.3

6.5

6.4

5.1

7.2

4.3

17.6

19.0

14.4

5.9

6.5

5.0

10.2

9.4

10.6

4.8

5.8

4.7

15.8

15.9

14.7

2.7

3.1

2.6

2.4

1.9

3.3

2.7

1.9

3.3

2.4

1.4

2.3

3.7

1.7

2.4

2.1

1.2

2.4

2.1

1.0

2.4
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章 
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析 

Ⅰ 在住者調査 

   

第
４
章 

資
料 

問１：「家庭生活」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性（52.0％）が男性（41.0％）よりも 11.0

ポイント高くなっています。 

 性・年齢別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性 50～59歳（77.8％）で８割近くと

なっています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

（％）

女
性

男
性

47.1

52.0

45.5

52.2

51.4

77.8

37.2

50.0

41.0

30.0

41.2

52.0

34.5

38.9

46.2

19.5

17.9

27.3

8.7

20.0

8.3

18.6

22.2

21.7

15.0

23.5

4.0

37.9

22.2

23.1

17.9

18.4

18.2

30.4

8.6

5.6

30.2

19.4

16.3

30.0

5.9

4.0

17.2

11.1

25.6

5.3

3.1

4.5

0.0

5.7

5.6

2.3

0.0

8.4

20.0

17.6

12.0

3.4

5.6

2.6

9.4

7.1

0.0

8.7

14.3

2.8

9.3

5.6

12.7

5.0

11.8

28.0

6.9

22.2

2.6

0.8

1.5

4.5

0.0

0.0

0.0

2.3

2.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅰ 在住者調査 

▼ 他調査（全国(R6)調査、東京都(R2)調査）との比較  

問６：各分野における男女の地位の平等感 

 

※選択肢の表現はそれぞれの調査で一部異なる。 

 

今回調査の≪男性優遇≫の割合は、『ウ．学校教育の場』と『オ．法律や制度上』を除

いた項目で全国（R6）調査を下回りました。一方、『ウ．学校教育の場』と『キ．地域社

会の場』を除いた項目で東京都(R2)調査を下回りました。 

「平等」の割合は、『ウ．学校教育の場』では全国（R6）調査と比較し、16.7ポイント、

東京都(R2)調査と比較し、13.8ポイントと大きく下回っています。 

  

ｎ　 （計）（計）

今回(R7)調査 (374) 50.0 13.1

全国(R6)調査 (2,673) 60.7 8.1

東京都(R2)調査 (1,990) 58.6 7.9

今回(R7)調査 (374) 61.5 6.4

全国(R6)調査 (2,673) 63.8 9.3

東京都(R2)調査 (1,990) 62.6 7.0

今回(R7)調査 (374) 22.4 3.5

全国(R6)調査 (2,673) 21.9 7.2

東京都(R2)調査 (1,990) 19.6 3.0

今回(R7)調査 (374) 77.0 1.9

全国(R6)調査 (2,673) 87.9 2.2

東京都(R2)調査 (1,990) 82.9 1.4

今回(R7)調査 (374) 50.8 6.6

全国(R6)調査 (2,673) 50.3 10.8

東京都(R2)調査 (1,990) 51.3 5.7

今回(R7)調査 (374) 76.2 4.0

全国(R6)調査 (2,673) 78.2 3.9

東京都(R2)調査 (1,990) 76.5 3.0

今回(R7)調査 (374) 46.0 4.5

全国(R6)調査 (2,673) 47.0 10.5

東京都(R2)調査 (1,990) 35.8 6.8

オ．法律や制度上

カ．社会通念、
　　慣習、しき
　　たりなど

キ．地域社会の場

（％）

ア．家庭生活の場

イ．職場

ウ．学校教育の場

エ．政治の場

男性の方
が優遇さ
れている

どちらか
といえ

ば、男性
の方が優
遇されて

いる

平等

どちらか
といえ

ば、女性
の方が優
遇されて

いる

女性の方
が優遇さ
れている

わからな
い

無回答

女
性
優
遇

男
性
優
遇

17.6

9.3

11.6

25.9

14.2

17.5

6.1

2.4

3.0

44.4

44.1

40.2

19.8

11.4

15.4

35.6

21.2

21.2

13.4

8.8

6.4

32.4

51.4

47.0

35.6

49.6

45.1

16.3

19.5

16.6

32.6

43.8

42.7

31.0

38.9

35.9

40.6

57.0

55.3

32.6

38.2

29.4

28.9

30.0

26.8

24.6

25.8

21.6

53.7

70.4

67.5

12.8

9.4

9.6

28.6

38.2

32.8

12.8

16.3

14.8

31.6

40.3

36.0

9.9

0.3

6.8

4.8

1.2

6.1

3.2

1.6

2.3

1.6

1.9

1.0

5.3

8.9

4.8

3.2

3.4

2.6

3.7

9.3

6.0

3.2

7.8

1.1

1.6

8.1

0.9

0.3

5.6

0.7

0.3

0.3

0.4

1.3

1.9

0.9

0.8

0.5

0.4

0.8

1.2

0.8

5.3

5.1

5.1

6.4

17.6

8.1

5.9

4.2

10.2

8.0

4.8

3.8

15.8

19.4

2.7

1.2

1.7

2.4

1.1

2.4

2.7

0.4

1.8

2.4

0.6

2.0

3.7

0.6

2.1

2.1

1.6

2.0

2.1

2.2

2.0
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Ⅰ 在住者調査 

問１：「仕事」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「仕事」の優先度「３」は男性（29.5％）が女性（23.0％）より 6.5ポイン

ト高くなっています。 

性・年齢別にみると、「仕事」の優先度「１」は男性 50～59歳（44.8％）で４割半ばとなっ

ています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

女
性

男
性

（％）

24.3

22.4

22.7

26.1

31.4

25.0

20.9

11.1

25.9

15.0

17.6

36.0

44.8

22.2

17.9

25.1

27.0

45.5

34.8

25.7

22.2

16.3

27.8

23.5

20.0

41.2

28.0

17.2

19.4

23.1

25.9

23.0

18.2

21.7

20.0

25.0

23.3

27.8

29.5

55.0

29.4

16.0

24.1

36.1

23.1

11.0

12.8

9.1

13.0

17.1

13.9

16.3

5.6

8.4

5.0

0.0

12.0

10.3

5.6

12.8

12.0

12.2

4.5

4.3

5.7

11.1

18.6

22.2

12.7

5.0

11.8

8.0

3.4

16.7

23.1

1.6

2.6

0.0

0.0

0.0

2.8

4.7

5.6

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅰ 在住者調査 

▼ 他調査（全国(R6)調査、東京都(R2)調査）との比較  

問６：各分野における男女の地位の平等感 

 

※選択肢の表現はそれぞれの調査で一部異なる。 

 

今回調査の≪男性優遇≫の割合は、『ウ．学校教育の場』と『オ．法律や制度上』を除

いた項目で全国（R6）調査を下回りました。一方、『ウ．学校教育の場』と『キ．地域社

会の場』を除いた項目で東京都(R2)調査を下回りました。 

「平等」の割合は、『ウ．学校教育の場』では全国（R6）調査と比較し、16.7ポイント、

東京都(R2)調査と比較し、13.8ポイントと大きく下回っています。 

  

ｎ　 （計）（計）

今回(R7)調査 (374) 50.0 13.1

全国(R6)調査 (2,673) 60.7 8.1

東京都(R2)調査 (1,990) 58.6 7.9

今回(R7)調査 (374) 61.5 6.4

全国(R6)調査 (2,673) 63.8 9.3

東京都(R2)調査 (1,990) 62.6 7.0

今回(R7)調査 (374) 22.4 3.5

全国(R6)調査 (2,673) 21.9 7.2

東京都(R2)調査 (1,990) 19.6 3.0

今回(R7)調査 (374) 77.0 1.9

全国(R6)調査 (2,673) 87.9 2.2

東京都(R2)調査 (1,990) 82.9 1.4

今回(R7)調査 (374) 50.8 6.6

全国(R6)調査 (2,673) 50.3 10.8

東京都(R2)調査 (1,990) 51.3 5.7

今回(R7)調査 (374) 76.2 4.0

全国(R6)調査 (2,673) 78.2 3.9

東京都(R2)調査 (1,990) 76.5 3.0

今回(R7)調査 (374) 46.0 4.5

全国(R6)調査 (2,673) 47.0 10.5

東京都(R2)調査 (1,990) 35.8 6.8

オ．法律や制度上

カ．社会通念、
　　慣習、しき
　　たりなど

キ．地域社会の場

（％）

ア．家庭生活の場

イ．職場

ウ．学校教育の場

エ．政治の場

男性の方
が優遇さ
れている

どちらか
といえ

ば、男性
の方が優
遇されて

いる

平等

どちらか
といえ

ば、女性
の方が優
遇されて

いる

女性の方
が優遇さ
れている

わからな
い

無回答

女
性
優
遇

男
性
優
遇

17.6

9.3

11.6

25.9

14.2

17.5

6.1

2.4

3.0

44.4

44.1

40.2

19.8

11.4

15.4

35.6

21.2

21.2

13.4

8.8

6.4

32.4

51.4

47.0

35.6

49.6

45.1

16.3

19.5

16.6

32.6

43.8

42.7

31.0

38.9

35.9

40.6

57.0

55.3

32.6

38.2

29.4

28.9

30.0

26.8

24.6

25.8

21.6

53.7

70.4

67.5

12.8

9.4

9.6

28.6

38.2

32.8

12.8

16.3

14.8

31.6

40.3

36.0

9.9

0.3

6.8

4.8

1.2

6.1

3.2

1.6

2.3

1.6

1.9

1.0

5.3

8.9

4.8

3.2

3.4

2.6

3.7

9.3

6.0

3.2

7.8

1.1

1.6

8.1

0.9

0.3

5.6

0.7

0.3

0.3

0.4

1.3

1.9

0.9

0.8

0.5

0.4

0.8

1.2

0.8

5.3

5.1

5.1

6.4

17.6

8.1

5.9

4.2

10.2

8.0

4.8

3.8

15.8

19.4

2.7

1.2

1.7

2.4

1.1

2.4

2.7

0.4

1.8

2.4

0.6

2.0

3.7

0.6

2.1

2.1

1.6

2.0

2.1

2.2

2.0
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５ 家庭生活について 

問７：家庭における役割分担 

【現在、結婚（事実婚を含む）している方のみご回答ください】あなたの家庭では次のこ

とがらを、主にだれが行っていますか。 

（ア～オのそれぞれについて、あてはまる「１～６」に○を１つ） 

問７：家庭における役割分担_現在、家庭で家事・育児・介護・地域活動等を行っている人【男女別】 

  

 現在、家庭で家事等を行っている人（「あてはまらない」「無回答」以外を選択した人）の状

況を性別にみると、全ての場面で、女性は「主に自分」が最も多くなっています。一方、男性

は『ア．炊事・洗濯・掃除などの家事』、『イ．育児や子どものしつけ』、『オ．子どもの学校行

事への参加』では「主に配偶者（パートナー）」が最も多くなっています。 

 

ｎ　

女性 (130)

男性 (113)

女性 (87)

男性 (74)

女性 (58)

男性 (44)

女性 (71)

男性 (59)

女性 (82)

男性 (64)

オ．子どもの学校行事
    への参加

ア．炊事・洗濯・掃除
    などの家事

イ．育児や子ども
    のしつけ

ウ．親や家族の介護

エ．町会・自治会など
    の地域活動

主に自分
自分と配偶者

（パートナー）
が同じくらい

主に配偶者
（パートナー）

主に配偶者
（パートナー）
以外の家族

家族以外の人に
依頼

72.3

9.7

70.1

1.4

62.1

6.8

59.2

39.0

70.7

6.3

20.8

38.1

26.4

32.4

13.8

38.6

12.7

23.7

25.6

37.5

6.2

51.3

3.4

63.5

6.9

38.6

26.8

35.6

3.7

51.6

0.0

0.9

0.0

2.7

5.2

11.4

0.0

1.7

0.0

4.7

0.8

0.0

0.0

0.0

12.1

4.5

1.4

0.0

0.0

0.0
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問１：「家庭生活」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性（52.0％）が男性（41.0％）よりも 11.0

ポイント高くなっています。 

 性・年齢別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性 50～59歳（77.8％）で８割近くと

なっています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

（％）

女
性

男
性

47.1

52.0

45.5

52.2

51.4

77.8

37.2

50.0

41.0

30.0

41.2

52.0

34.5

38.9

46.2

19.5

17.9

27.3

8.7

20.0

8.3

18.6

22.2

21.7

15.0

23.5

4.0

37.9

22.2

23.1

17.9

18.4

18.2

30.4

8.6

5.6

30.2

19.4

16.3

30.0

5.9

4.0

17.2

11.1

25.6

5.3

3.1

4.5

0.0

5.7

5.6

2.3

0.0

8.4

20.0

17.6

12.0

3.4

5.6

2.6

9.4

7.1

0.0

8.7

14.3

2.8

9.3

5.6

12.7

5.0

11.8

28.0

6.9

22.2

2.6

0.8

1.5

4.5

0.0

0.0

0.0

2.3

2.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅰ 在住者調査 

問７：家庭における役割分担_現在、家庭で家事を行っている人 

『ア．炊事・洗濯・掃除などの家事』【性・共働きの状況別】 

 

 『ア．炊事・洗濯・掃除などの家事』

について、性・共働きの状況別にみる

と、女性ではすべての状況で「主に自

分」が最も高くなっています。一方、男

性の共働きでは「自分と配偶者（パー

トナー）が同じくらい」が、それ以外で

は「主に配偶者（パートナー）」が最も

高くなっています。 

 

 

 

 

 

 
 

（※表の上段が人数（人）、下段が割合（％）） 

問７：家庭における役割分担_現在、家庭で育児や子どものしつけを行っている人 

『イ．育児や子どものしつけ』【性・共働きの状況別】 

 

 『イ．育児や子どものしつけ』につい

て、性・共働きの状況別にみると、女性

ではすべての状況で「主に自分」が最

も高くなっています。一方、男性では

すべての状況で「主に配偶者（パート

ナー）」が最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（※表の上段が人数（人）、下段が割合（％）） 

全
体

主

に

自

分

自

分

と

配

偶

者

（
パ
ー

ト

ナ
ー

）
が

同

じ

く

ら

い

主

に

配

偶

者

（
パ
ー

ト

ナ
ー

）

主

に

配

偶

者

（
パ
ー

ト

ナ
ー

）
以

外

の

家

族

家

族

以

外

の

人

に

依

頼

244 105 71 66 1 1
100.0 43.0 29.1 27.0 0.4 0.4

130 94 27 8 0 1
100.0 72.3 20.8 6.2 0.0 0.8

71 47 20 3 0 1
100.0 66.2 28.2 4.2 0.0 1.4

40 34 2 4 0 0
100.0 85.0 5.0 10.0 0.0 0.0

16 10 5 1 0 0
100.0 62.5 31.3 6.3 0.0 0.0

3 3 0 0 0 0
100.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0

113 11 43 58 1 0
100.0 9.7 38.1 51.3 0.9 0.0

65 6 30 29 0 0
100.0 9.2 46.2 44.6 0.0 0.0

29 4 6 19 0 0
100.0 13.8 20.7 65.5 0.0 0.0

15 0 6 8 1 0
100.0 0.0 40.0 53.3 6.7 0.0

4 1 1 2 0 0
100.0 25.0 25.0 50.0 0.0 0.0

1 0 1 0 0 0
100.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0

全体

性

・

共

働

き

の

状

況

別

女

性

女性合計

共働き

どちらか一方が就労

働いていない

無回答

答えたくない
無回答

共働き

どちらか一方が就労

無回答

男

性

男性合計

働いていない

全
体

主

に

自

分

自

分

と

配

偶

者

（
パ
ー

ト

ナ
ー

）
が

同

じ

く

ら

い

主

に

配

偶

者

（
パ
ー

ト

ナ
ー

）

主

に

配

偶

者

（
パ
ー

ト

ナ
ー

）
以

外

の

家

族

家

族

以

外

の

人

に

依

頼

161 62 47 50 2 0
100.0 38.5 29.2 31.1 1.2 0.0

87 61 23 3 0 0
100.0 70.1 26.4 3.4 0.0 0.0

44 31 12 1 0 0
100.0 70.5 27.3 2.3 0.0 0.0

32 22 9 1 0 0
100.0 68.8 28.1 3.1 0.0 0.0

9 6 2 1 0 0
100.0 66.7 22.2 11.1 0.0 0.0

2 2 0 0 0 0
100.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0

74 1 24 47 2 0
100.0 1.4 32.4 63.5 2.7 0.0

44 1 14 29 0 0
100.0 2.3 31.8 65.9 0.0 0.0

21 0 9 11 1 0
100.0 0.0 42.9 52.4 4.8 0.0

9 0 1 7 1 0
100.0 0.0 11.1 77.8 11.1 0.0

0 0 0 0 0 0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

0 0 0 0 0 0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

答えたくない
無回答

全体

性

・

共

働

き

の

状

況

別

女

性

女性合計

共働き

どちらか一方が就労

働いていない

無回答

男

性

男性合計

共働き

どちらか一方が就労

働いていない

無回答
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Ⅰ 在住者調査 

問１：「仕事」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「仕事」の優先度「３」は男性（29.5％）が女性（23.0％）より 6.5ポイン

ト高くなっています。 

性・年齢別にみると、「仕事」の優先度「１」は男性 50～59歳（44.8％）で４割半ばとなっ

ています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

女
性

男
性

（％）

24.3

22.4

22.7

26.1

31.4

25.0

20.9

11.1

25.9

15.0

17.6

36.0

44.8

22.2

17.9

25.1

27.0

45.5

34.8

25.7

22.2

16.3

27.8

23.5

20.0

41.2

28.0

17.2

19.4

23.1

25.9

23.0

18.2

21.7

20.0

25.0

23.3

27.8

29.5

55.0

29.4

16.0

24.1

36.1

23.1

11.0

12.8

9.1

13.0

17.1

13.9

16.3

5.6

8.4

5.0

0.0

12.0

10.3

5.6

12.8

12.0

12.2

4.5

4.3

5.7

11.1

18.6

22.2

12.7

5.0

11.8

8.0

3.4

16.7

23.1

1.6

2.6

0.0

0.0

0.0

2.8

4.7

5.6

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅰ 在住者調査 

問７：家庭における役割分担_現在、家庭で家事を行っている人 

『ア．炊事・洗濯・掃除などの家事』【性・共働きの状況別】 

 

 『ア．炊事・洗濯・掃除などの家事』

について、性・共働きの状況別にみる

と、女性ではすべての状況で「主に自

分」が最も高くなっています。一方、男

性の共働きでは「自分と配偶者（パー

トナー）が同じくらい」が、それ以外で

は「主に配偶者（パートナー）」が最も

高くなっています。 

 

 

 

 

 

 
 

（※表の上段が人数（人）、下段が割合（％）） 

問７：家庭における役割分担_現在、家庭で育児や子どものしつけを行っている人 

『イ．育児や子どものしつけ』【性・共働きの状況別】 

 

 『イ．育児や子どものしつけ』につい

て、性・共働きの状況別にみると、女性

ではすべての状況で「主に自分」が最

も高くなっています。一方、男性では

すべての状況で「主に配偶者（パート

ナー）」が最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（※表の上段が人数（人）、下段が割合（％）） 

全
体

主

に

自

分

自

分

と

配

偶

者

（
パ
ー

ト

ナ
ー

）
が

同

じ

く

ら

い

主

に

配

偶

者

（
パ
ー

ト

ナ
ー

）

主

に

配

偶

者

（
パ
ー

ト

ナ
ー

）
以

外

の

家

族

家

族

以

外

の

人

に

依

頼

244 105 71 66 1 1
100.0 43.0 29.1 27.0 0.4 0.4

130 94 27 8 0 1
100.0 72.3 20.8 6.2 0.0 0.8

71 47 20 3 0 1
100.0 66.2 28.2 4.2 0.0 1.4

40 34 2 4 0 0
100.0 85.0 5.0 10.0 0.0 0.0

16 10 5 1 0 0
100.0 62.5 31.3 6.3 0.0 0.0

3 3 0 0 0 0
100.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0

113 11 43 58 1 0
100.0 9.7 38.1 51.3 0.9 0.0

65 6 30 29 0 0
100.0 9.2 46.2 44.6 0.0 0.0

29 4 6 19 0 0
100.0 13.8 20.7 65.5 0.0 0.0

15 0 6 8 1 0
100.0 0.0 40.0 53.3 6.7 0.0

4 1 1 2 0 0
100.0 25.0 25.0 50.0 0.0 0.0

1 0 1 0 0 0
100.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0

全体

性

・

共

働

き

の

状

況

別

女

性

女性合計

共働き

どちらか一方が就労

働いていない

無回答

答えたくない
無回答

共働き

どちらか一方が就労

無回答

男

性

男性合計

働いていない

全
体

主

に

自

分

自

分

と

配

偶

者

（
パ
ー

ト

ナ
ー

）
が

同

じ

く

ら

い

主

に

配

偶

者

（
パ
ー

ト

ナ
ー

）

主

に

配

偶

者

（
パ
ー

ト

ナ
ー

）
以

外

の

家

族

家

族

以

外

の

人

に

依

頼

161 62 47 50 2 0
100.0 38.5 29.2 31.1 1.2 0.0

87 61 23 3 0 0
100.0 70.1 26.4 3.4 0.0 0.0

44 31 12 1 0 0
100.0 70.5 27.3 2.3 0.0 0.0

32 22 9 1 0 0
100.0 68.8 28.1 3.1 0.0 0.0

9 6 2 1 0 0
100.0 66.7 22.2 11.1 0.0 0.0

2 2 0 0 0 0
100.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0

74 1 24 47 2 0
100.0 1.4 32.4 63.5 2.7 0.0

44 1 14 29 0 0
100.0 2.3 31.8 65.9 0.0 0.0

21 0 9 11 1 0
100.0 0.0 42.9 52.4 4.8 0.0

9 0 1 7 1 0
100.0 0.0 11.1 77.8 11.1 0.0

0 0 0 0 0 0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

0 0 0 0 0 0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

答えたくない
無回答

全体

性

・

共

働

き

の

状

況

別

女

性

女性合計

共働き

どちらか一方が就労

働いていない

無回答

男

性

男性合計

共働き

どちらか一方が就労

働いていない

無回答
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問７：家庭における役割分担_現在、家庭で親や家族の介護を行っている人 

『ウ．親や家族の介護』【性・共働きの状況別】 

 

 『ウ．親や家族の介護』について、性・

共働きの状況別にみると、女性ではす

べての状況で「主に自分」が最も高く

なっています。一方、男性の共働きで

は「自分と配偶者（パートナー）が同じ

くらい」が、どちらか一方が就労では

「自分と配偶者（パートナー）が同じ

くらい」と「主に配偶者（パートナー）」

が、働いていないでは「主に配偶者（パ

ートナー）」が最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 
（※表の上段が人数（人）、下段が割合（％）） 

問７：家庭における役割分担_現在、家庭で町会・自治会などの地域活動を行っている人 

『エ．町会・自治会などの地域活動』【性・共働きの状況別】 

 

 『エ．町会・自治会などの地域活動』

について、性・共働きの状況別にみる

と、女性ではすべての状況で「主に自

分」が最も高くなっています。一方、男

性の共働きでは「主に自分」が、どちら

か一方が就労では「主に配偶者（パー

トナー）」が、働いていないでは「自分

と配偶者（パートナー）が同じくらい」

が最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 
（※表の上段が人数（人）、下段が割合（％）） 

全
体

主

に

自

分

自

分

と

配

偶

者

（
パ
ー

ト

ナ
ー

）
が

同

じ

く

ら

い

主

に

配

偶

者

（
パ
ー

ト

ナ
ー

）

主

に

配

偶

者

（
パ
ー

ト

ナ
ー

）
以

外

の

家

族

家

族

以

外

の

人

に

依

頼

103 39 25 22 8 9
100.0 37.9 24.3 21.4 7.8 8.7

58 36 8 4 3 7
100.0 62.1 13.8 6.9 5.2 12.1

26 17 3 1 2 3
100.0 65.4 11.5 3.8 7.7 11.5

21 12 4 1 1 3
100.0 57.1 19.0 4.8 4.8 14.3

9 5 1 2 0 1
100.0 55.6 11.1 22.2 0.0 11.1

2 2 0 0 0 0
100.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0

44 3 17 17 5 2
100.0 6.8 38.6 38.6 11.4 4.5

23 2 9 8 3 1
100.0 8.7 39.1 34.8 13.0 4.3

11 1 4 4 1 1
100.0 9.1 36.4 36.4 9.1 9.1

9 0 4 5 0 0
100.0 0.0 44.4 55.6 0.0 0.0

1 0 0 0 1 0
100.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0

1 0 0 1 0 0
100.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0

答えたくない
無回答

全体

性

・

共

働

き

の

状

況

別

女

性

女性合計

共働き

どちらか一方が就労

働いていない

無回答

男

性

男性合計

共働き

どちらか一方が就労

働いていない

無回答

全
体

主

に

自

分

自

分

と

配

偶

者

（
パ
ー

ト

ナ
ー

）
が

同

じ

く

ら

い

主

に

配

偶

者

（
パ
ー

ト

ナ
ー

）

主

に

配

偶

者

（
パ
ー

ト

ナ
ー

）
以

外

の

家

族

家

族

以

外

の

人

に

依

頼

131 66 23 40 1 1
100.0 50.4 17.6 30.5 0.8 0.8

71 42 9 19 0 1
100.0 59.2 12.7 26.8 0.0 1.4

31 15 6 10 0 0
100.0 48.4 19.4 32.3 0.0 0.0

29 19 3 6 0 1
100.0 65.5 10.3 20.7 0.0 3.4

9 6 0 3 0 0
100.0 66.7 0.0 33.3 0.0 0.0

2 2 0 0 0 0
100.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0

59 23 14 21 1 0
100.0 39.0 23.7 35.6 1.7 0.0

27 14 6 7 0 0
100.0 51.9 22.2 25.9 0.0 0.0

17 5 2 10 0 0
100.0 29.4 11.8 58.8 0.0 0.0

12 3 5 4 0 0
100.0 25.0 41.7 33.3 0.0 0.0

3 1 1 0 1 0
100.0 33.3 33.3 0.0 33.3 0.0

1 1 0 0 0 0
100.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0

答えたくない
無回答

全体

性

・

共

働

き

の

状

況

別

女

性

女性合計

共働き

どちらか一方が就労

働いていない

無回答

男

性

男性合計

共働き

どちらか一方が就労

働いていない

無回答
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問１：「家庭生活」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性（52.0％）が男性（41.0％）よりも 11.0

ポイント高くなっています。 

 性・年齢別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性 50～59歳（77.8％）で８割近くと

なっています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

（％）

女
性

男
性

47.1

52.0

45.5

52.2

51.4

77.8

37.2

50.0

41.0

30.0

41.2

52.0

34.5

38.9

46.2

19.5

17.9

27.3

8.7

20.0

8.3

18.6

22.2

21.7

15.0

23.5

4.0

37.9

22.2

23.1

17.9

18.4

18.2

30.4

8.6

5.6

30.2

19.4

16.3

30.0

5.9

4.0

17.2

11.1

25.6

5.3

3.1

4.5

0.0

5.7

5.6

2.3

0.0

8.4

20.0

17.6

12.0

3.4

5.6

2.6

9.4

7.1

0.0

8.7

14.3

2.8

9.3

5.6

12.7

5.0

11.8

28.0

6.9

22.2

2.6

0.8

1.5

4.5

0.0

0.0

0.0

2.3

2.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0



 

 62 

Ⅰ 在住者調査 

問７：家庭における役割分担_現在、家庭で子どもの学校行事へ参加している人 

『オ．子どもの学校行事への参加』【性・共働きの状況別】 

  

 『オ．子どもの学校行事への参加』に

ついて、性・共働きの状況別にみると、

女性ではすべての状況で「主に自分」

が最も高くなっています。一方、男性

の共働きと働いていないでは「主に配

偶者（パートナー）」が、どちらか一方

が就労では「自分と配偶者（パートナ

ー）が同じくらい」が最も高くなって

います。 

 

 

 

 

 

 

 
（※表の上段が人数（人）、下段が割合（％）） 

 

全
体

主

に

自

分

自

分

と

配

偶

者

（
パ
ー

ト

ナ
ー

）
が

同

じ

く

ら

い

主

に

配

偶

者

（
パ
ー

ト

ナ
ー

）

主

に

配

偶

者

（
パ
ー

ト

ナ
ー

）
以

外

の

家

族

家

族

以

外

の

人

に

依

頼

146 62 45 36 3 0
100.0 42.5 30.8 24.7 2.1 0.0

82 58 21 3 0 0
100.0 70.7 25.6 3.7 0.0 0.0

43 28 13 2 0 0
100.0 65.1 30.2 4.7 0.0 0.0

31 24 7 0 0 0
100.0 77.4 22.6 0.0 0.0 0.0

7 5 1 1 0 0
100.0 71.4 14.3 14.3 0.0 0.0

1 1 0 0 0 0
100.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0

64 4 24 33 3 0
100.0 6.3 37.5 51.6 4.7 0.0

34 4 11 18 1 0
100.0 11.8 32.4 52.9 2.9 0.0

19 0 10 8 1 0
100.0 0.0 52.6 42.1 5.3 0.0

10 0 3 7 0 0
100.0 0.0 30.0 70.0 0.0 0.0

1 0 0 0 1 0
100.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0

0 0 0 0 0 0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

答えたくない
無回答

全体

性

・

共

働

き

の

状

況

別

女

性

女性合計

共働き

どちらか一方が就労

働いていない

無回答

男

性

男性合計

共働き

どちらか一方が就労

働いていない

無回答
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Ⅰ 在住者調査 

問１：「仕事」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「仕事」の優先度「３」は男性（29.5％）が女性（23.0％）より 6.5ポイン

ト高くなっています。 

性・年齢別にみると、「仕事」の優先度「１」は男性 50～59歳（44.8％）で４割半ばとなっ

ています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

女
性

男
性

（％）

24.3

22.4

22.7

26.1

31.4

25.0

20.9

11.1

25.9

15.0

17.6

36.0

44.8

22.2

17.9

25.1

27.0

45.5

34.8

25.7

22.2

16.3

27.8

23.5

20.0

41.2

28.0

17.2

19.4

23.1

25.9

23.0

18.2

21.7

20.0

25.0

23.3

27.8

29.5

55.0

29.4

16.0

24.1

36.1

23.1

11.0

12.8

9.1

13.0

17.1

13.9

16.3

5.6

8.4

5.0

0.0

12.0

10.3

5.6

12.8

12.0

12.2

4.5

4.3

5.7

11.1

18.6

22.2

12.7

5.0

11.8

8.0

3.4

16.7

23.1

1.6

2.6

0.0

0.0

0.0

2.8

4.7

5.6

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅰ 在住者調査 

問７：家庭における役割分担_現在、家庭で子どもの学校行事へ参加している人 

『オ．子どもの学校行事への参加』【性・共働きの状況別】 

  

 『オ．子どもの学校行事への参加』に

ついて、性・共働きの状況別にみると、

女性ではすべての状況で「主に自分」

が最も高くなっています。一方、男性

の共働きと働いていないでは「主に配

偶者（パートナー）」が、どちらか一方

が就労では「自分と配偶者（パートナ

ー）が同じくらい」が最も高くなって

います。 

 

 

 

 

 

 

 
（※表の上段が人数（人）、下段が割合（％）） 

 

全
体

主

に

自

分

自

分

と

配

偶

者

（
パ
ー

ト

ナ
ー

）
が

同

じ

く

ら

い

主

に

配

偶

者

（
パ
ー

ト

ナ
ー

）

主

に

配

偶

者

（
パ
ー

ト

ナ
ー

）
以

外

の

家

族

家

族

以

外

の

人

に

依

頼

146 62 45 36 3 0
100.0 42.5 30.8 24.7 2.1 0.0

82 58 21 3 0 0
100.0 70.7 25.6 3.7 0.0 0.0

43 28 13 2 0 0
100.0 65.1 30.2 4.7 0.0 0.0

31 24 7 0 0 0
100.0 77.4 22.6 0.0 0.0 0.0

7 5 1 1 0 0
100.0 71.4 14.3 14.3 0.0 0.0

1 1 0 0 0 0
100.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0

64 4 24 33 3 0
100.0 6.3 37.5 51.6 4.7 0.0

34 4 11 18 1 0
100.0 11.8 32.4 52.9 2.9 0.0

19 0 10 8 1 0
100.0 0.0 52.6 42.1 5.3 0.0

10 0 3 7 0 0
100.0 0.0 30.0 70.0 0.0 0.0

1 0 0 0 1 0
100.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0

0 0 0 0 0 0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

答えたくない
無回答

全体

性

・

共

働

き

の

状

況

別

女

性

女性合計

共働き

どちらか一方が就労

働いていない

無回答

男

性

男性合計

共働き

どちらか一方が就労

働いていない

無回答
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第
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料 

問８：家事・育児に携わる１日の平均時間 

あなたが家事・育児に携わる１日あたりの平均的な時間はどのくらいですか。（料理、洗

濯、子どもの入浴や寝かしつけ、子どもと遊んでいる時間などの合計時間）（○は１つ） 

平日 

問８：家事・育児に携わる１日の平均時間（平日） 

 

 「１時間以上２時間未満」（17.9％）が２割近くで最も多くなっています。次いで「２時間

以上３時間未満」（17.1％）、「30 分以上１時間未満」（14.4％）、「30 分未満」（13.9％）など

の順となっています。 

 前回調査と比較すると、「30分未満」は 6.3ポイント減少しています。一方、「２時間以上

３時間未満」は 2.6ポイント増加しています。 

  

ｎ　 （計）（計）（計）

(374) 46.2 63.3 23.3

(415) 50.1 64.6 23.1

全体 (196) 27.6 47.5 37.8

29歳以下 (22) 45.4 63.6 4.5

30～39歳 (23) 26.1 47.8 39.1

40～49歳 (35) 28.5 42.8 51.4

50～59歳 (36) 30.6 50.0 41.7

60～69歳 (43) 25.6 46.5 32.6

70歳以上 (36) 13.9 38.9 47.2

全体 (166) 69.9 83.2 7.2

29歳以下 (20) 80.0 85.0 0.0

30～39歳 (17) 58.8 70.6 23.6

40～49歳 (25) 76.0 96.0 4.0

50～59歳 (29) 68.9 82.7 6.9

60～69歳 (36) 75.0 80.6 8.3

70歳以上 (39) 61.5 82.0 5.1

男
性

（％）

30分未満
30分以上
１時間未

満

１時間以
上２時間
未満

２時間以
上３時間

未満

３時間以
上５時間
未満

５時間以
上８時間
未満

８時間以
上

無回答

前回(R元）調査

今回(R7）調査

３
時
間
以
上

３
時
間
未
満

２
時
間
未
満

女
性

13.9

20.2

4.1

13.6

8.7

5.7

2.8

0.0

0.0

25.9

45.0

23.5

12.0

20.7

33.3

23.1

14.4

14.0

9.2

13.6

8.7

17.1

13.9

2.3

2.8

21.7

15.0

23.5

32.0

17.2

25.0

17.9

17.9

15.9

14.3

18.2

8.7

5.7

13.9

23.3

11.1

22.3

20.0

11.8

32.0

31.0

16.7

20.5

17.1

14.5

19.9

18.2

21.7

14.3

19.4

20.9

25.0

13.3

5.0

11.8

20.0

13.8

5.6

20.5

13.4

12.3

19.9

0.0

17.4

25.7

16.7

16.3

36.1

6.0

0.0

11.8

4.0

6.9

8.3

5.1

4.8

5.3

8.7

0.0

13.0

11.4

13.9

9.3

2.8

0.6

0.0

5.9

0.0

0.0

0.0

0.0

5.1

5.5

9.2

4.5

8.7

14.3

11.1

7.0

8.3

0.6

0.0

5.9

0.0

0.0

0.0

0.0

13.4

12.3

14.8

31.8

13.0

5.7

8.3

20.9

13.9

9.6

15.0

5.9

0.0

10.3

11.1

12.8
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第
４
章 

資
料 

問１：「家庭生活」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性（52.0％）が男性（41.0％）よりも 11.0

ポイント高くなっています。 

 性・年齢別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性 50～59歳（77.8％）で８割近くと

なっています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

（％）

女
性

男
性

47.1

52.0

45.5

52.2

51.4

77.8

37.2

50.0

41.0

30.0

41.2

52.0

34.5

38.9

46.2

19.5

17.9

27.3

8.7

20.0

8.3

18.6

22.2

21.7

15.0

23.5

4.0

37.9

22.2

23.1

17.9

18.4

18.2

30.4

8.6

5.6

30.2

19.4

16.3

30.0

5.9

4.0

17.2

11.1

25.6

5.3

3.1

4.5

0.0

5.7

5.6

2.3

0.0

8.4

20.0

17.6

12.0

3.4

5.6

2.6

9.4

7.1

0.0

8.7

14.3

2.8

9.3

5.6

12.7

5.0

11.8

28.0

6.9

22.2

2.6

0.8

1.5

4.5

0.0

0.0

0.0

2.3

2.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅰ 在住者調査 

 性別にみると、「30分未満」は男性（25.9％）が女性（4.1％）より 21.8ポイント高くなっ

ています。一方、「８時間以上」は女性（9.2％）が男性（0.6％）より 8.6ポイント高くなっ

ています。 

 性・年齢別にみると、「30分未満」は男性 29歳以下（45.0％）で４割半ば、「３時間以上５

時間未満」は女性 70歳以上（36.1％）で３割半ばとなっています。 

 

問８：家事・育児に携わる１日の平均時間（平日）【性・共働きの状況別】 

 
（※表の上段が人数（人）、下段が割合（％））  

性・共働きの状況別にみると、女性の共働き、働いていないでは「３時間以上５時間未満」

が、どちらか一方が就労では「２時間以上３時間未満」が最も高くなっています。一方、男性

の共働きでは「１時間以上２時間未満」が、どちらか一方が就労では「30分未満」が、働い

ていないでは「30分以上１時間未満」が最も高くなっています。 

 

 

  

全
体

3

0

分

未

満

3

0

分

以

上

１

時

間

未

満

１

時

間

以

上

２

時

間

未

満

２

時

間

以

上

３

時

間

未

満

３

時

間

以

上

５

時

間

未

満

５

時

間

以

上

８

時

間

未

満

８

時

間

以

上

無

回

答

2

時

間

未

満

3

時

間

以

上

337 41 53 59 61 48 17 18 40 153 83
100.0 12.2 15.7 17.5 18.1 14.2 5.0 5.3 11.9 45.4 24.5

182 7 18 25 37 38 16 17 24 50 71
100.0 3.8 9.9 13.7 20.3 20.9 8.8 9.3 13.2 27.4 39.0

71 2 7 11 16 18 10 6 1 20 34
100.0 2.8 9.9 15.5 22.5 25.4 14.1 8.5 1.4 28.2 48.0

87 5 11 11 15 13 6 8 18 27 27
100.0 5.7 12.6 12.6 17.2 14.9 6.9 9.2 20.7 30.9 31.0

18 0 0 3 4 6 0 2 3 3 8
100.0 0.0 0.0 16.7 22.2 33.3 0.0 11.1 16.7 16.7 44.4

6 0 0 0 2 1 0 1 2 0 2
100.0 0.0 0.0 0.0 33.3 16.7 0.0 16.7 33.3 0.0 33.4

149 33 35 34 22 9 1 1 14 102 11
100.0 22.1 23.5 22.8 14.8 6.0 0.7 0.7 9.4 68.4 7.4

66 14 15 19 10 5 1 1 1 48 7
100.0 21.2 22.7 28.8 15.2 7.6 1.5 1.5 1.5 72.7 10.6

63 16 12 13 8 3 0 0 11 41 3
100.0 25.4 19.0 20.6 12.7 4.8 0.0 0.0 17.5 65.0 4.8

15 2 6 2 4 1 0 0 0 10 1
100.0 13.3 40.0 13.3 26.7 6.7 0.0 0.0 0.0 66.6 6.7

5 1 2 0 0 0 0 0 2 3 0
100.0 20.0 40.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 40.0 60.0 0.0

6 1 0 0 2 1 0 0 2 1 1
100.0 16.7 0.0 0.0 33.3 16.7 0.0 0.0 33.3 16.7 16.7

答えたくない
無回答

全体

性

・

共

働

き

の

状

況

別

女

性

女性合計

共働き

どちらか一方が就労

働いていない

無回答

男

性

男性合計

共働き

どちらか一方が就労

働いていない

無回答
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Ⅰ 在住者調査 

問１：「仕事」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「仕事」の優先度「３」は男性（29.5％）が女性（23.0％）より 6.5ポイン

ト高くなっています。 

性・年齢別にみると、「仕事」の優先度「１」は男性 50～59歳（44.8％）で４割半ばとなっ

ています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

女
性

男
性

（％）

24.3

22.4

22.7

26.1

31.4

25.0

20.9

11.1

25.9

15.0

17.6

36.0

44.8

22.2

17.9

25.1

27.0

45.5

34.8

25.7

22.2

16.3

27.8

23.5

20.0

41.2

28.0

17.2

19.4

23.1

25.9

23.0

18.2

21.7

20.0

25.0

23.3

27.8

29.5

55.0

29.4

16.0

24.1

36.1

23.1

11.0

12.8

9.1

13.0

17.1

13.9

16.3

5.6

8.4

5.0

0.0

12.0

10.3

5.6

12.8

12.0

12.2

4.5

4.3

5.7

11.1

18.6

22.2

12.7

5.0

11.8

8.0

3.4

16.7

23.1

1.6

2.6

0.0

0.0

0.0

2.8

4.7

5.6

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅰ 在住者調査 

 性別にみると、「30分未満」は男性（25.9％）が女性（4.1％）より 21.8ポイント高くなっ

ています。一方、「８時間以上」は女性（9.2％）が男性（0.6％）より 8.6ポイント高くなっ

ています。 

 性・年齢別にみると、「30分未満」は男性 29歳以下（45.0％）で４割半ば、「３時間以上５

時間未満」は女性 70歳以上（36.1％）で３割半ばとなっています。 

 

問８：家事・育児に携わる１日の平均時間（平日）【性・共働きの状況別】 

 
（※表の上段が人数（人）、下段が割合（％））  

性・共働きの状況別にみると、女性の共働き、働いていないでは「３時間以上５時間未満」

が、どちらか一方が就労では「２時間以上３時間未満」が最も高くなっています。一方、男性

の共働きでは「１時間以上２時間未満」が、どちらか一方が就労では「30分未満」が、働い

ていないでは「30分以上１時間未満」が最も高くなっています。 

 

 

  

全
体

3

0

分

未

満

3

0

分

以

上

１

時

間

未

満

１

時

間

以

上

２

時

間

未

満

２

時

間

以

上

３

時

間

未

満

３

時

間

以

上

５

時

間

未

満

５

時

間

以

上

８

時

間

未

満

８

時

間

以

上

無

回

答

2

時

間

未

満

3

時

間

以

上

337 41 53 59 61 48 17 18 40 153 83
100.0 12.2 15.7 17.5 18.1 14.2 5.0 5.3 11.9 45.4 24.5

182 7 18 25 37 38 16 17 24 50 71
100.0 3.8 9.9 13.7 20.3 20.9 8.8 9.3 13.2 27.4 39.0

71 2 7 11 16 18 10 6 1 20 34
100.0 2.8 9.9 15.5 22.5 25.4 14.1 8.5 1.4 28.2 48.0

87 5 11 11 15 13 6 8 18 27 27
100.0 5.7 12.6 12.6 17.2 14.9 6.9 9.2 20.7 30.9 31.0

18 0 0 3 4 6 0 2 3 3 8
100.0 0.0 0.0 16.7 22.2 33.3 0.0 11.1 16.7 16.7 44.4

6 0 0 0 2 1 0 1 2 0 2
100.0 0.0 0.0 0.0 33.3 16.7 0.0 16.7 33.3 0.0 33.4

149 33 35 34 22 9 1 1 14 102 11
100.0 22.1 23.5 22.8 14.8 6.0 0.7 0.7 9.4 68.4 7.4

66 14 15 19 10 5 1 1 1 48 7
100.0 21.2 22.7 28.8 15.2 7.6 1.5 1.5 1.5 72.7 10.6

63 16 12 13 8 3 0 0 11 41 3
100.0 25.4 19.0 20.6 12.7 4.8 0.0 0.0 17.5 65.0 4.8

15 2 6 2 4 1 0 0 0 10 1
100.0 13.3 40.0 13.3 26.7 6.7 0.0 0.0 0.0 66.6 6.7

5 1 2 0 0 0 0 0 2 3 0
100.0 20.0 40.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 40.0 60.0 0.0

6 1 0 0 2 1 0 0 2 1 1
100.0 16.7 0.0 0.0 33.3 16.7 0.0 0.0 33.3 16.7 16.7

答えたくない
無回答

全体

性

・

共

働

き

の

状

況

別

女

性

女性合計

共働き

どちらか一方が就労

働いていない

無回答

男

性

男性合計

共働き

どちらか一方が就労

働いていない

無回答
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第
１
章 

調
査
の
概
要 

   

第
２
章 

調
査
結
果
の
概
要 

   

第
３
章 

調
査
結
果
の
分
析 

Ⅰ 在住者調査 

   

第
４
章 

資
料 

問８：家事・育児に携わる１日の平均時間（休日） 

 

 「１時間以上２時間未満」（18.4％）が２割近くで最も多くなっています。次いで「２時間

以上３時間未満」（15.5％）、「３時間以上５時間未満」（15.5％）、「30分未満」（10.2％）など

の順となっています。 

 前回調査と比較すると、「30分以上１時間未満」は 4.0ポイント減少しています。 

 性別にみると、「30分未満」は男性（18.7％）が女性（3.1％）より 15.6ポイント高くなっ

ています。一方、「８時間以上」は女性（15.3％）が男性（4.2％）より 11.1ポイント高くな

っています。 

性・年齢別にみると、「30分未満」は男性 29歳以下（45.0％）で４割半ば、「８時間以上」

は女性 30～39歳（34.8％）で３割半ばとなっています。 

  

ｎ　 （計）（計）（計）

(374) 36.9 52.4 34.2

(415) 39.8 56.9 30.6

全体 (196) 22.5 40.9 44.3

29歳以下 (22) 36.3 54.5 13.6

30～39歳 (23) 21.7 30.4 56.5

40～49歳 (35) 22.9 37.2 57.2

50～59歳 (36) 25.0 41.7 50.0

60～69歳 (43) 18.6 30.2 48.9

70歳以上 (36) 16.7 55.6 30.6

全体 (166) 55.5 67.5 22.9

29歳以下 (20) 70.0 70.0 15.0

30～39歳 (17) 35.3 47.1 47.0

40～49歳 (25) 36.0 48.0 52.0

50～59歳 (29) 44.7 61.9 27.5

60～69歳 (36) 66.7 80.6 8.3

70歳以上 (39) 66.6 79.4 7.7

男
性

（％）

30分未満
30分以上
１時間未

満

１時間以
上２時間
未満

２時間以
上３時間

未満

３時間以
上５時間

未満

５時間以
上８時間
未満

８時間以
上

無回答

今回(R7）調査

前回(R元）調査

２
時
間
未
満

３
時
間
未
満

３
時
間
以
上

女
性

10.2

13.0

3.1

9.1

8.7

2.9

2.8

0.0

0.0

18.7

45.0

5.9

4.0

17.2

22.2

17.9

8.3

12.3

2.6

4.5

4.3

0.0

2.8

0.0

5.6

15.7

15.0

23.5

16.0

3.4

16.7

20.5

18.4

14.5

16.8

22.7

8.7

20.0

19.4

18.6

11.1

21.1

10.0

5.9

16.0

24.1

27.8

28.2

15.5

17.1

18.4

18.2

8.7

14.3

16.7

11.6

38.9

12.0

0.0

11.8

12.0

17.2

13.9

12.8

15.5

13.0

17.3

9.1

17.4

8.6

16.7

27.9

16.7

12.7

10.0

0.0

32.0

17.2

8.3

7.7

8.8

8.7

11.7

0.0

4.3

14.3

19.4

14.0

11.1

6.0

5.0

29.4

8.0

6.9

0.0

0.0

9.9

8.9

15.3

4.5

34.8

34.3

13.9

7.0

2.8

4.2

0.0

17.6

12.0

3.4

0.0

0.0

13.4

12.5

14.8

31.8

13.0

5.7

8.3

20.9

13.9

9.6

15.0

5.9

0.0

10.3

11.1

12.8
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第
１
章 

調
査
の
概
要 

   

第
２
章 

調
査
結
果
の
概
要 

   

第
３
章 

調
査
結
果
の
分
析 

Ⅰ 在住者調査 

   

第
４
章 

資
料 

問１：「家庭生活」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性（52.0％）が男性（41.0％）よりも 11.0

ポイント高くなっています。 

 性・年齢別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性 50～59歳（77.8％）で８割近くと

なっています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

（％）

女
性

男
性

47.1

52.0

45.5

52.2

51.4

77.8

37.2

50.0

41.0

30.0

41.2

52.0

34.5

38.9

46.2

19.5

17.9

27.3

8.7

20.0

8.3

18.6

22.2

21.7

15.0

23.5

4.0

37.9

22.2

23.1

17.9

18.4

18.2

30.4

8.6

5.6

30.2

19.4

16.3

30.0

5.9

4.0

17.2

11.1

25.6

5.3

3.1

4.5

0.0

5.7

5.6

2.3

0.0

8.4

20.0

17.6

12.0

3.4

5.6

2.6

9.4

7.1

0.0

8.7

14.3

2.8

9.3

5.6

12.7

5.0

11.8

28.0

6.9

22.2

2.6

0.8

1.5

4.5

0.0

0.0

0.0

2.3

2.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅰ 在住者調査 

問８：家事・育児に携わる１日の平均時間（休日）【性・共働きの状況別】 

 
（※表の上段が人数（人）、下段が割合（％））  

性・共働きの状況別にみると、女性の共働きでは「８時間以上」が、どちらか一方が就労で

は「２時間以上３時間未満」が、働いていないでは「３時間以上５時間未満」が最も高くなっ

ています。一方、男性の共働きでは「１時間以上２時間未満」が、どちらか一方が就労では

「30分以上１時間未満」が、働いていないでは「30分以上１時間未満」と「１時間以上２時

間未満」が最も高くなっています。 

 

全
体

3

0

分

未

満

3

0

分

以

上

１

時

間

未

満

１

時

間

以

上

２

時

間

未

満

２

時

間

以

上

３

時

間

未

満

３

時

間

以

上

５

時

間

未

満

５

時

間

以

上

８

時

間

未

満

８

時

間

以

上

無

回

答

2

時

間

未

満

3

時

間

以

上

337 27 29 64 55 54 32 36 40 120 122
100.0 8.0 8.6 19.0 16.3 16.0 9.5 10.7 11.9 35.6 36.2

182 5 5 31 35 31 22 29 24 41 82
100.0 2.7 2.7 17.0 19.2 17.0 12.1 15.9 13.2 22.4 45.0

71 0 1 12 15 15 10 17 1 13 42
100.0 0.0 1.4 16.9 21.1 21.1 14.1 23.9 1.4 18.3 59.1

87 5 3 14 15 10 10 12 18 22 32
100.0 5.7 3.4 16.1 17.2 11.5 11.5 13.8 20.7 25.2 36.8

18 0 0 4 4 5 2 0 3 4 7
100.0 0.0 0.0 22.2 22.2 27.8 11.1 0.0 16.7 22.2 38.9

6 0 1 1 1 1 0 0 2 2 1
100.0 0.0 16.7 16.7 16.7 16.7 0.0 0.0 33.3 33.4 16.7

149 21 24 33 20 20 10 7 14 78 37
100.0 14.1 16.1 22.1 13.4 13.4 6.7 4.7 9.4 52.3 24.8

66 7 7 20 11 8 6 6 1 34 20
100.0 10.6 10.6 30.3 16.7 12.1 9.1 9.1 1.5 51.5 30.3

63 10 12 8 8 10 3 1 11 30 14
100.0 15.9 19.0 12.7 12.7 15.9 4.8 1.6 17.5 47.6 22.3

15 3 4 4 1 2 1 0 0 11 3
100.0 20.0 26.7 26.7 6.7 13.3 6.7 0.0 0.0 73.4 20.0

5 1 1 1 0 0 0 0 2 3 0
100.0 20.0 20.0 20.0 0.0 0.0 0.0 0.0 40.0 60.0 0.0

6 1 0 0 0 3 0 0 2 1 3
100.0 16.7 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0 33.3 16.7 50.0

答えたくない
無回答

全体

性

・

共

働

き

の

状

況

別

女

性

女性合計

共働き

どちらか一方が就労

働いていない

無回答

男

性

男性合計

共働き

どちらか一方が就労

働いていない

無回答
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Ⅰ 在住者調査 

問１：「仕事」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「仕事」の優先度「３」は男性（29.5％）が女性（23.0％）より 6.5ポイン

ト高くなっています。 

性・年齢別にみると、「仕事」の優先度「１」は男性 50～59歳（44.8％）で４割半ばとなっ

ています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

女
性

男
性

（％）

24.3

22.4

22.7

26.1

31.4

25.0

20.9

11.1

25.9

15.0

17.6

36.0

44.8

22.2

17.9

25.1

27.0

45.5

34.8

25.7

22.2

16.3

27.8

23.5

20.0

41.2

28.0

17.2

19.4

23.1

25.9

23.0

18.2

21.7

20.0

25.0

23.3

27.8

29.5

55.0

29.4

16.0

24.1

36.1

23.1

11.0

12.8

9.1

13.0

17.1

13.9

16.3

5.6

8.4

5.0

0.0

12.0

10.3

5.6

12.8

12.0

12.2

4.5

4.3

5.7

11.1

18.6

22.2

12.7

5.0

11.8

8.0

3.4

16.7

23.1

1.6

2.6

0.0

0.0

0.0

2.8

4.7

5.6

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅰ 在住者調査 

問８：家事・育児に携わる１日の平均時間（休日）【性・共働きの状況別】 

 
（※表の上段が人数（人）、下段が割合（％））  

性・共働きの状況別にみると、女性の共働きでは「８時間以上」が、どちらか一方が就労で

は「２時間以上３時間未満」が、働いていないでは「３時間以上５時間未満」が最も高くなっ

ています。一方、男性の共働きでは「１時間以上２時間未満」が、どちらか一方が就労では

「30分以上１時間未満」が、働いていないでは「30分以上１時間未満」と「１時間以上２時

間未満」が最も高くなっています。 

 

全
体

3

0

分

未

満

3

0

分

以

上

１

時

間

未

満

１

時

間

以

上

２

時

間

未

満

２

時

間

以

上

３

時

間

未

満

３

時

間

以

上

５

時

間

未

満

５

時

間

以

上

８

時

間

未

満

８

時

間

以

上

無

回

答

2

時

間

未

満

3

時

間

以

上

337 27 29 64 55 54 32 36 40 120 122
100.0 8.0 8.6 19.0 16.3 16.0 9.5 10.7 11.9 35.6 36.2

182 5 5 31 35 31 22 29 24 41 82
100.0 2.7 2.7 17.0 19.2 17.0 12.1 15.9 13.2 22.4 45.0

71 0 1 12 15 15 10 17 1 13 42
100.0 0.0 1.4 16.9 21.1 21.1 14.1 23.9 1.4 18.3 59.1

87 5 3 14 15 10 10 12 18 22 32
100.0 5.7 3.4 16.1 17.2 11.5 11.5 13.8 20.7 25.2 36.8

18 0 0 4 4 5 2 0 3 4 7
100.0 0.0 0.0 22.2 22.2 27.8 11.1 0.0 16.7 22.2 38.9

6 0 1 1 1 1 0 0 2 2 1
100.0 0.0 16.7 16.7 16.7 16.7 0.0 0.0 33.3 33.4 16.7

149 21 24 33 20 20 10 7 14 78 37
100.0 14.1 16.1 22.1 13.4 13.4 6.7 4.7 9.4 52.3 24.8

66 7 7 20 11 8 6 6 1 34 20
100.0 10.6 10.6 30.3 16.7 12.1 9.1 9.1 1.5 51.5 30.3

63 10 12 8 8 10 3 1 11 30 14
100.0 15.9 19.0 12.7 12.7 15.9 4.8 1.6 17.5 47.6 22.3

15 3 4 4 1 2 1 0 0 11 3
100.0 20.0 26.7 26.7 6.7 13.3 6.7 0.0 0.0 73.4 20.0

5 1 1 1 0 0 0 0 2 3 0
100.0 20.0 20.0 20.0 0.0 0.0 0.0 0.0 40.0 60.0 0.0

6 1 0 0 0 3 0 0 2 1 3
100.0 16.7 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0 33.3 16.7 50.0

答えたくない
無回答

全体

性

・

共

働

き

の

状

況

別

女

性

女性合計

共働き

どちらか一方が就労

働いていない

無回答

男

性

男性合計

共働き

どちらか一方が就労

働いていない

無回答
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第
１
章 

調
査
の
概
要 

   

第
２
章 

調
査
結
果
の
概
要 

   

第
３
章 

調
査
結
果
の
分
析 

Ⅰ 在住者調査 

   

第
４
章 

資
料 

問９：男女がともに家事や子育て、介護、地域活動等に参加するために必要なこと 

あなたは、男女がともに家事、子育てや教育、介護、地域活動に積極的に参加していく

ためには、特にどのようなことが必要だと思いますか。（○は３つまで） 

問９：男女がともに家事や子育て、介護、地域活動等に参加するために必要なこと 

 
 

 「企業が男女ともに家庭と仕事を両立できる職場環境を整えること」（49.2％）が約５割で

最も多くなっています。次いで「男性が仕事中心の生き方、考え方を改め、家事などに参加

することへの抵抗感をなくすこと」（41.7％）、「フレックスタイム制やテレワーク（在宅勤務）

などを普及させること」（35.8％）、「学校で男女平等意識を育てる教育をすること」（29.7％）

などの順となっています。 

 前回調査と比較すると、「企業が男女ともに家庭と仕事を両立できる職場環境を整えること」

は 9.0ポイント、「育児・介護休業制度の一層の普及をはかること」は 8.3ポイント増加して

います。 

 性別にみると、「男性が仕事中心の生き方、考え方を改め、家事などに参加することへの抵

抗感をなくすこと」は女性（48.5％）が男性（34.3％）より 14.2 ポイント、「学校で男女平

等意識を育てる教育をすること」は女性（33.7％）が男性（24.7％）より 9.0 ポイント高く

なっています。 

  

企業が男女ともに家庭と仕事を両立できる職場
環境を整えること

男性が仕事中心の生き方、考え方を改め、家事
などに参加することへの抵抗感をなくすこと

フレックスタイム制やテレワーク（在宅勤務）
などを普及させること

学校で男女平等意識を育てる教育をすること

育児・介護休業制度の一層の普及をはかること

労働時間を短縮すること

男女の役割分担をなくすための啓発を推進する
こと

仕事と家庭の両立などの問題について、相談で
きる窓口を設けること

その他

わからない

無回答

49.2

41.7

35.8

29.7

27.3

18.2

16.6

6.7

5.1

4.5

9.1

40.2

35.2

32.5

30.1

19.0

18.1

16.1

3.6

2.9

2.9

13.5

0204060

54.1

48.5

33.7

33.7

25.5

20.9

17.3

6.1

4.1

2.0

10.7

45.8

34.3

39.2

24.7

31.3

16.3

15.7

7.2

6.0

7.8

4.8

0 20 40 60（％）（％）

全体（n=374） 前回（R元）調査（n=415） 女性（n=196） 男性（n=166）

 

 39 

   

第
１
章 

調
査
の
概
要 

   

第
２
章 

調
査
結
果
の
概
要 

   

第
３
章 

調
査
結
果
の
分
析 

Ⅰ 在住者調査 

   

第
４
章 

資
料 

問１：「家庭生活」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性（52.0％）が男性（41.0％）よりも 11.0

ポイント高くなっています。 

 性・年齢別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性 50～59歳（77.8％）で８割近くと

なっています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

（％）

女
性

男
性

47.1

52.0

45.5

52.2

51.4

77.8

37.2

50.0

41.0

30.0

41.2

52.0

34.5

38.9

46.2

19.5

17.9

27.3

8.7

20.0

8.3

18.6

22.2

21.7

15.0

23.5

4.0

37.9

22.2

23.1

17.9

18.4

18.2

30.4

8.6

5.6

30.2

19.4

16.3

30.0

5.9

4.0

17.2

11.1

25.6

5.3

3.1

4.5

0.0

5.7

5.6

2.3

0.0

8.4

20.0

17.6

12.0

3.4

5.6

2.6

9.4

7.1

0.0

8.7

14.3

2.8

9.3

5.6

12.7

5.0

11.8

28.0

6.9

22.2

2.6

0.8

1.5

4.5

0.0

0.0

0.0

2.3

2.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅰ 在住者調査 

問９：男女がともに家事や子育て、介護、地域活動等に参加するために必要なこと【性・年齢別】 

 
（※表の上段が人数（人）、下段が割合（％））         

 性・年齢別にみると、女性の 49歳以下、60歳以上では「企業が男女ともに家庭と仕事を両

立できる職場環境を整えること」が、50～59歳では「男性が仕事中心の生き方、考え方を改

め、家事などに参加することへの抵抗感をなくすこと」が最も高くなっています。一方、男

性の 29 歳以下、60 歳以上では「企業が男女ともに家庭と仕事を両立できる職場環境を整え

ること」が、30～49歳では「フレックスタイム制やテレワーク（在宅勤務）などを普及させ

ること」が、50～59歳では「男性が仕事中心の生き方、考え方を改め、家事などに参加する

ことへの抵抗感をなくすこと」と「企業が男女ともに家庭と仕事を両立できる職場環境を整

えること」が最も高くなっています。 

  

全
体

学

校

で

男

女

平

等

意

識

を

育

て

る

教

育

を

す

る

こ

と

男

女

の

役

割

分

担

を

な

く

す

た

め

の

啓

発

を

推

進

す

る

こ

と

仕

事

と

家

庭

の

両

立

な

ど

の

問

題

に

つ

い

て

、
相

談

で

き

る

窓

口

を

設

け

る

こ

と

育

児

・

介

護

休

業

制

度

の

一

層

の

普

及

を

は

か

る

こ

と

男

性

が

仕

事

中

心

の

生

き

方

、
考

え

方

を

改

め

、
家

事

な

ど

に

参

加

す

る

こ

と

へ

の

抵

抗

感

を

な

く

す

こ

と

企

業

が

男

女

と

も

に

家

庭

と

仕

事

を

両

立

で

き

る

職

場

環

境

を

整

え

る

こ

と

フ

レ

ッ

ク

ス

タ

イ

ム

制

や

テ

レ

ワ
ー

ク

（
在

宅

勤

務

）
な

ど

を

普

及

さ

せ

る

こ

と

労

働

時

間

を

短

縮

す

る

こ

と

そ

の

他

わ

か

ら

な

い

無

回

答

374 111 62 25 102 156 184 134 68 19 17 34
100.0 29.7 16.6 6.7 27.3 41.7 49.2 35.8 18.2 5.1 4.5 9.1

196 66 34 12 50 95 106 66 41 8 4 21
100.0 33.7 17.3 6.1 25.5 48.5 54.1 33.7 20.9 4.1 2.0 10.7

22 6 7 2 6 8 9 4 6 0 0 6
100.0 27.3 31.8 9.1 27.3 36.4 40.9 18.2 27.3 0.0 0.0 27.3

23 3 1 3 6 9 12 11 6 1 0 3
100.0 13.0 4.3 13.0 26.1 39.1 52.2 47.8 26.1 4.3 0.0 13.0

35 12 4 1 6 17 22 14 8 2 1 2
100.0 34.3 11.4 2.9 17.1 48.6 62.9 40.0 22.9 5.7 2.9 5.7

36 14 8 0 5 20 18 12 8 1 1 3
100.0 38.9 22.2 0.0 13.9 55.6 50.0 33.3 22.2 2.8 2.8 8.3

43 17 7 4 14 22 25 13 8 1 2 3
100.0 39.5 16.3 9.3 32.6 51.2 58.1 30.2 18.6 2.3 4.7 7.0

36 13 7 2 13 18 20 11 5 3 0 4
100.0 36.1 19.4 5.6 36.1 50.0 55.6 30.6 13.9 8.3 0.0 11.1

1 1 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0
100.0 100.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0

166 41 26 12 52 57 76 65 27 10 13 8
100.0 24.7 15.7 7.2 31.3 34.3 45.8 39.2 16.3 6.0 7.8 4.8

20 2 1 2 6 6 9 8 3 0 2 2
100.0 10.0 5.0 10.0 30.0 30.0 45.0 40.0 15.0 0.0 10.0 10.0

17 3 2 1 6 3 7 9 3 3 0 1
100.0 17.6 11.8 5.9 35.3 17.6 41.2 52.9 17.6 17.6 0.0 5.9

25 6 5 1 7 8 11 15 9 1 1 0
100.0 24.0 20.0 4.0 28.0 32.0 44.0 60.0 36.0 4.0 4.0 0.0

29 10 6 0 8 12 12 11 5 1 3 1
100.0 34.5 20.7 0.0 27.6 41.4 41.4 37.9 17.2 3.4 10.3 3.4

36 9 6 2 12 12 20 10 3 4 4 1
100.0 25.0 16.7 5.6 33.3 33.3 55.6 27.8 8.3 11.1 11.1 2.8

39 11 6 6 13 16 17 12 4 1 3 3
100.0 28.2 15.4 15.4 33.3 41.0 43.6 30.8 10.3 2.6 7.7 7.7

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
12 4 2 1 0 4 2 3 0 1 0 5

100.0 33.3 16.7 8.3 0.0 33.3 16.7 25.0 0.0 8.3 0.0 41.7

70歳以上

29歳以下

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

全体

性

・

年

齢

別

女

性

女性合計

29歳以下

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

無回答

答えたくない
無回答

70歳以上

無回答

男

性

男性合計
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Ⅰ 在住者調査 

問１：「仕事」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「仕事」の優先度「３」は男性（29.5％）が女性（23.0％）より 6.5ポイン

ト高くなっています。 

性・年齢別にみると、「仕事」の優先度「１」は男性 50～59歳（44.8％）で４割半ばとなっ

ています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

女
性

男
性

（％）

24.3

22.4

22.7

26.1

31.4

25.0

20.9

11.1

25.9

15.0

17.6

36.0

44.8

22.2

17.9

25.1

27.0

45.5

34.8

25.7

22.2

16.3

27.8

23.5

20.0

41.2

28.0

17.2

19.4

23.1

25.9

23.0

18.2

21.7

20.0

25.0

23.3

27.8

29.5

55.0

29.4

16.0

24.1

36.1

23.1

11.0

12.8

9.1

13.0

17.1

13.9

16.3

5.6

8.4

5.0

0.0

12.0

10.3

5.6

12.8

12.0

12.2

4.5

4.3

5.7

11.1

18.6

22.2

12.7

5.0

11.8

8.0

3.4

16.7

23.1

1.6

2.6

0.0

0.0

0.0

2.8

4.7

5.6

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅰ 在住者調査 

問９：男女がともに家事や子育て、介護、地域活動等に参加するために必要なこと【性・年齢別】 

 
（※表の上段が人数（人）、下段が割合（％））         

 性・年齢別にみると、女性の 49歳以下、60歳以上では「企業が男女ともに家庭と仕事を両

立できる職場環境を整えること」が、50～59歳では「男性が仕事中心の生き方、考え方を改

め、家事などに参加することへの抵抗感をなくすこと」が最も高くなっています。一方、男

性の 29 歳以下、60 歳以上では「企業が男女ともに家庭と仕事を両立できる職場環境を整え

ること」が、30～49歳では「フレックスタイム制やテレワーク（在宅勤務）などを普及させ

ること」が、50～59歳では「男性が仕事中心の生き方、考え方を改め、家事などに参加する

ことへの抵抗感をなくすこと」と「企業が男女ともに家庭と仕事を両立できる職場環境を整

えること」が最も高くなっています。 

  

全
体

学

校

で

男

女

平

等

意

識

を

育

て

る

教

育

を

す

る

こ

と

男

女

の

役

割

分

担

を

な

く

す

た

め

の

啓

発

を

推

進

す

る

こ

と

仕

事

と

家

庭

の

両

立

な

ど

の

問

題

に

つ

い

て

、
相

談

で

き

る

窓

口

を

設

け

る

こ

と

育

児

・

介

護

休

業

制

度

の

一

層

の

普

及

を

は

か

る

こ

と

男

性

が

仕

事

中

心

の

生

き

方

、
考

え

方

を

改

め

、
家

事

な

ど

に

参

加

す

る

こ

と

へ

の

抵

抗

感

を

な

く

す

こ

と

企

業

が

男

女

と

も

に

家

庭

と

仕

事

を

両

立

で

き

る

職

場

環

境

を

整

え

る

こ

と

フ

レ

ッ

ク

ス

タ

イ

ム

制

や

テ

レ

ワ
ー

ク

（
在

宅

勤

務

）
な

ど

を

普

及

さ

せ

る

こ

と

労

働

時

間

を

短

縮

す

る

こ

と

そ

の

他

わ

か

ら

な

い

無

回

答

374 111 62 25 102 156 184 134 68 19 17 34
100.0 29.7 16.6 6.7 27.3 41.7 49.2 35.8 18.2 5.1 4.5 9.1

196 66 34 12 50 95 106 66 41 8 4 21
100.0 33.7 17.3 6.1 25.5 48.5 54.1 33.7 20.9 4.1 2.0 10.7

22 6 7 2 6 8 9 4 6 0 0 6
100.0 27.3 31.8 9.1 27.3 36.4 40.9 18.2 27.3 0.0 0.0 27.3

23 3 1 3 6 9 12 11 6 1 0 3
100.0 13.0 4.3 13.0 26.1 39.1 52.2 47.8 26.1 4.3 0.0 13.0

35 12 4 1 6 17 22 14 8 2 1 2
100.0 34.3 11.4 2.9 17.1 48.6 62.9 40.0 22.9 5.7 2.9 5.7

36 14 8 0 5 20 18 12 8 1 1 3
100.0 38.9 22.2 0.0 13.9 55.6 50.0 33.3 22.2 2.8 2.8 8.3

43 17 7 4 14 22 25 13 8 1 2 3
100.0 39.5 16.3 9.3 32.6 51.2 58.1 30.2 18.6 2.3 4.7 7.0

36 13 7 2 13 18 20 11 5 3 0 4
100.0 36.1 19.4 5.6 36.1 50.0 55.6 30.6 13.9 8.3 0.0 11.1

1 1 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0
100.0 100.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0

166 41 26 12 52 57 76 65 27 10 13 8
100.0 24.7 15.7 7.2 31.3 34.3 45.8 39.2 16.3 6.0 7.8 4.8

20 2 1 2 6 6 9 8 3 0 2 2
100.0 10.0 5.0 10.0 30.0 30.0 45.0 40.0 15.0 0.0 10.0 10.0

17 3 2 1 6 3 7 9 3 3 0 1
100.0 17.6 11.8 5.9 35.3 17.6 41.2 52.9 17.6 17.6 0.0 5.9

25 6 5 1 7 8 11 15 9 1 1 0
100.0 24.0 20.0 4.0 28.0 32.0 44.0 60.0 36.0 4.0 4.0 0.0

29 10 6 0 8 12 12 11 5 1 3 1
100.0 34.5 20.7 0.0 27.6 41.4 41.4 37.9 17.2 3.4 10.3 3.4

36 9 6 2 12 12 20 10 3 4 4 1
100.0 25.0 16.7 5.6 33.3 33.3 55.6 27.8 8.3 11.1 11.1 2.8

39 11 6 6 13 16 17 12 4 1 3 3
100.0 28.2 15.4 15.4 33.3 41.0 43.6 30.8 10.3 2.6 7.7 7.7

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
12 4 2 1 0 4 2 3 0 1 0 5

100.0 33.3 16.7 8.3 0.0 33.3 16.7 25.0 0.0 8.3 0.0 41.7

70歳以上

29歳以下

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

全体

性

・

年

齢

別

女

性

女性合計

29歳以下

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

無回答

答えたくない
無回答

70歳以上

無回答

男

性

男性合計
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問 10：「男は仕事、女は家庭」という男女の役割分担意識についての考え方 

｢夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである」という男女の性別役割分担の考え方があ

りますが、あなたは、どのように思いますか。（○は１つ） 

問 10：「男は仕事、女は家庭」という男女の役割分担意識についての考え方 

 

 

 「賛成」（2.9％）と「どちらかといえば賛成」（24.1％）を合わせた≪賛成≫（27.0％）は

３割近くとなっています。一方、「どちらかといえば反対」（23.5％）と「反対」（28.6％）を

合わせた≪反対≫（52.1％）は５割超えとなっています。 

 前回調査と比較すると、傾向に大きな違いはありません。 

 性別にみると、≪反対≫は女性（55.6％）が男性（48.8％）より 6.8 ポイント高くなって

います。 

 性・年齢別にみると、≪反対≫は女性 60～69歳（65.1％）で６割半ばとなっています。 

賛
成

反
対

（計）（計）

ｎ　

(374) 27.0 52.1

(415) 30.1 50.4

全体 (196) 23.4 55.6

29歳以下 (22) 22.7 54.5

30～39歳 (23) 21.7 60.8

40～49歳 (35) 22.9 51.5

50～59歳 (36) 22.2 52.7

60～69歳 (43) 20.9 65.1

70歳以上 (36) 30.6 47.2

全体 (166) 31.9 48.8

29歳以下 (20) 50.0 20.0

30～39歳 (17) 35.2 47.0

40～49歳 (25) 20.0 60.0

50～59歳 (29) 20.6 58.6

60～69歳 (36) 44.5 47.2

70歳以上 (39) 25.6 51.3

女
性

男
性

（％）

賛成
どちらかと
いえば賛成

どちらかと
いえば反対

反対 わからない 無回答

前回(R元)調査

今回(R7)調査 2.9

6.0

1.5

0.0

0.0

2.9

2.8

2.3

0.0

4.8

5.0

17.6

0.0

3.4

2.8

5.1

24.1

24.1

21.9

22.7

21.7

20.0

19.4

18.6

30.6

27.1

45.0

17.6

20.0

17.2

41.7

20.5

23.5

23.4

24.0

13.6

21.7

22.9

33.3

27.9

19.4

24.1

10.0

17.6

28.0

37.9

13.9

30.8

28.6

27.0

31.6

40.9

39.1

28.6

19.4

37.2

27.8

24.7

10.0

29.4

32.0

20.7

33.3

20.5

12.6

12.3

12.2

4.5

8.7

20.0

16.7

7.0

13.9

13.9

20.0

11.8

20.0

17.2

5.6

12.8

8.3

7.2

8.7

18.2

8.7

5.7

8.3

7.0

8.3

5.4

10.0

5.9

0.0

3.4

2.8

10.3
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問１：「家庭生活」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性（52.0％）が男性（41.0％）よりも 11.0

ポイント高くなっています。 

 性・年齢別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性 50～59歳（77.8％）で８割近くと

なっています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

（％）

女
性

男
性

47.1

52.0

45.5

52.2

51.4

77.8

37.2

50.0

41.0

30.0

41.2

52.0

34.5

38.9

46.2

19.5

17.9

27.3

8.7

20.0

8.3

18.6

22.2

21.7

15.0

23.5

4.0

37.9

22.2

23.1

17.9

18.4

18.2

30.4

8.6

5.6

30.2

19.4

16.3

30.0

5.9

4.0

17.2

11.1

25.6

5.3

3.1

4.5

0.0

5.7

5.6

2.3

0.0

8.4

20.0

17.6

12.0

3.4

5.6

2.6

9.4

7.1

0.0

8.7

14.3

2.8

9.3

5.6

12.7

5.0

11.8

28.0

6.9

22.2

2.6

0.8

1.5

4.5

0.0

0.0

0.0

2.3

2.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅰ 在住者調査 

▼ 他調査（全国(R6)調査）との比較  

 

問 10：「男は仕事、女は家庭」という男女の役割分担意識についての考え方 

 

 

 全国(R6)調査では、≪賛成≫が 33.1％、≪反対≫が 64.8％となっています。≪反対≫

の割合は、今回(R7)調査が全国(R6)調査を 12.7ポイント下回っています。 

賛
成

反
対

（計）（計）

ｎ　

今回(R7)調査 (374) 27.0 52.1

全国(R6)調査 (2,673) 33.1 64.8

（％）

賛成
どちらかと
いえば賛成

どちらかと
いえば反対

反対 わからない 無回答

2.9

4.5

24.1

28.6

23.5

37.7

28.6

27.1

12.6 8.3

2.1
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Ⅰ 在住者調査 

問１：「仕事」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「仕事」の優先度「３」は男性（29.5％）が女性（23.0％）より 6.5ポイン

ト高くなっています。 

性・年齢別にみると、「仕事」の優先度「１」は男性 50～59歳（44.8％）で４割半ばとなっ

ています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

女
性

男
性

（％）

24.3

22.4

22.7

26.1

31.4

25.0

20.9

11.1

25.9

15.0

17.6

36.0

44.8

22.2

17.9

25.1

27.0

45.5

34.8

25.7

22.2

16.3

27.8

23.5

20.0

41.2

28.0

17.2

19.4

23.1

25.9

23.0

18.2

21.7

20.0

25.0

23.3

27.8

29.5

55.0

29.4

16.0

24.1

36.1

23.1

11.0

12.8

9.1

13.0

17.1

13.9

16.3

5.6

8.4

5.0

0.0

12.0

10.3

5.6

12.8

12.0

12.2

4.5

4.3

5.7

11.1

18.6

22.2

12.7

5.0

11.8

8.0

3.4

16.7

23.1

1.6

2.6

0.0

0.0

0.0

2.8

4.7

5.6

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅰ 在住者調査 

▼ 他調査（全国(R6)調査）との比較  

 

問 10：「男は仕事、女は家庭」という男女の役割分担意識についての考え方 

 

 

 全国(R6)調査では、≪賛成≫が 33.1％、≪反対≫が 64.8％となっています。≪反対≫

の割合は、今回(R7)調査が全国(R6)調査を 12.7ポイント下回っています。 

賛
成

反
対

（計）（計）

ｎ　

今回(R7)調査 (374) 27.0 52.1

全国(R6)調査 (2,673) 33.1 64.8

（％）

賛成
どちらかと
いえば賛成

どちらかと
いえば反対

反対 わからない 無回答

2.9

4.5

24.1

28.6

23.5

37.7

28.6

27.1

12.6 8.3

2.1
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６ 学校教育について 

問 11：学校教育で取り入れたほうがよいこと 

あなたは、ジェンダー平等を推進していくために、小・中学校で特にどのようなことを

取り入れた方がよいと思いますか。（○は３つまで） 

問 11：学校教育で取り入れたほうがよいこと 

 

 

 「生活指導や進路指導において、男女の区別なく能力を活かせるよう配慮する」（42.0％）

が４割超えで最も多くなっています。次いで「教員自身の固定観念を取り除く研修を行う」

（37.2％）、「学校生活で児童・生徒の役割分担に男女で差をつけない取組を充実させる」

（33.7％）、「男女平等の意識を育てる授業をする」（32.1％）などの順となっています。 

  

生活指導や進路指導において、男女の区別なく
能力を活かせるよう配慮する

教員自身の固定観念を取り除く研修を行う

学校生活で児童・生徒の役割分担に男女で差を
つけない取組を充実させる

男女平等の意識を育てる授業をする

性暴力やセクシュアル・ハラスメントに関する
相談機能を設置する

リプロダクティブ・ヘルス／ライツについて教
える

出席簿や座席の順番など、男女で分ける習慣を
なくす

校長や副校長に女性を増やしていく

保護者会などを通じ、男女平等教育への保護者
の理解を深める

教材の登場人物・役割など、性別で偏りがない
ように教材を見直す

その他

わからない

学校教育の中で取り組む必要はない

無回答

42.0

37.2

33.7

32.1

21.4

19.0

17.9

15.2

12.3

12.0

2.9

5.9

2.9

0.8

35.9

37.8

34.0

32.8

9.4

19.8

11.3

16.9

9.2

10.8

4.1

5.5

2.2

6.3

0204060

42.3

42.9

34.2

31.1

23.5

20.9

19.9

19.9

9.2

11.2

3.6

4.6

0.5

1.5

41.0

31.3

31.9

33.1

18.7

17.5

13.9

10.8

14.5

12.7

2.4

7.8

6.0

0.0

0 20 40 60（％）（％）

全体（n=374） 前回（R元）調査（n=415） 女性（n=196） 男性（n=166）
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問１：「家庭生活」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性（52.0％）が男性（41.0％）よりも 11.0

ポイント高くなっています。 

 性・年齢別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性 50～59歳（77.8％）で８割近くと

なっています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

（％）

女
性

男
性

47.1

52.0

45.5

52.2

51.4

77.8

37.2

50.0

41.0

30.0

41.2

52.0

34.5

38.9

46.2

19.5

17.9

27.3

8.7

20.0

8.3

18.6

22.2

21.7

15.0

23.5

4.0

37.9

22.2

23.1

17.9

18.4

18.2

30.4

8.6

5.6

30.2

19.4

16.3

30.0

5.9

4.0

17.2

11.1

25.6

5.3

3.1

4.5

0.0

5.7

5.6

2.3

0.0

8.4

20.0

17.6

12.0

3.4

5.6

2.6

9.4

7.1

0.0

8.7

14.3

2.8

9.3

5.6

12.7

5.0

11.8

28.0

6.9

22.2

2.6

0.8

1.5

4.5

0.0

0.0

0.0

2.3

2.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅰ 在住者調査 

 前回調査と比較すると、「性暴力やセクシュアル・ハラスメントに関する相談機能を設置す

る」は 12.0ポイント増加しています。 

 性別にみると、「教員自身の固定観念を取り除く研修を行う」は女性（42.9％）が男性（31.3％）

より 11.6ポイント高くなっています。 

問 11：学校教育で取り入れたほうがよいこと【性・年齢別】 

 
（※表の上段が人数（人）、下段が割合（％））    

 性・年齢別にみると、女性の 29歳以下、40～49歳では「学校生活で児童・生徒の役割分担

に男女で差をつけない取組を充実させる」が、30～39歳、70歳以上では「生活指導や進路指

導において、男女の区別なく能力を活かせるよう配慮する」が、50～69歳では「教員自身の

固定観念を取り除く研修を行う」が最も高くなっています。一方、男性の 39歳以下、50～59

歳では「生活指導や進路指導において、男女の区別なく能力を活かせるよう配慮する」が、

40～49歳では「男女平等の意識を育てる授業をする」が、60～69歳では「学校生活で児童・

生徒の役割分担に男女で差をつけない取組を充実させる」と「生活指導や進路指導において、

男女の区別なく能力を活かせるよう配慮する」が、70歳以上では「学校生活で児童・生徒の

役割分担に男女で差をつけない取組を充実させる」と「男女平等の意識を育てる授業をする」

が最も高くなっています。 

 

全
体

出

席

簿

や

座

席

の

順

番

な

ど

、
男

女

で

分

け

る

習

慣

を

な

く

す

学

校

生

活

で

児

童

・

生

徒

の

役

割

分

担

に

男

女

で

差

を

つ

け
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い

取

組

を

充

実

さ

せ

る

生

活

指

導

や

進

路

指

導

に

お

い

て

、
男

女

の

区

別

な

く

能

力

を

活

か

せ

る

よ

う

配

慮

す

る

男

女

平

等

の

意

識

を

育

て

る

授

業

を

す

る

リ

プ

ロ

ダ

ク

テ

ィ

ブ

・

ヘ

ル

ス

／

ラ

イ

ツ

に

つ

い

て

教

え

る

教

材

の

登

場

人

物

・

役

割

な

ど

、

性

別

で

偏

り

が

な

い

よ

う

に

教

材

を

見

直

す

性

暴

力

や

セ

ク

シ

ュ

ア

ル

・

ハ

ラ

ス

メ

ン

ト

に

関

す

る

相

談

機

能

を

設

置

す

る

教

員

自

身

の

固

定

観

念

を

取

り

除

く

研

修

を

行

う

校

長

や

副

校

長

に

女

性

を

増

や

し

て

い

く

保

護

者

会

な

ど

を

通

じ

、
男

女

平

等

教

育

へ

の

保

護

者

の

理

解

を

深

め

る

そ

の

他

わ

か

ら

な

い

学

校

教

育

の

中

で

取

り

組

む

必

要

は

な

い

無

回

答

374 67 126 157 120 71 45 80 139 57 46 11 22 11 3
100.0 17.9 33.7 42.0 32.1 19.0 12.0 21.4 37.2 15.2 12.3 2.9 5.9 2.9 0.8

196 39 67 83 61 41 22 46 84 39 18 7 9 1 3
100.0 19.9 34.2 42.3 31.1 20.9 11.2 23.5 42.9 19.9 9.2 3.6 4.6 0.5 1.5

22 5 9 8 4 6 2 5 8 6 1 0 1 0 0
100.0 22.7 40.9 36.4 18.2 27.3 9.1 22.7 36.4 27.3 4.5 0.0 4.5 0.0 0.0

23 5 6 12 5 5 2 7 10 5 0 1 3 0 0
100.0 21.7 26.1 52.2 21.7 21.7 8.7 30.4 43.5 21.7 0.0 4.3 13.0 0.0 0.0

35 6 16 9 14 3 3 6 12 11 7 3 1 0 0
100.0 17.1 45.7 25.7 40.0 8.6 8.6 17.1 34.3 31.4 20.0 8.6 2.9 0.0 0.0

36 12 9 15 8 8 5 5 17 5 2 3 0 0 0
100.0 33.3 25.0 41.7 22.2 22.2 13.9 13.9 47.2 13.9 5.6 8.3 0.0 0.0 0.0

43 8 12 17 15 10 7 12 22 12 5 0 2 1 1
100.0 18.6 27.9 39.5 34.9 23.3 16.3 27.9 51.2 27.9 11.6 0.0 4.7 2.3 2.3

36 3 15 21 14 9 3 11 14 0 3 0 2 0 2
100.0 8.3 41.7 58.3 38.9 25.0 8.3 30.6 38.9 0.0 8.3 0.0 5.6 0.0 5.6

1 0 0 1 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0
100.0 0.0 0.0 100.0 100.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

166 23 53 68 55 29 21 31 52 18 24 4 13 10 0
100.0 13.9 31.9 41.0 33.1 17.5 12.7 18.7 31.3 10.8 14.5 2.4 7.8 6.0 0.0

20 2 3 7 6 3 1 5 4 3 2 0 2 3 0
100.0 10.0 15.0 35.0 30.0 15.0 5.0 25.0 20.0 15.0 10.0 0.0 10.0 15.0 0.0

17 1 2 10 4 2 2 3 7 2 1 1 1 1 0
100.0 5.9 11.8 58.8 23.5 11.8 11.8 17.6 41.2 11.8 5.9 5.9 5.9 5.9 0.0

25 3 7 8 10 6 4 6 8 4 3 0 1 0 0
100.0 12.0 28.0 32.0 40.0 24.0 16.0 24.0 32.0 16.0 12.0 0.0 4.0 0.0 0.0

29 4 11 14 10 6 7 3 9 3 5 2 1 1 0
100.0 13.8 37.9 48.3 34.5 20.7 24.1 10.3 31.0 10.3 17.2 6.9 3.4 3.4 0.0

36 8 15 15 10 5 4 4 12 4 7 0 2 3 0
100.0 22.2 41.7 41.7 27.8 13.9 11.1 11.1 33.3 11.1 19.4 0.0 5.6 8.3 0.0

39 5 15 14 15 7 3 10 12 2 6 1 6 2 0
100.0 12.8 38.5 35.9 38.5 17.9 7.7 25.6 30.8 5.1 15.4 2.6 15.4 5.1 0.0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
12 5 6 6 4 1 2 3 3 0 4 0 0 0 0

100.0 41.7 50.0 50.0 33.3 8.3 16.7 25.0 25.0 0.0 33.3 0.0 0.0 0.0 0.0

全体

性

・

年

齢

別

女

性

女性合計

29歳以下

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

無回答

答えたくない
無回答

70歳以上

無回答

男

性

男性合計

70歳以上

29歳以下

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳
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Ⅰ 在住者調査 

問１：「仕事」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「仕事」の優先度「３」は男性（29.5％）が女性（23.0％）より 6.5ポイン

ト高くなっています。 

性・年齢別にみると、「仕事」の優先度「１」は男性 50～59歳（44.8％）で４割半ばとなっ

ています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

女
性

男
性

（％）

24.3

22.4

22.7

26.1

31.4

25.0

20.9

11.1

25.9

15.0

17.6

36.0

44.8

22.2

17.9

25.1

27.0

45.5

34.8

25.7

22.2

16.3

27.8

23.5

20.0

41.2

28.0

17.2

19.4

23.1

25.9

23.0

18.2

21.7

20.0

25.0

23.3

27.8

29.5

55.0

29.4

16.0

24.1

36.1

23.1

11.0

12.8

9.1

13.0

17.1

13.9

16.3

5.6

8.4

5.0

0.0

12.0

10.3

5.6

12.8

12.0

12.2

4.5

4.3

5.7

11.1

18.6

22.2

12.7

5.0

11.8

8.0

3.4

16.7

23.1

1.6

2.6

0.0

0.0

0.0

2.8

4.7

5.6

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅰ 在住者調査 

 前回調査と比較すると、「性暴力やセクシュアル・ハラスメントに関する相談機能を設置す

る」は 12.0ポイント増加しています。 

 性別にみると、「教員自身の固定観念を取り除く研修を行う」は女性（42.9％）が男性（31.3％）

より 11.6ポイント高くなっています。 

問 11：学校教育で取り入れたほうがよいこと【性・年齢別】 

 
（※表の上段が人数（人）、下段が割合（％））    

 性・年齢別にみると、女性の 29歳以下、40～49歳では「学校生活で児童・生徒の役割分担

に男女で差をつけない取組を充実させる」が、30～39歳、70歳以上では「生活指導や進路指

導において、男女の区別なく能力を活かせるよう配慮する」が、50～69歳では「教員自身の

固定観念を取り除く研修を行う」が最も高くなっています。一方、男性の 39歳以下、50～59

歳では「生活指導や進路指導において、男女の区別なく能力を活かせるよう配慮する」が、

40～49歳では「男女平等の意識を育てる授業をする」が、60～69歳では「学校生活で児童・

生徒の役割分担に男女で差をつけない取組を充実させる」と「生活指導や進路指導において、

男女の区別なく能力を活かせるよう配慮する」が、70歳以上では「学校生活で児童・生徒の

役割分担に男女で差をつけない取組を充実させる」と「男女平等の意識を育てる授業をする」

が最も高くなっています。 

 

全
体

出

席

簿

や

座

席

の

順

番

な

ど

、
男

女

で

分

け

る

習

慣

を

な

く

す

学

校

生

活

で

児

童

・

生

徒

の

役

割

分

担

に

男

女

で

差

を

つ

け

な

い

取

組

を

充

実

さ

せ

る

生

活

指

導

や

進

路

指

導

に

お

い

て

、
男

女

の

区

別

な

く

能

力

を

活

か

せ

る

よ

う

配

慮

す

る

男

女

平

等

の

意

識

を

育

て

る

授

業

を

す

る

リ

プ

ロ

ダ

ク

テ

ィ

ブ

・

ヘ

ル

ス

／

ラ

イ

ツ

に

つ

い

て

教

え

る

教

材

の

登

場

人

物

・

役

割

な

ど

、

性

別

で

偏

り

が

な

い

よ

う

に

教

材

を

見

直

す

性

暴

力

や

セ

ク

シ

ュ

ア

ル

・

ハ

ラ

ス

メ

ン

ト

に

関

す

る

相

談

機

能

を

設

置

す

る

教

員

自

身

の

固

定

観

念

を

取

り

除

く

研

修

を

行

う

校

長

や

副

校

長

に

女

性

を

増

や

し

て

い

く

保

護

者

会

な

ど

を

通

じ

、
男

女

平

等

教

育

へ

の

保

護

者

の

理

解

を

深

め

る

そ

の

他

わ

か

ら

な

い

学

校

教

育

の

中

で

取

り

組

む

必

要

は

な

い

無

回

答

374 67 126 157 120 71 45 80 139 57 46 11 22 11 3
100.0 17.9 33.7 42.0 32.1 19.0 12.0 21.4 37.2 15.2 12.3 2.9 5.9 2.9 0.8

196 39 67 83 61 41 22 46 84 39 18 7 9 1 3
100.0 19.9 34.2 42.3 31.1 20.9 11.2 23.5 42.9 19.9 9.2 3.6 4.6 0.5 1.5

22 5 9 8 4 6 2 5 8 6 1 0 1 0 0
100.0 22.7 40.9 36.4 18.2 27.3 9.1 22.7 36.4 27.3 4.5 0.0 4.5 0.0 0.0

23 5 6 12 5 5 2 7 10 5 0 1 3 0 0
100.0 21.7 26.1 52.2 21.7 21.7 8.7 30.4 43.5 21.7 0.0 4.3 13.0 0.0 0.0

35 6 16 9 14 3 3 6 12 11 7 3 1 0 0
100.0 17.1 45.7 25.7 40.0 8.6 8.6 17.1 34.3 31.4 20.0 8.6 2.9 0.0 0.0

36 12 9 15 8 8 5 5 17 5 2 3 0 0 0
100.0 33.3 25.0 41.7 22.2 22.2 13.9 13.9 47.2 13.9 5.6 8.3 0.0 0.0 0.0

43 8 12 17 15 10 7 12 22 12 5 0 2 1 1
100.0 18.6 27.9 39.5 34.9 23.3 16.3 27.9 51.2 27.9 11.6 0.0 4.7 2.3 2.3

36 3 15 21 14 9 3 11 14 0 3 0 2 0 2
100.0 8.3 41.7 58.3 38.9 25.0 8.3 30.6 38.9 0.0 8.3 0.0 5.6 0.0 5.6

1 0 0 1 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0
100.0 0.0 0.0 100.0 100.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

166 23 53 68 55 29 21 31 52 18 24 4 13 10 0
100.0 13.9 31.9 41.0 33.1 17.5 12.7 18.7 31.3 10.8 14.5 2.4 7.8 6.0 0.0

20 2 3 7 6 3 1 5 4 3 2 0 2 3 0
100.0 10.0 15.0 35.0 30.0 15.0 5.0 25.0 20.0 15.0 10.0 0.0 10.0 15.0 0.0

17 1 2 10 4 2 2 3 7 2 1 1 1 1 0
100.0 5.9 11.8 58.8 23.5 11.8 11.8 17.6 41.2 11.8 5.9 5.9 5.9 5.9 0.0

25 3 7 8 10 6 4 6 8 4 3 0 1 0 0
100.0 12.0 28.0 32.0 40.0 24.0 16.0 24.0 32.0 16.0 12.0 0.0 4.0 0.0 0.0

29 4 11 14 10 6 7 3 9 3 5 2 1 1 0
100.0 13.8 37.9 48.3 34.5 20.7 24.1 10.3 31.0 10.3 17.2 6.9 3.4 3.4 0.0

36 8 15 15 10 5 4 4 12 4 7 0 2 3 0
100.0 22.2 41.7 41.7 27.8 13.9 11.1 11.1 33.3 11.1 19.4 0.0 5.6 8.3 0.0

39 5 15 14 15 7 3 10 12 2 6 1 6 2 0
100.0 12.8 38.5 35.9 38.5 17.9 7.7 25.6 30.8 5.1 15.4 2.6 15.4 5.1 0.0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
12 5 6 6 4 1 2 3 3 0 4 0 0 0 0

100.0 41.7 50.0 50.0 33.3 8.3 16.7 25.0 25.0 0.0 33.3 0.0 0.0 0.0 0.0

全体

性

・

年

齢

別

女

性

女性合計

29歳以下

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

無回答

答えたくない
無回答

70歳以上

無回答

男

性

男性合計

70歳以上

29歳以下

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳
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７ 働く場について 

問 12：回答者の就労状況 

あなたの主な職業は、次のうちどれですか。２～６を選んだ方は、あなたのお勤め先の

従業員数もお答えください。（○は１つ） 

雇用形態 

問 12：回答者の就労状況《雇用形態》 

 

 

 「常勤の正規社員」（27.8％）が３割近くで最も多くなっています。次いで「自営業・自由

業・家族従業員」（13.1％）、「家事専業」（9.6％）、「企業経営者・役員」（9.1％）などの順と

なっています。 

 前回調査と比較すると、傾向に大きな違いはありません。 

 性別にみると、「企業経営者・役員」は男性（15.7％）が女性（4.1％）より 11.6ポイント

高くなっています。一方、「家事専業」は女性（17.3％）が男性（0.6％）より 16.7ポイント

高くなっています。従 

  

自営業・自由業・家族従業員

企業経営者・役員

常勤の正規社員

派遣社員

契約社員・嘱託

臨時・非常勤・パート・アルバイト

公務員

学生

家事専業

その他

職業には就いていない

無回答

13.1

9.1

27.8

2.4

4.0

8.6

4.0

5.3

9.6

4.0

9.9

2.1

13.3

8.9

29.9

2.7

3.4

9.2

3.9

1.4

10.1

1.4

11.6

4.3

0204060

9.2

4.1

26.5

4.1

3.6

11.7

6.1

3.6

17.3

3.1

8.2

2.6

16.9

15.7

30.1

0.6

4.8

5.4

1.8

6.0

0.6

5.4

10.8

1.8

0 20 40 60（％）（％）

全体（n=374） 前回（R元）調査（n=415） 女性（n=196） 男性（n=166）
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問１：「家庭生活」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性（52.0％）が男性（41.0％）よりも 11.0

ポイント高くなっています。 

 性・年齢別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性 50～59歳（77.8％）で８割近くと

なっています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

（％）

女
性

男
性

47.1

52.0

45.5

52.2

51.4

77.8

37.2

50.0

41.0

30.0

41.2

52.0

34.5

38.9

46.2

19.5

17.9

27.3

8.7

20.0

8.3

18.6

22.2

21.7

15.0

23.5

4.0

37.9

22.2

23.1

17.9

18.4

18.2

30.4

8.6

5.6

30.2

19.4

16.3

30.0

5.9

4.0

17.2

11.1

25.6

5.3

3.1

4.5

0.0

5.7

5.6

2.3

0.0

8.4

20.0

17.6

12.0

3.4

5.6

2.6

9.4

7.1

0.0

8.7

14.3

2.8

9.3

5.6

12.7

5.0

11.8

28.0

6.9

22.2

2.6

0.8

1.5

4.5

0.0

0.0

0.0

2.3

2.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅰ 在住者調査 

問 12：回答者の就労状況《従業員規模》 

 
 雇用形態が「企業経営者・役員」「常勤の正規社員」「派遣社員」「契約社員・嘱託」「臨時・

非常勤・パート・アルバイト」である回答者が勤務している企業全体の従業員規模について

は、「1,001人以上」が 34.5％で最も多く、「10人以下」が 17.0％、「21～50人」が 10.8％で

続きます。 

 性別にみると、男女ともに≪50 人以下≫（「10 人以下」「11～20 人」「21～50 人」の合計）

が３割超えとなっています。一方、≪200 人以下≫（「10 人以下」「11～20 人」「21～50 人」

「51～100 人」「101～200 人」の合計）は女性が５割半ば、男性が４割半ばとなっています。 

 

ｎ　 （計）（計）

全体 (194) 33.0 50.0

女性 (98) 32.6 54.0

男性 (94) 32.9 45.7

10人以下 11～20人 21～50人
51～
100人

101～
200人

無回答
201～
500人

501～
1,000人

1,001人
以上

200人以下

（％）

5
0
人
以
下

2
0
0
人
以
下

50人以下

17.0

12.2

22.3

5.2

6.1

3.2

10.8

14.3

7.4

6.7

9.2

4.3

10.3

12.2

8.5

9.8

5.1

14.9

4.6

5.1

4.3

34.5

33.7

35.1

1.0

2.0

0.0
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Ⅰ 在住者調査 

問１：「仕事」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「仕事」の優先度「３」は男性（29.5％）が女性（23.0％）より 6.5ポイン

ト高くなっています。 

性・年齢別にみると、「仕事」の優先度「１」は男性 50～59歳（44.8％）で４割半ばとなっ

ています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

女
性

男
性

（％）

24.3

22.4

22.7

26.1

31.4

25.0

20.9

11.1

25.9

15.0

17.6

36.0

44.8

22.2

17.9

25.1

27.0

45.5

34.8

25.7

22.2

16.3

27.8

23.5

20.0

41.2

28.0

17.2

19.4

23.1

25.9

23.0

18.2

21.7

20.0

25.0

23.3

27.8

29.5

55.0

29.4

16.0

24.1

36.1

23.1

11.0

12.8

9.1

13.0

17.1

13.9

16.3

5.6

8.4

5.0

0.0

12.0

10.3

5.6

12.8

12.0

12.2

4.5

4.3

5.7

11.1

18.6

22.2

12.7

5.0

11.8

8.0

3.4

16.7

23.1

1.6

2.6

0.0

0.0

0.0

2.8

4.7

5.6

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅰ 在住者調査 

問 12：回答者の就労状況《従業員規模》 

 
 雇用形態が「企業経営者・役員」「常勤の正規社員」「派遣社員」「契約社員・嘱託」「臨時・

非常勤・パート・アルバイト」である回答者が勤務している企業全体の従業員規模について

は、「1,001人以上」が 34.5％で最も多く、「10人以下」が 17.0％、「21～50人」が 10.8％で

続きます。 

 性別にみると、男女ともに≪50 人以下≫（「10 人以下」「11～20 人」「21～50 人」の合計）

が３割超えとなっています。一方、≪200 人以下≫（「10 人以下」「11～20 人」「21～50 人」

「51～100 人」「101～200 人」の合計）は女性が５割半ば、男性が４割半ばとなっています。 

 

ｎ　 （計）（計）

全体 (194) 33.0 50.0

女性 (98) 32.6 54.0

男性 (94) 32.9 45.7

10人以下 11～20人 21～50人
51～
100人

101～
200人

無回答
201～
500人

501～
1,000人

1,001人
以上

200人以下

（％）

5
0
人
以
下

2
0
0
人
以
下

50人以下

17.0

12.2

22.3

5.2

6.1

3.2

10.8

14.3

7.4

6.7

9.2

4.3

10.3

12.2

8.5

9.8

5.1

14.9

4.6

5.1

4.3

34.5

33.7

35.1

1.0

2.0

0.0
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問 12-1：配偶者の就労状況 

【現在、結婚（事実婚を含む）している方のみご回答ください】あなたの配偶者の主な

職業は、次のうちどれですか。（○は１つ） 

問 12-1：配偶者の就労状況 

 

 

 結婚（事実婚を含む）している回答者に対し、配偶者の就労状況を聞いたところ、「常勤の

正規社員」（27.4％）が３割近くで最も多くなっています。次いで「職業には就いていない」

（13.7％）、「企業経営者・役員」（13.3％）、「自営業・自由業・家族従業員」（12.9％）、「家事

専業」（11.3％）などの順となっています。 

 前回調査と比較すると、「自営業・自由業・家族従業員」は 7.0 ポイント減少しています。

一方、「企業経営者・役員」は 5.4ポイント増加しています。 

 性別にみると、「企業経営者・役員」は女性（18.9％）が男性（7.0％）より 11.9ポイント、

「常勤の正規社員」は女性（31.8％）が男性（22.6％）より 9.2ポイント高くなっています。

一方、「家事専業」は男性（23.5％）が女性（0.8％）より 22.7ポイント、「臨時・非常勤・パ

ート・アルバイト」は男性（13.0％）が女性（2.3％）より 10.7ポイント高くなっています。 

  

自営業・自由業・家族従業員

企業経営者・役員

常勤の正規社員

派遣社員

契約社員・嘱託

臨時・非常勤・パート・アルバイト

公務員

学生

家事専業

その他

職業には就いていない

無回答

12.9

13.3

27.4

1.2

3.2

7.3

4.0

0.0

11.3

3.6

13.7

2.0

19.9

7.9

24.1

1.5

3.0

7.9

2.3

0.0

13.2

3.0

15.0

2.3

0204060

12.1

18.9

31.8

0.8

3.8

2.3

6.8

0.0

0.8

6.1

14.4

2.3

13.0

7.0

22.6

1.7

2.6

13.0

0.9

0.0

23.5

0.9

13.0

1.7

0 20 40 60（％）（％）

全体（n=374） 前回（R元）調査（n=415） 女性（n=196） 男性（n=166）
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問１：「家庭生活」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性（52.0％）が男性（41.0％）よりも 11.0

ポイント高くなっています。 

 性・年齢別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性 50～59歳（77.8％）で８割近くと

なっています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

（％）

女
性

男
性

47.1

52.0

45.5

52.2

51.4

77.8

37.2

50.0

41.0

30.0

41.2

52.0

34.5

38.9

46.2

19.5

17.9

27.3

8.7

20.0

8.3

18.6

22.2

21.7

15.0

23.5

4.0

37.9

22.2

23.1

17.9

18.4

18.2

30.4

8.6

5.6

30.2

19.4

16.3

30.0

5.9

4.0

17.2

11.1

25.6

5.3

3.1

4.5

0.0

5.7

5.6

2.3

0.0

8.4

20.0

17.6

12.0

3.4

5.6

2.6

9.4

7.1

0.0

8.7

14.3

2.8

9.3

5.6

12.7

5.0

11.8

28.0

6.9

22.2

2.6

0.8

1.5

4.5

0.0

0.0

0.0

2.3

2.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0



 

 76 

Ⅰ 在住者調査 

問 12-2：育児休業・介護休業の取得環境 

【現在、働いている方（問 12で１～７を選んだ方）のみご回答ください】あなたの職

場では、育児休業や介護休業を取得できる環境が整備されていますか。（制度の整備、業

務体制など）（○は１つ） 

問 12-2：育児休業・介護休業の取得環境 

 
 

 現在働いている回答者に対し、職場での育児休業・介護休業の取得環境について聞いたと

ころ、「整備されている」（63.6％）が６割超えで最も多くなっています。 

 前回調査と比較すると、「整備されている」は 10.7ポイント増加しています。 

 性別にみると、「整備されている」は女性（69.5％）が男性（58.4％）より 11.1ポイント高

くなっています。 

 性・年齢別にみると、「整備されている」は女性 50～59歳（87.0％）で９割近くとなってい

ます。  

ｎ　

(258)

(295)

全体 (128)

29歳以下 (15)

30～39歳 (20)

40～49歳 (28)

50～59歳 (23)

60～69歳 (27)

70歳以上 (15)

全体 (125)

29歳以下 (10)

30～39歳 (16)

40～49歳 (25)

50～59歳 (27)

60～69歳 (27)

70歳以上 (20)

整備されている 整備されていない わからない 無回答

女
性

男
性

（％）

前回(R元)調査

今回(R7)調査 63.6

52.9

69.5

73.3

75.0

82.1

87.0

55.6

33.3

58.4

80.0

68.8

68.0

51.9

66.7

25.0

17.8

24.7

10.2

6.7

0.0

10.7

4.3

25.9

6.7

24.8

0.0

31.3

16.0

33.3

18.5

40.0

12.0

15.3

11.7

6.7

10.0

7.1

4.3

14.8

33.3

12.0

20.0

0.0

4.0

7.4

11.1

35.0

6.6

7.1

8.6

13.3

15.0

0.0

4.3

3.7

26.7

4.8

0.0

0.0

12.0

7.4

3.7

0.0
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Ⅰ 在住者調査 

問１：「仕事」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「仕事」の優先度「３」は男性（29.5％）が女性（23.0％）より 6.5ポイン

ト高くなっています。 

性・年齢別にみると、「仕事」の優先度「１」は男性 50～59歳（44.8％）で４割半ばとなっ

ています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

女
性

男
性

（％）

24.3

22.4

22.7

26.1

31.4

25.0

20.9

11.1

25.9

15.0

17.6

36.0

44.8

22.2

17.9

25.1

27.0

45.5

34.8

25.7

22.2

16.3

27.8

23.5

20.0

41.2

28.0

17.2

19.4

23.1

25.9

23.0

18.2

21.7

20.0

25.0

23.3

27.8

29.5

55.0

29.4

16.0

24.1

36.1

23.1

11.0

12.8

9.1

13.0

17.1

13.9

16.3

5.6

8.4

5.0

0.0

12.0

10.3

5.6

12.8

12.0

12.2

4.5

4.3

5.7

11.1

18.6

22.2

12.7

5.0

11.8

8.0

3.4

16.7

23.1

1.6

2.6

0.0

0.0

0.0

2.8

4.7

5.6

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅰ 在住者調査 

問 12-2：育児休業・介護休業の取得環境 

【現在、働いている方（問 12で１～７を選んだ方）のみご回答ください】あなたの職

場では、育児休業や介護休業を取得できる環境が整備されていますか。（制度の整備、業

務体制など）（○は１つ） 

問 12-2：育児休業・介護休業の取得環境 

 
 

 現在働いている回答者に対し、職場での育児休業・介護休業の取得環境について聞いたと

ころ、「整備されている」（63.6％）が６割超えで最も多くなっています。 

 前回調査と比較すると、「整備されている」は 10.7ポイント増加しています。 

 性別にみると、「整備されている」は女性（69.5％）が男性（58.4％）より 11.1ポイント高

くなっています。 

 性・年齢別にみると、「整備されている」は女性 50～59歳（87.0％）で９割近くとなってい

ます。  

ｎ　

(258)

(295)

全体 (128)

29歳以下 (15)

30～39歳 (20)

40～49歳 (28)

50～59歳 (23)

60～69歳 (27)

70歳以上 (15)

全体 (125)

29歳以下 (10)

30～39歳 (16)

40～49歳 (25)

50～59歳 (27)

60～69歳 (27)

70歳以上 (20)

整備されている 整備されていない わからない 無回答

女
性

男
性

（％）

前回(R元)調査

今回(R7)調査 63.6

52.9

69.5

73.3

75.0

82.1

87.0

55.6

33.3

58.4

80.0

68.8

68.0

51.9

66.7

25.0

17.8

24.7

10.2

6.7

0.0

10.7

4.3

25.9

6.7

24.8

0.0

31.3

16.0

33.3

18.5

40.0

12.0

15.3

11.7

6.7

10.0

7.1

4.3

14.8

33.3

12.0

20.0

0.0

4.0

7.4

11.1

35.0

6.6

7.1

8.6

13.3

15.0

0.0

4.3

3.7

26.7

4.8

0.0

0.0

12.0

7.4

3.7

0.0

 

 77 

   

第
１
章 

調
査
の
概
要 

   

第
２
章 

調
査
結
果
の
概
要 

   

第
３
章 

調
査
結
果
の
分
析 

Ⅰ 在住者調査 

   

第
４
章 

資
料 

問 12-2：育児休業・介護休業の取得環境【性・就労状況別】 

 

性・就労状況別にみると、女性の自営

業では「整備されている」と「わから

ない」が、それ以外では「整備されて

いる」が最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（※表の上段が人数（人）、下段が割合（％）） 

問 12-2：育児休業・介護休業の取得環境【従業員規模別】 

 

従業員規模別にみると、すべての従業

員規模で「整備されている」が最も高く

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 
（※表の上段が人数（人）、下段が割合（％）） 

 

全
体

整

備

さ

れ

て

い

る

整

備

さ

れ

て

い

な

い

わ

か

ら

な

い

無

回

答

258 164 46 31 17
100.0 63.6 17.8 12.0 6.6

128 89 13 15 11
100.0 69.5 10.2 11.7 8.6

18 7 3 7 1
100.0 38.9 16.7 38.9 5.6

8 7 0 0 1
100.0 87.5 0.0 0.0 12.5

64 53 5 2 4
100.0 82.8 7.8 3.1 6.3

15 10 3 1 1
100.0 66.7 20.0 6.7 6.7

23 12 2 5 4
100.0 52.2 8.7 21.7 17.4

0 0 0 0 0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
125 73 31 15 6

100.0 58.4 24.8 12.0 4.8
28 11 11 6 0

100.0 39.3 39.3 21.4 0.0
26 16 8 1 1

100.0 61.5 30.8 3.8 3.8
53 37 7 4 5

100.0 69.8 13.2 7.5 9.4
9 8 1 0 0

100.0 88.9 11.1 0.0 0.0
9 1 4 4 0

100.0 11.1 44.4 44.4 0.0
0 0 0 0 0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
5 2 2 1 0

100.0 40.0 40.0 20.0 0.0

無回答

男

性

男性合計

自営業

企業経営者・役員

常勤の正規社員

派遣社員・契約社員

臨時・非常勤

全体

性

・

就

労

状

況

別

女

性

女性合計

自営業

企業経営者・役員

常勤の正規社員

派遣社員・契約社員

臨時・非常勤

無回答

答えたくない
無回答

全
体

整

備

さ

れ

て

い

る

整

備

さ

れ

て

い

な

い

わ

か

ら

な

い

無

回

答

194 133 30 16 15
100.0 68.6 15.5 8.2 7.7

43 21 13 4 5

100.0 48.8 30.2 9.3 11.6

34 24 4 2 4

100.0 70.6 11.8 5.9 11.8

48 31 11 4 2

100.0 64.6 22.9 8.3 4.2

67 56 2 5 4

100.0 83.6 3.0 7.5 6.0

2 1 0 1 0
100.0 50.0 0.0 50.0 0.0

全体

従

業

員

規

模

別

20人以下

21～100人

101～1,000人

1，001人以上

無回答
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第
４
章 

資
料 

問１：「家庭生活」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性（52.0％）が男性（41.0％）よりも 11.0

ポイント高くなっています。 

 性・年齢別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性 50～59歳（77.8％）で８割近くと

なっています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

（％）

女
性

男
性

47.1

52.0

45.5

52.2

51.4

77.8

37.2

50.0

41.0

30.0

41.2

52.0

34.5

38.9

46.2

19.5

17.9

27.3

8.7

20.0

8.3

18.6

22.2

21.7

15.0

23.5

4.0

37.9

22.2

23.1

17.9

18.4

18.2

30.4

8.6

5.6

30.2

19.4

16.3

30.0

5.9

4.0

17.2

11.1

25.6

5.3

3.1

4.5

0.0

5.7

5.6

2.3

0.0

8.4

20.0

17.6

12.0

3.4

5.6

2.6

9.4

7.1

0.0

8.7

14.3

2.8

9.3

5.6

12.7

5.0

11.8

28.0

6.9

22.2

2.6

0.8

1.5

4.5

0.0

0.0

0.0

2.3

2.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅰ 在住者調査 

問 12-3：育児休業・介護休業は取得しやすいか 

【現在、働いている方（問 12で１～７を選んだ方）のみご回答ください】あなたの職

場は、育児休業や介護休業が取得しやすい風土・職場の理解があると感じますか。 

（○は１つ） 

問 12-3：育児休業・介護休業は取得しやすいか 

 

 現在働いている回答者に対し、育児休業・介護休業が取得しやすい風土や職場の理解の有

無を聞いたところ、「感じる」（51.2％）が５割超えで最も多くなっています。 

 前回調査と比較すると、「感じる」は 4.4ポイント増加しています。 

 性別にみると、「感じない」は男性（24.8％）が女性（20.3％）より 4.5ポイント高くなって

います。 

 性・年齢別にみると、「感じる」は男性 30～39歳（62.5％）で６割超えとなっています。  

ｎ　

(258)

(295)

全体 (128)

29歳以下 (15)

30～39歳 (20)

40～49歳 (28)

50～59歳 (23)

60～69歳 (27)

70歳以上 (15)

全体 (125)

29歳以下 (10)

30～39歳 (16)

40～49歳 (25)

50～59歳 (27)

60～69歳 (27)

70歳以上 (20)

感じる 感じない わからない 無回答

女
性

男
性

（％）

今回(R7)調査

前回(R元)調査

51.2

46.8

52.3

53.3

50.0

60.7

56.5

48.1

40.0

50.4

60.0

62.5

52.0

59.3

51.9

20.0

22.1

22.0

20.3

20.0

15.0

25.0

13.0

33.3

6.7

24.8

10.0

31.3

28.0

22.2

22.2

30.0

20.2

24.1

18.0

13.3

20.0

10.7

26.1

14.8

26.7

20.8

30.0

6.3

12.0

11.1

22.2

50.0

6.6

7.1

9.4

13.3

15.0

3.6

4.3

3.7

26.7

4.0

0.0

0.0

8.0

7.4

3.7

0.0
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Ⅰ 在住者調査 

問１：「仕事」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「仕事」の優先度「３」は男性（29.5％）が女性（23.0％）より 6.5ポイン

ト高くなっています。 

性・年齢別にみると、「仕事」の優先度「１」は男性 50～59歳（44.8％）で４割半ばとなっ

ています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

女
性

男
性

（％）

24.3

22.4

22.7

26.1

31.4

25.0

20.9

11.1

25.9

15.0

17.6

36.0

44.8

22.2

17.9

25.1

27.0

45.5

34.8

25.7

22.2

16.3

27.8

23.5

20.0

41.2

28.0

17.2

19.4

23.1

25.9

23.0

18.2

21.7

20.0

25.0

23.3

27.8

29.5

55.0

29.4

16.0

24.1

36.1

23.1

11.0

12.8

9.1

13.0

17.1

13.9

16.3

5.6

8.4

5.0

0.0

12.0

10.3

5.6

12.8

12.0

12.2

4.5

4.3

5.7

11.1

18.6

22.2

12.7

5.0

11.8

8.0

3.4

16.7

23.1

1.6

2.6

0.0

0.0

0.0

2.8

4.7

5.6

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅰ 在住者調査 

問 12-3：育児休業・介護休業は取得しやすいか 

【現在、働いている方（問 12で１～７を選んだ方）のみご回答ください】あなたの職

場は、育児休業や介護休業が取得しやすい風土・職場の理解があると感じますか。 

（○は１つ） 

問 12-3：育児休業・介護休業は取得しやすいか 

 

 現在働いている回答者に対し、育児休業・介護休業が取得しやすい風土や職場の理解の有

無を聞いたところ、「感じる」（51.2％）が５割超えで最も多くなっています。 

 前回調査と比較すると、「感じる」は 4.4ポイント増加しています。 

 性別にみると、「感じない」は男性（24.8％）が女性（20.3％）より 4.5ポイント高くなって

います。 

 性・年齢別にみると、「感じる」は男性 30～39歳（62.5％）で６割超えとなっています。  

ｎ　

(258)

(295)

全体 (128)

29歳以下 (15)

30～39歳 (20)

40～49歳 (28)

50～59歳 (23)

60～69歳 (27)

70歳以上 (15)

全体 (125)

29歳以下 (10)

30～39歳 (16)

40～49歳 (25)

50～59歳 (27)

60～69歳 (27)

70歳以上 (20)

感じる 感じない わからない 無回答

女
性

男
性

（％）

今回(R7)調査

前回(R元)調査

51.2

46.8

52.3

53.3

50.0

60.7

56.5

48.1

40.0

50.4

60.0

62.5

52.0

59.3

51.9

20.0

22.1

22.0

20.3

20.0

15.0

25.0

13.0

33.3

6.7

24.8

10.0

31.3

28.0

22.2

22.2

30.0

20.2

24.1

18.0

13.3

20.0

10.7

26.1

14.8

26.7

20.8

30.0

6.3

12.0

11.1

22.2

50.0

6.6

7.1

9.4

13.3

15.0

3.6

4.3

3.7

26.7

4.0

0.0

0.0

8.0

7.4

3.7

0.0
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問 12-3：育児休業・介護休業は取得しやすいか【性・就労状況別】 

 

性・就労状況別にみると、女性の自営業で

は「わからない」が、それ以外では「感じ

る」が最も高くなっています。一方、男性

の臨時・非常勤では「わからない」が、そ

れ以外では「感じる」が最も高くなってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（※表の上段が人数（人）、下段が割合（％）） 

問 12-3：育児休業・介護休業は取得しやすいか【従業員規模別】 

 

従業員規模別にみると、すべての従業員

規模で「感じる」が最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 
（※表の上段が人数（人）、下段が割合（％）） 

 

 

全
体

感

じ

る

感

じ

な

い

わ

か

ら

な

い

無

回

答

258 132 57 52 17
100.0 51.2 22.1 20.2 6.6

128 67 26 23 12
100.0 52.3 20.3 18.0 9.4

18 5 5 6 2
100.0 27.8 27.8 33.3 11.1

8 7 0 0 1
100.0 87.5 0.0 0.0 12.5

64 40 13 7 4
100.0 62.5 20.3 10.9 6.3

15 7 4 3 1
100.0 46.7 26.7 20.0 6.7

23 8 4 7 4
100.0 34.8 17.4 30.4 17.4

0 0 0 0 0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
125 63 31 26 5

100.0 50.4 24.8 20.8 4.0
28 10 9 9 0

100.0 35.7 32.1 32.1 0.0
26 18 5 2 1

100.0 69.2 19.2 7.7 3.8
53 27 13 9 4

100.0 50.9 24.5 17.0 7.5
9 7 1 1 0

100.0 77.8 11.1 11.1 0.0
9 1 3 5 0

100.0 11.1 33.3 55.6 0.0
0 0 0 0 0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
5 2 0 3 0

100.0 40.0 0.0 60.0 0.0

男

性

男性合計

自営業

企業経営者・役員

常勤の正規社員

派遣社員・契約社員

臨時・非常勤

無回答

全体

性

・

就

労

状

況

別

女

性

女性合計

自営業

企業経営者・役員

常勤の正規社員

派遣社員・契約社員

臨時・非常勤

答えたくない
無回答

無回答

全
体

感

じ

る

感

じ

な

い

わ

か

ら

な

い

無

回

答

194 106 41 33 14
100.0 54.6 21.1 17.0 7.2

43 23 7 8 5

100.0 53.5 16.3 18.6 11.6

34 16 4 10 4

100.0 47.1 11.8 29.4 11.8

48 21 17 8 2

100.0 43.8 35.4 16.7 4.2

67 46 12 6 3

100.0 68.7 17.9 9.0 4.5

2 0 1 1 0
100.0 0.0 50.0 50.0 0.0

全体

従

業

員

規

模

別

20人以下

21～100人

101～1,000人

1，001人以上

無回答
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第
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問１：「家庭生活」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性（52.0％）が男性（41.0％）よりも 11.0

ポイント高くなっています。 

 性・年齢別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性 50～59歳（77.8％）で８割近くと

なっています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

（％）

女
性

男
性

47.1

52.0

45.5

52.2

51.4

77.8

37.2

50.0

41.0

30.0

41.2

52.0

34.5

38.9

46.2

19.5

17.9

27.3

8.7

20.0

8.3

18.6

22.2

21.7

15.0

23.5

4.0

37.9

22.2

23.1

17.9

18.4

18.2

30.4

8.6

5.6

30.2

19.4

16.3

30.0

5.9

4.0

17.2

11.1

25.6

5.3

3.1

4.5

0.0

5.7

5.6

2.3

0.0

8.4

20.0

17.6

12.0

3.4

5.6

2.6

9.4

7.1

0.0

8.7

14.3

2.8

9.3

5.6

12.7

5.0

11.8

28.0

6.9

22.2

2.6

0.8

1.5

4.5

0.0

0.0

0.0

2.3

2.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅰ 在住者調査 

問 12-4：職場の働き方改革、育児・介護支援策の導入状況 

【現在、働いている方（問 12で１～７を選んだ方）のみご回答ください】次の勤務形

態や取組のうち、あなたの職場で現在、行われているものはありますか。 

（○はいくつでも） 

問 12-4：職場の働き方改革、育児・介護支援策の導入状況 

 

 

 
 

有給休暇取得の奨励

長時間労働の是正（ノー残業デーの設定、業務時
間外会議の禁止、残業時間の制限）

テレワーク（在宅勤務）の推進

勤務形態の多様化（フレックスタイム制、交替
制、始業・終業時間の繰上げ・繰下げ、裁量労働

制・事業場外みなし労働時間制）

働きやすい職場の環境整備（短時間勤務、事業所
内託児所の設置、育児や介護を理由とする転勤へ

の配慮）

半日・時間単位の有給休暇制度

パソコンやタブレット等の導入による業務システ
ムや社内情報ネットワークの構築

副業・兼業の承認

配偶者の出産時の休暇

妊娠中等の通院休暇・妊娠中の時差出勤

同一労働同一賃金

就業形態の移行（正社員 ⇔ パート・アルバイ
ト）

再雇用制度（育児・介護を理由とした退職者の
再雇用）

電子商取引の導入

育児・介護サービスの利用に対する経済的補助

その他

わからない

特にない

無回答

36.0

26.4

25.6

22.9

21.3

18.6

17.4

13.6

11.6

9.3

8.5

5.8

4.7

4.3

2.3

2.7

5.4

8.5

6.6

0204060

36.7

24.2

25.8

21.9

21.9

18.8

18.8

13.3

11.7

10.2

8.6

6.3

4.7

0.8

1.6

1.6

7.8

6.3

9.4

36.0

28.0

25.6

24.0

20.8

17.6

15.2

13.6

12.0

8.0

8.8

5.6

4.8

8.0

2.4

4.0

3.2

11.2

3.2

0 20 40 60（％）（％）

全体（n=374） 女性（n=196） 男性（n=166）
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Ⅰ 在住者調査 

問１：「仕事」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「仕事」の優先度「３」は男性（29.5％）が女性（23.0％）より 6.5ポイン

ト高くなっています。 

性・年齢別にみると、「仕事」の優先度「１」は男性 50～59歳（44.8％）で４割半ばとなっ

ています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

女
性

男
性

（％）

24.3

22.4

22.7

26.1

31.4

25.0

20.9

11.1

25.9

15.0

17.6

36.0

44.8

22.2

17.9

25.1

27.0

45.5

34.8

25.7

22.2

16.3

27.8

23.5

20.0

41.2

28.0

17.2

19.4

23.1

25.9

23.0

18.2

21.7

20.0

25.0

23.3

27.8

29.5

55.0

29.4

16.0

24.1

36.1

23.1

11.0

12.8

9.1

13.0

17.1

13.9

16.3

5.6

8.4

5.0

0.0

12.0

10.3

5.6

12.8

12.0

12.2

4.5

4.3

5.7

11.1

18.6

22.2

12.7

5.0

11.8

8.0

3.4

16.7

23.1

1.6

2.6

0.0

0.0

0.0

2.8

4.7

5.6

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅰ 在住者調査 

問 12-4：職場の働き方改革、育児・介護支援策の導入状況 

【現在、働いている方（問 12で１～７を選んだ方）のみご回答ください】次の勤務形

態や取組のうち、あなたの職場で現在、行われているものはありますか。 

（○はいくつでも） 

問 12-4：職場の働き方改革、育児・介護支援策の導入状況 

 

 

 
 

有給休暇取得の奨励

長時間労働の是正（ノー残業デーの設定、業務時
間外会議の禁止、残業時間の制限）

テレワーク（在宅勤務）の推進

勤務形態の多様化（フレックスタイム制、交替
制、始業・終業時間の繰上げ・繰下げ、裁量労働

制・事業場外みなし労働時間制）

働きやすい職場の環境整備（短時間勤務、事業所
内託児所の設置、育児や介護を理由とする転勤へ

の配慮）

半日・時間単位の有給休暇制度

パソコンやタブレット等の導入による業務システ
ムや社内情報ネットワークの構築

副業・兼業の承認

配偶者の出産時の休暇

妊娠中等の通院休暇・妊娠中の時差出勤

同一労働同一賃金

就業形態の移行（正社員 ⇔ パート・アルバイ
ト）

再雇用制度（育児・介護を理由とした退職者の
再雇用）

電子商取引の導入

育児・介護サービスの利用に対する経済的補助

その他

わからない

特にない

無回答

36.0

26.4

25.6

22.9

21.3

18.6

17.4

13.6

11.6

9.3

8.5

5.8

4.7

4.3

2.3

2.7

5.4

8.5

6.6

0204060

36.7

24.2

25.8

21.9

21.9

18.8

18.8

13.3

11.7

10.2

8.6

6.3

4.7

0.8

1.6

1.6

7.8

6.3

9.4

36.0

28.0

25.6

24.0

20.8

17.6

15.2

13.6

12.0

8.0

8.8

5.6

4.8

8.0

2.4

4.0

3.2

11.2

3.2

0 20 40 60（％）（％）

全体（n=374） 女性（n=196） 男性（n=166）
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 現在働いている回答者に対し、職場の働き方改革や育児・介護支援策の導入状況を聞いた

ところ、「有給休暇取得の奨励」（36.0％）が３割半ばで最も多くなっています。次いで「長時

間労働の是正（ノー残業デーの設定、業務時間外会議の禁止、残業時間の制限）」（26.4％）、

「テレワーク（在宅勤務）の推進」（25.6％）、「勤務形態の多様化（フレックスタイム制、交

替制、始業・終業時間の繰上げ・繰下げ、裁量労働制・事業場外みなし労働時間制）」（22.9％）

などの順となっています。 

 性別にみると、「電子商取引の導入」は男性（8.0％）が女性（0.8％）より 7.2ポイント高

くなっています。 

 

問 12-4：職場の働き方改革、育児・介護支援策の導入状況【性・就労状況別】 

 
（※表の上段が人数（人）、下段が割合（％）） 

 性・就労状況別にみると、女性の自営業では「テレワーク（在宅勤務）の推進」が、それ以

外の就労状況では「有給休暇取得の奨励」が最も高くなっています。一方、男性の自営業で

は「テレワーク（在宅勤務）の推進」が、企業経営者・役員では「勤務形態の多様化（フレッ

クスタイム制、交替制、始業・終業時間の繰上げ・繰下げ、裁量労働制・事業場外みなし労働

時間制）」が、それ以外の就労状況では「有給休暇取得の奨励」が最も高くなっています。 

 

  

全
体

長

時

間

労

働

の

是

正

（
ノ
ー

残

業

デ
ー

の

設

定

、
業

務

時

間

外

会

議

の

禁

止

、
残

業

時

間

の

制

限

）

有

給

休

暇

取

得

の

奨

励

働

き

や

す

い

職

場

の

環

境

整

備

（
短

時

間

勤

務

、
事

業

所

内

託

児

所

の

設

置

、
育

児

や

介

護

を

理

由

と

す

る

転

勤

へ

の

配

慮

）

テ

レ

ワ
ー

ク

（
在

宅

勤

務

）
の

推

進

勤

務

形

態

の

多

様

化

（
フ

レ

ッ

ク

ス

タ

イ

ム

制

、
交

替

制

、
始

業

・

終

業

時

間

の

繰

上

げ

・

繰

下

げ

、
裁

量

労

働

制

・

事

業

場

外

み

な

し

労

働

時

間

制

）

同

一

労

働

同

一

賃

金

副

業

・

兼

業

の

承

認

パ

ソ

コ

ン

や

タ

ブ

レ

ッ

ト

等

の

導

入

に

よ

る

業

務

シ

ス

テ

ム

や

社

内

情

報

ネ

ッ

ト

ワ
ー

ク

の

構

築

電

子

商

取

引

の

導

入

妊

娠

中

等

の

通

院

休

暇

・

妊

娠

中

の

時

差

出

勤 配

偶

者

の

出

産

時

の

休

暇

半

日

・

時

間

単

位

の

有

給

休

暇

制

度

再

雇

用

制

度

（
育

児

・

介

護

を

理

由

と

し

た

退

職

者

の

再

雇

用

）

就

業

形

態

の

移

行

（
正

社

員

 

⇔

 

パ
ー

ト

・

ア

ル

バ

イ

ト

）

育

児

・

介

護

サ
ー

ビ

ス

の

利

用

に

対

す

る

経

済

的

補

助

そ

の

他

わ

か

ら

な

い

特

に

な

い

無

回

答

258 68 93 55 66 59 22 35 45 11 24 30 48 12 15 6 7 14 22 17
100.0 26.4 36.0 21.3 25.6 22.9 8.5 13.6 17.4 4.3 9.3 11.6 18.6 4.7 5.8 2.3 2.7 5.4 8.5 6.6

128 31 47 28 33 28 11 17 24 1 13 15 24 6 8 2 2 10 8 12
100.0 24.2 36.7 21.9 25.8 21.9 8.6 13.3 18.8 0.8 10.2 11.7 18.8 4.7 6.3 1.6 1.6 7.8 6.3 9.4

18 1 1 1 7 2 1 3 3 0 0 2 0 0 1 0 0 3 6 1
100.0 5.6 5.6 5.6 38.9 11.1 5.6 16.7 16.7 0.0 0.0 11.1 0.0 0.0 5.6 0.0 0.0 16.7 33.3 5.6

8 1 3 1 0 2 1 0 2 0 0 0 1 2 1 0 0 0 1 2
100.0 12.5 37.5 12.5 0.0 25.0 12.5 0.0 25.0 0.0 0.0 0.0 12.5 25.0 12.5 0.0 0.0 0.0 12.5 25.0

64 21 27 17 20 16 7 7 12 0 11 10 15 2 0 2 2 0 1 4
100.0 32.8 42.2 26.6 31.3 25.0 10.9 10.9 18.8 0.0 17.2 15.6 23.4 3.1 0.0 3.1 3.1 0.0 1.6 6.3

15 0 4 2 2 2 1 3 3 1 1 2 3 1 2 0 0 5 0 1
100.0 0.0 26.7 13.3 13.3 13.3 6.7 20.0 20.0 6.7 6.7 13.3 20.0 6.7 13.3 0.0 0.0 33.3 0.0 6.7

23 8 12 7 4 6 1 4 4 0 1 1 5 1 4 0 0 2 0 4
100.0 34.8 52.2 30.4 17.4 26.1 4.3 17.4 17.4 0.0 4.3 4.3 21.7 4.3 17.4 0.0 0.0 8.7 0.0 17.4

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
125 35 45 26 32 30 11 17 19 10 10 15 22 6 7 3 5 4 14 4

100.0 28.0 36.0 20.8 25.6 24.0 8.8 13.6 15.2 8.0 8.0 12.0 17.6 4.8 5.6 2.4 4.0 3.2 11.2 3.2
28 6 5 7 8 6 2 4 5 5 0 1 4 0 0 2 0 2 7 0

100.0 21.4 17.9 25.0 28.6 21.4 7.1 14.3 17.9 17.9 0.0 3.6 14.3 0.0 0.0 7.1 0.0 7.1 25.0 0.0
26 4 4 5 5 9 0 8 3 3 4 5 3 2 3 1 2 0 2 1

100.0 15.4 15.4 19.2 19.2 34.6 0.0 30.8 11.5 11.5 15.4 19.2 11.5 7.7 11.5 3.8 7.7 0.0 7.7 3.8
53 18 27 10 14 13 4 3 8 2 3 6 13 2 4 0 3 0 4 3

100.0 34.0 50.9 18.9 26.4 24.5 7.5 5.7 15.1 3.8 5.7 11.3 24.5 3.8 7.5 0.0 5.7 0.0 7.5 5.7
9 4 5 3 3 1 1 1 2 0 3 2 0 1 0 0 0 1 0 0

100.0 44.4 55.6 33.3 33.3 11.1 11.1 11.1 22.2 0.0 33.3 22.2 0.0 11.1 0.0 0.0 0.0 11.1 0.0 0.0
9 3 4 1 2 1 4 1 1 0 0 1 2 1 0 0 0 1 1 0

100.0 33.3 44.4 11.1 22.2 11.1 44.4 11.1 11.1 0.0 0.0 11.1 22.2 11.1 0.0 0.0 0.0 11.1 11.1 0.0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
5 2 1 1 1 1 0 1 2 0 1 0 2 0 0 1 0 0 0 1

100.0 40.0 20.0 20.0 20.0 20.0 0.0 20.0 40.0 0.0 20.0 0.0 40.0 0.0 0.0 20.0 0.0 0.0 0.0 20.0

男

性

男性合計

自営業

企業経営者・役員

常勤の正規社員

派遣社員・契約社員

臨時・非常勤

無回答

全体

性

・

就

労

状

況

別

女

性

女性合計

自営業

企業経営者・役員

常勤の正規社員

派遣社員・契約社員

臨時・非常勤

答えたくない
無回答

無回答
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問１：「家庭生活」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性（52.0％）が男性（41.0％）よりも 11.0

ポイント高くなっています。 

 性・年齢別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性 50～59歳（77.8％）で８割近くと

なっています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

（％）

女
性

男
性

47.1

52.0

45.5

52.2

51.4

77.8

37.2

50.0

41.0

30.0

41.2

52.0

34.5

38.9

46.2

19.5

17.9

27.3

8.7

20.0

8.3

18.6

22.2

21.7

15.0

23.5

4.0

37.9

22.2

23.1

17.9

18.4

18.2

30.4

8.6

5.6

30.2

19.4

16.3

30.0

5.9

4.0

17.2

11.1

25.6

5.3

3.1

4.5

0.0

5.7

5.6

2.3

0.0

8.4

20.0

17.6

12.0

3.4

5.6

2.6

9.4

7.1

0.0

8.7

14.3

2.8

9.3

5.6

12.7

5.0

11.8

28.0

6.9

22.2

2.6

0.8

1.5

4.5

0.0

0.0

0.0

2.3

2.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅰ 在住者調査 

問 12-4：職場の働き方改革、育児・介護支援策の導入状況【従業員規模別】 

 
（※表の上段が人数（人）、下段が割合（％））          

 従業員規模別でみると、従業員 20 人以下では「勤務形態の多様化（フレックスタイム制、

交替制、始業・終業時間の繰上げ・繰下げ、裁量労働制・事業場外みなし労働時間制）」が、

それ以外の従業員規模では「有給休暇取得の奨励」が最も高くなっています。 

全
体

長

時

間

労

働

の
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正
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ー

残

業
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設
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業
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、
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間
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）

有

給

休

暇

取

得

の
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働
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児
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の

設

置

、
育
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介

護
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由

と
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勤
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の

配
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）
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レ
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（
在

宅

勤

務

）
の

推

進

勤

務

形

態

の

多

様

化

（
フ

レ

ッ

ク

ス

タ

イ

ム

制

、
交

替

制

、
始

業

・

終

業

時

間

の

繰

上

げ

・

繰

下

げ

、
裁

量

労

働

制

・

事

業

場

外

み

な

し

労

働

時

間

制

）

同

一

労

働

同

一

賃

金

副

業

・

兼

業

の

承

認

パ

ソ

コ

ン

や

タ

ブ

レ

ッ

ト

等

の

導

入

に

よ

る

業

務

シ

ス

テ

ム

や

社

内

情

報

ネ

ッ

ト

ワ
ー

ク

の

構

築

電

子

商

取

引

の

導

入

妊

娠

中

等

の

通

院

休

暇

・

妊

娠

中

の

時

差

出

勤

194 52 80 44 45 49 19 28 33 6 20
100.0 26.8 41.2 22.7 23.2 25.3 9.8 14.4 17.0 3.1 10.3

43 5 8 8 10 11 5 8 6 2 4

100.0 11.6 18.6 18.6 23.3 25.6 11.6 18.6 14.0 4.7 9.3

34 9 12 9 3 7 5 7 6 1 4

100.0 26.5 35.3 26.5 8.8 20.6 14.7 20.6 17.6 2.9 11.8

48 11 22 6 15 14 4 4 8 1 3

100.0 22.9 45.8 12.5 31.3 29.2 8.3 8.3 16.7 2.1 6.3

67 26 37 20 17 17 5 8 12 2 9

100.0 38.8 55.2 29.9 25.4 25.4 7.5 11.9 17.9 3.0 13.4

2 1 1 1 0 0 0 1 1 0 0
100.0 50.0 50.0 50.0 0.0 0.0 0.0 50.0 50.0 0.0 0.0

全
体

配

偶

者

の

出

産

時

の

休

暇

半

日

・

時

間

単

位

の

有

給

休

暇

制

度

再

雇

用

制

度

（
育

児

・

介

護

を

理

由

と

し

た

退

職

者

の

再

雇

用

）

就

業

形

態

の

移

行

（
正

社

員

 

⇔

パ
ー

ト

・

ア

ル

バ

イ

ト

）

育

児

・

介

護

サ
ー

ビ

ス

の

利

用

に

対

す

る

経

済

的

補

助

そ

の

他

わ

か

ら

な

い

特

に

な

い

無

回

答

194 24 41 11 14 3 6 9 8 15
100.0 12.4 21.1 5.7 7.2 1.5 3.1 4.6 4.1 7.7

43 5 5 3 2 1 2 3 3 5
100.0 11.6 11.6 7.0 4.7 2.3 4.7 7.0 7.0 11.6

34 2 7 1 2 0 1 2 0 5
100.0 5.9 20.6 2.9 5.9 0.0 2.9 5.9 0.0 14.7

48 6 13 3 5 0 0 2 2 2
100.0 12.5 27.1 6.3 10.4 0.0 0.0 4.2 4.2 4.2

67 11 14 4 5 2 3 2 3 3
100.0 16.4 20.9 6.0 7.5 3.0 4.5 3.0 4.5 4.5

2 0 2 0 0 0 0 0 0 0
100.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

全体

従

業

員

規

模

別

20人以下

21～100人

101～1,000人

1，001人以上

無回答

全体

従

業

員

規

模

別

20人以下

21～100人

101～1,000人

1，001人以上

無回答
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Ⅰ 在住者調査 

問１：「仕事」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「仕事」の優先度「３」は男性（29.5％）が女性（23.0％）より 6.5ポイン

ト高くなっています。 

性・年齢別にみると、「仕事」の優先度「１」は男性 50～59歳（44.8％）で４割半ばとなっ

ています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

女
性

男
性

（％）

24.3

22.4

22.7

26.1

31.4

25.0

20.9

11.1

25.9

15.0

17.6

36.0

44.8

22.2

17.9

25.1

27.0

45.5

34.8

25.7

22.2

16.3

27.8

23.5

20.0

41.2

28.0

17.2

19.4

23.1

25.9

23.0

18.2

21.7

20.0

25.0

23.3

27.8

29.5

55.0

29.4

16.0

24.1

36.1

23.1

11.0

12.8

9.1

13.0

17.1

13.9

16.3

5.6

8.4

5.0

0.0

12.0

10.3

5.6

12.8

12.0

12.2

4.5

4.3

5.7

11.1

18.6

22.2

12.7

5.0

11.8

8.0

3.4

16.7

23.1

1.6

2.6

0.0

0.0

0.0

2.8

4.7

5.6

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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問 12-4：職場の働き方改革、育児・介護支援策の導入状況【従業員規模別】 

 
（※表の上段が人数（人）、下段が割合（％））          

 従業員規模別でみると、従業員 20 人以下では「勤務形態の多様化（フレックスタイム制、

交替制、始業・終業時間の繰上げ・繰下げ、裁量労働制・事業場外みなし労働時間制）」が、

それ以外の従業員規模では「有給休暇取得の奨励」が最も高くなっています。 

全
体

長

時

間

労

働

の

是

正

（
ノ
ー

残

業

デ
ー

の

設

定

、
業

務

時

間

外

会

議

の

禁

止

、
残

業

時

間

の

制

限

）

有

給

休

暇

取

得

の

奨

励

働

き

や

す

い

職

場

の

環

境

整

備

（
短

時

間

勤

務

、
事

業

所

内

託

児

所

の

設

置

、
育

児

や

介

護

を

理

由

と

す

る

転

勤

へ

の

配

慮

）

テ

レ

ワ
ー

ク

（
在

宅

勤

務

）
の

推

進

勤

務

形

態

の

多

様

化

（
フ

レ

ッ

ク

ス

タ

イ

ム

制

、
交

替

制

、
始

業

・

終

業

時

間

の

繰

上

げ

・

繰

下

げ

、
裁

量

労

働

制

・

事

業

場

外

み

な

し

労

働

時

間

制

）

同

一

労

働

同

一

賃

金

副

業

・

兼

業

の

承

認

パ

ソ

コ

ン

や

タ

ブ

レ

ッ

ト

等

の

導

入

に

よ

る

業

務

シ

ス

テ

ム

や

社

内

情

報

ネ

ッ

ト

ワ
ー

ク

の

構

築

電

子

商

取

引

の

導

入

妊

娠

中

等

の

通

院

休

暇

・

妊

娠

中

の

時

差

出

勤

194 52 80 44 45 49 19 28 33 6 20
100.0 26.8 41.2 22.7 23.2 25.3 9.8 14.4 17.0 3.1 10.3

43 5 8 8 10 11 5 8 6 2 4

100.0 11.6 18.6 18.6 23.3 25.6 11.6 18.6 14.0 4.7 9.3

34 9 12 9 3 7 5 7 6 1 4

100.0 26.5 35.3 26.5 8.8 20.6 14.7 20.6 17.6 2.9 11.8

48 11 22 6 15 14 4 4 8 1 3

100.0 22.9 45.8 12.5 31.3 29.2 8.3 8.3 16.7 2.1 6.3

67 26 37 20 17 17 5 8 12 2 9

100.0 38.8 55.2 29.9 25.4 25.4 7.5 11.9 17.9 3.0 13.4

2 1 1 1 0 0 0 1 1 0 0
100.0 50.0 50.0 50.0 0.0 0.0 0.0 50.0 50.0 0.0 0.0

全
体

配

偶

者

の

出

産

時

の

休

暇

半

日

・

時

間

単

位

の

有

給

休

暇

制

度

再

雇

用

制

度

（
育

児

・

介

護

を

理

由

と

し

た

退

職

者

の

再

雇

用

）

就

業

形

態

の

移

行

（
正

社

員

 

⇔

パ
ー

ト

・

ア

ル

バ

イ

ト

）

育

児

・

介

護

サ
ー

ビ

ス

の

利

用

に

対

す

る

経

済

的

補

助

そ

の

他

わ

か

ら

な

い

特

に

な

い

無

回

答

194 24 41 11 14 3 6 9 8 15
100.0 12.4 21.1 5.7 7.2 1.5 3.1 4.6 4.1 7.7

43 5 5 3 2 1 2 3 3 5
100.0 11.6 11.6 7.0 4.7 2.3 4.7 7.0 7.0 11.6

34 2 7 1 2 0 1 2 0 5
100.0 5.9 20.6 2.9 5.9 0.0 2.9 5.9 0.0 14.7

48 6 13 3 5 0 0 2 2 2
100.0 12.5 27.1 6.3 10.4 0.0 0.0 4.2 4.2 4.2

67 11 14 4 5 2 3 2 3 3
100.0 16.4 20.9 6.0 7.5 3.0 4.5 3.0 4.5 4.5

2 0 2 0 0 0 0 0 0 0
100.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

全体

従

業

員

規

模

別

20人以下

21～100人

101～1,000人

1，001人以上

無回答

全体

従

業

員

規

模

別

20人以下

21～100人

101～1,000人

1，001人以上

無回答
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第
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料 

問 13：ジェンダーに関わらず働きやすい職場環境をつくるために重要なこと 

あなたは、ジェンダーに関わらず働きやすい職場環境を作るために、特にどのようなこ

とが重要だと思いますか。（○は３つまで） 

問 13：ジェンダーに関わらず働きやすい職場環境をつくるために重要なこと 

 

 

 「育児・介護休業取得や短時間勤務を利用しても不利な人事評価がなされないようにする」

（35.6％）が３割半ばで最も多くなっています。次いで「ジェンダーによる賃金格差を是正

する」（30.7％）、「労働時間の短縮やテレワークの推進などの労働条件を改善する」（29.4％）、

「会社が従業員の状況を理解し、一人ひとりに応じた処遇や働き方を導入する」（27.8％）な

どの順となっています。 

 前回調査と比較すると、「労働時間の短縮やテレワークの推進などの労働条件を改善する」

は 8.9ポイント増加しています。一方、「ジェンダーによる賃金格差を是正する」は 7.9ポイ

ント減少しています。 

育児・介護休業取得や短時間勤務を利用しても不
利な人事評価がなされないようにする

ジェンダーによる賃金格差を是正する

労働時間の短縮やテレワークの推進などの労働条
件を改善する

会社が従業員の状況を理解し、一人ひとりに応
じた処遇や働き方を導入する

ワークシェアリング（雇用維持・労働時間短縮の
ため、仕事を分かち合うこと）などの雇用シス

テムを導入する

ジェンダーによる格差をなくすために積極的な
改善措置（ポジティブ・アクション）の導入を進

める

セクシュアル・ハラスメントを防止する

職種や職場配置のジェンダーによる公平化を図る

職場で一人ひとりが努力し、お互いに協力する

技術や技能の取得の機会を増やす

その他

わからない

特にない

無回答

35.6

30.7

29.4

27.8

20.3

18.2

17.6

16.8

16.6

16.0

2.4

4.8

4.5

2.9

37.1

38.6

20.5

29.6

20.5

16.4

10.6

19.5

17.3

10.8

2.7

2.4

1.2

9.9

0204060

42.9

31.6

29.6

31.1

20.4

19.4

18.9

15.3

15.8

16.8

2.6

3.1

1.5

5.1

28.9

29.5

30.7

24.7

19.9

16.9

15.1

17.5

18.1

15.7

2.4

7.2

6.6

0.0

0 20 40 60（％）（％）

全体（n=374） 前回（R元）調査（n=415） 女性（n=196） 男性（n=166）

 

 39 

   

第
１
章 

調
査
の
概
要 

   

第
２
章 

調
査
結
果
の
概
要 

   

第
３
章 

調
査
結
果
の
分
析 

Ⅰ 在住者調査 

   

第
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問１：「家庭生活」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性（52.0％）が男性（41.0％）よりも 11.0

ポイント高くなっています。 

 性・年齢別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性 50～59歳（77.8％）で８割近くと

なっています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

（％）

女
性

男
性

47.1

52.0

45.5

52.2

51.4

77.8

37.2

50.0

41.0

30.0

41.2

52.0

34.5

38.9

46.2

19.5

17.9

27.3

8.7

20.0

8.3

18.6

22.2

21.7

15.0

23.5

4.0

37.9

22.2

23.1

17.9

18.4

18.2

30.4

8.6

5.6

30.2

19.4

16.3

30.0

5.9

4.0

17.2

11.1

25.6

5.3

3.1

4.5

0.0

5.7

5.6

2.3

0.0

8.4

20.0

17.6

12.0

3.4

5.6

2.6

9.4

7.1

0.0

8.7

14.3

2.8

9.3

5.6

12.7

5.0

11.8

28.0

6.9

22.2

2.6

0.8

1.5

4.5

0.0

0.0

0.0

2.3

2.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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 性別にみると、「育児・介護休業取得や短時間勤務を利用しても不利な人事評価がなされないよ

うにする」は女性（42.9％）が男性（28.9％）より 14.0ポイント高くなっています。 

問 13：ジェンダーに関わらず働きやすい職場環境をつくるために重要なこと【性・年齢別】 

 
（※表の上段が人数（人）、下段が割合（％））      

 性・年齢別にみると、女性の 39歳以下、50歳以上では「育児・介護休業取得や短時間勤務

を利用しても不利な人事評価がなされないようにする」が、40～49歳では「労働時間の短縮

やテレワークの推進などの労働条件を改善する」が最も高くなっています。一方、男性の 29

歳以下、40～49歳では「労働時間の短縮やテレワークの推進などの労働条件を改善する」が、

30～39歳、50～59歳では「会社が従業員の状況を理解し、一人ひとりに応じた処遇や働き方

を導入する」が、60～69歳では「育児・介護休業取得や短時間勤務を利用しても不利な人事

評価がなされないようにする」が、70 歳以上では「ジェンダーによる賃金格差を是正する」

が最も高くなっています。 

 

  

全
体

ジ

ェ

ン

ダ
ー

に

よ

る

賃

金

格

差

を

是

正

す

る

ジ

ェ

ン

ダ
ー

に

よ

る

格

差

を

な

く

す

た

め

に

積

極

的

な

改

善

措

置

（
ポ

ジ

テ

ィ

ブ

・

ア

ク

シ

ョ

ン

）
の

導

入

を

進

め

る 労

働

時

間

の

短

縮

や

テ

レ

ワ
ー

ク

の

推

進

な

ど

の

労

働

条

件

を

改

善

す

る

ワ
ー

ク

シ

ェ

ア

リ

ン

グ

（
雇

用

維

持

・

労

働

時

間

短

縮

の

た

め

、
仕

事

を

分

か

ち

合

う

こ

と

）
な

ど

の

雇

用

シ

ス

テ

ム

を

導

入

す

る

育

児

・

介

護

休

業

取

得

や

短

時

間

勤

務

を

利

用

し

て

も

不

利

な

人

事

評

価

が

な

さ

れ

な

い

よ

う

に

す

る

職

種

や

職

場

配

置

の

ジ

ェ

ン

ダ
ー

に

よ

る

公

平

化

を

図

る

技

術

や

技

能

の

取

得

の

機

会

を

増

や

す

会

社

が

従

業

員

の

状

況

を

理

解

し

、
一

人

ひ

と

り

に

応

じ

た

処

遇

や

働

き

方

を

導

入

す

る

職

場

で

一

人

ひ

と

り

が

努

力

し

、
お

互

い

に

協

力

す

る

セ

ク

シ

ュ

ア

ル

・

ハ

ラ

ス

メ

ン

ト

を

防

止

す

る

そ

の

他

わ

か

ら

な

い

特

に

な

い

無

回

答

374 115 68 110 76 133 63 60 104 62 66 9 18 17 11
100.0 30.7 18.2 29.4 20.3 35.6 16.8 16.0 27.8 16.6 17.6 2.4 4.8 4.5 2.9

196 62 38 58 40 84 30 33 61 31 37 5 6 3 10
100.0 31.6 19.4 29.6 20.4 42.9 15.3 16.8 31.1 15.8 18.9 2.6 3.1 1.5 5.1

22 6 5 7 4 12 4 3 4 2 7 0 0 0 0
100.0 27.3 22.7 31.8 18.2 54.5 18.2 13.6 18.2 9.1 31.8 0.0 0.0 0.0 0.0

23 5 4 6 4 11 2 1 10 6 3 0 0 1 1
100.0 21.7 17.4 26.1 17.4 47.8 8.7 4.3 43.5 26.1 13.0 0.0 0.0 4.3 4.3

35 14 8 18 7 9 4 6 11 5 5 4 0 1 0
100.0 40.0 22.9 51.4 20.0 25.7 11.4 17.1 31.4 14.3 14.3 11.4 0.0 2.9 0.0

36 11 5 10 5 18 8 5 9 4 7 1 3 0 3
100.0 30.6 13.9 27.8 13.9 50.0 22.2 13.9 25.0 11.1 19.4 2.8 8.3 0.0 8.3

43 18 6 10 11 20 6 10 18 7 10 0 2 0 1
100.0 41.9 14.0 23.3 25.6 46.5 14.0 23.3 41.9 16.3 23.3 0.0 4.7 0.0 2.3

36 7 9 7 9 13 6 8 9 7 5 0 1 1 5
100.0 19.4 25.0 19.4 25.0 36.1 16.7 22.2 25.0 19.4 13.9 0.0 2.8 2.8 13.9

1 1 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0
100.0 100.0 100.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

166 49 28 51 33 48 29 26 41 30 25 4 12 11 0
100.0 29.5 16.9 30.7 19.9 28.9 17.5 15.7 24.7 18.1 15.1 2.4 7.2 6.6 0.0

20 4 4 11 3 5 2 2 5 2 3 0 1 2 0
100.0 20.0 20.0 55.0 15.0 25.0 10.0 10.0 25.0 10.0 15.0 0.0 5.0 10.0 0.0

17 4 3 5 3 3 2 2 6 5 2 0 2 1 0
100.0 23.5 17.6 29.4 17.6 17.6 11.8 11.8 35.3 29.4 11.8 0.0 11.8 5.9 0.0

25 11 2 13 6 9 5 5 6 7 3 1 0 0 0
100.0 44.0 8.0 52.0 24.0 36.0 20.0 20.0 24.0 28.0 12.0 4.0 0.0 0.0 0.0

29 7 6 7 3 7 6 5 9 5 5 2 1 3 0
100.0 24.1 20.7 24.1 10.3 24.1 20.7 17.2 31.0 17.2 17.2 6.9 3.4 10.3 0.0

36 9 6 10 8 11 6 7 9 7 4 0 4 2 0
100.0 25.0 16.7 27.8 22.2 30.6 16.7 19.4 25.0 19.4 11.1 0.0 11.1 5.6 0.0

39 14 7 5 10 13 8 5 6 4 8 1 4 3 0
100.0 35.9 17.9 12.8 25.6 33.3 20.5 12.8 15.4 10.3 20.5 2.6 10.3 7.7 0.0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
12 4 2 1 3 1 4 1 2 1 4 0 0 3 1

100.0 33.3 16.7 8.3 25.0 8.3 33.3 8.3 16.7 8.3 33.3 0.0 0.0 25.0 8.3

全体

性

・

年

齢

別

女

性

女性合計

29歳以下

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

無回答

答えたくない
無回答

70歳以上

無回答

男

性

男性合計

70歳以上

29歳以下

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳
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問１：「仕事」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「仕事」の優先度「３」は男性（29.5％）が女性（23.0％）より 6.5ポイン

ト高くなっています。 

性・年齢別にみると、「仕事」の優先度「１」は男性 50～59歳（44.8％）で４割半ばとなっ

ています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

女
性

男
性

（％）

24.3

22.4

22.7

26.1

31.4

25.0

20.9

11.1

25.9

15.0

17.6

36.0

44.8

22.2

17.9

25.1

27.0

45.5

34.8

25.7

22.2

16.3

27.8

23.5

20.0

41.2

28.0

17.2

19.4

23.1

25.9

23.0

18.2

21.7

20.0

25.0

23.3

27.8

29.5

55.0

29.4

16.0

24.1

36.1

23.1

11.0

12.8

9.1

13.0

17.1

13.9

16.3

5.6

8.4

5.0

0.0

12.0

10.3

5.6

12.8

12.0

12.2

4.5

4.3

5.7

11.1

18.6

22.2

12.7

5.0

11.8

8.0

3.4

16.7

23.1

1.6

2.6

0.0

0.0

0.0

2.8

4.7

5.6

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅰ 在住者調査 

 性別にみると、「育児・介護休業取得や短時間勤務を利用しても不利な人事評価がなされないよ

うにする」は女性（42.9％）が男性（28.9％）より 14.0ポイント高くなっています。 

問 13：ジェンダーに関わらず働きやすい職場環境をつくるために重要なこと【性・年齢別】 

 
（※表の上段が人数（人）、下段が割合（％））      

 性・年齢別にみると、女性の 39歳以下、50歳以上では「育児・介護休業取得や短時間勤務

を利用しても不利な人事評価がなされないようにする」が、40～49歳では「労働時間の短縮

やテレワークの推進などの労働条件を改善する」が最も高くなっています。一方、男性の 29

歳以下、40～49歳では「労働時間の短縮やテレワークの推進などの労働条件を改善する」が、

30～39歳、50～59歳では「会社が従業員の状況を理解し、一人ひとりに応じた処遇や働き方

を導入する」が、60～69歳では「育児・介護休業取得や短時間勤務を利用しても不利な人事

評価がなされないようにする」が、70 歳以上では「ジェンダーによる賃金格差を是正する」

が最も高くなっています。 

 

  

全
体

ジ

ェ

ン

ダ
ー

に

よ

る

賃

金

格

差

を

是
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・
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縮
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の
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働

条

件

を

改

善

す

る

ワ
ー

ク

シ

ェ

ア

リ

ン

グ

（
雇

用

維

持

・

労

働

時

間

短

縮

の

た

め

、
仕

事

を

分

か

ち

合

う

こ

と

）
な

ど

の

雇

用

シ

ス

テ

ム

を

導

入

す

る

育

児

・

介

護

休

業

取

得

や

短

時

間

勤

務

を

利

用

し

て

も

不

利

な

人

事

評

価

が

な

さ

れ

な

い

よ

う

に

す

る

職

種

や

職

場

配

置

の

ジ

ェ

ン

ダ
ー

に

よ

る

公

平

化

を

図

る

技

術

や

技

能

の

取

得

の

機

会

を

増

や

す

会

社

が

従

業

員

の

状

況

を

理

解

し

、
一

人

ひ

と

り

に

応

じ

た

処

遇

や

働

き

方

を

導

入

す

る

職

場

で

一

人

ひ

と

り

が

努

力

し

、
お

互

い

に

協

力

す

る

セ

ク

シ

ュ

ア

ル

・

ハ

ラ

ス

メ

ン

ト

を

防

止

す

る

そ

の

他

わ

か

ら

な

い

特

に

な

い

無

回

答

374 115 68 110 76 133 63 60 104 62 66 9 18 17 11
100.0 30.7 18.2 29.4 20.3 35.6 16.8 16.0 27.8 16.6 17.6 2.4 4.8 4.5 2.9

196 62 38 58 40 84 30 33 61 31 37 5 6 3 10
100.0 31.6 19.4 29.6 20.4 42.9 15.3 16.8 31.1 15.8 18.9 2.6 3.1 1.5 5.1

22 6 5 7 4 12 4 3 4 2 7 0 0 0 0
100.0 27.3 22.7 31.8 18.2 54.5 18.2 13.6 18.2 9.1 31.8 0.0 0.0 0.0 0.0

23 5 4 6 4 11 2 1 10 6 3 0 0 1 1
100.0 21.7 17.4 26.1 17.4 47.8 8.7 4.3 43.5 26.1 13.0 0.0 0.0 4.3 4.3

35 14 8 18 7 9 4 6 11 5 5 4 0 1 0
100.0 40.0 22.9 51.4 20.0 25.7 11.4 17.1 31.4 14.3 14.3 11.4 0.0 2.9 0.0

36 11 5 10 5 18 8 5 9 4 7 1 3 0 3
100.0 30.6 13.9 27.8 13.9 50.0 22.2 13.9 25.0 11.1 19.4 2.8 8.3 0.0 8.3

43 18 6 10 11 20 6 10 18 7 10 0 2 0 1
100.0 41.9 14.0 23.3 25.6 46.5 14.0 23.3 41.9 16.3 23.3 0.0 4.7 0.0 2.3

36 7 9 7 9 13 6 8 9 7 5 0 1 1 5
100.0 19.4 25.0 19.4 25.0 36.1 16.7 22.2 25.0 19.4 13.9 0.0 2.8 2.8 13.9

1 1 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0
100.0 100.0 100.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

166 49 28 51 33 48 29 26 41 30 25 4 12 11 0
100.0 29.5 16.9 30.7 19.9 28.9 17.5 15.7 24.7 18.1 15.1 2.4 7.2 6.6 0.0

20 4 4 11 3 5 2 2 5 2 3 0 1 2 0
100.0 20.0 20.0 55.0 15.0 25.0 10.0 10.0 25.0 10.0 15.0 0.0 5.0 10.0 0.0

17 4 3 5 3 3 2 2 6 5 2 0 2 1 0
100.0 23.5 17.6 29.4 17.6 17.6 11.8 11.8 35.3 29.4 11.8 0.0 11.8 5.9 0.0

25 11 2 13 6 9 5 5 6 7 3 1 0 0 0
100.0 44.0 8.0 52.0 24.0 36.0 20.0 20.0 24.0 28.0 12.0 4.0 0.0 0.0 0.0

29 7 6 7 3 7 6 5 9 5 5 2 1 3 0
100.0 24.1 20.7 24.1 10.3 24.1 20.7 17.2 31.0 17.2 17.2 6.9 3.4 10.3 0.0

36 9 6 10 8 11 6 7 9 7 4 0 4 2 0
100.0 25.0 16.7 27.8 22.2 30.6 16.7 19.4 25.0 19.4 11.1 0.0 11.1 5.6 0.0

39 14 7 5 10 13 8 5 6 4 8 1 4 3 0
100.0 35.9 17.9 12.8 25.6 33.3 20.5 12.8 15.4 10.3 20.5 2.6 10.3 7.7 0.0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
12 4 2 1 3 1 4 1 2 1 4 0 0 3 1

100.0 33.3 16.7 8.3 25.0 8.3 33.3 8.3 16.7 8.3 33.3 0.0 0.0 25.0 8.3

全体

性

・

年

齢

別

女

性

女性合計

29歳以下

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

無回答

答えたくない
無回答

70歳以上

無回答

男

性

男性合計

70歳以上

29歳以下

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳
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問 13：ジェンダーに関わらず働きやすい職場環境をつくるために重要なこと【性・就労状況別】 

 
（※表の上段が人数（人）、下段が割合（％））    

 性・就労状況別にみると、女性の自営業では「会社が従業員の状況を理解し、一人ひとり

に応じた処遇や働き方を導入する」が、企業経営者・役員では「ワークシェアリング（雇用維

持・労働時間短縮のため、仕事を分かち合うこと）などの雇用システムを導入する」と「会社

が従業員の状況を理解し、一人ひとりに応じた処遇や働き方を導入する」が、その他では「ジ

ェンダーによる賃金格差を是正する」が、それ以外では「育児・介護休業取得や短時間勤務

を利用しても不利な人事評価がなされないようにする」が最も高くなっています。一方、男

性の自営業では「職場で一人ひとりが努力し、お互いに協力する」が、企業経営者・役員では

「育児・介護休業取得や短時間勤務を利用しても不利な人事評価がなされないようにする」

が、常勤の正規社員では「労働時間の短縮やテレワークの推進などの労働条件を改善する」

が、派遣社員・契約社員では「会社が従業員の状況を理解し、一人ひとりに応じた処遇や働

き方を導入する」が、臨時・非常勤、働いていないでは「ジェンダーによる賃金格差を是正す

る」が、その他では「ジェンダーによる格差をなくすために積極的な改善措置（ポジティブ・

アクション）の導入を進める」が最も高くなっています。 
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で
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と
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が

努

力
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・
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い

特

に

な

い

無

回

答

374 73 43 81 53 90 45 40 80 51 47 9 13 16 7
100.0 19.5 11.5 21.7 14.2 24.1 12.0 10.7 21.4 13.6 12.6 2.4 3.5 4.3 1.9

196 34 22 39 24 52 19 19 44 24 26 5 5 3 6
100.0 17.3 11.2 19.9 12.2 26.5 9.7 9.7 22.4 12.2 13.3 2.6 2.6 1.5 3.1

18 7 1 3 2 2 3 5 8 4 2 0 1 1 0
100.0 38.9 5.6 16.7 11.1 11.1 16.7 27.8 44.4 22.2 11.1 0.0 5.6 5.6 0.0

8 2 1 1 3 1 2 2 3 2 0 0 0 1 1
100.0 25.0 12.5 12.5 37.5 12.5 25.0 25.0 37.5 25.0 0.0 0.0 0.0 12.5 12.5

64 17 13 25 12 30 7 9 22 9 9 3 1 1 0
100.0 26.6 20.3 39.1 18.8 46.9 10.9 14.1 34.4 14.1 14.1 4.7 1.6 1.6 0.0

15 3 3 5 3 7 3 1 4 2 6 1 3 0 0
100.0 20.0 20.0 33.3 20.0 46.7 20.0 6.7 26.7 13.3 40.0 6.7 20.0 0.0 0.0

23 5 3 5 4 9 3 2 5 7 7 1 0 0 3
100.0 21.7 13.0 21.7 17.4 39.1 13.0 8.7 21.7 30.4 30.4 4.3 0.0 0.0 13.0

6 3 2 2 1 2 2 2 1 0 2 0 0 0 0
100.0 50.0 33.3 33.3 16.7 33.3 33.3 33.3 16.7 0.0 33.3 0.0 0.0 0.0 0.0

57 25 14 17 15 30 9 12 16 7 9 0 1 0 4
100.0 43.9 24.6 29.8 26.3 52.6 15.8 21.1 28.1 12.3 15.8 0.0 1.8 0.0 7.0

5 0 1 0 0 3 1 0 2 0 2 0 0 0 2
100.0 0.0 20.0 0.0 0.0 60.0 20.0 0.0 40.0 0.0 40.0 0.0 0.0 0.0 40.0

166 35 19 41 26 37 22 20 34 26 17 4 8 10 0
100.0 21.1 11.4 24.7 15.7 22.3 13.3 12.0 20.5 15.7 10.2 2.4 4.8 6.0 0.0

28 7 4 5 4 7 5 7 6 8 4 0 1 4 0
100.0 25.0 14.3 17.9 14.3 25.0 17.9 25.0 21.4 28.6 14.3 0.0 3.6 14.3 0.0

26 8 5 5 6 11 4 5 7 5 4 1 0 2 0
100.0 30.8 19.2 19.2 23.1 42.3 15.4 19.2 26.9 19.2 15.4 3.8 0.0 7.7 0.0

53 15 8 26 11 15 9 4 14 10 6 2 4 3 0
100.0 28.3 15.1 49.1 20.8 28.3 17.0 7.5 26.4 18.9 11.3 3.8 7.5 5.7 0.0

9 1 2 3 3 2 2 3 4 1 0 0 1 0 0
100.0 11.1 22.2 33.3 33.3 22.2 22.2 33.3 44.4 11.1 0.0 0.0 11.1 0.0 0.0

9 3 0 2 2 2 2 0 2 2 2 0 1 1 0
100.0 33.3 0.0 22.2 22.2 22.2 22.2 0.0 22.2 22.2 22.2 0.0 11.1 11.1 0.0

9 1 4 3 2 1 1 1 1 1 2 0 2 1 0
100.0 11.1 44.4 33.3 22.2 11.1 11.1 11.1 11.1 11.1 22.2 0.0 22.2 11.1 0.0

29 13 5 7 5 10 6 5 6 3 6 0 2 0 0
100.0 44.8 17.2 24.1 17.2 34.5 20.7 17.2 20.7 10.3 20.7 0.0 6.9 0.0 0.0

3 1 0 0 0 0 0 1 1 0 1 1 1 0 0
100.0 33.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 33.3 33.3 0.0 33.3 33.3 33.3 0.0 0.0

12 4 2 1 3 1 4 1 2 1 4 0 0 3 1
100.0 33.3 16.7 8.3 25.0 8.3 33.3 8.3 16.7 8.3 33.3 0.0 0.0 25.0 8.3

無回答

その他

働いていない

その他

働いていない

常勤の正規社員

派遣社員・契約社員

臨時・非常勤

全体

性

・

就

労

状

況

別

女

性

女性合計

自営業

企業経営者・役員

常勤の正規社員

派遣社員・契約社員

臨時・非常勤

答えたくない
無回答

無回答

男

性

男性合計

自営業

企業経営者・役員
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問１：「家庭生活」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性（52.0％）が男性（41.0％）よりも 11.0

ポイント高くなっています。 

 性・年齢別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性 50～59歳（77.8％）で８割近くと

なっています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

（％）

女
性

男
性

47.1

52.0

45.5

52.2

51.4

77.8

37.2

50.0

41.0

30.0

41.2

52.0

34.5

38.9

46.2

19.5

17.9

27.3

8.7

20.0

8.3

18.6

22.2

21.7

15.0

23.5

4.0

37.9

22.2

23.1

17.9

18.4

18.2

30.4

8.6

5.6

30.2

19.4

16.3

30.0

5.9

4.0

17.2

11.1

25.6

5.3

3.1

4.5

0.0

5.7

5.6

2.3

0.0

8.4

20.0

17.6

12.0

3.4

5.6

2.6

9.4

7.1

0.0

8.7

14.3

2.8

9.3

5.6

12.7

5.0

11.8

28.0

6.9

22.2

2.6

0.8

1.5

4.5

0.0

0.0

0.0

2.3

2.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅰ 在住者調査 

８ 働く場における女性の活躍推進について 

問 14：望ましい女性の働き方 

あなたは、女性の働き方について、どのようなことが望ましいと思いますか。 

（○は１つ） 

問 14：望ましい女性の働き方 

 

  

ｎ　

(374)

(415)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

女
性

男
性

（％）

今回(R7)調査

前回(R元)調査

女性は仕
事を持た
ない方が
よい

結婚する
までは仕
事を持つ
方がよい

子どもが
できるま
では、仕
事を持つ
方がよい

子どもが
できて

も、ずっ
と仕事を
続ける方
がよい

子どもが
できたら
仕事をや
め、大き
くなった
ら再び仕
事を持つ
方がよい

その他
わからな

い
無回答

0.8

0.5

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

1.2

5.0

0.0

0.0

0.0

0.0

2.6

2.4

1.9

1.5

0.0

8.7

2.9

0.0

0.0

0.0

3.6

5.0

5.9

4.0

0.0

2.8

5.1

2.7

4.1

2.0

4.5

0.0

0.0

0.0

0.0

8.3

3.6

5.0

5.9

0.0

6.9

2.8

2.6

48.4

44.6

48.0

45.5

39.1

54.3

38.9

58.1

44.4

48.2

25.0

35.3

60.0

62.1

61.1

35.9

18.7

21.7

17.9

18.2

17.4

20.0

25.0

16.3

11.1

20.5

30.0

5.9

12.0

17.2

16.7

33.3

17.1

13.7

19.9

22.7

21.7

20.0

22.2

16.3

19.4

13.3

20.0

35.3

20.0

6.9

5.6

7.7

7.5

7.7

6.1

9.1

13.0

2.9

8.3

4.7

2.8

9.6

10.0

11.8

4.0

6.9

11.1

12.8

2.4

5.8

4.6

0.0

0.0

0.0

5.6

4.7

13.9

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅰ 在住者調査 

問１：「仕事」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「仕事」の優先度「３」は男性（29.5％）が女性（23.0％）より 6.5ポイン

ト高くなっています。 

性・年齢別にみると、「仕事」の優先度「１」は男性 50～59歳（44.8％）で４割半ばとなっ

ています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

女
性

男
性

（％）

24.3

22.4

22.7

26.1

31.4

25.0

20.9

11.1

25.9

15.0

17.6

36.0

44.8

22.2

17.9

25.1

27.0

45.5

34.8

25.7

22.2

16.3

27.8

23.5

20.0

41.2

28.0

17.2

19.4

23.1

25.9

23.0

18.2

21.7

20.0

25.0

23.3

27.8

29.5

55.0

29.4

16.0

24.1

36.1

23.1

11.0

12.8

9.1

13.0

17.1

13.9

16.3

5.6

8.4

5.0

0.0

12.0

10.3

5.6

12.8

12.0

12.2

4.5

4.3

5.7

11.1

18.6

22.2

12.7

5.0

11.8

8.0

3.4

16.7

23.1

1.6

2.6

0.0

0.0

0.0

2.8

4.7

5.6

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0



 

 86 

Ⅰ 在住者調査 

８ 働く場における女性の活躍推進について 

問 14：望ましい女性の働き方 

あなたは、女性の働き方について、どのようなことが望ましいと思いますか。 

（○は１つ） 

問 14：望ましい女性の働き方 

 

  

ｎ　

(374)

(415)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

女
性

男
性

（％）

今回(R7)調査

前回(R元)調査

女性は仕
事を持た
ない方が
よい

結婚する
までは仕
事を持つ
方がよい

子どもが
できるま
では、仕
事を持つ
方がよい

子どもが
できて

も、ずっ
と仕事を
続ける方
がよい

子どもが
できたら
仕事をや
め、大き
くなった
ら再び仕
事を持つ
方がよい

その他
わからな

い
無回答

0.8

0.5

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

1.2

5.0

0.0

0.0

0.0

0.0

2.6

2.4

1.9

1.5

0.0

8.7

2.9

0.0

0.0

0.0

3.6

5.0

5.9

4.0

0.0

2.8

5.1

2.7

4.1

2.0

4.5

0.0

0.0

0.0

0.0

8.3

3.6

5.0

5.9

0.0

6.9

2.8

2.6

48.4

44.6

48.0

45.5

39.1

54.3

38.9

58.1

44.4

48.2

25.0

35.3

60.0

62.1

61.1

35.9

18.7

21.7

17.9

18.2

17.4

20.0

25.0

16.3

11.1

20.5

30.0

5.9

12.0

17.2

16.7

33.3

17.1

13.7

19.9

22.7

21.7

20.0

22.2

16.3

19.4

13.3

20.0

35.3

20.0

6.9

5.6

7.7

7.5

7.7

6.1

9.1

13.0

2.9

8.3

4.7

2.8

9.6

10.0

11.8

4.0

6.9

11.1

12.8

2.4

5.8

4.6

0.0

0.0

0.0

5.6

4.7

13.9

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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「子どもができても、ずっと仕事を続ける方がよい」（48.4％）が５割近くで最も多くなって

います。次いで「子どもができたら仕事をやめ、大きくなったら再び仕事を持つ方がよい」

（18.7％）、「子どもができるまでは、仕事を持つ方がよい」（2.7％）などの順となっていま

す。  

前回調査と比較すると、「子どもができても、ずっと仕事を続ける方がよい」は 3.8ポイン

ト増加しています。 

性別にみると、傾向に大きな違いはありません。 

 性・年齢別にみると、「子どもができても、ずっと仕事を続ける方がよい」は男性 50～59歳

（62.1％）で６割超えとなっています。 

 

問 14：望ましい女性の働き方【性・就労状況別】 

 
（※表の上段が人数（人）、下段が割合（％））              

  

全
体

女

性

は

仕

事

を

持

た

な

い

方

が

よ

い

結

婚

す

る

ま

で

は

仕

事

を

持

つ

方

が

よ

い

子

ど

も

が

で

き

る

ま

で

は

、
仕

事

を

持

つ

方

が

よ

い

子

ど

も

が

で

き

て

も

、
ず

っ

と

仕

事

を

続

け

る

方

が

よ

い

子

ど

も

が

で

き

た

ら

仕

事

を

や

め

、

大

き

く

な

っ

た

ら

再

び

仕

事

を

持

つ

方

が

よ

い

そ

の

他

わ

か

ら

な

い

無

回

答

374 3 9 10 181 70 64 28 9
100.0 0.8 2.4 2.7 48.4 18.7 17.1 7.5 2.4

196 0 3 4 94 35 39 12 9
100.0 0.0 1.5 2.0 48.0 17.9 19.9 6.1 4.6

18 0 1 2 4 4 6 1 0
100.0 0.0 5.6 11.1 22.2 22.2 33.3 5.6 0.0

8 0 1 0 2 1 3 0 1
100.0 0.0 12.5 0.0 25.0 12.5 37.5 0.0 12.5

64 0 1 0 37 7 16 3 0
100.0 0.0 1.6 0.0 57.8 10.9 25.0 4.7 0.0

15 0 0 1 6 2 6 0 0
100.0 0.0 0.0 6.7 40.0 13.3 40.0 0.0 0.0

23 0 0 0 12 5 2 2 2
100.0 0.0 0.0 0.0 52.2 21.7 8.7 8.7 8.7

6 0 0 0 3 2 0 1 0
100.0 0.0 0.0 0.0 50.0 33.3 0.0 16.7 0.0

57 0 0 1 27 14 6 5 4
100.0 0.0 0.0 1.8 47.4 24.6 10.5 8.8 7.0

5 0 0 0 3 0 0 0 2
100.0 0.0 0.0 0.0 60.0 0.0 0.0 0.0 40.0

166 2 6 6 80 34 22 16 0
100.0 1.2 3.6 3.6 48.2 20.5 13.3 9.6 0.0

28 0 0 1 13 6 5 3 0
100.0 0.0 0.0 3.6 46.4 21.4 17.9 10.7 0.0

26 0 1 1 12 8 4 0 0
100.0 0.0 3.8 3.8 46.2 30.8 15.4 0.0 0.0

53 1 1 2 28 7 8 6 0
100.0 1.9 1.9 3.8 52.8 13.2 15.1 11.3 0.0

9 0 1 0 6 2 0 0 0
100.0 0.0 11.1 0.0 66.7 22.2 0.0 0.0 0.0

9 0 0 0 5 1 1 2 0
100.0 0.0 0.0 0.0 55.6 11.1 11.1 22.2 0.0

9 1 1 1 2 3 0 1 0
100.0 11.1 11.1 11.1 22.2 33.3 0.0 11.1 0.0

29 0 2 1 12 7 4 3 0
100.0 0.0 6.9 3.4 41.4 24.1 13.8 10.3 0.0

3 0 0 0 2 0 0 1 0
100.0 0.0 0.0 0.0 66.7 0.0 0.0 33.3 0.0

12 1 0 0 7 1 3 0 0
100.0 8.3 0.0 0.0 58.3 8.3 25.0 0.0 0.0

全体

性

・

就

労

状

況

別

女

性

女性合計

自営業

企業経営者・役員

常勤の正規社員

派遣社員・契約社員

臨時・非常勤

その他

働いていない

無回答

答えたくない
無回答

その他

働いていない

無回答

男

性

男性合計

自営業

企業経営者・役員

常勤の正規社員

派遣社員・契約社員

臨時・非常勤
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問１：「家庭生活」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性（52.0％）が男性（41.0％）よりも 11.0

ポイント高くなっています。 

 性・年齢別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性 50～59歳（77.8％）で８割近くと

なっています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

（％）

女
性

男
性

47.1

52.0

45.5

52.2

51.4

77.8

37.2

50.0

41.0

30.0

41.2

52.0

34.5

38.9

46.2

19.5

17.9

27.3

8.7

20.0

8.3

18.6

22.2

21.7

15.0

23.5

4.0

37.9

22.2

23.1

17.9

18.4

18.2

30.4

8.6

5.6

30.2

19.4

16.3

30.0

5.9

4.0

17.2

11.1

25.6

5.3

3.1

4.5

0.0

5.7

5.6

2.3

0.0

8.4

20.0

17.6

12.0

3.4

5.6

2.6

9.4

7.1

0.0

8.7

14.3

2.8

9.3

5.6

12.7

5.0

11.8

28.0

6.9

22.2

2.6

0.8

1.5

4.5

0.0

0.0

0.0

2.3

2.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅰ 在住者調査 

性・就労状況別にみると、女性の自営業では「子どもができても、ずっと仕事を続ける方

がよい」と「子どもができたら仕事をやめ、大きくなったら再び仕事を持つ方がよい」が、

その他の就労状況では「子どもができても、ずっと仕事を続ける方がよい」が最も高くなっ

ています。一方、男性では、その他では「子どもができたら仕事をやめ、大きくなったら再

び仕事を持つ方がよい」が、その他の就労状況では「子どもができても、ずっと仕事を続け

る方がよい」が最も高くなっています。 

 

 

▼  他調査（東京都(R2)調査）との比較 

問 14：望ましい女性の働き方 

 
※選択肢の文言は、調査で若干異なる。 

 

 今回調査の「子どもができても、ずっと仕事を続ける方がよい」の割合は、東京都(R2)

調査を 11.0ポイント下回っています。また、今回(R7)調査の「子どもができたら仕事を

やめ、大きくなったら再び仕事を持つ方がよい」は、東京都(R2)調査を 3.6 ポイント下

回っています。 

  

ｎ　

(374)

(1,990)東京都(R2)調査

今回(R7)調査

（％）

女性は仕
事を持た
ない方が

よい

結婚する
までは仕
事を持つ
方がよい

子どもが
できるま
では、仕
事を持つ
方がよい

子どもが
できて

も、ずっ
と仕事を
続ける方
がよい

子どもが
できたら
仕事をや
め、大き
くなった
ら再び仕
事を持つ
方がよい

その他
わからな

い
無回答

0.8

0.3

2.4

2.2

2.7

5.0

48.4

59.4

18.7

22.3

17.1

7.5

7.5

2.6

2.4

0.7
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Ⅰ 在住者調査 

問１：「仕事」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「仕事」の優先度「３」は男性（29.5％）が女性（23.0％）より 6.5ポイン

ト高くなっています。 

性・年齢別にみると、「仕事」の優先度「１」は男性 50～59歳（44.8％）で４割半ばとなっ

ています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

女
性

男
性

（％）

24.3

22.4

22.7

26.1

31.4

25.0

20.9

11.1

25.9

15.0

17.6

36.0

44.8

22.2

17.9

25.1

27.0

45.5

34.8

25.7

22.2

16.3

27.8

23.5

20.0

41.2

28.0

17.2

19.4

23.1

25.9

23.0

18.2

21.7

20.0

25.0

23.3

27.8

29.5

55.0

29.4

16.0

24.1

36.1

23.1

11.0

12.8

9.1

13.0

17.1

13.9

16.3

5.6

8.4

5.0

0.0

12.0

10.3

5.6

12.8

12.0

12.2

4.5

4.3

5.7

11.1

18.6

22.2

12.7

5.0

11.8

8.0

3.4

16.7

23.1

1.6

2.6

0.0

0.0

0.0

2.8

4.7

5.6

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅰ 在住者調査 

性・就労状況別にみると、女性の自営業では「子どもができても、ずっと仕事を続ける方

がよい」と「子どもができたら仕事をやめ、大きくなったら再び仕事を持つ方がよい」が、

その他の就労状況では「子どもができても、ずっと仕事を続ける方がよい」が最も高くなっ

ています。一方、男性では、その他では「子どもができたら仕事をやめ、大きくなったら再

び仕事を持つ方がよい」が、その他の就労状況では「子どもができても、ずっと仕事を続け

る方がよい」が最も高くなっています。 

 

 

▼  他調査（東京都(R2)調査）との比較 

問 14：望ましい女性の働き方 

 
※選択肢の文言は、調査で若干異なる。 

 

 今回調査の「子どもができても、ずっと仕事を続ける方がよい」の割合は、東京都(R2)

調査を 11.0ポイント下回っています。また、今回(R7)調査の「子どもができたら仕事を

やめ、大きくなったら再び仕事を持つ方がよい」は、東京都(R2)調査を 3.6 ポイント下

回っています。 

  

ｎ　

(374)

(1,990)東京都(R2)調査

今回(R7)調査

（％）

女性は仕
事を持た
ない方が

よい

結婚する
までは仕
事を持つ
方がよい

子どもが
できるま
では、仕
事を持つ
方がよい

子どもが
できて

も、ずっ
と仕事を
続ける方
がよい

子どもが
できたら
仕事をや
め、大き
くなった
ら再び仕
事を持つ
方がよい

その他
わからな

い
無回答

0.8

0.3

2.4

2.2

2.7

5.0

48.4

59.4

18.7

22.3

17.1

7.5

7.5

2.6

2.4

0.7
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問 15：女性が働き続けることや再就職の妨げになっていること 

あなたは、女性が結婚（事実婚を含む）や出産しても仕事を持ち続けたり、一度辞めて

から再び仕事を持とうとするときの妨げとして、特にどのようなことがあると思います

か。それぞれについてお答えください。（○は３つまで） 

 

（１）女性が仕事を持ち続けるときの妨げ 

問 15（１）：女性が仕事を持ち続けるときの妨げ 

 

※「仕事に必要な最新の能力を身に付けるのが困難」については、令和元年度調査時は選択肢になかったため、上記の図には掲

載していません。 

  

「子育てと仕事の両立が難しい」（69.5％）が７割で最も多くなっています。次いで「子ども

の預け先（保育園や学童保育など）が確保できない」（33.2％）、「家事と仕事の両立が難しい」

（29.1％）、「長時間労働などで男性が家事・子育てに参画できない」（23.8％）などの順とな

っています。  

子育てと仕事の両立が難しい

子どもの預け先（保育園や学童保育など）が確
保できない

家事と仕事の両立が難しい

長時間労働などで男性が家事・子育てに参画で
きない

介護と仕事の両立が難しい

女性と男性で賃金や職種に差がある

職場に男性中心的な考え方が残っている

家族の協力や理解が得られない

能力や実績が正当に評価されない

仕事に必要な最新の能力を身に付けるのが困難

女性自身の働く意欲が不足している

配偶者・パートナーの転勤

その他

わからない

特にない

無回答

69.5

33.2

29.1

23.8

17.4

16.8

16.6

14.7

10.2

9.6

7.0

7.0

3.7

2.9

1.6

1.3

58.8

48.2

24.6

26.5

17.3

10.1

19.5

10.8

10.4

8.4

8.7

2.7

0.0

1.9

5.5

020406080

66.8

29.6

30.1

24.5

21.4

20.9

19.9

17.9

9.7

13.3

6.6

6.1

4.6

1.5

1.5

2.0

74.1

38.0

27.7

21.7

11.4

13.3

11.4

10.8

10.8

6.0

7.8

8.4

3.0

4.8

1.2

0.6

0 20 40 60 80（％）（％）

全体（n=374） 前回（R元）調査（n=415） 女性（n=196） 男性（n=166）
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問１：「家庭生活」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性（52.0％）が男性（41.0％）よりも 11.0

ポイント高くなっています。 

 性・年齢別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性 50～59歳（77.8％）で８割近くと

なっています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

（％）

女
性

男
性

47.1

52.0

45.5

52.2

51.4

77.8

37.2

50.0

41.0

30.0

41.2

52.0

34.5

38.9

46.2

19.5

17.9

27.3

8.7

20.0

8.3

18.6

22.2

21.7

15.0

23.5

4.0

37.9

22.2

23.1

17.9

18.4

18.2

30.4

8.6

5.6

30.2

19.4

16.3

30.0

5.9

4.0

17.2

11.1

25.6

5.3

3.1

4.5

0.0

5.7

5.6

2.3

0.0

8.4

20.0

17.6

12.0

3.4

5.6

2.6

9.4

7.1

0.0

8.7

14.3

2.8

9.3

5.6

12.7

5.0

11.8

28.0

6.9

22.2

2.6

0.8

1.5

4.5

0.0

0.0

0.0

2.3

2.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅰ 在住者調査 

 前回調査と比較すると、「子どもの預け先（保育園や学童保育など）が確保できない」は 15.0

ポイント減少しています。一方、「子育てと仕事の両立が難しい」は 10.7 ポイント増加して

います。 

 性別にみると、「介護と仕事の両立が難しい」は女性（21.4％）が男性（11.4％）より 10.0

ポイント高くなっています。 

 

問 15（１）：女性が仕事を持ち続けるときの妨げ【性・年齢別】 

 
（※表の上段が人数（人）、下段が割合（％））  

 性・年齢別にみると、男女ともにすべての年齢で「子育てと仕事の両立が難しい」が最も

高くなっています。 

 

 

  

全
体

子

育

て

と

仕

事

の

両

立

が

難

し

い

家

事

と
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介
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の
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立

が

難
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い

女

性

と

男

性

で

賃

金

や

職

種

に

差

が

あ

る

家

族

の

協

力

や

理

解

が

得

ら

れ

な

い 長

時

間

労

働

な

ど

で

男

性

が

家

事

・

子

育

て

に

参

画

で

き

な

い

子

ど

も

の

預

け

先

（
保

育

園

や

学

童

保

育

な

ど

）
が

確

保

で

き

な

い

仕

事

に

必

要

な

最

新

の

能

力

を

身

に

付

け

る

の

が

困

難

能

力

や

実

績

が

正

当

に

評

価

さ

れ

な

い

職

場

に

男

性

中

心

的

な

考

え

方

が

残

っ

て

い

る

女

性

自

身

の

働

く

意

欲

が

不

足

し

て

い

る

配

偶

者

・

パ
ー

ト

ナ
ー

の

転

勤

そ

の

他

わ

か

ら

な

い

特

に

な

い

無

回

答

374 260 109 65 63 55 89 124 36 38 62 26 26 14 11 6 5
100.0 69.5 29.1 17.4 16.8 14.7 23.8 33.2 9.6 10.2 16.6 7.0 7.0 3.7 2.9 1.6 1.3

196 131 59 42 41 35 48 58 26 19 39 13 12 9 3 3 4
100.0 66.8 30.1 21.4 20.9 17.9 24.5 29.6 13.3 9.7 19.9 6.6 6.1 4.6 1.5 1.5 2.0

22 19 7 1 5 1 5 6 5 3 6 0 1 0 1 0 0
100.0 86.4 31.8 4.5 22.7 4.5 22.7 27.3 22.7 13.6 27.3 0.0 4.5 0.0 4.5 0.0 0.0

23 15 8 2 3 2 7 10 2 1 6 2 0 1 2 0 0
100.0 65.2 34.8 8.7 13.0 8.7 30.4 43.5 8.7 4.3 26.1 8.7 0.0 4.3 8.7 0.0 0.0

35 26 11 4 8 8 9 10 4 2 4 2 1 2 0 1 0
100.0 74.3 31.4 11.4 22.9 22.9 25.7 28.6 11.4 5.7 11.4 5.7 2.9 5.7 0.0 2.9 0.0

36 26 13 10 6 9 8 8 4 2 8 1 2 2 0 0 2
100.0 72.2 36.1 27.8 16.7 25.0 22.2 22.2 11.1 5.6 22.2 2.8 5.6 5.6 0.0 0.0 5.6

43 26 11 16 10 8 11 13 4 6 9 7 4 1 0 0 0
100.0 60.5 25.6 37.2 23.3 18.6 25.6 30.2 9.3 14.0 20.9 16.3 9.3 2.3 0.0 0.0 0.0

36 19 9 9 8 7 8 11 7 4 5 1 4 3 0 2 2
100.0 52.8 25.0 25.0 22.2 19.4 22.2 30.6 19.4 11.1 13.9 2.8 11.1 8.3 0.0 5.6 5.6

1 0 0 0 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0
100.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

166 123 46 19 22 18 36 63 10 18 19 13 14 5 8 2 1
100.0 74.1 27.7 11.4 13.3 10.8 21.7 38.0 6.0 10.8 11.4 7.8 8.4 3.0 4.8 1.2 0.6

20 16 8 1 4 2 8 3 0 1 0 0 2 0 1 1 0
100.0 80.0 40.0 5.0 20.0 10.0 40.0 15.0 0.0 5.0 0.0 0.0 10.0 0.0 5.0 5.0 0.0

17 14 7 1 2 2 2 4 1 2 0 4 2 0 0 0 1
100.0 82.4 41.2 5.9 11.8 11.8 11.8 23.5 5.9 11.8 0.0 23.5 11.8 0.0 0.0 0.0 5.9

25 22 7 4 2 7 7 9 2 0 4 0 2 2 0 0 0
100.0 88.0 28.0 16.0 8.0 28.0 28.0 36.0 8.0 0.0 16.0 0.0 8.0 8.0 0.0 0.0 0.0

29 23 6 5 3 2 4 13 0 4 3 5 2 3 0 0 0
100.0 79.3 20.7 17.2 10.3 6.9 13.8 44.8 0.0 13.8 10.3 17.2 6.9 10.3 0.0 0.0 0.0

36 23 9 2 5 4 5 18 6 6 6 3 0 0 4 0 0
100.0 63.9 25.0 5.6 13.9 11.1 13.9 50.0 16.7 16.7 16.7 8.3 0.0 0.0 11.1 0.0 0.0

39 25 9 6 6 1 10 16 1 5 6 1 6 0 3 1 0
100.0 64.1 23.1 15.4 15.4 2.6 25.6 41.0 2.6 12.8 15.4 2.6 15.4 0.0 7.7 2.6 0.0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
12 6 4 4 0 2 5 3 0 1 4 0 0 0 0 1 0

100.0 50.0 33.3 33.3 0.0 16.7 41.7 25.0 0.0 8.3 33.3 0.0 0.0 0.0 0.0 8.3 0.0

全体

性

・

年

齢

別

女

性

女性合計

29歳以下

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

無回答

答えたくない
無回答

70歳以上

無回答

男

性

男性合計

70歳以上

29歳以下

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳
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Ⅰ 在住者調査 

問１：「仕事」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「仕事」の優先度「３」は男性（29.5％）が女性（23.0％）より 6.5ポイン

ト高くなっています。 

性・年齢別にみると、「仕事」の優先度「１」は男性 50～59歳（44.8％）で４割半ばとなっ

ています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

女
性

男
性

（％）

24.3

22.4

22.7

26.1

31.4

25.0

20.9

11.1

25.9

15.0

17.6

36.0

44.8

22.2

17.9

25.1

27.0

45.5

34.8

25.7

22.2

16.3

27.8

23.5

20.0

41.2

28.0

17.2

19.4

23.1

25.9

23.0

18.2

21.7

20.0

25.0

23.3

27.8

29.5

55.0

29.4

16.0

24.1

36.1

23.1

11.0

12.8

9.1

13.0

17.1

13.9

16.3

5.6

8.4

5.0

0.0

12.0

10.3

5.6

12.8

12.0

12.2

4.5

4.3

5.7

11.1

18.6

22.2

12.7

5.0

11.8

8.0

3.4

16.7

23.1

1.6

2.6

0.0

0.0

0.0

2.8

4.7

5.6

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅰ 在住者調査 

 前回調査と比較すると、「子どもの預け先（保育園や学童保育など）が確保できない」は 15.0

ポイント減少しています。一方、「子育てと仕事の両立が難しい」は 10.7 ポイント増加して

います。 

 性別にみると、「介護と仕事の両立が難しい」は女性（21.4％）が男性（11.4％）より 10.0

ポイント高くなっています。 

 

問 15（１）：女性が仕事を持ち続けるときの妨げ【性・年齢別】 

 
（※表の上段が人数（人）、下段が割合（％））  

 性・年齢別にみると、男女ともにすべての年齢で「子育てと仕事の両立が難しい」が最も

高くなっています。 
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職
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女

性

自

身
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足
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い

る
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偶
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ー

の

転
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の
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ら

な

い

特

に

な

い

無

回

答

374 260 109 65 63 55 89 124 36 38 62 26 26 14 11 6 5
100.0 69.5 29.1 17.4 16.8 14.7 23.8 33.2 9.6 10.2 16.6 7.0 7.0 3.7 2.9 1.6 1.3

196 131 59 42 41 35 48 58 26 19 39 13 12 9 3 3 4
100.0 66.8 30.1 21.4 20.9 17.9 24.5 29.6 13.3 9.7 19.9 6.6 6.1 4.6 1.5 1.5 2.0

22 19 7 1 5 1 5 6 5 3 6 0 1 0 1 0 0
100.0 86.4 31.8 4.5 22.7 4.5 22.7 27.3 22.7 13.6 27.3 0.0 4.5 0.0 4.5 0.0 0.0

23 15 8 2 3 2 7 10 2 1 6 2 0 1 2 0 0
100.0 65.2 34.8 8.7 13.0 8.7 30.4 43.5 8.7 4.3 26.1 8.7 0.0 4.3 8.7 0.0 0.0

35 26 11 4 8 8 9 10 4 2 4 2 1 2 0 1 0
100.0 74.3 31.4 11.4 22.9 22.9 25.7 28.6 11.4 5.7 11.4 5.7 2.9 5.7 0.0 2.9 0.0

36 26 13 10 6 9 8 8 4 2 8 1 2 2 0 0 2
100.0 72.2 36.1 27.8 16.7 25.0 22.2 22.2 11.1 5.6 22.2 2.8 5.6 5.6 0.0 0.0 5.6

43 26 11 16 10 8 11 13 4 6 9 7 4 1 0 0 0
100.0 60.5 25.6 37.2 23.3 18.6 25.6 30.2 9.3 14.0 20.9 16.3 9.3 2.3 0.0 0.0 0.0

36 19 9 9 8 7 8 11 7 4 5 1 4 3 0 2 2
100.0 52.8 25.0 25.0 22.2 19.4 22.2 30.6 19.4 11.1 13.9 2.8 11.1 8.3 0.0 5.6 5.6

1 0 0 0 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0
100.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

166 123 46 19 22 18 36 63 10 18 19 13 14 5 8 2 1
100.0 74.1 27.7 11.4 13.3 10.8 21.7 38.0 6.0 10.8 11.4 7.8 8.4 3.0 4.8 1.2 0.6

20 16 8 1 4 2 8 3 0 1 0 0 2 0 1 1 0
100.0 80.0 40.0 5.0 20.0 10.0 40.0 15.0 0.0 5.0 0.0 0.0 10.0 0.0 5.0 5.0 0.0

17 14 7 1 2 2 2 4 1 2 0 4 2 0 0 0 1
100.0 82.4 41.2 5.9 11.8 11.8 11.8 23.5 5.9 11.8 0.0 23.5 11.8 0.0 0.0 0.0 5.9

25 22 7 4 2 7 7 9 2 0 4 0 2 2 0 0 0
100.0 88.0 28.0 16.0 8.0 28.0 28.0 36.0 8.0 0.0 16.0 0.0 8.0 8.0 0.0 0.0 0.0

29 23 6 5 3 2 4 13 0 4 3 5 2 3 0 0 0
100.0 79.3 20.7 17.2 10.3 6.9 13.8 44.8 0.0 13.8 10.3 17.2 6.9 10.3 0.0 0.0 0.0

36 23 9 2 5 4 5 18 6 6 6 3 0 0 4 0 0
100.0 63.9 25.0 5.6 13.9 11.1 13.9 50.0 16.7 16.7 16.7 8.3 0.0 0.0 11.1 0.0 0.0

39 25 9 6 6 1 10 16 1 5 6 1 6 0 3 1 0
100.0 64.1 23.1 15.4 15.4 2.6 25.6 41.0 2.6 12.8 15.4 2.6 15.4 0.0 7.7 2.6 0.0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
12 6 4 4 0 2 5 3 0 1 4 0 0 0 0 1 0

100.0 50.0 33.3 33.3 0.0 16.7 41.7 25.0 0.0 8.3 33.3 0.0 0.0 0.0 0.0 8.3 0.0

全体

性

・

年

齢

別

女

性

女性合計

29歳以下

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

無回答

答えたくない
無回答

70歳以上

無回答

男

性

男性合計

70歳以上

29歳以下

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

 

 91 

   

第
１
章 

調
査
の
概
要 

   

第
２
章 

調
査
結
果
の
概
要 

   

第
３
章 

調
査
結
果
の
分
析 

Ⅰ 在住者調査 

   

第
４
章 

資
料 

問 15（１）：女性が仕事を持ち続けるときの妨げ【性・就労状況別】 

 
（※表の上段が人数（人）、下段が割合（％））  

 性・就労状況別にみると、男女ともに自営業、企業経営者・役員、常勤の正規社員、派遣

社員・契約社員、臨時・非常勤では「子育てと仕事の両立が難しい」が最も高くなっていま

す。 
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差

が

あ

る

家

族

の

協

力

や

理

解

が

得

ら

れ

な

い

長

時

間

労

働

な

ど

で

男

性

が

家

事

・

子

育

て

に

参

画

で

き

な

い

子

ど

も

の

預

け

先

（
保

育

園

や

学

童

保

育

な

ど

）
が

確

保

で

き

な

い

仕

事

に

必

要

な

最

新

の

能

力

を

身

に

付

け

る

の

が

困

難

能

力

や

実

績

が

正

当

に

評

価

さ

れ

な

い 職

場

に

男

性

中

心

的

な

考

え

方

が

残

っ

て

い

る

女

性

自

身

の

働

く

意

欲

が

不

足

し

て

い

る

配

偶

者

・

パ
ー

ト

ナ
ー

の

転

勤

そ

の

他

わ

か

ら

な

い

特

に

な

い

無

回

答

374 260 109 65 63 55 89 124 36 38 62 26 26 14 11 6 5
100.0 69.5 29.1 17.4 16.8 14.7 23.8 33.2 9.6 10.2 16.6 7.0 7.0 3.7 2.9 1.6 1.3

196 131 59 42 41 35 48 58 26 19 39 13 12 9 3 3 4
100.0 66.8 30.1 21.4 20.9 17.9 24.5 29.6 13.3 9.7 19.9 6.6 6.1 4.6 1.5 1.5 2.0

18 11 7 6 4 4 4 5 1 2 4 0 0 1 0 2 0
100.0 61.1 38.9 33.3 22.2 22.2 22.2 27.8 5.6 11.1 22.2 0.0 0.0 5.6 0.0 11.1 0.0

8 6 3 4 1 1 3 0 1 1 0 1 0 0 0 0 0
100.0 75.0 37.5 50.0 12.5 12.5 37.5 0.0 12.5 12.5 0.0 12.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

64 42 17 7 14 9 17 20 12 3 13 7 1 2 3 1 0
100.0 65.6 26.6 10.9 21.9 14.1 26.6 31.3 18.8 4.7 20.3 10.9 1.6 3.1 4.7 1.6 0.0

15 11 2 3 2 3 2 9 2 1 5 1 1 1 0 0 0
100.0 73.3 13.3 20.0 13.3 20.0 13.3 60.0 13.3 6.7 33.3 6.7 6.7 6.7 0.0 0.0 0.0

23 12 4 3 6 3 2 8 3 4 4 2 0 0 0 0 2
100.0 52.2 17.4 13.0 26.1 13.0 8.7 34.8 13.0 17.4 17.4 8.7 0.0 0.0 0.0 0.0 8.7

6 4 0 1 3 1 4 1 0 1 2 0 1 0 0 0 0
100.0 66.7 0.0 16.7 50.0 16.7 66.7 16.7 0.0 16.7 33.3 0.0 16.7 0.0 0.0 0.0 0.0

57 44 24 18 11 11 15 13 6 7 11 2 8 5 0 0 1
100.0 77.2 42.1 31.6 19.3 19.3 26.3 22.8 10.5 12.3 19.3 3.5 14.0 8.8 0.0 0.0 1.8

5 1 2 0 0 3 1 2 1 0 0 0 1 0 0 0 1
100.0 20.0 40.0 0.0 0.0 60.0 20.0 40.0 20.0 0.0 0.0 0.0 20.0 0.0 0.0 0.0 20.0

166 123 46 19 22 18 36 63 10 18 19 13 14 5 8 2 1
100.0 74.1 27.7 11.4 13.3 10.8 21.7 38.0 6.0 10.8 11.4 7.8 8.4 3.0 4.8 1.2 0.6

28 20 6 3 3 0 5 10 2 2 4 4 3 0 2 1 1
100.0 71.4 21.4 10.7 10.7 0.0 17.9 35.7 7.1 7.1 14.3 14.3 10.7 0.0 7.1 3.6 3.6

26 21 9 1 3 6 5 10 1 4 3 4 1 2 0 0 0
100.0 80.8 34.6 3.8 11.5 23.1 19.2 38.5 3.8 15.4 11.5 15.4 3.8 7.7 0.0 0.0 0.0

53 43 14 9 5 8 12 22 4 3 3 3 5 3 1 1 0
100.0 81.1 26.4 17.0 9.4 15.1 22.6 41.5 7.5 5.7 5.7 5.7 9.4 5.7 1.9 1.9 0.0

9 8 5 0 1 1 0 5 0 1 1 0 0 0 1 0 0
100.0 88.9 55.6 0.0 11.1 11.1 0.0 55.6 0.0 11.1 11.1 0.0 0.0 0.0 11.1 0.0 0.0

9 7 4 2 0 0 1 4 0 1 1 0 1 0 0 0 0
100.0 77.8 44.4 22.2 0.0 0.0 11.1 44.4 0.0 11.1 11.1 0.0 11.1 0.0 0.0 0.0 0.0

9 7 2 1 2 0 3 2 0 2 2 1 1 0 1 0 0
100.0 77.8 22.2 11.1 22.2 0.0 33.3 22.2 0.0 22.2 22.2 11.1 11.1 0.0 11.1 0.0 0.0

29 17 6 3 7 3 9 9 3 4 4 1 3 0 2 0 0
100.0 58.6 20.7 10.3 24.1 10.3 31.0 31.0 10.3 13.8 13.8 3.4 10.3 0.0 6.9 0.0 0.0

3 0 0 0 1 0 1 1 0 1 1 0 0 0 1 0 0
100.0 0.0 0.0 0.0 33.3 0.0 33.3 33.3 0.0 33.3 33.3 0.0 0.0 0.0 33.3 0.0 0.0

12 6 4 4 0 2 5 3 0 1 4 0 0 0 0 1 0
100.0 50.0 33.3 33.3 0.0 16.7 41.7 25.0 0.0 8.3 33.3 0.0 0.0 0.0 0.0 8.3 0.0

全体

性

・

就

労

状

況

別

女

性

女性合計

自営業

企業経営者・役員

常勤の正規社員

派遣社員・契約社員

臨時・非常勤

その他

働いていない

無回答

答えたくない
無回答

その他

働いていない

無回答

男

性

男性合計

自営業

企業経営者・役員

常勤の正規社員

派遣社員・契約社員

臨時・非常勤
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料 

問１：「家庭生活」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性（52.0％）が男性（41.0％）よりも 11.0

ポイント高くなっています。 

 性・年齢別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性 50～59歳（77.8％）で８割近くと

なっています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

（％）

女
性

男
性

47.1

52.0

45.5

52.2

51.4

77.8

37.2

50.0

41.0

30.0

41.2

52.0

34.5

38.9

46.2

19.5

17.9

27.3

8.7

20.0

8.3

18.6

22.2

21.7

15.0

23.5

4.0

37.9

22.2

23.1

17.9

18.4

18.2

30.4

8.6

5.6

30.2

19.4

16.3

30.0

5.9

4.0

17.2

11.1

25.6

5.3

3.1

4.5

0.0

5.7

5.6

2.3

0.0

8.4

20.0

17.6

12.0

3.4

5.6

2.6

9.4

7.1

0.0

8.7

14.3

2.8

9.3

5.6

12.7

5.0

11.8

28.0

6.9

22.2

2.6

0.8

1.5

4.5

0.0

0.0

0.0

2.3

2.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅰ 在住者調査 

問 15（１）：女性が仕事を持ち続けるときの妨げ【従業員規模別】 

 
（※表の上段が人数（人）、下段が割合（％））          

 従業員規模別にみると、すべての規模で「子育てと仕事の両立が難しい」が最も高くなっ

ています。 

 

 

全
体

子

育

て

と

仕

事

の

両

立

が

難

し

い

家

事

と

仕

事

の

両

立

が

難

し

い 介

護

と

仕

事

の

両

立

が

難

し

い 女

性

と

男

性

で

賃

金

や

職

種

に

差

が

あ

る

家

族

の

協

力

や

理

解

が

得

ら

れ

な

い

長

時

間

労

働

な

ど

で

男

性

が

家

事

・

子

育

て

に

参

画

で

き

な

い

子

ど

も

の

預

け

先

（
保

育

園

や

学

童

保

育

な

ど

）
が

確

保

で

き

な

い

仕

事

に

必

要

な

最

新

の

能

力

を

身

に

付

け

る

の

が

困

難

194 140 55 27 31 31 39 74 20
100.0 72.2 28.4 13.9 16.0 16.0 20.1 38.1 10.3

43 33 8 6 7 10 9 13 3

100.0 76.7 18.6 14.0 16.3 23.3 20.9 30.2 7.0

34 21 12 4 6 4 3 11 3

100.0 61.8 35.3 11.8 17.6 11.8 8.8 32.4 8.8

48 39 22 7 8 5 9 23 3

100.0 81.3 45.8 14.6 16.7 10.4 18.8 47.9 6.3

67 46 13 10 9 12 18 27 10

100.0 68.7 19.4 14.9 13.4 17.9 26.9 40.3 14.9

2 1 0 0 1 0 0 0 1
100.0 50.0 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0 50.0

全
体

能

力

や

実

績

が

正

当

に

評

価

さ

れ

な

い

職

場

に

男

性

中

心

的

な

考

え

方

が

残

っ

て

い

る

女

性

自

身

の

働

く

意

欲

が

不

足

し

て

い

る

配

偶

者

・

パ
ー

ト

ナ
ー

の

転

勤 そ

の

他

わ

か

ら

な

い

特

に

な

い

無

回

答

194 18 27 17 9 8 4 2 2
100.0 9.3 13.9 8.8 4.6 4.1 2.1 1.0 1.0

43 4 8 4 3 2 0 0 0
100.0 9.3 18.6 9.3 7.0 4.7 0.0 0.0 0.0

34 5 5 5 0 0 2 0 1
100.0 14.7 14.7 14.7 0.0 0.0 5.9 0.0 2.9

48 4 6 4 2 1 0 0 0
100.0 8.3 12.5 8.3 4.2 2.1 0.0 0.0 0.0

67 5 8 4 4 5 2 2 0
100.0 7.5 11.9 6.0 6.0 7.5 3.0 3.0 0.0

2 0 0 0 0 0 0 0 1
100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0

全体

従

業

員

規

模

別

20人以下

21～100人

101～1,000人

1，001人以上

無回答

全体

従

業

員

規

模

別

20人以下

21～100人

101～1,000人

1，001人以上

無回答

 

 38 

Ⅰ 在住者調査 

問１：「仕事」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「仕事」の優先度「３」は男性（29.5％）が女性（23.0％）より 6.5ポイン

ト高くなっています。 

性・年齢別にみると、「仕事」の優先度「１」は男性 50～59歳（44.8％）で４割半ばとなっ

ています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

女
性

男
性

（％）

24.3

22.4

22.7

26.1

31.4

25.0

20.9

11.1

25.9

15.0

17.6

36.0

44.8

22.2

17.9

25.1

27.0

45.5

34.8

25.7

22.2

16.3

27.8

23.5

20.0

41.2

28.0

17.2

19.4

23.1

25.9

23.0

18.2

21.7

20.0

25.0

23.3

27.8

29.5

55.0

29.4

16.0

24.1

36.1

23.1

11.0

12.8

9.1

13.0

17.1

13.9

16.3

5.6

8.4

5.0

0.0

12.0

10.3

5.6

12.8

12.0

12.2

4.5

4.3

5.7

11.1

18.6

22.2

12.7

5.0

11.8

8.0

3.4

16.7

23.1

1.6

2.6

0.0

0.0

0.0

2.8

4.7

5.6

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅰ 在住者調査 

問 15（１）：女性が仕事を持ち続けるときの妨げ【従業員規模別】 

 
（※表の上段が人数（人）、下段が割合（％））          

 従業員規模別にみると、すべての規模で「子育てと仕事の両立が難しい」が最も高くなっ

ています。 

 

 

全
体

子

育

て

と

仕

事

の

両

立

が

難

し

い

家

事

と

仕

事

の

両

立

が

難

し

い 介

護

と

仕

事

の

両

立

が

難

し

い 女

性

と

男

性

で

賃

金

や

職

種

に

差

が

あ

る

家

族

の

協

力

や

理

解

が

得

ら

れ

な

い

長

時

間

労

働

な

ど

で

男

性

が

家

事

・

子

育

て

に

参

画

で

き

な

い

子

ど

も

の

預

け

先

（
保

育

園

や

学

童

保

育

な

ど

）
が

確

保

で

き

な

い

仕

事

に

必

要

な

最

新

の

能

力

を

身

に

付

け

る

の

が

困

難

194 140 55 27 31 31 39 74 20
100.0 72.2 28.4 13.9 16.0 16.0 20.1 38.1 10.3

43 33 8 6 7 10 9 13 3

100.0 76.7 18.6 14.0 16.3 23.3 20.9 30.2 7.0

34 21 12 4 6 4 3 11 3

100.0 61.8 35.3 11.8 17.6 11.8 8.8 32.4 8.8

48 39 22 7 8 5 9 23 3

100.0 81.3 45.8 14.6 16.7 10.4 18.8 47.9 6.3

67 46 13 10 9 12 18 27 10

100.0 68.7 19.4 14.9 13.4 17.9 26.9 40.3 14.9

2 1 0 0 1 0 0 0 1
100.0 50.0 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0 50.0

全
体

能

力

や

実

績

が

正

当

に

評

価

さ

れ

な

い

職

場

に

男

性

中

心

的

な

考

え

方

が

残

っ

て

い

る

女

性

自

身

の

働

く

意

欲

が

不

足

し

て

い

る

配

偶

者

・

パ
ー

ト

ナ
ー

の

転

勤 そ

の

他

わ

か

ら

な

い

特

に

な

い

無

回

答

194 18 27 17 9 8 4 2 2
100.0 9.3 13.9 8.8 4.6 4.1 2.1 1.0 1.0

43 4 8 4 3 2 0 0 0
100.0 9.3 18.6 9.3 7.0 4.7 0.0 0.0 0.0

34 5 5 5 0 0 2 0 1
100.0 14.7 14.7 14.7 0.0 0.0 5.9 0.0 2.9

48 4 6 4 2 1 0 0 0
100.0 8.3 12.5 8.3 4.2 2.1 0.0 0.0 0.0

67 5 8 4 4 5 2 2 0
100.0 7.5 11.9 6.0 6.0 7.5 3.0 3.0 0.0

2 0 0 0 0 0 0 0 1
100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0

全体

従

業

員

規

模

別

20人以下

21～100人

101～1,000人

1，001人以上

無回答

全体

従

業

員

規

模

別

20人以下

21～100人

101～1,000人

1，001人以上

無回答
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（２）一度辞めた女性が再び仕事を持とうとするときの妨げ 

問 15（２）：一度辞めた女性が再び仕事を持とうとするときの妨げ 

 

「子育てと仕事の両立が難しい」（45.5％）が４割半ばで最も多くなっています。次いで「子

どもの預け先（保育園や学童保育など）が確保できない」（34.8％）、「一度仕事を辞めた女性

を採用する事業所が少ない」（25.7％）、「家事と仕事の両立が難しい」（21.1％）などの順と

なっています。 

 前回調査と比較すると、「一度仕事を辞めた女性を採用する事業所が少ない」は 8.0ポイン

ト減少しています。  

  

子育てと仕事の両立が難しい

子どもの預け先（保育園や学童保育など）が確
保できない

一度仕事を辞めた女性を採用する事業所が少な
い

家事と仕事の両立が難しい

長時間労働などで男性が家事・子育てに参画で
きない

仕事に必要な最新の能力を身に付けるのが困難

能力や実績が正当に評価されない

家族の協力や理解が得られない

女性と男性で賃金や職種に差がある

職場に男性中心的な考え方が残っている

介護と仕事の両立が難しい

女性自身の働く意欲が不足している

配偶者・パートナーの転勤

その他

わからない

特にない

無回答

45.5

34.8

25.7

21.1

17.9

17.6

16.0

13.9

13.4

11.0

10.2

8.3

4.8

2.7

4.8

2.4

1.9

39.8

39.8

33.7

18.3

18.6

17.1

16.1

10.6

7.0

10.4

14.2

9.6

3.9

1.7

2.7

5.5

0204060

43.4

33.7

27.6

19.4

20.4

20.9

17.9

17.3

15.8

12.8

13.3

6.6

5.1

3.6

4.1

2.0

2.0

48.8

36.7

24.1

23.5

16.3

13.3

13.9

9.6

10.8

7.8

6.6

9.6

4.2

1.8

6.0

2.4

1.2

0 20 40 60（％）（％）

全体（n=374） 前回（R元）調査（n=415） 女性（n=196） 男性（n=166）
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料 

問１：「家庭生活」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性（52.0％）が男性（41.0％）よりも 11.0

ポイント高くなっています。 

 性・年齢別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性 50～59歳（77.8％）で８割近くと

なっています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

（％）

女
性

男
性

47.1

52.0

45.5

52.2

51.4

77.8

37.2

50.0

41.0

30.0

41.2

52.0

34.5

38.9

46.2

19.5

17.9

27.3

8.7

20.0

8.3

18.6

22.2

21.7

15.0

23.5

4.0

37.9

22.2

23.1

17.9

18.4

18.2

30.4

8.6

5.6

30.2

19.4

16.3

30.0

5.9

4.0

17.2

11.1

25.6

5.3

3.1

4.5

0.0

5.7

5.6

2.3

0.0

8.4

20.0

17.6

12.0

3.4

5.6

2.6

9.4

7.1

0.0

8.7

14.3

2.8

9.3

5.6

12.7

5.0

11.8

28.0

6.9

22.2

2.6

0.8

1.5

4.5

0.0

0.0

0.0

2.3

2.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅰ 在住者調査 

性別にみると、「家族の協力や理解が得られない」は女性（17.3％）が男性（9.6％）より

7.7 ポイント、「仕事に必要な最新の能力を身に付けるのが困難」は女性（20.9％）が男性

（13.3％）より 7.6ポイント高くなっています。 

問 15（２）：一度辞めた女性が再び仕事を持とうとするときの妨げ【性・年齢別】 

 
（※表の上段が人数（人）、下段が割合（％））  

 性・年齢別にみると、男女ともに 59 歳以下、70 歳以上では「子育てと仕事の両立が難し

い」が、60～69歳では「子どもの預け先（保育園や学童保育など）が確保できない」が最も

高くなっています。 

  

全
体

子

育

て

と

仕

事

の

両

立

が

難

し

い

家

事

と

仕

事

の

両

立

が

難

し

い

介

護

と

仕

事

の

両

立

が

難

し

い

女

性

と

男

性

で

賃

金

や

職

種

に

差

が

あ

る

家

族

の

協

力

や

理

解

が

得

ら

れ

な

い 長

時

間

労

働

な

ど

で

男

性

が

家

事

・

子

育

て

に

参

画

で

き

な

い

子

ど

も

の

預

け

先

（
保

育

園

や

学

童

保

育

な

ど

）
が

確

保

で

き

な

い

一

度

仕

事

を

辞

め

た

女

性

を

採

用

す

る

事

業

所

が

少

な

い

能

力

や

実

績

が

正

当

に

評

価

さ

れ

な

い

職

場

に

男

性

中

心

的

な

考

え

方

が

残

っ

て

い

る

仕

事

に

必

要

な

最

新

の

能

力

を

身

に

付

け

る

の

が

困

難

女

性

自

身

の

働

く

意

欲

が

不

足

し

て

い

る

配

偶

者

・

パ
ー

ト

ナ
ー

の

転

勤

そ

の

他

わ

か

ら

な

い

特

に

な

い

無

回

答

374 170 79 38 50 52 67 130 96 60 41 66 31 18 10 18 9 7
100.0 45.5 21.1 10.2 13.4 13.9 17.9 34.8 25.7 16.0 11.0 17.6 8.3 4.8 2.7 4.8 2.4 1.9

196 85 38 26 31 34 40 66 54 35 25 41 13 10 7 8 4 4
100.0 43.4 19.4 13.3 15.8 17.3 20.4 33.7 27.6 17.9 12.8 20.9 6.6 5.1 3.6 4.1 2.0 2.0

22 11 4 0 4 4 1 10 6 7 5 3 1 0 0 1 0 0
100.0 50.0 18.2 0.0 18.2 18.2 4.5 45.5 27.3 31.8 22.7 13.6 4.5 0.0 0.0 4.5 0.0 0.0

23 11 6 1 2 3 9 9 7 2 2 4 4 0 0 2 0 0
100.0 47.8 26.1 4.3 8.7 13.0 39.1 39.1 30.4 8.7 8.7 17.4 17.4 0.0 0.0 8.7 0.0 0.0

35 18 7 4 7 5 7 10 11 5 1 11 4 1 3 1 1 0
100.0 51.4 20.0 11.4 20.0 14.3 20.0 28.6 31.4 14.3 2.9 31.4 11.4 2.9 8.6 2.9 2.9 0.0

36 16 10 7 5 9 6 9 8 5 7 9 1 2 1 0 0 2
100.0 44.4 27.8 19.4 13.9 25.0 16.7 25.0 22.2 13.9 19.4 25.0 2.8 5.6 2.8 0.0 0.0 5.6

43 16 6 7 6 7 9 19 14 11 7 9 2 3 2 1 1 0
100.0 37.2 14.0 16.3 14.0 16.3 20.9 44.2 32.6 25.6 16.3 20.9 4.7 7.0 4.7 2.3 2.3 0.0

36 13 5 7 6 6 8 9 8 4 2 5 1 4 1 3 2 2
100.0 36.1 13.9 19.4 16.7 16.7 22.2 25.0 22.2 11.1 5.6 13.9 2.8 11.1 2.8 8.3 5.6 5.6

1 0 0 0 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0
100.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

166 81 39 11 18 16 27 61 40 23 13 22 16 7 3 10 4 2
100.0 48.8 23.5 6.6 10.8 9.6 16.3 36.7 24.1 13.9 7.8 13.3 9.6 4.2 1.8 6.0 2.4 1.2

20 8 5 0 3 2 3 3 7 3 0 4 2 0 0 1 1 1
100.0 40.0 25.0 0.0 15.0 10.0 15.0 15.0 35.0 15.0 0.0 20.0 10.0 0.0 0.0 5.0 5.0 5.0

17 12 5 0 1 3 3 6 0 3 0 2 3 0 0 1 0 1
100.0 70.6 29.4 0.0 5.9 17.6 17.6 35.3 0.0 17.6 0.0 11.8 17.6 0.0 0.0 5.9 0.0 5.9

25 16 9 0 0 5 4 9 5 2 4 2 2 3 1 0 0 0
100.0 64.0 36.0 0.0 0.0 20.0 16.0 36.0 20.0 8.0 16.0 8.0 8.0 12.0 4.0 0.0 0.0 0.0

29 17 5 4 0 1 5 14 8 2 3 3 4 1 2 0 1 0
100.0 58.6 17.2 13.8 0.0 3.4 17.2 48.3 27.6 6.9 10.3 10.3 13.8 3.4 6.9 0.0 3.4 0.0

36 11 5 2 7 2 6 18 13 8 1 7 2 1 0 4 1 0
100.0 30.6 13.9 5.6 19.4 5.6 16.7 50.0 36.1 22.2 2.8 19.4 5.6 2.8 0.0 11.1 2.8 0.0

39 17 10 5 7 3 6 11 7 5 5 4 3 2 0 4 1 0
100.0 43.6 25.6 12.8 17.9 7.7 15.4 28.2 17.9 12.8 12.8 10.3 7.7 5.1 0.0 10.3 2.6 0.0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
12 4 2 1 1 2 0 3 2 2 3 3 2 1 0 0 1 1

100.0 33.3 16.7 8.3 8.3 16.7 0.0 25.0 16.7 16.7 25.0 25.0 16.7 8.3 0.0 0.0 8.3 8.3

70歳以上

29歳以下

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

全体

性

・

年

齢

別

女

性

女性合計

29歳以下

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

無回答

答えたくない
無回答

70歳以上

無回答

男

性

男性合計
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Ⅰ 在住者調査 

問１：「仕事」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「仕事」の優先度「３」は男性（29.5％）が女性（23.0％）より 6.5ポイン

ト高くなっています。 

性・年齢別にみると、「仕事」の優先度「１」は男性 50～59歳（44.8％）で４割半ばとなっ

ています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

女
性

男
性

（％）

24.3

22.4

22.7

26.1

31.4

25.0

20.9

11.1

25.9

15.0

17.6

36.0

44.8

22.2

17.9

25.1

27.0

45.5

34.8

25.7

22.2

16.3

27.8

23.5

20.0

41.2

28.0

17.2

19.4

23.1

25.9

23.0

18.2

21.7

20.0

25.0

23.3

27.8

29.5

55.0

29.4

16.0

24.1

36.1

23.1

11.0

12.8

9.1

13.0

17.1

13.9

16.3

5.6

8.4

5.0

0.0

12.0

10.3

5.6

12.8

12.0

12.2

4.5

4.3

5.7

11.1

18.6

22.2

12.7

5.0

11.8

8.0

3.4

16.7

23.1

1.6

2.6

0.0

0.0

0.0

2.8

4.7

5.6

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅰ 在住者調査 

性別にみると、「家族の協力や理解が得られない」は女性（17.3％）が男性（9.6％）より

7.7 ポイント、「仕事に必要な最新の能力を身に付けるのが困難」は女性（20.9％）が男性

（13.3％）より 7.6ポイント高くなっています。 

問 15（２）：一度辞めた女性が再び仕事を持とうとするときの妨げ【性・年齢別】 

 
（※表の上段が人数（人）、下段が割合（％））  

 性・年齢別にみると、男女ともに 59 歳以下、70 歳以上では「子育てと仕事の両立が難し

い」が、60～69歳では「子どもの預け先（保育園や学童保育など）が確保できない」が最も

高くなっています。 

  

全
体

子

育

て

と

仕

事

の

両

立

が

難

し

い

家

事

と

仕

事
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立
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難
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介
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と
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事

の
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立

が

難
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い

女

性
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男

性

で

賃

金

や
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種

に

差

が

あ

る

家

族

の

協

力

や

理

解

が

得

ら

れ

な

い 長

時

間

労

働

な

ど

で

男

性

が

家

事

・

子

育

て

に

参

画

で

き

な

い

子

ど

も

の

預

け

先

（
保

育

園

や

学

童

保

育

な

ど

）
が

確

保

で

き

な

い

一

度

仕

事

を

辞

め

た

女

性

を

採

用

す

る

事

業

所

が

少

な

い

能

力

や

実

績

が

正

当

に

評

価

さ

れ

な

い

職

場

に

男

性

中

心

的

な

考

え

方

が

残

っ

て

い

る

仕

事

に

必

要

な

最

新

の

能

力

を

身

に

付

け

る

の

が

困

難

女

性

自

身

の

働

く

意

欲

が

不

足

し

て

い

る

配

偶

者

・

パ
ー

ト

ナ
ー

の

転

勤

そ

の

他

わ

か

ら

な

い

特

に

な

い

無

回

答

374 170 79 38 50 52 67 130 96 60 41 66 31 18 10 18 9 7
100.0 45.5 21.1 10.2 13.4 13.9 17.9 34.8 25.7 16.0 11.0 17.6 8.3 4.8 2.7 4.8 2.4 1.9

196 85 38 26 31 34 40 66 54 35 25 41 13 10 7 8 4 4
100.0 43.4 19.4 13.3 15.8 17.3 20.4 33.7 27.6 17.9 12.8 20.9 6.6 5.1 3.6 4.1 2.0 2.0

22 11 4 0 4 4 1 10 6 7 5 3 1 0 0 1 0 0
100.0 50.0 18.2 0.0 18.2 18.2 4.5 45.5 27.3 31.8 22.7 13.6 4.5 0.0 0.0 4.5 0.0 0.0

23 11 6 1 2 3 9 9 7 2 2 4 4 0 0 2 0 0
100.0 47.8 26.1 4.3 8.7 13.0 39.1 39.1 30.4 8.7 8.7 17.4 17.4 0.0 0.0 8.7 0.0 0.0

35 18 7 4 7 5 7 10 11 5 1 11 4 1 3 1 1 0
100.0 51.4 20.0 11.4 20.0 14.3 20.0 28.6 31.4 14.3 2.9 31.4 11.4 2.9 8.6 2.9 2.9 0.0

36 16 10 7 5 9 6 9 8 5 7 9 1 2 1 0 0 2
100.0 44.4 27.8 19.4 13.9 25.0 16.7 25.0 22.2 13.9 19.4 25.0 2.8 5.6 2.8 0.0 0.0 5.6

43 16 6 7 6 7 9 19 14 11 7 9 2 3 2 1 1 0
100.0 37.2 14.0 16.3 14.0 16.3 20.9 44.2 32.6 25.6 16.3 20.9 4.7 7.0 4.7 2.3 2.3 0.0

36 13 5 7 6 6 8 9 8 4 2 5 1 4 1 3 2 2
100.0 36.1 13.9 19.4 16.7 16.7 22.2 25.0 22.2 11.1 5.6 13.9 2.8 11.1 2.8 8.3 5.6 5.6

1 0 0 0 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0
100.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

166 81 39 11 18 16 27 61 40 23 13 22 16 7 3 10 4 2
100.0 48.8 23.5 6.6 10.8 9.6 16.3 36.7 24.1 13.9 7.8 13.3 9.6 4.2 1.8 6.0 2.4 1.2

20 8 5 0 3 2 3 3 7 3 0 4 2 0 0 1 1 1
100.0 40.0 25.0 0.0 15.0 10.0 15.0 15.0 35.0 15.0 0.0 20.0 10.0 0.0 0.0 5.0 5.0 5.0

17 12 5 0 1 3 3 6 0 3 0 2 3 0 0 1 0 1
100.0 70.6 29.4 0.0 5.9 17.6 17.6 35.3 0.0 17.6 0.0 11.8 17.6 0.0 0.0 5.9 0.0 5.9

25 16 9 0 0 5 4 9 5 2 4 2 2 3 1 0 0 0
100.0 64.0 36.0 0.0 0.0 20.0 16.0 36.0 20.0 8.0 16.0 8.0 8.0 12.0 4.0 0.0 0.0 0.0

29 17 5 4 0 1 5 14 8 2 3 3 4 1 2 0 1 0
100.0 58.6 17.2 13.8 0.0 3.4 17.2 48.3 27.6 6.9 10.3 10.3 13.8 3.4 6.9 0.0 3.4 0.0

36 11 5 2 7 2 6 18 13 8 1 7 2 1 0 4 1 0
100.0 30.6 13.9 5.6 19.4 5.6 16.7 50.0 36.1 22.2 2.8 19.4 5.6 2.8 0.0 11.1 2.8 0.0

39 17 10 5 7 3 6 11 7 5 5 4 3 2 0 4 1 0
100.0 43.6 25.6 12.8 17.9 7.7 15.4 28.2 17.9 12.8 12.8 10.3 7.7 5.1 0.0 10.3 2.6 0.0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
12 4 2 1 1 2 0 3 2 2 3 3 2 1 0 0 1 1

100.0 33.3 16.7 8.3 8.3 16.7 0.0 25.0 16.7 16.7 25.0 25.0 16.7 8.3 0.0 0.0 8.3 8.3

70歳以上

29歳以下

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

全体

性

・

年

齢

別

女

性

女性合計

29歳以下

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

無回答

答えたくない
無回答

70歳以上

無回答

男

性

男性合計
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料 

問 15（２）：一度辞めた女性が再び仕事を持とうとするときの妨げ【性・就労状況別】 

 
（※表の上段が人数（人）、下段が割合（％））  

性・就労状況別でみると、女性の自営業、企業経営者・役員では「子育てと仕事の両立が

難しい」が、常勤の正規社員では「子育てと仕事の両立が難しい」と「子どもの預け先（保

育園や学童保育など）が確保できない」が、派遣社員・契約社員では「子どもの預け先（保

育園や学童保育など）が確保できない」が、臨時・非常勤では「長時間労働などで男性が家

事・子育てに参画できない」が最も高くなっています。一方、男性の自営業、常勤の正規社

員、臨時・非常勤では「子育てと仕事の両立が難しい」が、企業経営者・役員では「子育て

と仕事の両立が難しい」と「子どもの預け先（保育園や学童保育など）が確保できない」

が、派遣社員・契約社員では「子どもの預け先（保育園や学童保育など）が確保できない」

が最も高くなっています。 
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が
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介
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が
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を
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事

業

所

が

少

な

い

能

力

や

実

績

が

正

当

に

評

価

さ

れ

な

い 職

場

に

男

性

中

心

的

な

考

え

方

が

残

っ

て

い

る

仕

事

に

必

要

な

最

新

の

能

力

を

身

に

付

け

る

の

が

困

難

女

性

自

身

の

働

く

意

欲

が

不

足

し

て

い

る

配

偶

者

・

パ
ー

ト

ナ
ー

の

転

勤

そ

の

他

わ

か

ら

な

い

特

に

な

い

無

回

答

374 170 79 38 50 52 67 130 96 60 41 66 31 18 10 18 9 7
100.0 45.5 21.1 10.2 13.4 13.9 17.9 34.8 25.7 16.0 11.0 17.6 8.3 4.8 2.7 4.8 2.4 1.9

196 85 38 26 31 34 40 66 54 35 25 41 13 10 7 8 4 4
100.0 43.4 19.4 13.3 15.8 17.3 20.4 33.7 27.6 17.9 12.8 20.9 6.6 5.1 3.6 4.1 2.0 2.0

18 10 6 4 2 3 0 7 5 5 3 2 0 0 0 1 2 0
100.0 55.6 33.3 22.2 11.1 16.7 0.0 38.9 27.8 27.8 16.7 11.1 0.0 0.0 0.0 5.6 11.1 0.0

8 4 3 3 0 2 3 1 0 1 1 1 0 0 1 0 0 0
100.0 50.0 37.5 37.5 0.0 25.0 37.5 12.5 0.0 12.5 12.5 12.5 0.0 0.0 12.5 0.0 0.0 0.0

64 27 12 5 8 13 10 27 20 14 5 12 5 0 1 3 1 0
100.0 42.2 18.8 7.8 12.5 20.3 15.6 42.2 31.3 21.9 7.8 18.8 7.8 0.0 1.6 4.7 1.6 0.0

15 6 2 1 2 4 2 8 5 2 3 4 1 1 1 0 0 0
100.0 40.0 13.3 6.7 13.3 26.7 13.3 53.3 33.3 13.3 20.0 26.7 6.7 6.7 6.7 0.0 0.0 0.0

23 4 2 2 5 1 7 5 6 4 5 4 2 2 1 1 1 2
100.0 17.4 8.7 8.7 21.7 4.3 30.4 21.7 26.1 17.4 21.7 17.4 8.7 8.7 4.3 4.3 4.3 8.7

6 3 0 1 1 0 3 2 2 3 2 1 0 0 0 0 0 0
100.0 50.0 0.0 16.7 16.7 0.0 50.0 33.3 33.3 50.0 33.3 16.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

57 31 11 10 13 9 14 16 15 5 6 14 4 7 3 3 0 1
100.0 54.4 19.3 17.5 22.8 15.8 24.6 28.1 26.3 8.8 10.5 24.6 7.0 12.3 5.3 5.3 0.0 1.8

5 0 2 0 0 2 1 0 1 1 0 3 1 0 0 0 0 1
100.0 0.0 40.0 0.0 0.0 40.0 20.0 0.0 20.0 20.0 0.0 60.0 20.0 0.0 0.0 0.0 0.0 20.0

166 81 39 11 18 16 27 61 40 23 13 22 16 7 3 10 4 2
100.0 48.8 23.5 6.6 10.8 9.6 16.3 36.7 24.1 13.9 7.8 13.3 9.6 4.2 1.8 6.0 2.4 1.2

28 14 7 2 1 4 5 6 7 2 2 0 5 1 0 4 1 1
100.0 50.0 25.0 7.1 3.6 14.3 17.9 21.4 25.0 7.1 7.1 0.0 17.9 3.6 0.0 14.3 3.6 3.6

26 14 5 0 4 3 4 14 5 4 4 3 4 0 2 0 1 0
100.0 53.8 19.2 0.0 15.4 11.5 15.4 53.8 19.2 15.4 15.4 11.5 15.4 0.0 7.7 0.0 3.8 0.0

53 33 12 3 2 7 7 22 10 6 2 8 5 4 1 1 2 1
100.0 62.3 22.6 5.7 3.8 13.2 13.2 41.5 18.9 11.3 3.8 15.1 9.4 7.5 1.9 1.9 3.8 1.9

9 3 4 0 2 0 2 5 4 1 0 0 0 0 0 1 0 0
100.0 33.3 44.4 0.0 22.2 0.0 22.2 55.6 44.4 11.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 11.1 0.0 0.0

9 4 2 1 3 0 2 3 2 1 1 1 0 0 0 0 0 0
100.0 44.4 22.2 11.1 33.3 0.0 22.2 33.3 22.2 11.1 11.1 11.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

9 6 3 1 0 0 3 1 1 3 1 1 0 1 0 1 0 0
100.0 66.7 33.3 11.1 0.0 0.0 33.3 11.1 11.1 33.3 11.1 11.1 0.0 11.1 0.0 11.1 0.0 0.0

29 7 6 4 6 2 4 9 10 6 2 9 1 1 0 2 0 0
100.0 24.1 20.7 13.8 20.7 6.9 13.8 31.0 34.5 20.7 6.9 31.0 3.4 3.4 0.0 6.9 0.0 0.0

3 0 0 0 0 0 0 1 1 0 1 0 1 0 0 1 0 0
100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 33.3 33.3 0.0 33.3 0.0 33.3 0.0 0.0 33.3 0.0 0.0

12 4 2 1 1 2 0 3 2 2 3 3 2 1 0 0 1 1
100.0 33.3 16.7 8.3 8.3 16.7 0.0 25.0 16.7 16.7 25.0 25.0 16.7 8.3 0.0 0.0 8.3 8.3

全体

性

・

就

労

状

況

別

女

性

女性合計

自営業

企業経営者・役員

常勤の正規社員

派遣社員・契約社員

臨時・非常勤

無回答

男

性

男性合計

自営業

企業経営者・役員

常勤の正規社員

派遣社員・契約社員

臨時・非常勤

無回答

答えたくない
無回答

その他

働いていない

その他

働いていない
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問１：「家庭生活」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性（52.0％）が男性（41.0％）よりも 11.0

ポイント高くなっています。 

 性・年齢別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性 50～59歳（77.8％）で８割近くと

なっています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

（％）

女
性

男
性

47.1

52.0

45.5

52.2

51.4

77.8

37.2

50.0

41.0

30.0

41.2

52.0

34.5

38.9

46.2

19.5

17.9

27.3

8.7

20.0

8.3

18.6

22.2

21.7

15.0

23.5

4.0

37.9

22.2

23.1

17.9

18.4

18.2

30.4

8.6

5.6

30.2

19.4

16.3

30.0

5.9

4.0

17.2

11.1

25.6

5.3

3.1

4.5

0.0

5.7

5.6

2.3

0.0

8.4

20.0

17.6

12.0

3.4

5.6

2.6

9.4

7.1

0.0

8.7

14.3

2.8

9.3

5.6

12.7

5.0

11.8

28.0

6.9

22.2

2.6

0.8

1.5

4.5

0.0

0.0

0.0

2.3

2.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅰ 在住者調査 

問 15（２）：一度辞めた女性が再び仕事を持とうとするときの妨げ【従業員規模別】 

 
（※表の上段が人数（人）、下段が割合（％））          

 従業員規模別でみると、100人以下、1,001人以上では「子育てと仕事の両立が難しい」が、

101～1,001人では「子どもの預け先（保育園や学童保育など）が確保できない」が最も高く

なっています。 

全
体

子

育

て

と

仕

事

の

両

立

が

難

し

い

家

事

と

仕

事

の

両

立

が

難

し

い 介

護

と

仕

事

の

両

立

が

難

し

い 女

性

と

男

性

で

賃

金

や

職

種

に

差

が

あ

る

家

族

の

協

力

や

理

解

が

得

ら

れ

な

い

長

時

間

労

働

な

ど

で

男

性

が

家

事

・

子

育

て

に

参

画

で

き

な

い

子

ど

も

の

預

け

先

（
保

育

園

や

学

童

保

育

な

ど

）
が

確

保

で

き

な

い

一

度

仕

事

を

辞

め

た

女

性

を

採

用

す

る

事

業

所

が

少

な

い

374 170 79 38 50 52 67 130 96
100.0 45.5 21.1 10.2 13.4 13.9 17.9 34.8 25.7

43 21 7 3 7 11 7 17 9

100.0 48.8 16.3 7.0 16.3 25.6 16.3 39.5 20.9

34 15 6 3 7 5 6 11 6

100.0 44.1 17.6 8.8 20.6 14.7 17.6 32.4 17.6

48 20 15 3 4 4 7 27 18

100.0 41.7 31.3 6.3 8.3 8.3 14.6 56.3 37.5

67 32 10 6 7 12 13 28 16

100.0 47.8 14.9 9.0 10.4 17.9 19.4 41.8 23.9

2 0 0 0 0 0 0 0 0
100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

全
体

能

力

や

実

績

が

正

当

に

評

価

さ

れ

な

い

職

場

に

男

性

中

心

的

な

考

え

方

が

残

っ

て

い

る

仕

事

に

必

要

な

最

新

の

能

力

を

身

に

付

け

る

の

が

困

難

女

性

自

身

の

働

く

意

欲

が

不

足

し

て

い

る

配

偶

者

・

パ
ー

ト

ナ
ー

の

転

勤 そ

の

他

わ

か

ら

な

い

特

に

な

い

無

回

答

374 60 41 66 31 18 10 18 9 7
100.0 16.0 11.0 17.6 8.3 4.8 2.7 4.8 2.4 1.9

43 4 9 4 4 1 3 0 1 0
100.0 9.3 20.9 9.3 9.3 2.3 7.0 0.0 2.3 0.0

34 6 3 7 5 1 0 3 0 1
100.0 17.6 8.8 20.6 14.7 2.9 0.0 8.8 0.0 2.9

48 9 4 6 3 1 1 0 2 0
100.0 18.8 8.3 12.5 6.3 2.1 2.1 0.0 4.2 0.0

67 11 4 14 4 4 2 2 2 1
100.0 16.4 6.0 20.9 6.0 6.0 3.0 3.0 3.0 1.5

2 0 0 0 0 0 1 0 0 1
100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0 50.0

全体

従

業

員

規

模

別

20人以下

21～100人

101～1,000人

1，001人以上

無回答

全体

従

業

員

規

模

別

20人以下

21～100人

101～1,000人

1，001人以上

無回答
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Ⅰ 在住者調査 

問１：「仕事」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「仕事」の優先度「３」は男性（29.5％）が女性（23.0％）より 6.5ポイン

ト高くなっています。 

性・年齢別にみると、「仕事」の優先度「１」は男性 50～59歳（44.8％）で４割半ばとなっ

ています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

女
性

男
性

（％）

24.3

22.4

22.7

26.1

31.4

25.0

20.9

11.1

25.9

15.0

17.6

36.0

44.8

22.2

17.9

25.1

27.0

45.5

34.8

25.7

22.2

16.3

27.8

23.5

20.0

41.2

28.0

17.2

19.4

23.1

25.9

23.0

18.2

21.7

20.0

25.0

23.3

27.8

29.5

55.0

29.4

16.0

24.1

36.1

23.1

11.0

12.8

9.1

13.0

17.1

13.9

16.3

5.6

8.4

5.0

0.0

12.0

10.3

5.6

12.8

12.0

12.2

4.5

4.3

5.7

11.1

18.6

22.2

12.7

5.0

11.8

8.0

3.4

16.7

23.1

1.6

2.6

0.0

0.0

0.0

2.8

4.7

5.6

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅰ 在住者調査 

問 15（２）：一度辞めた女性が再び仕事を持とうとするときの妨げ【従業員規模別】 

 
（※表の上段が人数（人）、下段が割合（％））          

 従業員規模別でみると、100人以下、1,001人以上では「子育てと仕事の両立が難しい」が、

101～1,001人では「子どもの預け先（保育園や学童保育など）が確保できない」が最も高く

なっています。 

全
体

子

育

て

と

仕

事

の

両

立

が

難

し

い

家

事

と

仕

事

の

両

立

が

難

し

い 介

護

と

仕

事

の

両

立

が

難

し

い 女

性

と

男

性

で

賃

金

や

職

種

に

差

が

あ

る

家

族

の

協

力

や

理

解

が

得

ら

れ

な

い

長

時

間

労

働

な

ど

で

男

性

が

家

事

・

子

育

て

に

参

画

で

き

な

い

子

ど

も

の

預

け

先

（
保

育

園

や

学

童

保

育

な

ど

）
が

確

保

で

き

な

い

一

度

仕

事

を

辞

め

た

女

性

を

採

用

す

る

事

業

所

が

少

な

い

374 170 79 38 50 52 67 130 96
100.0 45.5 21.1 10.2 13.4 13.9 17.9 34.8 25.7

43 21 7 3 7 11 7 17 9

100.0 48.8 16.3 7.0 16.3 25.6 16.3 39.5 20.9

34 15 6 3 7 5 6 11 6

100.0 44.1 17.6 8.8 20.6 14.7 17.6 32.4 17.6

48 20 15 3 4 4 7 27 18

100.0 41.7 31.3 6.3 8.3 8.3 14.6 56.3 37.5

67 32 10 6 7 12 13 28 16

100.0 47.8 14.9 9.0 10.4 17.9 19.4 41.8 23.9

2 0 0 0 0 0 0 0 0
100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

全
体

能

力

や

実

績

が

正

当

に

評

価

さ

れ

な

い

職

場

に

男

性

中

心

的

な

考

え

方

が

残

っ

て

い

る

仕

事

に

必

要

な

最

新

の

能

力

を

身

に

付

け

る

の

が

困

難

女

性

自

身

の

働

く

意

欲

が

不

足

し

て

い

る

配

偶

者

・

パ
ー

ト

ナ
ー

の

転

勤 そ

の

他

わ

か

ら

な

い

特

に

な

い

無

回

答

374 60 41 66 31 18 10 18 9 7
100.0 16.0 11.0 17.6 8.3 4.8 2.7 4.8 2.4 1.9

43 4 9 4 4 1 3 0 1 0
100.0 9.3 20.9 9.3 9.3 2.3 7.0 0.0 2.3 0.0

34 6 3 7 5 1 0 3 0 1
100.0 17.6 8.8 20.6 14.7 2.9 0.0 8.8 0.0 2.9

48 9 4 6 3 1 1 0 2 0
100.0 18.8 8.3 12.5 6.3 2.1 2.1 0.0 4.2 0.0

67 11 4 14 4 4 2 2 2 1
100.0 16.4 6.0 20.9 6.0 6.0 3.0 3.0 3.0 1.5

2 0 0 0 0 0 1 0 0 1
100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0 50.0

全体

従

業

員

規

模

別

20人以下

21～100人

101～1,000人

1，001人以上

無回答

全体

従

業

員

規

模

別

20人以下

21～100人

101～1,000人

1，001人以上

無回答
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Ⅰ 在住者調査 

   

第
４
章 

資
料 

問 16：女性活躍のための取組の進捗度 

【現在、働いている方（問 12で１～７を選んだ方）のみご回答ください】あなたの勤

務先では、女性が活躍するための取組が進んでいると思いますか。（○は１つ） 

問 16：女性活躍のための取組の進捗度 

 

 「進んでいる」（31.0％）と「ある程度進んでいる」（31.8％）を合わせた≪進捗がみられる

≫（62.8％）は６割超えとなっています。一方、「あまり進んでいない」（9.7％）と「進んで

いない」（7.8％）を合わせた≪進捗がみられない≫（17.5％）は２割近くとなっています。 

 性別にみると、≪進捗がみられる≫は男性（64.8％）が女性（60.9％）より 3.9 ポイント

高くなっています。 

 性・年齢別でみると、≪進捗がみられる≫は男性 29 歳以下（80.0％）と女性 70 歳以上

（80.0％）で８割となっています。  

進
捗
が
み
ら
れ
る

進
捗
が
み
ら
れ
な
い

（計）（計）

ｎ　

全体 (258) 62.8 17.5

全体 (128) 60.9 21.9

29歳以下 (15) 53.4 40.0

30～39歳 (20) 55.0 15.0

40～49歳 (28) 50.0 35.7

50～59歳 (23) 60.8 17.4

60～69歳 (27) 70.3 18.5

70歳以上 (15) 80.0 0.0

全体 (125) 64.8 13.6

29歳以下 (10) 80.0 0.0

30～39歳 (16) 50.0 25.1

40～49歳 (25) 64.0 12.0

50～59歳 (27) 77.8 14.8

60～69歳 (27) 70.3 14.8

70歳以上 (20) 45.0 10.0

進んでいる
ある程度進ん

でいる
あまり進んで

いない
進んでいない わからない 無回答

女
性

男
性

進捗がみられる

（％）

進捗がみられない

31.0

28.1

26.7

35.0

14.3

30.4

33.3

33.3

32.8

30.0

25.0

8.0

63.0

33.3

30.0

31.8

32.8

26.7

20.0

35.7

30.4

37.0

46.7

32.0

50.0

25.0

56.0

14.8

37.0

15.0

9.7

14.1

26.7

10.0

25.0

8.7

11.1

0.0

5.6

0.0

18.8

8.0

3.7

0.0

5.0

7.8

7.8

13.3

5.0

10.7

8.7

7.4

0.0

8.0

0.0

6.3

4.0

11.1

14.8

5.0

15.9

13.3

6.7

15.0

14.3

21.7

11.1

6.7

17.6

20.0

18.8

16.0

7.4

7.4

45.0

3.9

3.9

0.0

15.0

0.0

0.0

0.0

13.3

4.0

0.0

6.3

8.0

0.0

7.4

0.0
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章 
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第
３
章 

調
査
結
果
の
分
析 

Ⅰ 在住者調査 

   

第
４
章 

資
料 

問１：「家庭生活」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性（52.0％）が男性（41.0％）よりも 11.0

ポイント高くなっています。 

 性・年齢別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性 50～59歳（77.8％）で８割近くと

なっています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

（％）

女
性

男
性

47.1

52.0

45.5

52.2

51.4

77.8

37.2

50.0

41.0

30.0

41.2

52.0

34.5

38.9

46.2

19.5

17.9

27.3

8.7

20.0

8.3

18.6

22.2

21.7

15.0

23.5

4.0

37.9

22.2

23.1

17.9

18.4

18.2

30.4

8.6

5.6

30.2

19.4

16.3

30.0

5.9

4.0

17.2

11.1

25.6

5.3

3.1

4.5

0.0

5.7

5.6

2.3

0.0

8.4

20.0

17.6

12.0

3.4

5.6

2.6

9.4

7.1

0.0

8.7

14.3

2.8

9.3

5.6

12.7

5.0

11.8

28.0

6.9

22.2

2.6

0.8

1.5

4.5

0.0

0.0

0.0

2.3

2.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅰ 在住者調査 

問 16：女性活躍のための取組の進捗度【性・就労状況別】 

 
                            （※表の上段が人数（人）、下段が割合（％）） 

 性・就労状況別にみると、性別を問わず常勤の正規社員では「ある程度進んでいる」が最

も高くなっています。 

問 16：女性活躍のための取組の進捗度【従業員規模別】 

 
                            （※表の上段が人数（人）、下段が割合（％）） 

 従業員規模別にみると、従業員 20人以下では「進んでいる」が、21人以上では「ある程度

進んでいる」が最も高くなっています。 

全
体

進

ん

で

い

る

あ

る

程

度

進

ん

で

い

る

あ

ま

り

進

ん

で

い

な

い

進

ん

で

い

な

い

わ

か

ら

な

い

無

回

答

進

捗

が

み

ら

れ

る

258 80 82 25 20 41 10 162
100.0 31.0 31.8 9.7 7.8 15.9 3.9 62.8

128 36 42 18 10 17 5 78
100.0 28.1 32.8 14.1 7.8 13.3 3.9 60.9

18 5 5 4 0 3 1 10
100.0 27.8 27.8 22.2 0.0 16.7 5.6 55.6

8 4 4 0 0 0 0 8
100.0 50.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

64 18 22 11 8 3 2 40
100.0 28.1 34.4 17.2 12.5 4.7 3.1 62.5

15 3 3 2 2 5 0 6
100.0 20.0 20.0 13.3 13.3 33.3 0.0 40.0

23 6 8 1 0 6 2 14
100.0 26.1 34.8 4.3 0.0 26.1 8.7 60.9

0 0 0 0 0 0 0 0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
125 41 40 7 10 22 5 81

100.0 32.8 32.0 5.6 8.0 17.6 4.0 64.8
28 9 8 0 4 6 1 17

100.0 32.1 28.6 0.0 14.3 21.4 3.6 60.7
26 10 8 2 3 2 1 18

100.0 38.5 30.8 7.7 11.5 7.7 3.8 69.3
53 18 19 4 2 8 2 37

100.0 34.0 35.8 7.5 3.8 15.1 3.8 69.8
9 3 4 0 0 2 0 7

100.0 33.3 44.4 0.0 0.0 22.2 0.0 77.7
9 1 1 1 1 4 1 2

100.0 11.1 11.1 11.1 11.1 44.4 11.1 22.2
0 0 0 0 0 0 0 0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
5 3 0 0 0 2 0 3

100.0 60.0 0.0 0.0 0.0 40.0 0.0 60.0
答えたくない
無回答

派遣社員・契約社員

臨時・非常勤

進捗がみられる

男

性

男性合計

自営業

企業経営者・役員

常勤の正規社員

派遣社員・契約社員

無回答

全体

性

・

就

労

状

況

別

女

性

女性合計

自営業

企業経営者・役員

常勤の正規社員

臨時・非常勤

無回答

全
体

進

ん

で

い

る

あ

る

程

度

進

ん

で

い

る

あ

ま

り

進

ん

で

い

な

い

進

ん

で

い

な

い

わ

か

ら

な

い

無

回

答

進

捗

が

み

ら

れ

る

258 80 82 25 20 41 10 162
100.0 31.0 31.8 9.7 7.8 15.9 3.9 62.8

43 18 11 3 3 6 2 29

100.0 41.9 25.6 7.0 7.0 14.0 4.7 67.5

34 9 10 2 3 8 2 19

100.0 26.5 29.4 5.9 8.8 23.5 5.9 55.9

48 7 17 9 6 8 1 24

100.0 14.6 35.4 18.8 12.5 16.7 2.1 50.0

67 23 27 4 3 7 3 50

100.0 34.3 40.3 6.0 4.5 10.4 4.5 74.6

2 0 1 0 1 0 0 1
100.0 0.0 50.0 0.0 50.0 0.0 0.0 50.0

進捗がみられる

全体

従

業

員

規

模

別

20人以下

21～100人

101～1,000人

1，001人以上

無回答

 

 38 

Ⅰ 在住者調査 

問１：「仕事」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「仕事」の優先度「３」は男性（29.5％）が女性（23.0％）より 6.5ポイン

ト高くなっています。 

性・年齢別にみると、「仕事」の優先度「１」は男性 50～59歳（44.8％）で４割半ばとなっ

ています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

女
性

男
性

（％）

24.3

22.4

22.7

26.1

31.4

25.0

20.9

11.1

25.9

15.0

17.6

36.0

44.8

22.2

17.9

25.1

27.0

45.5

34.8

25.7

22.2

16.3

27.8

23.5

20.0

41.2

28.0

17.2

19.4

23.1

25.9

23.0

18.2

21.7

20.0

25.0

23.3

27.8

29.5

55.0

29.4

16.0

24.1

36.1

23.1

11.0

12.8

9.1

13.0

17.1

13.9

16.3

5.6

8.4

5.0

0.0

12.0

10.3

5.6

12.8

12.0

12.2

4.5

4.3

5.7

11.1

18.6

22.2

12.7

5.0

11.8

8.0

3.4

16.7

23.1

1.6

2.6

0.0

0.0

0.0

2.8

4.7

5.6

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅰ 在住者調査 

問 16：女性活躍のための取組の進捗度【性・就労状況別】 

 
                            （※表の上段が人数（人）、下段が割合（％）） 

 性・就労状況別にみると、性別を問わず常勤の正規社員では「ある程度進んでいる」が最

も高くなっています。 

問 16：女性活躍のための取組の進捗度【従業員規模別】 

 
                            （※表の上段が人数（人）、下段が割合（％）） 

 従業員規模別にみると、従業員 20人以下では「進んでいる」が、21人以上では「ある程度

進んでいる」が最も高くなっています。 

全
体

進

ん

で

い

る

あ

る

程

度

進

ん

で

い

る

あ

ま

り

進

ん

で

い

な

い

進

ん

で

い

な

い

わ

か

ら

な

い

無

回

答

進

捗

が

み

ら

れ

る

258 80 82 25 20 41 10 162
100.0 31.0 31.8 9.7 7.8 15.9 3.9 62.8

128 36 42 18 10 17 5 78
100.0 28.1 32.8 14.1 7.8 13.3 3.9 60.9

18 5 5 4 0 3 1 10
100.0 27.8 27.8 22.2 0.0 16.7 5.6 55.6

8 4 4 0 0 0 0 8
100.0 50.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

64 18 22 11 8 3 2 40
100.0 28.1 34.4 17.2 12.5 4.7 3.1 62.5

15 3 3 2 2 5 0 6
100.0 20.0 20.0 13.3 13.3 33.3 0.0 40.0

23 6 8 1 0 6 2 14
100.0 26.1 34.8 4.3 0.0 26.1 8.7 60.9

0 0 0 0 0 0 0 0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
125 41 40 7 10 22 5 81

100.0 32.8 32.0 5.6 8.0 17.6 4.0 64.8
28 9 8 0 4 6 1 17

100.0 32.1 28.6 0.0 14.3 21.4 3.6 60.7
26 10 8 2 3 2 1 18

100.0 38.5 30.8 7.7 11.5 7.7 3.8 69.3
53 18 19 4 2 8 2 37

100.0 34.0 35.8 7.5 3.8 15.1 3.8 69.8
9 3 4 0 0 2 0 7

100.0 33.3 44.4 0.0 0.0 22.2 0.0 77.7
9 1 1 1 1 4 1 2

100.0 11.1 11.1 11.1 11.1 44.4 11.1 22.2
0 0 0 0 0 0 0 0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
5 3 0 0 0 2 0 3

100.0 60.0 0.0 0.0 0.0 40.0 0.0 60.0
答えたくない
無回答

派遣社員・契約社員

臨時・非常勤

進捗がみられる

男

性

男性合計

自営業

企業経営者・役員

常勤の正規社員

派遣社員・契約社員

無回答

全体

性

・

就

労

状

況

別

女

性

女性合計

自営業

企業経営者・役員

常勤の正規社員

臨時・非常勤

無回答

全
体

進

ん

で

い

る

あ

る

程

度

進

ん

で

い

る

あ

ま

り

進

ん

で

い

な

い

進

ん

で

い

な

い

わ

か

ら

な

い

無

回

答

進

捗

が

み

ら

れ

る

258 80 82 25 20 41 10 162
100.0 31.0 31.8 9.7 7.8 15.9 3.9 62.8

43 18 11 3 3 6 2 29

100.0 41.9 25.6 7.0 7.0 14.0 4.7 67.5

34 9 10 2 3 8 2 19

100.0 26.5 29.4 5.9 8.8 23.5 5.9 55.9

48 7 17 9 6 8 1 24

100.0 14.6 35.4 18.8 12.5 16.7 2.1 50.0

67 23 27 4 3 7 3 50

100.0 34.3 40.3 6.0 4.5 10.4 4.5 74.6

2 0 1 0 1 0 0 1
100.0 0.0 50.0 0.0 50.0 0.0 0.0 50.0

進捗がみられる

全体

従

業

員

規

模

別

20人以下

21～100人

101～1,000人

1，001人以上

無回答
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第
４
章 

資
料 

問 17：職場で女性が活躍する上で必要なこと 

女性が職場において活躍するために、特にどのような取組が必要だと思いますか。 

（○は３つまで） 

問 17：職場で女性が活躍する上で必要なこと 

 

 「家庭との両立支援など、女性が管理職として活躍できるようにする」（43.3％）が４割超

えで最も多くなっています。次いで「育児・介護休業取得や短時間勤務を利用しても不利な

人事評価がなされないようにする」（41.2％）、「男性の意識と職場風土の改革」（30.7％）、「企

業における女性の採用・登用の促進」（27.3％）などの順となっています。 

 前回調査と比較すると、「家庭との両立支援など、女性が管理職として活躍できるようにす

る」は 10.0ポイント増加しています。 

 性別にみると、「育児・介護休業取得や短時間勤務を利用しても不利な人事評価がなされな

いようにする」は女性（45.9％）が男性（36.1％）より 9.8ポイント、「男性の意識と職場風

土の改革」は女性（33.2％）が男性（27.7％）より 5.5ポイント、「女性が働き続けていくこ

とのできる相談体制の充実」は女性（23.0％）が男性（17.5％）より 5.5 ポイント高くなっ

ています。 

  

家庭との両立支援など、女性が管理職として活躍
できるようにする

育児・介護休業取得や短時間勤務を利用しても不
利な人事評価がなされないようにする

男性の意識と職場風土の改革

企業における女性の採用・登用の促進

女性のリーダー・管理職への登用について具体的
な目標値の設定

女性が働き続けていくことのできる相談体制の充
実

女性のロールモデルの発掘・活用事例の提供

男女平等参画に積極的に取り組む企業への支援

その他

わからない

無回答

43.3

41.2

30.7

27.3

20.9

19.8

15.2

15.2

4.5

5.6

5.6

33.3

38.6

33.7

27.7

18.8

17.3

13.7

16.1

4.1

6.5

7.5

0204060

42.9

45.9

33.2

25.0

21.4

23.0

11.2

10.7

6.6

3.1

7.1

45.2

36.1

27.7

30.1

19.9

17.5

21.1

19.9

2.4

8.4

3.0

0 20 40 60（％）（％）

全体（n=374） 前回（R元）調査（n=415） 女性（n=196） 男性（n=166）
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第
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料 

問１：「家庭生活」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性（52.0％）が男性（41.0％）よりも 11.0

ポイント高くなっています。 

 性・年齢別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性 50～59歳（77.8％）で８割近くと

なっています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

（％）

女
性

男
性

47.1

52.0

45.5

52.2

51.4

77.8

37.2

50.0

41.0

30.0

41.2

52.0

34.5

38.9

46.2

19.5

17.9

27.3

8.7

20.0

8.3

18.6

22.2

21.7

15.0

23.5

4.0

37.9

22.2

23.1

17.9

18.4

18.2

30.4

8.6

5.6

30.2

19.4

16.3

30.0

5.9

4.0

17.2

11.1

25.6

5.3

3.1

4.5

0.0

5.7

5.6

2.3

0.0

8.4

20.0

17.6

12.0

3.4

5.6

2.6

9.4

7.1

0.0

8.7

14.3

2.8

9.3

5.6

12.7

5.0

11.8

28.0

6.9

22.2

2.6

0.8

1.5

4.5

0.0

0.0

0.0

2.3

2.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅰ 在住者調査 

問 17：職場で女性が活躍する上で必要なこと【性・年齢別】 

 
  （※表の上段が人数（人）、下段が割合（％））          

 性・年齢別にみると、女性の 29歳以下、50～59歳では「育児・介護休業取得や短時間勤務

を利用しても不利な人事評価がなされないようにする」が、30～49歳、60～59歳では「育児・

介護休業取得や短時間勤務を利用しても不利な人事評価がなされないようにする」と「男性

の意識と職場風土の改革」が、70歳以上では「家庭との両立支援など、女性が管理職として

活躍できるようにする」が最も高くなっています。一方、男性の 29歳以下、40～49歳、70歳

以上では「家庭との両立支援など、女性が管理職として活躍できるようにする」が、30～39

歳、60～69歳では「育児・介護休業取得や短時間勤務を利用しても不利な人事評価がなされ

ないようにする」が、50～59歳では「企業における女性の採用・登用の促進」が最も高くな

っています。 

全
体

企

業

に

お

け

る

女

性

の

採

用

・

登

用

の

促

進

女

性

の

リ
ー

ダ
ー

・

管

理

職

へ

の

登

用

に

つ

い

て

具

体

的

な

目

標

値

の

設

定

女

性

の

ロ
ー

ル

モ

デ

ル

の

発

掘

・

活

用

事

例

の

提

供

女

性

が

働

き

続

け

て

い

く

こ

と

の

で

き

る

相

談

体

制

の

充

実

男

女

平

等

参

画

に

積

極

的

に

取

り

組

む

企

業

へ

の

支

援

家

庭

と

の

両

立

支

援

な

ど

、
女

性

が

管

理

職

と

し

て

活

躍

で

き

る

よ

う

に

す

る

育

児

・

介

護

休

業

取

得

や

短

時

間

勤

務

を

利

用

し

て

も

不

利

な

人

事

評

価

が

な

さ

れ

な

い

よ

う

に

す

る

男

性

の

意

識

と

職

場

風

土

の

改

革

そ

の

他

わ

か

ら

な

い

無

回

答

374 102 78 57 74 57 162 154 115 17 21 21
100.0 27.3 20.9 15.2 19.8 15.2 43.3 41.2 30.7 4.5 5.6 5.6

196 49 42 22 45 21 84 90 65 13 6 14
100.0 25.0 21.4 11.2 23.0 10.7 42.9 45.9 33.2 6.6 3.1 7.1

22 3 8 1 7 2 12 14 2 1 0 0
100.0 13.6 36.4 4.5 31.8 9.1 54.5 63.6 9.1 4.5 0.0 0.0

23 8 4 2 7 3 14 10 7 0 2 1
100.0 34.8 17.4 8.7 30.4 13.0 60.9 43.5 30.4 0.0 8.7 4.3

35 6 7 5 9 4 16 12 11 6 1 0
100.0 17.1 20.0 14.3 25.7 11.4 45.7 34.3 31.4 17.1 2.9 0.0

36 9 7 4 6 3 15 19 15 3 0 2
100.0 25.0 19.4 11.1 16.7 8.3 41.7 52.8 41.7 8.3 0.0 5.6

43 12 11 9 9 5 12 20 20 3 2 3
100.0 27.9 25.6 20.9 20.9 11.6 27.9 46.5 46.5 7.0 4.7 7.0

36 10 4 1 7 4 15 14 10 0 1 8
100.0 27.8 11.1 2.8 19.4 11.1 41.7 38.9 27.8 0.0 2.8 22.2

1 1 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0
100.0 100.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0

166 50 33 35 29 33 75 60 46 4 14 5
100.0 30.1 19.9 21.1 17.5 19.9 45.2 36.1 27.7 2.4 8.4 3.0

20 4 4 6 4 6 12 7 2 0 2 0
100.0 20.0 20.0 30.0 20.0 30.0 60.0 35.0 10.0 0.0 10.0 0.0

17 3 2 3 4 2 5 8 4 1 1 1
100.0 17.6 11.8 17.6 23.5 11.8 29.4 47.1 23.5 5.9 5.9 5.9

25 9 3 8 4 3 16 8 9 0 1 0
100.0 36.0 12.0 32.0 16.0 12.0 64.0 32.0 36.0 0.0 4.0 0.0

29 12 4 8 2 6 11 7 11 2 2 0
100.0 41.4 13.8 27.6 6.9 20.7 37.9 24.1 37.9 6.9 6.9 0.0

36 10 12 8 6 9 16 18 11 0 3 0
100.0 27.8 33.3 22.2 16.7 25.0 44.4 50.0 30.6 0.0 8.3 0.0

39 12 8 2 9 7 15 12 9 1 5 4
100.0 30.8 20.5 5.1 23.1 17.9 38.5 30.8 23.1 2.6 12.8 10.3

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
12 3 3 0 0 3 3 4 4 0 1 2

100.0 25.0 25.0 0.0 0.0 25.0 25.0 33.3 33.3 0.0 8.3 16.7

70歳以上

29歳以下

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

全体

性

・

年

齢

別

女

性

女性合計

29歳以下

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

無回答

答えたくない
無回答

70歳以上

無回答

男

性

男性合計
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Ⅰ 在住者調査 

問１：「仕事」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「仕事」の優先度「３」は男性（29.5％）が女性（23.0％）より 6.5ポイン

ト高くなっています。 

性・年齢別にみると、「仕事」の優先度「１」は男性 50～59歳（44.8％）で４割半ばとなっ

ています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

女
性

男
性

（％）

24.3

22.4

22.7

26.1

31.4

25.0

20.9

11.1

25.9

15.0

17.6

36.0

44.8

22.2

17.9

25.1

27.0

45.5

34.8

25.7

22.2

16.3

27.8

23.5

20.0

41.2

28.0

17.2

19.4

23.1

25.9

23.0

18.2

21.7

20.0

25.0

23.3

27.8

29.5

55.0

29.4

16.0

24.1

36.1

23.1

11.0

12.8

9.1

13.0

17.1

13.9

16.3

5.6

8.4

5.0

0.0

12.0

10.3

5.6

12.8

12.0

12.2

4.5

4.3

5.7

11.1

18.6

22.2

12.7

5.0

11.8

8.0

3.4

16.7

23.1

1.6

2.6

0.0

0.0

0.0

2.8

4.7

5.6

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0



 

 100 

Ⅰ 在住者調査 

問 17：職場で女性が活躍する上で必要なこと【性・年齢別】 

 
  （※表の上段が人数（人）、下段が割合（％））          

 性・年齢別にみると、女性の 29歳以下、50～59歳では「育児・介護休業取得や短時間勤務

を利用しても不利な人事評価がなされないようにする」が、30～49歳、60～59歳では「育児・

介護休業取得や短時間勤務を利用しても不利な人事評価がなされないようにする」と「男性

の意識と職場風土の改革」が、70歳以上では「家庭との両立支援など、女性が管理職として

活躍できるようにする」が最も高くなっています。一方、男性の 29歳以下、40～49歳、70歳

以上では「家庭との両立支援など、女性が管理職として活躍できるようにする」が、30～39

歳、60～69歳では「育児・介護休業取得や短時間勤務を利用しても不利な人事評価がなされ

ないようにする」が、50～59歳では「企業における女性の採用・登用の促進」が最も高くな

っています。 

全
体

企

業

に

お

け

る

女

性

の

採

用

・

登

用

の

促

進

女

性

の

リ
ー

ダ
ー

・

管

理

職

へ

の

登

用

に

つ

い

て

具

体

的

な

目

標

値

の

設

定

女

性

の

ロ
ー

ル

モ

デ

ル

の

発

掘

・

活

用

事

例

の

提

供

女

性

が

働

き

続

け

て

い

く

こ

と

の

で

き

る

相

談

体

制

の

充

実

男

女

平

等

参

画

に

積

極

的

に

取

り

組

む

企

業

へ

の

支

援

家

庭

と

の

両

立

支

援

な

ど

、
女

性

が

管

理

職

と

し

て

活

躍

で

き

る

よ

う

に

す

る

育

児

・

介

護

休

業

取

得

や

短

時

間

勤

務

を

利

用

し

て

も

不

利

な

人

事

評

価

が

な

さ

れ

な

い

よ

う

に

す

る

男

性

の

意

識

と

職

場

風

土

の

改

革

そ

の

他

わ

か

ら

な

い

無

回

答

374 102 78 57 74 57 162 154 115 17 21 21
100.0 27.3 20.9 15.2 19.8 15.2 43.3 41.2 30.7 4.5 5.6 5.6

196 49 42 22 45 21 84 90 65 13 6 14
100.0 25.0 21.4 11.2 23.0 10.7 42.9 45.9 33.2 6.6 3.1 7.1

22 3 8 1 7 2 12 14 2 1 0 0
100.0 13.6 36.4 4.5 31.8 9.1 54.5 63.6 9.1 4.5 0.0 0.0

23 8 4 2 7 3 14 10 7 0 2 1
100.0 34.8 17.4 8.7 30.4 13.0 60.9 43.5 30.4 0.0 8.7 4.3

35 6 7 5 9 4 16 12 11 6 1 0
100.0 17.1 20.0 14.3 25.7 11.4 45.7 34.3 31.4 17.1 2.9 0.0

36 9 7 4 6 3 15 19 15 3 0 2
100.0 25.0 19.4 11.1 16.7 8.3 41.7 52.8 41.7 8.3 0.0 5.6

43 12 11 9 9 5 12 20 20 3 2 3
100.0 27.9 25.6 20.9 20.9 11.6 27.9 46.5 46.5 7.0 4.7 7.0

36 10 4 1 7 4 15 14 10 0 1 8
100.0 27.8 11.1 2.8 19.4 11.1 41.7 38.9 27.8 0.0 2.8 22.2

1 1 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0
100.0 100.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0

166 50 33 35 29 33 75 60 46 4 14 5
100.0 30.1 19.9 21.1 17.5 19.9 45.2 36.1 27.7 2.4 8.4 3.0

20 4 4 6 4 6 12 7 2 0 2 0
100.0 20.0 20.0 30.0 20.0 30.0 60.0 35.0 10.0 0.0 10.0 0.0

17 3 2 3 4 2 5 8 4 1 1 1
100.0 17.6 11.8 17.6 23.5 11.8 29.4 47.1 23.5 5.9 5.9 5.9

25 9 3 8 4 3 16 8 9 0 1 0
100.0 36.0 12.0 32.0 16.0 12.0 64.0 32.0 36.0 0.0 4.0 0.0

29 12 4 8 2 6 11 7 11 2 2 0
100.0 41.4 13.8 27.6 6.9 20.7 37.9 24.1 37.9 6.9 6.9 0.0

36 10 12 8 6 9 16 18 11 0 3 0
100.0 27.8 33.3 22.2 16.7 25.0 44.4 50.0 30.6 0.0 8.3 0.0

39 12 8 2 9 7 15 12 9 1 5 4
100.0 30.8 20.5 5.1 23.1 17.9 38.5 30.8 23.1 2.6 12.8 10.3

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
12 3 3 0 0 3 3 4 4 0 1 2

100.0 25.0 25.0 0.0 0.0 25.0 25.0 33.3 33.3 0.0 8.3 16.7

70歳以上

29歳以下

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

全体

性

・

年

齢

別

女

性

女性合計

29歳以下

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

無回答

答えたくない
無回答

70歳以上

無回答

男

性

男性合計
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章 
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析 

Ⅰ 在住者調査 

   

第
４
章 

資
料 

９ 社会参画について 

問 18：防災分野でジェンダー平等の視点を活かすために重要なこと 

防災分野でジェンダー平等の視点を活かすためには、特にどのようなことが重要だと思

いますか。（○は３つまで） 

問 18：防災分野でジェンダー平等の視点を活かすために重要なこと 

 

  

「避難所設備に女性の意見を反映させる」（51.3％）が５割超えで最も多くなっています。次

いで「備蓄品に女性の視点を活かす」（43.3％）、「災害や防災に関する知識の習得を進める」

（32.4％）、「防災分野の委員会や会議に、より多くの女性が参加できるようにする」（28.1％）

などの順となっています。 

 前回調査と比較すると、「備蓄品に女性の視点を活かす」は 15.5ポイント、「避難所設備に

女性の意見を反映させる」は 13.3 ポイント、「防災分野の委員会や会議に、より多くの女性

が参加できるようにする」は 10.9ポイント減少しています。 

 性別にみると、「避難所設備に女性の意見を反映させる」は女性（57.7％）が男性（44.6％）

より 13.1 ポイント、「備蓄品に女性の視点を活かす」は女性（49.5％）が男性（36.7％）よ

り 12.8ポイント高くなっています。 

  

避難所設備に女性の意見を反映させる

備蓄品に女性の視点を活かす

災害や防災に関する知識の習得を進める

防災分野の委員会や会議に、より多くの女性が参
加できるようにする

消防職員・消防団員・警察官・自衛官などについ
て、防災現場に女性が十分に配置されるよう、採

用・登用段階を含めて留意する

災害対応や復興においてリーダーとなれる女性を
育成する

災害に関する各種対応マニュアルなどに男女平等
参画の視点を入れる

その他

わからない

無回答

51.3

43.3

32.4

28.1

25.4

22.2

21.7

2.1

11.0

1.3

64.6

58.8

32.8

39.0

30.6

28.7

25.1

2.2

5.1

4.3

020406080

57.7

49.5

31.6

25.5

25.5

21.9

25.0

2.6

8.7

1.5

44.6

36.7

34.3

33.1

25.3

23.5

17.5

1.8

13.3

0.0

0 20 40 60 80（％）（％）

全体（n=374） 前回（R元）調査（n=415） 女性（n=196） 男性（n=166）
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第
１
章 

調
査
の
概
要 

   

第
２
章 

調
査
結
果
の
概
要 

   

第
３
章 

調
査
結
果
の
分
析 

Ⅰ 在住者調査 

   

第
４
章 

資
料 

問１：「家庭生活」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性（52.0％）が男性（41.0％）よりも 11.0

ポイント高くなっています。 

 性・年齢別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性 50～59歳（77.8％）で８割近くと

なっています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

（％）

女
性

男
性

47.1

52.0

45.5

52.2

51.4

77.8

37.2

50.0

41.0

30.0

41.2

52.0

34.5

38.9

46.2

19.5

17.9

27.3

8.7

20.0

8.3

18.6

22.2

21.7

15.0

23.5

4.0

37.9

22.2

23.1

17.9

18.4

18.2

30.4

8.6

5.6

30.2

19.4

16.3

30.0

5.9

4.0

17.2

11.1

25.6

5.3

3.1

4.5

0.0

5.7

5.6

2.3

0.0

8.4

20.0

17.6

12.0

3.4

5.6

2.6

9.4

7.1

0.0

8.7

14.3

2.8

9.3

5.6

12.7

5.0

11.8

28.0

6.9

22.2

2.6

0.8

1.5

4.5

0.0

0.0

0.0

2.3

2.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0



 

 102 

Ⅰ 在住者調査 

問 18：防災分野でジェンダー平等の視点を活かすために重要なこと【性・年齢別】 

 
                                         （※表の上段が人数（人）、下段が割合（％）） 

 性・年齢別にみると、女性の 39歳以下では「備蓄品に女性の視点を活かす」が、40歳以上

では「避難所設備に女性の意見を反映させる」が最も高くなっています。一方、男性の 39歳

以下、50歳以上では「避難所設備に女性の意見を反映させる」が、40～49歳では「避難所設

備に女性の意見を反映させる」と「備蓄品に女性の視点を活かす」が最も高くなっています。 

  

全
体

災

害

や

防

災

に

関

す

る

知

識

の

習

得

を

進

め

る

防

災

分

野

の

委

員

会

や

会

議

に

、
よ

り

多

く

の

女

性

が

参

加

で

き

る

よ

う

に

す

る

災

害

対

応

や

復

興

に

お

い

て

リ
ー

ダ
ー

と

な

れ

る

女

性

を

育

成

す

る

災

害

に

関

す

る

各

種

対

応

マ

ニ

ュ

ア

ル

な

ど

に

男

女

平

等

参

画

の

視

点

を

入

れ

る

消

防

職

員

・

消

防

団

員

・

警

察

官

・

自

衛

官

な

ど

に

つ

い

て

、
防

災

現

場

に

女

性

が

十

分

に

配

置

さ

れ

る

よ

う

、
採

用

・

登

用

段

階

を

含

め

て

留

意

す

る

避

難

所

設

備

に

女

性

の

意

見

を

反

映

さ

せ

る

備

蓄

品

に

女

性

の

視

点

を

活

か

す

そ

の

他

わ

か

ら

な

い

無

回

答

374 121 105 83 81 95 192 162 8 41 5
100.0 32.4 28.1 22.2 21.7 25.4 51.3 43.3 2.1 11.0 1.3

196 62 50 43 49 50 113 97 5 17 3
100.0 31.6 25.5 21.9 25.0 25.5 57.7 49.5 2.6 8.7 1.5

22 8 2 4 7 5 10 11 0 2 0
100.0 36.4 9.1 18.2 31.8 22.7 45.5 50.0 0.0 9.1 0.0

23 4 3 4 6 6 13 14 0 5 0
100.0 17.4 13.0 17.4 26.1 26.1 56.5 60.9 0.0 21.7 0.0

35 14 10 8 9 5 18 16 2 4 0
100.0 40.0 28.6 22.9 25.7 14.3 51.4 45.7 5.7 11.4 0.0

36 8 12 7 8 11 24 20 1 2 0
100.0 22.2 33.3 19.4 22.2 30.6 66.7 55.6 2.8 5.6 0.0

43 17 13 13 8 15 29 22 1 1 0
100.0 39.5 30.2 30.2 18.6 34.9 67.4 51.2 2.3 2.3 0.0

36 10 9 6 11 8 19 14 1 3 3
100.0 27.8 25.0 16.7 30.6 22.2 52.8 38.9 2.8 8.3 8.3

1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0
100.0 100.0 100.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

166 57 55 39 29 42 74 61 3 22 0
100.0 34.3 33.1 23.5 17.5 25.3 44.6 36.7 1.8 13.3 0.0

20 5 4 5 2 4 6 2 1 4 0
100.0 25.0 20.0 25.0 10.0 20.0 30.0 10.0 5.0 20.0 0.0

17 6 6 5 2 1 7 6 0 4 0
100.0 35.3 35.3 29.4 11.8 5.9 41.2 35.3 0.0 23.5 0.0

25 9 11 5 4 6 14 14 0 0 0
100.0 36.0 44.0 20.0 16.0 24.0 56.0 56.0 0.0 0.0 0.0

29 9 9 10 5 6 13 11 2 4 0
100.0 31.0 31.0 34.5 17.2 20.7 44.8 37.9 6.9 13.8 0.0

36 13 12 7 8 11 18 13 0 5 0
100.0 36.1 33.3 19.4 22.2 30.6 50.0 36.1 0.0 13.9 0.0

39 15 13 7 8 14 16 15 0 5 0
100.0 38.5 33.3 17.9 20.5 35.9 41.0 38.5 0.0 12.8 0.0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
12 2 0 1 3 3 5 4 0 2 2

100.0 16.7 0.0 8.3 25.0 25.0 41.7 33.3 0.0 16.7 16.7

全体

性

・

年

齢

別

女

性

女性合計

29歳以下

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

無回答

答えたくない
無回答

70歳以上

無回答

男

性

男性合計

70歳以上

29歳以下

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳
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Ⅰ 在住者調査 

問１：「仕事」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「仕事」の優先度「３」は男性（29.5％）が女性（23.0％）より 6.5ポイン

ト高くなっています。 

性・年齢別にみると、「仕事」の優先度「１」は男性 50～59歳（44.8％）で４割半ばとなっ

ています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

女
性

男
性

（％）

24.3

22.4

22.7

26.1

31.4

25.0

20.9

11.1

25.9

15.0

17.6

36.0

44.8

22.2

17.9

25.1

27.0

45.5

34.8

25.7

22.2

16.3

27.8

23.5

20.0

41.2

28.0

17.2

19.4

23.1

25.9

23.0

18.2

21.7

20.0

25.0

23.3

27.8

29.5

55.0

29.4

16.0

24.1

36.1

23.1

11.0

12.8

9.1

13.0

17.1

13.9

16.3

5.6

8.4

5.0

0.0

12.0

10.3

5.6

12.8

12.0

12.2

4.5

4.3

5.7

11.1

18.6

22.2

12.7

5.0

11.8

8.0

3.4

16.7

23.1

1.6

2.6

0.0

0.0

0.0

2.8

4.7

5.6

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅰ 在住者調査 

問 18：防災分野でジェンダー平等の視点を活かすために重要なこと【性・年齢別】 

 
                                         （※表の上段が人数（人）、下段が割合（％）） 

 性・年齢別にみると、女性の 39歳以下では「備蓄品に女性の視点を活かす」が、40歳以上

では「避難所設備に女性の意見を反映させる」が最も高くなっています。一方、男性の 39歳

以下、50歳以上では「避難所設備に女性の意見を反映させる」が、40～49歳では「避難所設

備に女性の意見を反映させる」と「備蓄品に女性の視点を活かす」が最も高くなっています。 

  

全
体

災

害

や

防

災

に

関

す

る

知

識

の

習

得

を

進

め

る

防

災

分

野

の

委

員

会

や

会

議

に

、
よ

り

多

く

の

女

性

が

参

加

で

き

る

よ

う

に

す

る

災

害

対

応

や

復

興

に

お

い

て

リ
ー

ダ
ー

と

な

れ

る

女

性

を

育

成

す

る

災

害

に

関

す

る

各

種

対

応

マ

ニ

ュ

ア

ル

な

ど

に

男

女

平

等

参

画

の

視

点

を

入

れ

る

消

防

職

員

・

消

防

団

員

・

警

察

官

・

自

衛

官

な

ど

に

つ

い

て

、
防

災

現

場

に

女

性

が

十

分

に

配

置

さ

れ

る

よ

う

、
採

用

・

登

用

段

階

を

含

め

て

留

意

す

る

避

難

所

設

備

に

女

性

の

意

見

を

反

映

さ

せ

る

備

蓄

品

に

女

性

の

視

点

を

活

か

す

そ

の

他

わ

か

ら

な

い

無

回

答

374 121 105 83 81 95 192 162 8 41 5
100.0 32.4 28.1 22.2 21.7 25.4 51.3 43.3 2.1 11.0 1.3

196 62 50 43 49 50 113 97 5 17 3
100.0 31.6 25.5 21.9 25.0 25.5 57.7 49.5 2.6 8.7 1.5

22 8 2 4 7 5 10 11 0 2 0
100.0 36.4 9.1 18.2 31.8 22.7 45.5 50.0 0.0 9.1 0.0

23 4 3 4 6 6 13 14 0 5 0
100.0 17.4 13.0 17.4 26.1 26.1 56.5 60.9 0.0 21.7 0.0

35 14 10 8 9 5 18 16 2 4 0
100.0 40.0 28.6 22.9 25.7 14.3 51.4 45.7 5.7 11.4 0.0

36 8 12 7 8 11 24 20 1 2 0
100.0 22.2 33.3 19.4 22.2 30.6 66.7 55.6 2.8 5.6 0.0

43 17 13 13 8 15 29 22 1 1 0
100.0 39.5 30.2 30.2 18.6 34.9 67.4 51.2 2.3 2.3 0.0

36 10 9 6 11 8 19 14 1 3 3
100.0 27.8 25.0 16.7 30.6 22.2 52.8 38.9 2.8 8.3 8.3

1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0
100.0 100.0 100.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

166 57 55 39 29 42 74 61 3 22 0
100.0 34.3 33.1 23.5 17.5 25.3 44.6 36.7 1.8 13.3 0.0

20 5 4 5 2 4 6 2 1 4 0
100.0 25.0 20.0 25.0 10.0 20.0 30.0 10.0 5.0 20.0 0.0

17 6 6 5 2 1 7 6 0 4 0
100.0 35.3 35.3 29.4 11.8 5.9 41.2 35.3 0.0 23.5 0.0

25 9 11 5 4 6 14 14 0 0 0
100.0 36.0 44.0 20.0 16.0 24.0 56.0 56.0 0.0 0.0 0.0

29 9 9 10 5 6 13 11 2 4 0
100.0 31.0 31.0 34.5 17.2 20.7 44.8 37.9 6.9 13.8 0.0

36 13 12 7 8 11 18 13 0 5 0
100.0 36.1 33.3 19.4 22.2 30.6 50.0 36.1 0.0 13.9 0.0

39 15 13 7 8 14 16 15 0 5 0
100.0 38.5 33.3 17.9 20.5 35.9 41.0 38.5 0.0 12.8 0.0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
12 2 0 1 3 3 5 4 0 2 2

100.0 16.7 0.0 8.3 25.0 25.0 41.7 33.3 0.0 16.7 16.7

全体

性

・

年

齢

別

女

性

女性合計

29歳以下

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

無回答

答えたくない
無回答

70歳以上

無回答

男

性

男性合計

70歳以上

29歳以下

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳
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章 
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要 

   

第
３
章 

調
査
結
果
の
分
析 

Ⅰ 在住者調査 

   

第
４
章 

資
料 

問 19：災害発生時に避難所等で、女性や子どもが安心して過ごすために必要なこと 

災害発生時に避難所等で、女性や子どもが安心して過ごせるには特にどのようなことが

必要だと思いますか。（○は３つまで）  

問 19：災害発生時に避難所等で、女性や子どもが安心して過ごすために必要なこと 

 

 

 「男女別トイレや更衣室、授乳室等を必要数設ける」（81.6％）が８割超えで最も多くなっ

ています。次いで「避難所の運営責任者に複数の女性を入れる」（40.9％）、「避難所等に女性

や子どもの優先スペースを設ける」（40.6％）、「避難所等で女性（子ども）に起こりうるリス

ク等について、普段から学ぶ機会をつくる」（36.6％）などの順となっています。 

 性別にみると、「避難所内を巡回する等監視体制を設ける」は女性（33.7％）が男性（22.9％）

より 10.8 ポイント、「男女別トイレや更衣室、授乳室等を必要数設ける」は女性（86.2％）

が男性（77.7％）より 8.5ポイント高くなっています。 

  

男女別トイレや更衣室、授乳室等を必要数設け
る

避難所の運営責任者に複数の女性を入れる

避難所等に女性や子どもの優先スペースを設け
る

避難所等で女性（子ども）に起こりうるリスク
等について、普段から学ぶ機会をつくる

避難所内を巡回する等監視体制を設ける

健康や悩みなどを話せる相談窓口を設ける

その他

わからない

特に何かする必要はない

無回答

81.6

40.9

40.6

36.6

27.8

16.3

1.3

3.7

1.3

0.8

020406080100

86.2

40.8

42.3

39.3

33.7

18.4

1.5

1.5

0.5

0.5

77.7

41.6

39.8

33.7

22.9

14.5

1.2

6.6

1.8

0.0

0 20 40 60 80 100（％）（％）

全体（n=374） 女性（n=196） 男性（n=166）
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第
１
章 

調
査
の
概
要 

   

第
２
章 

調
査
結
果
の
概
要 

   

第
３
章 

調
査
結
果
の
分
析 

Ⅰ 在住者調査 

   

第
４
章 

資
料 

問１：「家庭生活」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性（52.0％）が男性（41.0％）よりも 11.0

ポイント高くなっています。 

 性・年齢別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性 50～59歳（77.8％）で８割近くと

なっています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

（％）

女
性

男
性

47.1

52.0

45.5

52.2

51.4

77.8

37.2

50.0

41.0

30.0

41.2

52.0

34.5

38.9

46.2

19.5

17.9

27.3

8.7

20.0

8.3

18.6

22.2

21.7

15.0

23.5

4.0

37.9

22.2

23.1

17.9

18.4

18.2

30.4

8.6

5.6

30.2

19.4

16.3

30.0

5.9

4.0

17.2

11.1

25.6

5.3

3.1

4.5

0.0

5.7

5.6

2.3

0.0

8.4

20.0

17.6

12.0

3.4

5.6

2.6

9.4

7.1

0.0

8.7

14.3

2.8

9.3

5.6

12.7

5.0

11.8

28.0

6.9

22.2

2.6

0.8

1.5

4.5

0.0

0.0

0.0

2.3

2.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅰ 在住者調査 

問 19：災害発生時に避難所等で、女性や子どもが安心して過ごすために必要なこと【性・年齢別】 

 
（※表の上段が人数（人）、下段が割合（％））                

 性・年齢別にみると、全ての年齢で、男女ともに「男女別トイレや更衣室、授乳室等を必要

数設ける」が最も高くなっています。女性の 30～39歳では「避難所等に女性や子どもの優先

スペースを設ける」が同率となっています。 

 

全
体

健

康

や

悩

み

な

ど

を

話

せ

る

相

談

窓

口

を

設

け

る

男

女

別

ト

イ

レ

や

更

衣

室

、
授

乳

室

等

を

必

要

数

設

け

る

避

難

所

の

運

営

責

任

者

に

複

数

の

女

性

を

入

れ

る

避

難

所

等

に

女

性

や

子

ど

も

の

優

先

ス

ペ
ー

ス

を

設

け

る

避

難

所

内

を

巡

回

す

る

等

監

視

体

制

を

設

け

る

避

難

所

等

で

女

性

（
子

ど

も

）
に

起

こ

り

う

る

リ

ス

ク

等

に

つ

い

て

、
普

段

か

ら

学

ぶ

機

会

を

つ

く

る

そ

の

他

わ

か

ら

な

い

特

に

何

か

す

る

必

要

は

な

い

無

回

答

374 61 305 153 152 104 137 5 14 5 3
100.0 16.3 81.6 40.9 40.6 27.8 36.6 1.3 3.7 1.3 0.8

196 36 169 80 83 66 77 3 3 1 1
100.0 18.4 86.2 40.8 42.3 33.7 39.3 1.5 1.5 0.5 0.5

22 1 18 7 9 13 7 2 0 1 0
100.0 4.5 81.8 31.8 40.9 59.1 31.8 9.1 0.0 4.5 0.0

23 2 17 7 17 11 5 0 2 0 0
100.0 8.7 73.9 30.4 73.9 47.8 21.7 0.0 8.7 0.0 0.0

35 4 30 16 14 8 16 0 0 0 0
100.0 11.4 85.7 45.7 40.0 22.9 45.7 0.0 0.0 0.0 0.0

36 6 33 13 18 17 12 1 0 0 0
100.0 16.7 91.7 36.1 50.0 47.2 33.3 2.8 0.0 0.0 0.0

43 11 38 21 16 9 23 0 0 0 0
100.0 25.6 88.4 48.8 37.2 20.9 53.5 0.0 0.0 0.0 0.0

36 11 32 16 8 8 14 0 1 0 1
100.0 30.6 88.9 44.4 22.2 22.2 38.9 0.0 2.8 0.0 2.8

1 1 1 0 1 0 0 0 0 0 0
100.0 100.0 100.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

166 24 129 69 66 38 56 2 11 3 0
100.0 14.5 77.7 41.6 39.8 22.9 33.7 1.2 6.6 1.8 0.0

20 4 14 9 8 3 1 1 1 1 0
100.0 20.0 70.0 45.0 40.0 15.0 5.0 5.0 5.0 5.0 0.0

17 2 9 7 6 8 6 0 2 0 0
100.0 11.8 52.9 41.2 35.3 47.1 35.3 0.0 11.8 0.0 0.0

25 3 21 13 14 3 10 0 0 0 0
100.0 12.0 84.0 52.0 56.0 12.0 40.0 0.0 0.0 0.0 0.0

29 6 24 13 8 9 8 0 3 1 0
100.0 20.7 82.8 44.8 27.6 31.0 27.6 0.0 10.3 3.4 0.0

36 5 30 15 16 7 17 0 2 1 0
100.0 13.9 83.3 41.7 44.4 19.4 47.2 0.0 5.6 2.8 0.0

39 4 31 12 14 8 14 1 3 0 0
100.0 10.3 79.5 30.8 35.9 20.5 35.9 2.6 7.7 0.0 0.0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
12 1 7 4 3 0 4 0 0 1 2

100.0 8.3 58.3 33.3 25.0 0.0 33.3 0.0 0.0 8.3 16.7

全体

性

・

年

齢

別

女

性

女性合計

29歳以下

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

無回答

答えたくない
無回答

70歳以上

無回答

男

性

男性合計

70歳以上

29歳以下

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳
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Ⅰ 在住者調査 

問１：「仕事」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「仕事」の優先度「３」は男性（29.5％）が女性（23.0％）より 6.5ポイン

ト高くなっています。 

性・年齢別にみると、「仕事」の優先度「１」は男性 50～59歳（44.8％）で４割半ばとなっ

ています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

女
性

男
性

（％）

24.3

22.4

22.7

26.1

31.4

25.0

20.9

11.1

25.9

15.0

17.6

36.0

44.8

22.2

17.9

25.1

27.0

45.5

34.8

25.7

22.2

16.3

27.8

23.5

20.0

41.2

28.0

17.2

19.4

23.1

25.9

23.0

18.2

21.7

20.0

25.0

23.3

27.8

29.5

55.0

29.4

16.0

24.1

36.1

23.1

11.0

12.8

9.1

13.0

17.1

13.9

16.3

5.6

8.4

5.0

0.0

12.0

10.3

5.6

12.8

12.0

12.2

4.5

4.3

5.7

11.1

18.6

22.2

12.7

5.0

11.8

8.0

3.4

16.7

23.1

1.6

2.6

0.0

0.0

0.0

2.8

4.7

5.6

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅰ 在住者調査 

問 19：災害発生時に避難所等で、女性や子どもが安心して過ごすために必要なこと【性・年齢別】 

 
（※表の上段が人数（人）、下段が割合（％））                

 性・年齢別にみると、全ての年齢で、男女ともに「男女別トイレや更衣室、授乳室等を必要

数設ける」が最も高くなっています。女性の 30～39歳では「避難所等に女性や子どもの優先

スペースを設ける」が同率となっています。 

 

全
体

健

康

や

悩

み

な

ど

を

話

せ

る

相

談

窓

口

を

設

け

る

男

女

別

ト

イ

レ

や

更

衣

室

、
授

乳

室

等

を

必

要

数

設

け

る

避

難

所

の

運

営

責

任

者

に

複

数

の

女

性

を

入

れ

る

避

難

所

等

に

女

性

や

子

ど

も

の

優

先

ス

ペ
ー

ス

を

設

け

る

避

難

所

内

を

巡

回

す

る

等

監

視

体

制

を

設

け

る

避

難

所

等

で

女

性

（
子

ど

も

）
に

起

こ

り

う

る

リ

ス

ク

等

に

つ

い

て

、
普

段

か

ら

学

ぶ

機

会

を

つ

く

る

そ

の

他

わ

か

ら

な

い

特

に

何

か

す

る

必

要

は

な

い

無

回

答

374 61 305 153 152 104 137 5 14 5 3
100.0 16.3 81.6 40.9 40.6 27.8 36.6 1.3 3.7 1.3 0.8

196 36 169 80 83 66 77 3 3 1 1
100.0 18.4 86.2 40.8 42.3 33.7 39.3 1.5 1.5 0.5 0.5

22 1 18 7 9 13 7 2 0 1 0
100.0 4.5 81.8 31.8 40.9 59.1 31.8 9.1 0.0 4.5 0.0

23 2 17 7 17 11 5 0 2 0 0
100.0 8.7 73.9 30.4 73.9 47.8 21.7 0.0 8.7 0.0 0.0

35 4 30 16 14 8 16 0 0 0 0
100.0 11.4 85.7 45.7 40.0 22.9 45.7 0.0 0.0 0.0 0.0

36 6 33 13 18 17 12 1 0 0 0
100.0 16.7 91.7 36.1 50.0 47.2 33.3 2.8 0.0 0.0 0.0

43 11 38 21 16 9 23 0 0 0 0
100.0 25.6 88.4 48.8 37.2 20.9 53.5 0.0 0.0 0.0 0.0

36 11 32 16 8 8 14 0 1 0 1
100.0 30.6 88.9 44.4 22.2 22.2 38.9 0.0 2.8 0.0 2.8

1 1 1 0 1 0 0 0 0 0 0
100.0 100.0 100.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

166 24 129 69 66 38 56 2 11 3 0
100.0 14.5 77.7 41.6 39.8 22.9 33.7 1.2 6.6 1.8 0.0

20 4 14 9 8 3 1 1 1 1 0
100.0 20.0 70.0 45.0 40.0 15.0 5.0 5.0 5.0 5.0 0.0

17 2 9 7 6 8 6 0 2 0 0
100.0 11.8 52.9 41.2 35.3 47.1 35.3 0.0 11.8 0.0 0.0

25 3 21 13 14 3 10 0 0 0 0
100.0 12.0 84.0 52.0 56.0 12.0 40.0 0.0 0.0 0.0 0.0

29 6 24 13 8 9 8 0 3 1 0
100.0 20.7 82.8 44.8 27.6 31.0 27.6 0.0 10.3 3.4 0.0

36 5 30 15 16 7 17 0 2 1 0
100.0 13.9 83.3 41.7 44.4 19.4 47.2 0.0 5.6 2.8 0.0

39 4 31 12 14 8 14 1 3 0 0
100.0 10.3 79.5 30.8 35.9 20.5 35.9 2.6 7.7 0.0 0.0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
12 1 7 4 3 0 4 0 0 1 2

100.0 8.3 58.3 33.3 25.0 0.0 33.3 0.0 0.0 8.3 16.7

全体

性

・

年

齢

別

女

性

女性合計

29歳以下

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

無回答

答えたくない
無回答

70歳以上

無回答

男

性

男性合計

70歳以上

29歳以下

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳
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問 20：港区の審議会委員の女性比率についての考え方 

令和７年４月１日現在、港区では地方自治法に基づく審議会、委員会等の委員のうち、

約 36.8％が女性です。この割合について、あなたはどう思いますか。（○は１つ） 

問 20：港区の審議会委員の女性比率についての考え方 

 

 「もう少し女性が増えた方がよい」（22.7％）と「男女半々くらいまで女性が増えた方がよ

い」（29.4％）を合わせた≪女性が増えた方がよい≫（52.1％）は５割超えとなっています。 

 性別にみると、≪女性が増えた方がよい≫は女性（60.7％）が男性（42.2％）より 18.5ポ

イント高くなっています。 

 性・年齢別にみると、≪女性が増えた方がよい≫は女性 29歳以下（72.8％）で７割超えと

なっています。  

ｎ　 （計）

全体 (374) 52.1

全体 (196) 60.7

29歳以下 (22) 72.8

30～39歳 (23) 60.9

40～49歳 (35) 62.8

50～59歳 (36) 66.6

60～69歳 (43) 53.5

70歳以上 (36) 55.5

全体 (166) 42.2

29歳以下 (20) 15.0

30～39歳 (17) 23.6

40～49歳 (25) 52.0

50～59歳 (29) 37.9

60～69歳 (36) 50.0

70歳以上 (39) 53.9

今のまま
でよい

もう少し
女性が増
えた方が
よい

男女半々
くらいま
で女性が
増えた方
がよい

特に男女
の比率に
はこだわ
らない

その他
わからな

い
無回答

女性が増えた方がよい

女
性

男
性

（％）

女
性
が
増
え
た
方
が
よ
い

9.9

6.6

9.1

4.3

5.7

11.1

7.0

2.8

13.9

15.0

5.9

12.0

17.2

13.9

15.4

22.7

24.5

36.4

26.1

25.7

33.3

11.6

22.2

20.5

10.0

11.8

24.0

17.2

27.8

23.1

29.4

36.2

36.4

34.8

37.1

33.3

41.9

33.3

21.7

5.0

11.8

28.0

20.7

22.2

30.8

28.6

23.0

13.6

26.1

25.7

11.1

30.2

27.8

36.1

50.0

58.8

28.0

44.8

33.3

20.5

1.3

1.5

0.0

0.0

2.9

0.0

0.0

2.8

1.2

0.0

0.0

4.0

0.0

0.0

2.6

6.7

6.6

4.5

8.7

2.9

8.3

4.7

11.1

6.6

20.0

11.8

4.0

0.0
2.8

7.7

1.3

1.5

0.0

0.0

0.0

2.8

4.7

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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問１：「家庭生活」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性（52.0％）が男性（41.0％）よりも 11.0

ポイント高くなっています。 

 性・年齢別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性 50～59歳（77.8％）で８割近くと

なっています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

（％）

女
性

男
性

47.1

52.0

45.5

52.2

51.4

77.8

37.2

50.0

41.0

30.0

41.2

52.0

34.5

38.9

46.2

19.5

17.9

27.3

8.7

20.0

8.3

18.6

22.2

21.7

15.0

23.5

4.0

37.9

22.2

23.1

17.9

18.4

18.2

30.4

8.6

5.6

30.2

19.4

16.3

30.0

5.9

4.0

17.2

11.1

25.6

5.3

3.1

4.5

0.0

5.7

5.6

2.3

0.0

8.4

20.0

17.6

12.0

3.4

5.6

2.6

9.4

7.1

0.0

8.7

14.3

2.8

9.3

5.6

12.7

5.0

11.8

28.0

6.9

22.2

2.6

0.8

1.5

4.5

0.0

0.0

0.0

2.3

2.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅰ 在住者調査 

 

▼ 前回(R元)調査、前々回(H25)調査との比較 

問 20：港区の審議会委員の女性比率についての考え方 

 

 ≪女性が増えた方がよい≫は前々回調査の 42.0％が前回調査で 50.6％、今回調査では

52.1％となり、前々回調査から今回調査にかけて 10.1ポイント増加しています。区の審

議会委員の女性比率を意識し、現状よりも高めるべきという考え方が浸透していること

がわかります。 
 

 

 

ｎ　 （計）

今回(R7)調査 (374) 52.1

前回(R元)調査 (415) 50.6

前々回(H25)調査 (577) 42.0

（％）

女
性
が
増
え
た
方
が
よ
い

今のまま
でよい

もう少し
女性が増
えた方が
よい

男女半々
くらいま
で女性が
増えた方
がよい

特に男女
の比率に
はこだわ
らない

その他
わからな

い
無回答

女性が増えた方がよい

9.9

8.4

12.3

22.7

22.4

20.3

29.4

28.2

21.7

28.6

28.4

34.7

1.3

2.4

1.2

6.7

6.5

6.8

1.3

3.6

3.1
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Ⅰ 在住者調査 

問１：「仕事」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「仕事」の優先度「３」は男性（29.5％）が女性（23.0％）より 6.5ポイン

ト高くなっています。 

性・年齢別にみると、「仕事」の優先度「１」は男性 50～59歳（44.8％）で４割半ばとなっ

ています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

女
性

男
性

（％）

24.3

22.4

22.7

26.1

31.4

25.0

20.9

11.1

25.9

15.0

17.6

36.0

44.8

22.2

17.9

25.1

27.0

45.5

34.8

25.7

22.2

16.3

27.8

23.5

20.0

41.2

28.0

17.2

19.4

23.1

25.9

23.0

18.2

21.7

20.0

25.0

23.3

27.8

29.5

55.0

29.4

16.0

24.1

36.1

23.1

11.0

12.8

9.1

13.0

17.1

13.9

16.3

5.6

8.4

5.0

0.0

12.0

10.3

5.6

12.8

12.0

12.2

4.5

4.3

5.7

11.1

18.6

22.2

12.7

5.0

11.8

8.0

3.4

16.7

23.1

1.6

2.6

0.0

0.0

0.0

2.8

4.7

5.6

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅰ 在住者調査 

 

▼ 前回(R元)調査、前々回(H25)調査との比較 

問 20：港区の審議会委員の女性比率についての考え方 

 

 ≪女性が増えた方がよい≫は前々回調査の 42.0％が前回調査で 50.6％、今回調査では

52.1％となり、前々回調査から今回調査にかけて 10.1ポイント増加しています。区の審

議会委員の女性比率を意識し、現状よりも高めるべきという考え方が浸透していること

がわかります。 
 

 

 

ｎ　 （計）

今回(R7)調査 (374) 52.1

前回(R元)調査 (415) 50.6

前々回(H25)調査 (577) 42.0

（％）

女
性
が
増
え
た
方
が
よ
い

今のまま
でよい

もう少し
女性が増
えた方が
よい

男女半々
くらいま
で女性が
増えた方
がよい

特に男女
の比率に
はこだわ
らない

その他
わからな

い
無回答

女性が増えた方がよい

9.9

8.4

12.3

22.7

22.4

20.3

29.4

28.2

21.7

28.6

28.4

34.7

1.3

2.4

1.2

6.7

6.5

6.8

1.3

3.6

3.1
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問 21：政策や方針決定の過程に女性があまり進出していない原因 

あなたは、政治の場や仕事の場において、政策や方針決定の過程に女性があまり進出し

ていない原因は、どのようなことだと思いますか。（○はいくつでも） 

問 21：政策や方針決定の過程に女性があまり進出していない原因 

 

 

 「男性優位に組織が運営されていること」（57.2％）が６割近くで最も多くなっています。

次いで「家庭、職場、地域において性別役割分担の意識が強いこと」（38.0％）、「女性が積極

的に参加していかないこと」（33.2％）、「女性が能力を発揮できる機会が少ないこと」（30.5％）

などの順となっています。 

 前回調査と比較すると、「女性が積極的に参加していかないこと」は 5.8ポイント減少して

います。 

 性別にみると、「男性優位に組織が運営されていること」は女性（66.8％）が男性（45.2％）

より 21.6 ポイント、「家庭、職場、地域において性別役割分担の意識が強いこと」は女性

（42.3％）が男性（33.1％）より 9.2ポイント高くなっています。 

  

男性優位に組織が運営されていること

家庭、職場、地域において性別役割分担の意識が
強いこと

女性が積極的に参加していかないこと

女性が能力を発揮できる機会が少ないこと

家庭の支援・協力が得られないこと

その他

わからない

無回答

57.2

38.0

33.2

30.5

24.9

5.3

7.8

2.1

58.6

38.1

39.0

33.3

23.4

3.4

8.0

3.6

020406080

66.8

42.3

34.2

29.1

24.5

5.6

5.1

3.1

45.2

33.1

34.3

31.9

24.7

4.2

10.8

0.0

0 20 40 60 80（％）（％）

全体（n=374） 前回（R元）調査（n=415） 女性（n=196） 男性（n=166）

 

 39 

   

第
１
章 

調
査
の
概
要 

   

第
２
章 

調
査
結
果
の
概
要 

   

第
３
章 

調
査
結
果
の
分
析 

Ⅰ 在住者調査 

   

第
４
章 

資
料 

問１：「家庭生活」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性（52.0％）が男性（41.0％）よりも 11.0

ポイント高くなっています。 

 性・年齢別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性 50～59歳（77.8％）で８割近くと

なっています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

（％）

女
性

男
性

47.1

52.0

45.5

52.2

51.4

77.8

37.2

50.0

41.0

30.0

41.2

52.0

34.5

38.9

46.2

19.5

17.9

27.3

8.7

20.0

8.3

18.6

22.2

21.7

15.0

23.5

4.0

37.9

22.2

23.1

17.9

18.4

18.2

30.4

8.6

5.6

30.2

19.4

16.3

30.0

5.9

4.0

17.2

11.1

25.6

5.3

3.1

4.5

0.0

5.7

5.6

2.3

0.0

8.4

20.0

17.6

12.0

3.4

5.6

2.6

9.4

7.1

0.0

8.7

14.3

2.8

9.3

5.6

12.7

5.0

11.8

28.0

6.9

22.2

2.6

0.8

1.5

4.5

0.0

0.0

0.0

2.3

2.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0



 

 108 

Ⅰ 在住者調査 

問 21：政策や方針決定の過程に女性があまり進出していない原因【性・年齢別】 

 
                                        （※表の上段が人数（人）、下段が割合（％）） 

 性・年齢別にみると、女性の全ての年齢で「男性優位に組織が運営されていること」が最

も高くなっています。一方、男性の 29歳以下では「家庭、職場、地域において性別役割分担

の意識が強いこと」、「男性優位に組織が運営されていること」、「女性が能力を発揮できる機

会が少ないこと」、「女性が積極的に参加していかないこと」が、30～39歳、50～59歳では「女

性が積極的に参加していかないこと」が、40～49歳、60歳以上では「男性優位に組織が運営

されていること」が最も高くなっています。 

 

全
体

家

庭

、
職

場

、
地

域

に

お

い

て

性

別

役

割

分

担

の

意

識

が

強

い

こ

と

男

性

優

位

に

組

織

が

運

営

さ

れ

て

い

る

こ

と

家

庭

の

支

援

・

協

力

が

得

ら

れ

な

い

こ

と

女

性

が

能

力

を

発

揮

で

き

る

機

会

が

少

な

い

こ

と

女

性

が

積

極

的

に

参

加

し

て

い

か

な

い

こ

と

そ

の

他

わ

か

ら

な

い

無

回

答

374 142 214 93 114 124 20 29 8
100.0 38.0 57.2 24.9 30.5 33.2 5.3 7.8 2.1

196 83 131 48 57 67 11 10 6
100.0 42.3 66.8 24.5 29.1 34.2 5.6 5.1 3.1

22 11 17 3 8 6 1 0 0
100.0 50.0 77.3 13.6 36.4 27.3 4.5 0.0 0.0

23 11 16 6 6 2 1 2 0
100.0 47.8 69.6 26.1 26.1 8.7 4.3 8.7 0.0

35 12 25 11 13 15 4 0 0
100.0 34.3 71.4 31.4 37.1 42.9 11.4 0.0 0.0

36 15 25 9 8 14 3 2 3
100.0 41.7 69.4 25.0 22.2 38.9 8.3 5.6 8.3

43 20 24 9 11 17 2 2 2
100.0 46.5 55.8 20.9 25.6 39.5 4.7 4.7 4.7

36 13 23 10 10 13 0 4 1
100.0 36.1 63.9 27.8 27.8 36.1 0.0 11.1 2.8

1 1 1 0 1 0 0 0 0
100.0 100.0 100.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0

166 55 75 41 53 57 7 18 0
100.0 33.1 45.2 24.7 31.9 34.3 4.2 10.8 0.0

20 6 6 4 6 6 1 3 0
100.0 30.0 30.0 20.0 30.0 30.0 5.0 15.0 0.0

17 3 5 4 4 6 2 4 0
100.0 17.6 29.4 23.5 23.5 35.3 11.8 23.5 0.0

25 12 13 11 10 4 1 0 0
100.0 48.0 52.0 44.0 40.0 16.0 4.0 0.0 0.0

29 9 11 6 6 13 2 2 0
100.0 31.0 37.9 20.7 20.7 44.8 6.9 6.9 0.0

36 9 20 9 15 15 0 3 0
100.0 25.0 55.6 25.0 41.7 41.7 0.0 8.3 0.0

39 16 20 7 12 13 1 6 0
100.0 41.0 51.3 17.9 30.8 33.3 2.6 15.4 0.0

0 0 0 0 0 0 0 0 0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
12 4 8 4 4 0 2 1 2

100.0 33.3 66.7 33.3 33.3 0.0 16.7 8.3 16.7

全体

性

・

年

齢

別

女

性

女性合計

29歳以下

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

無回答

答えたくない
無回答

70歳以上

無回答

男

性

男性合計

70歳以上

29歳以下

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

 

 38 

Ⅰ 在住者調査 

問１：「仕事」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「仕事」の優先度「３」は男性（29.5％）が女性（23.0％）より 6.5ポイン

ト高くなっています。 

性・年齢別にみると、「仕事」の優先度「１」は男性 50～59歳（44.8％）で４割半ばとなっ

ています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

女
性

男
性

（％）

24.3

22.4

22.7

26.1

31.4

25.0

20.9

11.1

25.9

15.0

17.6

36.0

44.8

22.2

17.9

25.1

27.0

45.5

34.8

25.7

22.2

16.3

27.8

23.5

20.0

41.2

28.0

17.2

19.4

23.1

25.9

23.0

18.2

21.7

20.0

25.0

23.3

27.8

29.5

55.0

29.4

16.0

24.1

36.1

23.1

11.0

12.8

9.1

13.0

17.1

13.9

16.3

5.6

8.4

5.0

0.0

12.0

10.3

5.6

12.8

12.0

12.2

4.5

4.3

5.7

11.1

18.6

22.2

12.7

5.0

11.8

8.0

3.4

16.7

23.1

1.6

2.6

0.0

0.0

0.0

2.8

4.7

5.6

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅰ 在住者調査 

問 21：政策や方針決定の過程に女性があまり進出していない原因【性・年齢別】 

 
                                        （※表の上段が人数（人）、下段が割合（％）） 

 性・年齢別にみると、女性の全ての年齢で「男性優位に組織が運営されていること」が最

も高くなっています。一方、男性の 29歳以下では「家庭、職場、地域において性別役割分担

の意識が強いこと」、「男性優位に組織が運営されていること」、「女性が能力を発揮できる機

会が少ないこと」、「女性が積極的に参加していかないこと」が、30～39歳、50～59歳では「女

性が積極的に参加していかないこと」が、40～49歳、60歳以上では「男性優位に組織が運営

されていること」が最も高くなっています。 

 

全
体

家

庭

、
職

場

、
地

域

に

お

い

て

性

別

役

割

分

担

の

意

識

が

強

い

こ

と

男

性

優

位

に

組

織

が

運

営

さ

れ

て

い

る

こ

と

家

庭

の

支

援

・

協

力

が

得

ら

れ

な

い

こ

と

女

性

が

能

力

を

発

揮

で

き

る

機

会

が

少

な

い

こ

と

女

性

が

積

極

的

に

参

加

し

て

い

か

な

い

こ

と

そ

の

他

わ

か

ら

な

い

無

回

答

374 142 214 93 114 124 20 29 8
100.0 38.0 57.2 24.9 30.5 33.2 5.3 7.8 2.1

196 83 131 48 57 67 11 10 6
100.0 42.3 66.8 24.5 29.1 34.2 5.6 5.1 3.1

22 11 17 3 8 6 1 0 0
100.0 50.0 77.3 13.6 36.4 27.3 4.5 0.0 0.0

23 11 16 6 6 2 1 2 0
100.0 47.8 69.6 26.1 26.1 8.7 4.3 8.7 0.0

35 12 25 11 13 15 4 0 0
100.0 34.3 71.4 31.4 37.1 42.9 11.4 0.0 0.0

36 15 25 9 8 14 3 2 3
100.0 41.7 69.4 25.0 22.2 38.9 8.3 5.6 8.3

43 20 24 9 11 17 2 2 2
100.0 46.5 55.8 20.9 25.6 39.5 4.7 4.7 4.7

36 13 23 10 10 13 0 4 1
100.0 36.1 63.9 27.8 27.8 36.1 0.0 11.1 2.8

1 1 1 0 1 0 0 0 0
100.0 100.0 100.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0

166 55 75 41 53 57 7 18 0
100.0 33.1 45.2 24.7 31.9 34.3 4.2 10.8 0.0

20 6 6 4 6 6 1 3 0
100.0 30.0 30.0 20.0 30.0 30.0 5.0 15.0 0.0

17 3 5 4 4 6 2 4 0
100.0 17.6 29.4 23.5 23.5 35.3 11.8 23.5 0.0

25 12 13 11 10 4 1 0 0
100.0 48.0 52.0 44.0 40.0 16.0 4.0 0.0 0.0

29 9 11 6 6 13 2 2 0
100.0 31.0 37.9 20.7 20.7 44.8 6.9 6.9 0.0

36 9 20 9 15 15 0 3 0
100.0 25.0 55.6 25.0 41.7 41.7 0.0 8.3 0.0

39 16 20 7 12 13 1 6 0
100.0 41.0 51.3 17.9 30.8 33.3 2.6 15.4 0.0

0 0 0 0 0 0 0 0 0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
12 4 8 4 4 0 2 1 2

100.0 33.3 66.7 33.3 33.3 0.0 16.7 8.3 16.7

全体

性

・

年

齢

別

女

性

女性合計

29歳以下

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

無回答

答えたくない
無回答

70歳以上

無回答

男

性

男性合計

70歳以上

29歳以下

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳
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第
１
章 

調
査
の
概
要 

   

第
２
章 

調
査
結
果
の
概
要 

   

第
３
章 

調
査
結
果
の
分
析 

Ⅰ 在住者調査 

   

第
４
章 

資
料 

問 22：地域の女性リーダーを増やすために必要なこと 

あなたは、地域活動における女性リーダーを増やすためには、どのようなことが必要だ

と思いますか。（○は２つまで） 

問 22：地域の女性リーダーを増やすために必要なこと 

 

 

 「育児や介護を支援するための施策を充実させる」（37.2％）が４割近くで最も多くなって

います。次いで「さまざまな立場の人が参加しやすいよう、活動時間帯を工夫する」（35.8％）、

「男性中心の社会通念や慣習を改めるための啓発活動を実施する」（25.4％）、「家族で家事・

育児・介護を分担する」（21.1％）などの順となっています。 

 前回調査と比較すると、「さまざまな立場の人が参加しやすいよう、活動時間帯を工夫する」

は 7.8ポイント減少しています。一方、「家族で家事・育児・介護を分担する」は 6.2ポイン

ト増加しています。 

  性別にみると、傾向に大きな違いはありません。 

 

育児や介護を支援するための施策を充実させる

さまざまな立場の人が参加しやすいよう、活動
時間帯を工夫する

男性中心の社会通念や慣習を改めるための啓発
活動を実施する

家族で家事・育児・介護を分担する

女性のリーダーを養成するための講座やセミ
ナーを開催する

地域活動のリーダーに女性が一定の割合でなる
ような取組を進める

その他

わからない

無回答

37.2

35.8

25.4

21.1

20.3

17.6

2.4

8.0

1.9

35.7

43.6

22.4

14.9

22.2

16.6

3.9

6.5

0204060

37.2

38.3

26.5

22.4

20.4

18.9

2.0

6.1

2.0

36.1

33.7

24.1

20.5

21.1

16.9

3.0

10.2

0.6

0 20 40 60（％）（％）

全体（n=374） 前回（R元）調査（n=415） 女性（n=196） 男性（n=166）
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第
１
章 

調
査
の
概
要 

   

第
２
章 

調
査
結
果
の
概
要 

   

第
３
章 

調
査
結
果
の
分
析 

Ⅰ 在住者調査 

   

第
４
章 

資
料 

問１：「家庭生活」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性（52.0％）が男性（41.0％）よりも 11.0

ポイント高くなっています。 

 性・年齢別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性 50～59歳（77.8％）で８割近くと

なっています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

（％）

女
性

男
性

47.1

52.0

45.5

52.2

51.4

77.8

37.2

50.0

41.0

30.0

41.2

52.0

34.5

38.9

46.2

19.5

17.9

27.3

8.7

20.0

8.3

18.6

22.2

21.7

15.0

23.5

4.0

37.9

22.2

23.1

17.9

18.4

18.2

30.4

8.6

5.6

30.2

19.4

16.3

30.0

5.9

4.0

17.2

11.1

25.6

5.3

3.1

4.5

0.0

5.7

5.6

2.3

0.0

8.4

20.0

17.6

12.0

3.4

5.6

2.6

9.4

7.1

0.0

8.7

14.3

2.8

9.3

5.6

12.7

5.0

11.8

28.0

6.9

22.2

2.6

0.8

1.5

4.5

0.0

0.0

0.0

2.3

2.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅰ 在住者調査 

問 22：地域の女性リーダーを増やすために必要なこと【性・年齢別】 

 
                                        （※表の上段が人数（人）、下段が割合（％）） 

 性・年齢別にみると、女性の 29 歳以下、40～49 歳、70 歳以上では「育児や介護を支援す

るための施策を充実させる」が、30～39歳では「男性中心の社会通念や慣習を改めるための

啓発活動を実施する」と「育児や介護を支援するための施策を充実させる」が、50～59歳で

は「さまざまな立場の人が参加しやすいよう、活動時間帯を工夫する」が、60～69歳では「育

児や介護を支援するための施策を充実させる」と「さまざまな立場の人が参加しやすいよう、

活動時間帯を工夫する」が最も高くなっています。一方、男性の 29歳以下では「男性中心の

社会通念や慣習を改めるための啓発活動を実施する」と「家族で家事・育児・介護を分担す

る」と「さまざまな立場の人が参加しやすいよう、活動時間帯を工夫する」が、30～39 歳、

50～59歳では「育児や介護を支援するための施策を充実させる」が、40～49歳では「育児や

介護を支援するための施策を充実させる」と「さまざまな立場の人が参加しやすいよう、活

動時間帯を工夫する」が、60～69歳では「男性中心の社会通念や慣習を改めるための啓発活

動を実施する」が、70歳以上では「さまざまな立場の人が参加しやすいよう、活動時間帯を

工夫する」が最も高くなっています。 

全
体

男

性

中

心

の

社

会

通

念

や

慣

習

を

改

め

る

た

め

の

啓

発

活

動

を

実

施

す

る

女

性

の

リ
ー

ダ
ー

を

養

成

す

る

た

め

の

講

座

や

セ

ミ

ナ
ー

を

開

催

す

る 育

児

や

介

護

を

支

援

す

る

た

め

の

施

策

を

充

実

さ

せ

る

家

族

で

家

事

・

育

児

・

介

護

を

分

担

す

る

さ

ま

ざ

ま

な

立

場

の

人

が

参

加

し

や

す

い

よ

う

、
活

動

時

間

帯

を

工

夫

す

る

地

域

活

動

の

リ
ー

ダ
ー

に

女

性

が

一

定

の

割

合

で

な

る

よ

う

な

取

組

を

進

め

る

そ

の

他

わ

か

ら

な

い

無

回

答

374 95 76 139 79 134 66 9 30 7
100.0 25.4 20.3 37.2 21.1 35.8 17.6 2.4 8.0 1.9

196 52 40 73 44 75 37 4 12 4
100.0 26.5 20.4 37.2 22.4 38.3 18.9 2.0 6.1 2.0

22 6 4 9 5 7 5 0 0 0
100.0 27.3 18.2 40.9 22.7 31.8 22.7 0.0 0.0 0.0

23 9 3 9 5 6 6 0 1 0
100.0 39.1 13.0 39.1 21.7 26.1 26.1 0.0 4.3 0.0

35 6 9 15 10 13 7 0 3 1
100.0 17.1 25.7 42.9 28.6 37.1 20.0 0.0 8.6 2.9

36 7 3 7 9 20 7 0 3 1
100.0 19.4 8.3 19.4 25.0 55.6 19.4 0.0 8.3 2.8

43 11 10 17 9 17 6 3 0 1
100.0 25.6 23.3 39.5 20.9 39.5 14.0 7.0 0.0 2.3

36 12 10 16 6 12 6 1 5 1
100.0 33.3 27.8 44.4 16.7 33.3 16.7 2.8 13.9 2.8

1 1 1 0 0 0 0 0 0 0
100.0 100.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

166 40 35 60 34 56 28 5 17 1
100.0 24.1 21.1 36.1 20.5 33.7 16.9 3.0 10.2 0.6

20 6 5 4 6 6 1 0 2 1
100.0 30.0 25.0 20.0 30.0 30.0 5.0 0.0 10.0 5.0

17 1 2 7 5 3 2 2 2 0
100.0 5.9 11.8 41.2 29.4 17.6 11.8 11.8 11.8 0.0

25 6 5 11 8 11 5 0 0 0
100.0 24.0 20.0 44.0 32.0 44.0 20.0 0.0 0.0 0.0

29 7 5 14 3 11 3 2 1 0
100.0 24.1 17.2 48.3 10.3 37.9 10.3 6.9 3.4 0.0

36 13 9 11 4 10 11 0 3 0
100.0 36.1 25.0 30.6 11.1 27.8 30.6 0.0 8.3 0.0

39 7 9 13 8 15 6 1 9 0
100.0 17.9 23.1 33.3 20.5 38.5 15.4 2.6 23.1 0.0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
12 3 1 6 1 3 1 0 1 2

100.0 25.0 8.3 50.0 8.3 25.0 8.3 0.0 8.3 16.7

全体

性

・

年

齢

別

女

性

女性合計

29歳以下

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

無回答

答えたくない
無回答

70歳以上

無回答

男

性

男性合計

70歳以上

29歳以下

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳
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Ⅰ 在住者調査 

問１：「仕事」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「仕事」の優先度「３」は男性（29.5％）が女性（23.0％）より 6.5ポイン

ト高くなっています。 

性・年齢別にみると、「仕事」の優先度「１」は男性 50～59歳（44.8％）で４割半ばとなっ

ています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

女
性

男
性

（％）

24.3

22.4

22.7

26.1

31.4

25.0

20.9

11.1

25.9

15.0

17.6

36.0

44.8

22.2

17.9

25.1

27.0

45.5

34.8

25.7

22.2

16.3

27.8

23.5

20.0

41.2

28.0

17.2

19.4

23.1

25.9

23.0

18.2

21.7

20.0

25.0

23.3

27.8

29.5

55.0

29.4

16.0

24.1

36.1

23.1

11.0

12.8

9.1

13.0

17.1

13.9

16.3

5.6

8.4

5.0

0.0

12.0

10.3

5.6

12.8

12.0

12.2

4.5

4.3

5.7

11.1

18.6

22.2

12.7

5.0

11.8

8.0

3.4

16.7

23.1

1.6

2.6

0.0

0.0

0.0

2.8

4.7

5.6

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅰ 在住者調査 

問 22：地域の女性リーダーを増やすために必要なこと【性・年齢別】 

 
                                        （※表の上段が人数（人）、下段が割合（％）） 

 性・年齢別にみると、女性の 29 歳以下、40～49 歳、70 歳以上では「育児や介護を支援す

るための施策を充実させる」が、30～39歳では「男性中心の社会通念や慣習を改めるための

啓発活動を実施する」と「育児や介護を支援するための施策を充実させる」が、50～59歳で

は「さまざまな立場の人が参加しやすいよう、活動時間帯を工夫する」が、60～69歳では「育

児や介護を支援するための施策を充実させる」と「さまざまな立場の人が参加しやすいよう、

活動時間帯を工夫する」が最も高くなっています。一方、男性の 29歳以下では「男性中心の

社会通念や慣習を改めるための啓発活動を実施する」と「家族で家事・育児・介護を分担す

る」と「さまざまな立場の人が参加しやすいよう、活動時間帯を工夫する」が、30～39 歳、

50～59歳では「育児や介護を支援するための施策を充実させる」が、40～49歳では「育児や

介護を支援するための施策を充実させる」と「さまざまな立場の人が参加しやすいよう、活

動時間帯を工夫する」が、60～69歳では「男性中心の社会通念や慣習を改めるための啓発活

動を実施する」が、70歳以上では「さまざまな立場の人が参加しやすいよう、活動時間帯を

工夫する」が最も高くなっています。 

全
体

男

性

中

心

の

社

会

通

念

や

慣

習

を

改

め

る

た

め

の

啓

発

活

動

を

実

施

す

る

女

性

の

リ
ー

ダ
ー

を

養

成

す

る

た

め

の

講

座

や

セ

ミ

ナ
ー

を

開

催

す

る 育

児

や

介

護

を

支

援

す

る

た

め

の

施

策

を

充

実

さ

せ

る

家

族

で

家

事

・

育

児

・

介

護

を

分

担

す

る

さ

ま

ざ

ま

な

立

場

の

人

が

参

加

し

や

す

い

よ

う

、
活

動

時

間

帯

を

工

夫

す

る

地

域

活

動

の

リ
ー

ダ
ー

に

女

性

が

一

定

の

割

合

で

な

る

よ

う

な

取

組

を

進

め

る

そ

の

他

わ

か

ら

な

い

無

回

答

374 95 76 139 79 134 66 9 30 7
100.0 25.4 20.3 37.2 21.1 35.8 17.6 2.4 8.0 1.9

196 52 40 73 44 75 37 4 12 4
100.0 26.5 20.4 37.2 22.4 38.3 18.9 2.0 6.1 2.0

22 6 4 9 5 7 5 0 0 0
100.0 27.3 18.2 40.9 22.7 31.8 22.7 0.0 0.0 0.0

23 9 3 9 5 6 6 0 1 0
100.0 39.1 13.0 39.1 21.7 26.1 26.1 0.0 4.3 0.0

35 6 9 15 10 13 7 0 3 1
100.0 17.1 25.7 42.9 28.6 37.1 20.0 0.0 8.6 2.9

36 7 3 7 9 20 7 0 3 1
100.0 19.4 8.3 19.4 25.0 55.6 19.4 0.0 8.3 2.8

43 11 10 17 9 17 6 3 0 1
100.0 25.6 23.3 39.5 20.9 39.5 14.0 7.0 0.0 2.3

36 12 10 16 6 12 6 1 5 1
100.0 33.3 27.8 44.4 16.7 33.3 16.7 2.8 13.9 2.8

1 1 1 0 0 0 0 0 0 0
100.0 100.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

166 40 35 60 34 56 28 5 17 1
100.0 24.1 21.1 36.1 20.5 33.7 16.9 3.0 10.2 0.6

20 6 5 4 6 6 1 0 2 1
100.0 30.0 25.0 20.0 30.0 30.0 5.0 0.0 10.0 5.0

17 1 2 7 5 3 2 2 2 0
100.0 5.9 11.8 41.2 29.4 17.6 11.8 11.8 11.8 0.0

25 6 5 11 8 11 5 0 0 0
100.0 24.0 20.0 44.0 32.0 44.0 20.0 0.0 0.0 0.0

29 7 5 14 3 11 3 2 1 0
100.0 24.1 17.2 48.3 10.3 37.9 10.3 6.9 3.4 0.0

36 13 9 11 4 10 11 0 3 0
100.0 36.1 25.0 30.6 11.1 27.8 30.6 0.0 8.3 0.0

39 7 9 13 8 15 6 1 9 0
100.0 17.9 23.1 33.3 20.5 38.5 15.4 2.6 23.1 0.0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
12 3 1 6 1 3 1 0 1 2

100.0 25.0 8.3 50.0 8.3 25.0 8.3 0.0 8.3 16.7

全体

性

・

年

齢

別

女

性

女性合計

29歳以下

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

無回答

答えたくない
無回答

70歳以上

無回答

男

性

男性合計

70歳以上

29歳以下

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳
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10 差別的取扱いについて 

問 23：ハラスメントを受けた経験、被害を受けた場所 

あなたは、ここ５年以内に次のようなハラスメントを受けたことがありますか。 

（ア～クのそれぞれについて、あてはまる「１～５」に○をいくつでも） 

問 23：ハラスメントを受けた経験『全体』 

 

※ある：問 23 のア～クのうち、ひとつでも「家庭で受けたことがある」「職場で受けたことがある」「地域社会で受けたことがある」「学校で受け

たことがある」を選択している回答者 

ない：問 23 のア～クの全てについて「ない」を選択している回答者 

  

問 23：ハラスメントを受けた経験『種類別』 

 

ここ５年以内に被害を受けた人の割合は、「イ．パワー・ハラスメント」（23.3％）が２割超え

と最も多くなっています。ア～クで挙げた何らかのハラスメントを１つでも受けたことがある人

の割合は 35.8％です。 

  

ｎ　

全体 (374)

（％）

ある ない 無回答

35.8 62.3

1.9

ア．セクシュアル・ハラスメント

イ．パワー・ハラスメント

ウ．マタニティ・ハラスメント、
　　パタニティ・ハラスメント

エ．育児休業にかかるハラスメント

オ．介護休業にかかるハラスメント

カ．モラル・ハラスメント

キ．SOGIE（性的指向・性自認）
    ハラスメント

ク．その他

（％）

ある ない 無回答

12.2

23.3

1.9

2.7

1.7

17.4

1.6

0.8

80.5

69.5

92.2

89.6

90.6

74.1

91.2

59.4

7.2

7.2

5.9

7.8

7.8

8.6

7.2

39.8
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問１：「家庭生活」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性（52.0％）が男性（41.0％）よりも 11.0

ポイント高くなっています。 

 性・年齢別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性 50～59歳（77.8％）で８割近くと

なっています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

（％）

女
性

男
性

47.1

52.0

45.5

52.2

51.4

77.8

37.2

50.0

41.0

30.0

41.2

52.0

34.5

38.9

46.2

19.5

17.9

27.3

8.7

20.0

8.3

18.6

22.2

21.7

15.0

23.5

4.0

37.9

22.2

23.1

17.9

18.4

18.2

30.4

8.6

5.6

30.2

19.4

16.3

30.0

5.9

4.0

17.2

11.1

25.6

5.3

3.1

4.5

0.0

5.7

5.6

2.3

0.0

8.4

20.0

17.6

12.0

3.4

5.6

2.6

9.4

7.1

0.0

8.7

14.3

2.8

9.3

5.6

12.7

5.0

11.8

28.0

6.9

22.2

2.6

0.8

1.5

4.5

0.0

0.0

0.0

2.3

2.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅰ 在住者調査 

問 23：ハラスメントを受けた経験、被害を受けた場所① 

 

『ア．セクシュアル・ハラスメント』    『イ．パワー・ハラスメント』 

 

 

 

『ウ．マタニティ・ハラスメント、  『エ．育児休業にかかるハラスメント』 

   パタニティ・ハラスメント』 

 

 

 

 

  

家庭 家庭

職場 職場

地域社会 地域社会

学校 学校

ない ない

無回答 無回答

1.6

7.2

2.9

0.5

80.5

7.2

020406080100

3.1

11.7

4.6

0.0

69.4

11.2

0.0

1.8

1.2

1.2

94.0

1.8

0 20 40 60 80 100（％）（％）

全体（n=374）
女性（n=175）

男性（n=163）

（％）

2.7

18.7

1.1

0.8

69.5

7.2

020406080100

4.6

17.3

1.0

1.0

66.8

9.2

0.6

21.1

0.6

0.6

72.9

4.2

0 20 40 60 80 100（％）

全体（n=374）
女性（n=175）

男性（n=163）

家庭 家庭

職場 職場

地域社会 地域社会

学校 学校

ない ない

無回答 無回答

0.3

0.5

0.8

0.3

92.2

5.9

020406080100

0.5

1.0

1.0

0.0

89.3

8.2

0.0

0.0

0.6

0.6

97.0

1.8

0 20 40 60 80 100（％）（％）

全体（n=374）
女性（n=175）

男性（n=163）

（％）

0.0

1.9

0.5

0.3

89.6

7.8

020406080100

0.0

3.1

0.5

0.0

86.2

10.2

0.0

0.6

0.6

0.6

95.2

3.0

0 20 40 60 80 100（％）

全体（n=374）
女性（n=175）

男性（n=163）
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Ⅰ 在住者調査 

問１：「仕事」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「仕事」の優先度「３」は男性（29.5％）が女性（23.0％）より 6.5ポイン

ト高くなっています。 

性・年齢別にみると、「仕事」の優先度「１」は男性 50～59歳（44.8％）で４割半ばとなっ

ています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

女
性

男
性

（％）

24.3

22.4

22.7

26.1

31.4

25.0

20.9

11.1

25.9

15.0

17.6

36.0

44.8

22.2

17.9

25.1

27.0

45.5

34.8

25.7

22.2

16.3

27.8

23.5

20.0

41.2

28.0

17.2

19.4

23.1

25.9

23.0

18.2

21.7

20.0

25.0

23.3

27.8

29.5

55.0

29.4

16.0

24.1

36.1

23.1

11.0

12.8

9.1

13.0

17.1

13.9

16.3

5.6

8.4

5.0

0.0

12.0

10.3

5.6

12.8

12.0

12.2

4.5

4.3

5.7

11.1

18.6

22.2

12.7

5.0

11.8

8.0

3.4

16.7

23.1

1.6

2.6

0.0

0.0

0.0

2.8

4.7

5.6

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅰ 在住者調査 

問 23：ハラスメントを受けた経験、被害を受けた場所① 

 

『ア．セクシュアル・ハラスメント』    『イ．パワー・ハラスメント』 

 

 

 

『ウ．マタニティ・ハラスメント、  『エ．育児休業にかかるハラスメント』 

   パタニティ・ハラスメント』 

 

 

 

 

  

家庭 家庭

職場 職場

地域社会 地域社会

学校 学校

ない ない

無回答 無回答

1.6

7.2

2.9

0.5

80.5

7.2

020406080100

3.1

11.7

4.6

0.0

69.4

11.2

0.0

1.8

1.2

1.2

94.0

1.8

0 20 40 60 80 100（％）（％）

全体（n=374）
女性（n=175）

男性（n=163）

（％）

2.7

18.7

1.1

0.8

69.5

7.2

020406080100

4.6

17.3

1.0

1.0

66.8

9.2

0.6

21.1

0.6

0.6

72.9

4.2

0 20 40 60 80 100（％）

全体（n=374）
女性（n=175）

男性（n=163）

家庭 家庭

職場 職場

地域社会 地域社会

学校 学校

ない ない

無回答 無回答

0.3

0.5

0.8

0.3

92.2

5.9

020406080100

0.5

1.0

1.0

0.0

89.3

8.2

0.0

0.0

0.6

0.6

97.0

1.8

0 20 40 60 80 100（％）（％）

全体（n=374）
女性（n=175）

男性（n=163）

（％）

0.0

1.9

0.5

0.3

89.6

7.8

020406080100

0.0

3.1

0.5

0.0

86.2

10.2

0.0

0.6

0.6

0.6

95.2

3.0

0 20 40 60 80 100（％）

全体（n=374）
女性（n=175）

男性（n=163）
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問 23：ハラスメントを受けた経験、被害を受けた場所② 

『オ. 介護休業にかかるハラスメント』    『カ．モラル・ハラスメント』  

 

 

『キ．ＳＯＧＩＥ（性的指向・性自認）ハラスメント』        『ク．その他』 

 

 

 被害を受けた場所についてみると、『イ．パワー・ハラスメント』の「職場で受けたことが

ある」（18.7％）は２割近くとなっています。 

 性別にみると、『ア．セクシュアル・ハラスメント』の「職場で受けたことがある」は女性

（11.7％）が男性（1.8％）より 9.9ポイント高くなっています。 

 

  

家庭 家庭

職場 職場

地域社会 地域社会

学校 学校

ない ない

無回答 無回答

0.3

0.8

0.3

0.3

90.6

7.8

020406080100

0.0

1.5

0.0

0.0

88.8

9.7

0.6

0.0

0.6

0.6

94.0

4.2

0 20 40 60 80 100（％）（％）

全体（n=374）
女性（n=175）

男性（n=163）

（％）

5.1

9.1

2.9

0.3

74.1

8.6

020406080100

8.2

9.2

1.0

0.0

69.4

12.2

1.8

9.6

4.8

0.6

79.5

3.6

0 20 40 60 80 100（％）

全体（n=374）
女性（n=175）

男性（n=163）

家庭 家庭

職場 職場

地域社会 地域社会

学校 学校

ない ない

無回答 無回答

0.0

0.8

0.5

0.3

91.2

7.2

020406080100

0.0

0.5

0.5

0.0

89.3

9.7

0.0

1.2

0.6

0.6

94.6

3.0

0 20 40 60 80 100（％）（％）

全体（n=374）
女性（n=175）

男性（n=163）

（％）

0.0

0.5

0.0

0.3

59.4

39.8

020406080100

0.0

1.0

0.0

0.5

52.6

45.9

0.0

0.0

0.0

0.0

67.5

32.5

0 20 40 60 80 100（％）

全体（n=374）
女性（n=175）

男性（n=163）
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問１：「家庭生活」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性（52.0％）が男性（41.0％）よりも 11.0

ポイント高くなっています。 

 性・年齢別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性 50～59歳（77.8％）で８割近くと

なっています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

（％）

女
性

男
性

47.1

52.0

45.5

52.2

51.4

77.8

37.2

50.0

41.0

30.0

41.2

52.0

34.5

38.9

46.2

19.5

17.9

27.3

8.7

20.0

8.3

18.6

22.2

21.7

15.0

23.5

4.0

37.9

22.2

23.1

17.9

18.4

18.2

30.4

8.6

5.6

30.2

19.4

16.3

30.0

5.9

4.0

17.2

11.1

25.6

5.3

3.1

4.5

0.0

5.7

5.6

2.3

0.0

8.4

20.0

17.6

12.0

3.4

5.6

2.6

9.4

7.1

0.0

8.7

14.3

2.8

9.3

5.6

12.7

5.0

11.8

28.0

6.9

22.2

2.6

0.8

1.5

4.5

0.0

0.0

0.0

2.3

2.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅰ 在住者調査 

問 23：ハラスメントを受けた経験、被害を受けた場所【性・年齢別】 

『ア．セクシュアル・ハラスメント』  『イ．パワー・ハラスメント』 

 
                                                 （※表の上段が人数（人）、下段が割合（％）） 

 性・年齢別にみると、『ア．セクシュアル・ハラスメント』について、女性の 29歳以下、40

～49歳において、「職場で受けたことがある」が 20.0％を超えています。また、『イ．パワー・

ハラスメント』についても、女性の 59歳以下、男性の 30～59歳において 20.0％を超えてい

ます。 

 

全
体

家

庭

で

受

け

た

こ

と

が

あ

る

職

場

で

受

け

た

こ

と

が

あ

る

地

域

社

会

で

受

け

た

こ

と

が

あ

る

学

校

で

受

け

た

こ

と

が

あ

る

な

い

無

回

答

家

庭

で

受

け

た

こ

と

が

あ

る

職

場

で

受

け

た

こ

と

が

あ

る

地

域

社

会

で

受

け

た

こ

と

が

あ

る

学

校

で

受

け

た

こ

と

が

あ

る

な

い

無

回

答

374 6 27 11 2 301 27 10 70 4 3 260 27
100.0 1.6 7.2 2.9 0.5 80.5 7.2 2.7 18.7 1.1 0.8 69.5 7.2

196 6 23 9 0 136 22 9 34 2 2 131 18
100.0 3.1 11.7 4.6 0.0 69.4 11.2 4.6 17.3 1.0 1.0 66.8 9.2

22 0 6 2 0 12 2 0 6 0 1 15 0
100.0 0.0 27.3 9.1 0.0 54.5 9.1 0.0 27.3 0.0 4.5 68.2 0.0

23 0 2 2 0 17 2 0 5 0 0 15 3
100.0 0.0 8.7 8.7 0.0 73.9 8.7 0.0 21.7 0.0 0.0 65.2 13.0

35 2 8 1 0 21 3 2 8 1 0 20 4
100.0 5.7 22.9 2.9 0.0 60.0 8.6 5.7 22.9 2.9 0.0 57.1 11.4

36 1 3 3 0 24 5 1 9 0 1 22 3
100.0 2.8 8.3 8.3 0.0 66.7 13.9 2.8 25.0 0.0 2.8 61.1 8.3

43 0 4 0 0 36 3 3 5 1 0 32 2
100.0 0.0 9.3 0.0 0.0 83.7 7.0 7.0 11.6 2.3 0.0 74.4 4.7

36 3 0 1 0 25 7 3 1 0 0 26 6
100.0 8.3 0.0 2.8 0.0 69.4 19.4 8.3 2.8 0.0 0.0 72.2 16.7

1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0
100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0

166 0 3 2 2 156 3 1 35 1 1 121 7
100.0 0.0 1.8 1.2 1.2 94.0 1.8 0.6 21.1 0.6 0.6 72.9 4.2

20 0 0 1 1 18 0 0 2 0 1 16 1
100.0 0.0 0.0 5.0 5.0 90.0 0.0 0.0 10.0 0.0 5.0 80.0 5.0

17 0 1 0 0 15 1 0 4 0 0 13 0
100.0 0.0 5.9 0.0 0.0 88.2 5.9 0.0 23.5 0.0 0.0 76.5 0.0

25 0 1 0 1 23 0 0 8 0 0 15 2
100.0 0.0 4.0 0.0 4.0 92.0 0.0 0.0 32.0 0.0 0.0 60.0 8.0

29 0 1 0 0 26 2 0 8 1 0 18 2
100.0 0.0 3.4 0.0 0.0 89.7 6.9 0.0 27.6 3.4 0.0 62.1 6.9

36 0 0 0 0 36 0 0 7 0 0 28 1
100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 19.4 0.0 0.0 77.8 2.8

39 0 0 1 0 38 0 1 6 0 0 31 1
100.0 0.0 0.0 2.6 0.0 97.4 0.0 2.6 15.4 0.0 0.0 79.5 2.6

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
12 0 1 0 0 9 2 0 1 1 0 8 2

100.0 0.0 8.3 0.0 0.0 75.0 16.7 0.0 8.3 8.3 0.0 66.7 16.7

全体

性

・

年

齢

別

女

性

女性合計

29歳以下

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

無回答

答えたくない
無回答

70歳以上

無回答

男

性

男性合計

29歳以下

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70歳以上

 

 38 

Ⅰ 在住者調査 

問１：「仕事」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「仕事」の優先度「３」は男性（29.5％）が女性（23.0％）より 6.5ポイン

ト高くなっています。 

性・年齢別にみると、「仕事」の優先度「１」は男性 50～59歳（44.8％）で４割半ばとなっ

ています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

女
性

男
性

（％）

24.3

22.4

22.7

26.1

31.4

25.0

20.9

11.1

25.9

15.0

17.6

36.0

44.8

22.2

17.9

25.1

27.0

45.5

34.8

25.7

22.2

16.3

27.8

23.5

20.0

41.2

28.0

17.2

19.4

23.1

25.9

23.0

18.2

21.7

20.0

25.0

23.3

27.8

29.5

55.0

29.4

16.0

24.1

36.1

23.1

11.0

12.8

9.1

13.0

17.1

13.9

16.3

5.6

8.4

5.0

0.0

12.0

10.3

5.6

12.8

12.0

12.2

4.5

4.3

5.7

11.1

18.6

22.2

12.7

5.0

11.8

8.0

3.4

16.7

23.1

1.6

2.6

0.0

0.0

0.0

2.8

4.7

5.6

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅰ 在住者調査 

問 23：ハラスメントを受けた経験、被害を受けた場所【性・年齢別】 

『ア．セクシュアル・ハラスメント』  『イ．パワー・ハラスメント』 

 
                                                 （※表の上段が人数（人）、下段が割合（％）） 

 性・年齢別にみると、『ア．セクシュアル・ハラスメント』について、女性の 29歳以下、40

～49歳において、「職場で受けたことがある」が 20.0％を超えています。また、『イ．パワー・

ハラスメント』についても、女性の 59歳以下、男性の 30～59歳において 20.0％を超えてい

ます。 

 

全
体

家

庭

で

受

け

た

こ

と

が

あ

る

職

場

で

受

け

た

こ

と

が

あ

る

地

域

社

会

で

受

け

た

こ

と

が

あ

る

学

校

で

受

け

た

こ

と

が

あ

る

な

い

無

回

答

家

庭

で

受

け

た

こ

と

が

あ

る

職

場

で

受

け

た

こ

と

が

あ

る

地

域

社

会

で

受

け

た

こ

と

が

あ

る

学

校

で

受

け

た

こ

と

が

あ

る

な

い

無

回

答

374 6 27 11 2 301 27 10 70 4 3 260 27
100.0 1.6 7.2 2.9 0.5 80.5 7.2 2.7 18.7 1.1 0.8 69.5 7.2

196 6 23 9 0 136 22 9 34 2 2 131 18
100.0 3.1 11.7 4.6 0.0 69.4 11.2 4.6 17.3 1.0 1.0 66.8 9.2

22 0 6 2 0 12 2 0 6 0 1 15 0
100.0 0.0 27.3 9.1 0.0 54.5 9.1 0.0 27.3 0.0 4.5 68.2 0.0

23 0 2 2 0 17 2 0 5 0 0 15 3
100.0 0.0 8.7 8.7 0.0 73.9 8.7 0.0 21.7 0.0 0.0 65.2 13.0

35 2 8 1 0 21 3 2 8 1 0 20 4
100.0 5.7 22.9 2.9 0.0 60.0 8.6 5.7 22.9 2.9 0.0 57.1 11.4

36 1 3 3 0 24 5 1 9 0 1 22 3
100.0 2.8 8.3 8.3 0.0 66.7 13.9 2.8 25.0 0.0 2.8 61.1 8.3

43 0 4 0 0 36 3 3 5 1 0 32 2
100.0 0.0 9.3 0.0 0.0 83.7 7.0 7.0 11.6 2.3 0.0 74.4 4.7

36 3 0 1 0 25 7 3 1 0 0 26 6
100.0 8.3 0.0 2.8 0.0 69.4 19.4 8.3 2.8 0.0 0.0 72.2 16.7

1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0
100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0

166 0 3 2 2 156 3 1 35 1 1 121 7
100.0 0.0 1.8 1.2 1.2 94.0 1.8 0.6 21.1 0.6 0.6 72.9 4.2

20 0 0 1 1 18 0 0 2 0 1 16 1
100.0 0.0 0.0 5.0 5.0 90.0 0.0 0.0 10.0 0.0 5.0 80.0 5.0

17 0 1 0 0 15 1 0 4 0 0 13 0
100.0 0.0 5.9 0.0 0.0 88.2 5.9 0.0 23.5 0.0 0.0 76.5 0.0

25 0 1 0 1 23 0 0 8 0 0 15 2
100.0 0.0 4.0 0.0 4.0 92.0 0.0 0.0 32.0 0.0 0.0 60.0 8.0

29 0 1 0 0 26 2 0 8 1 0 18 2
100.0 0.0 3.4 0.0 0.0 89.7 6.9 0.0 27.6 3.4 0.0 62.1 6.9

36 0 0 0 0 36 0 0 7 0 0 28 1
100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 19.4 0.0 0.0 77.8 2.8

39 0 0 1 0 38 0 1 6 0 0 31 1
100.0 0.0 0.0 2.6 0.0 97.4 0.0 2.6 15.4 0.0 0.0 79.5 2.6

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
12 0 1 0 0 9 2 0 1 1 0 8 2

100.0 0.0 8.3 0.0 0.0 75.0 16.7 0.0 8.3 8.3 0.0 66.7 16.7

全体

性

・

年

齢

別

女

性

女性合計

29歳以下

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

無回答

答えたくない
無回答

70歳以上

無回答

男

性

男性合計

29歳以下

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70歳以上
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問 24：配偶者・パートナー、恋人等からの暴力被害の相談先として認知しているもの 

配偶者やパートナーからの暴力被害を相談する公的な窓口として、あなたがご存じのと

ころはどこですか。（○はいくつでも） 

問 24：配偶者・パートナー、恋人等からの暴力被害の相談先として認知しているもの 

 

 

 「警察」（63.1％）が６割超えで最も多くなっています。次いで「区役所の窓口」（20.9％）、

「港区子ども家庭支援センター」（19.8％）、「港区立男女平等参画センター（リーブラ）」

（11.2％）などの順となっています。 

前回調査と比較すると、「区役所の窓口」は 7.3ポイント減少しています。 

 性別にみると、傾向に大きな違いはありません。 

警察

区役所の窓口

港区子ども家庭支援センター

港区立男女平等参画センター（リーブラ）

東京ウィメンズプラザ

その他

どれも知らない

無回答

63.1

20.9

19.8

11.2

8.6

0.3

20.3

1.3

58.6

28.2

18.6

14.9

11.6

1.4

24.6

3.6

020406080

63.8

19.9

20.4

12.8

9.7

0.0

17.9

1.0

63.9

23.5

19.3

8.4

7.2

0.6

22.9

0.6

0 20 40 60 80（％）（％）

全体（n=374） 前回（R元）調査（n=415） 女性（n=196） 男性（n=166）
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第
４
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資
料 

問１：「家庭生活」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性（52.0％）が男性（41.0％）よりも 11.0

ポイント高くなっています。 

 性・年齢別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性 50～59歳（77.8％）で８割近くと

なっています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

（％）

女
性

男
性

47.1

52.0

45.5

52.2

51.4

77.8

37.2

50.0

41.0

30.0

41.2

52.0

34.5

38.9

46.2

19.5

17.9

27.3

8.7

20.0

8.3

18.6

22.2

21.7

15.0

23.5

4.0

37.9

22.2

23.1

17.9

18.4

18.2

30.4

8.6

5.6

30.2

19.4

16.3

30.0

5.9

4.0

17.2

11.1

25.6

5.3

3.1

4.5

0.0

5.7

5.6

2.3

0.0

8.4

20.0

17.6

12.0

3.4

5.6

2.6

9.4

7.1

0.0

8.7

14.3

2.8

9.3

5.6

12.7

5.0

11.8

28.0

6.9

22.2

2.6

0.8

1.5

4.5

0.0

0.0

0.0

2.3

2.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅰ 在住者調査 

問 24：配偶者・パートナー、恋人等からの暴力被害の相談先として認知しているもの【性・年齢別】 

 
                                              （※表の上段が人数（人）、下段が割合（％）） 

 性・年齢別にみると、女性、男性ともにすべての年齢で「警察」が最も高くなっています。 

 

 

全
体

港

区

子

ど

も

家

庭

支

援

セ

ン

タ
ー

東

京

ウ

ィ

メ

ン

ズ

プ

ラ

ザ

警

察

港

区

立

男

女

平

等

参

画

セ

ン

タ
ー

（
リ
ー

ブ

ラ

）

区

役

所

の

窓

口

そ

の

他

ど

れ

も

知

ら

な

い

無

回

答

374 74 32 236 42 78 1 76 5
100.0 19.8 8.6 63.1 11.2 20.9 0.3 20.3 1.3

196 40 19 125 25 39 0 35 2
100.0 20.4 9.7 63.8 12.8 19.9 0.0 17.9 1.0

22 2 0 12 1 4 0 7 0
100.0 9.1 0.0 54.5 4.5 18.2 0.0 31.8 0.0

23 7 1 16 3 7 0 1 0
100.0 30.4 4.3 69.6 13.0 30.4 0.0 4.3 0.0

35 8 4 21 2 7 0 7 0
100.0 22.9 11.4 60.0 5.7 20.0 0.0 20.0 0.0

36 9 7 28 6 5 0 3 0
100.0 25.0 19.4 77.8 16.7 13.9 0.0 8.3 0.0

43 7 6 25 10 11 0 7 1
100.0 16.3 14.0 58.1 23.3 25.6 0.0 16.3 2.3

36 7 1 23 3 5 0 9 1
100.0 19.4 2.8 63.9 8.3 13.9 0.0 25.0 2.8

1 0 0 0 0 0 0 1 0
100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0

166 32 12 106 14 39 1 38 1
100.0 19.3 7.2 63.9 8.4 23.5 0.6 22.9 0.6

20 3 0 15 1 3 0 3 0
100.0 15.0 0.0 75.0 5.0 15.0 0.0 15.0 0.0

17 3 0 13 1 6 0 4 0
100.0 17.6 0.0 76.5 5.9 35.3 0.0 23.5 0.0

25 6 1 16 1 3 0 5 0
100.0 24.0 4.0 64.0 4.0 12.0 0.0 20.0 0.0

29 6 3 17 1 5 1 7 0
100.0 20.7 10.3 58.6 3.4 17.2 3.4 24.1 0.0

36 6 3 23 5 13 0 10 0
100.0 16.7 8.3 63.9 13.9 36.1 0.0 27.8 0.0

39 8 5 22 5 9 0 9 1
100.0 20.5 12.8 56.4 12.8 23.1 0.0 23.1 2.6

0 0 0 0 0 0 0 0 0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
12 2 1 5 3 0 0 3 2

100.0 16.7 8.3 41.7 25.0 0.0 0.0 25.0 16.7

全体

性

・

年

齢

別

女

性

女性合計

29歳以下

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

無回答

答えたくない
無回答

70歳以上

無回答

男

性

男性合計

70歳以上

29歳以下

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳
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Ⅰ 在住者調査 

問１：「仕事」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「仕事」の優先度「３」は男性（29.5％）が女性（23.0％）より 6.5ポイン

ト高くなっています。 

性・年齢別にみると、「仕事」の優先度「１」は男性 50～59歳（44.8％）で４割半ばとなっ

ています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

女
性

男
性

（％）

24.3

22.4

22.7

26.1

31.4

25.0

20.9

11.1

25.9

15.0

17.6

36.0

44.8

22.2

17.9

25.1

27.0

45.5

34.8

25.7

22.2

16.3

27.8

23.5

20.0

41.2

28.0

17.2

19.4

23.1

25.9

23.0

18.2

21.7

20.0

25.0

23.3

27.8

29.5

55.0

29.4

16.0

24.1

36.1

23.1

11.0

12.8

9.1

13.0

17.1

13.9

16.3

5.6

8.4

5.0

0.0

12.0

10.3

5.6

12.8

12.0

12.2

4.5

4.3

5.7

11.1

18.6

22.2

12.7

5.0

11.8

8.0

3.4

16.7

23.1

1.6

2.6

0.0

0.0

0.0

2.8

4.7

5.6

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅰ 在住者調査 

問 24：配偶者・パートナー、恋人等からの暴力被害の相談先として認知しているもの【性・年齢別】 

 
                                              （※表の上段が人数（人）、下段が割合（％）） 

 性・年齢別にみると、女性、男性ともにすべての年齢で「警察」が最も高くなっています。 

 

 

全
体

港

区

子

ど

も

家

庭

支

援

セ

ン

タ
ー

東

京

ウ

ィ

メ

ン

ズ

プ

ラ

ザ

警

察

港

区

立

男

女

平

等

参

画

セ

ン

タ
ー

（
リ
ー

ブ

ラ

）

区

役

所

の

窓

口

そ

の

他

ど

れ

も

知

ら

な

い

無

回

答

374 74 32 236 42 78 1 76 5
100.0 19.8 8.6 63.1 11.2 20.9 0.3 20.3 1.3

196 40 19 125 25 39 0 35 2
100.0 20.4 9.7 63.8 12.8 19.9 0.0 17.9 1.0

22 2 0 12 1 4 0 7 0
100.0 9.1 0.0 54.5 4.5 18.2 0.0 31.8 0.0

23 7 1 16 3 7 0 1 0
100.0 30.4 4.3 69.6 13.0 30.4 0.0 4.3 0.0

35 8 4 21 2 7 0 7 0
100.0 22.9 11.4 60.0 5.7 20.0 0.0 20.0 0.0

36 9 7 28 6 5 0 3 0
100.0 25.0 19.4 77.8 16.7 13.9 0.0 8.3 0.0

43 7 6 25 10 11 0 7 1
100.0 16.3 14.0 58.1 23.3 25.6 0.0 16.3 2.3

36 7 1 23 3 5 0 9 1
100.0 19.4 2.8 63.9 8.3 13.9 0.0 25.0 2.8

1 0 0 0 0 0 0 1 0
100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0

166 32 12 106 14 39 1 38 1
100.0 19.3 7.2 63.9 8.4 23.5 0.6 22.9 0.6

20 3 0 15 1 3 0 3 0
100.0 15.0 0.0 75.0 5.0 15.0 0.0 15.0 0.0

17 3 0 13 1 6 0 4 0
100.0 17.6 0.0 76.5 5.9 35.3 0.0 23.5 0.0

25 6 1 16 1 3 0 5 0
100.0 24.0 4.0 64.0 4.0 12.0 0.0 20.0 0.0

29 6 3 17 1 5 1 7 0
100.0 20.7 10.3 58.6 3.4 17.2 3.4 24.1 0.0

36 6 3 23 5 13 0 10 0
100.0 16.7 8.3 63.9 13.9 36.1 0.0 27.8 0.0

39 8 5 22 5 9 0 9 1
100.0 20.5 12.8 56.4 12.8 23.1 0.0 23.1 2.6

0 0 0 0 0 0 0 0 0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
12 2 1 5 3 0 0 3 2

100.0 16.7 8.3 41.7 25.0 0.0 0.0 25.0 16.7

全体

性

・

年

齢

別

女

性

女性合計

29歳以下

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

無回答

答えたくない
無回答

70歳以上

無回答

男

性

男性合計

70歳以上

29歳以下

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳
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第
４
章 

資
料 

問 25：配偶者・パートナー、恋人等から暴力被害を受けた経験、加害経験 

あなたは、ここ５年以内に配偶者やパートナー・恋人などから次のような行為を受けた

ことがありますか。また、次のような行為をしたことがありますか。（ア～チのそれぞれ

について、あてはまる「１～３」に○を１つずつ） 

 

 被害経験を性別にみると、『キ．「誰のおかげで食べられるんだ」などと言う』は女性（10.2％）

が男性（1.2％）より 9.0ポイント高くなっています。 

問 25：配偶者・パートナー、恋人等から暴力被害を受けた経験、加害経験＜被害経験＞【男女別①】 

 

 

 

ｎ　 （計）

女性 (196) 18.4

男性 (166) 9.6

女性 (196) 5.1

男性 (166) 4.8

女性 (196) 3.0

男性 (166) 0.6

女性 (196) 5.1

男性 (166) 1.8

女性 (196) 5.6

男性 (166) 1.2

女性 (196) 7.7

男性 (166) 1.2

女性 (196) 10.2

男性 (166) 1.2

女性 (196) 5.1

男性 (166) 1.2

オ．大切にしているものを
　　わざと壊したり、
　　捨てたりする

カ．十分な生活費を
　　渡さない

キ．「誰のおかげで食べら
　　れるんだ」などと言う

ク．げんこつなどでなぐる
　　ふりをしておどす

（％）

ア．何を言っても無視する

イ．交友関係や電話・
    電子メールを細かく
    監視する

ウ．「自分が家にいるとき
    は外出しないように」
    などと言う

エ．働くことや地域活動に
　　参加することに反対
　　する

被
害
を
受
け
た

何度もあった 1、2度あった まったくない 無回答

被害を受けた

8.7

1.8

1.5

0.6

2.0

0.0

1.5

1.2

3.6

0.0

4.1

0.6

5.6

0.6

3.6

0.0

9.7

7.8

3.6

4.2

1.0

0.6

3.6

0.6

2.0

1.2

3.6

0.6

4.6

0.6

1.5

1.2

75.0

84.3

86.2

89.2

89.8

93.4

86.2

91.6

85.7

91.6

84.2

93.4

81.6

92.8

87.8

93.4

6.6

6.0

8.7

6.0

7.1

6.0

8.7

6.6

8.7

7.2

8.2

5.4

8.2

6.0

7.1

5.4
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析 
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第
４
章 

資
料 

問１：「家庭生活」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性（52.0％）が男性（41.0％）よりも 11.0

ポイント高くなっています。 

 性・年齢別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性 50～59歳（77.8％）で８割近くと

なっています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

（％）

女
性

男
性

47.1

52.0

45.5

52.2

51.4

77.8

37.2

50.0

41.0

30.0

41.2

52.0

34.5

38.9

46.2

19.5

17.9

27.3

8.7

20.0

8.3

18.6

22.2

21.7

15.0

23.5

4.0

37.9

22.2

23.1

17.9

18.4

18.2

30.4

8.6

5.6

30.2

19.4

16.3

30.0

5.9

4.0

17.2

11.1

25.6

5.3

3.1

4.5

0.0

5.7

5.6

2.3

0.0

8.4

20.0

17.6

12.0

3.4

5.6

2.6

9.4

7.1

0.0

8.7

14.3

2.8

9.3

5.6

12.7

5.0

11.8

28.0

6.9

22.2

2.6

0.8

1.5

4.5

0.0

0.0

0.0

2.3

2.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅰ 在住者調査 

問 25：配偶者・パートナー、恋人等から暴力被害を受けた経験、加害経験＜被害経験＞【男女別②】 

 

 

 

ｎ　 （計）

女性 (196) 6.1

男性 (166) 0.0

女性 (196) 6.7

男性 (166) 1.8

女性 (196) 1.5

男性 (166) 0.6

女性 (196) 1.5

男性 (166) 0.0

女性 (196) 2.0

男性 (166) 0.0

女性 (196) 1.0

男性 (166) 0.6

女性 (196) 0.0

男性 (166) 0.6

女性 (196) 1.5

男性 (166) 0.6

女性 (196) 1.5

男性 (166) 0.0

シ．立ち上がれなくなる
　　まで暴力を振るう

被
害
を
受
け
た

何度もあった 1、2度あった まったくない 無回答

（％）

ケ．からだを傷つける
　　可能性のあるもの
　　を投げつける

コ．押したり、つかん
　　だり、つねったり、
　　こづいたり、
　　なぐったりする

サ．からだを傷つける
　　可能性のあるもので
　　たたく

被害を受けた

ス．首をしめようとする

セ．包丁など刃物を
　　つきつけておどす

ソ．見たくないのに、
　　アダルトビデオや
　　ポルノ雑誌を見せる

タ．避妊に協力しない

チ．おどしや暴力に
　　よって意に反して
　　性的行為を強要する

2.0

0.0

2.6

0.0

1.0

0.0

1.0

0.0

1.0

0.0

1.0

0.0

0.0

0.0

1.5

0.0

0.5

0.0

4.1

0.0

4.1

1.8

0.5

0.6

0.5

0.0

1.0

0.0

0.0

0.6

0.0

0.6

0.0

0.6

1.0

0.0

85.2

92.8

84.2

92.2

88.3

91.6

90.3

94.0

90.3

93.4

89.8

93.4

91.8

92.8

90.3

94.0

88.8

93.4

8.7

7.2

9.2

6.0

10.2

7.8

8.2

6.0

7.7

6.6

9.2

6.0

8.2

6.6

8.2

5.4

9.7

6.6
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Ⅰ 在住者調査 

問１：「仕事」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「仕事」の優先度「３」は男性（29.5％）が女性（23.0％）より 6.5ポイン

ト高くなっています。 

性・年齢別にみると、「仕事」の優先度「１」は男性 50～59歳（44.8％）で４割半ばとなっ

ています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

女
性

男
性

（％）

24.3

22.4

22.7

26.1

31.4

25.0

20.9

11.1

25.9

15.0

17.6

36.0

44.8

22.2

17.9

25.1

27.0

45.5

34.8

25.7

22.2

16.3

27.8

23.5

20.0

41.2

28.0

17.2

19.4

23.1

25.9

23.0

18.2

21.7

20.0

25.0

23.3

27.8

29.5

55.0

29.4

16.0

24.1

36.1

23.1

11.0

12.8

9.1

13.0

17.1

13.9

16.3

5.6

8.4

5.0

0.0

12.0

10.3

5.6

12.8

12.0

12.2

4.5

4.3

5.7

11.1

18.6

22.2

12.7

5.0

11.8

8.0

3.4

16.7

23.1

1.6

2.6

0.0

0.0

0.0

2.8

4.7

5.6

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅰ 在住者調査 

問 25：配偶者・パートナー、恋人等から暴力被害を受けた経験、加害経験＜被害経験＞【男女別②】 

 

 

 

ｎ　 （計）

女性 (196) 6.1

男性 (166) 0.0

女性 (196) 6.7

男性 (166) 1.8

女性 (196) 1.5

男性 (166) 0.6

女性 (196) 1.5

男性 (166) 0.0

女性 (196) 2.0

男性 (166) 0.0

女性 (196) 1.0

男性 (166) 0.6

女性 (196) 0.0

男性 (166) 0.6

女性 (196) 1.5

男性 (166) 0.6

女性 (196) 1.5

男性 (166) 0.0

シ．立ち上がれなくなる
　　まで暴力を振るう

被
害
を
受
け
た

何度もあった 1、2度あった まったくない 無回答

（％）

ケ．からだを傷つける
　　可能性のあるもの
　　を投げつける

コ．押したり、つかん
　　だり、つねったり、
　　こづいたり、
　　なぐったりする

サ．からだを傷つける
　　可能性のあるもので
　　たたく

被害を受けた

ス．首をしめようとする

セ．包丁など刃物を
　　つきつけておどす

ソ．見たくないのに、
　　アダルトビデオや
　　ポルノ雑誌を見せる

タ．避妊に協力しない

チ．おどしや暴力に
　　よって意に反して
　　性的行為を強要する

2.0

0.0

2.6

0.0

1.0

0.0

1.0

0.0

1.0

0.0

1.0

0.0

0.0

0.0

1.5

0.0

0.5

0.0

4.1

0.0

4.1

1.8

0.5

0.6

0.5

0.0

1.0

0.0

0.0

0.6

0.0

0.6

0.0

0.6

1.0

0.0

85.2

92.8

84.2

92.2

88.3

91.6

90.3

94.0

90.3

93.4

89.8

93.4

91.8

92.8

90.3

94.0

88.8

93.4

8.7

7.2

9.2

6.0

10.2

7.8

8.2

6.0

7.7

6.6

9.2

6.0

8.2

6.6

8.2

5.4

9.7

6.6
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○被害経験の頻度 

問 25：配偶者・パートナー、恋人等から暴力被害を受けた経験、加害経験＜被害経験の頻度＞ 

 
※高頻度：問 25 のア～チのうち、ひとつでも「何度もあった」を選択している回答者 

低頻度：問 25 のア～チのうち、ひとつでも「１、２度あった」を選択している「高頻度」以外の回答者 

まったくない：問 25 のア～チの全てで「まったくない」を選択している回答者 

 

 被害の経験が「高頻度」（7.5％）は１割未満となっています。一方、「低頻度」（12.6％）は

１割超えとなっています。 

性別にみると、「高頻度」は女性（11.7％）が男性（3.0％）より 8.7 ポイント高くなって

います。 

  

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

高頻度 低頻度 まったくない 無回答

女
性

男
性

（％）

7.5

11.7

9.1

13.0

8.6

11.1

9.3

19.4

3.0

0.0

0.0

4.0

10.3

2.8

0.0

12.6

14.8

13.6

26.1

11.4

8.3

20.9

8.3

10.2

5.0

11.8

8.0

10.3

11.1

12.8

74.1

67.9

77.3

60.9

77.1

77.8

60.5

58.3

81.3

85.0

88.2

80.0

79.3

80.6

79.5

5.9

5.6

0.0

0.0

2.9

2.8

9.3

13.9

5.4

10.0

0.0

8.0

0.0

5.6

7.7
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問１：「家庭生活」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性（52.0％）が男性（41.0％）よりも 11.0

ポイント高くなっています。 

 性・年齢別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性 50～59歳（77.8％）で８割近くと

なっています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

（％）

女
性

男
性

47.1

52.0

45.5

52.2

51.4

77.8

37.2

50.0

41.0

30.0

41.2

52.0

34.5

38.9

46.2

19.5

17.9

27.3

8.7

20.0

8.3

18.6

22.2

21.7

15.0

23.5

4.0

37.9

22.2

23.1

17.9

18.4

18.2

30.4

8.6

5.6

30.2

19.4

16.3

30.0

5.9

4.0

17.2

11.1

25.6

5.3

3.1

4.5

0.0

5.7

5.6

2.3

0.0

8.4

20.0

17.6

12.0

3.4

5.6

2.6

9.4

7.1

0.0

8.7

14.3

2.8

9.3

5.6

12.7

5.0

11.8

28.0

6.9

22.2

2.6

0.8

1.5

4.5

0.0

0.0

0.0

2.3

2.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅰ 在住者調査 

 加害経験を性別にみると、『コ．押したり、つかんだり、つねったり、こづいたり、なぐっ

たりする』は女性（5.6％）が男性（0.6％）より 5.0ポイント高くなっています。 

問 25：配偶者・パートナー、恋人等から暴力被害を受けた経験、加害経験＜加害経験＞【男女別①】 

 

 

 

ｎ　 （計）

女性 (196) 9.7

男性 (166) 8.4

女性 (196) 4.1

男性 (166) 0.0

女性 (196) 0.0

男性 (166) 0.0

女性 (196) 0.5

男性 (166) 1.2

女性 (196) 1.5

男性 (166) 1.8

女性 (196) 0.0

男性 (166) 1.2

女性 (196) 1.0

男性 (166) 1.2

女性 (196) 1.0

男性 (166) 0.6

オ．大切にしている
　　ものをわざと壊
　　したり、捨てた
　　りする

カ．十分な生活費を
　　渡さない

キ．「誰のおかげで
　　食べられるんだ」
　　などと言う

ク．げんこつなどで
　　なぐるふりを
　　しておどす

（％）

ア．何を言っても
　　無視する

イ．交友関係や電話・
　　電子メールを
　　細かく監視する

ウ．「自分が家にいる
　　ときは外出しない
　　ようになどと言う

エ．働くことや地域
　　活動に参加する
　　ことに反対する

加
害
を
し
た

何度もあった 1、2度あった まったくない 無回答

加害をした

1.0

0.6

1.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.5

0.0

8.7

7.8

3.1

0.0

0.0

0.0

0.5

1.2

1.5

1.8

0.0

1.2

1.0

1.2

0.5

0.6

81.1

85.5

86.2

93.4

91.3

92.8

90.8

92.8

89.8

92.8

91.3

92.2

89.3

92.2

90.3

92.8

9.2

6.0

9.7

6.6

8.7

7.2

8.7

6.0

8.7

5.4

8.7

6.6

9.7

6.6

8.7

6.6
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Ⅰ 在住者調査 

問１：「仕事」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「仕事」の優先度「３」は男性（29.5％）が女性（23.0％）より 6.5ポイン

ト高くなっています。 

性・年齢別にみると、「仕事」の優先度「１」は男性 50～59歳（44.8％）で４割半ばとなっ

ています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

女
性

男
性

（％）

24.3

22.4

22.7

26.1

31.4

25.0

20.9

11.1

25.9

15.0

17.6

36.0

44.8

22.2

17.9

25.1

27.0

45.5

34.8

25.7

22.2

16.3

27.8

23.5

20.0

41.2

28.0

17.2

19.4

23.1

25.9

23.0

18.2

21.7

20.0

25.0

23.3

27.8

29.5

55.0

29.4

16.0

24.1

36.1

23.1

11.0

12.8

9.1

13.0

17.1

13.9

16.3

5.6

8.4

5.0

0.0

12.0

10.3

5.6

12.8

12.0

12.2

4.5

4.3

5.7

11.1

18.6

22.2

12.7

5.0

11.8

8.0

3.4

16.7

23.1

1.6

2.6

0.0

0.0

0.0

2.8

4.7

5.6

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅰ 在住者調査 

 加害経験を性別にみると、『コ．押したり、つかんだり、つねったり、こづいたり、なぐっ

たりする』は女性（5.6％）が男性（0.6％）より 5.0ポイント高くなっています。 

問 25：配偶者・パートナー、恋人等から暴力被害を受けた経験、加害経験＜加害経験＞【男女別①】 

 

 

 

ｎ　 （計）

女性 (196) 9.7

男性 (166) 8.4

女性 (196) 4.1

男性 (166) 0.0

女性 (196) 0.0

男性 (166) 0.0

女性 (196) 0.5

男性 (166) 1.2

女性 (196) 1.5

男性 (166) 1.8

女性 (196) 0.0

男性 (166) 1.2

女性 (196) 1.0

男性 (166) 1.2

女性 (196) 1.0

男性 (166) 0.6

オ．大切にしている
　　ものをわざと壊
　　したり、捨てた
　　りする

カ．十分な生活費を
　　渡さない

キ．「誰のおかげで
　　食べられるんだ」
　　などと言う

ク．げんこつなどで
　　なぐるふりを
　　しておどす

（％）

ア．何を言っても
　　無視する

イ．交友関係や電話・
　　電子メールを
　　細かく監視する

ウ．「自分が家にいる
　　ときは外出しない
　　ようになどと言う

エ．働くことや地域
　　活動に参加する
　　ことに反対する

加
害
を
し
た

何度もあった 1、2度あった まったくない 無回答

加害をした

1.0

0.6

1.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.5

0.0

8.7

7.8

3.1

0.0

0.0

0.0

0.5

1.2

1.5

1.8

0.0

1.2

1.0

1.2

0.5

0.6

81.1

85.5

86.2

93.4

91.3

92.8

90.8

92.8

89.8

92.8

91.3

92.2

89.3

92.2

90.3

92.8

9.2

6.0

9.7

6.6

8.7

7.2

8.7

6.0

8.7

5.4

8.7

6.6

9.7

6.6

8.7

6.6
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問 25：配偶者・パートナー、恋人等から暴力被害を受けた経験、加害経験＜加害経験＞【男女別②】 

 
 

 

ｎ　 （計）

女性 (196) 1.0

男性 (166) 0.0

女性 (196) 5.6

男性 (166) 0.6

女性 (196) 0.5

男性 (166) 0.0

女性 (196) 0.5

男性 (166) 0.0

女性 (196) 0.5

男性 (166) 0.0

女性 (196) 0.5

男性 (166) 0.0

女性 (196) 0.0

男性 (166) 0.0

女性 (196) 0.0

男性 (166) 0.0

女性 (196) 0.0

男性 (166) 0.0

ス．首をしめようとする

セ．包丁など刃物を
　　つきつけておどす

ソ．見たくないのに、
　　アダルトビデオや
　　ポルノ雑誌を見せる

タ．避妊に協力しない

チ．おどしや暴力に
　　よって意に反して
　　性的行為を強要する

シ．立ち上がれなくなる
　　まで暴力を振るう

何度もあった 1、2度あった まったくない 無回答

（％）

ケ．からだを傷つける
　　可能性のあるもの
　　を投げつける

コ．押したり、つかん
　　だり、つねったり、
　　こづいたり、
　　なぐったりする

サ．からだを傷つける
　　可能性のあるもので
　　たたく

加
害
を
し
た

加害をした

0.5

0.0

1.0

0.0

0.5

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.5

0.0

4.6

0.6

0.0

0.0

0.5

0.0

0.5

0.0

0.5

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

89.8

92.8

85.2

92.8

90.3

92.8

91.3

94.0

89.8

93.4

91.3

94.0

90.8

94.0

90.8

93.4

90.8

92.2

9.2

7.2

9.2

6.6

9.2

7.2

8.2

6.0

9.7

6.6

8.2

6.0

9.2

6.0

9.2

6.6

9.2

7.8
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問１：「家庭生活」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性（52.0％）が男性（41.0％）よりも 11.0

ポイント高くなっています。 

 性・年齢別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性 50～59歳（77.8％）で８割近くと

なっています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

（％）

女
性

男
性

47.1

52.0

45.5

52.2

51.4

77.8

37.2

50.0

41.0

30.0

41.2

52.0

34.5

38.9

46.2

19.5

17.9

27.3

8.7

20.0

8.3

18.6

22.2

21.7

15.0

23.5

4.0

37.9

22.2

23.1

17.9

18.4

18.2

30.4

8.6

5.6

30.2

19.4

16.3

30.0

5.9

4.0

17.2

11.1

25.6

5.3

3.1

4.5

0.0

5.7

5.6

2.3

0.0

8.4

20.0

17.6

12.0

3.4

5.6

2.6

9.4

7.1

0.0

8.7

14.3

2.8

9.3

5.6

12.7

5.0

11.8

28.0

6.9

22.2

2.6

0.8

1.5

4.5

0.0

0.0

0.0

2.3

2.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅰ 在住者調査 

○加害経験の頻度 

問 25：配偶者・パートナー、恋人等から暴力被害を受けた経験、加害経験＜加害経験の頻度＞ 

 
※高頻度：問 25 のア～チのうち、ひとつでも「何度もあった」を選択している回答者 

低頻度：問 25 のア～チのうち、ひとつでも「１、２度あった」を選択している「高頻度」以外の回答者 

まったくない：問 25 のア～チの全てで「まったくない」を選択している回答者 

 

 加害の経験が「高頻度」（1.3％）は１割未満となっています。一方、「低頻度」（10.7％）は

約１割となっています。 

 性別にみると、「低頻度」は女性（12.8％）が男性（9.0％）より 3.8 ポイント高くなって

います。 

 

 

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

（％）

女
性

男
性

高頻度 低頻度 まったくない 無回答

1.3

2.0

4.5

8.7

2.9

0.0

0.0

0.0

0.6

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

2.6

10.7

12.8

13.6

13.0

14.3

11.1

14.0

11.1

9.0

0.0

5.9

8.0

13.8

13.9

7.7

80.5

77.6

81.8

78.3

80.0

80.6

79.1

69.4

84.9

90.0

94.1

84.0

86.2

80.6

82.1

7.5

7.7

0.0

0.0

2.9

8.3

7.0

19.4

5.4

10.0

0.0

8.0

0.0

5.6

7.7
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Ⅰ 在住者調査 

問１：「仕事」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「仕事」の優先度「３」は男性（29.5％）が女性（23.0％）より 6.5ポイン

ト高くなっています。 

性・年齢別にみると、「仕事」の優先度「１」は男性 50～59歳（44.8％）で４割半ばとなっ

ています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

女
性

男
性

（％）

24.3

22.4

22.7

26.1

31.4

25.0

20.9

11.1

25.9

15.0

17.6

36.0

44.8

22.2

17.9

25.1

27.0

45.5

34.8

25.7

22.2

16.3

27.8

23.5

20.0

41.2

28.0

17.2

19.4

23.1

25.9

23.0

18.2

21.7

20.0

25.0

23.3

27.8

29.5

55.0

29.4

16.0

24.1

36.1

23.1

11.0

12.8

9.1

13.0

17.1

13.9

16.3

5.6

8.4

5.0

0.0

12.0

10.3

5.6

12.8

12.0

12.2

4.5

4.3

5.7

11.1

18.6

22.2

12.7

5.0

11.8

8.0

3.4

16.7

23.1

1.6

2.6

0.0

0.0

0.0

2.8

4.7

5.6

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅰ 在住者調査 

○加害経験の頻度 

問 25：配偶者・パートナー、恋人等から暴力被害を受けた経験、加害経験＜加害経験の頻度＞ 

 
※高頻度：問 25 のア～チのうち、ひとつでも「何度もあった」を選択している回答者 

低頻度：問 25 のア～チのうち、ひとつでも「１、２度あった」を選択している「高頻度」以外の回答者 

まったくない：問 25 のア～チの全てで「まったくない」を選択している回答者 

 

 加害の経験が「高頻度」（1.3％）は１割未満となっています。一方、「低頻度」（10.7％）は

約１割となっています。 

 性別にみると、「低頻度」は女性（12.8％）が男性（9.0％）より 3.8 ポイント高くなって

います。 

 

 

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

（％）

女
性

男
性

高頻度 低頻度 まったくない 無回答

1.3

2.0

4.5

8.7

2.9

0.0

0.0

0.0

0.6

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

2.6

10.7

12.8

13.6

13.0

14.3

11.1

14.0

11.1

9.0

0.0

5.9

8.0

13.8

13.9

7.7

80.5

77.6

81.8

78.3

80.0

80.6

79.1

69.4

84.9

90.0

94.1

84.0

86.2

80.6

82.1

7.5

7.7

0.0

0.0

2.9

8.3

7.0

19.4

5.4

10.0

0.0

8.0

0.0

5.6

7.7
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問 25-1：相談の有無 

【問 25のいずれかの行為を配偶者などから受けたことがある方のみご回答ください】

あなたはその行為について、誰かに打ち明けたり相談したりしましたか。（○は１つ） 

問 25-1：相談の有無 

 
 

 配偶者・パートナー、恋人等から何らかの暴力行為を受けた経験がある回答者に対し、相

談の有無を聞いたところ、「相談しようとは思わなかった」（48.0％）が５割近くで最も多く

なっています。次いで「相談した」（18.7％）、「相談したかったが、できなかった」（9.3％）

の順となっています。 

 前回調査と比較すると、「相談しようとは思わなかった」は 9.6 ポイント増加しています。 

 性別にみると、「相談しようとは思わなかった」は男性（72.7％）が女性（38.5％）より 34.2

ポイント高くなっています。 

ｎ　

今回(R7)調査 (75)

前回(R元)調査 (86)

女性 (52)

男性 (22)

（％）

相談した
相談したかっ
たが、できな

かった

相談しようと
は思わなかっ

た
その他 無回答

18.7

19.8

26.9

0.0

9.3

4.7

13.5

0.0

48.0

38.4

38.5

72.7

2.7

3.5

1.9

4.5

21.3

33.7

19.2

22.7
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問１：「家庭生活」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性（52.0％）が男性（41.0％）よりも 11.0

ポイント高くなっています。 

 性・年齢別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性 50～59歳（77.8％）で８割近くと

なっています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

（％）

女
性

男
性

47.1

52.0

45.5

52.2

51.4

77.8

37.2

50.0

41.0

30.0

41.2

52.0

34.5

38.9

46.2

19.5

17.9

27.3

8.7

20.0

8.3

18.6

22.2

21.7

15.0

23.5

4.0

37.9

22.2

23.1

17.9

18.4

18.2

30.4

8.6

5.6

30.2

19.4

16.3

30.0

5.9

4.0

17.2

11.1

25.6

5.3

3.1

4.5

0.0

5.7

5.6

2.3

0.0

8.4

20.0

17.6

12.0

3.4

5.6

2.6

9.4

7.1

0.0

8.7

14.3

2.8

9.3

5.6

12.7

5.0

11.8

28.0

6.9

22.2

2.6

0.8

1.5

4.5

0.0

0.0

0.0

2.3

2.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅰ 在住者調査 

問 25-2：相談した相手（場所） 

【暴力の被害を相談した方（問 25-1で１を選んだ方）のみご回答ください】あなたが

相談した人（場所）は、どこ（だれ）ですか。（○はいくつでも） 

問 25-2：相談した相手（場所） 

 

 

 配偶者・パートナー、恋人等から暴力行為を受けたことを相談した回答者 14人に対し、相談

した相手（場所）を聞いたところ、「友人・知人」（92.9％）が９割超えで最も多くなっていま

す。 

 

友人・知人

親・きょうだいなどの親族

警察

港区の相談窓口・電話相談など

港区以外の公的機関

弁護士

医師・カウンセラー

民間の相談機関

その他

無回答

92.9

42.9

14.3

7.1

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

64.7

41.2

11.8

11.8

0.0

0.0

0.0

5.9

0.0

11.8

020406080100

92.9

42.9

14.3

7.1

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0 20 40 60 80 100（％）（％）

全体（n=14） 前回（R元）調査（n=17） 女性（n=14） 男性（n=0）
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Ⅰ 在住者調査 

問１：「仕事」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「仕事」の優先度「３」は男性（29.5％）が女性（23.0％）より 6.5ポイン

ト高くなっています。 

性・年齢別にみると、「仕事」の優先度「１」は男性 50～59歳（44.8％）で４割半ばとなっ

ています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

女
性

男
性

（％）

24.3

22.4

22.7

26.1

31.4

25.0

20.9

11.1

25.9

15.0

17.6

36.0

44.8

22.2

17.9

25.1

27.0

45.5

34.8

25.7

22.2

16.3

27.8

23.5

20.0

41.2

28.0

17.2

19.4

23.1

25.9

23.0

18.2

21.7

20.0

25.0

23.3

27.8

29.5

55.0

29.4

16.0

24.1

36.1

23.1

11.0

12.8

9.1

13.0

17.1

13.9

16.3

5.6

8.4

5.0

0.0

12.0

10.3

5.6

12.8

12.0

12.2

4.5

4.3

5.7

11.1

18.6

22.2

12.7

5.0

11.8

8.0

3.4

16.7

23.1

1.6

2.6

0.0

0.0

0.0

2.8

4.7

5.6

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅰ 在住者調査 

問 25-2：相談した相手（場所） 

【暴力の被害を相談した方（問 25-1で１を選んだ方）のみご回答ください】あなたが

相談した人（場所）は、どこ（だれ）ですか。（○はいくつでも） 

問 25-2：相談した相手（場所） 

 

 

 配偶者・パートナー、恋人等から暴力行為を受けたことを相談した回答者 14人に対し、相談

した相手（場所）を聞いたところ、「友人・知人」（92.9％）が９割超えで最も多くなっていま

す。 

 

友人・知人

親・きょうだいなどの親族

警察

港区の相談窓口・電話相談など

港区以外の公的機関

弁護士

医師・カウンセラー

民間の相談機関

その他

無回答

92.9

42.9

14.3

7.1

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

64.7

41.2

11.8

11.8

0.0

0.0

0.0

5.9

0.0

11.8

020406080100

92.9

42.9

14.3

7.1

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0 20 40 60 80 100（％）（％）

全体（n=14） 前回（R元）調査（n=17） 女性（n=14） 男性（n=0）
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問 25-3：相談しなかった理由 

【暴力の被害を相談できなかった、しなかった方（問 25-1で２、３を選んだ方）のみ

ご回答ください】あなたがどこ（だれ）にも相談できなかった、相談しなかったのはなぜ

ですか。（○はいくつでも） 

問 25-3：相談しなかった理由 

 
 

 配偶者・パートナー、恋人等から暴力行為を受けたことを相談しなかった回答者に対し、

相談しなかった理由を聞いたところ、「相談するほどのことではないと思ったから」（53.5％）

が５割超えで最も多くなっています。次いで「相談しても無駄だと思ったから」（34.9％）、

「自分さえ我慢すればいいと思ったから」（20.9％）などの順となっています。 

 前回調査と比較すると、「相談しても無駄だと思ったから」は 16.0ポイント、「だれに（ど

こに）相談していいかわからなかったから」は 10.9 ポイント、「自分さえ我慢すればいいと

思ったから」は 10.1ポイント高くなっています。 

性別にみると、「自分さえ我慢すればいいと思ったから」は男性（31.3％）が女性（14.8％）

より 16.5 ポイント、「相談しても無駄だと思ったから」は男性（43.8％）が女性（29.6％）

より 14.2 ポイント高くなっています。一方、「自分が受けた行為のことを他の人に打ち明け

ることに抵抗があったから」は女性（14.8％）が男性（0.0％）より 14.8 ポイント高くなっ

ています。 

相談するほどのことではないと思ったから

相談しても無駄だと思ったから

自分さえ我慢すればいいと思ったから

だれに（どこに）相談していいかわからなかっ
たから

自分にも悪いところがあると思ったから

周りの人に知られたくなかったから

相談できる人（ところ）がなかったから

自分が受けた行為のことを他の人に打ち明ける
ことに抵抗があったから

仕返しされるのが恐いから

子どもに危害がおよぶと思ったから

その他

無回答

53.5

34.9

20.9

16.3

14.0

14.0

11.6

9.3

4.7

4.7

0.0

11.6

59.5

18.9

10.8

5.4

8.1

8.1

8.1

10.8

0.0

2.7

8.1

10.8

020406080

51.9

29.6

14.8

14.8

14.8

18.5

11.1

14.8

7.4

7.4

0.0

11.1

56.3

43.8

31.3

18.8

12.5

6.3

12.5

0.0

0.0

0.0

0.0

12.5

0 20 40 60 80（％）（％）

全体（n=374） 前回（R元）調査（n=415） 女性（n=196） 男性（n=166）
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問１：「家庭生活」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性（52.0％）が男性（41.0％）よりも 11.0

ポイント高くなっています。 

 性・年齢別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性 50～59歳（77.8％）で８割近くと

なっています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

（％）

女
性

男
性

47.1

52.0

45.5

52.2

51.4

77.8

37.2

50.0

41.0

30.0

41.2

52.0

34.5

38.9

46.2

19.5

17.9

27.3

8.7

20.0

8.3

18.6

22.2

21.7

15.0

23.5

4.0

37.9

22.2

23.1

17.9

18.4

18.2

30.4

8.6

5.6

30.2

19.4

16.3

30.0

5.9

4.0

17.2

11.1

25.6

5.3

3.1

4.5

0.0

5.7

5.6

2.3

0.0

8.4

20.0

17.6

12.0

3.4

5.6

2.6

9.4

7.1

0.0

8.7

14.3

2.8

9.3

5.6

12.7

5.0

11.8

28.0

6.9

22.2

2.6

0.8

1.5

4.5

0.0

0.0

0.0

2.3

2.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅰ 在住者調査 

問 26：子どもへの暴力の有無 

あなたの配偶者・パートナーは、あなたのお子さんに対して暴力や面前ＤＶなどの行為

をしたことがありますか。（○は１つ） 

問 26：子どもへの暴力の有無 

 

 「ある」（5.6％）が１割未満、「ない」（57.2％）が６割近くとなっています。 

問 26：子どもへの暴力の有無【性・子育ての状況別】 

 

 性・子育ての状況別にみると、女性では「子育てしている」人の 11.4％が、男性では「子

育てしている」人の 5.9％が子どもへの暴力の有無について「ある」と回答しています。 

 
                         （※表の上段が人数（人）、下段が割合（％）） 

ｎ　

全体 (374)

女性 (196)

男性 (166)

（％）

ある ない わからない
子どもは
いない

無回答

5.6

7.7

3.6

57.2

56.1

60.8

2.9

3.1

3.0

24.1

24.0

23.5

10.2

9.2

9.0

全
体

あ

る

な

い

わ

か

ら

な

い

子

ど

も

は

い

な

い

無

回

答

374 21 214 11 90 38
100.0 5.6 57.2 2.9 24.1 10.2

196 15 110 6 47 18
100.0 7.7 56.1 3.1 24.0 9.2

44 5 35 2 0 2
100.0 11.4 79.5 4.5 0.0 4.5

149 10 74 4 46 15
100.0 6.7 49.7 2.7 30.9 10.1

3 0 1 0 1 1
100.0 0.0 33.3 0.0 33.3 33.3

166 6 101 5 39 15
100.0 3.6 60.8 3.0 23.5 9.0

34 2 30 2 0 0
100.0 5.9 88.2 5.9 0.0 0.0

131 4 71 2 39 15
100.0 3.1 54.2 1.5 29.8 11.5

1 0 0 1 0 0
100.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0

12 0 3 0 4 5
100.0 0.0 25.0 0.0 33.3 41.7

子育てしている

子育てしていない

無回答

全体

子育てしている

子育てしていない

無回答

答えたくない
無回答

性

・

子

育

て

の

状

況

別

男
性

女
性

女性全体

男性全体
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Ⅰ 在住者調査 

問１：「仕事」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「仕事」の優先度「３」は男性（29.5％）が女性（23.0％）より 6.5ポイン

ト高くなっています。 

性・年齢別にみると、「仕事」の優先度「１」は男性 50～59歳（44.8％）で４割半ばとなっ

ています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

女
性

男
性

（％）

24.3

22.4

22.7

26.1

31.4

25.0

20.9

11.1

25.9

15.0

17.6

36.0

44.8

22.2

17.9

25.1

27.0

45.5

34.8

25.7

22.2

16.3

27.8

23.5

20.0

41.2

28.0

17.2

19.4

23.1

25.9

23.0

18.2

21.7

20.0

25.0

23.3

27.8

29.5

55.0

29.4

16.0

24.1

36.1

23.1

11.0

12.8

9.1

13.0

17.1

13.9

16.3

5.6

8.4

5.0

0.0

12.0

10.3

5.6

12.8

12.0

12.2

4.5

4.3

5.7

11.1

18.6

22.2

12.7

5.0

11.8

8.0

3.4

16.7

23.1

1.6

2.6

0.0

0.0

0.0

2.8

4.7

5.6

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅰ 在住者調査 

問 26：子どもへの暴力の有無 

あなたの配偶者・パートナーは、あなたのお子さんに対して暴力や面前ＤＶなどの行為

をしたことがありますか。（○は１つ） 

問 26：子どもへの暴力の有無 

 

 「ある」（5.6％）が１割未満、「ない」（57.2％）が６割近くとなっています。 

問 26：子どもへの暴力の有無【性・子育ての状況別】 

 

 性・子育ての状況別にみると、女性では「子育てしている」人の 11.4％が、男性では「子

育てしている」人の 5.9％が子どもへの暴力の有無について「ある」と回答しています。 

 
                         （※表の上段が人数（人）、下段が割合（％）） 

ｎ　

全体 (374)

女性 (196)

男性 (166)

（％）

ある ない わからない
子どもは
いない

無回答

5.6

7.7

3.6

57.2

56.1

60.8

2.9

3.1

3.0

24.1

24.0

23.5

10.2

9.2

9.0

全
体

あ

る

な

い

わ

か

ら

な

い

子

ど

も

は

い

な

い

無

回

答

374 21 214 11 90 38
100.0 5.6 57.2 2.9 24.1 10.2

196 15 110 6 47 18
100.0 7.7 56.1 3.1 24.0 9.2

44 5 35 2 0 2
100.0 11.4 79.5 4.5 0.0 4.5

149 10 74 4 46 15
100.0 6.7 49.7 2.7 30.9 10.1

3 0 1 0 1 1
100.0 0.0 33.3 0.0 33.3 33.3

166 6 101 5 39 15
100.0 3.6 60.8 3.0 23.5 9.0

34 2 30 2 0 0
100.0 5.9 88.2 5.9 0.0 0.0

131 4 71 2 39 15
100.0 3.1 54.2 1.5 29.8 11.5

1 0 0 1 0 0
100.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0

12 0 3 0 4 5
100.0 0.0 25.0 0.0 33.3 41.7

子育てしている

子育てしていない

無回答

全体

子育てしている

子育てしていない

無回答

答えたくない
無回答

性

・

子

育

て

の

状

況

別

男
性

女
性

女性全体

男性全体
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料 

問 27：男女間の暴力の防止及び被害者支援のための対策に必要なこと 

あなたは、配偶者やパートナー、恋人同士の間での暴力の防止及び被害者の支援のため

には特にどのような対策が必要だと思いますか。（○は３つまで） 

問 27：男女間の暴力の防止及び被害者支援のための対策に必要なこと 

 

 「被害者の避難場所（シェルター）を充実させる」（40.9％）が約４割で最も多くなっていま

す。次いで「被害者のための相談を充実させる」（35.0％）、「法律による規制の強化や見直しを

行う」（30.2％）、「犯罪に対する取締りを強化する」（27.5％）などの順となっています。 

 前回調査と比較すると、「被害者の避難場所（シェルター）を充実させる」は 8.6ポイント

増加しています。 

  

  

被害者の避難場所（シェルター）を充実させる

被害者のための相談を充実させる

法律による規制の強化や見直しを行う

犯罪に対する取締りを強化する

家庭や学校における男女平等や性についての教
育を充実させる

行政や警察が啓発を積極的に行う

加害者の暴力からの立ち直りとともに自立に向
けての支援プログラムを普及させる

捜査や裁判の担当官に女性を増やす

メディアを通した広報・啓発活動を充実させる

暴力的なビデオやゲームソフト、映画などの販
売や貸出を規制する

テレビや週刊誌などのメディアの倫理規定の強
化を働きかける

その他

特にない

わからない

無回答

40.9

35.0

30.2

27.5

19.5

16.3

13.1

11.5

10.7

9.9

9.4

1.9

4.3

7.5

3.7

32.3

31.8

28.0

24.3

21.9

15.2

14.7

11.3

14.0

11.6

10.1

2.7

5.3

9.6

0204060

46.9

33.7

35.2

24.5

21.4

14.3

16.8

12.8

11.2

14.3

9.7

2.6

3.1

5.6

2.6

34.9

38.0

24.1

31.3

18.1

19.3

9.0

10.2

10.8

5.4

9.6

1.2

6.0

9.6

2.4

0 20 40 60（％）（％）

全体（n=374） 前回（R元）調査（n=415） 女性（n=196） 男性（n=166）

 

 39 

   

第
１
章 

調
査
の
概
要 

   

第
２
章 

調
査
結
果
の
概
要 

   

第
３
章 
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析 
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第
４
章 

資
料 

問１：「家庭生活」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性（52.0％）が男性（41.0％）よりも 11.0

ポイント高くなっています。 

 性・年齢別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性 50～59歳（77.8％）で８割近くと

なっています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

（％）

女
性

男
性

47.1

52.0

45.5

52.2

51.4

77.8

37.2

50.0

41.0

30.0

41.2

52.0

34.5

38.9

46.2

19.5

17.9

27.3

8.7

20.0

8.3

18.6

22.2

21.7

15.0

23.5

4.0

37.9

22.2

23.1

17.9

18.4

18.2

30.4

8.6

5.6

30.2

19.4

16.3

30.0

5.9

4.0

17.2

11.1

25.6

5.3

3.1

4.5

0.0

5.7

5.6

2.3

0.0

8.4

20.0

17.6

12.0

3.4

5.6

2.6

9.4

7.1

0.0

8.7

14.3

2.8

9.3

5.6

12.7

5.0

11.8

28.0

6.9

22.2

2.6

0.8

1.5

4.5

0.0

0.0

0.0

2.3

2.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅰ 在住者調査 

性別にみると、「被害者の避難場所（シェルター）を充実させる」は女性（46.9％）が男性（34.9％）

より 12.0ポイント、「法律による規制の強化や見直しを行う」は女性（35.2％）が男性（24.1％）

より 11.1ポイント高くなっています。 

問 27：男女間の暴力の防止及び被害者支援のための対策に必要なこと【性・年齢別】 

     
        （※表の上段が人数（人）、下段が割合（％））  

 性・年齢別にみると、女性の 29 歳以下、40～69 歳では「被害者の避難場所（シェルター）

を充実させる」が、30～39歳では「犯罪に対する取締りを強化する」が、70歳以上では「被害

者のための相談を充実させる」が最も高くなっています。一方、男性の 29歳以下では「法律に

よる規制の強化や見直しを行う」が、30～39歳では「被害者のための相談を充実させる」と「犯

罪に対する取締りを強化する」が、40～49歳では「犯罪に対する取締りを強化する」が、50～

69歳では「被害者のための相談を充実させる」が、70歳以上では「被害者のための相談を充実

させる」と「被害者の避難場所（シェルター）を充実させる」が最も高くなっています。 

全
体

家

庭

や

学

校

に

お

け

る

男

女

平

等

や

性

に

つ

い

て

の

教

育

を

充

実

さ

せ

る

被

害

者

の

た

め

の

相

談

を

充

実

さ

せ

る

行

政

や

警

察

が

啓

発

を

積

極

的

に

行

う

メ

デ

ィ

ア

を

通

し

た

広

報

・

啓

発

活

動

を

充

実

さ

せ

る

被

害

者

の

避

難

場

所

（
シ

ェ

ル

タ
ー

）
を

充

実

さ

せ

る

テ

レ

ビ

や

週

刊

誌

な

ど

の

メ

デ

ィ

ア

の

倫

理

規

定

の

強

化

を

働

き

か

け

る

暴

力

的

な

ビ

デ

オ

や

ゲ
ー

ム

ソ

フ

ト

、
映

画

な

ど

の

販

売

や

貸

出

を

規

制

す

る

法

律

に

よ

る

規

制

の

強

化

や

見

直

し

を

行

う

犯

罪

に

対

す

る

取

締

り

を

強

化

す

る

捜

査

や

裁

判

の

担

当

官

に

女

性

を

増

や

す

加

害

者

の

暴

力

か

ら

の

立

ち

直

り

と

と

も

に

自

立

に

向

け

て

の

支

援

プ

ロ

グ

ラ

ム

を

普

及

さ

せ

る

そ

の

他

特

に

な

い

わ

か

ら

な

い

無

回

答

374 73 131 61 40 153 35 37 113 103 43 49 7 16 28 14
100.0 19.5 35.0 16.3 10.7 40.9 9.4 9.9 30.2 27.5 11.5 13.1 1.9 4.3 7.5 3.7

196 42 66 28 22 92 19 28 69 48 25 33 5 6 11 5
100.0 21.4 33.7 14.3 11.2 46.9 9.7 14.3 35.2 24.5 12.8 16.8 2.6 3.1 5.6 2.6

22 5 10 3 1 16 3 1 8 10 3 1 0 1 0 0
100.0 22.7 45.5 13.6 4.5 72.7 13.6 4.5 36.4 45.5 13.6 4.5 0.0 4.5 0.0 0.0

23 0 8 0 3 9 2 2 8 10 5 1 0 1 5 0
100.0 0.0 34.8 0.0 13.0 39.1 8.7 8.7 34.8 43.5 21.7 4.3 0.0 4.3 21.7 0.0

35 11 11 5 1 16 5 6 14 8 2 4 3 1 0 1
100.0 31.4 31.4 14.3 2.9 45.7 14.3 17.1 40.0 22.9 5.7 11.4 8.6 2.9 0.0 2.9

36 8 10 5 4 20 2 3 17 7 6 8 1 2 1 0
100.0 22.2 27.8 13.9 11.1 55.6 5.6 8.3 47.2 19.4 16.7 22.2 2.8 5.6 2.8 0.0

43 12 11 8 8 20 4 8 16 8 6 12 1 0 3 1
100.0 27.9 25.6 18.6 18.6 46.5 9.3 18.6 37.2 18.6 14.0 27.9 2.3 0.0 7.0 2.3

36 6 16 6 4 11 3 7 6 5 3 7 0 1 2 3
100.0 16.7 44.4 16.7 11.1 30.6 8.3 19.4 16.7 13.9 8.3 19.4 0.0 2.8 5.6 8.3

1 0 0 1 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0
100.0 0.0 0.0 100.0 100.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

166 30 63 32 18 58 16 9 40 52 17 15 2 10 16 4
100.0 18.1 38.0 19.3 10.8 34.9 9.6 5.4 24.1 31.3 10.2 9.0 1.2 6.0 9.6 2.4

20 3 5 6 2 4 4 1 7 5 1 2 0 2 2 1
100.0 15.0 25.0 30.0 10.0 20.0 20.0 5.0 35.0 25.0 5.0 10.0 0.0 10.0 10.0 5.0

17 1 7 2 1 5 1 0 6 7 2 2 1 1 1 0
100.0 5.9 41.2 11.8 5.9 29.4 5.9 0.0 35.3 41.2 11.8 11.8 5.9 5.9 5.9 0.0

25 7 6 5 4 10 1 1 8 11 3 0 0 1 2 0
100.0 28.0 24.0 20.0 16.0 40.0 4.0 4.0 32.0 44.0 12.0 0.0 0.0 4.0 8.0 0.0

29 8 16 5 5 12 1 2 3 8 3 3 1 1 2 0
100.0 27.6 55.2 17.2 17.2 41.4 3.4 6.9 10.3 27.6 10.3 10.3 3.4 3.4 6.9 0.0

36 4 16 6 4 14 3 2 9 9 5 5 0 3 4 1
100.0 11.1 44.4 16.7 11.1 38.9 8.3 5.6 25.0 25.0 13.9 13.9 0.0 8.3 11.1 2.8

39 7 13 8 2 13 6 3 7 12 3 3 0 2 5 2
100.0 17.9 33.3 20.5 5.1 33.3 15.4 7.7 17.9 30.8 7.7 7.7 0.0 5.1 12.8 5.1

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
78 1 2 1 0 3 0 0 4 3 1 1 0 0 1 5

100.0 1.3 2.6 1.3 0.0 3.8 0.0 0.0 5.1 3.8 1.3 1.3 0.0 0.0 1.3 6.4

全体

性

・

年

齢

別

女

性

女性合計

29歳以下

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

無回答

答えたくない
無回答

70歳以上

無回答

男

性

男性合計

70歳以上

29歳以下

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳
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Ⅰ 在住者調査 

問１：「仕事」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「仕事」の優先度「３」は男性（29.5％）が女性（23.0％）より 6.5ポイン

ト高くなっています。 

性・年齢別にみると、「仕事」の優先度「１」は男性 50～59歳（44.8％）で４割半ばとなっ

ています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

女
性

男
性

（％）

24.3

22.4

22.7

26.1

31.4

25.0

20.9

11.1

25.9

15.0

17.6

36.0

44.8

22.2

17.9

25.1

27.0

45.5

34.8

25.7

22.2

16.3

27.8

23.5

20.0

41.2

28.0

17.2

19.4

23.1

25.9

23.0

18.2

21.7

20.0

25.0

23.3

27.8

29.5

55.0

29.4

16.0

24.1

36.1

23.1

11.0

12.8

9.1

13.0

17.1

13.9

16.3

5.6

8.4

5.0

0.0

12.0

10.3

5.6

12.8

12.0

12.2

4.5

4.3

5.7

11.1

18.6

22.2

12.7

5.0

11.8

8.0

3.4

16.7

23.1

1.6

2.6

0.0

0.0

0.0

2.8

4.7

5.6

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅰ 在住者調査 

性別にみると、「被害者の避難場所（シェルター）を充実させる」は女性（46.9％）が男性（34.9％）

より 12.0ポイント、「法律による規制の強化や見直しを行う」は女性（35.2％）が男性（24.1％）

より 11.1ポイント高くなっています。 

問 27：男女間の暴力の防止及び被害者支援のための対策に必要なこと【性・年齢別】 

     
        （※表の上段が人数（人）、下段が割合（％））  

 性・年齢別にみると、女性の 29 歳以下、40～69 歳では「被害者の避難場所（シェルター）

を充実させる」が、30～39歳では「犯罪に対する取締りを強化する」が、70歳以上では「被害

者のための相談を充実させる」が最も高くなっています。一方、男性の 29歳以下では「法律に

よる規制の強化や見直しを行う」が、30～39歳では「被害者のための相談を充実させる」と「犯

罪に対する取締りを強化する」が、40～49歳では「犯罪に対する取締りを強化する」が、50～

69歳では「被害者のための相談を充実させる」が、70歳以上では「被害者のための相談を充実

させる」と「被害者の避難場所（シェルター）を充実させる」が最も高くなっています。 

全
体

家

庭

や

学

校

に

お

け

る

男

女

平

等

や

性

に

つ

い

て

の

教

育

を

充

実

さ

せ

る

被

害

者

の

た

め

の

相

談

を

充

実

さ

せ

る

行

政

や

警

察

が

啓

発

を

積

極

的

に

行

う

メ

デ

ィ

ア

を

通

し

た

広

報

・

啓

発

活

動

を

充

実

さ

せ

る

被

害

者

の

避

難

場

所

（
シ

ェ

ル

タ
ー

）
を

充

実

さ

せ

る

テ

レ

ビ

や

週

刊

誌

な

ど

の

メ

デ

ィ

ア

の

倫

理

規

定

の

強

化

を

働

き

か

け

る

暴

力

的

な

ビ

デ

オ

や

ゲ
ー

ム

ソ

フ

ト

、
映

画

な

ど

の

販

売

や

貸

出

を

規

制

す

る

法

律

に

よ

る

規

制

の

強

化

や

見

直

し

を

行

う

犯

罪

に

対

す

る

取

締

り

を

強

化

す

る

捜

査

や

裁

判

の

担

当

官

に

女

性

を

増

や

す

加

害

者

の

暴

力

か

ら

の

立

ち

直

り

と

と

も

に

自

立

に

向

け

て

の

支

援

プ

ロ

グ

ラ

ム

を

普

及

さ

せ

る

そ

の

他

特

に

な

い

わ

か

ら

な

い

無

回

答

374 73 131 61 40 153 35 37 113 103 43 49 7 16 28 14
100.0 19.5 35.0 16.3 10.7 40.9 9.4 9.9 30.2 27.5 11.5 13.1 1.9 4.3 7.5 3.7

196 42 66 28 22 92 19 28 69 48 25 33 5 6 11 5
100.0 21.4 33.7 14.3 11.2 46.9 9.7 14.3 35.2 24.5 12.8 16.8 2.6 3.1 5.6 2.6

22 5 10 3 1 16 3 1 8 10 3 1 0 1 0 0
100.0 22.7 45.5 13.6 4.5 72.7 13.6 4.5 36.4 45.5 13.6 4.5 0.0 4.5 0.0 0.0

23 0 8 0 3 9 2 2 8 10 5 1 0 1 5 0
100.0 0.0 34.8 0.0 13.0 39.1 8.7 8.7 34.8 43.5 21.7 4.3 0.0 4.3 21.7 0.0

35 11 11 5 1 16 5 6 14 8 2 4 3 1 0 1
100.0 31.4 31.4 14.3 2.9 45.7 14.3 17.1 40.0 22.9 5.7 11.4 8.6 2.9 0.0 2.9

36 8 10 5 4 20 2 3 17 7 6 8 1 2 1 0
100.0 22.2 27.8 13.9 11.1 55.6 5.6 8.3 47.2 19.4 16.7 22.2 2.8 5.6 2.8 0.0

43 12 11 8 8 20 4 8 16 8 6 12 1 0 3 1
100.0 27.9 25.6 18.6 18.6 46.5 9.3 18.6 37.2 18.6 14.0 27.9 2.3 0.0 7.0 2.3

36 6 16 6 4 11 3 7 6 5 3 7 0 1 2 3
100.0 16.7 44.4 16.7 11.1 30.6 8.3 19.4 16.7 13.9 8.3 19.4 0.0 2.8 5.6 8.3

1 0 0 1 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0
100.0 0.0 0.0 100.0 100.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

166 30 63 32 18 58 16 9 40 52 17 15 2 10 16 4
100.0 18.1 38.0 19.3 10.8 34.9 9.6 5.4 24.1 31.3 10.2 9.0 1.2 6.0 9.6 2.4

20 3 5 6 2 4 4 1 7 5 1 2 0 2 2 1
100.0 15.0 25.0 30.0 10.0 20.0 20.0 5.0 35.0 25.0 5.0 10.0 0.0 10.0 10.0 5.0

17 1 7 2 1 5 1 0 6 7 2 2 1 1 1 0
100.0 5.9 41.2 11.8 5.9 29.4 5.9 0.0 35.3 41.2 11.8 11.8 5.9 5.9 5.9 0.0

25 7 6 5 4 10 1 1 8 11 3 0 0 1 2 0
100.0 28.0 24.0 20.0 16.0 40.0 4.0 4.0 32.0 44.0 12.0 0.0 0.0 4.0 8.0 0.0

29 8 16 5 5 12 1 2 3 8 3 3 1 1 2 0
100.0 27.6 55.2 17.2 17.2 41.4 3.4 6.9 10.3 27.6 10.3 10.3 3.4 3.4 6.9 0.0

36 4 16 6 4 14 3 2 9 9 5 5 0 3 4 1
100.0 11.1 44.4 16.7 11.1 38.9 8.3 5.6 25.0 25.0 13.9 13.9 0.0 8.3 11.1 2.8

39 7 13 8 2 13 6 3 7 12 3 3 0 2 5 2
100.0 17.9 33.3 20.5 5.1 33.3 15.4 7.7 17.9 30.8 7.7 7.7 0.0 5.1 12.8 5.1

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
78 1 2 1 0 3 0 0 4 3 1 1 0 0 1 5

100.0 1.3 2.6 1.3 0.0 3.8 0.0 0.0 5.1 3.8 1.3 1.3 0.0 0.0 1.3 6.4

全体

性

・

年

齢

別

女

性

女性合計

29歳以下

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

無回答

答えたくない
無回答

70歳以上

無回答

男

性

男性合計

70歳以上

29歳以下

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳
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11 性の多様性について 

問 28：自分の性別、恋愛対象の性に悩んだ経験の有無 

あなた、または、身近な人（家族や親族、友人、職場の同僚、近所の知人等）は、今ま

でに性別（性自認）や恋愛対象の性（性的指向）について悩んだことはありますか、また

は聞いたことはありますか。 

 

（１）性自認について 

問 28（１）：性自認について悩んだ経験の有無 

 

 「ある（あなた自身）」が 1.6％、「ある（あなたの身近な人）」が 7.5％となっています。 

 性別にみると、「ある（あなたの身近な人）」は女性（9.2％）が男性（6.0％）より 3.2ポイ

ント高くなっています。 

 

（２）性的指向について 

問 28（２）：性的指向について悩んだ経験の有無 

 

 「ある（あなた自身）」が 2.9％、「ある（あなたの身近な人）」が 7.2％となっています。 

 性別にみると、「ある（あなたの身近な人）」は女性（10.2％）が男性（4.2％）より 6.0ポ

イント高くなっています。 

ある（あなた自身）

ある（あなたの身近な人）

ない

わからない

無回答

1.6

7.5

83.2

8.3

2.1

020406080100

0.0

9.2

83.7

8.2

1.5

3.0

6.0

85.5

7.8

0.6

0 20 40 60 80 100（％）（％）

全体（n=374） 女性（n=196） 男性（n=166）

ある（あなた自身）

ある（あなたの身近な人）

ない

わからない

無回答

2.9

7.2

81.6

9.1

2.1

020406080100

1.5

10.2

80.1

9.2

1.5

4.2

4.2

86.1

8.4

0.6

0 20 40 60 80 100（％）（％）

全体（n=374） 女性（n=196） 男性（n=166）
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問１：「家庭生活」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性（52.0％）が男性（41.0％）よりも 11.0

ポイント高くなっています。 

 性・年齢別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性 50～59歳（77.8％）で８割近くと

なっています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

（％）

女
性

男
性

47.1

52.0

45.5

52.2

51.4

77.8

37.2

50.0

41.0

30.0

41.2

52.0

34.5

38.9

46.2

19.5

17.9

27.3

8.7

20.0

8.3

18.6

22.2

21.7

15.0

23.5

4.0

37.9

22.2

23.1

17.9

18.4

18.2

30.4

8.6

5.6

30.2

19.4

16.3

30.0

5.9

4.0

17.2

11.1

25.6

5.3

3.1

4.5

0.0

5.7

5.6

2.3

0.0

8.4

20.0

17.6

12.0

3.4

5.6

2.6

9.4

7.1

0.0

8.7

14.3

2.8

9.3

5.6

12.7

5.0

11.8

28.0

6.9

22.2

2.6

0.8

1.5

4.5

0.0

0.0

0.0

2.3

2.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅰ 在住者調査 

問 29：カミングアウトの際の対応 

あなたは、身近な人から性的マイノリティであることを打ち明けられた場合、これまで

と変わりなく接することができますか。（○は１つ） 

問 29：カミングアウトの際の対応 

 

 「できる」（58.8％）が６割近くで最も多くなっています。 

 前回調査と比較すると、「できる」は 2.2ポイント減少しています。 

 性別にみると、「できる」は女性（63.8％）が男性（53.6％）より 10.2 ポイント高くなっ

ています。 

 性・年齢別にみると、「できる」は女性 30～39歳（78.3％）で８割近くとなっています。 

ｎ　

(374)

(415)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

女
性

男
性

（％）

今回(R7)調査

前回(R元)調査

できる できない わからない 無回答

58.8

61.0

63.8

68.2

78.3

60.0

72.2

60.5

50.0

53.6

50.0

58.8

56.0

51.7

52.8

53.8

4.5

3.9

2.6

4.5

4.3

0.0

0.0

4.7

2.8

7.2

0.0

0.0

4.0

20.7

8.3

5.1

34.8

32.8

33.7

27.3

17.4

40.0

27.8

34.9

47.2

38.0

45.0

41.2

40.0

27.6

38.9

38.5

1.9

2.4

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

1.2

5.0

0.0

0.0

0.0

0.0

2.6
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Ⅰ 在住者調査 

問１：「仕事」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「仕事」の優先度「３」は男性（29.5％）が女性（23.0％）より 6.5ポイン

ト高くなっています。 

性・年齢別にみると、「仕事」の優先度「１」は男性 50～59歳（44.8％）で４割半ばとなっ

ています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

女
性

男
性

（％）

24.3

22.4

22.7

26.1

31.4

25.0

20.9

11.1

25.9

15.0

17.6

36.0

44.8

22.2

17.9

25.1

27.0

45.5

34.8

25.7

22.2

16.3

27.8

23.5

20.0

41.2

28.0

17.2

19.4

23.1

25.9

23.0

18.2

21.7

20.0

25.0

23.3

27.8

29.5

55.0

29.4

16.0

24.1

36.1

23.1

11.0

12.8

9.1

13.0

17.1

13.9

16.3

5.6

8.4

5.0

0.0

12.0

10.3

5.6

12.8

12.0

12.2

4.5

4.3

5.7

11.1

18.6

22.2

12.7

5.0

11.8

8.0

3.4

16.7

23.1

1.6

2.6

0.0

0.0

0.0

2.8

4.7

5.6

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅰ 在住者調査 

問 29：カミングアウトの際の対応 

あなたは、身近な人から性的マイノリティであることを打ち明けられた場合、これまで

と変わりなく接することができますか。（○は１つ） 

問 29：カミングアウトの際の対応 

 

 「できる」（58.8％）が６割近くで最も多くなっています。 

 前回調査と比較すると、「できる」は 2.2ポイント減少しています。 

 性別にみると、「できる」は女性（63.8％）が男性（53.6％）より 10.2 ポイント高くなっ

ています。 

 性・年齢別にみると、「できる」は女性 30～39歳（78.3％）で８割近くとなっています。 

ｎ　

(374)

(415)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

女
性

男
性

（％）

今回(R7)調査

前回(R元)調査

できる できない わからない 無回答

58.8

61.0

63.8

68.2

78.3

60.0

72.2

60.5

50.0

53.6

50.0

58.8

56.0

51.7

52.8

53.8

4.5

3.9

2.6

4.5

4.3

0.0

0.0

4.7

2.8

7.2

0.0

0.0

4.0

20.7

8.3

5.1

34.8

32.8

33.7

27.3

17.4

40.0

27.8

34.9

47.2

38.0

45.0

41.2

40.0

27.6

38.9

38.5

1.9

2.4

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

1.2

5.0

0.0

0.0

0.0

0.0

2.6
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12 生涯を通じた健康づくりについて 

問 30：女性の生涯を通じた健康を考える上で重要なこと 

女性は、妊娠や出産をする可能性や女性特有の病気など、男性と異なる健康上の問題に

直面することを、男女とも留意する必要があります。あなたは、女性の生涯を通じた健康

を考える上で、特にどのようなことが重要だと思いますか。（○は３つまで） 

問 30：女性の生涯を通じた健康を考える上で重要なこと 

 

 「健康診断やがん検診等、特に女性に多い疾病に関する予防体制の確立」（43.6％）が４割

超えで最も多くなっています。次いで「学校教育における発達段階に応じた性や人権に関す

る学習」（40.6％）、「出産前後（周産期）における母体、胎児や新生児に関する知識の普及」

（35.3％）、「人工妊娠中絶が及ぼす影響や安全な避妊についての知識の普及」（33.4％）など

の順となっています。 

前回調査と比較すると、すべての項目で減少しています。 

 性別にみると、「人工妊娠中絶が及ぼす影響や安全な避妊についての知識の普及」は女性

（39.8％）が男性（26.5％）より 13.3 ポイント、「薬物や喫煙などの健康被害に関する正確

な情報の提供」は女性（17.9％）が男性（7.8％）より 10.1ポイント高くなっています。  

健康診断やがん検診等、特に女性に多い疾病に
関する予防体制の確立

学校教育における発達段階に応じた性や人権に
関する学習

出産前後（周産期）における母体、胎児や新生
児に関する知識の普及

人工妊娠中絶が及ぼす影響や安全な避妊につい
ての知識の普及

女性専門外来など性差に応じた医療体制の整備

人生の各段階に応じた健康教育、相談体制の確
立

ＨＩＶなどの性感染症についての知識の普及

薬物や喫煙などの健康被害に関する正確な情報
の提供

その他

わからない

特にない

無回答

43.6

40.6

35.3

33.4

32.1

25.9

15.0

13.1

1.1

5.3

2.7

1.9

54.5

54.5

52.5

47.5

46.3

34.7

37.3

33.0

3.9

4.6

1.9

2.4

0204060

41.3

40.8

35.2

39.8

31.6

28.1

18.9

17.9

2.0

4.1

1.5

0.5

48.2

41.6

37.3

26.5

33.1

24.7

10.2

7.8

0.0

7.2

3.6

1.2

0 20 40 60（％）（％）

全体（n=374） 前回（R元）調査（n=415） 女性（n=196） 男性（n=166）
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問１：「家庭生活」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性（52.0％）が男性（41.0％）よりも 11.0

ポイント高くなっています。 

 性・年齢別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性 50～59歳（77.8％）で８割近くと

なっています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

（％）

女
性

男
性

47.1

52.0

45.5

52.2

51.4

77.8

37.2

50.0

41.0

30.0

41.2

52.0

34.5

38.9

46.2

19.5

17.9

27.3

8.7

20.0

8.3

18.6

22.2

21.7

15.0

23.5

4.0

37.9

22.2

23.1

17.9

18.4

18.2

30.4

8.6

5.6

30.2

19.4

16.3

30.0

5.9

4.0

17.2

11.1

25.6

5.3

3.1

4.5

0.0

5.7

5.6

2.3

0.0

8.4

20.0

17.6

12.0

3.4

5.6

2.6

9.4

7.1

0.0

8.7

14.3

2.8

9.3

5.6

12.7

5.0

11.8

28.0

6.9

22.2

2.6

0.8

1.5

4.5

0.0

0.0

0.0

2.3

2.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅰ 在住者調査 

問 30：女性の生涯を通じた健康を考える上で重要なこと【性・年齢別】 

 
 （※表の上段が人数（人）、下段が割合（％））   

 性・年齢別にみると、女性の 29歳以下では「人工妊娠中絶が及ぼす影響や安全な避妊につ

いての知識の普及」が、30～49歳では「健康診断やがん検診等、特に女性に多い疾病に関す

る予防体制の確立」が、50～59歳では「学校教育における発達段階に応じた性や人権に関す

る学習」と「女性専門外来など性差に応じた医療体制の整備」が、60～69歳では「人生の各

段階に応じた健康教育、相談体制の確立」が、70歳以上では「学校教育における発達段階に

応じた性や人権に関する学習」が最も高くなっています。 

一方、男性の 29歳以下では「人工妊娠中絶が及ぼす影響や安全な避妊についての知識の普

及」が、30～39歳では「出産前後（周産期）における母体、胎児や新生児に関する知識の普

及」が、40～49歳では「出産前後（周産期）における母体、胎児や新生児に関する知識の普

及」と「健康診断やがん検診等、特に女性に多い疾病に関する予防体制の確立」が、50～69

歳では「健康診断やがん検診等、特に女性に多い疾病に関する予防体制の確立」が、70歳以

上では「学校教育における発達段階に応じた性や人権に関する学習」が最も高くなっていま

す。 

全
体

人

工

妊

娠

中

絶

が

及

ぼ

す

影

響

や

安

全

な

避

妊

に

つ

い

て

の

知

識

の

普

及

出

産

前

後

（
周

産

期

）
に

お

け

る

母

体

、
胎

児

や

新

生

児

に

関

す

る

知

識

の

普

及

学

校

教

育

に

お

け

る

発

達

段

階

に

応

じ

た

性

や

人

権

に

関

す

る

学

習

人

生

の

各

段

階

に

応

じ

た

健

康

教

育

、
相

談

体

制

の

確

立

健

康

診

断

や

が

ん

検

診

等

、
特

に

女

性

に

多

い

疾

病

に

関

す

る

予

防

体

制

の

確

立

女

性

専

門

外

来

な

ど

性

差

に

応

じ

た

医

療

体

制

の

整

備

薬

物

や

喫

煙

な

ど

の

健

康

被

害

に

関

す

る

正

確

な

情

報

の

提

供

Ｈ

Ｉ

Ｖ

な

ど

の

性

感

染

症

に

つ

い

て

の

知

識

の

普

及

そ

の

他

わ

か

ら

な

い

特

に

な

い

無

回

答

374 125 132 152 97 163 120 49 56 4 20 10 7
100.0 33.4 35.3 40.6 25.9 43.6 32.1 13.1 15.0 1.1 5.3 2.7 1.9

196 78 69 80 55 81 62 35 37 4 8 3 1
100.0 39.8 35.2 40.8 28.1 41.3 31.6 17.9 18.9 2.0 4.1 1.5 0.5

22 14 13 6 2 10 5 0 11 0 0 0 0
100.0 63.6 59.1 27.3 9.1 45.5 22.7 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0

23 10 9 12 3 14 5 3 5 0 2 0 0
100.0 43.5 39.1 52.2 13.0 60.9 21.7 13.0 21.7 0.0 8.7 0.0 0.0

35 11 14 15 11 18 9 3 5 2 0 2 0
100.0 31.4 40.0 42.9 31.4 51.4 25.7 8.6 14.3 5.7 0.0 5.7 0.0

36 14 12 15 12 14 15 4 3 1 4 0 0
100.0 38.9 33.3 41.7 33.3 38.9 41.7 11.1 8.3 2.8 11.1 0.0 0.0

43 15 13 16 18 14 14 13 11 1 0 1 0
100.0 34.9 30.2 37.2 41.9 32.6 32.6 30.2 25.6 2.3 0.0 2.3 0.0

36 13 8 15 8 11 14 12 2 0 2 0 1
100.0 36.1 22.2 41.7 22.2 30.6 38.9 33.3 5.6 0.0 5.6 0.0 2.8

1 1 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0
100.0 100.0 0.0 100.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

166 44 62 69 41 80 55 13 17 0 12 6 2
100.0 26.5 37.3 41.6 24.7 48.2 33.1 7.8 10.2 0.0 7.2 3.6 1.2

20 9 7 6 5 8 5 0 6 0 1 1 1
100.0 45.0 35.0 30.0 25.0 40.0 25.0 0.0 30.0 0.0 5.0 5.0 5.0

17 5 12 3 0 5 7 2 2 0 1 2 0
100.0 29.4 70.6 17.6 0.0 29.4 41.2 11.8 11.8 0.0 5.9 11.8 0.0

25 6 13 10 8 13 6 2 3 0 0 0 0
100.0 24.0 52.0 40.0 32.0 52.0 24.0 8.0 12.0 0.0 0.0 0.0 0.0

29 5 10 14 10 17 9 1 2 0 2 1 0
100.0 17.2 34.5 48.3 34.5 58.6 31.0 3.4 6.9 0.0 6.9 3.4 0.0

36 11 12 14 11 21 16 3 2 0 2 0 0
100.0 30.6 33.3 38.9 30.6 58.3 44.4 8.3 5.6 0.0 5.6 0.0 0.0

39 8 8 22 7 16 12 5 2 0 6 2 1
100.0 20.5 20.5 56.4 17.9 41.0 30.8 12.8 5.1 0.0 15.4 5.1 2.6

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
153 3 1 3 1 2 3 1 2 0 0 1 4

100.0 2.0 0.7 2.0 0.7 1.3 2.0 0.7 1.3 0.0 0.0 0.7 2.6

全体

性

・

年

齢

別

女

性

女性合計

29歳以下

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

無回答

答えたくない
無回答

70歳以上

無回答

男

性

男性合計

70歳以上

29歳以下

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳
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Ⅰ 在住者調査 

問１：「仕事」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「仕事」の優先度「３」は男性（29.5％）が女性（23.0％）より 6.5ポイン

ト高くなっています。 

性・年齢別にみると、「仕事」の優先度「１」は男性 50～59歳（44.8％）で４割半ばとなっ

ています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

女
性

男
性

（％）

24.3

22.4

22.7

26.1

31.4

25.0

20.9

11.1

25.9

15.0

17.6

36.0

44.8

22.2

17.9

25.1

27.0

45.5

34.8

25.7

22.2

16.3

27.8

23.5

20.0

41.2

28.0

17.2

19.4

23.1

25.9

23.0

18.2

21.7

20.0

25.0

23.3

27.8

29.5

55.0

29.4

16.0

24.1

36.1

23.1

11.0

12.8

9.1

13.0

17.1

13.9

16.3

5.6

8.4

5.0

0.0

12.0

10.3

5.6

12.8

12.0

12.2

4.5

4.3

5.7

11.1

18.6

22.2

12.7

5.0

11.8

8.0

3.4

16.7

23.1

1.6

2.6

0.0

0.0

0.0

2.8

4.7

5.6

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅰ 在住者調査 

問 30：女性の生涯を通じた健康を考える上で重要なこと【性・年齢別】 

 
 （※表の上段が人数（人）、下段が割合（％））   

 性・年齢別にみると、女性の 29歳以下では「人工妊娠中絶が及ぼす影響や安全な避妊につ

いての知識の普及」が、30～49歳では「健康診断やがん検診等、特に女性に多い疾病に関す

る予防体制の確立」が、50～59歳では「学校教育における発達段階に応じた性や人権に関す

る学習」と「女性専門外来など性差に応じた医療体制の整備」が、60～69歳では「人生の各

段階に応じた健康教育、相談体制の確立」が、70歳以上では「学校教育における発達段階に

応じた性や人権に関する学習」が最も高くなっています。 

一方、男性の 29歳以下では「人工妊娠中絶が及ぼす影響や安全な避妊についての知識の普

及」が、30～39歳では「出産前後（周産期）における母体、胎児や新生児に関する知識の普

及」が、40～49歳では「出産前後（周産期）における母体、胎児や新生児に関する知識の普

及」と「健康診断やがん検診等、特に女性に多い疾病に関する予防体制の確立」が、50～69

歳では「健康診断やがん検診等、特に女性に多い疾病に関する予防体制の確立」が、70歳以

上では「学校教育における発達段階に応じた性や人権に関する学習」が最も高くなっていま

す。 

全
体

人

工

妊

娠

中

絶

が

及

ぼ

す

影

響

や

安

全

な

避

妊

に

つ

い

て

の

知

識

の

普

及

出

産

前

後

（
周

産

期

）
に

お

け

る

母

体

、
胎

児

や

新

生

児

に

関

す

る

知

識

の

普

及

学

校

教

育

に

お

け

る

発

達

段

階

に

応

じ

た

性

や

人

権

に

関

す

る

学

習

人

生

の

各

段

階

に

応

じ

た

健

康

教

育

、
相

談

体

制

の

確

立

健

康

診

断

や

が

ん

検

診

等

、
特

に

女

性

に

多

い

疾

病

に

関

す

る

予

防

体

制

の

確

立

女

性

専

門

外

来

な

ど

性

差

に

応

じ

た

医

療

体

制

の

整

備

薬

物

や

喫

煙

な

ど

の

健

康

被

害

に

関

す

る

正

確

な

情

報

の

提

供

Ｈ

Ｉ

Ｖ

な

ど

の

性

感

染

症

に

つ

い

て

の

知

識

の

普

及

そ

の

他

わ

か

ら

な

い

特

に

な

い

無

回

答

374 125 132 152 97 163 120 49 56 4 20 10 7
100.0 33.4 35.3 40.6 25.9 43.6 32.1 13.1 15.0 1.1 5.3 2.7 1.9

196 78 69 80 55 81 62 35 37 4 8 3 1
100.0 39.8 35.2 40.8 28.1 41.3 31.6 17.9 18.9 2.0 4.1 1.5 0.5

22 14 13 6 2 10 5 0 11 0 0 0 0
100.0 63.6 59.1 27.3 9.1 45.5 22.7 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0

23 10 9 12 3 14 5 3 5 0 2 0 0
100.0 43.5 39.1 52.2 13.0 60.9 21.7 13.0 21.7 0.0 8.7 0.0 0.0

35 11 14 15 11 18 9 3 5 2 0 2 0
100.0 31.4 40.0 42.9 31.4 51.4 25.7 8.6 14.3 5.7 0.0 5.7 0.0

36 14 12 15 12 14 15 4 3 1 4 0 0
100.0 38.9 33.3 41.7 33.3 38.9 41.7 11.1 8.3 2.8 11.1 0.0 0.0

43 15 13 16 18 14 14 13 11 1 0 1 0
100.0 34.9 30.2 37.2 41.9 32.6 32.6 30.2 25.6 2.3 0.0 2.3 0.0

36 13 8 15 8 11 14 12 2 0 2 0 1
100.0 36.1 22.2 41.7 22.2 30.6 38.9 33.3 5.6 0.0 5.6 0.0 2.8

1 1 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0
100.0 100.0 0.0 100.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

166 44 62 69 41 80 55 13 17 0 12 6 2
100.0 26.5 37.3 41.6 24.7 48.2 33.1 7.8 10.2 0.0 7.2 3.6 1.2

20 9 7 6 5 8 5 0 6 0 1 1 1
100.0 45.0 35.0 30.0 25.0 40.0 25.0 0.0 30.0 0.0 5.0 5.0 5.0

17 5 12 3 0 5 7 2 2 0 1 2 0
100.0 29.4 70.6 17.6 0.0 29.4 41.2 11.8 11.8 0.0 5.9 11.8 0.0

25 6 13 10 8 13 6 2 3 0 0 0 0
100.0 24.0 52.0 40.0 32.0 52.0 24.0 8.0 12.0 0.0 0.0 0.0 0.0

29 5 10 14 10 17 9 1 2 0 2 1 0
100.0 17.2 34.5 48.3 34.5 58.6 31.0 3.4 6.9 0.0 6.9 3.4 0.0

36 11 12 14 11 21 16 3 2 0 2 0 0
100.0 30.6 33.3 38.9 30.6 58.3 44.4 8.3 5.6 0.0 5.6 0.0 0.0

39 8 8 22 7 16 12 5 2 0 6 2 1
100.0 20.5 20.5 56.4 17.9 41.0 30.8 12.8 5.1 0.0 15.4 5.1 2.6

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
153 3 1 3 1 2 3 1 2 0 0 1 4

100.0 2.0 0.7 2.0 0.7 1.3 2.0 0.7 1.3 0.0 0.0 0.7 2.6

全体

性

・

年

齢

別

女

性

女性合計

29歳以下

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

無回答

答えたくない
無回答

70歳以上

無回答

男

性

男性合計

70歳以上

29歳以下

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳
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13 男女平等参画社会の実現について 

問 31：男女平等参画に関する用語の認知度 

あなたは、次にあげる言葉について、知っていますか。（ア～チのそれぞれについて、

あてはまる「１～３」に○を１つ） 

 問 31：男女平等参画に関する用語の認知度 

 

 「内容を知っている」と「聞いたことはあるが、内容は知らない」を合わせた≪知っている

≫は「サ．ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）」（90.9％）が約９割で最も多くなっていま

す。次いで「イ．男女雇用機会均等法」（90.4％）、「ケ．ジェンダー（社会的・文化的に形成

された性別）」（89.0％）、「ク．ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）」（87.7％）な

どの順となっています。 

 

  

n=374 （計）

ア．男女共同参画社会 83.1

イ．男女雇用機会均等法 90.4

ウ．育児介護休業法 87.1

エ．女性活躍推進法 65.7

オ．次世代育成支援対策推進法 35.3

カ．困難な問題を抱える女性への支援に
　　関する法律

27.3

キ．東京都オリンピック憲章にうたわれる
    人権尊重の理念の実現を目指す条例

28.1

ク．ワーク・ライフ・バランス
   （仕事と生活の調和）

87.7

ケ．ジェンダー（社会的・文化的に形成
    された性別）

89.0

コ．ポジティブ・アクション
   （積極的改善措置）

48.2

サ．ドメスティック・バイオレンス
   （ＤＶ）

90.9

シ．デートＤＶ 51.6

ス．ＳＯＧＩＥ(性的指向・性自認) 47.3

セ．港区男女平等参画条例 42.0

ソ．みなとマリアージュ制度 18.4

タ．第４次港区男女平等参画行動計画 14.4

チ．男女平等参画情報誌「オアシス」 15.8

（％）

内容を知っている
聞いたことは
あるが、

内容は知らない
知らない 無回答

知っている 知
っ

て
い
る

46.5

70.1

55.3

24.3

6.7

6.4

5.6

65.8

65.5

21.7

79.4

32.9

24.3

7.8

4.0

1.6

1.9

36.6

20.3

31.8

41.4

28.6

20.9

22.5

21.9

23.5

26.5

11.5

18.7

23.0

34.2

14.4

12.8

13.9

14.4

7.0

9.4

29.9

60.7

68.7

67.4

8.6

8.0

46.3

5.3

44.9

47.6

54.0

77.0

82.1

80.5

2.4

2.7

3.5

4.3

4.0

4.0

4.5

3.7

2.9

5.6

3.7

3.5

5.1

4.0

4.5

3.5

3.7
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問１：「家庭生活」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性（52.0％）が男性（41.0％）よりも 11.0

ポイント高くなっています。 

 性・年齢別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性 50～59歳（77.8％）で８割近くと

なっています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

（％）

女
性

男
性

47.1

52.0

45.5

52.2

51.4

77.8

37.2

50.0

41.0

30.0

41.2

52.0

34.5

38.9

46.2

19.5

17.9

27.3

8.7

20.0

8.3

18.6

22.2

21.7

15.0

23.5

4.0

37.9

22.2

23.1

17.9

18.4

18.2

30.4

8.6

5.6

30.2

19.4

16.3

30.0

5.9

4.0

17.2

11.1

25.6

5.3

3.1

4.5

0.0

5.7

5.6

2.3

0.0

8.4

20.0

17.6

12.0

3.4

5.6

2.6

9.4

7.1

0.0

8.7

14.3

2.8

9.3

5.6

12.7

5.0

11.8

28.0

6.9

22.2

2.6

0.8

1.5

4.5

0.0

0.0

0.0

2.3

2.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅰ 在住者調査 

問 31：男女平等参画に関する用語の認知度【男女別①】 

 

 

 

 

 

 

 

  

ｎ　 （計）

女性 (196) 85.7

男性 (166) 83.1

女性 (196) 91.3

男性 (166) 92.2

女性 (196) 89.8

男性 (166) 86.7

女性 (196) 66.4

男性 (166) 66.3

女性 (196) 34.7

男性 (166) 37.3

女性 (196) 26.5

男性 (166) 28.3

女性 (196) 30.1

男性 (166) 26.5

女性 (196) 88.7

男性 (166) 88.6

オ．次世代育成支援対策推進法

カ．困難な問題を抱える女性への
　　支援に関する法律

キ．東京都オリンピック憲章に
　　うたわれる人権尊重の理念
　　の実現を目指す条例

ク．ワーク・ライフ・バランス
 　（仕事と生活の調和）

（％）

ア．男女共同参画社会

イ．男女雇用機会均等法

ウ．育児・介護休業法

エ．女性活躍推進法

内容を知っている
聞いたことは
あるが、

内容は知らない
知らない 無回答

知っている 知
っ

て
い
る

43.9

52.4

71.4

71.1

57.1

53.6

23.5

25.9

4.1

9.6

5.6

7.2

6.1

5.4

66.3

66.3

41.8

30.7

19.9

21.1

32.7

33.1

42.9

40.4

30.6

27.7

20.9

21.1

24.0

21.1

22.4

22.3

13.3

15.1

6.6

6.6

7.7

10.8

30.1

30.7

62.2

59.6

70.4

68.7

65.3

71.1

8.7

8.4

1.0

1.8

2.0

1.2

2.6

2.4

3.6

3.0

3.1

3.0

3.1

3.0

4.6

2.4

2.6

3.0
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Ⅰ 在住者調査 

問１：「仕事」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「仕事」の優先度「３」は男性（29.5％）が女性（23.0％）より 6.5ポイン

ト高くなっています。 

性・年齢別にみると、「仕事」の優先度「１」は男性 50～59歳（44.8％）で４割半ばとなっ

ています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

女
性

男
性

（％）

24.3

22.4

22.7

26.1

31.4

25.0

20.9

11.1

25.9

15.0

17.6

36.0

44.8

22.2

17.9

25.1

27.0

45.5

34.8

25.7

22.2

16.3

27.8

23.5

20.0

41.2

28.0

17.2

19.4

23.1

25.9

23.0

18.2

21.7

20.0

25.0

23.3

27.8

29.5

55.0

29.4

16.0

24.1

36.1

23.1

11.0

12.8

9.1

13.0

17.1

13.9

16.3

5.6

8.4

5.0

0.0

12.0

10.3

5.6

12.8

12.0

12.2

4.5

4.3

5.7

11.1

18.6

22.2

12.7

5.0

11.8

8.0

3.4

16.7

23.1

1.6

2.6

0.0

0.0

0.0

2.8

4.7

5.6

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅰ 在住者調査 

問 31：男女平等参画に関する用語の認知度【男女別①】 

 

 

 

 

 

 

 

  

ｎ　 （計）

女性 (196) 85.7

男性 (166) 83.1

女性 (196) 91.3

男性 (166) 92.2

女性 (196) 89.8

男性 (166) 86.7

女性 (196) 66.4

男性 (166) 66.3

女性 (196) 34.7

男性 (166) 37.3

女性 (196) 26.5

男性 (166) 28.3

女性 (196) 30.1

男性 (166) 26.5

女性 (196) 88.7

男性 (166) 88.6

オ．次世代育成支援対策推進法

カ．困難な問題を抱える女性への
　　支援に関する法律

キ．東京都オリンピック憲章に
　　うたわれる人権尊重の理念
　　の実現を目指す条例

ク．ワーク・ライフ・バランス
 　（仕事と生活の調和）

（％）

ア．男女共同参画社会

イ．男女雇用機会均等法

ウ．育児・介護休業法

エ．女性活躍推進法

内容を知っている
聞いたことは
あるが、

内容は知らない
知らない 無回答

知っている 知
っ

て
い
る

43.9

52.4

71.4

71.1

57.1

53.6

23.5

25.9

4.1

9.6

5.6

7.2

6.1

5.4

66.3

66.3

41.8

30.7

19.9

21.1

32.7

33.1

42.9

40.4

30.6

27.7

20.9

21.1

24.0

21.1

22.4

22.3

13.3

15.1

6.6

6.6

7.7

10.8

30.1

30.7

62.2

59.6

70.4

68.7

65.3

71.1

8.7

8.4

1.0

1.8

2.0

1.2

2.6

2.4

3.6

3.0

3.1

3.0

3.1

3.0

4.6

2.4

2.6

3.0
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問 31：男女平等参画に関する用語の認知度【男女別②】 

 
性別にみると、「シ．デートＤＶ」は女性（58.7％）が男性（44.6％）より 14.1ポイント、

「セ．港区男女平等参画条例」は女性（48.5％）が男性（35.5％）より 13.0ポイント、「コ．

ポジティブ・アクション（積極的改善措置）」は女性（53.6％）が男性（43.4％）より 10.2ポ

イント高くなっています。 

 

ｎ　 （計）

女性 (196) 91.8

男性 (166) 88.0

女性 (196) 53.6

男性 (166) 43.4

女性 (196) 92.3

男性 (166) 91.5

女性 (196) 58.7

男性 (166) 44.6

女性 (196) 50.0

男性 (166) 45.8

女性 (196) 48.5

男性 (166) 35.5

女性 (196) 20.9

男性 (166) 16.2

女性 (196) 12.7

男性 (166) 16.9

女性 (196) 14.8

男性 (166) 17.5

知
っ

て
い
る

内容を知っている
聞いたことは
あるが、

内容は知らない
知らない 無回答

（％）

ケ．ジェンダー（社会的・文化的に形成
    された性別）

コ．ポジティブ・アクション
   （積極的改善措置）

サ．ドメスティック・バイオレンス
   （ＤＶ）

知っている

シ．デートＤＶ

ス．ＳＯＧＩＥ(性的指向・性自認)

セ．港区男女平等参画条例

ソ．みなとマリアージュ制度

タ．第４次港区男女平等参画行動計画

チ．男女平等参画情報誌「オアシス」

69.4

62.7

23.0

19.9

81.1

79.5

39.8

25.3

26.5

22.9

7.7

7.8

4.1

4.2

1.0

2.4

1.5

2.4

22.4

25.3

30.6

23.5

11.2

12.0

18.9

19.3

23.5

22.9

40.8

27.7

16.8

12.0

11.7

14.5

13.3

15.1

5.6

10.8

40.8

53.0

4.1

6.6

38.8

53.0

44.9

51.8

49.5

60.8

75.0

81.9

83.7

81.9

82.1

80.7

2.6

1.2

5.6

3.6

3.6

1.8

2.6

2.4

5.1

2.4

2.0

3.6

4.1

1.8

3.6

1.2

3.1

1.8
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問１：「家庭生活」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性（52.0％）が男性（41.0％）よりも 11.0

ポイント高くなっています。 

 性・年齢別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性 50～59歳（77.8％）で８割近くと

なっています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

（％）

女
性

男
性

47.1

52.0

45.5

52.2

51.4

77.8

37.2

50.0

41.0

30.0

41.2

52.0

34.5

38.9

46.2

19.5

17.9

27.3

8.7

20.0

8.3

18.6

22.2

21.7

15.0

23.5

4.0

37.9

22.2

23.1

17.9

18.4

18.2

30.4

8.6

5.6

30.2

19.4

16.3

30.0

5.9

4.0

17.2

11.1

25.6

5.3

3.1

4.5

0.0

5.7

5.6

2.3

0.0

8.4

20.0

17.6

12.0

3.4

5.6

2.6

9.4

7.1

0.0

8.7

14.3

2.8

9.3

5.6

12.7

5.0

11.8

28.0

6.9

22.2

2.6

0.8

1.5

4.5

0.0

0.0

0.0

2.3

2.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅰ 在住者調査 

▼ 前回（R元）調査との比較  

問 31：男女平等参画に関する用語の認知度 

 

※「第４次港区男女平等参画行動計画」は前回(R 元)調査では「第３次港区男女平等参画行動計画」。 

 

前回調査と比較すると、「ク．ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）」は 9.8

ポイント増加しています。 

（計）

今回(R7)調査(374) 83.1

前回(R元)調査(415) 80.5

今回(R7)調査(374) 90.4

前回(R元)調査(415) 90.6

今回(R7)調査(374) 87.7

前回(R元)調査(415) 77.9

今回(R7)調査(374) 89.0

前回(R元)調査(415) 82.2

今回(R7)調査(374) 48.2

前回(R元)調査(415) 52.8

今回(R7)調査(374) 90.9

前回(R元)調査(415) 90.1

今回(R7)調査(374) 51.6

前回(R元)調査(415) 54.7

今回(R7)調査(374) 42.0

前回(R元)調査(415) 38.8

今回(R7)調査(374) 14.4

前回(R元)調査(415) 21.0

（％）

内容を知っている
聞いたことは
あるが、

内容は知らない
知らない 無回答

知っている 知
っ

て
い
る

セ．港区男女平等参画条例

タ．第４次港区男女平等参画行動計画

ア．男女共同参画社会

イ．男女雇用機会均等法

ク．ワーク・ライフ・バランス
   （仕事と生活の調和）

コ．ポジティブ・アクション
    （積極的改善措置）

サ．ドメスティック・バイオレンス
　　（ＤＶ）

シ．デートＤＶ

ケ．ジェンダー（社会的・文化的に
    形成された性別）

46.5

38.3

70.1

64.3

65.8

53.3

65.5

58.1

21.7

21.2

79.4

77.8

32.9

33.7

7.8

6.3

1.6

2.2

36.6

42.2

20.3

26.3

21.9

24.6

23.5

24.1

26.5

31.6

11.5

12.3

18.7

21.0

34.2

32.5

12.8

18.8

14.4

16.4

7.0

6.0

8.6

18.8

8.0

14.9

46.3

43.1

5.3

7.0

44.9

41.9

54.0

58.6

82.1

76.4

2.4

3.1

2.7

3.4

3.7

3.4

2.9

2.9

5.6

4.1

3.7

2.9

3.5

3.4

4.0

2.7

3.5

2.7
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Ⅰ 在住者調査 

問１：「仕事」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「仕事」の優先度「３」は男性（29.5％）が女性（23.0％）より 6.5ポイン

ト高くなっています。 

性・年齢別にみると、「仕事」の優先度「１」は男性 50～59歳（44.8％）で４割半ばとなっ

ています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

女
性

男
性

（％）

24.3

22.4

22.7

26.1

31.4

25.0

20.9

11.1

25.9

15.0

17.6

36.0

44.8

22.2

17.9

25.1

27.0

45.5

34.8

25.7

22.2

16.3

27.8

23.5

20.0

41.2

28.0

17.2

19.4

23.1

25.9

23.0

18.2

21.7

20.0

25.0

23.3

27.8

29.5

55.0

29.4

16.0

24.1

36.1

23.1

11.0

12.8

9.1

13.0

17.1

13.9

16.3

5.6

8.4

5.0

0.0

12.0

10.3

5.6

12.8

12.0

12.2

4.5

4.3

5.7

11.1

18.6

22.2

12.7

5.0

11.8

8.0

3.4

16.7

23.1

1.6

2.6

0.0

0.0

0.0

2.8

4.7

5.6

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅰ 在住者調査 

▼ 前回（R元）調査との比較  

問 31：男女平等参画に関する用語の認知度 

 

※「第４次港区男女平等参画行動計画」は前回(R 元)調査では「第３次港区男女平等参画行動計画」。 

 

前回調査と比較すると、「ク．ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）」は 9.8

ポイント増加しています。 

（計）

今回(R7)調査(374) 83.1

前回(R元)調査(415) 80.5

今回(R7)調査(374) 90.4

前回(R元)調査(415) 90.6

今回(R7)調査(374) 87.7

前回(R元)調査(415) 77.9

今回(R7)調査(374) 89.0

前回(R元)調査(415) 82.2

今回(R7)調査(374) 48.2

前回(R元)調査(415) 52.8

今回(R7)調査(374) 90.9

前回(R元)調査(415) 90.1

今回(R7)調査(374) 51.6

前回(R元)調査(415) 54.7

今回(R7)調査(374) 42.0

前回(R元)調査(415) 38.8

今回(R7)調査(374) 14.4

前回(R元)調査(415) 21.0

（％）

内容を知っている
聞いたことは
あるが、

内容は知らない
知らない 無回答

知っている 知
っ

て
い
る

セ．港区男女平等参画条例

タ．第４次港区男女平等参画行動計画

ア．男女共同参画社会

イ．男女雇用機会均等法

ク．ワーク・ライフ・バランス
   （仕事と生活の調和）

コ．ポジティブ・アクション
    （積極的改善措置）

サ．ドメスティック・バイオレンス
　　（ＤＶ）

シ．デートＤＶ

ケ．ジェンダー（社会的・文化的に
    形成された性別）

46.5

38.3

70.1

64.3

65.8

53.3

65.5

58.1

21.7

21.2

79.4

77.8

32.9

33.7

7.8

6.3

1.6

2.2

36.6

42.2

20.3

26.3

21.9

24.6

23.5

24.1

26.5

31.6

11.5

12.3

18.7

21.0

34.2

32.5

12.8

18.8

14.4

16.4

7.0

6.0

8.6

18.8

8.0

14.9

46.3

43.1

5.3

7.0

44.9

41.9

54.0

58.6

82.1

76.4

2.4

3.1

2.7

3.4

3.7

3.4

2.9

2.9

5.6

4.1

3.7

2.9

3.5

3.4

4.0

2.7

3.5

2.7
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問 32：港区における男女平等参画を推進するために力を入れるべきこと 

あなたは、港区における男女平等参画を推進するために、区が特にどのようなことに力

を入れると良いと思いますか。（○は３つまで） 

問 32：港区における男女平等参画を推進するために力を入れるべきこと 

 

 

 「多様なニーズにこたえられる子育て支援策の充実」（43.3％）が４割超えで最も多くなっ

ています。次いで「在宅介護サービスや施設サービスの充実」（37.7％）、「学校での男女平等

意識を育てる教育の充実」（28.1％）、「女性の就労支援の充実」（22.2％）などの順となって

います。 

 前回調査と比較すると、「多様なニーズにこたえられる子育て支援策の充実」は 6.9ポイン

ト、「男女平等に関する施策の国・都への働きかけ」は 6.0 ポイント、「学校での男女平等意

識を育てる教育の充実」は 5.4ポイント増加しています。 

 性別にみると、「あらゆる分野における女性の積極的な登用」は女性（25.5％）が男性（15.1％）

より 10.4 ポイント、「在宅介護サービスや施設サービスの充実」は女性（42.3％）が男性

（32.5％）より 9.8ポイント高くなっています。一方、「多様なニーズにこたえられる子育て

支援策の充実」は男性（47.6％）が女性（41.8％）より 5.8ポイント高くなっています。  

多様なニーズにこたえられる子育て支援策の充
実

在宅介護サービスや施設サービスの充実

学校での男女平等意識を育てる教育の充実

女性の就労支援の充実

あらゆる分野における女性の積極的な登用

就労機会や労働条件の性別による格差を是正す
るための企業への働きかけ

家庭・仕事などで生じた問題についての相談体
制の充実

男女平等に関する施策の国・都への働きかけ

多様な性の人々に対する理解を進めるための啓
発の充実

男女平等参画センター（リーブラ）の充実

男女平等推進団体やＮＰＯとの連携

その他

わからない

無回答

43.3

37.7

28.1

22.2

20.3

19.5

16.0

14.7

8.8

5.3

3.7

2.9

8.6

2.4

36.4

38.1

22.7

18.8

22.4

16.4

11.8

8.7

10.4

5.1

1.9

1.7

12.5

7.2

0204060

41.8

42.3

30.6

23.5

25.5

20.4

15.3

14.3

11.7

4.6

2.0

3.1

6.1

1.0

47.6

32.5

24.7

21.1

15.1

18.7

18.1

15.1

5.4

6.6

6.0

3.0

11.4

1.8

0 20 40 60（％）（％）

全体（n=374） 前回（R元）調査（n=415） 女性（n=196） 男性（n=166）
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問１：「家庭生活」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性（52.0％）が男性（41.0％）よりも 11.0

ポイント高くなっています。 

 性・年齢別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性 50～59歳（77.8％）で８割近くと

なっています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

（％）

女
性

男
性

47.1

52.0

45.5

52.2

51.4

77.8

37.2

50.0

41.0

30.0

41.2

52.0

34.5

38.9

46.2

19.5

17.9

27.3

8.7

20.0

8.3

18.6

22.2

21.7

15.0

23.5

4.0

37.9

22.2

23.1

17.9

18.4

18.2

30.4

8.6

5.6

30.2

19.4

16.3

30.0

5.9

4.0

17.2

11.1

25.6

5.3

3.1

4.5

0.0

5.7

5.6

2.3

0.0

8.4

20.0

17.6

12.0

3.4

5.6

2.6

9.4

7.1

0.0

8.7

14.3

2.8

9.3

5.6

12.7

5.0

11.8

28.0

6.9

22.2

2.6

0.8

1.5

4.5

0.0

0.0

0.0

2.3

2.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅰ 在住者調査 

問 32：港区における男女平等参画を推進するために力を入れるべきこと【性・年齢別】 

 
（※表の上段が人数（人）、下段が割合（％））   

 性・年齢別にみると、女性の 29歳以下では「多様なニーズにこたえられる子育て支援策の

充実」と「学校での男女平等意識を育てる教育の充実」が、30～39歳では「多様なニーズに

こたえられる子育て支援策の充実」が、40～59歳、70歳以上では「在宅介護サービスや施設

サービスの充実」が、60～69歳では「多様なニーズにこたえられる子育て支援策の充実」と

「在宅介護サービスや施設サービスの充実」が最も高くなっています。一方、男性の 69歳以

下では「多様なニーズにこたえられる子育て支援策の充実」が、70歳以上では「在宅介護サ

ービスや施設サービスの充実」が最も高くなっています。 

 

全
体

多

様

な

ニ
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ズ

に

こ

た

え

ら

れ

る

子

育

て

支
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策
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介

護

サ
ー

ビ

ス

や

施

設

サ
ー

ビ

ス

の

充

実

学

校

で

の

男

女

平

等

意

識

を

育

て

る

教

育

の

充

実

あ

ら

ゆ

る

分

野

に

お

け

る

女

性

の

積

極

的

な

登

用

就

労

機

会

や

労

働

条

件

の

性

別

に

よ

る

格

差

を

是

正

す

る

た

め

の

企

業

へ

の

働

き

か

け

女

性

の

就

労

支

援

の

充

実

男

女

平

等

参

画

セ

ン

タ
ー

（
リ
ー

ブ

ラ

）
の

充

実

男

女

平

等

推

進

団

体

や

Ｎ

Ｐ

Ｏ

と

の

連

携

家

庭

・

仕

事

な

ど

で

生

じ

た

問

題

に

つ

い

て

の

相

談

体

制

の

充

実

多

様

な

性

の

人

々

に

対

す

る

理

解

を

進

め

る

た

め

の

啓

発

の

充

実

男

女

平

等

に

関

す

る

施

策

の

国

・

都

へ

の

働

き

か

け

そ

の

他

わ

か

ら

な

い

無

回

答

374 162 141 105 76 73 83 20 14 60 33 55 11 32 9
100.0 43.3 37.7 28.1 20.3 19.5 22.2 5.3 3.7 16.0 8.8 14.7 2.9 8.6 2.4

196 82 83 60 50 40 46 9 4 30 23 28 6 12 2
100.0 41.8 42.3 30.6 25.5 20.4 23.5 4.6 2.0 15.3 11.7 14.3 3.1 6.1 1.0

22 10 3 10 7 4 3 0 0 2 2 6 0 2 0
100.0 45.5 13.6 45.5 31.8 18.2 13.6 0.0 0.0 9.1 9.1 27.3 0.0 9.1 0.0

23 14 4 5 8 5 5 2 0 4 0 5 1 3 0
100.0 60.9 17.4 21.7 34.8 21.7 21.7 8.7 0.0 17.4 0.0 21.7 4.3 13.0 0.0

35 17 19 11 5 3 9 0 0 7 5 6 2 2 0
100.0 48.6 54.3 31.4 14.3 8.6 25.7 0.0 0.0 20.0 14.3 17.1 5.7 5.7 0.0

36 13 17 10 14 10 9 0 0 4 6 3 1 1 1
100.0 36.1 47.2 27.8 38.9 27.8 25.0 0.0 0.0 11.1 16.7 8.3 2.8 2.8 2.8

43 16 16 13 9 10 13 2 1 9 7 4 2 2 0
100.0 37.2 37.2 30.2 20.9 23.3 30.2 4.7 2.3 20.9 16.3 9.3 4.7 4.7 0.0

36 12 24 10 7 8 6 5 3 4 3 3 0 2 1
100.0 33.3 66.7 27.8 19.4 22.2 16.7 13.9 8.3 11.1 8.3 8.3 0.0 5.6 2.8

1 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0
100.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0

166 79 54 41 25 31 35 11 10 30 9 25 5 19 3
100.0 47.6 32.5 24.7 15.1 18.7 21.1 6.6 6.0 18.1 5.4 15.1 3.0 11.4 1.8

20 9 2 6 1 4 6 1 5 3 1 1 0 3 1
100.0 45.0 10.0 30.0 5.0 20.0 30.0 5.0 25.0 15.0 5.0 5.0 0.0 15.0 5.0

17 6 2 5 0 4 3 0 0 5 0 4 1 4 1
100.0 35.3 11.8 29.4 0.0 23.5 17.6 0.0 0.0 29.4 0.0 23.5 5.9 23.5 5.9

25 19 12 6 5 2 6 0 1 1 1 3 0 1 0
100.0 76.0 48.0 24.0 20.0 8.0 24.0 0.0 4.0 4.0 4.0 12.0 0.0 4.0 0.0

29 11 8 9 2 4 5 3 0 5 3 5 3 4 1
100.0 37.9 27.6 31.0 6.9 13.8 17.2 10.3 0.0 17.2 10.3 17.2 10.3 13.8 3.4

36 18 12 6 11 9 8 5 1 10 3 5 0 3 0
100.0 50.0 33.3 16.7 30.6 25.0 22.2 13.9 2.8 27.8 8.3 13.9 0.0 8.3 0.0

39 16 18 9 6 8 7 2 3 6 1 7 1 4 0
100.0 41.0 46.2 23.1 15.4 20.5 17.9 5.1 7.7 15.4 2.6 17.9 2.6 10.3 0.0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
149 1 4 4 1 2 2 0 0 0 1 2 0 1 4

100.0 0.7 2.7 2.7 0.7 1.3 1.3 0.0 0.0 0.0 0.7 1.3 0.0 0.7 2.7

全体

性

・

年

齢

別

女

性

女性合計

29歳以下

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

無回答

答えたくない
無回答

70歳以上

無回答

男

性

男性合計

70歳以上

29歳以下

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳
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Ⅰ 在住者調査 

問１：「仕事」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「仕事」の優先度「３」は男性（29.5％）が女性（23.0％）より 6.5ポイン

ト高くなっています。 

性・年齢別にみると、「仕事」の優先度「１」は男性 50～59歳（44.8％）で４割半ばとなっ

ています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

女
性

男
性

（％）

24.3

22.4

22.7

26.1

31.4

25.0

20.9

11.1

25.9

15.0

17.6

36.0

44.8

22.2

17.9

25.1

27.0

45.5

34.8

25.7

22.2

16.3

27.8

23.5

20.0

41.2

28.0

17.2

19.4

23.1

25.9

23.0

18.2

21.7

20.0

25.0

23.3

27.8

29.5

55.0

29.4

16.0

24.1

36.1

23.1

11.0

12.8

9.1

13.0

17.1

13.9

16.3

5.6

8.4

5.0

0.0

12.0

10.3

5.6

12.8

12.0

12.2

4.5

4.3

5.7

11.1

18.6

22.2

12.7

5.0

11.8

8.0

3.4

16.7

23.1

1.6

2.6

0.0

0.0

0.0

2.8

4.7

5.6

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅰ 在住者調査 

問 32：港区における男女平等参画を推進するために力を入れるべきこと【性・年齢別】 

 
（※表の上段が人数（人）、下段が割合（％））   

 性・年齢別にみると、女性の 29歳以下では「多様なニーズにこたえられる子育て支援策の

充実」と「学校での男女平等意識を育てる教育の充実」が、30～39歳では「多様なニーズに

こたえられる子育て支援策の充実」が、40～59歳、70歳以上では「在宅介護サービスや施設

サービスの充実」が、60～69歳では「多様なニーズにこたえられる子育て支援策の充実」と

「在宅介護サービスや施設サービスの充実」が最も高くなっています。一方、男性の 69歳以

下では「多様なニーズにこたえられる子育て支援策の充実」が、70歳以上では「在宅介護サ

ービスや施設サービスの充実」が最も高くなっています。 
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無
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374 162 141 105 76 73 83 20 14 60 33 55 11 32 9
100.0 43.3 37.7 28.1 20.3 19.5 22.2 5.3 3.7 16.0 8.8 14.7 2.9 8.6 2.4

196 82 83 60 50 40 46 9 4 30 23 28 6 12 2
100.0 41.8 42.3 30.6 25.5 20.4 23.5 4.6 2.0 15.3 11.7 14.3 3.1 6.1 1.0

22 10 3 10 7 4 3 0 0 2 2 6 0 2 0
100.0 45.5 13.6 45.5 31.8 18.2 13.6 0.0 0.0 9.1 9.1 27.3 0.0 9.1 0.0

23 14 4 5 8 5 5 2 0 4 0 5 1 3 0
100.0 60.9 17.4 21.7 34.8 21.7 21.7 8.7 0.0 17.4 0.0 21.7 4.3 13.0 0.0

35 17 19 11 5 3 9 0 0 7 5 6 2 2 0
100.0 48.6 54.3 31.4 14.3 8.6 25.7 0.0 0.0 20.0 14.3 17.1 5.7 5.7 0.0

36 13 17 10 14 10 9 0 0 4 6 3 1 1 1
100.0 36.1 47.2 27.8 38.9 27.8 25.0 0.0 0.0 11.1 16.7 8.3 2.8 2.8 2.8

43 16 16 13 9 10 13 2 1 9 7 4 2 2 0
100.0 37.2 37.2 30.2 20.9 23.3 30.2 4.7 2.3 20.9 16.3 9.3 4.7 4.7 0.0

36 12 24 10 7 8 6 5 3 4 3 3 0 2 1
100.0 33.3 66.7 27.8 19.4 22.2 16.7 13.9 8.3 11.1 8.3 8.3 0.0 5.6 2.8

1 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0
100.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0

166 79 54 41 25 31 35 11 10 30 9 25 5 19 3
100.0 47.6 32.5 24.7 15.1 18.7 21.1 6.6 6.0 18.1 5.4 15.1 3.0 11.4 1.8

20 9 2 6 1 4 6 1 5 3 1 1 0 3 1
100.0 45.0 10.0 30.0 5.0 20.0 30.0 5.0 25.0 15.0 5.0 5.0 0.0 15.0 5.0

17 6 2 5 0 4 3 0 0 5 0 4 1 4 1
100.0 35.3 11.8 29.4 0.0 23.5 17.6 0.0 0.0 29.4 0.0 23.5 5.9 23.5 5.9

25 19 12 6 5 2 6 0 1 1 1 3 0 1 0
100.0 76.0 48.0 24.0 20.0 8.0 24.0 0.0 4.0 4.0 4.0 12.0 0.0 4.0 0.0

29 11 8 9 2 4 5 3 0 5 3 5 3 4 1
100.0 37.9 27.6 31.0 6.9 13.8 17.2 10.3 0.0 17.2 10.3 17.2 10.3 13.8 3.4

36 18 12 6 11 9 8 5 1 10 3 5 0 3 0
100.0 50.0 33.3 16.7 30.6 25.0 22.2 13.9 2.8 27.8 8.3 13.9 0.0 8.3 0.0

39 16 18 9 6 8 7 2 3 6 1 7 1 4 0
100.0 41.0 46.2 23.1 15.4 20.5 17.9 5.1 7.7 15.4 2.6 17.9 2.6 10.3 0.0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
149 1 4 4 1 2 2 0 0 0 1 2 0 1 4

100.0 0.7 2.7 2.7 0.7 1.3 1.3 0.0 0.0 0.0 0.7 1.3 0.0 0.7 2.7

全体

性

・

年

齢

別

女

性

女性合計

29歳以下

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

無回答

答えたくない
無回答

70歳以上

無回答

男

性

男性合計

70歳以上

29歳以下

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳
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14 拠点施設の充実について 

問 33：港区立男女平等参画センター（リーブラ）の利用経験 

港区には、男女平等参画施策の推進に関する事業を実施する拠点施設として「港区立男

女平等参画センター」（愛称：リーブラ。所在地：港区芝浦１-16-１みなとパーク芝浦。

ＪＲ田町駅芝浦口より徒歩５分）があります。あなたは、男女平等参画センター（リーブ

ラ）を利用したことがありますか。（○は１つ） 

問 33：港区立男女平等参画センター（リーブラ）の利用経験 

 

「利用したことがある」（9.1％）と「男女平等参画センター（リーブラ）のことは知ってい

るが、利用したことはない」（29.1％）を合わせた≪知っている≫（38.2％）は４割近くとな

っています。一方、「男女平等参画センター（リーブラ）があることを知らなかった」（59.4％）

は約６割となっています。 

 前回調査と比較すると、傾向に大きな違いはありません。 

 性別にみると、≪知っている≫は女性（44.4％）が男性（30.7％）より 13.7ポイント高く

なっています。 

 性・年齢別にみると、≪知っている≫は女性 60～69歳（55.9％）で５割半ばとなっていま

す。 

知
っ

て
い
る

ｎ　 （計）

(374) 38.2

(415) 37.3

全体 (196) 44.4

29歳以下 (22) 27.2

30～39歳 (23) 30.4

40～49歳 (35) 42.9

50～59歳 (36) 52.7

60～69歳 (43) 55.9

70歳以上 (36) 44.5

全体 (166) 30.7

29歳以下 (20) 30.0

30～39歳 (17) 5.9

40～49歳 (25) 40.0

50～59歳 (29) 24.1

60～69歳 (36) 47.2

70歳以上 (39) 25.6

女
性

男
性

（％）

今回(R7)調査

前回(R元)調査

知っている

利用したことが
ある

男女平等参画セン
ター（リーブラ）
のことは知ってい
るが、利用したこ

とはない

男女平等参画セン
ター（リーブラ）
があることを知ら

なかった

無回答

9.1

10.8

11.7

4.5

13.0

14.3

8.3

14.0

13.9

5.4

10.0

0.0

8.0

6.9

8.3

0.0

29.1

26.5

32.7

22.7

17.4

28.6

44.4

41.9

30.6

25.3

20.0

5.9

32.0

17.2

38.9

25.6

59.4

57.8

53.6

72.7

65.2

57.1

47.2

41.9

50.0

68.7

70.0

94.1

60.0

75.9

52.8

71.8

2.4

4.8

2.0

0.0

4.3

0.0

0.0

2.3

5.6

0.6

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

2.6
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問１：「家庭生活」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性（52.0％）が男性（41.0％）よりも 11.0

ポイント高くなっています。 

 性・年齢別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性 50～59歳（77.8％）で８割近くと

なっています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

（％）

女
性

男
性

47.1

52.0

45.5

52.2

51.4

77.8

37.2

50.0

41.0

30.0

41.2

52.0

34.5

38.9

46.2

19.5

17.9

27.3

8.7

20.0

8.3

18.6

22.2

21.7

15.0

23.5

4.0

37.9

22.2

23.1

17.9

18.4

18.2

30.4

8.6

5.6

30.2

19.4

16.3

30.0

5.9

4.0

17.2

11.1

25.6

5.3

3.1

4.5

0.0

5.7

5.6

2.3

0.0

8.4

20.0

17.6

12.0

3.4

5.6

2.6

9.4

7.1

0.0

8.7

14.3

2.8

9.3

5.6

12.7

5.0

11.8

28.0

6.9

22.2

2.6

0.8

1.5

4.5

0.0

0.0

0.0

2.3

2.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅰ 在住者調査 

問 34：港区立男女平等参画センター（リーブラ）で行っている講座の参加意向 

男女平等参画センター（リーブラ）では、さまざまな講座を行っています。あなたがそ

の講座に参加するとしたら、どのような講座に参加したいと思いますか。 

（○はいくつでも） 

問 34：港区立男女平等参画センター（リーブラ）で行っている講座の参加意向 

 

 

 「自己表現トレーニング、コミュニケーション能力など、生き方をサポートする講座」

（31.3％）が３割超えで最も多くなっています。次いで「キャリアアップ・ビジネススキル

の向上など、働く女性を支援する講座」（27.0％）、「男性向けの子育てや料理などの多様な講

座」（22.2％）、「男女平等参画やジェンダーなどについて基本的な考え方を学ぶ講座」（13.6％）

などの順となっています。 

 前回調査と比較すると、「自己表現トレーニング、コミュニケーション能力など、生き方を

サポートする講座」は 5.8ポイント減少しています。 

 性別にみると、「キャリアアップ・ビジネススキルの向上など、働く女性を支援する講座」

は女性（40.3％）が男性（12.0％）より 28.3 ポイント、「自己表現トレーニング、コミュニ

ケーション能力など、生き方をサポートする講座」は女性（42.3％）が男性（19.3％）より

23.0ポイント高くなっています。一方、「男性向けの子育てや料理などの多様な講座」は男性

（30.1％）が女性（16.8％）より 13.3ポイント高くなっています。 

  

自己表現トレーニング、コミュニケーション能
力など、生き方をサポートする講座

キャリアアップ・ビジネススキルの向上など、
働く女性を支援する講座

男性向けの子育てや料理などの多様な講座

男女平等参画やジェンダーなどについて基本的
な考え方を学ぶ講座

ドメスティック・バイオレンス、セクシュア
ル・ハラスメント、ストーカー対策などを考え

る講座

その他

わからない

どれも参加したいと思わない・参加できない

無回答

31.3

27.0

22.2

13.6

13.4

0.8

13.4

25.9

1.6

37.1

26.3

21.2

13.0

12.8

2.7

11.8

19.0

5.8

0204060

42.3

40.3

16.8

15.8

12.8

1.0

11.7

21.4

1.0

19.3

12.0

30.1

10.8

14.5

0.0

16.3

31.3

0.0

0 20 40 60（％）（％）

全体（n=374） 前回（R元）調査（n=415） 女性（n=196） 男性（n=166）
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Ⅰ 在住者調査 

問１：「仕事」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「仕事」の優先度「３」は男性（29.5％）が女性（23.0％）より 6.5ポイン

ト高くなっています。 

性・年齢別にみると、「仕事」の優先度「１」は男性 50～59歳（44.8％）で４割半ばとなっ

ています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

女
性

男
性

（％）

24.3

22.4

22.7

26.1

31.4

25.0

20.9

11.1

25.9

15.0

17.6

36.0

44.8

22.2

17.9

25.1

27.0

45.5

34.8

25.7

22.2

16.3

27.8

23.5

20.0

41.2

28.0

17.2

19.4

23.1

25.9

23.0

18.2

21.7

20.0

25.0

23.3

27.8

29.5

55.0

29.4

16.0

24.1

36.1

23.1

11.0

12.8

9.1

13.0

17.1

13.9

16.3

5.6

8.4

5.0

0.0

12.0

10.3

5.6

12.8

12.0

12.2

4.5

4.3

5.7

11.1

18.6

22.2

12.7

5.0

11.8

8.0

3.4

16.7

23.1

1.6

2.6

0.0

0.0

0.0

2.8

4.7

5.6

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅰ 在住者調査 

問 34：港区立男女平等参画センター（リーブラ）で行っている講座の参加意向 

男女平等参画センター（リーブラ）では、さまざまな講座を行っています。あなたがそ

の講座に参加するとしたら、どのような講座に参加したいと思いますか。 

（○はいくつでも） 

問 34：港区立男女平等参画センター（リーブラ）で行っている講座の参加意向 

 

 

 「自己表現トレーニング、コミュニケーション能力など、生き方をサポートする講座」

（31.3％）が３割超えで最も多くなっています。次いで「キャリアアップ・ビジネススキル

の向上など、働く女性を支援する講座」（27.0％）、「男性向けの子育てや料理などの多様な講

座」（22.2％）、「男女平等参画やジェンダーなどについて基本的な考え方を学ぶ講座」（13.6％）

などの順となっています。 

 前回調査と比較すると、「自己表現トレーニング、コミュニケーション能力など、生き方を

サポートする講座」は 5.8ポイント減少しています。 

 性別にみると、「キャリアアップ・ビジネススキルの向上など、働く女性を支援する講座」

は女性（40.3％）が男性（12.0％）より 28.3 ポイント、「自己表現トレーニング、コミュニ

ケーション能力など、生き方をサポートする講座」は女性（42.3％）が男性（19.3％）より

23.0ポイント高くなっています。一方、「男性向けの子育てや料理などの多様な講座」は男性

（30.1％）が女性（16.8％）より 13.3ポイント高くなっています。 

  

自己表現トレーニング、コミュニケーション能
力など、生き方をサポートする講座

キャリアアップ・ビジネススキルの向上など、
働く女性を支援する講座

男性向けの子育てや料理などの多様な講座

男女平等参画やジェンダーなどについて基本的
な考え方を学ぶ講座

ドメスティック・バイオレンス、セクシュア
ル・ハラスメント、ストーカー対策などを考え

る講座

その他

わからない

どれも参加したいと思わない・参加できない

無回答

31.3

27.0

22.2

13.6

13.4

0.8

13.4

25.9

1.6

37.1

26.3

21.2

13.0

12.8

2.7

11.8

19.0

5.8

0204060

42.3

40.3

16.8

15.8

12.8

1.0

11.7

21.4

1.0

19.3

12.0

30.1

10.8

14.5

0.0

16.3

31.3

0.0

0 20 40 60（％）（％）

全体（n=374） 前回（R元）調査（n=415） 女性（n=196） 男性（n=166）
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問 34：港区立男女平等参画センター（リーブラ）で行っている講座の参加意向【性・年齢別】 

 
（※表の上段が人数（人）、下段が割合（％））              

 性・年齢別にみると、女性の 49歳以下では「キャリアアップ・ビジネススキルの向上など、

働く女性を支援する講座」が、50～59歳では「キャリアアップ・ビジネススキルの向上など、

働く女性を支援する講座」と「自己表現トレーニング、コミュニケーション能力など、生き

方をサポートする講座」が、60歳以上では「自己表現トレーニング、コミュニケーション能

力など、生き方をサポートする講座」が最も多くなっています。一方、男性の 49歳以下、60

歳以上では「男性向けの子育てや料理などの多様な講座」が、50～59歳では「自己表現トレ

ーニング、コミュニケーション能力など、生き方をサポートする講座」が最も多くなってい

ます。 

 

全
体

男

女

平

等

参

画

や

ジ

ェ

ン

ダ
ー

な

ど

に

つ

い

て

基

本

的

な

考

え

方

を

学

ぶ

講

座

ド

メ

ス

テ

ィ

ッ

ク

・

バ

イ

オ

レ

ン

ス

、
セ

ク

シ

ュ

ア

ル

・

ハ

ラ

ス

メ

ン

ト

、
ス

ト
ー

カ
ー

対

策

な

ど

を

考

え

る

講

座

男

性

向

け

の

子

育

て

や

料

理

な

ど

の

多

様

な

講

座

キ

ャ

リ

ア

ア

ッ

プ

・

ビ

ジ

ネ

ス

ス

キ

ル

の

向

上

な

ど

、
働

く

女

性

を

支

援

す

る

講

座

自

己

表

現

ト

レ
ー

ニ

ン

グ

、
コ

ミ

ュ

ニ

ケ
ー

シ

ョ

ン

能

力

な

ど

、
生

き

方

を

サ

ポ
ー

ト

す

る

講

座

そ

の

他

わ

か

ら

な

い

ど

れ

も

参

加

し

た

い

と

思

わ

な

い

・

参

加

で

き

な

い

無

回

答

374 51 50 83 101 117 3 50 97 6
100.0 13.6 13.4 22.2 27.0 31.3 0.8 13.4 25.9 1.6

196 31 25 33 79 83 2 23 42 2
100.0 15.8 12.8 16.8 40.3 42.3 1.0 11.7 21.4 1.0

22 5 3 5 11 9 0 1 5 0
100.0 22.7 13.6 22.7 50.0 40.9 0.0 4.5 22.7 0.0

23 5 4 8 10 7 1 4 5 0
100.0 21.7 17.4 34.8 43.5 30.4 4.3 17.4 21.7 0.0

35 4 2 7 18 12 0 7 4 0
100.0 11.4 5.7 20.0 51.4 34.3 0.0 20.0 11.4 0.0

36 5 4 2 17 17 1 2 9 1
100.0 13.9 11.1 5.6 47.2 47.2 2.8 5.6 25.0 2.8

43 4 5 5 13 23 0 4 9 0
100.0 9.3 11.6 11.6 30.2 53.5 0.0 9.3 20.9 0.0

36 8 7 6 9 14 0 5 10 1
100.0 22.2 19.4 16.7 25.0 38.9 0.0 13.9 27.8 2.8

1 0 0 0 1 1 0 0 0 0
100.0 0.0 0.0 0.0 100.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0

166 18 24 50 20 32 0 27 52 0
100.0 10.8 14.5 30.1 12.0 19.3 0.0 16.3 31.3 0.0

20 1 2 6 3 1 0 4 6 0
100.0 5.0 10.0 30.0 15.0 5.0 0.0 20.0 30.0 0.0

17 2 1 8 5 2 0 2 4 0
100.0 11.8 5.9 47.1 29.4 11.8 0.0 11.8 23.5 0.0

25 3 3 9 5 6 0 5 6 0
100.0 12.0 12.0 36.0 20.0 24.0 0.0 20.0 24.0 0.0

29 4 6 6 2 8 0 4 12 0
100.0 13.8 20.7 20.7 6.9 27.6 0.0 13.8 41.4 0.0

36 4 6 12 3 8 0 7 9 0
100.0 11.1 16.7 33.3 8.3 22.2 0.0 19.4 25.0 0.0

39 4 6 9 2 7 0 5 15 0
100.0 10.3 15.4 23.1 5.1 17.9 0.0 12.8 38.5 0.0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
142 2 1 0 2 2 1 0 3 4

100.0 1.4 0.7 0.0 1.4 1.4 0.7 0.0 2.1 2.8

全体

性

・

年

齢

別

女

性

女性合計

29歳以下

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

無回答

答えたくない
無回答

70歳以上

無回答

男

性

男性合計

70歳以上

29歳以下

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳
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問１：「家庭生活」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性（52.0％）が男性（41.0％）よりも 11.0

ポイント高くなっています。 

 性・年齢別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性 50～59歳（77.8％）で８割近くと

なっています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

（％）

女
性

男
性

47.1

52.0

45.5

52.2

51.4

77.8

37.2

50.0

41.0

30.0

41.2

52.0

34.5

38.9

46.2

19.5

17.9

27.3

8.7

20.0

8.3

18.6

22.2

21.7

15.0

23.5

4.0

37.9

22.2

23.1

17.9

18.4

18.2

30.4

8.6

5.6

30.2

19.4

16.3

30.0

5.9

4.0

17.2

11.1

25.6

5.3

3.1

4.5

0.0

5.7

5.6

2.3

0.0

8.4

20.0

17.6

12.0

3.4

5.6

2.6

9.4

7.1

0.0

8.7

14.3

2.8

9.3

5.6

12.7

5.0

11.8

28.0

6.9

22.2

2.6

0.8

1.5

4.5

0.0

0.0

0.0

2.3

2.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅰ 在住者調査 

15 自由意見 

 回答者が日頃、家庭や職場・地域などで男女平等について感じていることや、港区の男女

平等参画施策に望むこととして意見や感想等を求めたところ、85人からご意見をいただきま

した。 

 ここでは、主な意見を「第４次港区男女平等参画行動計画」の体系に基づき分類しました。

なお、体系に分類できない意見等については、「その他」としてまとめています。 

※ 第４次港区男女平等参画行動計画の施策の体系のうち、意見がなかった分野については、表記を割愛してい

ます。 

※ 一人の回答者が複数の趣旨の意見を記入している場合は、それぞれについて件数を計上しています。 

 

主な意見と件数 

■目標１ あらゆる場における男女平等参画を推進する 

分 類 主な意見の内容 件数 

○働く場における

女性の活躍の促

進 

・職場での女性登用は必要だが、能力のない人まで下駄を履かせる

事は良くない。 

・一定の割合になるまで女性を積極的に登用するのも大事だが、数

だけを見るのではなく能力で見て欲しい。 

・男女平等の考え方は浸透してきている。これ以上、正社員の女性

割合など「数」を増やすことに注力すべきではない。能力に応じ

て男女平等に評価されるべきであり、女性であることを理由に評

価されることは女尊男卑の世界に足を踏み入れている。 

・60代女性の求人について、キャリアがあってもスキルを活かせる

仕事がなくなる。男性は役員へ、女性は部長職でも退職すると清

掃や介護職などしか求人がない。 

4 

○地域活動の場に

おける男女平等

参画の促進 

・集合住宅に住む人や若い人の地域活動参加を促す工夫が必要。区

職員の地域活動への参加と区民との交流が必要。 

・夫婦で町内会の活動をしている妻の方の書面での表記が、苗字○

○(奥様) となっていることに違和感がある。 

2 

○教育の場におけ

る男女平等参画

の推進 

・教育の中で男女平等に取り組んでほしい。 

・教育を与える親の意識を変えるべき。意識改革が大事だと思う。 

・子どもの頃から男女ともに生活能力を身につけていくことが大事

だと思う。小・中学校から教育に男女とも意識も実務能力も学ん

でいけるようなカリキュラムがあると良い。 

・現代教育において男女の平等は当たり前と思ってきた中で、男女

平等に取り組む姿勢が逆に不自然に感じる。 

5 
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Ⅰ 在住者調査 

問１：「仕事」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「仕事」の優先度「３」は男性（29.5％）が女性（23.0％）より 6.5ポイン

ト高くなっています。 

性・年齢別にみると、「仕事」の優先度「１」は男性 50～59歳（44.8％）で４割半ばとなっ

ています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

女
性

男
性

（％）

24.3

22.4

22.7

26.1

31.4

25.0

20.9

11.1

25.9

15.0

17.6

36.0

44.8

22.2

17.9

25.1

27.0

45.5

34.8

25.7

22.2

16.3

27.8

23.5

20.0

41.2

28.0

17.2

19.4

23.1

25.9

23.0

18.2

21.7

20.0

25.0

23.3

27.8

29.5

55.0

29.4

16.0

24.1

36.1

23.1

11.0

12.8

9.1

13.0

17.1

13.9

16.3

5.6

8.4

5.0

0.0

12.0

10.3

5.6

12.8

12.0

12.2

4.5

4.3

5.7

11.1

18.6

22.2

12.7

5.0

11.8

8.0

3.4

16.7

23.1

1.6

2.6

0.0

0.0

0.0

2.8

4.7

5.6

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅰ 在住者調査 

15 自由意見 

 回答者が日頃、家庭や職場・地域などで男女平等について感じていることや、港区の男女

平等参画施策に望むこととして意見や感想等を求めたところ、85人からご意見をいただきま

した。 

 ここでは、主な意見を「第４次港区男女平等参画行動計画」の体系に基づき分類しました。

なお、体系に分類できない意見等については、「その他」としてまとめています。 

※ 第４次港区男女平等参画行動計画の施策の体系のうち、意見がなかった分野については、表記を割愛してい

ます。 

※ 一人の回答者が複数の趣旨の意見を記入している場合は、それぞれについて件数を計上しています。 

 

主な意見と件数 

■目標１ あらゆる場における男女平等参画を推進する 

分 類 主な意見の内容 件数 

○働く場における

女性の活躍の促

進 

・職場での女性登用は必要だが、能力のない人まで下駄を履かせる

事は良くない。 

・一定の割合になるまで女性を積極的に登用するのも大事だが、数

だけを見るのではなく能力で見て欲しい。 

・男女平等の考え方は浸透してきている。これ以上、正社員の女性

割合など「数」を増やすことに注力すべきではない。能力に応じ

て男女平等に評価されるべきであり、女性であることを理由に評

価されることは女尊男卑の世界に足を踏み入れている。 

・60代女性の求人について、キャリアがあってもスキルを活かせる

仕事がなくなる。男性は役員へ、女性は部長職でも退職すると清

掃や介護職などしか求人がない。 

4 

○地域活動の場に

おける男女平等

参画の促進 

・集合住宅に住む人や若い人の地域活動参加を促す工夫が必要。区

職員の地域活動への参加と区民との交流が必要。 

・夫婦で町内会の活動をしている妻の方の書面での表記が、苗字○

○(奥様) となっていることに違和感がある。 

2 

○教育の場におけ

る男女平等参画

の推進 

・教育の中で男女平等に取り組んでほしい。 

・教育を与える親の意識を変えるべき。意識改革が大事だと思う。 

・子どもの頃から男女ともに生活能力を身につけていくことが大事

だと思う。小・中学校から教育に男女とも意識も実務能力も学ん

でいけるようなカリキュラムがあると良い。 

・現代教育において男女の平等は当たり前と思ってきた中で、男女

平等に取り組む姿勢が逆に不自然に感じる。 

5 

 

 143 

   

第
１
章 

調
査
の
概
要 

   

第
２
章 

調
査
結
果
の
概
要 

   

第
３
章 

調
査
結
果
の
分
析 

Ⅰ 在住者調査 

   

第
４
章 

資
料 

分 類 主な意見の内容 件数 

○家庭や社会の慣

行における男女

平等参画の推進 

・長時間労働のため男性が育児に参加しづらい。男性優位の社会構

造、給与構造がある。 

・男女の機会平等、男女の協力が少子高齢化などの社会課題の解決

に必要。一方、ジェンダーについて男女を対立的に取り扱って議

論することが、本当に男女が協力できる社会づくりに向けた建設

的な進め方なのか、考えるべき。女性の社会進出の一定の進展を

経て、男性の置かれている立場にも目を向ける必要がある。 

・広義な意味で男女平等にする社会が良いとされているが、男女そ

れぞれの特徴を理解して認め合うという環境構築が優先だと考え

る。 

3 

●その他 ・性別に関わらず、それぞれが自身の個性を活かし、能力のある人

が活躍できる場を少しでも多く設置し、職場や地域で働きやすく

するための施策を推進することが必要。 

・男女平等はできていないと思う。優れた女性が活躍できる機会を

増やして欲しい。男女ともに意識改革、誰でも均等に扱われるこ

とを望む。 

・男性と女性では体力、体の構造が違うため平等は難しいと思う。 

・日本は職場、家庭など、社会全体がまだ男性中心社会である。 

・実際社会においては男性より女性重視、優先傾向が強いように思

う。 

9 

 

■目標２ ワーク・ライフ・バランスを推進する 

分 類 主な意見の内容 件数 

○事業者における

ワーク・ライフ・

バランスの推進 

・子育てなどで時短、休みを取る時など、そのサポートをする社員

にも十分ケアすべき。誰もが過ごしやすい世の中にして欲しい。 

・在宅勤務などは男女関係なく全従業員に広げていくべき。 

・会社として女性管理職を増やそうとしているようだが、男女とも

に若手ほどプライベートを優先したい社員も多く管理職のなり手

が少ない。無理に半数を目指すのではなく、会社の従業員構成に

合わせた対応をすべき。国や自治体は「女性も働きやすい環境」

「女性も仕事に集中できる環境の整備」はお願いしたい。 

・職場の役職や権限ある年齢の男性の意識が古い。 

・時短など家庭との関わりを積極的に取れるようになって欲しい。 

6 

○安心して子育て

できる環境づく

り 

・一人で子育てをしている男性が一番、支援を受けられておらず大

変。 

・家庭のことを一生懸命行いたい女性もいる。「仕事をしている女

性が偉い」という風潮はよくない。男性が育児休暇を取得すべし

と言うが人材不足でそんな単純にいかない。収入が減ることで困

る家庭もいる。金銭的支援、減税も含め検討すべき。 

・社会的立場と給与水準を下げずに働き続けるには、子供を施設に

預けるだけでなく、シッターも雇用して時間も精神的余力も作っ

ていかないと厳しいと思う。その経済的支援も欲しい。 

・児童を育成するうえで必要なサポートに対して所得制限の撤廃、

軽減、認可保育の料金、待機児童の解消など。 

7 
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問１：「家庭生活」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性（52.0％）が男性（41.0％）よりも 11.0

ポイント高くなっています。 

 性・年齢別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性 50～59歳（77.8％）で８割近くと

なっています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

（％）

女
性

男
性

47.1

52.0

45.5

52.2

51.4

77.8

37.2

50.0

41.0

30.0

41.2

52.0

34.5

38.9

46.2

19.5

17.9

27.3

8.7

20.0

8.3

18.6

22.2

21.7

15.0

23.5

4.0

37.9

22.2

23.1

17.9

18.4

18.2

30.4

8.6

5.6

30.2

19.4

16.3

30.0

5.9

4.0

17.2

11.1

25.6

5.3

3.1

4.5

0.0

5.7

5.6

2.3

0.0

8.4

20.0

17.6

12.0

3.4

5.6

2.6

9.4

7.1

0.0

8.7

14.3

2.8

9.3

5.6

12.7

5.0

11.8

28.0

6.9

22.2

2.6

0.8

1.5

4.5

0.0

0.0

0.0

2.3

2.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅰ 在住者調査 

○仕事と介護の両

立に向けた支援 

・時間的に都合がつく人が介護をしているケースが多い。体力的、

精神的、時間的に追い詰められていく人が多いため、細かなサポ

ートをしてほしい。 

・介護経験者としては、家族、地域の協力が必要不可欠。女性だけ

がメインで行う限り、社会復帰はできない。 

2 

○男性の家庭・地

域への参加促進 

・アンコンシャスバイアスでは、これまでの男女平等参画の取組が

宜しきを得たおかげか、女性は「就職するか、家庭に入るか」を

選択することができる。男性には相変わらず「家庭に入る」とい

う選択肢はほぼない。 

1 

●その他 ・産育休取得後に保育園が決まらないなどの理由により、仕事に復

帰できず、キャリアが中断してしまうことが不安。仕事と子育て

を両立できそうにない。 

・家庭と仕事の両立が非常に難しい。 

・日本は、相対的に女性の幸福度が高いため、世界的な男女平等を

求める必要性を感じない。女性を社会に押し出すような教育や支

援ではなく、男性に対して社会で働く女性の受け入れ方、支援の

仕方、接し方を学ばせた方が良い。 

4 

 

■目標３ 人権の尊重と生涯を通じた健康を支援する 

分 類 主な意見の内容 件数 

○人権を尊重する

意識の醸成と性

別等による差別

の根絶 

・職場や家庭で、女性からのセクハラ、パワハラ、モラハラが少な

からず発生している。 

・職場での男性のモラハラが多く何年経っても変わらない。 

・女性が安心して暮らせるように女性の性被害などに関する厳罰を

もっと重くしてほしい。 

3 

○配偶者等に対す

るあらゆる暴力

の根絶 

・シングルマザーへの支援の所得制限が低すぎる。 1 

○あらゆるメディ

アにおける人権

の尊重 

・マスメディアは男女平等が過ぎて女尊男卑になっている。 1 

○生涯を通じた男

女の健康支援 

・産後ケアの充実。産むだけでもダメージが大きいのにそれが回復

するヒマもなく育児をするので、母親のケアをしてくれる施設が

あって欲しい。 

1 
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Ⅰ 在住者調査 

問１：「仕事」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「仕事」の優先度「３」は男性（29.5％）が女性（23.0％）より 6.5ポイン

ト高くなっています。 

性・年齢別にみると、「仕事」の優先度「１」は男性 50～59歳（44.8％）で４割半ばとなっ

ています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

女
性

男
性

（％）

24.3

22.4

22.7

26.1

31.4

25.0

20.9

11.1

25.9

15.0

17.6

36.0

44.8

22.2

17.9

25.1

27.0

45.5

34.8

25.7

22.2

16.3

27.8

23.5

20.0

41.2

28.0

17.2

19.4

23.1

25.9

23.0

18.2

21.7

20.0

25.0

23.3

27.8

29.5

55.0

29.4

16.0

24.1

36.1

23.1

11.0

12.8

9.1

13.0

17.1

13.9

16.3

5.6

8.4

5.0

0.0

12.0

10.3

5.6

12.8

12.0

12.2

4.5

4.3

5.7

11.1

18.6

22.2

12.7

5.0

11.8

8.0

3.4

16.7

23.1

1.6

2.6

0.0

0.0

0.0

2.8

4.7

5.6

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅰ 在住者調査 

○仕事と介護の両

立に向けた支援 

・時間的に都合がつく人が介護をしているケースが多い。体力的、

精神的、時間的に追い詰められていく人が多いため、細かなサポ

ートをしてほしい。 

・介護経験者としては、家族、地域の協力が必要不可欠。女性だけ

がメインで行う限り、社会復帰はできない。 

2 

○男性の家庭・地

域への参加促進 

・アンコンシャスバイアスでは、これまでの男女平等参画の取組が

宜しきを得たおかげか、女性は「就職するか、家庭に入るか」を

選択することができる。男性には相変わらず「家庭に入る」とい

う選択肢はほぼない。 

1 

●その他 ・産育休取得後に保育園が決まらないなどの理由により、仕事に復

帰できず、キャリアが中断してしまうことが不安。仕事と子育て

を両立できそうにない。 

・家庭と仕事の両立が非常に難しい。 

・日本は、相対的に女性の幸福度が高いため、世界的な男女平等を

求める必要性を感じない。女性を社会に押し出すような教育や支

援ではなく、男性に対して社会で働く女性の受け入れ方、支援の

仕方、接し方を学ばせた方が良い。 

4 

 

■目標３ 人権の尊重と生涯を通じた健康を支援する 

分 類 主な意見の内容 件数 

○人権を尊重する

意識の醸成と性

別等による差別

の根絶 

・職場や家庭で、女性からのセクハラ、パワハラ、モラハラが少な

からず発生している。 

・職場での男性のモラハラが多く何年経っても変わらない。 

・女性が安心して暮らせるように女性の性被害などに関する厳罰を

もっと重くしてほしい。 

3 

○配偶者等に対す

るあらゆる暴力

の根絶 

・シングルマザーへの支援の所得制限が低すぎる。 1 

○あらゆるメディ

アにおける人権

の尊重 

・マスメディアは男女平等が過ぎて女尊男卑になっている。 1 

○生涯を通じた男

女の健康支援 

・産後ケアの充実。産むだけでもダメージが大きいのにそれが回復

するヒマもなく育児をするので、母親のケアをしてくれる施設が

あって欲しい。 

1 
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■目標４ 男女平等参画社会実現に向けた推進体制を充実する 

分 類 主な意見の内容 件数 

○拠点施設リーブ

ラの充実 

・リーブラの講座に数回参加した。よい企画だが線でつながるよう

に、それが面に広がるよう工夫が必要。参加者もいつも限られて

いるため、人を集められる企画とタイアップするなどして広げて

欲しい。 

1 

○計画推進体制の

充実 

・男女平等問題は結果として少子化問題と深く関わっている。国や

都とタイアップした有効な政策を強く推進されることを要望す

る。 

・利用したい施設が遠いまたは不便。赤坂地区にも設置して欲しい。 

・男女というより正しい施策をやるのが大事。無理に女性の数だけ

増やせば良いという訳ではない。 

3 

●その他 ・女性だけの支援に注力することなく、あくまで男女平等であり必

要な分担などと差別が混同しないようにしてほしい。 
1 

 

■その他 

主な意見の内容 

・港区の行事に参加したいが、毎日の生活が多忙で必死。  

・男女平等より貧富の格差のほうが重要。 

・行政というよりは個の意識の問題だと思う。 

・無理に均等、平等にする必要はなく、公平な社会を作れば良い。 
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問１：「家庭生活」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性（52.0％）が男性（41.0％）よりも 11.0

ポイント高くなっています。 

 性・年齢別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性 50～59歳（77.8％）で８割近くと

なっています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

（％）

女
性

男
性

47.1

52.0

45.5

52.2

51.4

77.8

37.2

50.0

41.0

30.0

41.2

52.0

34.5

38.9

46.2

19.5

17.9

27.3

8.7

20.0

8.3

18.6

22.2

21.7

15.0

23.5

4.0

37.9

22.2

23.1

17.9

18.4

18.2

30.4

8.6

5.6

30.2

19.4

16.3

30.0

5.9

4.0

17.2

11.1

25.6

5.3

3.1

4.5

0.0

5.7

5.6

2.3

0.0

8.4

20.0

17.6

12.0

3.4

5.6

2.6

9.4

7.1

0.0

8.7

14.3

2.8

9.3

5.6

12.7

5.0

11.8

28.0

6.9

22.2

2.6

0.8

1.5

4.5

0.0

0.0

0.0

2.3

2.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅱ 在勤者調査 

Ⅱ 在勤者調査 

１ 家庭生活と社会生活の両立について 

問１：「仕事」、「家庭生活」、「地域での生活」、「個人の生活」の優先度《希望》 

生活の中での、「仕事」、「家庭生活」、「地域での生活」（地域活動等）、「個人の

生活」（学習、趣味、付き合い等）の優先度について、あなたの希望に最も近いものはど

れですか。（○はそれぞれの項目につき１つ） 

問１：「仕事」、「家庭生活」、「地域での生活」、「個人の生活」の優先度《希望》 

 

 希望する優先度の高さ（「1」と回答したもの）を比較すると、「家庭生活」（48.3％）が５

割近くで最も多くなっています。次いで「個人の生活」（37.4％）、「仕事」（19.4％）、「地域

での生活」（3.4％）の順となっています。 

 

  

個人の生活

ｎ＝350

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

（％）

仕事

家庭生活

地域での生活

19.4

48.3

3.4

37.4

38.0

29.7

10.3

36.9

33.7

16.0

33.7

18.9

6.3

2.6

34.6

4.0

2.0

2.9

16.9

2.0

0.6

0.6

1.1

0.9
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Ⅰ 在住者調査 

問１：「仕事」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「仕事」の優先度「３」は男性（29.5％）が女性（23.0％）より 6.5ポイン

ト高くなっています。 

性・年齢別にみると、「仕事」の優先度「１」は男性 50～59歳（44.8％）で４割半ばとなっ

ています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

女
性

男
性

（％）

24.3

22.4

22.7

26.1

31.4

25.0

20.9

11.1

25.9

15.0

17.6

36.0

44.8

22.2

17.9

25.1

27.0

45.5

34.8

25.7

22.2

16.3

27.8

23.5

20.0

41.2

28.0

17.2

19.4

23.1

25.9

23.0

18.2

21.7

20.0

25.0

23.3

27.8

29.5

55.0

29.4

16.0

24.1

36.1

23.1

11.0

12.8

9.1

13.0

17.1

13.9

16.3

5.6

8.4

5.0

0.0

12.0

10.3

5.6

12.8

12.0

12.2

4.5

4.3

5.7

11.1

18.6

22.2

12.7

5.0

11.8

8.0

3.4

16.7

23.1

1.6

2.6

0.0

0.0

0.0

2.8

4.7

5.6

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅱ 在勤者調査 

Ⅱ 在勤者調査 

１ 家庭生活と社会生活の両立について 

問１：「仕事」、「家庭生活」、「地域での生活」、「個人の生活」の優先度《希望》 

生活の中での、「仕事」、「家庭生活」、「地域での生活」（地域活動等）、「個人の

生活」（学習、趣味、付き合い等）の優先度について、あなたの希望に最も近いものはど

れですか。（○はそれぞれの項目につき１つ） 

問１：「仕事」、「家庭生活」、「地域での生活」、「個人の生活」の優先度《希望》 

 

 希望する優先度の高さ（「1」と回答したもの）を比較すると、「家庭生活」（48.3％）が５

割近くで最も多くなっています。次いで「個人の生活」（37.4％）、「仕事」（19.4％）、「地域

での生活」（3.4％）の順となっています。 

 

  

個人の生活

ｎ＝350

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

（％）

仕事

家庭生活

地域での生活

19.4

48.3

3.4

37.4

38.0

29.7

10.3

36.9

33.7

16.0

33.7

18.9

6.3

2.6

34.6

4.0

2.0

2.9

16.9

2.0

0.6

0.6

1.1

0.9
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問１：「仕事」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

性別にみると、「仕事」の優先度「３」は女性（41.7％）が男性（25.2％）より 16.5ポイ

ント高くなっています。 

性・年齢別にみると、「仕事」の優先度「２」は男性 40～49歳（52.9％）で５割超えとな

っています。 

 

  

ｎ　

全体 (350)

全体 (175)

29歳以下 (25)

30～39歳 (40)

40～49歳 (54)

50～59歳 (47)

60～69歳 (8)

70歳以上 (1)

全体 (163)

29歳以下 (18)

30～39歳 (40)

40～49歳 (34)

50～59歳 (52)

60～69歳 (15)

70歳以上 (4)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

（％）

女
性

男
性

19.4

14.3

12.0

12.5

16.7

12.8

25.0

0.0

22.7

16.7

10.0

17.6

34.6

13.3

100.0

38.0

34.3

36.0

30.0

33.3

40.4

25.0

0.0

43.6

50.0

40.0

52.9

40.4

46.7

0.0

33.7

41.7

36.0

47.5

44.4

34.0

50.0

100.0

25.2

16.7

45.0

23.5

17.3

20.0

0.0

6.3

6.3

4.0

10.0

1.9

10.6

0.0

0.0

6.7

16.7

2.5

2.9

5.8

20.0

0.0

2.0

2.9

12.0

0.0

1.9

2.1

0.0

0.0

1.2

0.0

2.5

2.9

0.0

0.0

0.0

0.6

0.6

0.0

0.0

1.9

0.0

0.0

0.0

0.6

0.0

0.0

0.0

1.9

0.0

0.0
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問１：「家庭生活」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性（52.0％）が男性（41.0％）よりも 11.0

ポイント高くなっています。 

 性・年齢別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性 50～59歳（77.8％）で８割近くと

なっています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

（％）

女
性

男
性

47.1

52.0

45.5

52.2

51.4

77.8

37.2

50.0

41.0

30.0

41.2

52.0

34.5

38.9

46.2

19.5

17.9

27.3

8.7

20.0

8.3

18.6

22.2

21.7

15.0

23.5

4.0

37.9

22.2

23.1

17.9

18.4

18.2

30.4

8.6

5.6

30.2

19.4

16.3

30.0

5.9

4.0

17.2

11.1

25.6

5.3

3.1

4.5

0.0

5.7

5.6

2.3

0.0

8.4

20.0

17.6

12.0

3.4

5.6

2.6

9.4

7.1

0.0

8.7

14.3

2.8

9.3

5.6

12.7

5.0

11.8

28.0

6.9

22.2

2.6

0.8

1.5

4.5

0.0

0.0

0.0

2.3

2.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅱ 在勤者調査 

問１：「家庭生活」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

性別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性（52.6％）が男性（42.9％）より 9.7

ポイント高くなっています。 

性・年齢別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性 40～49歳（64.8％）で６割半ば

となっています。 

 

 

  

ｎ　

全体 (350)

全体 (175)

29歳以下 (25)

30～39歳 (40)

40～49歳 (54)

50～59歳 (47)

60～69歳 (8)

70歳以上 (1)

全体 (163)

29歳以下 (18)

30～39歳 (40)

40～49歳 (34)

50～59歳 (52)

60～69歳 (15)

70歳以上 (4)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

（％）

女
性

男
性

48.3

52.6

56.0

57.5

64.8

34.0

50.0

0.0

42.9

38.9

37.5

58.8

38.5

40.0

50.0

29.7

26.9

24.0

20.0

20.4

40.4

25.0

100.0

34.4

27.8

40.0

23.5

38.5

40.0

25.0

16.0

16.6

16.0

20.0

9.3

2…

12.5

0.0

14.1

22.2

7.5

17.6

15.4

13.3

0.0

2.6

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

5.5

5.6

15.0

0.0

1.9

6.7

0.0

2.9

4.0

4.0

2.5

5.6

2.1

12.5

0.0

1.8

5.6

0.0

0.0

1.9

0.0

25.0

0.6

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

1.2

0.0

0.0

0.0

3.8

0.0

0.0
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Ⅰ 在住者調査 

問１：「仕事」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「仕事」の優先度「３」は男性（29.5％）が女性（23.0％）より 6.5ポイン

ト高くなっています。 

性・年齢別にみると、「仕事」の優先度「１」は男性 50～59歳（44.8％）で４割半ばとなっ

ています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

女
性

男
性

（％）

24.3

22.4

22.7

26.1

31.4

25.0

20.9

11.1

25.9

15.0

17.6

36.0

44.8

22.2

17.9

25.1

27.0

45.5

34.8

25.7

22.2

16.3

27.8

23.5

20.0

41.2

28.0

17.2

19.4

23.1

25.9

23.0

18.2

21.7

20.0

25.0

23.3

27.8

29.5

55.0

29.4

16.0

24.1

36.1

23.1

11.0

12.8

9.1

13.0

17.1

13.9

16.3

5.6

8.4

5.0

0.0

12.0

10.3

5.6

12.8

12.0

12.2

4.5

4.3

5.7

11.1

18.6

22.2

12.7

5.0

11.8

8.0

3.4

16.7

23.1

1.6

2.6

0.0

0.0

0.0

2.8

4.7

5.6

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅱ 在勤者調査 

問１：「家庭生活」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

性別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性（52.6％）が男性（42.9％）より 9.7

ポイント高くなっています。 

性・年齢別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性 40～49歳（64.8％）で６割半ば

となっています。 

 

 

  

ｎ　

全体 (350)

全体 (175)

29歳以下 (25)

30～39歳 (40)

40～49歳 (54)

50～59歳 (47)

60～69歳 (8)

70歳以上 (1)

全体 (163)

29歳以下 (18)

30～39歳 (40)

40～49歳 (34)

50～59歳 (52)

60～69歳 (15)

70歳以上 (4)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

（％）

女
性

男
性

48.3

52.6

56.0

57.5

64.8

34.0

50.0

0.0

42.9

38.9

37.5

58.8

38.5

40.0

50.0

29.7

26.9

24.0

20.0

20.4

40.4

25.0

100.0

34.4

27.8

40.0

23.5

38.5

40.0

25.0

16.0

16.6

16.0

20.0

9.3

2…

12.5

0.0

14.1

22.2

7.5

17.6

15.4

13.3

0.0

2.6

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

5.5

5.6

15.0

0.0

1.9

6.7

0.0

2.9

4.0

4.0

2.5

5.6

2.1

12.5

0.0

1.8

5.6

0.0

0.0

1.9

0.0

25.0

0.6

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

1.2

0.0

0.0

0.0

3.8

0.0

0.0
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Ⅱ 在勤者調査 

問１：「地域での生活」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

性別にみると、「地域での生活」の優先度「５」は女性（20.0％）が男性（12.9％）より 7.1

ポイント高くなっています。 

性・年齢別にみると、「地域での生活」の優先度「４」は女性 30～39歳（52.5％）で５割

超えとなっています。 

 

 

  

ｎ　

全体 (350)

全体 (175)

29歳以下 (25)

30～39歳 (40)

40～49歳 (54)

50～59歳 (47)

60～69歳 (8)

70歳以上 (1)

全体 (163)

29歳以下 (18)

30～39歳 (40)

40～49歳 (34)

50～59歳 (52)

60～69歳 (15)

70歳以上 (4)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

（％）

女
性

男
性

3.4

4.6

8.0

2.5

7.4

2.1

0.0

0.0

2.5

0.0

0.0

5.9

3.8

0.0

0.0

10.3

9.7

4.0

0.0

14.8

12.8

25.0

0.0

11.0

11.1

12.5

8.8

9.6

20.0

0.0

33.7

31.4

32.0

20.0

31.5

38.3

50.0

0.0

35.6

38.9

37.5

29.4

36.5

33.3

50.0

34.6

33.1

28.0

52.5

27.8

27.7

12.5

100.0

36.8

38.9

32.5

50.0

28.8

40.0

50.0

16.9

20.0

24.0

25.0

16.7

19.1

12.5

0.0

12.9

11.1

17.5

5.9

17.3

6.7

0.0

1.1

1.1

4.0

0.0

1.9

0.0

0.0

0.0

1.2

0.0

0.0

0.0

3.8

0.0

0.0
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Ⅰ 在住者調査 

   

第
４
章 

資
料 

問１：「家庭生活」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性（52.0％）が男性（41.0％）よりも 11.0

ポイント高くなっています。 

 性・年齢別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性 50～59歳（77.8％）で８割近くと

なっています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

（％）

女
性

男
性

47.1

52.0

45.5

52.2

51.4

77.8

37.2

50.0

41.0

30.0

41.2

52.0

34.5

38.9

46.2

19.5

17.9

27.3

8.7

20.0

8.3

18.6

22.2

21.7

15.0

23.5

4.0

37.9

22.2

23.1

17.9

18.4

18.2

30.4

8.6

5.6

30.2

19.4

16.3

30.0

5.9

4.0

17.2

11.1

25.6

5.3

3.1

4.5

0.0

5.7

5.6

2.3

0.0

8.4

20.0

17.6

12.0

3.4

5.6

2.6

9.4

7.1

0.0

8.7

14.3

2.8

9.3

5.6

12.7

5.0

11.8

28.0

6.9

22.2

2.6

0.8

1.5

4.5

0.0

0.0

0.0

2.3

2.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅱ 在勤者調査 

問１：「個人の生活」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

性別にみると、「個人の生活」の優先度「３」は男性（26.4％）が女性（12.6％）より

13.8ポイント高くなっています。 

性・年齢別にみると、「個人の生活」の優先度「１」は女性 29歳以下（52.0％）で５割超

えとなっています。 

 

  

ｎ　

全体 (350)

全体 (175)

29歳以下 (25)

30～39歳 (40)

40～49歳 (54)

50～59歳 (47)

60～69歳 (8)

70歳以上 (1)

全体 (163)

29歳以下 (18)

30～39歳 (40)

40～49歳 (34)

50～59歳 (52)

60～69歳 (15)

70歳以上 (4)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

（％）

女
性

男
性

37.4

41.7

52.0

32.5

35.2

46.8

62.5

100.0

32.5

50.0

30.0

26.5

32.7

33.3

25.0

36.9

40.6

44.0

47.5

44.4

31.9

25.0

0.0

31.9

33.3

35.0

41.2

23.1

33.3

25.0

18.9

12.6

4.0

17.5

11.1

14.9

12.5

0.0

26.4

16.7

27.5

32.4

25.0

26.7

25.0

4.0

3.4

0.0

2.5

3.7

6.4

0.0

0.0

4.9

0.0

5.0

0.0

9.6

6.7

0.0

2.0

1.1

0.0

0.0

3.7

0.0

0.0

0.0

3.1

0.0

2.5

0.0

5.8

0.0

25.0

0.9

0.6

0.0

0.0

1.9

0.0

0.0

0.0

1.2

0.0

0.0

0.0

3.8

0.0

0.0
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Ⅰ 在住者調査 

問１：「仕事」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「仕事」の優先度「３」は男性（29.5％）が女性（23.0％）より 6.5ポイン

ト高くなっています。 

性・年齢別にみると、「仕事」の優先度「１」は男性 50～59歳（44.8％）で４割半ばとなっ

ています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

女
性

男
性

（％）

24.3

22.4

22.7

26.1

31.4

25.0

20.9

11.1

25.9

15.0

17.6

36.0

44.8

22.2

17.9

25.1

27.0

45.5

34.8

25.7

22.2

16.3

27.8

23.5

20.0

41.2

28.0

17.2

19.4

23.1

25.9

23.0

18.2

21.7

20.0

25.0

23.3

27.8

29.5

55.0

29.4

16.0

24.1

36.1

23.1

11.0

12.8

9.1

13.0

17.1

13.9

16.3

5.6

8.4

5.0

0.0

12.0

10.3

5.6

12.8

12.0

12.2

4.5

4.3

5.7

11.1

18.6

22.2

12.7

5.0

11.8

8.0

3.4

16.7

23.1

1.6

2.6

0.0

0.0

0.0

2.8

4.7

5.6

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅱ 在勤者調査 

問１：「個人の生活」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

性別にみると、「個人の生活」の優先度「３」は男性（26.4％）が女性（12.6％）より

13.8ポイント高くなっています。 

性・年齢別にみると、「個人の生活」の優先度「１」は女性 29歳以下（52.0％）で５割超

えとなっています。 

 

  

ｎ　

全体 (350)

全体 (175)

29歳以下 (25)

30～39歳 (40)

40～49歳 (54)

50～59歳 (47)

60～69歳 (8)

70歳以上 (1)

全体 (163)

29歳以下 (18)

30～39歳 (40)

40～49歳 (34)

50～59歳 (52)

60～69歳 (15)

70歳以上 (4)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

（％）

女
性

男
性

37.4

41.7

52.0

32.5

35.2

46.8

62.5

100.0

32.5

50.0

30.0

26.5

32.7

33.3

25.0

36.9

40.6

44.0

47.5

44.4

31.9

25.0

0.0

31.9

33.3

35.0

41.2

23.1

33.3

25.0

18.9

12.6

4.0

17.5

11.1

14.9

12.5

0.0

26.4

16.7

27.5

32.4

25.0

26.7

25.0

4.0

3.4

0.0

2.5

3.7

6.4

0.0

0.0

4.9

0.0

5.0

0.0

9.6

6.7

0.0

2.0

1.1

0.0

0.0

3.7

0.0

0.0

0.0

3.1

0.0

2.5

0.0

5.8

0.0

25.0

0.9

0.6

0.0

0.0

1.9

0.0

0.0

0.0

1.2

0.0

0.0

0.0

3.8

0.0

0.0
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Ⅱ 在勤者調査 

問２：「仕事」、「家庭生活」、「地域での生活」、「個人の生活」の優先度《現実（現状）》 

あなたの現実（現状）に最も近いものはどれですか。（○はそれぞれの項目につき１

つ） 

問２：「仕事」「家庭生活」「地域での生活」「個人の生活」の優先度《現実（現状）》 

 

現実（現状）の優先度の高さ（「１」と回答したもの）を比較すると、「仕事」（36.6％）が

４割近くで最も多くなっています。次いで「家庭生活」（31.1％）、「個人の生活」（19.4％）、

「地域での生活」（3.4％）の順となっています。 

 

  

個人の生活

ｎ=350

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

（％）

仕事

家庭生活

地域での生活

36.6

31.1

3.4

19.4

38.9

28.9

7.1

27.1

18.9

26.9

21.7

34.9

4.9

8.3

31.1

12.3

0.6

3.7

34.9

5.1

0.3

1.1

1.7

1.1
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Ⅰ 在住者調査 

   

第
４
章 

資
料 

問１：「家庭生活」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性（52.0％）が男性（41.0％）よりも 11.0

ポイント高くなっています。 

 性・年齢別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性 50～59歳（77.8％）で８割近くと

なっています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

（％）

女
性

男
性

47.1

52.0

45.5

52.2

51.4

77.8

37.2

50.0

41.0

30.0

41.2

52.0

34.5

38.9

46.2

19.5

17.9

27.3

8.7

20.0

8.3

18.6

22.2

21.7

15.0

23.5

4.0

37.9

22.2

23.1

17.9

18.4

18.2

30.4

8.6

5.6

30.2

19.4

16.3

30.0

5.9

4.0

17.2

11.1

25.6

5.3

3.1

4.5

0.0

5.7

5.6

2.3

0.0

8.4

20.0

17.6

12.0

3.4

5.6

2.6

9.4

7.1

0.0

8.7

14.3

2.8

9.3

5.6

12.7

5.0

11.8

28.0

6.9

22.2

2.6

0.8

1.5

4.5

0.0

0.0

0.0

2.3

2.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅱ 在勤者調査 

 問２：「仕事」の優先度≪現実（現状）≫【性・年齢別】 

 

性別にみると、「仕事」の優先度「１」は男性（41.7％）が女性（30.9％）より 10.8ポイ

ント高くなっています。 

性・年齢別にみると、「仕事」の優先度「２」は女性 40～49歳（55.6％）で５割半ばとな

っています。 

 

  

ｎ　

全体 (350)

全体 (175)

29歳以下 (25)

30～39歳 (40)

40～49歳 (54)

50～59歳 (47)

60～69歳 (8)

70歳以上 (1)

全体 (163)

29歳以下 (18)

30～39歳 (40)

40～49歳 (34)

50～59歳 (52)

60～69歳 (15)

70歳以上 (4)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

（％）

女
性

男
性

36.6

30.9

28.0

32.5

27.8

31.9

50.0

0.0

41.7

33.3

37.5

41.2

50.0

20.0

100.0

38.9

42.3

32.0

32.5

55.6

42.6

37.5

0.0

36.2

38.9

27.5

41.2

34.6

60.0

0.0

18.9

20.0

24.0

25.0

13.0

23.4

0.0

100.0

17.2

16.7

35.0

14.7

9.6

6.7

0.0

4.9

5.7

12.0

10.0

3.7

0.0

12.5

0.0

4.3

11.1

0.0

2.9

3.8

13.3

0.0

0.6

1.1

4.0

0.0

0.0

2.1

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.3

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.6

0.0

0.0

0.0

1.9

0.0

0.0
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Ⅰ 在住者調査 

問１：「仕事」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「仕事」の優先度「３」は男性（29.5％）が女性（23.0％）より 6.5ポイン

ト高くなっています。 

性・年齢別にみると、「仕事」の優先度「１」は男性 50～59歳（44.8％）で４割半ばとなっ

ています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

女
性

男
性

（％）

24.3

22.4

22.7

26.1

31.4

25.0

20.9

11.1

25.9

15.0

17.6

36.0

44.8

22.2

17.9

25.1

27.0

45.5

34.8

25.7

22.2

16.3

27.8

23.5

20.0

41.2

28.0

17.2

19.4

23.1

25.9

23.0

18.2

21.7

20.0

25.0

23.3

27.8

29.5

55.0

29.4

16.0

24.1

36.1

23.1

11.0

12.8

9.1

13.0

17.1

13.9

16.3

5.6

8.4

5.0

0.0

12.0

10.3

5.6

12.8

12.0

12.2

4.5

4.3

5.7

11.1

18.6

22.2

12.7

5.0

11.8

8.0

3.4

16.7

23.1

1.6

2.6

0.0

0.0

0.0

2.8

4.7

5.6

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅱ 在勤者調査 

 問２：「仕事」の優先度≪現実（現状）≫【性・年齢別】 

 

性別にみると、「仕事」の優先度「１」は男性（41.7％）が女性（30.9％）より 10.8ポイ

ント高くなっています。 

性・年齢別にみると、「仕事」の優先度「２」は女性 40～49歳（55.6％）で５割半ばとな

っています。 

 

  

ｎ　

全体 (350)

全体 (175)

29歳以下 (25)

30～39歳 (40)

40～49歳 (54)

50～59歳 (47)

60～69歳 (8)

70歳以上 (1)

全体 (163)

29歳以下 (18)

30～39歳 (40)

40～49歳 (34)

50～59歳 (52)

60～69歳 (15)

70歳以上 (4)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

（％）

女
性

男
性

36.6

30.9

28.0

32.5

27.8

31.9

50.0

0.0

41.7

33.3

37.5

41.2

50.0

20.0

100.0

38.9

42.3

32.0

32.5

55.6

42.6

37.5

0.0

36.2

38.9

27.5

41.2

34.6

60.0

0.0

18.9

20.0

24.0

25.0

13.0

23.4

0.0

100.0

17.2

16.7

35.0

14.7

9.6

6.7

0.0

4.9

5.7

12.0

10.0

3.7

0.0

12.5

0.0

4.3

11.1

0.0

2.9

3.8

13.3

0.0

0.6

1.1

4.0

0.0

0.0

2.1

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.3

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.6

0.0

0.0

0.0

1.9

0.0

0.0
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析 

Ⅱ 在勤者調査 

問２：「家庭生活」の優先度≪現実（現状）≫【性・年齢別】 

 

性別にみると、「家庭生活」の優先度「２」は男性（33.1％）が女性（25.1％）より 8.0

ポイント高くなっています。 

性・年齢別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性 29歳以下（44.0％）で４割半ば

となっています。 

 

 

  

ｎ　

全体 (350)

全体 (175)

29歳以下 (25)

30～39歳 (40)

40～49歳 (54)

50～59歳 (47)

60～69歳 (8)

70歳以上 (1)

全体 (163)

29歳以下 (18)

30～39歳 (40)

40～49歳 (34)

50～59歳 (52)

60～69歳 (15)

70歳以上 (4)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

（％）

女
性

男
性

31.1

33.7

44.0

30.0

42.6

21.3

37.5

0.0

27.6

11.1

27.5

32.4

30.8

26.7

25.0

28.9

25.1

28.0

32.5

22.2

23.4

12.5

0.0

33.1

38.9

37.5

32.4

26.9

33.3

50.0

26.9

28.6

16.0

27.5

22.2

40.4

50.0

0.0

25.8

33.3

27.5

17.6

28.8

26.7

0.0

8.3

9.1

8.0

7.5

7.4

12.8

0.0

100.0

8.0

11.1

7.5

11.8

3.8

13.3

0.0

3.7

2.9

4.0

2.5

3.7

2.1

0.0

0.0

3.7

5.6

0.0

2.9

5.8

0.0

25.0

1.1

0.6

0.0

0.0

1.9

0.0

0.0

0.0

1.8

0.0

0.0

2.9

3.8

0.0

0.0
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第
１
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査
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第
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章 
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析 

Ⅰ 在住者調査 

   

第
４
章 

資
料 

問１：「家庭生活」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性（52.0％）が男性（41.0％）よりも 11.0

ポイント高くなっています。 

 性・年齢別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性 50～59歳（77.8％）で８割近くと

なっています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

（％）

女
性

男
性

47.1

52.0

45.5

52.2

51.4

77.8

37.2

50.0

41.0

30.0

41.2

52.0

34.5

38.9

46.2

19.5

17.9

27.3

8.7

20.0

8.3

18.6

22.2

21.7

15.0

23.5

4.0

37.9

22.2

23.1

17.9

18.4

18.2

30.4

8.6

5.6

30.2

19.4

16.3

30.0

5.9

4.0

17.2

11.1

25.6

5.3

3.1

4.5

0.0

5.7

5.6

2.3

0.0

8.4

20.0

17.6

12.0

3.4

5.6

2.6

9.4

7.1

0.0

8.7

14.3

2.8

9.3

5.6

12.7

5.0

11.8

28.0

6.9

22.2

2.6

0.8

1.5

4.5

0.0

0.0

0.0

2.3

2.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅱ 在勤者調査 

問２：「地域での生活」の優先度≪現実（現状）≫【性・年齢別】 

 

性別にみると、「地域での生活」の優先度「５」は女性（41.7％）が男性（27.0％）より

14.7ポイント高くなっています。 

性・年齢別にみると、「地域での生活」の優先度「４」は女性 30～39歳（50.0％）で５割

となっています。 

 

 

  

ｎ　

全体 (350)

全体 (175)

29歳以下 (25)

30～39歳 (40)

40～49歳 (54)

50～59歳 (47)

60～69歳 (8)

70歳以上 (1)

全体 (163)

29歳以下 (18)

30～39歳 (40)

40～49歳 (34)

50～59歳 (52)

60～69歳 (15)

70歳以上 (4)

（％）

女
性

男
性

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

3.4

4.6

8.0

2.5

7.4

2.1

0.0

0.0

2.5

0.0

5.0

0.0

3.8

0.0

0.0

7.1

6.3

8.0

0.0

3.7

10.6

25.0

0.0

7.4

0.0

2.5

8.8

11.5

13.3

0.0

21.7

17.7

16.0

7.5

22.2

21.3

25.0

0.0

25.8

38.9

30.0

23.5

15.4

33.3

50.0

31.1

28.6

16.0

50.0

20.4

27.7

12.5

100.0

35.0

27.8

30.0

41.2

36.5

40.0

25.0

34.9

41.7

52.0

40.0

42.6

38.3

37.5

0.0

27.0

33.3

32.5

23.5

26.9

13.3

25.0

1.7

1.1

0.0

0.0

3.7

0.0

0.0

0.0

2.5

0.0

0.0

2.9

5.8

0.0

0.0
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Ⅰ 在住者調査 

問１：「仕事」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「仕事」の優先度「３」は男性（29.5％）が女性（23.0％）より 6.5ポイン

ト高くなっています。 

性・年齢別にみると、「仕事」の優先度「１」は男性 50～59歳（44.8％）で４割半ばとなっ

ています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

女
性

男
性

（％）

24.3

22.4

22.7

26.1

31.4

25.0

20.9

11.1

25.9

15.0

17.6

36.0

44.8

22.2

17.9

25.1

27.0

45.5

34.8

25.7

22.2

16.3

27.8

23.5

20.0

41.2

28.0

17.2

19.4

23.1

25.9

23.0

18.2

21.7

20.0

25.0

23.3

27.8

29.5

55.0

29.4

16.0

24.1

36.1

23.1

11.0

12.8

9.1

13.0

17.1

13.9

16.3

5.6

8.4

5.0

0.0

12.0

10.3

5.6

12.8

12.0

12.2

4.5

4.3

5.7

11.1

18.6

22.2

12.7

5.0

11.8

8.0

3.4

16.7

23.1

1.6

2.6

0.0

0.0

0.0

2.8

4.7

5.6

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅱ 在勤者調査 

問２：「地域での生活」の優先度≪現実（現状）≫【性・年齢別】 

 

性別にみると、「地域での生活」の優先度「５」は女性（41.7％）が男性（27.0％）より

14.7ポイント高くなっています。 

性・年齢別にみると、「地域での生活」の優先度「４」は女性 30～39歳（50.0％）で５割

となっています。 

 

 

  

ｎ　

全体 (350)

全体 (175)

29歳以下 (25)

30～39歳 (40)

40～49歳 (54)

50～59歳 (47)

60～69歳 (8)

70歳以上 (1)

全体 (163)

29歳以下 (18)

30～39歳 (40)

40～49歳 (34)

50～59歳 (52)

60～69歳 (15)

70歳以上 (4)

（％）

女
性

男
性

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

3.4

4.6

8.0

2.5

7.4

2.1

0.0

0.0

2.5

0.0

5.0

0.0

3.8

0.0

0.0

7.1

6.3

8.0

0.0

3.7

10.6

25.0

0.0

7.4

0.0

2.5

8.8

11.5

13.3

0.0

21.7

17.7

16.0

7.5

22.2

21.3

25.0

0.0

25.8

38.9

30.0

23.5

15.4

33.3

50.0

31.1

28.6

16.0

50.0

20.4

27.7

12.5

100.0

35.0

27.8

30.0

41.2

36.5

40.0

25.0

34.9

41.7

52.0

40.0

42.6

38.3

37.5

0.0

27.0

33.3

32.5

23.5

26.9

13.3

25.0

1.7

1.1

0.0

0.0

3.7

0.0

0.0

0.0

2.5

0.0

0.0

2.9

5.8

0.0

0.0
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Ⅱ 在勤者調査 

問２：「個人の生活」の優先度≪現実（現状）≫【性・年齢別】 

 

性別にみると、「個人の生活」の優先度「３」は男性（40.5％）が女性（30.3％）より

10.2ポイント高くなっています。 

性・年齢別にみると、「個人の生活」の優先度「２」は女性 29歳以下（52.0％）で５割超

えとなっています。 

 

  

ｎ　

全体 (350)

全体 (175)

29歳以下 (25)

30～39歳 (40)

40～49歳 (54)

50～59歳 (47)

60～69歳 (8)

70歳以上 (1)

全体 (163)

29歳以下 (18)

30～39歳 (40)

40～49歳 (34)

50～59歳 (52)

60～69歳 (15)

70歳以上 (4)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

（％）

女
性

男
性

19.4

22.3

24.0

20.0

18.5

21.3

50.0

100.0

15.3

27.8

17.5

11.8

11.5

13.3

25.0

27.1

28.0

52.0

35.0

25.9

14.9

12.5

0.0

25.2

22.2

22.5

23.5

26.9

33.3

25.0

34.9

30.3

16.0

37.5

24.1

38.3

37.5

0.0

40.5

44.4

42.5

47.1

34.6

40.0

25.0

12.3

13.7

8.0

5.0

20.4

19.1

0.0

0.0

11.7

5.6

10.0

17.6

11.5

13.3

0.0

5.1

4.6

0.0

2.5

7.4

6.4

0.0

0.0

6.1

0.0

7.5

0.0

11.5

0.0

25.0

1.1

1.1

0.0

0.0

3.7

0.0

0.0

0.0

1.2

0.0

0.0

0.0

3.8

0.0

0.0
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Ⅰ 在住者調査 

   

第
４
章 

資
料 

問１：「家庭生活」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性（52.0％）が男性（41.0％）よりも 11.0

ポイント高くなっています。 

 性・年齢別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性 50～59歳（77.8％）で８割近くと

なっています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

（％）

女
性

男
性

47.1

52.0

45.5

52.2

51.4

77.8

37.2

50.0

41.0

30.0

41.2

52.0

34.5

38.9

46.2

19.5

17.9

27.3

8.7

20.0

8.3

18.6

22.2

21.7

15.0

23.5

4.0

37.9

22.2

23.1

17.9

18.4

18.2

30.4

8.6

5.6

30.2

19.4

16.3

30.0

5.9

4.0

17.2

11.1

25.6

5.3

3.1

4.5

0.0

5.7

5.6

2.3

0.0

8.4

20.0

17.6

12.0

3.4

5.6

2.6

9.4

7.1

0.0

8.7

14.3

2.8

9.3

5.6

12.7

5.0

11.8

28.0

6.9

22.2

2.6

0.8

1.5

4.5

0.0

0.0

0.0

2.3

2.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅱ 在勤者調査 

○「仕事」「家庭生活」「地域での生活」「個人の生活」の希望と現実（現状）の 

一致状況 

 

 問１と問２の回答を分析すると、希望と現実（現状）が一致している割合は「地域での生

活」（56.9％）が６割近くで最も多くなっています。次いで「仕事」（56.3％）、「家庭生活」

（53.4％）、「個人の生活」（48.0％）となっています。 

 

「仕事」「家庭生活」「地域での生活」「個人の生活」の優先度の一致状況 

 

 

 

n=350

仕事

家庭生活

地域での生活

個人の生活

（％）

希望と現実（現状）
が一致

希望と現実（現状）
が不一致

無回答

56.3

53.4

56.9

48.0

43.1

45.1

41.1

50.9

0.6

1.4

2.0

1.1
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Ⅰ 在住者調査 

問１：「仕事」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「仕事」の優先度「３」は男性（29.5％）が女性（23.0％）より 6.5ポイン

ト高くなっています。 

性・年齢別にみると、「仕事」の優先度「１」は男性 50～59歳（44.8％）で４割半ばとなっ

ています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

女
性

男
性

（％）

24.3

22.4

22.7

26.1

31.4

25.0

20.9

11.1

25.9

15.0

17.6

36.0

44.8

22.2

17.9

25.1

27.0

45.5

34.8

25.7

22.2

16.3

27.8

23.5

20.0

41.2

28.0

17.2

19.4

23.1

25.9

23.0

18.2

21.7

20.0

25.0

23.3

27.8

29.5

55.0

29.4

16.0

24.1

36.1

23.1

11.0

12.8

9.1

13.0

17.1

13.9

16.3

5.6

8.4

5.0

0.0

12.0

10.3

5.6

12.8

12.0

12.2

4.5

4.3

5.7

11.1

18.6

22.2

12.7

5.0

11.8

8.0

3.4

16.7

23.1

1.6

2.6

0.0

0.0

0.0

2.8

4.7

5.6

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅱ 在勤者調査 

○「仕事」「家庭生活」「地域での生活」「個人の生活」の希望と現実（現状）の 

一致状況 

 

 問１と問２の回答を分析すると、希望と現実（現状）が一致している割合は「地域での生

活」（56.9％）が６割近くで最も多くなっています。次いで「仕事」（56.3％）、「家庭生活」

（53.4％）、「個人の生活」（48.0％）となっています。 

 

「仕事」「家庭生活」「地域での生活」「個人の生活」の優先度の一致状況 

 

 

 

n=350

仕事

家庭生活

地域での生活

個人の生活

（％）

希望と現実（現状）
が一致

希望と現実（現状）
が不一致

無回答

56.3

53.4

56.9

48.0

43.1

45.1

41.1

50.9

0.6

1.4

2.0

1.1
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査
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果
の
分
析 

Ⅱ 在勤者調査 

問３：ワーク･ライフ･バランスを推進するために必要なこと 

あなたは、ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）を図る上で、どのようなこ

とが重要だと思いますか。（○はいくつでも） 

問３：ワーク･ライフ･バランスを推進するために必要なこと 

 

※「保育サービスなど育児に関する社会的サポートの充実」、「介護サービスなど介護に関する社会的サポートの充実」について

は、令和元年度調査時は、「保育サービスや介護サービスなどの育児・介護に関する社会的サポートの充実」としていたため、

上記の図には掲載していません。 

 

 「職場の理解やトップの意識改革」（67.4％）が７割近くで最も多くなっています。次いで

「保育サービスなど育児に関する社会的サポートの充実」（52.6％）、「介護サービスなど介護

に関する社会的サポートの充実」（49.4％）、「職場の両立支援制度の充実」（47.7％）などの

順となっています。 

  

職場の理解やトップの意識改革

保育サービスなど育児に関する社会的サポート
の充実

介護サービスなど介護に関する社会的サポートの
充実

職場の両立支援制度の充実

長時間労働を見直すこと

法律や制度の充実

個人の意識改革や努力

男性による家事・育児・介護を進めること

取引先の会社のワーク・ライフ・バランスに対す
る理解

家族や地域の人の理解

ジェンダーによる昇進、待遇の格差をなくすこ
と

その他

わからない

無回答

67.4

52.6

49.4

47.7

46.9

40.0

38.6

34.3

23.4

16.9

16.6

4.6

0.9

1.4

63.0

35.5

47.7

26.3

35.3

26.9

22.6

13.0

25.4

4.5

0.2

0.4

020406080

69.7

58.9

55.4

52.6

46.3

38.3

32.6

42.3

22.3

20.6

17.7

4.0

1.1

1.7

65.6

47.2

44.2

44.8

46.6

42.3

46.6

27.0

23.9

13.5

14.1

4.3

0.0

1.2

0 20 40 60 80（％）（％）

全体（n=350） 前回（R元）調査（n=532） 女性（n=175） 男性（n=163）

 

 39 

   

第
１
章 

調
査
の
概
要 

   

第
２
章 

調
査
結
果
の
概
要 

   

第
３
章 

調
査
結
果
の
分
析 

Ⅰ 在住者調査 

   

第
４
章 

資
料 

問１：「家庭生活」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性（52.0％）が男性（41.0％）よりも 11.0

ポイント高くなっています。 

 性・年齢別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性 50～59歳（77.8％）で８割近くと

なっています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

（％）

女
性

男
性

47.1

52.0

45.5

52.2

51.4

77.8

37.2

50.0

41.0

30.0

41.2

52.0

34.5

38.9

46.2

19.5

17.9

27.3

8.7

20.0

8.3

18.6

22.2

21.7

15.0

23.5

4.0

37.9

22.2

23.1

17.9

18.4

18.2

30.4

8.6

5.6

30.2

19.4

16.3

30.0

5.9

4.0

17.2

11.1

25.6

5.3

3.1

4.5

0.0

5.7

5.6

2.3

0.0

8.4

20.0

17.6

12.0

3.4

5.6

2.6

9.4

7.1

0.0

8.7

14.3

2.8

9.3

5.6

12.7

5.0

11.8

28.0

6.9

22.2

2.6

0.8

1.5

4.5

0.0

0.0

0.0

2.3

2.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅱ 在勤者調査 

 前回調査と比較すると、「法律や制度の充実」が 13.7ポイント、「職場の両立支援制度の 

充実」が 12.2 ポイント、「男性による家事・育児・介護を進めること」が 7.4 ポイント増加

しています。 

性別にみると、「男性による家事・育児・介護を進めること」は女性（42.3％）が男性（27.0％）

より 15.3ポイント、「保育サービスなど育児に関する社会的サポートの充実」は女性（58.9％）

が男性（47.2％）より 11.7 ポイント、「介護サービスなど介護に関する社会的サポートの充

実」は女性（55.4％）が男性（44.2％）より 11.2ポイント高くなっています。 

問３：ワーク･ライフ･バランスを推進するために必要なこと【性・年齢別】 

 
（※表の上段が人数（人）、下段が割合（％））   

 性・年齢別にみると、女性の 39歳以下では「保育サービスなど育児に関する社会的サポ

ートの充実」が、40～59歳では「職場の理解やトップの意識改革」が最も高くなっていま

す。一方、男性の 30～39 歳では「保育サービスなど育児に関する社会的サポートの充実」 

と「職場の理解やトップの意識改革」が、40～59歳では「職場の理解やトップの意識改革」

が最も高くなっています。  

全
体

保

育

サ
ー

ビ

ス

な

ど

育

児

に

関

す

る

社

会

的

サ

ポ
ー

ト

の

充

実

介

護

サ
ー

ビ

ス

な

ど

介

護

に

関

す

る

社

会

的

サ

ポ
ー

ト

の

充

実

職

場

の

両

立

支

援

制

度

の

充

実

長

時

間

労

働

を

見

直

す

こ

と

法

律

や

制

度

の

充

実

ジ

ェ

ン

ダ
ー

に

よ

る

昇

進

、
待

遇

の

格

差

を

な

く

す

こ

と

男

性

に

よ

る

家

事

・

育

児

・

介

護

を

進

め

る

こ

と

個

人

の

意

識

改

革

や

努

力

職

場

の

理

解

や

ト

ッ

プ

の

意

識

改

革 家

族

や

地

域

の

人

の

理

解

取

引

先

の

会

社

の

ワ
ー

ク

・

ラ

イ

フ

・

バ

ラ

ン

ス

に

対

す

る

理

解

そ

の

他

わ

か

ら

な

い

無

回

答

350 184 173 167 164 140 58 120 135 236 59 82 16 3 5
100.0 52.6 49.4 47.7 46.9 40.0 16.6 34.3 38.6 67.4 16.9 23.4 4.6 0.9 1.4

175 103 97 92 81 67 31 74 57 122 36 39 7 2 3
100.0 58.9 55.4 52.6 46.3 38.3 17.7 42.3 32.6 69.7 20.6 22.3 4.0 1.1 1.7

25 18 13 16 12 14 3 10 5 17 3 7 0 0 0
100.0 72.0 52.0 64.0 48.0 56.0 12.0 40.0 20.0 68.0 12.0 28.0 0.0 0.0 0.0

40 28 15 24 21 14 9 16 14 26 5 7 2 0 1
100.0 70.0 37.5 60.0 52.5 35.0 22.5 40.0 35.0 65.0 12.5 17.5 5.0 0.0 2.5

54 30 33 28 30 21 13 27 20 39 17 14 3 1 1
100.0 55.6 61.1 51.9 55.6 38.9 24.1 50.0 37.0 72.2 31.5 25.9 5.6 1.9 1.9

47 23 31 19 15 14 4 16 16 34 9 8 2 0 1
100.0 48.9 66.0 40.4 31.9 29.8 8.5 34.0 34.0 72.3 19.1 17.0 4.3 0.0 2.1

8 3 4 5 3 4 2 4 2 6 2 3 0 1 0
100.0 37.5 50.0 62.5 37.5 50.0 25.0 50.0 25.0 75.0 25.0 37.5 0.0 12.5 0.0

1 1 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0
100.0 100.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
163 77 72 73 76 69 23 44 76 107 22 39 7 0 2

100.0 47.2 44.2 44.8 46.6 42.3 14.1 27.0 46.6 65.6 13.5 23.9 4.3 0.0 1.2
18 11 7 9 7 9 3 6 6 10 4 4 1 0 0

100.0 61.1 38.9 50.0 38.9 50.0 16.7 33.3 33.3 55.6 22.2 22.2 5.6 0.0 0.0
40 28 16 18 18 15 3 15 19 28 4 11 2 0 1

100.0 70.0 40.0 45.0 45.0 37.5 7.5 37.5 47.5 70.0 10.0 27.5 5.0 0.0 2.5
34 16 16 16 19 16 4 6 14 22 2 4 1 0 0

100.0 47.1 47.1 47.1 55.9 47.1 11.8 17.6 41.2 64.7 5.9 11.8 2.9 0.0 0.0
52 16 20 24 25 22 8 14 28 38 10 16 3 0 1

100.0 30.8 38.5 46.2 48.1 42.3 15.4 26.9 53.8 73.1 19.2 30.8 5.8 0.0 1.9
15 5 11 4 6 5 3 2 6 7 1 2 0 0 0

100.0 33.3 73.3 26.7 40.0 33.3 20.0 13.3 40.0 46.7 6.7 13.3 0.0 0.0 0.0
4 1 2 2 1 2 2 1 3 2 1 2 0 0 0

100.0 25.0 50.0 50.0 25.0 50.0 50.0 25.0 75.0 50.0 25.0 50.0 0.0 0.0 0.0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
12 4 4 2 7 4 4 2 2 7 1 4 2 1 0

100.0 33.3 33.3 16.7 58.3 33.3 33.3 16.7 16.7 58.3 8.3 33.3 16.7 8.3 0.0

全体

性

・

年

齢

別

女

性

女性合計

29歳以下

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

無回答

答えたくない
無回答

70歳以上

無回答

男

性

男性合計

70歳以上

29歳以下

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳
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Ⅰ 在住者調査 

問１：「仕事」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「仕事」の優先度「３」は男性（29.5％）が女性（23.0％）より 6.5ポイン

ト高くなっています。 

性・年齢別にみると、「仕事」の優先度「１」は男性 50～59歳（44.8％）で４割半ばとなっ

ています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

女
性

男
性

（％）

24.3

22.4

22.7

26.1

31.4

25.0

20.9

11.1

25.9

15.0

17.6

36.0

44.8

22.2

17.9

25.1

27.0

45.5

34.8

25.7

22.2

16.3

27.8

23.5

20.0

41.2

28.0

17.2

19.4

23.1

25.9

23.0

18.2

21.7

20.0

25.0

23.3

27.8

29.5

55.0

29.4

16.0

24.1

36.1

23.1

11.0

12.8

9.1

13.0

17.1

13.9

16.3

5.6

8.4

5.0

0.0

12.0

10.3

5.6

12.8

12.0

12.2

4.5

4.3

5.7

11.1

18.6

22.2

12.7

5.0

11.8

8.0

3.4

16.7

23.1

1.6

2.6

0.0

0.0

0.0

2.8

4.7

5.6

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅱ 在勤者調査 

 前回調査と比較すると、「法律や制度の充実」が 13.7ポイント、「職場の両立支援制度の 

充実」が 12.2 ポイント、「男性による家事・育児・介護を進めること」が 7.4 ポイント増加

しています。 

性別にみると、「男性による家事・育児・介護を進めること」は女性（42.3％）が男性（27.0％）

より 15.3ポイント、「保育サービスなど育児に関する社会的サポートの充実」は女性（58.9％）

が男性（47.2％）より 11.7 ポイント、「介護サービスなど介護に関する社会的サポートの充

実」は女性（55.4％）が男性（44.2％）より 11.2ポイント高くなっています。 

問３：ワーク･ライフ･バランスを推進するために必要なこと【性・年齢別】 

 
（※表の上段が人数（人）、下段が割合（％））   

 性・年齢別にみると、女性の 39歳以下では「保育サービスなど育児に関する社会的サポ

ートの充実」が、40～59歳では「職場の理解やトップの意識改革」が最も高くなっていま

す。一方、男性の 30～39 歳では「保育サービスなど育児に関する社会的サポートの充実」 

と「職場の理解やトップの意識改革」が、40～59歳では「職場の理解やトップの意識改革」

が最も高くなっています。  

全
体

保

育

サ
ー

ビ

ス

な

ど

育

児

に

関

す

る

社

会

的

サ

ポ
ー

ト

の

充

実

介

護

サ
ー

ビ

ス

な

ど

介

護

に

関

す

る

社

会

的

サ

ポ
ー

ト

の

充

実

職

場

の

両

立

支

援

制

度

の

充

実

長

時

間

労

働

を

見

直

す

こ

と

法

律

や

制

度

の

充

実

ジ

ェ

ン

ダ
ー

に

よ

る

昇

進

、
待

遇

の

格

差

を

な

く

す

こ

と

男

性

に

よ

る

家

事

・

育

児

・

介

護

を

進

め

る

こ

と

個

人

の

意

識

改

革

や

努

力

職

場

の

理

解

や

ト

ッ

プ

の

意

識

改

革 家

族

や

地

域

の

人

の

理

解

取

引

先

の

会

社

の

ワ
ー

ク

・

ラ

イ

フ

・

バ

ラ

ン

ス

に

対

す

る

理

解

そ

の

他

わ

か

ら

な

い

無

回

答

350 184 173 167 164 140 58 120 135 236 59 82 16 3 5
100.0 52.6 49.4 47.7 46.9 40.0 16.6 34.3 38.6 67.4 16.9 23.4 4.6 0.9 1.4

175 103 97 92 81 67 31 74 57 122 36 39 7 2 3
100.0 58.9 55.4 52.6 46.3 38.3 17.7 42.3 32.6 69.7 20.6 22.3 4.0 1.1 1.7

25 18 13 16 12 14 3 10 5 17 3 7 0 0 0
100.0 72.0 52.0 64.0 48.0 56.0 12.0 40.0 20.0 68.0 12.0 28.0 0.0 0.0 0.0

40 28 15 24 21 14 9 16 14 26 5 7 2 0 1
100.0 70.0 37.5 60.0 52.5 35.0 22.5 40.0 35.0 65.0 12.5 17.5 5.0 0.0 2.5

54 30 33 28 30 21 13 27 20 39 17 14 3 1 1
100.0 55.6 61.1 51.9 55.6 38.9 24.1 50.0 37.0 72.2 31.5 25.9 5.6 1.9 1.9

47 23 31 19 15 14 4 16 16 34 9 8 2 0 1
100.0 48.9 66.0 40.4 31.9 29.8 8.5 34.0 34.0 72.3 19.1 17.0 4.3 0.0 2.1

8 3 4 5 3 4 2 4 2 6 2 3 0 1 0
100.0 37.5 50.0 62.5 37.5 50.0 25.0 50.0 25.0 75.0 25.0 37.5 0.0 12.5 0.0

1 1 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0
100.0 100.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
163 77 72 73 76 69 23 44 76 107 22 39 7 0 2

100.0 47.2 44.2 44.8 46.6 42.3 14.1 27.0 46.6 65.6 13.5 23.9 4.3 0.0 1.2
18 11 7 9 7 9 3 6 6 10 4 4 1 0 0

100.0 61.1 38.9 50.0 38.9 50.0 16.7 33.3 33.3 55.6 22.2 22.2 5.6 0.0 0.0
40 28 16 18 18 15 3 15 19 28 4 11 2 0 1

100.0 70.0 40.0 45.0 45.0 37.5 7.5 37.5 47.5 70.0 10.0 27.5 5.0 0.0 2.5
34 16 16 16 19 16 4 6 14 22 2 4 1 0 0

100.0 47.1 47.1 47.1 55.9 47.1 11.8 17.6 41.2 64.7 5.9 11.8 2.9 0.0 0.0
52 16 20 24 25 22 8 14 28 38 10 16 3 0 1

100.0 30.8 38.5 46.2 48.1 42.3 15.4 26.9 53.8 73.1 19.2 30.8 5.8 0.0 1.9
15 5 11 4 6 5 3 2 6 7 1 2 0 0 0

100.0 33.3 73.3 26.7 40.0 33.3 20.0 13.3 40.0 46.7 6.7 13.3 0.0 0.0 0.0
4 1 2 2 1 2 2 1 3 2 1 2 0 0 0

100.0 25.0 50.0 50.0 25.0 50.0 50.0 25.0 75.0 50.0 25.0 50.0 0.0 0.0 0.0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
12 4 4 2 7 4 4 2 2 7 1 4 2 1 0

100.0 33.3 33.3 16.7 58.3 33.3 33.3 16.7 16.7 58.3 8.3 33.3 16.7 8.3 0.0

全体

性

・

年

齢

別

女

性

女性合計

29歳以下

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

無回答

答えたくない
無回答

70歳以上

無回答

男

性

男性合計

70歳以上

29歳以下

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳
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Ⅱ 在勤者調査 

２ 家庭生活について 

問４：「男は仕事、女は家庭」という男女の役割分担意識についての考え方 

｢夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである」という男女の性別役割分担の考え方があ

りますが、あなたは、どのように思いますか。（○は１つ） 

問４：「男は仕事、女は家庭」という男女の役割分担意識についての考え方 

 

 「賛成」（4.6％）と「どちらかといえば賛成」（14.3％）を合わせた≪賛成≫（18.9％）は

２割近くとなっています。一方、「どちらかといえば反対」（27.1％）と「反対」（38.9％）を

合わせた≪反対≫（66.0％）は６割半ばとなっています。 

  

ｎ　 （計） （計）

(350) 18.9 66.0

(532) 22.2 59.8

全体 (175) 13.1 70.2

29歳以下 (25) 16.0 68.0

30～39歳 (40) 17.5 67.5

40～49歳 (54) 13.0 66.6

50～59歳 (47) 10.6 78.8

60～69歳 (8) 0.0 62.5

70歳以上 (1) 0.0 100.0

全体 (163) 25.1 61.4

29歳以下 (18) 22.3 66.7

30～39歳 (40) 30.0 65.0

40～49歳 (34) 20.6 50.0

50～59歳 (52) 23.1 65.4

60～69歳 (15) 40.0 46.7

70歳以上 (4) 0.0 100.0

（％）

女
性

男
性

反
対

賛
成

前回(R元)調査

今回(R7)調査

賛成
どちらかと
いえば賛成

どちらかと
いえば反対

反対
わから
ない

無回答

反対賛成

4.6

2.8

1.7

0.0

0.0

3.7

2.1

0.0

0.0

6.7

5.6

7.5

5.9

7.7

6.7

0.0

14.3

19.4

11.4

16.0

17.5

9.3

8.5

0.0

0.0

18.4

16.7

22.5

14.7

15.4

33.3

0.0

27.1

25.2

29.1

28.0

27.5

18.5

42.6

25.0

100.0

25.8

38.9

32.5

11.8

25.0

20.0

50.0

38.9

34.6

41.1

40.0

40.0

48.1

36.2

37.5

0.0

35.6

27.8

32.5

38.2

40.4

26.7

50.0

13.1

17.7

13.7

16.0

10.0

16.7

8.5

37.5

0.0

12.3

11.1

2.5

29.4

9.6

13.3

0.0

2.0

0.4

2.9

0.0

5.0

3.7

2.1

0.0

0.0

1.2

0.0

2.5

0.0

1.9

0.0

0.0
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問１：「家庭生活」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性（52.0％）が男性（41.0％）よりも 11.0

ポイント高くなっています。 

 性・年齢別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性 50～59歳（77.8％）で８割近くと

なっています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

（％）

女
性

男
性

47.1

52.0

45.5

52.2

51.4

77.8

37.2

50.0

41.0

30.0

41.2

52.0

34.5

38.9

46.2

19.5

17.9

27.3

8.7

20.0

8.3

18.6

22.2

21.7

15.0

23.5

4.0

37.9

22.2

23.1

17.9

18.4

18.2

30.4

8.6

5.6

30.2

19.4

16.3

30.0

5.9

4.0

17.2

11.1

25.6

5.3

3.1

4.5

0.0

5.7

5.6

2.3

0.0

8.4

20.0

17.6

12.0

3.4

5.6

2.6

9.4

7.1

0.0

8.7

14.3

2.8

9.3

5.6

12.7

5.0

11.8

28.0

6.9

22.2

2.6

0.8

1.5

4.5

0.0

0.0

0.0

2.3

2.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅱ 在勤者調査 

 前回調査と比較すると、傾向に大きな違いはありません。 

 性別にみると、≪賛成≫は男性（25.1％）が女性（13.1％）より 12.0ポイント高くなって

います。 

 性・年齢別にみると、≪反対≫では女性のすべての年齢で６割以上となっており、女性 50

～59歳（78.8％）で８割近くと高くなっています。 

 

問４：「男は仕事、女は家庭」という男女の役割分担意識についての考え方【性・就労状況別】 

 
（※表の上段が人数（人）、下段が割合（％））                

 性・就労状況別にみると、女性の常勤の正規社員では≪反対≫（70.9％）が約７割となっ

ています。 

 

全
体

賛

成

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

賛

成

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

反

対

反

対

わ

か

ら

な

い

無

回

答

賛

成

反

対

350 16 50 95 136 46 7 66 231
100.0 4.6 14.3 27.1 38.9 13.1 2.0 18.9 66.0

175 3 20 51 72 24 5 23 123
100.0 1.7 11.4 29.1 41.1 13.7 2.9 13.1 70.2

6 0 1 0 4 0 1 1 4
100.0 0.0 16.7 0.0 66.7 0.0 16.7 16.7 66.7

158 3 19 46 66 22 2 22 112
100.0 1.9 12.0 29.1 41.8 13.9 1.3 13.9 70.9

2 0 0 1 0 1 0 0 1
100.0 0.0 0.0 50.0 0.0 50.0 0.0 0.0 50.0

7 0 0 4 2 1 0 0 6
100.0 0.0 0.0 57.1 28.6 14.3 0.0 0.0 85.7

2 0 0 0 0 0 2 0 0
100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0

163 11 30 42 58 20 2 41 100
100.0 6.7 18.4 25.8 35.6 12.3 1.2 25.1 61.4

23 4 4 5 10 0 0 8 15
100.0 17.4 17.4 21.7 43.5 0.0 0.0 34.8 65.2

133 7 24 36 47 19 0 31 83
100.0 5.3 18.0 27.1 35.3 14.3 0.0 23.3 62.4

0 0 0 0 0 0 0 0 0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

5 0 2 1 1 1 0 2 2
100.0 0.0 40.0 20.0 20.0 20.0 0.0 40.0 40.0

2 0 0 0 0 0 2 0 0
100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0

12 0 1 2 3 1 2 1 5
100.0 0.0 8.3 16.7 25.0 8.3 16.7 8.3 41.7

反対賛成

男

性

男性合計

企業経営者・役員

常勤の正規社員

派遣社員・契約社員

臨時・非常勤

無回答

全体

性

・

就

労

状

況

別

女

性

女性合計

企業経営者・役員

常勤の正規社員

派遣社員・契約社員

臨時・非常勤

無回答

答えたくない
無回答
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Ⅰ 在住者調査 

問１：「仕事」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「仕事」の優先度「３」は男性（29.5％）が女性（23.0％）より 6.5ポイン

ト高くなっています。 

性・年齢別にみると、「仕事」の優先度「１」は男性 50～59歳（44.8％）で４割半ばとなっ

ています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

女
性

男
性

（％）

24.3

22.4

22.7

26.1

31.4

25.0

20.9

11.1

25.9

15.0

17.6

36.0

44.8

22.2

17.9

25.1

27.0

45.5

34.8

25.7

22.2

16.3

27.8

23.5

20.0

41.2

28.0

17.2

19.4

23.1

25.9

23.0

18.2

21.7

20.0

25.0

23.3

27.8

29.5

55.0

29.4

16.0

24.1

36.1

23.1

11.0

12.8

9.1

13.0

17.1

13.9

16.3

5.6

8.4

5.0

0.0

12.0

10.3

5.6

12.8

12.0

12.2

4.5

4.3

5.7

11.1

18.6

22.2

12.7

5.0

11.8

8.0

3.4

16.7

23.1

1.6

2.6

0.0

0.0

0.0

2.8

4.7

5.6

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅱ 在勤者調査 

 前回調査と比較すると、傾向に大きな違いはありません。 

 性別にみると、≪賛成≫は男性（25.1％）が女性（13.1％）より 12.0ポイント高くなって

います。 

 性・年齢別にみると、≪反対≫では女性のすべての年齢で６割以上となっており、女性 50

～59歳（78.8％）で８割近くと高くなっています。 

 

問４：「男は仕事、女は家庭」という男女の役割分担意識についての考え方【性・就労状況別】 

 
（※表の上段が人数（人）、下段が割合（％））                

 性・就労状況別にみると、女性の常勤の正規社員では≪反対≫（70.9％）が約７割となっ

ています。 

 

全
体

賛

成

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

賛

成

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

反

対

反

対

わ

か

ら

な

い

無

回

答

賛

成

反

対

350 16 50 95 136 46 7 66 231
100.0 4.6 14.3 27.1 38.9 13.1 2.0 18.9 66.0

175 3 20 51 72 24 5 23 123
100.0 1.7 11.4 29.1 41.1 13.7 2.9 13.1 70.2

6 0 1 0 4 0 1 1 4
100.0 0.0 16.7 0.0 66.7 0.0 16.7 16.7 66.7

158 3 19 46 66 22 2 22 112
100.0 1.9 12.0 29.1 41.8 13.9 1.3 13.9 70.9

2 0 0 1 0 1 0 0 1
100.0 0.0 0.0 50.0 0.0 50.0 0.0 0.0 50.0

7 0 0 4 2 1 0 0 6
100.0 0.0 0.0 57.1 28.6 14.3 0.0 0.0 85.7

2 0 0 0 0 0 2 0 0
100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0

163 11 30 42 58 20 2 41 100
100.0 6.7 18.4 25.8 35.6 12.3 1.2 25.1 61.4

23 4 4 5 10 0 0 8 15
100.0 17.4 17.4 21.7 43.5 0.0 0.0 34.8 65.2

133 7 24 36 47 19 0 31 83
100.0 5.3 18.0 27.1 35.3 14.3 0.0 23.3 62.4

0 0 0 0 0 0 0 0 0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

5 0 2 1 1 1 0 2 2
100.0 0.0 40.0 20.0 20.0 20.0 0.0 40.0 40.0

2 0 0 0 0 0 2 0 0
100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0

12 0 1 2 3 1 2 1 5
100.0 0.0 8.3 16.7 25.0 8.3 16.7 8.3 41.7

反対賛成

男

性

男性合計

企業経営者・役員

常勤の正規社員

派遣社員・契約社員

臨時・非常勤

無回答

全体

性

・

就

労

状

況

別

女

性

女性合計

企業経営者・役員

常勤の正規社員

派遣社員・契約社員

臨時・非常勤

無回答

答えたくない
無回答
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Ⅱ 在勤者調査 

３ 働く場について 

問５：回答者の就労状況 

あなたの雇用形態と、あなたのお勤め先の従業員数、女性管理職の人数をお答えくださ

い。（○は１つ） 

雇用形態 

問５：回答者の就労状況《雇用形態》 

 

「常勤の正規社員」（85.7％）は８割半ばとなっています。 

 

従業員規模 

問５：回答者の就労状況《従業員規模》 

 

回答者が勤務している企業全体の従業員規模については、「21～50人」（22.3％）が２割超

えと最も多くなっています。 

 

企業経営者・役員

常勤の正規社員

派遣社員

契約社員・嘱託

臨時・非常勤・パート・アルバイト

無回答

8.3

85.7

0.9

2.6

1.4

1.1

020406080100

3.4

90.3

1.1

1.7

2.3

1.1

14.1

81.6

0.0

2.5

0.6

1.2

0 20 40 60 80 100（％）（％）

全体（n=350） 女性（n=175） 男性（n=163）

ｎ　

全体 (350)

女性 (175)

男性 (163)

（％）

10人以下 11～20人 21～50人
51～
100人

101～
200人

201～
500人

 501～
1,000人

1,001人
以上

無回答

8.0

8.0

8.6

14.9

17.1

13.5

22.3

20.0

22.7

10.9

11.4

10.4

10.0

9.7

10.4

7.7

8.6

7.4

10.3

10.3

10.4

14.6

13.1

15.3

1.4

1.7

1.2
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問１：「家庭生活」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性（52.0％）が男性（41.0％）よりも 11.0

ポイント高くなっています。 

 性・年齢別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性 50～59歳（77.8％）で８割近くと

なっています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

（％）

女
性

男
性

47.1

52.0

45.5

52.2

51.4

77.8

37.2

50.0

41.0

30.0

41.2

52.0

34.5

38.9

46.2

19.5

17.9

27.3

8.7

20.0

8.3

18.6

22.2

21.7

15.0

23.5

4.0

37.9

22.2

23.1

17.9

18.4

18.2

30.4

8.6

5.6

30.2

19.4

16.3

30.0

5.9

4.0

17.2

11.1

25.6

5.3

3.1

4.5

0.0

5.7

5.6

2.3

0.0

8.4

20.0

17.6

12.0

3.4

5.6

2.6

9.4

7.1

0.0

8.7

14.3

2.8

9.3

5.6

12.7

5.0

11.8

28.0

6.9

22.2

2.6

0.8

1.5

4.5

0.0

0.0

0.0

2.3

2.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅱ 在勤者調査 

問５-１：女性管理職が少ない要因 

【女性管理職が少ない（１割未満）またはまったくいない場合お答えください】 

 お勤め先で女性管理職がなぜ少ないと思いますか。（○はいくつでも） 

問５-１：女性管理職が少ない要因 

 

 

 「女性従業員が少ない、または、いないから」（38.6％）が４割近くで最も多くなっています。

次いで「必要な経験・スキルを有する女性がいないから」（21.7％）、「ロールモデル（模範とな

る人）となる女性管理職が存在しないから」（18.6％）、「女性が管理職になることを希望しない

から」（16.9％）などの順となっています。 

 性別にみると、「女性が管理職になることを希望しないから」は女性（21.1％）が男性（11.7％）

より 9.4ポイント、「昇進・昇格、責任ある業務は男性に割り当てられるなど、男性中心の企

業風土が残っているから」は女性（17.7％）が男性（11.0％）より 6.7ポイント、「ロールモ

デル（模範となる人）となる女性管理職が存在しないから」は女性（21.7％）が男性（16.6％）

より 5.1ポイント高くなっています。 

 

  

女性従業員が少ない、または、いないから

必要な経験・スキルを有する女性がいないから

ロールモデル（模範となる人）となる女性管理
職が存在しないから

女性が管理職になることを希望しないから

昇進・昇格、責任ある業務は男性に割り当てら
れるなど、男性中心の企業風土が残っているか

ら

勤続年数が短く、管理職になる前に退職してし
まうから

将来管理職につく可能性のある女性はいるが、
役職につくための在籍年数を満たしていないか

ら

男性従業員が女性管理職を希望しないから

顧客が女性管理職をよく思わないから

その他

わからない

無回答

38.6

21.7

18.6

16.9

14.3

12.0

6.9

3.4

0.0

3.1

4.9

26.9

01020304050

38.9

22.9

21.7

21.1

17.7

11.4

4.6

5.1

0.0

4.0

3.4

25.7

39.9

21.5

16.6

11.7

11.0

13.5

9.8

1.8

0.0

2.5

4.9

27.6

0 10 20 30 40 50（％）（％）

全体（n=350） 女性（n=175） 男性（n=163）
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Ⅰ 在住者調査 

問１：「仕事」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「仕事」の優先度「３」は男性（29.5％）が女性（23.0％）より 6.5ポイン

ト高くなっています。 

性・年齢別にみると、「仕事」の優先度「１」は男性 50～59歳（44.8％）で４割半ばとなっ

ています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

女
性

男
性

（％）

24.3

22.4

22.7

26.1

31.4

25.0

20.9

11.1

25.9

15.0

17.6

36.0

44.8

22.2

17.9

25.1

27.0

45.5

34.8

25.7

22.2

16.3

27.8

23.5

20.0

41.2

28.0

17.2

19.4

23.1

25.9

23.0

18.2

21.7

20.0

25.0

23.3

27.8

29.5

55.0

29.4

16.0

24.1

36.1

23.1

11.0

12.8

9.1

13.0

17.1

13.9

16.3

5.6

8.4

5.0

0.0

12.0

10.3

5.6

12.8

12.0

12.2

4.5

4.3

5.7

11.1

18.6

22.2

12.7

5.0

11.8

8.0

3.4

16.7

23.1

1.6

2.6

0.0

0.0

0.0

2.8

4.7

5.6

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅱ 在勤者調査 

問５-１：女性管理職が少ない要因 

【女性管理職が少ない（１割未満）またはまったくいない場合お答えください】 

 お勤め先で女性管理職がなぜ少ないと思いますか。（○はいくつでも） 

問５-１：女性管理職が少ない要因 

 

 

 「女性従業員が少ない、または、いないから」（38.6％）が４割近くで最も多くなっています。

次いで「必要な経験・スキルを有する女性がいないから」（21.7％）、「ロールモデル（模範とな

る人）となる女性管理職が存在しないから」（18.6％）、「女性が管理職になることを希望しない

から」（16.9％）などの順となっています。 

 性別にみると、「女性が管理職になることを希望しないから」は女性（21.1％）が男性（11.7％）

より 9.4ポイント、「昇進・昇格、責任ある業務は男性に割り当てられるなど、男性中心の企

業風土が残っているから」は女性（17.7％）が男性（11.0％）より 6.7ポイント、「ロールモ

デル（模範となる人）となる女性管理職が存在しないから」は女性（21.7％）が男性（16.6％）

より 5.1ポイント高くなっています。 

 

  

女性従業員が少ない、または、いないから

必要な経験・スキルを有する女性がいないから

ロールモデル（模範となる人）となる女性管理
職が存在しないから

女性が管理職になることを希望しないから

昇進・昇格、責任ある業務は男性に割り当てら
れるなど、男性中心の企業風土が残っているか

ら

勤続年数が短く、管理職になる前に退職してし
まうから

将来管理職につく可能性のある女性はいるが、
役職につくための在籍年数を満たしていないか

ら

男性従業員が女性管理職を希望しないから

顧客が女性管理職をよく思わないから

その他

わからない

無回答

38.6

21.7

18.6

16.9

14.3

12.0

6.9

3.4

0.0

3.1

4.9

26.9

01020304050

38.9

22.9

21.7

21.1

17.7

11.4

4.6

5.1

0.0

4.0

3.4

25.7

39.9

21.5

16.6

11.7

11.0

13.5

9.8

1.8

0.0

2.5

4.9

27.6

0 10 20 30 40 50（％）（％）

全体（n=350） 女性（n=175） 男性（n=163）
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Ⅱ 在勤者調査 

問５-１：女性管理職が少ない要因【性・年齢別】 

 
                                                      （※表の上段が人数（人）、下段が割合（％））   

 性・年齢別にみると、すべての性・年齢で「女性従業員が少ない、または、いないから」が

最も高くなっています。 

 

 

全
体

必

要

な

経

験

・

ス

キ

ル

を

有

す

る

女

性

が

い

な

い

か

ら

女

性

が

管

理

職

に

な

る

こ

と

を

希

望

し

な

い

か

ら ロ
ー

ル

モ

デ

ル

（
模

範

と

な

る

人

）
と

な

る

女

性

管

理

職

が

存

在

し

な

い

か

ら

将

来

管

理

職

に

つ

く

可

能

性

の

あ

る

女

性

は

い

る

が

、
役

職

に

つ

く

た

め

の

在

籍

年

数

を

満

た

し

て

い

な

い

か

ら

勤

続

年

数

が

短

く

、
管

理

職

に

な

る

前

に

退

職

し

て

し

ま

う

か

ら

男

性

従

業

員

が

女

性

管

理

職

を

希

望

し

な

い

か

ら 昇

進

・

昇

格

、
責

任

あ

る

業

務

は

男

性

に

割

り

当

て

ら

れ

る

な

ど

、
男

性

中

心

の

企

業

風

土

が

残

っ

て

い

る

か

ら

顧

客

が

女

性

管

理

職

を

よ

く

思

わ

な

い

か

ら

女

性

従

業

員

が

少

な

い

、
ま

た

は

、
い

な

い

か

ら そ

の

他

わ

か

ら

な

い

無

回

答

350 76 59 65 24 42 12 50 0 135 11 17 94
100.0 21.7 16.9 18.6 6.9 12.0 3.4 14.3 0.0 38.6 3.1 4.9 26.9

175 40 37 38 8 20 9 31 0 68 7 6 45
100.0 22.9 21.1 21.7 4.6 11.4 5.1 17.7 0.0 38.9 4.0 3.4 25.7

25 3 1 5 3 3 0 3 0 11 1 3 6
100.0 12.0 4.0 20.0 12.0 12.0 0.0 12.0 0.0 44.0 4.0 12.0 24.0

40 8 12 9 1 7 0 5 0 16 1 1 12
100.0 20.0 30.0 22.5 2.5 17.5 0.0 12.5 0.0 40.0 2.5 2.5 30.0

54 12 15 14 2 5 6 10 0 19 1 0 16
100.0 22.2 27.8 25.9 3.7 9.3 11.1 18.5 0.0 35.2 1.9 0.0 29.6

47 15 8 8 1 2 2 11 0 19 3 2 10
100.0 31.9 17.0 17.0 2.1 4.3 4.3 23.4 0.0 40.4 6.4 4.3 21.3

8 2 1 2 1 2 1 1 0 3 1 0 1
100.0 25.0 12.5 25.0 12.5 25.0 12.5 12.5 0.0 37.5 12.5 0.0 12.5

1 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0
100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
163 35 19 27 16 22 3 18 0 65 4 8 45

100.0 21.5 11.7 16.6 9.8 13.5 1.8 11.0 0.0 39.9 2.5 4.9 27.6
18 2 2 0 3 2 0 1 0 8 0 3 6

100.0 11.1 11.1 0.0 16.7 11.1 0.0 5.6 0.0 44.4 0.0 16.7 33.3
40 6 4 8 1 5 3 5 0 17 1 2 10

100.0 15.0 10.0 20.0 2.5 12.5 7.5 12.5 0.0 42.5 2.5 5.0 25.0
34 7 5 3 2 4 0 5 0 10 0 1 12

100.0 20.6 14.7 8.8 5.9 11.8 0.0 14.7 0.0 29.4 0.0 2.9 35.3
52 14 7 9 7 9 0 5 0 19 3 1 16

100.0 26.9 13.5 17.3 13.5 17.3 0.0 9.6 0.0 36.5 5.8 1.9 30.8
15 4 1 6 2 1 0 2 0 7 0 1 1

100.0 26.7 6.7 40.0 13.3 6.7 0.0 13.3 0.0 46.7 0.0 6.7 6.7
4 2 0 1 1 1 0 0 0 4 0 0 0

100.0 50.0 0.0 25.0 25.0 25.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
12 1 3 0 - 0 0 1 0 2 0 3 4

100.0 8.3 25.0 0.0 - 0.0 0.0 8.3 0.0 16.7 0.0 25.0 33.3

全体

性

・

年

齢

別

女

性

女性合計

29歳以下

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

無回答

答えたくない
無回答

70歳以上

無回答

男

性

男性合計

70歳以上

29歳以下

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳
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問１：「家庭生活」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性（52.0％）が男性（41.0％）よりも 11.0

ポイント高くなっています。 

 性・年齢別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性 50～59歳（77.8％）で８割近くと

なっています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

（％）

女
性

男
性

47.1

52.0

45.5

52.2

51.4

77.8

37.2

50.0

41.0

30.0

41.2

52.0

34.5

38.9

46.2

19.5

17.9

27.3

8.7

20.0

8.3

18.6

22.2

21.7

15.0

23.5

4.0

37.9

22.2

23.1

17.9

18.4

18.2

30.4

8.6

5.6

30.2

19.4

16.3

30.0

5.9

4.0

17.2

11.1

25.6

5.3

3.1

4.5

0.0

5.7

5.6

2.3

0.0

8.4

20.0

17.6

12.0

3.4

5.6

2.6

9.4

7.1

0.0

8.7

14.3

2.8

9.3

5.6

12.7

5.0

11.8

28.0

6.9

22.2

2.6

0.8

1.5

4.5

0.0

0.0

0.0

2.3

2.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅱ 在勤者調査 

問６：育児休業・介護休業の取得環境 

あなたの職場では、育児休業や介護休業を取得できる環境が整備されていますか。（制

度の整備、業務体制など）（○は１つ） 

問６：育児休業・介護休業の取得環境 

 

「整備されている」（86.9％）が９割近くとなっています。 

前回調査と比較すると、「整備されている」は 15.3ポイント増加しています。 

性別にみると、「整備されている」は女性（88.6％）が男性（84.7％）より 3.9ポイント高く

なっています。 

 性・年齢別にみると、男性 50～59歳（94.2％）で９割半ばとなっています。 

 

  

ｎ　

(350)

(532)

全体 (175)

29歳以下 (25)

30～39歳 (40)

40～49歳 (54)

50～59歳 (47)

60～69歳 (8)

70歳以上 (1)

全体 (163)

29歳以下 (18)

30～39歳 (40)

40～49歳 (34)

50～59歳 (52)

60～69歳 (15)

70歳以上 (4)

（％）

女
性

男
性

前回（R元）調査

今回（R7）調査

整備されている 整備されていない わからない 無回答

86.9

71.6

88.6

88.0

90.0

90.7

91.5

50.0

100.0

84.7

83.3

72.5

91.2

94.2

73.3

75.0

6.9

16.2

6.3

8.0

2.5

3.7

6.4

37.5

0.0

8.0

5.6

12.5

2.9

5.8

13.3

25.0

6.3

11.8

5.1

4.0

7.5

5.6

2.1

12.5

0.0

7.4

11.1

15.0

5.9

0.0

13.3

0.0

0.0

0.4

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅰ 在住者調査 

問１：「仕事」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「仕事」の優先度「３」は男性（29.5％）が女性（23.0％）より 6.5ポイン

ト高くなっています。 

性・年齢別にみると、「仕事」の優先度「１」は男性 50～59歳（44.8％）で４割半ばとなっ

ています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

女
性

男
性

（％）

24.3

22.4

22.7

26.1

31.4

25.0

20.9

11.1

25.9

15.0

17.6

36.0

44.8

22.2

17.9

25.1

27.0

45.5

34.8

25.7

22.2

16.3

27.8

23.5

20.0

41.2

28.0

17.2

19.4

23.1

25.9

23.0

18.2

21.7

20.0

25.0

23.3

27.8

29.5

55.0

29.4

16.0

24.1

36.1

23.1

11.0

12.8

9.1

13.0

17.1

13.9

16.3

5.6

8.4

5.0

0.0

12.0

10.3

5.6

12.8

12.0

12.2

4.5

4.3

5.7

11.1

18.6

22.2

12.7

5.0

11.8

8.0

3.4

16.7

23.1

1.6

2.6

0.0

0.0

0.0

2.8

4.7

5.6

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅱ 在勤者調査 

問６：育児休業・介護休業の取得環境 

あなたの職場では、育児休業や介護休業を取得できる環境が整備されていますか。（制

度の整備、業務体制など）（○は１つ） 

問６：育児休業・介護休業の取得環境 

 

「整備されている」（86.9％）が９割近くとなっています。 

前回調査と比較すると、「整備されている」は 15.3ポイント増加しています。 

性別にみると、「整備されている」は女性（88.6％）が男性（84.7％）より 3.9ポイント高く

なっています。 

 性・年齢別にみると、男性 50～59歳（94.2％）で９割半ばとなっています。 

 

  

ｎ　

(350)

(532)

全体 (175)

29歳以下 (25)

30～39歳 (40)

40～49歳 (54)

50～59歳 (47)

60～69歳 (8)

70歳以上 (1)

全体 (163)

29歳以下 (18)

30～39歳 (40)

40～49歳 (34)

50～59歳 (52)

60～69歳 (15)

70歳以上 (4)

（％）

女
性

男
性

前回（R元）調査

今回（R7）調査

整備されている 整備されていない わからない 無回答

86.9

71.6

88.6

88.0

90.0

90.7

91.5

50.0

100.0

84.7

83.3

72.5

91.2

94.2

73.3

75.0

6.9

16.2

6.3

8.0

2.5

3.7

6.4

37.5

0.0

8.0

5.6

12.5

2.9

5.8

13.3

25.0

6.3

11.8

5.1

4.0

7.5

5.6

2.1

12.5

0.0

7.4

11.1

15.0

5.9

0.0

13.3

0.0

0.0

0.4

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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第
４
章 

資
料 
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第
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第
３
章 
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査
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果
の
分
析 

Ⅱ 在勤者調査 

問６：育児休業・介護休業の取得環境【従業員規模別】 

 
                       （※表の上段が人数（人）、下段が割合（％））   

 従業員規模別にみると、すべての従業員規模で「整備されている」が最も高くなっていま

す。 

全
体

整

備

さ

れ

て

い

る

整

備

さ

れ

て

い

な

い

わ

か

ら

な

い

無

回

答

350 304 24 22 0
100.0 86.9 6.9 6.3 0.0

80 58 11 11 0

100.0 72.5 13.8 13.8 0.0

116 97 8 11 0

100.0 83.6 6.9 9.5 0.0

98 97 1 0 0

100.0 99.0 1.0 0.0 0.0

51 48 3 0 0

100.0 94.1 5.9 0.0 0.0

5 4 1 0 0
100.0 80.0 20.0 0.0 0.0

全体

従

業

員

規

模

別

20人以下

21～100人

101～1,000人

1，001人以上

無回答
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章 
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第
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章 
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析 

Ⅰ 在住者調査 

   

第
４
章 

資
料 

問１：「家庭生活」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性（52.0％）が男性（41.0％）よりも 11.0

ポイント高くなっています。 

 性・年齢別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性 50～59歳（77.8％）で８割近くと

なっています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

（％）

女
性

男
性

47.1

52.0

45.5

52.2

51.4

77.8

37.2

50.0

41.0

30.0

41.2

52.0

34.5

38.9

46.2

19.5

17.9

27.3

8.7

20.0

8.3

18.6

22.2

21.7

15.0

23.5

4.0

37.9

22.2

23.1

17.9

18.4

18.2

30.4

8.6

5.6

30.2

19.4

16.3

30.0

5.9

4.0

17.2

11.1

25.6

5.3

3.1

4.5

0.0

5.7

5.6

2.3

0.0

8.4

20.0

17.6

12.0

3.4

5.6

2.6

9.4

7.1

0.0

8.7

14.3

2.8

9.3

5.6

12.7

5.0

11.8

28.0

6.9

22.2

2.6

0.8

1.5

4.5

0.0

0.0

0.0

2.3

2.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅱ 在勤者調査 

問７：育児休業・介護休業は取得しやすいか 

あなたの職場では、育児休業や介護休業を取得しやすい風土・職場の理解があると感じ

ますか。（○は１つ） 

問７：育児休業・介護休業は取得しやすいか 

 
 

 「感じる」（67.7％）が７割近くとなっています。 

 前回調査と比較すると、「感じる」は 13.8ポイント増加しています。 

 性別にみると、「感じる」は女性（72.0％）が男性（62.6％）より 9.4ポイント高くなってい

ます。 

 性・年齢別にみると「感じる」は女性 30～39歳（80.0％）で８割となっています。 

 

ｎ　

(350)

(352)

全体 (175)

29歳以下 (25)

30～39歳 (40)

40～49歳 (54)

50～59歳 (47)

60～69歳 (8)

70歳以上 (1)

全体 (163)

29歳以下 (18)

30～39歳 (40)

40～49歳 (34)

50～59歳 (52)

60～69歳 (15)

70歳以上 (4)

感じる 感じない わからない 無回答

（％）

女
性

男
性

前回（R元）調査

今回（R7）調査 67.7

53.9

72.0

56.0

80.0

75.9

74.5

37.5

100.0

62.6

66.7

47.5

50.0

76.9

73.3

75.0

14.0

22.9

12.0

12.0

7.5

9.3

12.8

50.0

0.0

17.2

11.1

20.0

23.5

15.4

13.3

0.0

18.3

22.7

16.0

32.0

12.5

14.8

12.8

12.5

0.0

20.2

22.2

32.5

26.5

7.7

13.3

25.0

0.0

0.4

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅰ 在住者調査 

問１：「仕事」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「仕事」の優先度「３」は男性（29.5％）が女性（23.0％）より 6.5ポイン

ト高くなっています。 

性・年齢別にみると、「仕事」の優先度「１」は男性 50～59歳（44.8％）で４割半ばとなっ

ています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

女
性

男
性

（％）

24.3

22.4

22.7

26.1

31.4

25.0

20.9

11.1

25.9

15.0

17.6

36.0

44.8

22.2

17.9

25.1

27.0

45.5

34.8

25.7

22.2

16.3

27.8

23.5

20.0

41.2

28.0

17.2

19.4

23.1

25.9

23.0

18.2

21.7

20.0

25.0

23.3

27.8

29.5

55.0

29.4

16.0

24.1

36.1

23.1

11.0

12.8

9.1

13.0

17.1

13.9

16.3

5.6

8.4

5.0

0.0

12.0

10.3

5.6

12.8

12.0

12.2

4.5

4.3

5.7

11.1

18.6

22.2

12.7

5.0

11.8

8.0

3.4

16.7

23.1

1.6

2.6

0.0

0.0

0.0

2.8

4.7

5.6

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅱ 在勤者調査 

問７：育児休業・介護休業は取得しやすいか 

あなたの職場では、育児休業や介護休業を取得しやすい風土・職場の理解があると感じ

ますか。（○は１つ） 

問７：育児休業・介護休業は取得しやすいか 

 
 

 「感じる」（67.7％）が７割近くとなっています。 

 前回調査と比較すると、「感じる」は 13.8ポイント増加しています。 

 性別にみると、「感じる」は女性（72.0％）が男性（62.6％）より 9.4ポイント高くなってい

ます。 

 性・年齢別にみると「感じる」は女性 30～39歳（80.0％）で８割となっています。 

 

ｎ　

(350)

(352)

全体 (175)

29歳以下 (25)

30～39歳 (40)

40～49歳 (54)

50～59歳 (47)

60～69歳 (8)

70歳以上 (1)

全体 (163)

29歳以下 (18)

30～39歳 (40)

40～49歳 (34)

50～59歳 (52)

60～69歳 (15)

70歳以上 (4)

感じる 感じない わからない 無回答

（％）

女
性

男
性

前回（R元）調査

今回（R7）調査 67.7

53.9

72.0

56.0

80.0

75.9

74.5

37.5

100.0

62.6

66.7

47.5

50.0

76.9

73.3

75.0

14.0

22.9

12.0

12.0

7.5

9.3

12.8

50.0

0.0

17.2

11.1

20.0

23.5

15.4

13.3

0.0

18.3

22.7

16.0

32.0

12.5

14.8

12.8

12.5

0.0

20.2

22.2

32.5

26.5

7.7

13.3

25.0

0.0

0.4

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅱ 在勤者調査 

問７：育児休業・介護休業は取得しやすいか【従業員規模別】 

 
                       （※表の上段が人数（人）、下段が割合（％））   

 従業員規模別にみると、すべての従業員規模で「感じる」が最も高くなっています。  

全
体

感

じ

る

感

じ

な

い

わ

か

ら

な

い

無

回

答

350 237 49 64 0
100.0 67.7 14.0 18.3 0.0

80 48 14 18 0

100.0 60.0 17.5 22.5 0.0

116 71 24 21 0

100.0 61.2 20.7 18.1 0.0

98 71 6 21 0

100.0 72.4 6.1 21.4 0.0

51 42 5 4 0

100.0 82.4 9.8 7.8 0.0

5 5 0 0 0
100.0 100.0 0.0 0.0 0.0

全体

従

業

員

規

模

別

20人以下

21～100人

101～1,000人

1，001人以上

無回答
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Ⅰ 在住者調査 

   

第
４
章 

資
料 

問１：「家庭生活」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性（52.0％）が男性（41.0％）よりも 11.0

ポイント高くなっています。 

 性・年齢別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性 50～59歳（77.8％）で８割近くと

なっています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

（％）

女
性

男
性

47.1

52.0

45.5

52.2

51.4

77.8

37.2

50.0

41.0

30.0

41.2

52.0

34.5

38.9

46.2

19.5

17.9

27.3

8.7

20.0

8.3

18.6

22.2

21.7

15.0

23.5

4.0

37.9

22.2

23.1

17.9

18.4

18.2

30.4

8.6

5.6

30.2

19.4

16.3

30.0

5.9

4.0

17.2

11.1

25.6

5.3

3.1

4.5

0.0

5.7

5.6

2.3

0.0

8.4

20.0

17.6

12.0

3.4

5.6

2.6

9.4

7.1

0.0

8.7

14.3

2.8

9.3

5.6

12.7

5.0

11.8

28.0

6.9

22.2

2.6

0.8

1.5

4.5

0.0

0.0

0.0

2.3

2.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅱ 在勤者調査 

問８：職場の働き方改革、育児・介護支援策の導入状況 

次の勤務形態や取組のうち、あなたの職場で現在、行われているものはありますか。 

（○はいくつでも） 

問８：職場の働き方改革、育児・介護支援策の導入状況 

 

 

 「半日・時間単位の有給休暇制度」（76.6％）が８割近くで最も多くなっています。次いで

「有給休暇取得の奨励」（74.6％）、「パソコンやタブレット等の導入による業務システムや社

内情報ネットワークの構築」（58.0％）、「長時間労働の是正（ノー残業デーの設定、業務時間

外会議の禁止、残業時間の制限）」（51.1％）などの順となっています。  

半日・時間単位の有給休暇制度

有給休暇取得の奨励

パソコンやタブレット等の導入による業務シス
テムや社内情報ネットワークの構築

長時間労働の是正（ノー残業デーの設定、業務
時間外会議の禁止、残業時間の制限）

勤務形態の多様化（フレックスタイム制、交替
制、始業・終業時間の繰上げ・繰下げ、裁量労

働制・事業場外みなし労働時間制）

配偶者の出産時の休暇

働きやすい職場の環境整備（短時間勤務、事業
所内託児所の設置、育児や介護を理由とする転

勤への配慮）

テレワーク（在宅勤務）の推進

妊娠中等の通院休暇・妊娠中の時差出勤

就業形態の移行（正社員 ⇔ パート・アルバイ
ト）

同一労働同一賃金

電子商取引の導入

再雇用制度（育児・介護を理由とした退職者の
再雇用）

副業・兼業の承認

育児・介護サービスの利用に対する経済的補助

その他

わからない

特にない

無回答

76.6

74.6

58.0

51.1

50.3

46.9

43.7

36.9

36.0

23.4

21.4

21.4

21.1

18.6

10.0

0.6

1.4

1.4

0.0

63.9

69.0

47.0

55.1

36.3

34.6

36.8

19.0

33.5

23.3

8.8

6.0

19.2

11.7

7.0

0.9

2.8

020406080100

77.7

70.9

51.4

48.6

46.9

46.3

47.4

38.3

40.0

23.4

18.9

17.1

20.0

20.0

9.7

1.1

1.7

2.9

0.0

74.8

77.9

65.0

52.8

52.8

47.9

38.7

35.6

31.3

22.7

23.9

25.2

22.1

17.2

9.2

0.0

1.2

0.0

0.0

0 20 40 60 80 100（％）（％）

全体（n=350） 前回（R元）調査（n=532） 女性（n=175） 男性（n=163）
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Ⅰ 在住者調査 

問１：「仕事」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「仕事」の優先度「３」は男性（29.5％）が女性（23.0％）より 6.5ポイン

ト高くなっています。 

性・年齢別にみると、「仕事」の優先度「１」は男性 50～59歳（44.8％）で４割半ばとなっ

ています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

女
性

男
性

（％）

24.3

22.4

22.7

26.1

31.4

25.0

20.9

11.1

25.9

15.0

17.6

36.0

44.8

22.2

17.9

25.1

27.0

45.5

34.8

25.7

22.2

16.3

27.8

23.5

20.0

41.2

28.0

17.2

19.4

23.1

25.9

23.0

18.2

21.7

20.0

25.0

23.3

27.8

29.5

55.0

29.4

16.0

24.1

36.1

23.1

11.0

12.8

9.1

13.0

17.1

13.9

16.3

5.6

8.4

5.0

0.0

12.0

10.3

5.6

12.8

12.0

12.2

4.5

4.3

5.7

11.1

18.6

22.2

12.7

5.0

11.8

8.0

3.4

16.7

23.1

1.6

2.6

0.0

0.0

0.0

2.8

4.7

5.6

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅱ 在勤者調査 

問８：職場の働き方改革、育児・介護支援策の導入状況 

次の勤務形態や取組のうち、あなたの職場で現在、行われているものはありますか。 

（○はいくつでも） 

問８：職場の働き方改革、育児・介護支援策の導入状況 

 

 

 「半日・時間単位の有給休暇制度」（76.6％）が８割近くで最も多くなっています。次いで

「有給休暇取得の奨励」（74.6％）、「パソコンやタブレット等の導入による業務システムや社

内情報ネットワークの構築」（58.0％）、「長時間労働の是正（ノー残業デーの設定、業務時間

外会議の禁止、残業時間の制限）」（51.1％）などの順となっています。  

半日・時間単位の有給休暇制度

有給休暇取得の奨励

パソコンやタブレット等の導入による業務シス
テムや社内情報ネットワークの構築

長時間労働の是正（ノー残業デーの設定、業務
時間外会議の禁止、残業時間の制限）

勤務形態の多様化（フレックスタイム制、交替
制、始業・終業時間の繰上げ・繰下げ、裁量労

働制・事業場外みなし労働時間制）

配偶者の出産時の休暇

働きやすい職場の環境整備（短時間勤務、事業
所内託児所の設置、育児や介護を理由とする転

勤への配慮）

テレワーク（在宅勤務）の推進

妊娠中等の通院休暇・妊娠中の時差出勤

就業形態の移行（正社員 ⇔ パート・アルバイ
ト）

同一労働同一賃金

電子商取引の導入

再雇用制度（育児・介護を理由とした退職者の
再雇用）

副業・兼業の承認

育児・介護サービスの利用に対する経済的補助

その他

わからない

特にない

無回答

76.6

74.6

58.0

51.1

50.3

46.9

43.7

36.9

36.0

23.4

21.4

21.4

21.1

18.6

10.0

0.6

1.4

1.4

0.0

63.9

69.0

47.0

55.1

36.3

34.6

36.8

19.0

33.5

23.3

8.8

6.0

19.2

11.7

7.0

0.9

2.8

020406080100

77.7

70.9

51.4

48.6

46.9

46.3

47.4

38.3

40.0

23.4

18.9

17.1

20.0

20.0

9.7

1.1

1.7

2.9

0.0

74.8

77.9

65.0

52.8

52.8

47.9

38.7

35.6

31.3

22.7

23.9

25.2

22.1

17.2

9.2

0.0

1.2

0.0

0.0

0 20 40 60 80 100（％）（％）

全体（n=350） 前回（R元）調査（n=532） 女性（n=175） 男性（n=163）
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Ⅱ 在勤者調査 

前回調査と比較すると、ほとんどの項目で増加しています。 

 性別にみると、「パソコンやタブレット等の導入による業務システムや社内情報ネットワー

クの構築」は男性（65.0％）が女性（51.4％）より 13.6 ポイント高くなっています。一方、

「働きやすい職場の環境整備（短時間勤務、事業所内託児所の設置、育児や介護を理由とす

る転勤への配慮）」は女性（47.4％）が男性（38.7％）より 8.7 ポイント、「妊娠中等の通院

休暇・妊娠中の時差出勤」は女性（40.0％）が男性（31.3％）より 8.7 ポイント高くなって

います。 

問８：職場の働き方改革、育児・介護支援策の導入状況【従業員規模別】 

 
（※表の上段が人数（人）、下段が割合（％））                

 従業員規模別にみると、従業員 100 人以下では「半日・時間単位の有給休暇制度」が、従

業員 101人以上では「有給休暇取得の奨励」が最も高くなっています。 

全
体

長

時

間

労

働

の

是

正

（
ノ
ー

残

業

デ
ー

の

設

定

、
業

務

時

間

外

会

議

の

禁

止

、
残

業

時

間

の

制

限

）

有

給

休

暇

取

得

の

奨

励

働

き

や

す

い

職

場

の

環

境

整

備

（
短

時

間

勤

務

、
事

業

所

内

託

児

所

の

設

置

、
育

児

や

介

護

を

理

由

と

す

る

転

勤

へ

の

配

慮

）

テ

レ

ワ
ー

ク

（
在

宅

勤

務

）
の

推

進

勤

務

形

態

の

多

様

化

（
フ

レ

ッ

ク

ス

タ

イ

ム

制

、
交

替

制

、
始

業

・

終

業

時

間

の

繰

上

げ

・

繰

下

げ

、
裁

量

労

働

制

・

事

業

場

外

み

な

し

労

働

時

間

制

）

同

一

労

働

同

一

賃

金

副

業

・

兼

業

の

承

認

パ

ソ

コ

ン

や

タ

ブ

レ

ッ

ト

等

の

導

入

に

よ

る

業

務

シ

ス

テ

ム

や

社

内

情

報

ネ

ッ

ト

ワ
ー

ク

の

構

築

電

子

商

取

引

の

導

入

妊

娠

中

等

の

通

院

休

暇

・

妊

娠

中

の

時

差

出

勤

350 179 261 153 129 176 75 65 203 75 126
100.0 51.1 74.6 43.7 36.9 50.3 21.4 18.6 58.0 21.4 36.0

80 35 54 29 26 38 12 12 39 14 22

100.0 43.8 67.5 36.3 32.5 47.5 15.0 15.0 48.8 17.5 27.5

116 51 81 35 27 43 15 19 60 19 27

100.0 44.0 69.8 30.2 23.3 37.1 12.9 16.4 51.7 16.4 23.3

98 55 77 51 44 54 26 17 63 21 42

100.0 56.1 78.6 52.0 44.9 55.1 26.5 17.3 64.3 21.4 42.9

51 35 46 34 30 37 21 16 38 19 32

100.0 68.6 90.2 66.7 58.8 72.5 41.2 31.4 74.5 37.3 62.7

5 3 3 4 2 4 1 1 3 2 3
100.0 60.0 60.0 80.0 40.0 80.0 20.0 20.0 60.0 40.0 60.0

全
体

配

偶

者

の

出

産

時

の

休

暇

半

日

・

時

間

単

位

の

有

給

休

暇

制

度

再

雇

用

制

度

（
育

児

・

介

護

を

理

由

と

し

た

退

職

者

の

再

雇

用

）

就

業

形

態

の

移

行

（
正

社

員

 

⇔

 

パ
ー

ト

・

ア

ル

バ

イ

ト

）

育

児

・

介

護

サ
ー

ビ

ス

の

利

用

に

対

す

る

経

済

的

補

助

そ

の

他

わ

か

ら

な

い

特

に

な

い

無

回

答

350 164 268 74 82 35 2 5 5 0
100.0 46.9 76.6 21.1 23.4 10.0 0.6 1.4 1.4 0.0

80 31 56 7 11 2 0 3 1 0
100.0 38.8 70.0 8.8 13.8 2.5 0.0 3.8 1.3 0.0

116 38 87 12 25 1 0 2 2 0
100.0 32.8 75.0 10.3 21.6 0.9 0.0 1.7 1.7 0.0

98 52 76 27 27 15 0 0 0 0
100.0 53.1 77.6 27.6 27.6 15.3 0.0 0.0 0.0 0.0

51 39 45 27 16 17 2 0 2 0
100.0 76.5 88.2 52.9 31.4 33.3 3.9 0.0 3.9 0.0

5 4 4 1 3 0 0 0 0 0
100.0 80.0 80.0 20.0 60.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

全体

従

業

員

規

模

別

20人以下

21～100人

101～1,000人

1，001人以上

無回答

全体

従

業

員

規

模

別

20人以下

21～100人

101～1,000人

1，001人以上

無回答
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問１：「家庭生活」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性（52.0％）が男性（41.0％）よりも 11.0

ポイント高くなっています。 

 性・年齢別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性 50～59歳（77.8％）で８割近くと

なっています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

（％）

女
性

男
性

47.1

52.0

45.5

52.2

51.4

77.8

37.2

50.0

41.0

30.0

41.2

52.0

34.5

38.9

46.2

19.5

17.9

27.3

8.7

20.0

8.3

18.6

22.2

21.7

15.0

23.5

4.0

37.9

22.2

23.1

17.9

18.4

18.2

30.4

8.6

5.6

30.2

19.4

16.3

30.0

5.9

4.0

17.2

11.1

25.6

5.3

3.1

4.5

0.0

5.7

5.6

2.3

0.0

8.4

20.0

17.6

12.0

3.4

5.6

2.6

9.4

7.1

0.0

8.7

14.3

2.8

9.3

5.6

12.7

5.0

11.8

28.0

6.9

22.2

2.6

0.8

1.5

4.5

0.0

0.0

0.0

2.3

2.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅱ 在勤者調査 

問９：ジェンダーに関わらず働きやすい職場環境を作るために重要なこと 

あなたは、ジェンダーに関わらず働きやすい職場環境を作るために、特にどのようなこ

とが重要だと思いますか。（○は３つまで） 

問９：ジェンダーに関わらず働きやすい職場環境を作るために重要なこと 

 

 

 「会社が従業員の状況を理解し、一人ひとりに応じた処遇や働き方を導入する」（42.3％）

が４割超えで最も多くなっています。次いで「労働時間の短縮やテレワークの推進などの労

働条件を改善する」（38.3％）、「職場で一人ひとりが努力し、お互いに協力する」（33.4％）な

どの順となっています。 

前回調査と比較すると、「セクシュアル・ハラスメントを防止する」は 17.7 ポイント増加

しています。 

 性別にみると、「ジェンダーによる賃金格差を是正する」は女性（26.9％）が男性（18.4％）よ

り 8.5ポイント高くなっています。 

会社が従業員の状況を理解し、一人ひとりに応じ
た処遇や働き方を導入する

労働時間の短縮やテレワークの推進などの労働条
件を改善する

職場で一人ひとりが努力し、お互いに協力する

育児・介護休業取得や短時間勤務を利用しても不
利な人事評価がなされないようにする

セクシュアル・ハラスメントを防止する

ジェンダーによる賃金格差を是正する

ワークシェアリング（雇用維持・労働時間短縮の
ため、仕事を分かち合うこと）などの雇用システ

ムを導入する

職種や職場配置のジェンダーによる公平化を図る

技術や技能の取得の機会を増やす

ジェンダーによる格差をなくすために積極的な改
善措置（ポジティブ・アクション）の導入を進め

る

その他

わからない

特にない

無回答

42.3

38.3

33.4

32.3

26.0

22.0

16.9

15.7

15.1

13.4

2.3

6.0

1.7

0.6

37.6

22.9

25.2

24.8

8.3

24.4

14.5

18.0

12.0

15.8

2.3

1.1

0.6

14.7

0204060

44.0

41.7

33.7

36.6

27.4

26.9

19.4

16.0

16.6

12.0

1.1

5.1

1.1

0.0

40.5

35.6

34.4

29.4

24.5

18.4

15.3

16.6

14.1

15.3

2.5

5.5

1.8

0.0

0 20 40 60（％）（％）

全体（n=350） 前回（R元）調査（n=532） 女性（n=175） 男性（n=163）
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Ⅰ 在住者調査 

問１：「仕事」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「仕事」の優先度「３」は男性（29.5％）が女性（23.0％）より 6.5ポイン

ト高くなっています。 

性・年齢別にみると、「仕事」の優先度「１」は男性 50～59歳（44.8％）で４割半ばとなっ

ています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

女
性

男
性

（％）

24.3

22.4

22.7

26.1

31.4

25.0

20.9

11.1

25.9

15.0

17.6

36.0

44.8

22.2

17.9

25.1

27.0

45.5

34.8

25.7

22.2

16.3

27.8

23.5

20.0

41.2

28.0

17.2

19.4

23.1

25.9

23.0

18.2

21.7

20.0

25.0

23.3

27.8

29.5

55.0

29.4

16.0

24.1

36.1

23.1

11.0

12.8

9.1

13.0

17.1

13.9

16.3

5.6

8.4

5.0

0.0

12.0

10.3

5.6

12.8

12.0

12.2

4.5

4.3

5.7

11.1

18.6

22.2

12.7

5.0

11.8

8.0

3.4

16.7

23.1

1.6

2.6

0.0

0.0

0.0

2.8

4.7

5.6

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅱ 在勤者調査 

問９：ジェンダーに関わらず働きやすい職場環境を作るために重要なこと 

あなたは、ジェンダーに関わらず働きやすい職場環境を作るために、特にどのようなこ

とが重要だと思いますか。（○は３つまで） 

問９：ジェンダーに関わらず働きやすい職場環境を作るために重要なこと 

 

 

 「会社が従業員の状況を理解し、一人ひとりに応じた処遇や働き方を導入する」（42.3％）

が４割超えで最も多くなっています。次いで「労働時間の短縮やテレワークの推進などの労

働条件を改善する」（38.3％）、「職場で一人ひとりが努力し、お互いに協力する」（33.4％）な

どの順となっています。 

前回調査と比較すると、「セクシュアル・ハラスメントを防止する」は 17.7 ポイント増加

しています。 

 性別にみると、「ジェンダーによる賃金格差を是正する」は女性（26.9％）が男性（18.4％）よ

り 8.5ポイント高くなっています。 

会社が従業員の状況を理解し、一人ひとりに応じ
た処遇や働き方を導入する

労働時間の短縮やテレワークの推進などの労働条
件を改善する

職場で一人ひとりが努力し、お互いに協力する

育児・介護休業取得や短時間勤務を利用しても不
利な人事評価がなされないようにする

セクシュアル・ハラスメントを防止する

ジェンダーによる賃金格差を是正する

ワークシェアリング（雇用維持・労働時間短縮の
ため、仕事を分かち合うこと）などの雇用システ

ムを導入する

職種や職場配置のジェンダーによる公平化を図る

技術や技能の取得の機会を増やす

ジェンダーによる格差をなくすために積極的な改
善措置（ポジティブ・アクション）の導入を進め

る

その他

わからない

特にない

無回答

42.3

38.3

33.4

32.3

26.0

22.0

16.9

15.7

15.1

13.4

2.3

6.0

1.7

0.6

37.6

22.9

25.2

24.8

8.3

24.4

14.5

18.0

12.0

15.8

2.3

1.1

0.6

14.7

0204060

44.0

41.7

33.7

36.6

27.4

26.9

19.4

16.0

16.6

12.0

1.1

5.1

1.1

0.0

40.5

35.6

34.4

29.4

24.5

18.4

15.3

16.6

14.1

15.3

2.5

5.5

1.8

0.0

0 20 40 60（％）（％）

全体（n=350） 前回（R元）調査（n=532） 女性（n=175） 男性（n=163）
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Ⅱ 在勤者調査 

問９：ジェンダーに関わらず働きやすい職場環境を作るために重要なこと【性・年齢別】 

 
（※表の上段が人数（人）、下段が割合（％））  

 性・年齢別にみると、女性の 29歳以下、40～49歳では「労働時間の短縮やテレワークの推

進などの労働条件を改善する」が、30～39歳では「会社が従業員の状況を理解し、一人ひと

りに応じた処遇や働き方を導入する」が、50～59歳では「会社が従業員の状況を理解し、一

人ひとりに応じた処遇や働き方を導入する」と「職場で一人ひとりが努力し、お互いに協力

する」が最も高くなっています。一方、男性の 30～39歳では「労働時間の短縮やテレワーク

の推進などの労働条件を改善する」が、40～59歳では「会社が従業員の状況を理解し、一人

ひとりに応じた処遇や働き方を導入する」が最も高くなっています。 
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・
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縮
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善

す

る

ワ
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（
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時

間

短

縮

の

た

め

、
仕

事

を
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合

う

こ

と

）
な

ど

の

雇

用

シ

ス

テ

ム

を

導

入

す

る

育

児

・

介

護

休
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取

得

や

短

時

間

勤

務

を

利

用

し

て

も

不

利

な

人

事

評

価

が

な

さ

れ

な

い

よ

う

に

す

る

職

種

や

職

場

配

置

の

ジ

ェ

ン

ダ
ー

に

よ

る

公

平
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を

図

る

技

術

や

技

能

の

取

得

の

機

会

を

増

や

す

会

社

が

従

業

員

の

状

況

を

理

解

し

、
一

人

ひ

と

り

に

応

じ

た

処

遇

や

働

き

方

を

導

入

す

る

職

場

で

一

人

ひ

と

り

が

努

力

し

、
お

互

い

に

協

力

す

る セ

ク

シ

ュ

ア

ル

・

ハ

ラ

ス

メ

ン

ト

を

防

止

す

る

そ

の

他

わ

か

ら

な

い

特

に

な

い

無

回

答

350 77 47 134 59 113 55 53 148 117 91 8 21 6 2
100.0 22.0 13.4 38.3 16.9 32.3 15.7 15.1 42.3 33.4 26.0 2.3 6.0 1.7 0.6

175 47 21 73 34 64 28 29 77 59 48 2 9 2 0
100.0 26.9 12.0 41.7 19.4 36.6 16.0 16.6 44.0 33.7 27.4 1.1 5.1 1.1 0.0

25 7 1 11 3 9 6 4 9 5 5 0 4 0 0
100.0 28.0 4.0 44.0 12.0 36.0 24.0 16.0 36.0 20.0 20.0 0.0 16.0 0.0 0.0

40 10 4 20 6 18 5 5 24 12 9 0 0 1 0
100.0 25.0 10.0 50.0 15.0 45.0 12.5 12.5 60.0 30.0 22.5 0.0 0.0 2.5 0.0

54 18 11 24 17 19 9 13 23 21 15 1 1 1 0
100.0 33.3 20.4 44.4 31.5 35.2 16.7 24.1 42.6 38.9 27.8 1.9 1.9 1.9 0.0

47 9 4 15 6 14 4 7 17 17 15 1 4 0 0
100.0 19.1 8.5 31.9 12.8 29.8 8.5 14.9 36.2 36.2 31.9 2.1 8.5 0.0 0.0

8 3 1 2 1 3 3 0 3 4 4 0 0 0 0
100.0 37.5 12.5 25.0 12.5 37.5 37.5 0.0 37.5 50.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0

1 0 0 1 1 1 1 0 1 0 0 0 0 0 0
100.0 0.0 0.0 100.0 100.0 100.0 100.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
163 30 25 58 25 48 27 23 66 56 40 4 9 3 0

100.0 18.4 15.3 35.6 15.3 29.4 16.6 14.1 40.5 34.4 24.5 2.5 5.5 1.8 0.0
18 6 3 9 5 9 2 6 6 6 6 0 0 0 0

100.0 33.3 16.7 50.0 27.8 50.0 11.1 33.3 33.3 33.3 33.3 0.0 0.0 0.0 0.0
40 7 4 18 6 14 2 5 17 14 11 1 1 2 0

100.0 17.5 10.0 45.0 15.0 35.0 5.0 12.5 42.5 35.0 27.5 2.5 2.5 5.0 0.0
34 5 6 12 5 13 8 1 14 9 7 0 3 1 0

100.0 14.7 17.6 35.3 14.7 0.0 23.5 2.9 41.2 26.5 20.6 0.0 8.8 2.9 0.0
52 10 9 14 8 10 10 8 23 19 11 3 3 0 0

100.0 19.2 17.3 26.9 15.4 0.0 19.2 15.4 44.2 36.5 21.2 5.8 5.8 0.0 0.0
15 1 1 5 1 2 3 1 6 7 3 0 2 0 0

100.0 6.7 6.7 33.3 6.7 0.0 20.0 6.7 40.0 46.7 20.0 0.0 13.3 0.0 0.0
4 1 2 0 0 0 2 2 0 1 2 0 0 0 0

100.0 25.0 50.0 0.0 0.0 0.0 50.0 50.0 0.0 25.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
12 0 1 3 0 1 0 1 5 2 3 2 3 1 2

100.0 0.0 8.3 25.0 0.0 8.3 0.0 8.3 41.7 16.7 25.0 16.7 25.0 8.3 16.7

全体

性

・

年

齢

別

女

性

女性合計

29歳以下

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

無回答

答えたくない
無回答

70歳以上

無回答

男

性

男性合計

70歳以上

29歳以下

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳
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問１：「家庭生活」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性（52.0％）が男性（41.0％）よりも 11.0

ポイント高くなっています。 

 性・年齢別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性 50～59歳（77.8％）で８割近くと

なっています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

（％）

女
性

男
性

47.1

52.0

45.5

52.2

51.4

77.8

37.2

50.0

41.0

30.0

41.2

52.0

34.5

38.9

46.2

19.5

17.9

27.3

8.7

20.0

8.3

18.6

22.2

21.7

15.0

23.5

4.0

37.9

22.2

23.1

17.9

18.4

18.2

30.4

8.6

5.6

30.2

19.4

16.3

30.0

5.9

4.0

17.2

11.1

25.6

5.3

3.1

4.5

0.0

5.7

5.6

2.3

0.0

8.4

20.0

17.6

12.0

3.4

5.6

2.6

9.4

7.1

0.0

8.7

14.3

2.8

9.3

5.6

12.7

5.0

11.8

28.0

6.9

22.2

2.6

0.8

1.5

4.5

0.0

0.0

0.0

2.3

2.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅱ 在勤者調査 

問９：ジェンダーに関わらず働きやすい職場環境を作るために重要なこと【性・就労状況別】 

 
（※表の上段が人数（人）、下段が割合（％））  

 従業員規模別にみると、従業員 20人以下では「労働時間の短縮やテレワークの推進などの

労働条件を改善する」が、従業員 21人以上では「会社が従業員の状況を理解し、一人ひとり

に応じた処遇や働き方を導入する」が最も高くなっています。 
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無

回
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350 77 47 134 59 113 55 53 148 117 91 8 21 6 2
100.0 22.0 13.4 38.3 16.9 32.3 15.7 15.1 42.3 33.4 26.0 2.3 6.0 1.7 0.6

80 26 10 30 19 20 12 11 20 25 18 1 6 1 0

100.0 32.5 12.5 37.5 23.8 25.0 15.0 13.8 25.0 31.3 22.5 1.3 7.5 1.3 0.0

116 24 14 40 11 38 13 24 54 47 32 2 5 1 2

100.0 20.7 12.1 34.5 9.5 32.8 11.2 20.7 46.6 40.5 27.6 1.7 4.3 0.9 1.7

98 21 15 40 14 32 19 13 48 30 28 3 6 4 0

100.0 21.4 15.3 40.8 14.3 32.7 19.4 13.3 49.0 30.6 28.6 3.1 6.1 4.1 0.0

51 6 8 22 15 22 11 5 23 13 12 2 4 0 0

100.0 11.8 15.7 43.1 29.4 43.1 21.6 9.8 45.1 25.5 23.5 3.9 7.8 0.0 0.0

5 0 0 2 0 1 0 0 3 2 1 0 0 0 0
100.0 0.0 0.0 40.0 0.0 20.0 0.0 0.0 60.0 40.0 20.0 0.0 0.0 0.0 0.0

全体

従

業

員

規

模

別

20人以下

21～100人

101～1,000人

1，001人以上

無回答
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Ⅰ 在住者調査 

問１：「仕事」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「仕事」の優先度「３」は男性（29.5％）が女性（23.0％）より 6.5ポイン

ト高くなっています。 

性・年齢別にみると、「仕事」の優先度「１」は男性 50～59歳（44.8％）で４割半ばとなっ

ています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

女
性

男
性

（％）

24.3

22.4

22.7

26.1

31.4

25.0

20.9

11.1

25.9

15.0

17.6

36.0

44.8

22.2

17.9

25.1

27.0

45.5

34.8

25.7

22.2

16.3

27.8

23.5

20.0

41.2

28.0

17.2

19.4

23.1

25.9

23.0

18.2

21.7

20.0

25.0

23.3

27.8

29.5

55.0

29.4

16.0

24.1

36.1

23.1

11.0

12.8

9.1

13.0

17.1

13.9

16.3

5.6

8.4

5.0

0.0

12.0

10.3

5.6

12.8

12.0

12.2

4.5

4.3

5.7

11.1

18.6

22.2

12.7

5.0

11.8

8.0

3.4

16.7

23.1

1.6

2.6

0.0

0.0

0.0

2.8

4.7

5.6

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅱ 在勤者調査 

問９：ジェンダーに関わらず働きやすい職場環境を作るために重要なこと【性・就労状況別】 

 
（※表の上段が人数（人）、下段が割合（％））  

 従業員規模別にみると、従業員 20人以下では「労働時間の短縮やテレワークの推進などの

労働条件を改善する」が、従業員 21人以上では「会社が従業員の状況を理解し、一人ひとり

に応じた処遇や働き方を導入する」が最も高くなっています。 

全
体

ジ

ェ

ン

ダ
ー

に

よ

る

賃

金

格

差

を

是

正

す

る

ジ

ェ

ン

ダ
ー

に

よ

る

格

差

を

な

く

す

た

め

に

積

極

的

な

改

善

措

置

（
ポ

ジ

テ

ィ

ブ

・

ア

ク

シ

ョ

ン

）
の

導

入

を

進

め

る

労

働

時

間

の

短

縮

や

テ

レ

ワ
ー

ク

の

推

進

な

ど

の

労

働

条

件

を

改

善

す

る

ワ
ー

ク

シ

ェ

ア

リ

ン

グ

（
雇

用

維

持

・

労

働

時

間

短

縮

の

た

め

、
仕

事

を

分

か

ち

合

う

こ

と

）
な

ど

の

雇

用

シ

ス

テ

ム

を

導

入

す

る

育

児

・

介

護

休

業

取

得

や

短

時

間

勤

務

を

利

用

し

て

も

不

利

な

人

事

評

価

が

な

さ

れ

な

い

よ

う

に

す

る

職

種

や

職

場

配

置

の

ジ

ェ

ン

ダ
ー

に

よ

る

公

平

化

を

図

る

技

術

や

技

能

の

取

得

の

機

会

を

増

や

す

会

社

が

従

業

員

の

状

況

を

理

解

し

、
一

人

ひ

と

り

に

応

じ

た

処

遇

や

働

き

方

を

導

入

す

る

職

場

で

一

人

ひ

と

り

が

努

力

し

、
お

互

い

に

協

力

す

る

セ

ク

シ

ュ

ア

ル

・

ハ

ラ

ス

メ

ン

ト

を

防

止

す

る

そ

の

他

わ

か

ら

な

い

特

に

な

い

無

回

答

350 77 47 134 59 113 55 53 148 117 91 8 21 6 2
100.0 22.0 13.4 38.3 16.9 32.3 15.7 15.1 42.3 33.4 26.0 2.3 6.0 1.7 0.6

80 26 10 30 19 20 12 11 20 25 18 1 6 1 0

100.0 32.5 12.5 37.5 23.8 25.0 15.0 13.8 25.0 31.3 22.5 1.3 7.5 1.3 0.0

116 24 14 40 11 38 13 24 54 47 32 2 5 1 2

100.0 20.7 12.1 34.5 9.5 32.8 11.2 20.7 46.6 40.5 27.6 1.7 4.3 0.9 1.7

98 21 15 40 14 32 19 13 48 30 28 3 6 4 0

100.0 21.4 15.3 40.8 14.3 32.7 19.4 13.3 49.0 30.6 28.6 3.1 6.1 4.1 0.0

51 6 8 22 15 22 11 5 23 13 12 2 4 0 0

100.0 11.8 15.7 43.1 29.4 43.1 21.6 9.8 45.1 25.5 23.5 3.9 7.8 0.0 0.0

5 0 0 2 0 1 0 0 3 2 1 0 0 0 0
100.0 0.0 0.0 40.0 0.0 20.0 0.0 0.0 60.0 40.0 20.0 0.0 0.0 0.0 0.0

全体

従

業

員

規

模

別

20人以下

21～100人

101～1,000人

1，001人以上

無回答
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Ⅱ 在勤者調査 

４ 働く場における女性の活躍推進について 

問 10：望ましい女性の働き方 

あなたは、女性の働き方について、どのようなことが望ましいと思いますか。 

（○は１つ） 

問 10：望ましい女性の働き方 

 
 「子どもができても、ずっと仕事を続ける方がよい」（55.1％）が５割半ばで最も多くなっ

ています。次いで「子どもができたら仕事をやめ、大きくなったら再び仕事を持つ方がよい」

（14.0％）、「子どもができるまでは、仕事を持つ方がよい」（1.7％）、「結婚するまでは仕事

を持つ方がよい」（0.9％）などの順となっています。  

ｎ　

(350)

(532)

全体 (175)

29歳以下 (25)

30～39歳 (40)

40～49歳 (54)

50～59歳 (47)

60～69歳 (8)

70歳以上 (1)

全体 (163)

29歳以下 (18)

30～39歳 (40)

40～49歳 (34)

50～59歳 (52)

60～69歳 (15)

70歳以上 (4)

男
性

今回（R7）調査

女性は
仕事を

持たない
方がよい

結婚する
までは
仕事を

持つ方が
よい

子どもが
できる

までは、
仕事を

持つ方が
よい

子どもが
できて

も、ずっ
と仕事を
続ける

方がよい

子どもが
できたら
仕事をや
め、大き
くなった
ら再び仕
事を持つ
方がよい

その他
わから
ない

前回（R元）調査

無回答

（％）

女
性

0.0

0.2

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.9

1.3

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

1.2

0.0

2.5

0.0

1.9

0.0

0.0

1.7

3.6

1.1

8.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

2.5

0.0

2.5

5.9

1.9

0.0

0.0

55.1

47.0

63.4

40.0

67.5

59.3

74.5

75.0

100.0

49.7

16.7

47.5

55.9

55.8

46.7

100.0

14.0

22.9

13.1

24.0

20.0

9.3

8.5

0.0

0.0

14.7

33.3

5.0

5.9

15.4

40.0

0.0

17.4

15.0

12.6

12.0

12.5

16.7

8.5

12.5

0.0

21.5

33.3

30.0

23.5

15.4

6.7

0.0

10.0

9.2

8.6

12.0

0.0

13.0

8.5

12.5

0.0

10.4

16.7

12.5

8.8

9.6

6.7

0.0

0.9

0.8

1.1

4.0

0.0

1.9

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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問１：「家庭生活」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性（52.0％）が男性（41.0％）よりも 11.0

ポイント高くなっています。 

 性・年齢別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性 50～59歳（77.8％）で８割近くと

なっています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

（％）

女
性

男
性

47.1

52.0

45.5

52.2

51.4

77.8

37.2

50.0

41.0

30.0

41.2

52.0

34.5

38.9

46.2

19.5

17.9

27.3

8.7

20.0

8.3

18.6

22.2

21.7

15.0

23.5

4.0

37.9

22.2

23.1

17.9

18.4

18.2

30.4

8.6

5.6

30.2

19.4

16.3

30.0

5.9

4.0

17.2

11.1

25.6

5.3

3.1

4.5

0.0

5.7

5.6

2.3

0.0

8.4

20.0

17.6

12.0

3.4

5.6

2.6

9.4

7.1

0.0

8.7

14.3

2.8

9.3

5.6

12.7

5.0

11.8

28.0

6.9

22.2

2.6

0.8

1.5

4.5

0.0

0.0

0.0

2.3

2.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅱ 在勤者調査 

 前回調査と比較すると、「子どもができても、ずっと仕事を続ける方がよい」は 8.1ポイン

ト増加しています。 

 性別にみると、「子どもができても、ずっと仕事を続ける方がよい」は女性（63.4％）が男

性（49.7％）より 13.7ポイント高くなっています。 

 性・年齢別にみると、「子どもができても、ずっと仕事を続ける方がよい」は女性 50～59歳

（74.5％）で７割半ばとなっています。 

 

 38 

Ⅰ 在住者調査 

問１：「仕事」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「仕事」の優先度「３」は男性（29.5％）が女性（23.0％）より 6.5ポイン

ト高くなっています。 

性・年齢別にみると、「仕事」の優先度「１」は男性 50～59歳（44.8％）で４割半ばとなっ

ています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

女
性

男
性

（％）

24.3

22.4

22.7

26.1

31.4

25.0

20.9

11.1

25.9

15.0

17.6

36.0

44.8

22.2

17.9

25.1

27.0

45.5

34.8

25.7

22.2

16.3

27.8

23.5

20.0

41.2

28.0

17.2

19.4

23.1

25.9

23.0

18.2

21.7

20.0

25.0

23.3

27.8

29.5

55.0

29.4

16.0

24.1

36.1

23.1

11.0

12.8

9.1

13.0

17.1

13.9

16.3

5.6

8.4

5.0

0.0

12.0

10.3

5.6

12.8

12.0

12.2

4.5

4.3

5.7

11.1

18.6

22.2

12.7

5.0

11.8

8.0

3.4

16.7

23.1

1.6

2.6

0.0

0.0

0.0

2.8

4.7

5.6

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅱ 在勤者調査 

 前回調査と比較すると、「子どもができても、ずっと仕事を続ける方がよい」は 8.1ポイン

ト増加しています。 

 性別にみると、「子どもができても、ずっと仕事を続ける方がよい」は女性（63.4％）が男

性（49.7％）より 13.7ポイント高くなっています。 

 性・年齢別にみると、「子どもができても、ずっと仕事を続ける方がよい」は女性 50～59歳

（74.5％）で７割半ばとなっています。 
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Ⅱ 在勤者調査 

問 11：女性が働き続けることや再就職の妨げになっていること 

あなたは、女性が結婚（事実婚を含む）や出産しても仕事を持ち続けたり、一度辞めて

から再び仕事を持とうとするときの妨げとして、どのようなことがあると思いますか。そ

れぞれについてお答えください。（○は３つまで） 

 

（１）女性が仕事を持ち続けるときの妨げ 

問 11（１）：女性が仕事を持ち続けるときの妨げ 

 
※「仕事に必要な最新の能力を身に付けるのが困難」については、令和元年度調査時は選択肢になかったため、上記の図には

掲載していません。  

 

「子育てと仕事の両立が難しい」（79.4％）が約８割で最も多くなっています。次いで「子

どもの預け先（保育園や学童保育など）が確保できない」（45.7％）、「家事と仕事の両立が難

しい」（38.3％）、「長時間労働などで男性が家事・子育てに参画できない」（31.4％）などの順

となっています。  

子育てと仕事の両立が難しい

子どもの預け先（保育園や学童保育など）が確
保できない

家事と仕事の両立が難しい

長時間労働などで男性が家事・子育てに参画で
きない

介護と仕事の両立が難しい

家族の協力や理解が得られない

職場に男性中心的な考え方が残っている

配偶者・パートナーの転勤

女性と男性で賃金や職種に差がある

能力や実績が正当に評価されない

女性自身の働く意欲が不足している

仕事に必要な最新の能力を身に付けるのが困難

その他

わからない

特にない

無回答

79.4

45.7

38.3

31.4

20.9

17.4

16.6

10.9

8.3

6.0

6.0

3.7

3.1

1.7

0.6

0.3

70.1

55.3

26.5

28.9

13.9

8.8

21.4

11.1

7.0

6.0

6.6

2.3

1.1

4.3

020406080100

77.1

42.3

41.1

35.4

26.9

18.9

18.9

11.4

10.9

7.4

5.1

4.6

4.0

1.7

0.0

0.0

81.6

50.3

35.0

28.2

13.5

15.3

15.3

11.0

6.1

4.9

6.7

2.5

2.5

1.2

1.2

0.0

0 20 40 60 80 100（％）（％）

全体（n=350） 前回（R元）調査（n=532） 女性（n=175） 男性（n=163）
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Ⅰ 在住者調査 

   

第
４
章 

資
料 

問１：「家庭生活」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性（52.0％）が男性（41.0％）よりも 11.0

ポイント高くなっています。 

 性・年齢別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性 50～59歳（77.8％）で８割近くと

なっています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

（％）

女
性

男
性

47.1

52.0

45.5

52.2

51.4

77.8

37.2

50.0

41.0

30.0

41.2

52.0

34.5

38.9

46.2

19.5

17.9

27.3

8.7

20.0

8.3

18.6

22.2

21.7

15.0

23.5

4.0

37.9

22.2

23.1

17.9

18.4

18.2

30.4

8.6

5.6

30.2

19.4

16.3

30.0

5.9

4.0

17.2

11.1

25.6

5.3

3.1

4.5

0.0

5.7

5.6

2.3

0.0

8.4

20.0

17.6

12.0

3.4

5.6

2.6

9.4

7.1

0.0

8.7

14.3

2.8

9.3

5.6

12.7

5.0

11.8

28.0

6.9

22.2

2.6

0.8

1.5

4.5

0.0

0.0

0.0

2.3

2.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅱ 在勤者調査 

 前回調査と比較すると、「家事と仕事の両立が難しい」は 11.8ポイント、「子育てと仕事の

両立が難しい」は 9.3 ポイント、「家族の協力や理解が得られない」は 8.6 ポイント、「介護

と仕事の両立が難しい」は 7.0ポイント増加しています。一方、「子どもの預け先（保育園や

学童保育など）が確保できない」は 9.6ポイント減少しています。 

 性別にみると、「介護と仕事の両立が難しい」は女性（26.9％）が男性（13.5％）より 13.4

ポイント、「長時間労働などで男性が家事・子育てに参画できない」は女性（35.4％）が 

男性（28.2％）より 7.2 ポイント、「家事と仕事の両立が難しい」は女性（41.1％）が男性

（35.0％）より 6.1ポイント高くなっています。 

 

問 11（１）：女性が仕事を持ち続けるときの妨げ【性・年齢別】 

 
（※表の上段が人数（人）、下段が割合（％））   

 性・年齢別にみると、すべての年齢で「子育てと仕事の両立が難しい」が最も高くなって

います。 

  

  

全
体

子

育

て

と

仕

事

の

両

立

が

難

し

い

家

事

と

仕

事

の

両

立

が

難

し

い

介

護

と

仕

事

の

両

立

が

難

し

い

女

性

と

男

性

で

賃

金

や

職

種

に

差

が

あ

る

家

族

の

協

力

や

理

解

が

得

ら

れ

な

い 長

時

間

労

働

な

ど

で

男

性

が

家

事

・

子

育

て

に

参

画

で

き

な

い

子

ど

も

の

預

け

先

（
保

育

園

や

学

童

保

育

な

ど

）
が

確

保

で

き

な

い

仕

事

に

必

要

な

最

新

の

能

力

を

身

に

付

け

る

の

が

困

難

能

力

や

実

績

が

正

当

に

評

価

さ

れ

な

い

職

場

に

男

性

中

心

的

な

考

え

方

が

残

っ

て

い

る

女

性

自

身

の

働

く

意

欲

が

不

足

し

て

い

る

配

偶

者

・

パ
ー

ト

ナ
ー

の

転

勤

そ

の

他

わ

か

ら

な

い

特

に

な

い

無

回

答

350 278 134 73 29 61 110 160 13 21 58 21 38 11 6 2 1
100.0 79.4 38.3 20.9 8.3 17.4 31.4 45.7 3.7 6.0 16.6 6.0 10.9 3.1 1.7 0.6 0.3

175 135 72 47 19 33 62 74 8 13 33 9 20 7 3 0 0
100.0 77.1 41.1 26.9 10.9 18.9 35.4 42.3 4.6 7.4 18.9 5.1 11.4 4.0 1.7 0.0 0.0

25 22 12 3 2 1 9 12 1 1 4 0 1 0 0 0 0
100.0 88.0 48.0 12.0 8.0 4.0 36.0 48.0 4.0 4.0 16.0 0.0 4.0 0.0 0.0 0.0 0.0

40 33 19 6 2 9 15 20 0 1 4 1 6 1 0 0 0
100.0 82.5 47.5 15.0 5.0 22.5 37.5 50.0 0.0 2.5 10.0 2.5 15.0 2.5 0.0 0.0 0.0

54 44 28 17 5 11 26 21 7 5 8 4 9 3 3 0 0
100.0 81.5 51.9 31.5 9.3 20.4 48.1 38.9 13.0 9.3 14.8 7.4 16.7 5.6 5.6 0.0 0.0

47 30 9 16 8 10 9 19 0 6 16 3 4 3 0 0 0
100.0 63.8 19.1 34.0 17.0 21.3 19.1 40.4 0.0 12.8 34.0 6.4 8.5 6.4 0.0 0.0 0.0

8 5 4 4 2 2 2 2 0 0 1 1 0 0 0 0 0
100.0 62.5 50.0 50.0 25.0 25.0 25.0 25.0 0.0 0.0 12.5 12.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

1 1 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
100.0 100.0 0.0 100.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
163 133 57 22 10 25 46 82 4 8 25 11 18 4 2 2 0

100.0 81.6 35.0 13.5 6.1 15.3 28.2 50.3 2.5 4.9 15.3 6.7 11.0 2.5 1.2 1.2 0.0
18 17 7 0 1 2 10 6 0 0 1 0 1 0 0 0 0

100.0 94.4 38.9 0.0 5.6 11.1 55.6 33.3 0.0 0.0 5.6 0.0 5.6 0.0 0.0 0.0 0.0
40 29 13 5 5 4 9 24 3 3 8 5 6 1 0 1 0

100.0 72.5 32.5 12.5 12.5 10.0 22.5 60.0 7.5 7.5 20.0 12.5 15.0 2.5 0.0 2.5 0.0
34 29 18 5 1 4 11 14 0 2 5 0 3 0 2 0 0

100.0 85.3 52.9 14.7 2.9 11.8 32.4 41.2 0.0 5.9 14.7 0.0 8.8 0.0 5.9 0.0 0.0
52 41 13 8 2 13 15 30 1 2 7 6 8 3 0 0 0

100.0 78.8 25.0 15.4 3.8 25.0 28.8 57.7 1.9 3.8 13.5 11.5 15.4 5.8 0.0 0.0 0.0
15 14 4 4 1 1 0 8 0 1 2 0 0 0 0 0 0

100.0 93.3 26.7 26.7 6.7 6.7 0.0 53.3 0.0 6.7 13.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
4 3 2 0 - 1 1 0 0 0 2 0 0 0 0 1 0

100.0 75.0 50.0 0.0 0.0 25.0 25.0 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 25.0 0.0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
12 10 5 4 0 3 2 4 1 0 0 1 0 0 1 0 1

100.0 83.3 41.7 33.3 0.0 25.0 16.7 33.3 8.3 0.0 0.0 8.3 0.0 0.0 8.3 0.0 8.3

全体

性

・

年

齢

別

女

性

女性合計

29歳以下

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

無回答

答えたくない
無回答

70歳以上

無回答

男

性

男性合計

70歳以上

29歳以下

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

 

 38 

Ⅰ 在住者調査 

問１：「仕事」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「仕事」の優先度「３」は男性（29.5％）が女性（23.0％）より 6.5ポイン

ト高くなっています。 

性・年齢別にみると、「仕事」の優先度「１」は男性 50～59歳（44.8％）で４割半ばとなっ

ています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

女
性

男
性

（％）

24.3

22.4

22.7

26.1

31.4

25.0

20.9

11.1

25.9

15.0

17.6

36.0

44.8

22.2

17.9

25.1

27.0

45.5

34.8

25.7

22.2

16.3

27.8

23.5

20.0

41.2

28.0

17.2

19.4

23.1

25.9

23.0

18.2

21.7

20.0

25.0

23.3

27.8

29.5

55.0

29.4

16.0

24.1

36.1

23.1

11.0

12.8

9.1

13.0

17.1

13.9

16.3

5.6

8.4

5.0

0.0

12.0

10.3

5.6

12.8

12.0

12.2

4.5

4.3

5.7

11.1

18.6

22.2

12.7

5.0

11.8

8.0

3.4

16.7

23.1

1.6

2.6

0.0

0.0

0.0

2.8

4.7

5.6

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅱ 在勤者調査 

 前回調査と比較すると、「家事と仕事の両立が難しい」は 11.8ポイント、「子育てと仕事の

両立が難しい」は 9.3 ポイント、「家族の協力や理解が得られない」は 8.6 ポイント、「介護

と仕事の両立が難しい」は 7.0ポイント増加しています。一方、「子どもの預け先（保育園や

学童保育など）が確保できない」は 9.6ポイント減少しています。 

 性別にみると、「介護と仕事の両立が難しい」は女性（26.9％）が男性（13.5％）より 13.4

ポイント、「長時間労働などで男性が家事・子育てに参画できない」は女性（35.4％）が 

男性（28.2％）より 7.2 ポイント、「家事と仕事の両立が難しい」は女性（41.1％）が男性

（35.0％）より 6.1ポイント高くなっています。 

 

問 11（１）：女性が仕事を持ち続けるときの妨げ【性・年齢別】 

 
（※表の上段が人数（人）、下段が割合（％））   

 性・年齢別にみると、すべての年齢で「子育てと仕事の両立が難しい」が最も高くなって

います。 

  

  

全
体

子

育

て

と

仕

事

の

両

立

が

難

し

い

家

事

と

仕

事

の

両

立

が

難

し

い

介

護

と

仕

事

の

両

立

が

難

し

い

女

性

と

男

性

で

賃

金

や

職

種

に

差

が

あ

る

家

族

の

協

力

や

理

解

が

得

ら

れ

な

い 長

時

間

労

働

な

ど

で

男

性

が

家

事

・

子

育

て

に

参

画

で

き

な

い

子

ど

も

の

預

け

先

（
保

育

園

や

学

童

保

育

な

ど

）
が

確

保

で

き

な

い

仕

事

に

必

要

な

最

新

の

能

力

を

身

に

付

け

る

の

が

困

難

能

力

や

実

績

が

正

当

に

評

価

さ

れ

な

い

職

場

に

男

性

中

心

的

な

考

え

方

が

残

っ

て

い

る

女

性

自

身

の

働

く

意

欲

が

不

足

し

て

い

る

配

偶

者

・

パ
ー

ト

ナ
ー

の

転

勤

そ

の

他

わ

か

ら

な

い

特

に

な

い

無

回

答

350 278 134 73 29 61 110 160 13 21 58 21 38 11 6 2 1
100.0 79.4 38.3 20.9 8.3 17.4 31.4 45.7 3.7 6.0 16.6 6.0 10.9 3.1 1.7 0.6 0.3

175 135 72 47 19 33 62 74 8 13 33 9 20 7 3 0 0
100.0 77.1 41.1 26.9 10.9 18.9 35.4 42.3 4.6 7.4 18.9 5.1 11.4 4.0 1.7 0.0 0.0

25 22 12 3 2 1 9 12 1 1 4 0 1 0 0 0 0
100.0 88.0 48.0 12.0 8.0 4.0 36.0 48.0 4.0 4.0 16.0 0.0 4.0 0.0 0.0 0.0 0.0

40 33 19 6 2 9 15 20 0 1 4 1 6 1 0 0 0
100.0 82.5 47.5 15.0 5.0 22.5 37.5 50.0 0.0 2.5 10.0 2.5 15.0 2.5 0.0 0.0 0.0

54 44 28 17 5 11 26 21 7 5 8 4 9 3 3 0 0
100.0 81.5 51.9 31.5 9.3 20.4 48.1 38.9 13.0 9.3 14.8 7.4 16.7 5.6 5.6 0.0 0.0

47 30 9 16 8 10 9 19 0 6 16 3 4 3 0 0 0
100.0 63.8 19.1 34.0 17.0 21.3 19.1 40.4 0.0 12.8 34.0 6.4 8.5 6.4 0.0 0.0 0.0

8 5 4 4 2 2 2 2 0 0 1 1 0 0 0 0 0
100.0 62.5 50.0 50.0 25.0 25.0 25.0 25.0 0.0 0.0 12.5 12.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

1 1 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
100.0 100.0 0.0 100.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
163 133 57 22 10 25 46 82 4 8 25 11 18 4 2 2 0

100.0 81.6 35.0 13.5 6.1 15.3 28.2 50.3 2.5 4.9 15.3 6.7 11.0 2.5 1.2 1.2 0.0
18 17 7 0 1 2 10 6 0 0 1 0 1 0 0 0 0

100.0 94.4 38.9 0.0 5.6 11.1 55.6 33.3 0.0 0.0 5.6 0.0 5.6 0.0 0.0 0.0 0.0
40 29 13 5 5 4 9 24 3 3 8 5 6 1 0 1 0

100.0 72.5 32.5 12.5 12.5 10.0 22.5 60.0 7.5 7.5 20.0 12.5 15.0 2.5 0.0 2.5 0.0
34 29 18 5 1 4 11 14 0 2 5 0 3 0 2 0 0

100.0 85.3 52.9 14.7 2.9 11.8 32.4 41.2 0.0 5.9 14.7 0.0 8.8 0.0 5.9 0.0 0.0
52 41 13 8 2 13 15 30 1 2 7 6 8 3 0 0 0

100.0 78.8 25.0 15.4 3.8 25.0 28.8 57.7 1.9 3.8 13.5 11.5 15.4 5.8 0.0 0.0 0.0
15 14 4 4 1 1 0 8 0 1 2 0 0 0 0 0 0

100.0 93.3 26.7 26.7 6.7 6.7 0.0 53.3 0.0 6.7 13.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
4 3 2 0 - 1 1 0 0 0 2 0 0 0 0 1 0

100.0 75.0 50.0 0.0 0.0 25.0 25.0 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 25.0 0.0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
12 10 5 4 0 3 2 4 1 0 0 1 0 0 1 0 1

100.0 83.3 41.7 33.3 0.0 25.0 16.7 33.3 8.3 0.0 0.0 8.3 0.0 0.0 8.3 0.0 8.3

全体

性

・

年

齢

別

女

性

女性合計

29歳以下

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

無回答

答えたくない
無回答

70歳以上

無回答

男

性

男性合計

70歳以上

29歳以下

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳
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Ⅱ 在勤者調査 

問 11（１）：女性が仕事を持ち続けるときの妨げ【性・結婚の状況別】 

 
（※表の上段が人数（人）、下段が割合（％））   

 性・結婚の状況別にみると、結婚している女性では「子育てと仕事の両立が難しい」（80.0％）

が８割となっています。 

問 11（１）：女性が仕事を持ち続けるときの妨げ【従業員規模別】 

 
（※表の上段が人数（人）、下段が割合（％））   

 従業員規模別にみると、すべての従業員規模で「子育てと仕事の両立が難しい」が最も高

くなっています。 

全
体

子

育

て

と

仕

事

の

両

立

が

難

し

い

家

事

と

仕

事

の

両

立

が

難

し

い

介

護

と

仕

事

の

両

立

が

難

し

い

女

性

と

男

性

で

賃

金

や

職

種

に

差

が

あ

る

家

族

の

協

力

や

理

解

が

得

ら

れ

な

い

長

時

間

労

働

な

ど

で

男

性

が

家

事

・

子

育

て

に

参

画

で

き

な

い

子

ど

も

の

預

け

先

（
保

育

園

や

学

童

保

育

な

ど

）
が

確

保

で

き

な

い

仕

事

に

必

要

な

最

新

の

能

力

を

身

に

付

け

る

の

が

困

難

能

力

や

実

績

が

正

当

に

評

価

さ

れ

な

い

職

場

に

男

性

中

心

的

な

考

え

方

が

残

っ

て

い

る

女

性

自

身

の

働

く

意

欲

が

不

足

し

て

い

る

配

偶

者

・

パ
ー

ト

ナ
ー

の

転

勤

そ

の

他

わ

か

ら

な

い

特

に

な

い

無

回

答

350 278 134 73 29 61 110 160 13 21 58 21 38 11 6 2 1
100.0 79.4 38.3 20.9 8.3 17.4 31.4 45.7 3.7 6.0 16.6 6.0 10.9 3.1 1.7 0.6 0.3

175 135 72 47 19 33 62 74 8 13 33 9 20 7 3 0 0
100.0 77.1 41.1 26.9 10.9 18.9 35.4 42.3 4.6 7.4 18.9 5.1 11.4 4.0 1.7 0.0 0.0

85 68 33 19 5 17 39 30 5 6 16 7 11 4 1 0 0
100.0 80.0 38.8 22.4 5.9 20.0 45.9 35.3 5.9 7.1 18.8 8.2 12.9 4.7 1.2 0.0 0.0

3 3 2 1 0 1 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0
100.0 100.0 66.7 33.3 0.0 33.3 0.0 33.3 0.0 0.0 0.0 0.0 33.3 0.0 0.0 0.0 0.0

22 17 9 7 3 6 6 13 1 1 3 1 2 0 0 0 0
100.0 77.3 40.9 31.8 13.6 27.3 27.3 59.1 4.5 4.5 13.6 4.5 9.1 0.0 0.0 0.0 0.0

62 45 26 19 9 8 16 29 1 4 12 1 5 2 2 0 0
100.0 72.6 41.9 30.6 14.5 12.9 25.8 46.8 1.6 6.5 19.4 1.6 8.1 3.2 3.2 0.0 0.0

3 2 2 1 2 1 1 1 1 2 2 0 1 1 0 0 0
100.0 66.7 66.7 33.3 66.7 33.3 33.3 33.3 33.3 66.7 66.7 0.0 33.3 33.3 0.0 0.0 0.0

163 133 57 22 10 25 46 82 4 8 25 11 18 4 2 2 0
100.0 81.6 35.0 13.5 6.1 15.3 28.2 50.3 2.5 4.9 15.3 6.7 11.0 2.5 1.2 1.2 0.0

112 93 40 15 5 18 33 58 3 7 17 9 11 3 1 2 0
100.0 83.0 35.7 13.4 4.5 16.1 29.5 51.8 2.7 6.3 15.2 8.0 9.8 2.7 0.9 1.8 0.0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

8 7 2 3 0 2 2 5 1 0 2 1 3 0 0 0 0
100.0 87.5 25.0 37.5 0.0 25.0 25.0 62.5 12.5 0.0 25.0 12.5 37.5 0.0 0.0 0.0 0.0

42 32 14 3 5 5 11 19 0 1 6 1 4 1 1 0 0
100.0 76.2 33.3 7.1 11.9 11.9 26.2 45.2 0.0 2.4 14.3 2.4 9.5 2.4 2.4 0.0 0.0

1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
100.0 100.0 100.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

12 10 5 4 0 3 2 4 1 0 0 1 0 0 1 0 1
100.0 83.3 41.7 33.3 0.0 25.0 16.7 33.3 8.3 0.0 0.0 8.3 0.0 0.0 8.3 0.0 8.3

男性合計

結婚している

事実婚をしている

結婚していた

結婚したことがない

無回答

全体

性

・

結

婚

の

状

況

別

女

性

女性合計

結婚している

事実婚をしている

結婚していた

答えたくない
無回答

結婚したことがない

無回答

男

性

全
体

子

育

て

と

仕

事

の

両

立

が

難

し

い

家

事

と

仕

事

の

両

立

が

難

し

い

介

護

と

仕

事

の

両

立

が

難

し

い

女

性

と

男

性

で

賃

金

や

職

種

に

差

が

あ

る

家

族

の

協

力

や

理

解

が

得

ら

れ

な

い

長

時

間

労

働

な

ど

で

男

性

が

家

事

・

子

育

て

に

参

画

で

き

な

い

子

ど

も

の

預

け

先

（
保

育

園

や

学

童

保

育

な

ど

）
が

確

保

で

き

な

い

仕

事

に

必

要

な

最

新

の

能

力

を

身

に

付

け

る

の

が

困

難

能

力

や

実

績

が

正

当

に

評

価

さ

れ

な

い

職

場

に

男

性

中

心

的

な

考

え

方

が

残

っ

て

い

る

女

性

自

身

の

働

く

意

欲

が

不

足

し

て

い

る

配

偶

者

・

パ
ー

ト

ナ
ー

の

転

勤

そ

の

他

わ

か

ら

な

い

特

に

な

い

無

回

答

350 278 134 73 29 61 110 160 13 21 58 21 38 11 6 2 1
100.0 79.4 38.3 20.9 8.3 17.4 31.4 45.7 3.7 6.0 16.6 6.0 10.9 3.1 1.7 0.6 0.3

80 57 25 17 5 11 28 31 5 7 14 2 9 3 3 2 0

100.0 71.3 31.3 21.3 6.3 13.8 35.0 38.8 6.3 8.8 17.5 2.5 11.3 3.8 3.8 2.5 0.0

116 94 38 24 12 22 32 56 3 4 19 8 10 3 1 0 1

100.0 81.0 32.8 20.7 10.3 19.0 27.6 48.3 2.6 3.4 16.4 6.9 8.6 2.6 0.9 0.0 0.9

98 79 45 20 11 16 32 46 4 8 14 8 9 2 1 0 0

100.0 80.6 45.9 20.4 11.2 16.3 32.7 46.9 4.1 8.2 14.3 8.2 9.2 2.0 1.0 0.0 0.0

51 44 24 12 1 11 17 24 1 1 10 3 9 3 1 0 0

100.0 86.3 47.1 23.5 2.0 21.6 33.3 47.1 2.0 2.0 19.6 5.9 17.6 5.9 2.0 0.0 0.0

5 4 2 0 0 1 1 3 0 1 1 0 1 0 0 0 0
100.0 80.0 40.0 0.0 0.0 20.0 20.0 60.0 0.0 20.0 20.0 0.0 20.0 0.0 0.0 0.0 0.0

全体

従

業

員

規

模

別

20人以下

21～100人

101～1,000人

1，001人以上

無回答
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第
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章 
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料 

問１：「家庭生活」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性（52.0％）が男性（41.0％）よりも 11.0

ポイント高くなっています。 

 性・年齢別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性 50～59歳（77.8％）で８割近くと

なっています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

（％）

女
性

男
性

47.1

52.0

45.5

52.2

51.4

77.8

37.2

50.0

41.0

30.0

41.2

52.0

34.5

38.9

46.2

19.5

17.9

27.3

8.7

20.0

8.3

18.6

22.2

21.7

15.0

23.5

4.0

37.9

22.2

23.1

17.9

18.4

18.2

30.4

8.6

5.6

30.2

19.4

16.3

30.0

5.9

4.0

17.2

11.1

25.6

5.3

3.1

4.5

0.0

5.7

5.6

2.3

0.0

8.4

20.0

17.6

12.0

3.4

5.6

2.6

9.4

7.1

0.0

8.7

14.3

2.8

9.3

5.6

12.7

5.0

11.8

28.0

6.9

22.2

2.6

0.8

1.5

4.5

0.0

0.0

0.0

2.3

2.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅱ 在勤者調査 

（２）一度辞めた女性が再び仕事を持とうとするときの妨げ 

問 11（２）：一度辞めた女性が再び仕事を持とうとするときの妨げ 

 

 

 「子育てと仕事の両立が難しい」（58.0％）が６割近くで最も多くなっています。次いで「子

どもの預け先（保育園や学童保育など）が確保できない」（40.6％）、「一度仕事を辞めた女性

を採用する事業所が少ない」（34.0％）、「家事と仕事の両立が難しい」（27.4％）などの順と

なっています。 

 前回調査と比較すると、「家族の協力や理解が得られない」は 8.0 ポイント、「子育てと仕

事の両立が難しい」は 6.9ポイント、「家事と仕事の両立が難しい」は 5.8ポイント増加して

います。 

 性別にみると、「子育てと仕事の両立が難しい」は男性（64.4％）が女性（51.4％）より 13.0

ポイント高くなっています。一方、「一度仕事を辞めた女性を採用する事業所が少ない」は女

性（44.0％）が男性（25.2％）より 18.8ポイント高くなっています。  

子育てと仕事の両立が難しい

子どもの預け先（保育園や学童保育など）が確
保できない

一度仕事を辞めた女性を採用する事業所が少な
い

家事と仕事の両立が難しい

長時間労働などで男性が家事・子育てに参画で
きない

家族の協力や理解が得られない

介護と仕事の両立が難しい

仕事に必要な最新の能力を身に付けるのが困難

職場に男性中心的な考え方が残っている

能力や実績が正当に評価されない

女性と男性で賃金や職種に差がある

女性自身の働く意欲が不足している

配偶者・パートナーの転勤

その他

わからない

特にない

無回答

58.0

40.6

34.0

27.4

22.0

16.3

15.1

12.9

9.7

9.1

7.7

7.7

6.9

2.3

2.9

1.1

0.3

51.1

40.4

36.3

21.6

17.9

8.3

10.5

16.9

13.9

9.4

6.2

7.9

4.9

2.8

2.4

4.1

020406080

51.4

38.3

44.0

24.6

25.7

16.0

18.3

17.7

10.9

13.1

12.6

8.6

5.7

4.0

2.9

0.6

0.0

64.4

44.8

25.2

30.1

18.4

16.6

10.4

8.0

9.2

4.9

3.1

6.7

8.6

0.6

1.8

1.8

0.0

0 20 40 60 80（％）（％）

全体（n=350） 前回（R元）調査（n=532） 女性（n=175） 男性（n=163）
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Ⅰ 在住者調査 

問１：「仕事」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「仕事」の優先度「３」は男性（29.5％）が女性（23.0％）より 6.5ポイン

ト高くなっています。 

性・年齢別にみると、「仕事」の優先度「１」は男性 50～59歳（44.8％）で４割半ばとなっ

ています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

女
性

男
性

（％）

24.3

22.4

22.7

26.1

31.4

25.0

20.9

11.1

25.9

15.0

17.6

36.0

44.8

22.2

17.9

25.1

27.0

45.5

34.8

25.7

22.2

16.3

27.8

23.5

20.0

41.2

28.0

17.2

19.4

23.1

25.9

23.0

18.2

21.7

20.0

25.0

23.3

27.8

29.5

55.0

29.4

16.0

24.1

36.1

23.1

11.0

12.8

9.1

13.0

17.1

13.9

16.3

5.6

8.4

5.0

0.0

12.0

10.3

5.6

12.8

12.0

12.2

4.5

4.3

5.7

11.1

18.6

22.2

12.7

5.0

11.8

8.0

3.4

16.7

23.1

1.6

2.6

0.0

0.0

0.0

2.8

4.7

5.6

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅱ 在勤者調査 

（２）一度辞めた女性が再び仕事を持とうとするときの妨げ 

問 11（２）：一度辞めた女性が再び仕事を持とうとするときの妨げ 

 

 

 「子育てと仕事の両立が難しい」（58.0％）が６割近くで最も多くなっています。次いで「子

どもの預け先（保育園や学童保育など）が確保できない」（40.6％）、「一度仕事を辞めた女性

を採用する事業所が少ない」（34.0％）、「家事と仕事の両立が難しい」（27.4％）などの順と

なっています。 

 前回調査と比較すると、「家族の協力や理解が得られない」は 8.0 ポイント、「子育てと仕

事の両立が難しい」は 6.9ポイント、「家事と仕事の両立が難しい」は 5.8ポイント増加して

います。 

 性別にみると、「子育てと仕事の両立が難しい」は男性（64.4％）が女性（51.4％）より 13.0

ポイント高くなっています。一方、「一度仕事を辞めた女性を採用する事業所が少ない」は女

性（44.0％）が男性（25.2％）より 18.8ポイント高くなっています。  

子育てと仕事の両立が難しい

子どもの預け先（保育園や学童保育など）が確
保できない

一度仕事を辞めた女性を採用する事業所が少な
い

家事と仕事の両立が難しい

長時間労働などで男性が家事・子育てに参画で
きない

家族の協力や理解が得られない

介護と仕事の両立が難しい

仕事に必要な最新の能力を身に付けるのが困難

職場に男性中心的な考え方が残っている

能力や実績が正当に評価されない

女性と男性で賃金や職種に差がある

女性自身の働く意欲が不足している

配偶者・パートナーの転勤

その他

わからない

特にない

無回答

58.0

40.6

34.0

27.4

22.0

16.3

15.1

12.9

9.7

9.1

7.7

7.7

6.9

2.3

2.9

1.1

0.3

51.1

40.4

36.3

21.6

17.9

8.3

10.5

16.9

13.9

9.4

6.2

7.9

4.9

2.8

2.4

4.1

020406080

51.4

38.3

44.0

24.6

25.7

16.0

18.3

17.7

10.9

13.1

12.6

8.6

5.7

4.0

2.9

0.6

0.0

64.4

44.8

25.2

30.1

18.4

16.6

10.4

8.0

9.2

4.9

3.1

6.7

8.6

0.6

1.8

1.8

0.0

0 20 40 60 80（％）（％）

全体（n=350） 前回（R元）調査（n=532） 女性（n=175） 男性（n=163）
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Ⅱ 在勤者調査 

問 11（２）：一度辞めた女性が再び仕事を持とうとするときの妨げ【性・年齢別】 

 
（※表の上段が人数（人）、下段が割合（％））   

 性・年齢別にみると、女性の 29歳以下では「子育てと仕事の両立が難しい」と「一度仕事

を辞めた女性を採用する事業所が少ない」が、30～39歳では「子育てと仕事の両立が難しい」

と「子どもの預け先（保育園や学童保育など）が確保できない」が、40～49歳では「子育て

と仕事の両立が難しい」が、50～59歳では「子どもの預け先（保育園や学童保育など）が確

保できない」が、60～69歳では「一度仕事を辞めた女性を採用する事業所が少ない」と「仕

事に必要な最新の能力を身に付けるのが困難」が最も高くなっています。一方、男性の 49歳

以下、60～69歳では「子育てと仕事の両立が難しい」が、50～59歳では「子どもの預け先（保

育園や学童保育など）が確保できない」が最も高くなっています。 

 

全
体

子

育

て

と

仕

事

の

両

立

が

難

し

い

家

事

と

仕

事

の

両

立

が

難

し

い

介

護

と

仕

事

の

両

立

が

難

し

い

女

性

と

男

性

で

賃

金

や

職

種

に

差

が

あ

る

家

族

の

協

力

や

理

解

が

得

ら

れ

な

い 長

時

間

労

働

な

ど

で

男

性

が

家

事

・

子

育

て

に

参

画

で

き

な

い

子

ど

も

の

預

け

先

（
保

育

園

や

学

童

保

育

な

ど

）
が

確

保

で

き

な

い

一

度

仕

事

を

辞

め

た

女

性

を

採

用

す

る

事

業

所

が

少

な

い

能

力

や

実

績

が

正

当

に

評

価

さ

れ

な

い

職

場

に

男

性

中

心

的

な

考

え

方

が

残

っ

て

い

る

仕

事

に

必

要

な

最

新

の

能

力

を

身

に

付

け

る

の

が

困

難

女

性

自

身

の

働

く

意

欲

が

不

足

し

て

い

る

配

偶

者

・

パ
ー

ト

ナ
ー

の

転

勤

そ

の

他

わ

か

ら

な

い

特

に

な

い

無

回

答

350 203 96 53 27 57 77 142 119 32 34 45 27 24 8 10 4 1
100.0 58.0 27.4 15.1 7.7 16.3 22.0 40.6 34.0 9.1 9.7 12.9 7.7 6.9 2.3 2.9 1.1 0.3

175 90 43 32 22 28 45 67 77 23 19 31 15 10 7 5 1 0
100.0 51.4 24.6 18.3 12.6 16.0 25.7 38.3 44.0 13.1 10.9 17.7 8.6 5.7 4.0 2.9 0.6 0.0

25 16 7 2 2 0 4 10 16 3 3 3 0 0 1 1 0 0
100.0 64.0 28.0 8.0 8.0 0.0 16.0 40.0 64.0 12.0 12.0 12.0 0.0 0.0 4.0 4.0 0.0 0.0

40 19 9 1 5 6 9 19 17 5 4 7 3 3 1 0 1 0
100.0 47.5 22.5 2.5 12.5 15.0 22.5 47.5 42.5 12.5 10.0 17.5 7.5 7.5 2.5 0.0 2.5 0.0

54 36 19 17 8 13 25 16 22 6 6 10 7 4 2 3 0 0
100.0 66.7 35.2 31.5 14.8 24.1 46.3 29.6 40.7 11.1 11.1 18.5 13.0 7.4 3.7 5.6 0.0 0.0

47 16 6 11 5 9 7 20 19 7 4 8 4 3 3 1 0 0
100.0 34.0 12.8 23.4 10.6 19.1 14.9 42.6 40.4 14.9 8.5 17.0 8.5 6.4 6.4 2.1 0.0 0.0

8 2 1 1 2 0 0 1 3 2 2 3 1 0 0 0 0 0
100.0 25.0 12.5 12.5 25.0 0.0 0.0 12.5 37.5 25.0 25.0 37.5 12.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

1 1 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
100.0 100.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
163 105 49 17 5 27 30 73 41 8 15 13 11 14 1 3 3 0

100.0 64.4 30.1 10.4 3.1 16.6 18.4 44.8 25.2 4.9 9.2 8.0 6.7 8.6 0.6 1.8 1.8 0.0
18 17 7 1 0 2 5 4 4 1 2 1 1 0 0 0 0 0

100.0 94.4 38.9 5.6 0.0 11.1 27.8 22.2 22.2 5.6 11.1 5.6 5.6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
40 26 10 2 2 5 8 19 12 2 3 5 2 5 0 0 2 0

100.0 65.0 25.0 5.0 5.0 12.5 20.0 47.5 30.0 5.0 7.5 12.5 5.0 12.5 0.0 0.0 5.0 0.0
34 25 15 5 1 5 7 14 6 2 5 3 2 2 0 2 0 0

100.0 73.5 44.1 14.7 2.9 14.7 20.6 41.2 17.6 5.9 14.7 8.8 5.9 5.9 0.0 5.9 0.0 0.0
52 26 9 6 1 13 9 30 13 3 3 3 6 7 1 0 0 0

100.0 50.0 17.3 11.5 1.9 25.0 17.3 57.7 25.0 5.8 5.8 5.8 11.5 13.5 1.9 0.0 0.0 0.0
15 9 6 3 1 1 1 6 5 0 0 1 0 0 0 1 0 0

100.0 60.0 40.0 20.0 6.7 6.7 6.7 40.0 33.3 0.0 0.0 6.7 0.0 0.0 0.0 6.7 0.0 0.0
4 2 2 0 0 1 0 0 1 0 2 0 0 0 0 0 1 0

100.0 50.0 50.0 0.0 0.0 25.0 0.0 0.0 25.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 25.0 0.0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
12 8 4 4 0 2 2 2 1 1 0 1 1 0 0 2 0 1

100.0 66.7 33.3 33.3 0.0 16.7 16.7 16.7 8.3 8.3 0.0 8.3 8.3 0.0 0.0 16.7 0.0 8.3

全体

性

・

年

齢

別

女

性

女性合計

29歳以下

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

無回答

答えたくない
無回答

70歳以上

無回答

男

性

男性合計

70歳以上

29歳以下

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳
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要 

   

第
３
章 

調
査
結
果
の
分
析 

Ⅰ 在住者調査 

   

第
４
章 

資
料 

問１：「家庭生活」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性（52.0％）が男性（41.0％）よりも 11.0

ポイント高くなっています。 

 性・年齢別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性 50～59歳（77.8％）で８割近くと

なっています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

（％）

女
性

男
性

47.1

52.0

45.5

52.2

51.4

77.8

37.2

50.0

41.0

30.0

41.2

52.0

34.5

38.9

46.2

19.5

17.9

27.3

8.7

20.0

8.3

18.6

22.2

21.7

15.0

23.5

4.0

37.9

22.2

23.1

17.9

18.4

18.2

30.4

8.6

5.6

30.2

19.4

16.3

30.0

5.9

4.0

17.2

11.1

25.6

5.3

3.1

4.5

0.0

5.7

5.6

2.3

0.0

8.4

20.0

17.6

12.0

3.4

5.6

2.6

9.4

7.1

0.0

8.7

14.3

2.8

9.3

5.6

12.7

5.0

11.8

28.0

6.9

22.2

2.6

0.8

1.5

4.5

0.0

0.0

0.0

2.3

2.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅱ 在勤者調査 

問 11（２）：一度辞めた女性が再び仕事を持とうとするときの妨げ【性・結婚の状況別】 

 
（※表の上段が人数（人）、下段が割合（％））   

 性・結婚の状況別にみると、結婚している女性では「子育てと仕事の両立が難しい」（50.6％）

は約５割となっています。 

問 11（２）：一度辞めた女性が再び仕事を持とうとするときの妨げ【従業員規模別】 

 
（※表の上段が人数（人）、下段が割合（％））   

 従業員規模別にみると、すべての従業員規模で「子育てと仕事の両立が難しい」が最も高

くなっています。 

全
体

子

育

て

と

仕

事

の

両

立

が

難

し

い

家

事

と

仕

事

の

両

立

が

難

し

い

介

護

と

仕

事

の

両

立

が

難

し

い

女

性

と

男

性

で

賃

金

や

職

種

に

差

が

あ

る

家

族

の

協

力

や

理

解

が

得

ら

れ

な

い

長

時

間

労

働

な

ど

で

男

性

が

家

事

・

子

育

て

に

参

画

で

き

な

い

子

ど

も

の

預

け

先

（
保

育

園

や

学

童

保

育

な

ど

）
が

確

保

で

き

な

い

一

度

仕

事

を

辞

め

た

女

性

を

採

用

す

る

事

業

所

が

少

な

い

能

力

や

実

績

が

正

当

に

評

価

さ

れ

な

い

職

場

に

男

性

中

心

的

な

考

え

方

が

残

っ

て

い

る

仕

事

に

必

要

な

最

新

の

能

力

を

身

に

付

け

る

の

が

困

難

女

性

自

身

の

働

く

意

欲

が

不

足

し

て

い

る

配

偶

者

・

パ
ー

ト

ナ
ー

の

転

勤

そ

の

他

わ

か

ら

な

い

特

に

な

い

無

回

答

350 203 96 53 27 57 77 142 119 32 34 45 27 24 8 10 4 1
100.0 58.0 27.4 15.1 7.7 16.3 22.0 40.6 34.0 9.1 9.7 12.9 7.7 6.9 2.3 2.9 1.1 0.3

175 90 43 32 22 28 45 67 77 23 19 31 15 10 7 5 1 0
100.0 51.4 24.6 18.3 12.6 16.0 25.7 38.3 44.0 13.1 10.9 17.7 8.6 5.7 4.0 2.9 0.6 0.0

85 43 22 13 6 18 24 29 37 10 7 15 9 8 4 1 1 0
100.0 50.6 25.9 15.3 7.1 21.2 28.2 34.1 43.5 11.8 8.2 17.6 10.6 9.4 4.7 1.2 1.2 0.0

3 1 0 0 1 1 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0
100.0 33.3 0.0 0.0 33.3 33.3 0.0 33.3 0.0 0.0 0.0 33.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

22 9 5 3 3 4 4 10 11 4 3 4 3 1 0 0 0 0
100.0 40.9 22.7 13.6 13.6 18.2 18.2 45.5 50.0 18.2 13.6 18.2 13.6 4.5 0.0 0.0 0.0 0.0

62 36 15 15 10 4 16 26 27 7 8 11 3 0 2 3 0 0
100.0 58.1 24.2 24.2 16.1 6.5 25.8 41.9 43.5 11.3 12.9 17.7 4.8 0.0 3.2 4.8 0.0 0.0

3 1 1 1 2 1 1 1 2 2 1 0 0 1 1 1 0 0
100.0 33.3 33.3 33.3 66.7 33.3 33.3 33.3 66.7 66.7 33.3 0.0 0.0 33.3 33.3 33.3 0.0 0.0

163 105 49 17 5 27 30 73 41 8 15 13 11 14 1 3 3 0
100.0 64.4 30.1 10.4 3.1 16.6 18.4 44.8 25.2 4.9 9.2 8.0 6.7 8.6 0.6 1.8 1.8 0.0

112 70 33 12 3 21 21 51 30 7 9 11 8 10 1 1 3 0
100.0 62.5 29.5 10.7 2.7 18.8 18.8 45.5 26.8 6.3 8.0 9.8 7.1 8.9 0.9 0.9 2.7 0.0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

8 4 3 0 0 2 1 5 3 0 1 1 1 2 0 0 0 0
100.0 50.0 37.5 0.0 0.0 25.0 12.5 62.5 37.5 0.0 12.5 12.5 12.5 25.0 0.0 0.0 0.0 0.0

42 30 12 4 2 4 8 17 8 1 5 1 2 2 0 2 0 0
100.0 71.4 28.6 9.5 4.8 9.5 19.0 40.5 19.0 2.4 11.9 2.4 4.8 4.8 0.0 4.8 0.0 0.0

1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
100.0 100.0 100.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

12 8 4 4 0 2 2 2 1 1 0 1 1 0 0 2 0 1
100.0 66.7 33.3 33.3 0.0 16.7 16.7 16.7 8.3 8.3 0.0 8.3 8.3 0.0 0.0 16.7 0.0 8.3

男性合計

結婚している

事実婚をしている

結婚していた

結婚したことがない

無回答

全体

性

・

結

婚

の

状

況

別

女

性

女性合計

結婚している

事実婚をしている

結婚していた

結婚したことがない

無回答

答えたくない
無回答

男

性

全
体

子

育

て

と

仕

事

の

両

立

が

難

し

い

家

事

と

仕

事

の

両

立

が

難

し

い

介

護

と

仕

事

の

両

立

が

難

し

い

女

性

と

男

性

で

賃

金

や

職

種

に

差

が

あ

る

家

族

の

協

力

や

理

解

が

得

ら

れ

な

い

長

時

間

労

働

な

ど

で

男

性

が

家

事

・

子

育

て

に

参

画

で

き

な

い

子

ど

も

の

預

け

先

（
保

育

園

や

学

童

保

育

な

ど

）
が

確

保

で

き

な

い

一

度

仕

事

を

辞

め

た

女

性

を

採

用

す

る

事

業

所

が

少

な

い

能

力

や

実

績

が

正

当

に

評

価

さ

れ

な

い

職

場

に

男

性

中

心

的

な

考

え

方

が

残

っ

て

い

る

仕

事

に

必

要

な

最

新

の

能

力

を

身

に

付

け

る

の

が

困

難

女

性

自

身

の

働

く

意

欲

が

不

足

し

て

い

る

配

偶

者

・

パ
ー

ト

ナ
ー

の

転

勤

そ

の

他

わ

か

ら

な

い

特

に

な

い

無

回

答

350 203 96 53 27 57 77 142 119 32 34 45 27 24 8 10 4 1
100.0 58.0 27.4 15.1 7.7 16.3 22.0 40.6 34.0 9.1 9.7 12.9 7.7 6.9 2.3 2.9 1.1 0.3

80 44 19 14 8 9 22 28 23 5 8 9 3 4 2 3 2 0

100.0 55.0 23.8 17.5 10.0 11.3 27.5 35.0 28.8 6.3 10.0 11.3 3.8 5.0 2.5 3.8 2.5 0.0

116 65 25 10 12 18 22 49 43 13 10 12 8 8 3 4 1 1

100.0 56.0 21.6 8.6 10.3 15.5 19.0 42.2 37.1 11.2 8.6 10.3 6.9 6.9 2.6 3.4 0.9 0.9

98 62 33 16 5 15 24 40 35 10 10 18 11 6 2 2 0 0

100.0 63.3 33.7 16.3 5.1 15.3 24.5 40.8 35.7 10.2 10.2 18.4 11.2 6.1 2.0 2.0 0.0 0.0

51 29 18 13 2 14 9 24 16 3 6 5 5 5 1 1 1 0

100.0 56.9 35.3 25.5 3.9 27.5 17.6 47.1 31.4 5.9 11.8 9.8 9.8 9.8 2.0 2.0 2.0 0.0

5 3 1 0 0 1 0 1 2 1 0 1 0 1 0 0 0 0
100.0 60.0 20.0 0.0 0.0 20.0 0.0 20.0 40.0 20.0 0.0 20.0 0.0 20.0 0.0 0.0 0.0 0.0

全体

従

業

員

規

模

別

20人以下

21～100人

101～1,000人

1，001人以上

無回答
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Ⅰ 在住者調査 

問１：「仕事」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「仕事」の優先度「３」は男性（29.5％）が女性（23.0％）より 6.5ポイン

ト高くなっています。 

性・年齢別にみると、「仕事」の優先度「１」は男性 50～59歳（44.8％）で４割半ばとなっ

ています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

女
性

男
性

（％）

24.3

22.4

22.7

26.1

31.4

25.0

20.9

11.1

25.9

15.0

17.6

36.0

44.8

22.2

17.9

25.1

27.0

45.5

34.8

25.7

22.2

16.3

27.8

23.5

20.0

41.2

28.0

17.2

19.4

23.1

25.9

23.0

18.2

21.7

20.0

25.0

23.3

27.8

29.5

55.0

29.4

16.0

24.1

36.1

23.1

11.0

12.8

9.1

13.0

17.1

13.9

16.3

5.6

8.4

5.0

0.0

12.0

10.3

5.6

12.8

12.0

12.2

4.5

4.3

5.7

11.1

18.6

22.2

12.7

5.0

11.8

8.0

3.4

16.7

23.1

1.6

2.6

0.0

0.0

0.0

2.8

4.7

5.6

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅱ 在勤者調査 

問 11（２）：一度辞めた女性が再び仕事を持とうとするときの妨げ【性・結婚の状況別】 

 
（※表の上段が人数（人）、下段が割合（％））   

 性・結婚の状況別にみると、結婚している女性では「子育てと仕事の両立が難しい」（50.6％）

は約５割となっています。 

問 11（２）：一度辞めた女性が再び仕事を持とうとするときの妨げ【従業員規模別】 

 
（※表の上段が人数（人）、下段が割合（％））   

 従業員規模別にみると、すべての従業員規模で「子育てと仕事の両立が難しい」が最も高

くなっています。 

全
体

子

育

て

と

仕

事

の

両

立

が

難

し

い

家

事

と

仕

事

の

両

立

が

難

し

い

介

護

と

仕

事

の

両

立

が

難

し

い

女

性

と

男

性

で

賃

金

や

職

種

に

差

が

あ

る

家

族

の

協

力

や

理

解

が

得

ら

れ

な

い

長

時

間

労

働

な

ど

で

男

性

が

家

事

・

子

育

て

に

参

画

で

き

な

い

子

ど

も

の

預

け

先

（
保

育

園

や

学

童

保

育

な

ど

）
が

確

保

で

き

な

い

一

度

仕

事

を

辞

め

た

女

性

を

採

用

す

る

事

業

所

が

少

な

い

能

力

や

実

績

が

正

当

に

評

価

さ

れ

な

い

職

場

に

男

性

中

心

的

な

考

え

方

が

残

っ

て

い

る

仕

事

に

必

要

な

最

新

の

能

力

を

身

に

付

け

る

の

が

困

難

女

性

自

身

の

働

く

意

欲

が

不

足

し

て

い

る

配

偶

者

・

パ
ー

ト

ナ
ー

の

転

勤

そ

の

他

わ

か

ら

な

い

特

に

な

い

無

回

答

350 203 96 53 27 57 77 142 119 32 34 45 27 24 8 10 4 1
100.0 58.0 27.4 15.1 7.7 16.3 22.0 40.6 34.0 9.1 9.7 12.9 7.7 6.9 2.3 2.9 1.1 0.3

175 90 43 32 22 28 45 67 77 23 19 31 15 10 7 5 1 0
100.0 51.4 24.6 18.3 12.6 16.0 25.7 38.3 44.0 13.1 10.9 17.7 8.6 5.7 4.0 2.9 0.6 0.0

85 43 22 13 6 18 24 29 37 10 7 15 9 8 4 1 1 0
100.0 50.6 25.9 15.3 7.1 21.2 28.2 34.1 43.5 11.8 8.2 17.6 10.6 9.4 4.7 1.2 1.2 0.0

3 1 0 0 1 1 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0
100.0 33.3 0.0 0.0 33.3 33.3 0.0 33.3 0.0 0.0 0.0 33.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

22 9 5 3 3 4 4 10 11 4 3 4 3 1 0 0 0 0
100.0 40.9 22.7 13.6 13.6 18.2 18.2 45.5 50.0 18.2 13.6 18.2 13.6 4.5 0.0 0.0 0.0 0.0

62 36 15 15 10 4 16 26 27 7 8 11 3 0 2 3 0 0
100.0 58.1 24.2 24.2 16.1 6.5 25.8 41.9 43.5 11.3 12.9 17.7 4.8 0.0 3.2 4.8 0.0 0.0

3 1 1 1 2 1 1 1 2 2 1 0 0 1 1 1 0 0
100.0 33.3 33.3 33.3 66.7 33.3 33.3 33.3 66.7 66.7 33.3 0.0 0.0 33.3 33.3 33.3 0.0 0.0

163 105 49 17 5 27 30 73 41 8 15 13 11 14 1 3 3 0
100.0 64.4 30.1 10.4 3.1 16.6 18.4 44.8 25.2 4.9 9.2 8.0 6.7 8.6 0.6 1.8 1.8 0.0

112 70 33 12 3 21 21 51 30 7 9 11 8 10 1 1 3 0
100.0 62.5 29.5 10.7 2.7 18.8 18.8 45.5 26.8 6.3 8.0 9.8 7.1 8.9 0.9 0.9 2.7 0.0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

8 4 3 0 0 2 1 5 3 0 1 1 1 2 0 0 0 0
100.0 50.0 37.5 0.0 0.0 25.0 12.5 62.5 37.5 0.0 12.5 12.5 12.5 25.0 0.0 0.0 0.0 0.0

42 30 12 4 2 4 8 17 8 1 5 1 2 2 0 2 0 0
100.0 71.4 28.6 9.5 4.8 9.5 19.0 40.5 19.0 2.4 11.9 2.4 4.8 4.8 0.0 4.8 0.0 0.0

1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
100.0 100.0 100.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

12 8 4 4 0 2 2 2 1 1 0 1 1 0 0 2 0 1
100.0 66.7 33.3 33.3 0.0 16.7 16.7 16.7 8.3 8.3 0.0 8.3 8.3 0.0 0.0 16.7 0.0 8.3

男性合計

結婚している

事実婚をしている

結婚していた

結婚したことがない

無回答

全体

性

・

結

婚

の

状

況

別

女

性

女性合計

結婚している

事実婚をしている

結婚していた

結婚したことがない

無回答

答えたくない
無回答

男

性

全
体

子

育

て

と

仕

事

の

両

立

が

難

し

い

家

事

と

仕

事

の

両

立

が

難

し

い

介

護

と

仕

事

の

両

立

が

難

し

い

女

性

と

男

性

で

賃

金

や

職

種

に

差

が

あ

る

家

族

の

協

力

や

理

解

が

得

ら

れ

な

い

長

時

間

労

働

な

ど

で

男

性

が

家

事

・

子

育

て

に

参

画

で

き

な

い

子

ど

も

の

預

け

先

（
保

育

園

や

学

童

保

育

な

ど

）
が

確

保

で

き

な

い

一

度

仕

事

を

辞

め

た

女

性

を

採

用

す

る

事

業

所

が

少

な

い

能

力

や

実

績

が

正

当

に

評

価

さ

れ

な

い

職

場

に

男

性

中

心

的

な

考

え

方

が

残

っ

て

い

る

仕

事

に

必

要

な

最

新

の

能

力

を

身

に

付

け

る

の

が

困

難

女

性

自

身

の

働

く

意

欲

が

不

足

し

て

い

る

配

偶

者

・

パ
ー

ト

ナ
ー

の

転

勤

そ

の

他

わ

か

ら

な

い

特

に

な

い

無

回

答

350 203 96 53 27 57 77 142 119 32 34 45 27 24 8 10 4 1
100.0 58.0 27.4 15.1 7.7 16.3 22.0 40.6 34.0 9.1 9.7 12.9 7.7 6.9 2.3 2.9 1.1 0.3

80 44 19 14 8 9 22 28 23 5 8 9 3 4 2 3 2 0

100.0 55.0 23.8 17.5 10.0 11.3 27.5 35.0 28.8 6.3 10.0 11.3 3.8 5.0 2.5 3.8 2.5 0.0

116 65 25 10 12 18 22 49 43 13 10 12 8 8 3 4 1 1

100.0 56.0 21.6 8.6 10.3 15.5 19.0 42.2 37.1 11.2 8.6 10.3 6.9 6.9 2.6 3.4 0.9 0.9

98 62 33 16 5 15 24 40 35 10 10 18 11 6 2 2 0 0

100.0 63.3 33.7 16.3 5.1 15.3 24.5 40.8 35.7 10.2 10.2 18.4 11.2 6.1 2.0 2.0 0.0 0.0

51 29 18 13 2 14 9 24 16 3 6 5 5 5 1 1 1 0

100.0 56.9 35.3 25.5 3.9 27.5 17.6 47.1 31.4 5.9 11.8 9.8 9.8 9.8 2.0 2.0 2.0 0.0

5 3 1 0 0 1 0 1 2 1 0 1 0 1 0 0 0 0
100.0 60.0 20.0 0.0 0.0 20.0 0.0 20.0 40.0 20.0 0.0 20.0 0.0 20.0 0.0 0.0 0.0 0.0

全体

従

業

員

規

模

別

20人以下

21～100人

101～1,000人

1，001人以上

無回答
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Ⅱ 在勤者調査 

問 12：職場における（仕事内容や待遇面での）男女での違い 

あなたの職場では、次のようなことがありますか。（○はいくつでも） 

問 12：職場における（仕事内容や待遇面での）男女での違い 

 

 「昇進・昇格にジェンダーで違いがある」（11.4％）が１割超えで最も多くなっています。

次いで「育児休業を取得できない、または取得しにくい」（7.1％）、「賃金の水準にジェンダ

ーで違いがある」（6.0％）、「セクシュアル・ハラスメント等の防止が周知されていない」（4.0％）

などの順となっています。一方、「どれもない」（67.7％）は７割近くとなっています。 

性別にみると、「昇進・昇格にジェンダーで違いがある」は女性（16.0％）が男性（7.4％）

より 8.6ポイント高くなっています。 

 

  

昇進・昇格にジェンダーで違いがある

育児休業を取得できない、または取得しにくい

賃金の水準にジェンダーで違いがある

セクシュアル・ハラスメント等の防止が周知され
ていない

希望職種につく機会にジェンダーで違いがある

結婚や出産によって退職する慣行がある

教育・研修を受ける機会にジェンダーで違いがあ
る

その他

どれもない

無回答

11.4

7.1

6.0

4.0

3.4

2.6

1.7

1.7

67.7

5.1

27.1

8.8

20.7

4.7

7.9

4.1

5.6

2.4

36.8

3.8

020406080

16.0

7.4

8.6

4.0

5.7

3.4

3.4

2.3

60.0

6.3

7.4

7.4

3.7

3.7

1.2

1.8

0.0

1.2

74.8

3.7

0 20 40 60 80（％）（％）

全体（n=350） 前回（R元）調査（n=532） 女性（n=175） 男性（n=163）
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第
４
章 

資
料 

問１：「家庭生活」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性（52.0％）が男性（41.0％）よりも 11.0

ポイント高くなっています。 

 性・年齢別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性 50～59歳（77.8％）で８割近くと

なっています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

（％）

女
性

男
性

47.1

52.0

45.5

52.2

51.4

77.8

37.2

50.0

41.0

30.0

41.2

52.0

34.5

38.9

46.2

19.5

17.9

27.3

8.7

20.0

8.3

18.6

22.2

21.7

15.0

23.5

4.0

37.9

22.2

23.1

17.9

18.4

18.2

30.4

8.6

5.6

30.2

19.4

16.3

30.0

5.9

4.0

17.2

11.1

25.6

5.3

3.1

4.5

0.0

5.7

5.6

2.3

0.0

8.4

20.0

17.6

12.0

3.4

5.6

2.6

9.4

7.1

0.0

8.7

14.3

2.8

9.3

5.6

12.7

5.0

11.8

28.0

6.9

22.2

2.6

0.8

1.5

4.5

0.0

0.0

0.0

2.3

2.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅱ 在勤者調査 

問 12：職場における（仕事内容や待遇面での）男女での違い【性・年齢別】 

 
（※表の上段が人数（人）、下段が割合（％））           

 性・年齢別にみると、女性の 29歳以下では「賃金の水準にジェンダーで違いがある」、「希

望職種につく機会にジェンダーで違いがある」、「結婚や出産によって退職する慣行がある」

が、30～59歳では「昇進・昇格にジェンダーで違いがある」が、60～69歳では「育児休業を

取得できない、または取得しにくい」が最も高くなっています。一方、男性の 29歳以下、40

～49歳では「育児休業を取得できない、または取得しにくい」が、30～39歳、50～59歳では

「昇進・昇格にジェンダーで違いがある」が、60～69歳では「希望職種につく機会にジェン

ダーで違いがある」と「育児休業を取得できない、または取得しにくい」が最も高くなって

います。 

 

 

全
体

賃

金

の

水

準

に

ジ

ェ

ン

ダ
ー

で

違

い

が

あ

る

昇

進

・

昇

格

に

ジ

ェ

ン

ダ
ー

で

違

い

が

あ

る

希

望

職

種

に

つ

く

機

会

に

ジ

ェ

ン

ダ
ー

で

違

い

が

あ

る

教

育

・

研

修

を

受

け

る

機

会

に

ジ

ェ

ン

ダ
ー

で

違

い

が

あ

る

育

児

休

業

を

取

得

で

き

な

い

、
ま

た

は

取

得

し

に

く

い

結

婚

や

出

産

に

よ

っ

て

退

職

す

る

慣

行

が

あ

る

セ

ク

シ

ュ

ア

ル

・

ハ

ラ

ス

メ

ン

ト

等

の

防

止

が

周

知

さ

れ

て

い

な

い

そ

の

他

ど

れ

も

な

い

無

回

答

350 21 40 12 6 25 9 14 6 237 18
100.0 6.0 11.4 3.4 1.7 7.1 2.6 4.0 1.7 67.7 5.1

175 15 28 10 6 13 6 7 4 105 11
100.0 8.6 16.0 5.7 3.4 7.4 3.4 4.0 2.3 60.0 6.3

25 2 1 2 0 0 2 1 0 16 1
100.0 8.0 4.0 8.0 0.0 0.0 8.0 4.0 0.0 64.0 4.0

40 2 7 3 1 4 1 2 1 21 4
100.0 5.0 17.5 7.5 2.5 10.0 2.5 5.0 2.5 52.5 10.0

54 4 6 4 0 4 2 2 0 38 4
100.0 7.4 11.1 7.4 0.0 7.4 3.7 3.7 0.0 70.4 7.4

47 7 13 1 5 3 0 2 2 26 1
100.0 14.9 27.7 2.1 10.6 6.4 0.0 4.3 4.3 55.3 2.1

8 0 1 0 0 2 0 0 1 4 1
100.0 0.0 12.5 0.0 0.0 25.0 0.0 0.0 12.5 50.0 12.5

1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0
100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
163 6 12 2 0 12 3 6 2 122 6

100.0 3.7 7.4 1.2 0.0 7.4 1.8 3.7 1.2 74.8 3.7
18 0 1 0 0 2 0 1 1 14 0

100.0 0.0 5.6 0.0 0.0 11.1 0.0 5.6 5.6 77.8 0.0
40 2 4 0 0 3 1 2 1 29 1

100.0 5.0 10.0 0.0 0.0 7.5 2.5 5.0 2.5 72.5 2.5
34 3 3 0 0 4 2 2 0 23 0

100.0 8.8 8.8 0.0 0.0 11.8 5.9 5.9 0.0 67.6 0.0
52 1 4 1 0 2 0 1 0 41 3

100.0 1.9 7.7 1.9 0.0 3.8 0.0 1.9 0.0 78.8 5.8
15 0 0 1 0 1 0 0 0 12 1

100.0 0.0 0.0 6.7 0.0 6.7 0.0 0.0 0.0 80.0 6.7
4 0 0 0 0 0 0 0 0 3 1

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 75.0 25.0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
12 0 0 0 0 0 0 1 0 10 1

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 8.3 0.0 83.3 8.3

全体

性

・

年

齢

別

女

性

女性合計

29歳以下

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

無回答

答えたくない
無回答

70歳以上

無回答

男

性

男性合計

70歳以上

29歳以下

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳
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Ⅰ 在住者調査 

問１：「仕事」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「仕事」の優先度「３」は男性（29.5％）が女性（23.0％）より 6.5ポイン

ト高くなっています。 

性・年齢別にみると、「仕事」の優先度「１」は男性 50～59歳（44.8％）で４割半ばとなっ

ています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

女
性

男
性

（％）

24.3

22.4

22.7

26.1

31.4

25.0

20.9

11.1

25.9

15.0

17.6

36.0

44.8

22.2

17.9

25.1

27.0

45.5

34.8

25.7

22.2

16.3

27.8

23.5

20.0

41.2

28.0

17.2

19.4

23.1

25.9

23.0

18.2

21.7

20.0

25.0

23.3

27.8

29.5

55.0

29.4

16.0

24.1

36.1

23.1

11.0

12.8

9.1

13.0

17.1

13.9

16.3

5.6

8.4

5.0

0.0

12.0

10.3

5.6

12.8

12.0

12.2

4.5

4.3

5.7

11.1

18.6

22.2

12.7

5.0

11.8

8.0

3.4

16.7

23.1

1.6

2.6

0.0

0.0

0.0

2.8

4.7

5.6

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅱ 在勤者調査 

問 12：職場における（仕事内容や待遇面での）男女での違い【性・年齢別】 

 
（※表の上段が人数（人）、下段が割合（％））           

 性・年齢別にみると、女性の 29歳以下では「賃金の水準にジェンダーで違いがある」、「希

望職種につく機会にジェンダーで違いがある」、「結婚や出産によって退職する慣行がある」

が、30～59歳では「昇進・昇格にジェンダーで違いがある」が、60～69歳では「育児休業を

取得できない、または取得しにくい」が最も高くなっています。一方、男性の 29歳以下、40

～49歳では「育児休業を取得できない、または取得しにくい」が、30～39歳、50～59歳では

「昇進・昇格にジェンダーで違いがある」が、60～69歳では「希望職種につく機会にジェン

ダーで違いがある」と「育児休業を取得できない、または取得しにくい」が最も高くなって

います。 

 

 

全
体

賃

金

の

水

準

に

ジ

ェ

ン

ダ
ー

で

違

い

が

あ

る

昇

進

・

昇

格

に

ジ

ェ

ン

ダ
ー

で

違

い

が

あ

る

希

望

職

種

に

つ

く

機

会

に

ジ

ェ

ン

ダ
ー

で

違

い

が

あ

る

教

育

・

研

修

を

受

け

る

機

会

に

ジ

ェ

ン

ダ
ー

で

違

い

が

あ

る

育

児

休

業

を

取

得

で

き

な

い

、
ま

た

は

取

得

し

に

く

い

結

婚

や

出

産

に

よ

っ

て

退

職

す

る

慣

行

が

あ

る

セ

ク

シ

ュ

ア

ル

・

ハ

ラ

ス

メ

ン

ト

等

の

防

止

が

周

知

さ

れ

て

い

な

い

そ

の

他

ど

れ

も

な

い

無

回

答

350 21 40 12 6 25 9 14 6 237 18
100.0 6.0 11.4 3.4 1.7 7.1 2.6 4.0 1.7 67.7 5.1

175 15 28 10 6 13 6 7 4 105 11
100.0 8.6 16.0 5.7 3.4 7.4 3.4 4.0 2.3 60.0 6.3

25 2 1 2 0 0 2 1 0 16 1
100.0 8.0 4.0 8.0 0.0 0.0 8.0 4.0 0.0 64.0 4.0

40 2 7 3 1 4 1 2 1 21 4
100.0 5.0 17.5 7.5 2.5 10.0 2.5 5.0 2.5 52.5 10.0

54 4 6 4 0 4 2 2 0 38 4
100.0 7.4 11.1 7.4 0.0 7.4 3.7 3.7 0.0 70.4 7.4

47 7 13 1 5 3 0 2 2 26 1
100.0 14.9 27.7 2.1 10.6 6.4 0.0 4.3 4.3 55.3 2.1

8 0 1 0 0 2 0 0 1 4 1
100.0 0.0 12.5 0.0 0.0 25.0 0.0 0.0 12.5 50.0 12.5

1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0
100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
163 6 12 2 0 12 3 6 2 122 6

100.0 3.7 7.4 1.2 0.0 7.4 1.8 3.7 1.2 74.8 3.7
18 0 1 0 0 2 0 1 1 14 0

100.0 0.0 5.6 0.0 0.0 11.1 0.0 5.6 5.6 77.8 0.0
40 2 4 0 0 3 1 2 1 29 1

100.0 5.0 10.0 0.0 0.0 7.5 2.5 5.0 2.5 72.5 2.5
34 3 3 0 0 4 2 2 0 23 0

100.0 8.8 8.8 0.0 0.0 11.8 5.9 5.9 0.0 67.6 0.0
52 1 4 1 0 2 0 1 0 41 3

100.0 1.9 7.7 1.9 0.0 3.8 0.0 1.9 0.0 78.8 5.8
15 0 0 1 0 1 0 0 0 12 1

100.0 0.0 0.0 6.7 0.0 6.7 0.0 0.0 0.0 80.0 6.7
4 0 0 0 0 0 0 0 0 3 1

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 75.0 25.0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
12 0 0 0 0 0 0 1 0 10 1

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 8.3 0.0 83.3 8.3

全体

性

・

年

齢

別

女

性

女性合計

29歳以下

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

無回答

答えたくない
無回答

70歳以上

無回答

男

性

男性合計

70歳以上

29歳以下

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳
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Ⅱ 在勤者調査 

問 13：女性活躍のための取組の進捗度 

あなたの勤務先では、女性が活躍するための取組が進んでいると思いますか。 

（○は１つ） 

問 13：女性活躍のための取組の進捗度 

 

 「進んでいる」（17.1％）と「ある程度進んでいる」（40.6％）を合わせた≪進捗がみられる

≫（57.7％）は６割近くとなっています。一方、「あまり進んでいない」（16.6％）と「進んで

いない」（7.7％）を合わせた≪進捗がみられない≫（24.3％）は２割半ばとなっています。 

 性別にみると、≪進捗がみられる≫は女性（58.3％）が男性（57.7％）より 0.6ポイント高

くなっています。 

 性・年齢別にみると、≪進捗がみられる≫は女性 40～49歳（70.4％）で７割となっていま

す。 

  

ｎ　

(350) 57.7 24.3

全体 (175) 58.3 26.8

29歳以下 (25) 60.0 16.0

30～39歳 (40) 65.0 22.5

40～49歳 (54) 70.4 16.7

50～59歳 (47) 40.4 46.8

60～69歳 (8) 37.5 37.5

70歳以上 (1) 100.0 0.0

全体 (163) 57.7 22.1

29歳以下 (18) 50.0 16.7

30～39歳 (40) 50.0 15.0

40～49歳 (34) 52.9 29.4

50～59歳 (52) 67.3 21.1

60～69歳 (15) 60.0 33.3

70歳以上 (4) 75.0 25.0

進
捗
が
み
ら
れ
る

進
捗
が
み
ら
れ
な
い

進んでいる
ある程度

進んでいる

あまり
進んで
いない

進んで
いない

わからない 無回答

進捗がみられる 進捗がみられない

（％）

女
性

男
性

全体 17.1

17.7

24.0

20.0

20.4

6.4

25.0

100.0

16.6

22.2

5.0

14.7

25.0

6.7

50.0

40.6

40.6

36.0

45.0

50.0

34.0

12.5

0.0

41.1

27.8

45.0

38.2

42.3

53.3

25.0

16.6

17.7

8.0

17.5

11.1

27.7

37.5

0.0

16.0

11.1

12.5

17.6

19.2

13.3

25.0

7.7

9.1

8.0

5.0

5.6

19.1

0.0

0.0

6.1

5.6

2.5

11.8

1.9

20.0

0.0

16.9

13.1

24.0

10.0

13.0

10.6

12.5

0.0

19.6

33.3

35.0

17.6

9.6

6.7

0.0

1.1

1.7

0.0

2.5

0.0

2.1

12.5

0.0

0.6

0.0

0.0

0.0

1.9

0.0

0.0

 

 39 

   

第
１
章 

調
査
の
概
要 

   

第
２
章 

調
査
結
果
の
概
要 
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析 

Ⅰ 在住者調査 

   

第
４
章 

資
料 

問１：「家庭生活」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性（52.0％）が男性（41.0％）よりも 11.0

ポイント高くなっています。 

 性・年齢別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性 50～59歳（77.8％）で８割近くと

なっています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

（％）

女
性

男
性

47.1

52.0

45.5

52.2

51.4

77.8

37.2

50.0

41.0

30.0

41.2

52.0

34.5

38.9

46.2

19.5

17.9

27.3

8.7

20.0

8.3

18.6

22.2

21.7

15.0

23.5

4.0

37.9

22.2

23.1

17.9

18.4

18.2

30.4

8.6

5.6

30.2

19.4

16.3

30.0

5.9

4.0

17.2

11.1

25.6

5.3

3.1

4.5

0.0

5.7

5.6

2.3

0.0

8.4

20.0

17.6

12.0

3.4

5.6

2.6

9.4

7.1

0.0

8.7

14.3

2.8

9.3

5.6

12.7

5.0

11.8

28.0

6.9

22.2

2.6

0.8

1.5

4.5

0.0

0.0

0.0

2.3

2.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅱ 在勤者調査 

問 13：女性活躍のための取組の進捗度【性・就労状況別】 

 
（※表の上段が人数（人）、下段が割合（％））                 

 性・就労状況別にみると、すべての就労状況で≪進捗がみられる≫が５割以上となってい

ます。 

問 13：女性活躍のための取組の進捗度【従業員規模別】 

 
（※表の上段が人数（人）、下段が割合（％））                  

 従業員規模別にみると、従業員 1,001人以上では、≪進捗がみられる≫（80.4％）が８割と

なっています。 

  

全
体

進

ん

で

い

る

あ

る

程

度

進

ん

で

い

る

あ

ま

り

進

ん

で

い

な

い

進

ん

で

い

な

い

わ

か

ら

な

い

無

回

答

進

捗

が

み

ら

れ

る

進

捗

が

み

ら

れ

な

い

350 60 142 58 27 59 4 202 85
100.0 17.1 40.6 16.6 7.7 16.9 1.1 57.7 24.3

175 31 71 31 16 23 3 102 47
100.0 17.7 40.6 17.7 9.1 13.1 1.7 58.3 26.8

6 2 1 1 0 1 1 3 1
100.0 33.3 16.7 16.7 0.0 16.7 16.7 50.0 16.7

158 23 69 29 16 20 1 92 45
100.0 14.6 43.7 18.4 10.1 12.7 0.6 58.3 28.5

2 1 0 0 0 1 0 1 0
100.0 50.0 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0 50.0 0.0

7 4 1 0 0 1 1 5 0
100.0 57.1 14.3 0.0 0.0 14.3 14.3 71.4 0.0

2 1 0 1 0 0 0 1 1
100.0 50.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0 50.0 50.0

163 27 67 26 10 32 1 94 36
100.0 16.6 41.1 16.0 6.1 19.6 0.6 57.7 22.1

23 7 5 8 2 1 0 12 10
100.0 30.4 21.7 34.8 8.7 4.3 0.0 52.1 43.5

133 20 57 17 7 31 1 77 24
100.0 15.0 42.9 12.8 5.3 23.3 0.8 57.9 18.1

0 0 0 0 0 0 0 0 0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

5 0 4 0 1 0 0 4 1
100.0 0.0 80.0 0.0 20.0 0.0 0.0 80.0 20.0

2 0 1 1 0 0 0 1 1
100.0 0.0 50.0 50.0 0.0 0.0 0.0 50.0 50.0

12 2 4 1 1 4 0 6 2
100.0 16.7 33.3 8.3 8.3 33.3 0.0 50.0 16.6

進捗がみられない進捗がみられる

男

性

男性合計

企業経営者・役員

常勤の正規社員

派遣社員・契約社員

臨時・非常勤

無回答

全体

性

・

就

労

状

況

別

女

性

女性合計

企業経営者・役員

常勤の正規社員

派遣社員・契約社員

臨時・非常勤

無回答

答えたくない
無回答

全
体

進

ん

で

い

る

あ

る

程

度

進

ん

で

い

る

あ

ま

り

進

ん

で

い

な

い

進

ん

で

い

な

い

わ

か

ら

な

い

無

回

答

進

捗

が

み

ら

れ

る

進

捗

が

み

ら

れ

な

い

350 60 142 58 27 59 4 202 85
100.0 17.1 40.6 16.6 7.7 16.9 1.1 57.7 24.3

80 18 23 8 9 22 0 41 17

100.0 22.5 28.8 10.0 11.3 27.5 0.0 51.3 21.3

116 19 44 20 12 20 1 63 32

100.0 16.4 37.9 17.2 10.3 17.2 0.9 54.3 27.5

98 11 44 22 4 14 3 55 26

100.0 11.2 44.9 22.4 4.1 14.3 3.1 56.1 26.5

51 11 30 5 2 3 0 41 7

100.0 21.6 58.8 9.8 3.9 5.9 0.0 80.4 13.7

5 1 1 3 0 0 0 2 3
100.0 20.0 20.0 60.0 0.0 0.0 0.0 40.0 60.0

進捗がみられる 進捗がみられない

全体

従

業

員

規

模

別

20人以下

21～100人

101～1,000人

1，001人以上

無回答

 

 38 

Ⅰ 在住者調査 

問１：「仕事」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「仕事」の優先度「３」は男性（29.5％）が女性（23.0％）より 6.5ポイン

ト高くなっています。 

性・年齢別にみると、「仕事」の優先度「１」は男性 50～59歳（44.8％）で４割半ばとなっ

ています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

女
性

男
性

（％）

24.3

22.4

22.7

26.1

31.4

25.0

20.9

11.1

25.9

15.0

17.6

36.0

44.8

22.2

17.9

25.1

27.0

45.5

34.8

25.7

22.2

16.3

27.8

23.5

20.0

41.2

28.0

17.2

19.4

23.1

25.9

23.0

18.2

21.7

20.0

25.0

23.3

27.8

29.5

55.0

29.4

16.0

24.1

36.1

23.1

11.0

12.8

9.1

13.0

17.1

13.9

16.3

5.6

8.4

5.0

0.0

12.0

10.3

5.6

12.8

12.0

12.2

4.5

4.3

5.7

11.1

18.6

22.2

12.7

5.0

11.8

8.0

3.4

16.7

23.1

1.6

2.6

0.0

0.0

0.0

2.8

4.7

5.6

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅱ 在勤者調査 

問 13：女性活躍のための取組の進捗度【性・就労状況別】 

 
（※表の上段が人数（人）、下段が割合（％））                 

 性・就労状況別にみると、すべての就労状況で≪進捗がみられる≫が５割以上となってい

ます。 

問 13：女性活躍のための取組の進捗度【従業員規模別】 

 
（※表の上段が人数（人）、下段が割合（％））                  

 従業員規模別にみると、従業員 1,001人以上では、≪進捗がみられる≫（80.4％）が８割と

なっています。 

  

全
体

進

ん

で

い

る

あ

る

程

度

進

ん

で

い

る

あ

ま

り

進

ん

で

い

な

い

進

ん

で

い

な

い

わ

か

ら

な

い

無

回

答

進

捗

が

み

ら

れ

る

進

捗

が

み

ら

れ

な

い

350 60 142 58 27 59 4 202 85
100.0 17.1 40.6 16.6 7.7 16.9 1.1 57.7 24.3

175 31 71 31 16 23 3 102 47
100.0 17.7 40.6 17.7 9.1 13.1 1.7 58.3 26.8

6 2 1 1 0 1 1 3 1
100.0 33.3 16.7 16.7 0.0 16.7 16.7 50.0 16.7

158 23 69 29 16 20 1 92 45
100.0 14.6 43.7 18.4 10.1 12.7 0.6 58.3 28.5

2 1 0 0 0 1 0 1 0
100.0 50.0 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0 50.0 0.0

7 4 1 0 0 1 1 5 0
100.0 57.1 14.3 0.0 0.0 14.3 14.3 71.4 0.0

2 1 0 1 0 0 0 1 1
100.0 50.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0 50.0 50.0

163 27 67 26 10 32 1 94 36
100.0 16.6 41.1 16.0 6.1 19.6 0.6 57.7 22.1

23 7 5 8 2 1 0 12 10
100.0 30.4 21.7 34.8 8.7 4.3 0.0 52.1 43.5

133 20 57 17 7 31 1 77 24
100.0 15.0 42.9 12.8 5.3 23.3 0.8 57.9 18.1

0 0 0 0 0 0 0 0 0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

5 0 4 0 1 0 0 4 1
100.0 0.0 80.0 0.0 20.0 0.0 0.0 80.0 20.0

2 0 1 1 0 0 0 1 1
100.0 0.0 50.0 50.0 0.0 0.0 0.0 50.0 50.0

12 2 4 1 1 4 0 6 2
100.0 16.7 33.3 8.3 8.3 33.3 0.0 50.0 16.6

進捗がみられない進捗がみられる

男

性

男性合計

企業経営者・役員

常勤の正規社員

派遣社員・契約社員

臨時・非常勤

無回答

全体

性

・

就

労

状

況

別

女

性

女性合計

企業経営者・役員

常勤の正規社員

派遣社員・契約社員

臨時・非常勤

無回答

答えたくない
無回答

全
体

進

ん

で

い

る

あ

る

程

度

進

ん

で

い

る

あ

ま

り

進

ん

で

い

な

い

進

ん

で

い

な

い

わ

か

ら

な

い

無

回

答

進

捗

が

み

ら

れ

る

進

捗

が

み

ら

れ

な

い

350 60 142 58 27 59 4 202 85
100.0 17.1 40.6 16.6 7.7 16.9 1.1 57.7 24.3

80 18 23 8 9 22 0 41 17

100.0 22.5 28.8 10.0 11.3 27.5 0.0 51.3 21.3

116 19 44 20 12 20 1 63 32

100.0 16.4 37.9 17.2 10.3 17.2 0.9 54.3 27.5

98 11 44 22 4 14 3 55 26

100.0 11.2 44.9 22.4 4.1 14.3 3.1 56.1 26.5

51 11 30 5 2 3 0 41 7

100.0 21.6 58.8 9.8 3.9 5.9 0.0 80.4 13.7

5 1 1 3 0 0 0 2 3
100.0 20.0 20.0 60.0 0.0 0.0 0.0 40.0 60.0

進捗がみられる 進捗がみられない

全体

従

業

員

規

模

別

20人以下

21～100人

101～1,000人

1，001人以上

無回答
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Ⅱ 在勤者調査 

問 14：職場で女性が活躍するために行っている取組 

女性が職場において活躍するために、行っている取組はありますか。 

（○はいくつでも）  

問 14：職場で女性が活躍するために行っている取組 

 

 

 「育児・介護休業取得や短時間勤務を利用しても不利な人事評価がなされないようにする」

（34.9％）が３割半ばで最も多くなっています。次いで「企業における女性の採用・登用の

促進」（31.7％）、「女性が働き続けていくことのできる相談体制の充実」（17.4％）、「女性の

リーダー・管理職への登用について具体的な目標値の設定」（13.4％）、「家庭との両立支援な

ど、女性が管理職として活躍できるような支援」（13.4％）などの順となっています。 

 性別にみると、「男性の意識と職場風土の改革」は男性（17.8％）が女性（8.6％）より 9.2

ポイント高くなっています。 

  

育児・介護休業取得や短時間勤務を利用しても
不利な人事評価がなされないようにする

企業における女性の採用・登用の促進

女性が働き続けていくことのできる相談体制の
充実

女性のリーダー・管理職への登用について具体
的な目標値の設定

家庭との両立支援など、女性が管理職として活
躍できるような支援

男性の意識と職場風土の改革

女性のロールモデルの発掘・活用事例の提供

その他

わからない

無回答

34.9

31.7

17.4

13.4

13.4

12.6

9.7

4.6

30.0

2.9

010203040

33.1

29.7

19.4

12.6

12.6

8.6

9.7

4.0

29.7

4.0

36.8

33.7

16.0

13.5

14.1

17.8

10.4

4.9

29.4

1.2

0 10 20 30 40（％）（％）

全体（n=350） 女性（n=175） 男性（n=163）
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第
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資
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問１：「家庭生活」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性（52.0％）が男性（41.0％）よりも 11.0

ポイント高くなっています。 

 性・年齢別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性 50～59歳（77.8％）で８割近くと

なっています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

（％）

女
性

男
性

47.1

52.0

45.5

52.2

51.4

77.8

37.2

50.0

41.0

30.0

41.2

52.0

34.5

38.9

46.2

19.5

17.9

27.3

8.7

20.0

8.3

18.6

22.2

21.7

15.0

23.5

4.0

37.9

22.2

23.1

17.9

18.4

18.2

30.4

8.6

5.6

30.2

19.4

16.3

30.0

5.9

4.0

17.2

11.1

25.6

5.3

3.1

4.5

0.0

5.7

5.6

2.3

0.0

8.4

20.0

17.6

12.0

3.4

5.6

2.6

9.4

7.1

0.0

8.7

14.3

2.8

9.3

5.6

12.7

5.0

11.8

28.0

6.9

22.2

2.6

0.8

1.5

4.5

0.0

0.0

0.0

2.3

2.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅱ 在勤者調査 

問 14：職場で女性が活躍するために行っている取組【性・年齢別】 

 
（※表の上段が人数（人）、下段が割合（％））              

 性・年齢別にみると、女性の 29歳以下、40～69歳では「育児・介護休業取得や短時間勤務

を利用しても不利な人事評価がなされないようにする」が、30～39歳では「企業における女

性の採用・登用の促進」が最も高くなっています。一方、男性の 29歳以下では「育児・介護

休業取得や短時間勤務を利用しても不利な人事評価がなされないようにする」が、30～39歳

では「企業における女性の採用・登用の促進」と「育児・介護休業取得や短時間勤務を利用し

ても不利な人事評価がなされないようにする」が、40～59歳では「企業における女性の採用・

登用の促進」が、60歳以上では「育児・介護休業取得や短時間勤務を利用しても不利な人事

評価がなされないようにする」が最も高くなっています。 

 

全
体

企

業

に

お

け

る

女

性

の

採

用

・

登

用

の

促

進

女

性

の

リ
ー

ダ
ー

・

管

理

職

へ

の

登

用

に

つ

い

て

具

体

的

な

目

標

値

の

設

定

女

性

の

ロ
ー

ル

モ

デ

ル

の

発

掘

・

活

用

事

例

の

提

供

女

性

が

働

き

続

け

て

い

く

こ

と

の

で

き

る

相

談

体

制

の

充

実

家

庭

と

の

両

立

支

援

な

ど

、
女

性

が

管

理

職

と

し

て

活

躍

で

き

る

よ

う

な

支

援

育

児

・

介

護

休

業

取

得

や

短

時

間

勤

務

を

利

用

し

て

も

不

利

な

人

事

評

価

が

な

さ

れ

な

い

よ

う

に

す

る

男

性

の

意

識

と

職

場

風

土

の

改

革

そ

の

他

わ

か

ら

な

い

無

回

答

350 111 47 34 61 47 122 44 16 105 10
100.0 31.7 13.4 9.7 17.4 13.4 34.9 12.6 4.6 30.0 2.9

175 52 22 17 34 22 58 15 7 52 7
100.0 29.7 12.6 9.7 19.4 12.6 33.1 8.6 4.0 29.7 4.0

25 9 1 5 6 8 11 1 0 8 0
100.0 36.0 4.0 20.0 24.0 32.0 44.0 4.0 0.0 32.0 0.0

40 15 6 5 7 2 12 6 1 10 2
100.0 37.5 15.0 12.5 17.5 25.0 30.0 15.0 2.5 25.0 5.0

54 18 10 5 11 10 21 5 2 12 2
100.0 33.3 18.5 9.3 20.4 18.5 38.9 9.3 3.7 22.2 3.7

47 10 4 2 8 2 11 2 3 20 2
100.0 21.3 8.5 4.3 17.0 4.3 23.4 4.3 6.4 42.6 4.3

8 0 1 0 1 0 2 1 1 2 1
100.0 0.0 12.5 0.0 12.5 0.0 25.0 12.5 12.5 25.0 12.5

1 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0
100.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
163 55 22 17 26 23 60 29 8 48 2

100.0 33.7 13.5 10.4 16.0 14.1 36.8 17.8 4.9 29.4 1.2
18 3 1 1 4 4 9 3 0 6 0

100.0 16.7 5.6 5.6 22.2 22.2 50.0 16.7 0.0 33.3 0.0
40 10 3 4 7 5 10 8 2 18 0

100.0 25.0 7.5 10.0 17.5 12.5 25.0 20.0 5.0 45.0 0.0
34 13 5 2 0 4 11 4 2 10 0

100.0 38.2 14.7 5.9 0.0 11.8 32.4 11.8 5.9 29.4 0.0
52 24 11 9 12 8 23 11 2 11 1

100.0 46.2 21.2 17.3 23.1 15.4 44.2 21.2 3.8 21.2 1.9
15 3 1 1 2 1 4 1 2 3 1

100.0 20.0 6.7 6.7 13.3 6.7 26.7 6.7 13.3 20.0 6.7
4 2 1 0 1 1 3 2 0 0 0

100.0 50.0 25.0 0.0 25.0 25.0 75.0 50.0 0.0 0.0 0.0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
12 4 3 0 1 2 4 0 1 5 1

100.0 33.3 25.0 0.0 8.3 16.7 33.3 0.0 8.3 41.7 8.3

全体

性

・

年

齢

別

女

性

女性合計

29歳以下

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

無回答

答えたくない
無回答

70歳以上

無回答

男

性

男性合計

70歳以上

29歳以下

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

 

 38 

Ⅰ 在住者調査 

問１：「仕事」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「仕事」の優先度「３」は男性（29.5％）が女性（23.0％）より 6.5ポイン

ト高くなっています。 

性・年齢別にみると、「仕事」の優先度「１」は男性 50～59歳（44.8％）で４割半ばとなっ

ています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

女
性

男
性

（％）

24.3

22.4

22.7

26.1

31.4

25.0

20.9

11.1

25.9

15.0

17.6

36.0

44.8

22.2

17.9

25.1

27.0

45.5

34.8

25.7

22.2

16.3

27.8

23.5

20.0

41.2

28.0

17.2

19.4

23.1

25.9

23.0

18.2

21.7

20.0

25.0

23.3

27.8

29.5

55.0

29.4

16.0

24.1

36.1

23.1

11.0

12.8

9.1

13.0

17.1

13.9

16.3

5.6

8.4

5.0

0.0

12.0

10.3

5.6

12.8

12.0

12.2

4.5

4.3

5.7

11.1

18.6

22.2

12.7

5.0

11.8

8.0

3.4

16.7

23.1

1.6

2.6

0.0

0.0

0.0

2.8

4.7

5.6

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅱ 在勤者調査 

問 14：職場で女性が活躍するために行っている取組【性・年齢別】 

 
（※表の上段が人数（人）、下段が割合（％））              

 性・年齢別にみると、女性の 29歳以下、40～69歳では「育児・介護休業取得や短時間勤務

を利用しても不利な人事評価がなされないようにする」が、30～39歳では「企業における女

性の採用・登用の促進」が最も高くなっています。一方、男性の 29歳以下では「育児・介護

休業取得や短時間勤務を利用しても不利な人事評価がなされないようにする」が、30～39歳

では「企業における女性の採用・登用の促進」と「育児・介護休業取得や短時間勤務を利用し

ても不利な人事評価がなされないようにする」が、40～59歳では「企業における女性の採用・

登用の促進」が、60歳以上では「育児・介護休業取得や短時間勤務を利用しても不利な人事

評価がなされないようにする」が最も高くなっています。 

 

全
体

企

業

に

お

け

る

女

性

の

採

用

・

登

用

の

促

進

女

性

の

リ
ー

ダ
ー

・

管

理

職

へ

の

登

用

に

つ

い

て

具

体

的

な

目

標

値

の

設

定

女

性

の

ロ
ー

ル

モ

デ

ル

の

発

掘

・

活

用

事

例

の

提

供

女

性

が

働

き

続

け

て

い

く

こ

と

の

で

き

る

相

談

体

制

の

充

実

家

庭

と

の

両

立

支

援

な

ど

、
女

性

が

管

理

職

と

し

て

活

躍

で

き

る

よ

う

な

支

援

育

児

・

介

護

休

業

取

得

や

短

時

間

勤

務

を

利

用

し

て

も

不

利

な

人

事

評

価

が

な

さ

れ

な

い

よ

う

に

す

る

男

性

の

意

識

と

職

場

風

土

の

改

革

そ

の

他

わ

か

ら

な

い

無

回

答

350 111 47 34 61 47 122 44 16 105 10
100.0 31.7 13.4 9.7 17.4 13.4 34.9 12.6 4.6 30.0 2.9

175 52 22 17 34 22 58 15 7 52 7
100.0 29.7 12.6 9.7 19.4 12.6 33.1 8.6 4.0 29.7 4.0

25 9 1 5 6 8 11 1 0 8 0
100.0 36.0 4.0 20.0 24.0 32.0 44.0 4.0 0.0 32.0 0.0

40 15 6 5 7 2 12 6 1 10 2
100.0 37.5 15.0 12.5 17.5 25.0 30.0 15.0 2.5 25.0 5.0

54 18 10 5 11 10 21 5 2 12 2
100.0 33.3 18.5 9.3 20.4 18.5 38.9 9.3 3.7 22.2 3.7

47 10 4 2 8 2 11 2 3 20 2
100.0 21.3 8.5 4.3 17.0 4.3 23.4 4.3 6.4 42.6 4.3

8 0 1 0 1 0 2 1 1 2 1
100.0 0.0 12.5 0.0 12.5 0.0 25.0 12.5 12.5 25.0 12.5

1 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0
100.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
163 55 22 17 26 23 60 29 8 48 2

100.0 33.7 13.5 10.4 16.0 14.1 36.8 17.8 4.9 29.4 1.2
18 3 1 1 4 4 9 3 0 6 0

100.0 16.7 5.6 5.6 22.2 22.2 50.0 16.7 0.0 33.3 0.0
40 10 3 4 7 5 10 8 2 18 0

100.0 25.0 7.5 10.0 17.5 12.5 25.0 20.0 5.0 45.0 0.0
34 13 5 2 0 4 11 4 2 10 0

100.0 38.2 14.7 5.9 0.0 11.8 32.4 11.8 5.9 29.4 0.0
52 24 11 9 12 8 23 11 2 11 1

100.0 46.2 21.2 17.3 23.1 15.4 44.2 21.2 3.8 21.2 1.9
15 3 1 1 2 1 4 1 2 3 1

100.0 20.0 6.7 6.7 13.3 6.7 26.7 6.7 13.3 20.0 6.7
4 2 1 0 1 1 3 2 0 0 0

100.0 50.0 25.0 0.0 25.0 25.0 75.0 50.0 0.0 0.0 0.0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
12 4 3 0 1 2 4 0 1 5 1

100.0 33.3 25.0 0.0 8.3 16.7 33.3 0.0 8.3 41.7 8.3

全体

性

・

年

齢

別

女

性

女性合計

29歳以下

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

無回答

答えたくない
無回答

70歳以上

無回答

男

性

男性合計

70歳以上

29歳以下

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳
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第
３
章 

調
査
結
果
の
分
析 

Ⅱ 在勤者調査 

問 15：職場で女性が活躍する上で必要なこと 

女性が職場において活躍するために、特にどのような取組が必要だと思いますか。 

（○は３つまで） 

問 15：職場で女性が活躍する上で必要なこと 

 

 
 

 「家庭との両立支援など、女性が管理職として活躍できるようにする」（48.3％）が５割近

くで最も多くなっています。次いで「育児・介護休業取得や短時間勤務を利用しても不利な

人事評価がなされないようにする」（38.3％）、「女性が働き続けていくことのできる相談体制

の充実」（35.4％）、「男性の意識と職場風土の改革」（30.6％）などの順となっています。 

 性別にみると、「女性が働き続けていくことのできる相談体制の充実」は女性（40.0％）が

男性（30.1％）より 9.9ポイント高くなっています。一方、「企業における女性の採用・登用

の促進」は男性（32.5％）が女性（20.0％）より 12.5ポイント高くなっています。 

  

家庭との両立支援など、女性が管理職として活
躍できるようにする

育児・介護休業取得や短時間勤務を利用しても
不利な人事評価がなされないようにする

女性が働き続けていくことのできる相談体制の
充実

男性の意識と職場風土の改革

企業における女性の採用・登用の促進

女性のロールモデルの発掘・活用事例の提供

女性のリーダー・管理職への登用について具体
的な目標値の設定

男女平等参画に積極的に取り組む企業への支援

その他

わからない

無回答

48.3

38.3

35.4

30.6

25.4

24.0

18.9

11.7

3.7

6.6

0.3

36.5

33.6

29.5

38.7

26.7

17.9

24.1

12.6

3.9

3.4

2.1

0204060

50.3

40.6

40.0

33.1

20.0

25.1

20.0

11.4

4.6

4.6

0.6

47.9

36.2

30.1

28.2

32.5

23.9

17.8

12.3

3.1

6.7

0.0

0 20 40 60（％）（％）

全体（n=350） 前回（R元）調査（n=532） 女性（n=175） 男性（n=163）
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分
析 

Ⅰ 在住者調査 

   

第
４
章 

資
料 

問１：「家庭生活」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性（52.0％）が男性（41.0％）よりも 11.0

ポイント高くなっています。 

 性・年齢別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性 50～59歳（77.8％）で８割近くと

なっています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

（％）

女
性

男
性

47.1

52.0

45.5

52.2

51.4

77.8

37.2

50.0

41.0

30.0

41.2

52.0

34.5

38.9

46.2

19.5

17.9

27.3

8.7

20.0

8.3

18.6

22.2

21.7

15.0

23.5

4.0

37.9

22.2

23.1

17.9

18.4

18.2

30.4

8.6

5.6

30.2

19.4

16.3

30.0

5.9

4.0

17.2

11.1

25.6

5.3

3.1

4.5

0.0

5.7

5.6

2.3

0.0

8.4

20.0

17.6

12.0

3.4

5.6

2.6

9.4

7.1

0.0

8.7

14.3

2.8

9.3

5.6

12.7

5.0

11.8

28.0

6.9

22.2

2.6

0.8

1.5

4.5

0.0

0.0

0.0

2.3

2.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅱ 在勤者調査 

問 15：職場で女性が活躍する上で必要なこと【性・年齢別】 

 
（※表の上段が人数（人）、下段が割合（％））          

 性・年齢別にみると、女性の 29歳以下では「育児・介護休業取得や短時間勤務を利用して

も不利な人事評価がなされないようにする」が、30～59歳では「家庭との両立支援など、女

性が管理職として活躍できるようにする」が、60～69歳では「男性の意識と職場風土の改革」

が最も高くなっています。一方、男性の 29歳以下では「女性が働き続けていくことのできる

相談体制の充実」と「家庭との両立支援など、女性が管理職として活躍できるようにする」

が、30～59歳では「家庭との両立支援など、女性が管理職として活躍できるようにする」が、

60～69歳では「家庭との両立支援など、女性が管理職として活躍できるようにする」と「育

児・介護休業取得や短時間勤務を利用しても不利な人事評価がなされないようにする」が最

も高くなっています。 

 

  

全
体

企

業

に

お

け

る

女

性

の

採

用

・

登

用

の

促

進

女

性

の

リ
ー

ダ
ー

・

管

理

職

へ

の

登

用

に

つ

い

て

具

体

的

な

目

標

値

の

設

定

女

性

の

ロ
ー

ル

モ

デ

ル

の

発

掘

・

活

用

事

例

の

提

供

女

性

が

働

き

続

け

て

い

く

こ

と

の

で

き

る

相

談

体

制

の

充

実

男

女

平

等

参

画

に

積

極

的

に

取

り

組

む

企

業

へ

の

支

援

家

庭

と

の

両

立

支

援

な

ど

、
女

性

が

管

理

職

と

し

て

活

躍

で

き

る

よ

う

に

す

る

育

児

・

介

護

休

業

取

得

や

短

時

間

勤

務

を

利

用

し

て

も

不

利

な

人

事

評

価

が

な

さ

れ

な

い

よ

う

に

す

る

男

性

の

意

識

と

職

場

風

土

の

改

革

そ

の

他

わ

か

ら

な

い

無

回

答

350 89 66 84 124 41 169 134 107 13 23 1
100.0 25.4 18.9 24.0 35.4 11.7 48.3 38.3 30.6 3.7 6.6 0.3

175 35 35 44 70 20 88 71 58 8 8 1
100.0 20.0 20.0 25.1 40.0 11.4 50.3 40.6 33.1 4.6 4.6 0.6

25 4 2 5 10 5 12 13 6 0 0 0
100.0 16.0 8.0 20.0 40.0 20.0 48.0 52.0 24.0 0.0 0.0 0.0

40 7 10 9 14 2 24 18 13 2 1 0
100.0 17.5 25.0 22.5 35.0 49.0 60.0 45.0 32.5 5.0 2.5 0.0

54 15 14 21 26 7 29 18 18 2 4 0
100.0 27.8 25.9 38.9 48.1 19.6 53.7 33.3 33.3 3.7 7.4 0.0

47 7 8 8 18 5 22 18 16 3 3 0
100.0 14.9 17.0 17.0 38.3 10.6 46.8 38.3 34.0 6.4 6.4 0.0

8 2 1 1 2 0 0 3 5 1 0 1
100.0 25.0 12.5 12.5 25.0 0.0 0.0 37.5 62.5 12.5 0.0 12.5

1 0 0 0 0 1 1 1 0 0 0 0
100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 100.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
163 53 29 39 49 20 78 59 46 5 11 0

100.0 32.5 17.8 23.9 30.1 12.3 47.9 36.2 28.2 3.1 6.7 0.0
18 3 4 2 10 2 10 9 5 0 1 0

100.0 16.7 22.2 11.1 55.6 11.1 55.6 50.0 27.8 0.0 5.6 0.0
40 13 8 9 13 6 20 16 9 2 3 0

100.0 32.5 20.0 22.5 32.5 15.0 50.0 40.0 22.5 5.0 7.5 0.0
34 9 5 9 9 4 15 12 10 2 5 0

100.0 26.5 14.7 26.5 26.5 11.8 44.1 35.3 29.4 5.9 14.7 0.0
52 22 10 16 13 4 24 10 16 1 1 0

100.0 42.3 19.2 30.8 25.0 7.7 46.2 19.2 30.8 1.9 1.9 0.0
15 4 2 3 3 2 9 9 4 0 1 0

100.0 26.7 13.3 20.0 20.0 13.3 60.0 60.0 26.7 0.0 6.7 0.0
4 2 0 0 1 2 0 3 2 0 0 0

100.0 50.0 0.0 0.0 25.0 50.0 0.0 75.0 50.0 0.0 0.0 0.0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
12 1 2 1 5 1 3 4 3 0 4 0

100.0 8.3 16.7 8.3 41.7 8.3 25.0 33.3 25.0 0.0 33.3 0.0

全体

性

・

年

齢

別

女

性

女性合計

29歳以下

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

無回答

答えたくない
無回答

70歳以上

無回答

男

性

男性合計

70歳以上

29歳以下

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳
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Ⅰ 在住者調査 

問１：「仕事」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「仕事」の優先度「３」は男性（29.5％）が女性（23.0％）より 6.5ポイン

ト高くなっています。 

性・年齢別にみると、「仕事」の優先度「１」は男性 50～59歳（44.8％）で４割半ばとなっ

ています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

女
性

男
性

（％）

24.3

22.4

22.7

26.1

31.4

25.0

20.9

11.1

25.9

15.0

17.6

36.0

44.8

22.2

17.9

25.1

27.0

45.5

34.8

25.7

22.2

16.3

27.8

23.5

20.0

41.2

28.0

17.2

19.4

23.1

25.9

23.0

18.2

21.7

20.0

25.0

23.3

27.8

29.5

55.0

29.4

16.0

24.1

36.1

23.1

11.0

12.8

9.1

13.0

17.1

13.9

16.3

5.6

8.4

5.0

0.0

12.0

10.3

5.6

12.8

12.0

12.2

4.5

4.3

5.7

11.1

18.6

22.2

12.7

5.0

11.8

8.0

3.4

16.7

23.1

1.6

2.6

0.0

0.0

0.0

2.8

4.7

5.6

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅱ 在勤者調査 

問 15：職場で女性が活躍する上で必要なこと【性・年齢別】 

 
（※表の上段が人数（人）、下段が割合（％））          

 性・年齢別にみると、女性の 29歳以下では「育児・介護休業取得や短時間勤務を利用して

も不利な人事評価がなされないようにする」が、30～59歳では「家庭との両立支援など、女

性が管理職として活躍できるようにする」が、60～69歳では「男性の意識と職場風土の改革」

が最も高くなっています。一方、男性の 29歳以下では「女性が働き続けていくことのできる

相談体制の充実」と「家庭との両立支援など、女性が管理職として活躍できるようにする」

が、30～59歳では「家庭との両立支援など、女性が管理職として活躍できるようにする」が、

60～69歳では「家庭との両立支援など、女性が管理職として活躍できるようにする」と「育

児・介護休業取得や短時間勤務を利用しても不利な人事評価がなされないようにする」が最

も高くなっています。 

 

  

全
体

企

業

に

お

け

る

女

性

の

採

用

・

登

用

の

促

進

女

性

の

リ
ー

ダ
ー

・

管

理

職

へ

の

登

用

に

つ

い

て

具

体

的

な

目

標

値

の

設

定

女

性

の

ロ
ー

ル

モ

デ

ル

の

発

掘

・

活

用

事

例

の

提

供

女

性

が

働

き

続

け

て

い

く

こ

と

の

で

き

る

相

談

体

制

の

充

実

男

女

平

等

参

画

に

積

極

的

に

取

り

組

む

企

業

へ

の

支

援

家

庭

と

の

両

立

支

援

な

ど

、
女

性

が

管

理

職

と

し

て

活

躍

で

き

る

よ

う

に

す

る

育

児

・

介

護

休

業

取

得

や

短

時

間

勤

務

を

利

用

し

て

も

不

利

な

人

事

評

価

が

な

さ

れ

な

い

よ

う

に

す

る

男

性

の

意

識

と

職

場

風

土

の

改

革

そ

の

他

わ

か

ら

な

い

無

回

答

350 89 66 84 124 41 169 134 107 13 23 1
100.0 25.4 18.9 24.0 35.4 11.7 48.3 38.3 30.6 3.7 6.6 0.3

175 35 35 44 70 20 88 71 58 8 8 1
100.0 20.0 20.0 25.1 40.0 11.4 50.3 40.6 33.1 4.6 4.6 0.6

25 4 2 5 10 5 12 13 6 0 0 0
100.0 16.0 8.0 20.0 40.0 20.0 48.0 52.0 24.0 0.0 0.0 0.0

40 7 10 9 14 2 24 18 13 2 1 0
100.0 17.5 25.0 22.5 35.0 49.0 60.0 45.0 32.5 5.0 2.5 0.0

54 15 14 21 26 7 29 18 18 2 4 0
100.0 27.8 25.9 38.9 48.1 19.6 53.7 33.3 33.3 3.7 7.4 0.0

47 7 8 8 18 5 22 18 16 3 3 0
100.0 14.9 17.0 17.0 38.3 10.6 46.8 38.3 34.0 6.4 6.4 0.0

8 2 1 1 2 0 0 3 5 1 0 1
100.0 25.0 12.5 12.5 25.0 0.0 0.0 37.5 62.5 12.5 0.0 12.5

1 0 0 0 0 1 1 1 0 0 0 0
100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 100.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
163 53 29 39 49 20 78 59 46 5 11 0

100.0 32.5 17.8 23.9 30.1 12.3 47.9 36.2 28.2 3.1 6.7 0.0
18 3 4 2 10 2 10 9 5 0 1 0

100.0 16.7 22.2 11.1 55.6 11.1 55.6 50.0 27.8 0.0 5.6 0.0
40 13 8 9 13 6 20 16 9 2 3 0

100.0 32.5 20.0 22.5 32.5 15.0 50.0 40.0 22.5 5.0 7.5 0.0
34 9 5 9 9 4 15 12 10 2 5 0

100.0 26.5 14.7 26.5 26.5 11.8 44.1 35.3 29.4 5.9 14.7 0.0
52 22 10 16 13 4 24 10 16 1 1 0

100.0 42.3 19.2 30.8 25.0 7.7 46.2 19.2 30.8 1.9 1.9 0.0
15 4 2 3 3 2 9 9 4 0 1 0

100.0 26.7 13.3 20.0 20.0 13.3 60.0 60.0 26.7 0.0 6.7 0.0
4 2 0 0 1 2 0 3 2 0 0 0

100.0 50.0 0.0 0.0 25.0 50.0 0.0 75.0 50.0 0.0 0.0 0.0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
12 1 2 1 5 1 3 4 3 0 4 0

100.0 8.3 16.7 8.3 41.7 8.3 25.0 33.3 25.0 0.0 33.3 0.0

全体

性

・

年

齢

別

女

性

女性合計

29歳以下

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

無回答

答えたくない
無回答

70歳以上

無回答

男

性

男性合計

70歳以上

29歳以下

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳
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Ⅱ 在勤者調査 

問 16：「一般事業主行動計画」の策定状況 

あなたの勤務先では、女性活躍推進法に基づく「一般事業主行動計画」を策定していま

すか。（○は１つ）  

問 16：「一般事業主行動計画」の策定状況 

 

 「策定している」（20.0％）が２割で最も多くなっています。次いで「未定である」（13.7％）、

「策定する予定はない」（8.6％）、「策定を検討中である」（3.7％）の順となっています。 

  

ｎ　

全体 (350)

全体 (175)

29歳以下 (25)

30～39歳 (40)

40～49歳 (54)

50～59歳 (47)

60～69歳 (8)

70歳以上 (1)

全体 (163)

29歳以下 (18)

30～39歳 (40)

40～49歳 (34)

50～59歳 (52)

60～69歳 (15)

70歳以上 (4)

策定
している

策定を
検討中
である

未定である
策定する

予定はない
わからない 無回答

（％）

女
性

男
性

20.0

17.7

12.0

25.0

14.8

21.3

0.0

0.0

22.7

5.6

25.0

23.5

30.8

13.3

0.0

3.7

2.3

0.0

2.5

1.9

2.1

0.0

100.0

4.3

0.0

2.5

2.9

7.7

0.0

25.0

13.7

10.9

0.0

7.5

16.7

14.9

0.0

0.0

17.8

16.7

5.0

17.6

17.3

40.0

75.0

8.6

12.6

4.0

5.0

16.7

14.9

37.5

0.0

4.9

5.6

2.5

0.0

7.7

13.3

0.0

53.1

55.4

84.0

60.0

50.0

44.7

50.0

0.0

49.7

72.2

62.5

55.9

36.5

33.3

0.0

0.9

1.1

0.0

0.0

0.0

2.1

12.5

0.0

0.6

0.0

2.5

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅰ 在住者調査 

   

第
４
章 

資
料 

問１：「家庭生活」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性（52.0％）が男性（41.0％）よりも 11.0

ポイント高くなっています。 

 性・年齢別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性 50～59歳（77.8％）で８割近くと

なっています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

（％）

女
性

男
性

47.1

52.0

45.5

52.2

51.4

77.8

37.2

50.0

41.0

30.0

41.2

52.0

34.5

38.9

46.2

19.5

17.9

27.3

8.7

20.0

8.3

18.6

22.2

21.7

15.0

23.5

4.0

37.9

22.2

23.1

17.9

18.4

18.2

30.4

8.6

5.6

30.2

19.4

16.3

30.0

5.9

4.0

17.2

11.1

25.6

5.3

3.1

4.5

0.0

5.7

5.6

2.3

0.0

8.4

20.0

17.6

12.0

3.4

5.6

2.6

9.4

7.1

0.0

8.7

14.3

2.8

9.3

5.6

12.7

5.0

11.8

28.0

6.9

22.2

2.6

0.8

1.5

4.5

0.0

0.0

0.0

2.3

2.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅱ 在勤者調査 

５ 社会参画について 

問 17：政策や方針決定の過程に女性があまり進出していない原因 

あなたは、政治の場や仕事の場において、政策や方針決定の過程に女性があまり進出し

ていない原因は、どのようなことだと思いますか。（○はいくつでも） 

問 17：政策や方針決定の過程に女性があまり進出していない原因 

 

 

 

 「男性優位に組織が運営されていること」（56.0％）が５割半ばで最も多くなっています。

次いで「家庭、職場、地域において性別役割分担の意識が強いこと」（42.3％）、「家庭の支援・

協力が得られないこと」（27.7％）、「女性が能力を発揮できる機会が少ないこと」（23.7％）

などの順となっています。 

 前回調査と比較すると、「家庭の支援・協力が得られないこと」は 5.3ポイント増加してい

ます。一方、「女性が積極的に参加していかないこと」は 9.9 ポイント、「男性優位に組織が

運営されていること」は 9.0ポイント、「家庭、職場、地域において性別役割分担の意識が強

いこと」は 6.6ポイント減少しています。 

性別にみると、「男性優位に組織が運営されていること」は女性（66.9％）が男性（44.8％）

より 22.1 ポイント、「家庭、職場、地域において性別役割分担の意識が強いこと」は女性

（48.6％）が男性（36.8％）より 11.8ポイント高くなっています。 

 

男性優位に組織が運営されていること

家庭、職場、地域において性別役割分担の意識が
強いこと

家庭の支援・協力が得られないこと

女性が能力を発揮できる機会が少ないこと

女性が積極的に参加していかないこと

その他

わからない

無回答

56.0

42.3

27.7

23.7

23.4

4.6

9.4

0.9

65.0

48.9

22.4

25.4

33.3

5.1

4.1

0.9

020406080

66.9

48.6

29.7

25.7

26.9

4.0

3.4

1.1

44.8

36.8

25.8

23.3

20.9

4.3

14.1

0.6

0 20 40 60 80（％）（％）

全体（n=350） 前回（R元）調査（n=532） 女性（n=175） 男性（n=163）
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Ⅰ 在住者調査 

問１：「仕事」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「仕事」の優先度「３」は男性（29.5％）が女性（23.0％）より 6.5ポイン

ト高くなっています。 

性・年齢別にみると、「仕事」の優先度「１」は男性 50～59歳（44.8％）で４割半ばとなっ

ています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

女
性

男
性

（％）

24.3

22.4

22.7

26.1

31.4

25.0

20.9

11.1

25.9

15.0

17.6

36.0

44.8

22.2

17.9

25.1

27.0

45.5

34.8

25.7

22.2

16.3

27.8

23.5

20.0

41.2

28.0

17.2

19.4

23.1

25.9

23.0

18.2

21.7

20.0

25.0

23.3

27.8

29.5

55.0

29.4

16.0

24.1

36.1

23.1

11.0

12.8

9.1

13.0

17.1

13.9

16.3

5.6

8.4

5.0

0.0

12.0

10.3

5.6

12.8

12.0

12.2

4.5

4.3

5.7

11.1

18.6

22.2

12.7

5.0

11.8

8.0

3.4

16.7

23.1

1.6

2.6

0.0

0.0

0.0

2.8

4.7

5.6

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅱ 在勤者調査 

５ 社会参画について 

問 17：政策や方針決定の過程に女性があまり進出していない原因 

あなたは、政治の場や仕事の場において、政策や方針決定の過程に女性があまり進出し

ていない原因は、どのようなことだと思いますか。（○はいくつでも） 

問 17：政策や方針決定の過程に女性があまり進出していない原因 

 

 

 

 「男性優位に組織が運営されていること」（56.0％）が５割半ばで最も多くなっています。

次いで「家庭、職場、地域において性別役割分担の意識が強いこと」（42.3％）、「家庭の支援・

協力が得られないこと」（27.7％）、「女性が能力を発揮できる機会が少ないこと」（23.7％）

などの順となっています。 

 前回調査と比較すると、「家庭の支援・協力が得られないこと」は 5.3ポイント増加してい

ます。一方、「女性が積極的に参加していかないこと」は 9.9 ポイント、「男性優位に組織が

運営されていること」は 9.0ポイント、「家庭、職場、地域において性別役割分担の意識が強

いこと」は 6.6ポイント減少しています。 

性別にみると、「男性優位に組織が運営されていること」は女性（66.9％）が男性（44.8％）

より 22.1 ポイント、「家庭、職場、地域において性別役割分担の意識が強いこと」は女性

（48.6％）が男性（36.8％）より 11.8ポイント高くなっています。 

 

男性優位に組織が運営されていること

家庭、職場、地域において性別役割分担の意識が
強いこと

家庭の支援・協力が得られないこと

女性が能力を発揮できる機会が少ないこと

女性が積極的に参加していかないこと

その他

わからない

無回答

56.0

42.3

27.7

23.7

23.4

4.6

9.4

0.9

65.0

48.9

22.4

25.4

33.3

5.1

4.1

0.9

020406080

66.9

48.6

29.7

25.7

26.9

4.0

3.4

1.1

44.8

36.8

25.8

23.3

20.9

4.3

14.1

0.6

0 20 40 60 80（％）（％）

全体（n=350） 前回（R元）調査（n=532） 女性（n=175） 男性（n=163）
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Ⅱ 在勤者調査 

問 17：政策や方針決定の過程に女性があまり進出していない原因【性・年齢別】 

 
（※表の上段が人数（人）、下段が割合（％））           

 性・年齢別にみると、女性の 29歳以下では「家庭、職場、地域において性別役割分担の意

識が強いこと」と「男性優位に組織が運営されていること」が、30～39歳では「女性が積極

的に参加していかないこと」が、40～69歳では「男性優位に組織が運営されていること」が

最も高くなっています。一方、男性の 29歳以下、40～49歳では「家庭、職場、地域において

性別役割分担の意識が強い」が、30～39歳、50歳以上では「男性優位に組織が運営されてい

ること」が最も高くなっています。 

全
体

家

庭

、
職

場

、
地

域

に

お

い

て

性

別

役

割

分

担

の

意

識

が

強

い

こ

と

男

性

優

位

に

組

織

が

運

営

さ

れ

て

い

る

こ

と

家

庭

の

支

援

・

協

力

が

得

ら

れ

な

い

こ

と

女

性

が

能

力

を

発

揮

で

き

る

機

会

が

少

な

い

こ

と

女

性

が

積

極

的

に

参

加

し

て

い

か

な

い

こ

と

そ

の

他

わ

か

ら

な

い

無

回

答

350 148 196 97 83 82 16 33 3
100.0 42.3 56.0 27.7 23.7 23.4 4.6 9.4 0.9

175 85 117 52 45 47 7 6 2
100.0 48.6 66.9 29.7 25.7 26.9 4.0 3.4 1.1

25 14 14 3 7 3 1 1 0
100.0 56.0 56.0 12.0 28.0 12.0 4.0 4.0 0.0

40 20 26 13 10 11 2 1 0
100.0 50.0 65.0 32.5 25.0 85.0 5.0 2.5 0.0

54 26 38 19 17 14 3 2 0
100.0 48.1 70.4 35.2 31.5 63.0 5.6 3.7 0.0

47 22 32 13 9 16 0 1 1
100.0 46.8 68.1 27.7 19.1 34.0 0.0 2.1 2.1

8 2 6 3 1 3 1 1 1
100.0 25.0 75.0 37.5 12.5 37.5 12.5 12.5 12.5

1 1 1 1 1 0 0 0 0
100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0

0 0 0 0 0 0 0 0 0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
163 60 73 42 38 34 7 23 1

100.0 36.8 44.8 25.8 23.3 20.9 4.3 14.1 0.6
18 8 7 3 4 1 0 4 0

100.0 44.4 38.9 16.7 22.2 5.6 0.0 22.2 0.0
40 14 15 12 5 9 3 6 0

100.0 35.0 37.5 30.0 12.5 22.5 7.5 15.0 0.0
34 13 10 11 8 7 3 6 0

100.0 38.2 29.4 32.4 23.5 20.6 8.8 17.6 0.0
52 19 28 12 12 13 1 6 1

100.0 36.5 53.8 23.1 23.1 25.0 1.9 11.5 1.9
15 4 10 3 8 3 0 1 0

100.0 26.7 66.7 20.0 53.3 20.0 0.0 6.7 0.0
4 2 3 1 1 1 0 0 0

100.0 50.0 75.0 25.0 25.0 25.0 0.0 0.0 0.0
0 0 0 0 0 0 0 0 0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
12 3 6 3 0 1 2 4 0

100.0 25.0 50.0 25.0 0.0 8.3 16.7 33.3 0.0

全体

性

・

年

齢

別

女

性

女性合計

29歳以下

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

無回答

答えたくない
無回答

70歳以上

無回答

男

性

男性合計

70歳以上

29歳以下

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

 

 39 

   

第
１
章 

調
査
の
概
要 

   

第
２
章 

調
査
結
果
の
概
要 

   

第
３
章 

調
査
結
果
の
分
析 

Ⅰ 在住者調査 

   

第
４
章 

資
料 

問１：「家庭生活」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性（52.0％）が男性（41.0％）よりも 11.0

ポイント高くなっています。 

 性・年齢別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性 50～59歳（77.8％）で８割近くと

なっています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

（％）

女
性

男
性

47.1

52.0

45.5

52.2

51.4

77.8

37.2

50.0

41.0

30.0

41.2

52.0

34.5

38.9

46.2

19.5

17.9

27.3

8.7

20.0

8.3

18.6

22.2

21.7

15.0

23.5

4.0

37.9

22.2

23.1

17.9

18.4

18.2

30.4

8.6

5.6

30.2

19.4

16.3

30.0

5.9

4.0

17.2

11.1

25.6

5.3

3.1

4.5

0.0

5.7

5.6

2.3

0.0

8.4

20.0

17.6

12.0

3.4

5.6

2.6

9.4

7.1

0.0

8.7

14.3

2.8

9.3

5.6

12.7

5.0

11.8

28.0

6.9

22.2

2.6

0.8

1.5

4.5

0.0

0.0

0.0

2.3

2.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅱ 在勤者調査 

６ 差別的取扱いについて 

問 18：ハラスメントを受けた経験、被害を受けた場所 

あなたは、ここ５年以内に次のようなハラスメントを受けたことがありますか。 

（ア～クのそれぞれについて、あてはまる「１～５」に○をいくつでも） 

問 18：ハラスメントを受けた経験 

 

※ある：問 18 のア～クのうち、ひとつでも「家庭で受けたことがある」「職場で受けたことがある」「地域社会で受けたことがある」「学校で受け

たことがある」を選択している回答者ない：問 18 のア～クの全てについて「ない」を選択している回答者 

 

ここ５年以内に被害を受けた人の割合は、「イ．パワー・ハラスメント」（28.1％）が３割近

くで最も多くなっています。ア～キで挙げた何らかのハラスメントを１つでも受けたことが

ある人の割合は 34.9％です。  

ｎ　

全体 (350)

（％）

ある ない 無回答

34.9 64.3

0.9

ア．セクシュアル・ハラスメント

イ．パワー・ハラスメント

ウ．マタニティ・ハラスメント、
    パタニティハラスメント

エ．育児休業にかかるハラスメント

オ．介護休業にかかるハラスメント

カ．モラル・ハラスメント

キ．SOGIE（性的指向・性自認）
    ハラスメント

ク．その他

（％）

ある ない 無回答

10.9

28.1

3.2

2.9

1.4

14.4

0.6

1.5

85.1

69.1

94.3

94.6

95.7

82.6

96.0

46.3

4.0

2.9

2.6

2.6

2.9

3.1

3.4

52.3
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Ⅰ 在住者調査 

問１：「仕事」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「仕事」の優先度「３」は男性（29.5％）が女性（23.0％）より 6.5ポイン

ト高くなっています。 

性・年齢別にみると、「仕事」の優先度「１」は男性 50～59歳（44.8％）で４割半ばとなっ

ています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

女
性

男
性

（％）

24.3

22.4

22.7

26.1

31.4

25.0

20.9

11.1

25.9

15.0

17.6

36.0

44.8

22.2

17.9

25.1

27.0

45.5

34.8

25.7

22.2

16.3

27.8

23.5

20.0

41.2

28.0

17.2

19.4

23.1

25.9

23.0

18.2

21.7

20.0

25.0

23.3

27.8

29.5

55.0

29.4

16.0

24.1

36.1

23.1

11.0

12.8

9.1

13.0

17.1

13.9

16.3

5.6

8.4

5.0

0.0

12.0

10.3

5.6

12.8

12.0

12.2

4.5

4.3

5.7

11.1

18.6

22.2

12.7

5.0

11.8

8.0

3.4

16.7

23.1

1.6

2.6

0.0

0.0

0.0

2.8

4.7

5.6

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅱ 在勤者調査 

６ 差別的取扱いについて 

問 18：ハラスメントを受けた経験、被害を受けた場所 

あなたは、ここ５年以内に次のようなハラスメントを受けたことがありますか。 

（ア～クのそれぞれについて、あてはまる「１～５」に○をいくつでも） 

問 18：ハラスメントを受けた経験 

 

※ある：問 18 のア～クのうち、ひとつでも「家庭で受けたことがある」「職場で受けたことがある」「地域社会で受けたことがある」「学校で受け

たことがある」を選択している回答者ない：問 18 のア～クの全てについて「ない」を選択している回答者 

 

ここ５年以内に被害を受けた人の割合は、「イ．パワー・ハラスメント」（28.1％）が３割近

くで最も多くなっています。ア～キで挙げた何らかのハラスメントを１つでも受けたことが

ある人の割合は 34.9％です。  

ｎ　

全体 (350)

（％）

ある ない 無回答

34.9 64.3

0.9

ア．セクシュアル・ハラスメント

イ．パワー・ハラスメント

ウ．マタニティ・ハラスメント、
    パタニティハラスメント

エ．育児休業にかかるハラスメント

オ．介護休業にかかるハラスメント

カ．モラル・ハラスメント

キ．SOGIE（性的指向・性自認）
    ハラスメント

ク．その他

（％）

ある ない 無回答

10.9

28.1

3.2

2.9

1.4

14.4

0.6

1.5

85.1

69.1

94.3

94.6

95.7

82.6

96.0

46.3

4.0

2.9

2.6

2.6

2.9

3.1

3.4

52.3
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Ⅱ 在勤者調査 

問 18：ハラスメントを受けた経験、被害を受けた場所① 

 

『ア．セクシュアル・ハラスメント』     『イ．パワー・ハラスメント』 

 

 

『ウ．マタニティ・ハラスメント、   『エ．育児休業にかかるハラスメント』 

パタニティ・ハラスメント』 

 

 

  

家庭 家庭

職場 職場

地域社会 地域社会

学校 学校

ない ない

無回答 無回答

0.3

8.6

1.7

0.3

85.1

4.0

020406080100

0.6

14.3

3.4

0.6

76.0

5.1

0.0

2.5

0.0

0.0

95.1

2.5

0 20 40 60 80 100（％）（％）

全体（n=374）
女性（n=175）

男性（n=163）

（％）

0.6

25.7

0.9

0.9

69.1

2.9

020406080100

1.1

25.1

1.1

0.0

68.6

4.0

0.0

27.0

0.6

1.8

68.7

1.8

0 20 40 60 80 100（％）

全体（n=374）
女性（n=175）

男性（n=163）

家庭 家庭

職場 職場

地域社会 地域社会

学校 学校

ない ない

無回答 無回答

0.0

2.9

0.3

0.0

94.3

2.6

020406080100

0.0

4.0

0.6

0.0

92.6

2.9

0.0

1.8

0.0

0.0

95.7

2.5

0 20 40 60 80 100（％）（％）

全体（n=374）
女性（n=175）

男性（n=163）

（％）

0.0

2.6

0.3

0.0

94.6

2.6

020406080100

0.0

2.9

0.0

0.0

94.3

2.9

0.0

2.5

0.6

0.0

94.5

2.5

0 20 40 60 80 100（％）

全体（n=374）
女性（n=175）

男性（n=163）
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第
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料 

問１：「家庭生活」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性（52.0％）が男性（41.0％）よりも 11.0

ポイント高くなっています。 

 性・年齢別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性 50～59歳（77.8％）で８割近くと

なっています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

（％）

女
性

男
性

47.1

52.0

45.5

52.2

51.4

77.8

37.2

50.0

41.0

30.0

41.2

52.0

34.5

38.9

46.2

19.5

17.9

27.3

8.7

20.0

8.3

18.6

22.2

21.7

15.0

23.5

4.0

37.9

22.2

23.1

17.9

18.4

18.2

30.4

8.6

5.6

30.2

19.4

16.3

30.0

5.9

4.0

17.2

11.1

25.6

5.3

3.1

4.5

0.0

5.7

5.6

2.3

0.0

8.4

20.0

17.6

12.0

3.4

5.6

2.6

9.4

7.1

0.0

8.7

14.3

2.8

9.3

5.6

12.7

5.0

11.8

28.0

6.9

22.2

2.6

0.8

1.5

4.5

0.0

0.0

0.0

2.3

2.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅱ 在勤者調査 

問 18：ハラスメントを受けた経験、被害を受けた場所② 

 

『オ．介護休業にかかるハラスメント』             『カ．モラル・ハラスメント』 

 

 

『キ．ＳＯＧＩＥ（性的指向・性自認）ハラスメント』         『ク．その他』 

 

 

 被害を受けた場所についてみると、『イ．パワー・ハラスメント』では「職場で受けたこと

がある」が 25.7％、『カ．モラル・ハラスメント』では「職場で受けたことがある」が 10.9％

で多くなっており、「家庭で受けたことがある」が 2.6％となっています。「地域社会で受けた

ことがある」「学校で受けたことがある」については、各行為とも５％未満となっています。 

 性別にみると、『ア．セクシュアル・ハラスメント』では、女性の「職場で受けたことがあ

る」が 14.3％であり、男性を 11.8ポイント上回っています。また、『カ．モラル・ハラスメ

ント』では、女性の「家庭で受けたことがある」が 4.6％であり、男性を 4.6ポイント上回っ

ています。 

  

家庭 家庭

職場 職場

地域社会 地域社会

学校 学校

ない ない

無回答 無回答

0.0

1.4

0.0

0.0

95.7

2.9

020406080100

0.0

1.7

0.0

0.0

94.9

3.4

0.0

1.2

0.0

0.0

96.3

2.5

0 20 40 60 80 100（％）（％）

全体（n=374）
女性（n=175）

男性（n=163）

（％）

2.6

10.9

0.6

0.3

82.6

3.1

020406080100

4.6

9.7

1.1

0.6

80.0

4.0

0.0

12.3

0.0

0.0

85.3

2.5

0 20 40 60 80 100（％）

全体（n=374）
女性（n=175）

男性（n=163）

家庭 家庭

職場 職場

地域社会 地域社会

学校 学校

ない ない

無回答 無回答

0.0

0.0

0.3

0.3

96.0

3.4

020406080100

0.0

0.0

0.0

0.6

95.4

4.0

0.0

0.0

0.6

0.0

96.9

2.5

0 20 40 60 80 100（％）（％）

全体（n=374）
女性（n=175）

男性（n=163）

（％）

0.0

0.9

0.3

0.3

46.3

52.3

020406080100

0.0

0.6

0.6

0.0

45.1

53.7

0.0

1.2

0.0

0.6

47.2

50.9

0 20 40 60 80 100（％）

全体（n=374）
女性（n=175）

男性（n=163）
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Ⅰ 在住者調査 

問１：「仕事」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「仕事」の優先度「３」は男性（29.5％）が女性（23.0％）より 6.5ポイン

ト高くなっています。 

性・年齢別にみると、「仕事」の優先度「１」は男性 50～59歳（44.8％）で４割半ばとなっ

ています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

女
性

男
性

（％）

24.3

22.4

22.7

26.1

31.4

25.0

20.9

11.1

25.9

15.0

17.6

36.0

44.8

22.2

17.9

25.1

27.0

45.5

34.8

25.7

22.2

16.3

27.8

23.5

20.0

41.2

28.0

17.2

19.4

23.1

25.9

23.0

18.2

21.7

20.0

25.0

23.3

27.8

29.5

55.0

29.4

16.0

24.1

36.1

23.1

11.0

12.8

9.1

13.0

17.1

13.9

16.3

5.6

8.4

5.0

0.0

12.0

10.3

5.6

12.8

12.0

12.2

4.5

4.3

5.7

11.1

18.6

22.2

12.7

5.0

11.8

8.0

3.4

16.7

23.1

1.6

2.6

0.0

0.0

0.0

2.8

4.7

5.6

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅱ 在勤者調査 

問 18：ハラスメントを受けた経験、被害を受けた場所② 

 

『オ．介護休業にかかるハラスメント』             『カ．モラル・ハラスメント』 

 

 

『キ．ＳＯＧＩＥ（性的指向・性自認）ハラスメント』         『ク．その他』 

 

 

 被害を受けた場所についてみると、『イ．パワー・ハラスメント』では「職場で受けたこと

がある」が 25.7％、『カ．モラル・ハラスメント』では「職場で受けたことがある」が 10.9％

で多くなっており、「家庭で受けたことがある」が 2.6％となっています。「地域社会で受けた

ことがある」「学校で受けたことがある」については、各行為とも５％未満となっています。 

 性別にみると、『ア．セクシュアル・ハラスメント』では、女性の「職場で受けたことがあ

る」が 14.3％であり、男性を 11.8ポイント上回っています。また、『カ．モラル・ハラスメ

ント』では、女性の「家庭で受けたことがある」が 4.6％であり、男性を 4.6ポイント上回っ

ています。 

  

家庭 家庭

職場 職場

地域社会 地域社会

学校 学校

ない ない

無回答 無回答

0.0

1.4

0.0

0.0

95.7

2.9

020406080100

0.0

1.7

0.0

0.0

94.9

3.4

0.0

1.2

0.0

0.0

96.3

2.5

0 20 40 60 80 100（％）（％）

全体（n=374）
女性（n=175）

男性（n=163）

（％）

2.6

10.9

0.6

0.3

82.6

3.1

020406080100

4.6

9.7

1.1

0.6

80.0

4.0

0.0

12.3

0.0

0.0

85.3

2.5

0 20 40 60 80 100（％）

全体（n=374）
女性（n=175）

男性（n=163）

家庭 家庭

職場 職場

地域社会 地域社会

学校 学校

ない ない

無回答 無回答

0.0

0.0

0.3

0.3

96.0

3.4

020406080100

0.0

0.0

0.0

0.6

95.4

4.0

0.0

0.0

0.6

0.0

96.9

2.5

0 20 40 60 80 100（％）（％）

全体（n=374）
女性（n=175）

男性（n=163）

（％）

0.0

0.9

0.3

0.3

46.3

52.3

020406080100

0.0

0.6

0.6

0.0

45.1

53.7

0.0

1.2

0.0

0.6

47.2

50.9

0 20 40 60 80 100（％）

全体（n=374）
女性（n=175）

男性（n=163）
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Ⅱ 在勤者調査 

問 18：ハラスメントを受けた経験、被害を受けた場所【性・年齢別①】 

 

『ア．セクシュアル・ハラスメント』  『イ．パワー・ハラスメント』 

 
（※表の上段が人数（人）、下段が割合（％））   

 『ア．セクシュアル・ハラスメント』について、性・年齢別にみると、すべての年齢で「な

い」が最も高くなっています。 

 『イ．パワー・ハラスメント』について、性・年齢別にみると、すべての年齢で「ない」が

最も高くなっています。 

 

全
体

家

庭

で

受

け

た

こ

と

が

あ

る

職

場

で

受

け

た

こ

と

が

あ

る

地

域

社

会

で

受

け

た

こ

と

が

あ

る

学

校

で

受

け

た

こ

と

が

あ

る

な

い

無

回

答

家

庭

で

受

け

た

こ

と

が

あ

る

職

場

で

受

け

た

こ

と

が

あ

る

地

域

社

会

で

受

け

た

こ

と

が

あ

る

学

校

で

受

け

た

こ

と

が

あ

る

な

い

無

回

答

350 1 30 6 1 298 14 2 90 3 3 242 10
100.0 0.3 8.6 1.7 0.3 85.1 4.0 0.6 25.7 0.9 0.9 69.1 2.9

175 1 25 6 1 133 9 2 44 2 0 120 7
100.0 0.6 14.3 3.4 0.6 76.0 5.1 1.1 25.1 1.1 0.0 68.6 4.0

25 0 7 0 1 17 0 0 3 0 0 21 1
100.0 0.0 28.0 0.0 4.0 68.0 0.0 0.0 12.0 0.0 0.0 84.0 4.0

40 0 7 3 0 27 3 0 14 0 0 25 1
100.0 0.0 17.5 7.5 0.0 67.5 7.5 0.0 35.0 0.0 0.0 62.5 2.5

54 1 3 1 0 46 3 1 7 2 0 40 4
100.0 1.9 5.6 1.9 0.0 85.2 5.6 1.9 13.0 3.7 0.0 74.1 7.4

47 0 6 2 0 37 2 1 15 0 0 30 1
100.0 0.0 12.8 4.3 0.0 78.7 4.3 2.1 31.9 0.0 0.0 63.8 2.1

8 0 2 0 0 5 1 0 5 0 0 3 0
100.0 0.0 25.0 0.0 0.0 62.5 12.5 0.0 62.5 0.0 0.0 37.5 0.0

1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0
100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
163 0 4 0 0 155 4 0 44 1 3 112 3

100.0 0.0 2.5 0.0 0.0 95.1 2.5 0.0 27.0 0.6 1.8 68.7 1.8
18 0 1 0 0 17 0 0 2 0 2 14 0

100.0 0.0 5.6 0.0 0.0 94.4 0.0 0.0 11.1 0.0 11.1 77.8 0.0
40 0 2 0 0 37 1 0 11 0 1 28 0

100.0 0.0 5.0 0.0 0.0 92.5 2.5 0.0 27.5 0.0 2.5 70.0 0.0
34 0 1 0 0 33 0 0 8 0 0 25 1

100.0 0.0 2.9 0.0 0.0 97.1 0.0 0.0 23.5 0.0 0.0 73.5 2.9
52 0 0 0 0 51 1 0 18 0 0 34 0

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 98.1 1.9 0.0 34.6 0.0 0.0 65.4 0.0
15 0 0 0 0 15 0 0 4 0 0 11 0

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 26.7 0.0 0.0 73.3 0.0
4 0 0 0 0 2 2 0 1 1 0 0 2

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 50.0 0.0 25.0 25.0 0.0 0.0 50.0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
12 0 1 0 0 10 1 0 2 0 0 10 0

100.0 0.0 8.3 0.0 0.0 83.3 8.3 0.0 16.7 0.0 0.0 83.3 0.0

全体

性

・

年

齢

別

女

性

女性合計

29歳以下

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70歳以上

無回答

答えたくない
無回答

70歳以上

無回答

男

性

60～69歳

男性合計

29歳以下

30～39歳

40～49歳

50～59歳
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Ⅰ 在住者調査 

   

第
４
章 

資
料 

問１：「家庭生活」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性（52.0％）が男性（41.0％）よりも 11.0

ポイント高くなっています。 

 性・年齢別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性 50～59歳（77.8％）で８割近くと

なっています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

（％）

女
性

男
性

47.1

52.0

45.5

52.2

51.4

77.8

37.2

50.0

41.0

30.0

41.2

52.0

34.5

38.9

46.2

19.5

17.9

27.3

8.7

20.0

8.3

18.6

22.2

21.7

15.0

23.5

4.0

37.9

22.2

23.1

17.9

18.4

18.2

30.4

8.6

5.6

30.2

19.4

16.3

30.0

5.9

4.0

17.2

11.1

25.6

5.3

3.1

4.5

0.0

5.7

5.6

2.3

0.0

8.4

20.0

17.6

12.0

3.4

5.6

2.6

9.4

7.1

0.0

8.7

14.3

2.8

9.3

5.6

12.7

5.0

11.8

28.0

6.9

22.2

2.6

0.8

1.5

4.5

0.0

0.0

0.0

2.3

2.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅱ 在勤者調査 

問 18：ハラスメントを受けた経験、被害を受けた場所【性・年齢別②】 

 

『ウ．マタニティ・ハラスメント、   『エ．育児休業にかかるハラスメント』 

パタニティ・ハラスメント』 

 
（※表の上段が人数（人）、下段が割合（％））   

『ウ．マタニティ・ハラスメント、パタニティ・ハラスメント』について、性・年齢別にみ

ると、すべての年齢で「ない」が最も高くなっています。 

『エ．育児休業にかかるハラスメント』について、性・年齢別にみると、すべての年齢で

「ない」が最も高くなっています。 

 

  

全
体

家

庭

で

受

け

た

こ

と

が

あ

る

職

場

で

受

け

た

こ

と

が

あ

る

地

域

社

会

で

受

け

た

こ

と

が

あ

る

学

校

で

受

け

た

こ

と

が

あ

る

な

い

無

回

答

家

庭

で

受

け

た

こ

と

が

あ

る

職

場

で

受

け

た

こ

と

が

あ

る

地

域

社

会

で

受

け

た

こ

と

が

あ

る

学

校

で

受

け

た

こ

と

が

あ

る

な

い

無

回

答

350 0 10 1 0 330 9 0 9 1 0 331 9
100.0 0.0 2.9 0.3 0.0 94.3 2.6 0.0 2.6 0.3 0.0 94.6 2.6

175 0 7 1 0 162 5 0 5 0 0 165 5
100.0 0.0 4.0 0.6 0.0 92.6 2.9 0.0 2.9 0.0 0.0 94.3 2.9

25 0 2 0 0 23 0 0 0 0 0 25 0
100.0 0.0 8.0 0.0 0.0 92.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0

40 0 2 1 0 35 2 0 1 0 0 37 2
100.0 0.0 5.0 2.5 0.0 87.5 5.0 0.0 2.5 0.0 0.0 92.5 5.0

54 0 1 0 0 51 2 0 2 0 0 50 2
100.0 0.0 1.9 0.0 0.0 94.4 3.7 0.0 3.7 0.0 0.0 92.6 3.7

47 0 2 0 0 45 0 0 2 0 0 45 0
100.0 0.0 4.3 0.0 0.0 95.7 0.0 0.0 4.3 0.0 0.0 95.7 0.0

8 0 0 0 0 7 1 0 0 0 0 7 1
100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 87.5 12.5 0.0 0.0 0.0 0.0 87.5 12.5

1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0
100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
163 0 3 0 0 156 4 0 4 1 0 154 4

100.0 0.0 1.8 0.0 0.0 95.7 2.5 0.0 2.5 0.6 0.0 94.5 2.5
18 0 0 0 0 18 0 0 0 0 0 18 0

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0
40 0 1 0 0 38 1 0 1 0 0 38 1

100.0 0.0 2.5 0.0 0.0 95.0 2.5 0.0 2.5 0.0 0.0 95.0 2.5
34 0 1 0 0 33 0 0 2 1 0 31 0

100.0 0.0 2.9 0.0 0.0 97.1 0.0 0.0 5.9 2.9 0.0 91.2 0.0
52 0 1 0 0 50 1 0 1 0 0 50 1

100.0 0.0 1.9 0.0 0.0 96.2 1.9 0.0 1.9 0.0 0.0 96.2 1.9
15 0 0 0 0 15 0 0 0 0 0 15 0

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0
4 0 0 0 0 2 2 0 0 0 0 2 2

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 50.0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
12 0 0 0 0 12 0 0 0 0 0 12 0

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0

全体

性

・

年

齢

別

女

性

女性合計

29歳以下

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

無回答

答えたくない
無回答

70歳以上

無回答

男

性

男性合計

70歳以上

29歳以下

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳
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Ⅰ 在住者調査 

問１：「仕事」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「仕事」の優先度「３」は男性（29.5％）が女性（23.0％）より 6.5ポイン

ト高くなっています。 

性・年齢別にみると、「仕事」の優先度「１」は男性 50～59歳（44.8％）で４割半ばとなっ

ています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

女
性

男
性

（％）

24.3

22.4

22.7

26.1

31.4

25.0

20.9

11.1

25.9

15.0

17.6

36.0

44.8

22.2

17.9

25.1

27.0

45.5

34.8

25.7

22.2

16.3

27.8

23.5

20.0

41.2

28.0

17.2

19.4

23.1

25.9

23.0

18.2

21.7

20.0

25.0

23.3

27.8

29.5

55.0

29.4

16.0

24.1

36.1

23.1

11.0

12.8

9.1

13.0

17.1

13.9

16.3

5.6

8.4

5.0

0.0

12.0

10.3

5.6

12.8

12.0

12.2

4.5

4.3

5.7

11.1

18.6

22.2

12.7

5.0

11.8

8.0

3.4

16.7

23.1

1.6

2.6

0.0

0.0

0.0

2.8

4.7

5.6

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅱ 在勤者調査 

問 18：ハラスメントを受けた経験、被害を受けた場所【性・年齢別②】 

 

『ウ．マタニティ・ハラスメント、   『エ．育児休業にかかるハラスメント』 

パタニティ・ハラスメント』 

 
（※表の上段が人数（人）、下段が割合（％））   

『ウ．マタニティ・ハラスメント、パタニティ・ハラスメント』について、性・年齢別にみ

ると、すべての年齢で「ない」が最も高くなっています。 

『エ．育児休業にかかるハラスメント』について、性・年齢別にみると、すべての年齢で

「ない」が最も高くなっています。 

 

  

全
体

家

庭

で

受

け

た

こ

と

が

あ

る

職

場

で

受

け

た

こ

と

が

あ

る

地

域

社

会

で

受

け

た

こ

と

が

あ

る

学

校

で

受

け

た

こ

と

が

あ

る

な

い

無

回

答

家

庭

で

受

け

た

こ

と

が

あ

る

職

場

で

受

け

た

こ

と

が

あ

る

地

域

社

会

で

受

け

た

こ

と

が

あ

る

学

校

で

受

け

た

こ

と

が

あ

る

な

い

無

回

答

350 0 10 1 0 330 9 0 9 1 0 331 9
100.0 0.0 2.9 0.3 0.0 94.3 2.6 0.0 2.6 0.3 0.0 94.6 2.6

175 0 7 1 0 162 5 0 5 0 0 165 5
100.0 0.0 4.0 0.6 0.0 92.6 2.9 0.0 2.9 0.0 0.0 94.3 2.9

25 0 2 0 0 23 0 0 0 0 0 25 0
100.0 0.0 8.0 0.0 0.0 92.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0

40 0 2 1 0 35 2 0 1 0 0 37 2
100.0 0.0 5.0 2.5 0.0 87.5 5.0 0.0 2.5 0.0 0.0 92.5 5.0

54 0 1 0 0 51 2 0 2 0 0 50 2
100.0 0.0 1.9 0.0 0.0 94.4 3.7 0.0 3.7 0.0 0.0 92.6 3.7

47 0 2 0 0 45 0 0 2 0 0 45 0
100.0 0.0 4.3 0.0 0.0 95.7 0.0 0.0 4.3 0.0 0.0 95.7 0.0

8 0 0 0 0 7 1 0 0 0 0 7 1
100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 87.5 12.5 0.0 0.0 0.0 0.0 87.5 12.5

1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0
100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
163 0 3 0 0 156 4 0 4 1 0 154 4

100.0 0.0 1.8 0.0 0.0 95.7 2.5 0.0 2.5 0.6 0.0 94.5 2.5
18 0 0 0 0 18 0 0 0 0 0 18 0

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0
40 0 1 0 0 38 1 0 1 0 0 38 1

100.0 0.0 2.5 0.0 0.0 95.0 2.5 0.0 2.5 0.0 0.0 95.0 2.5
34 0 1 0 0 33 0 0 2 1 0 31 0

100.0 0.0 2.9 0.0 0.0 97.1 0.0 0.0 5.9 2.9 0.0 91.2 0.0
52 0 1 0 0 50 1 0 1 0 0 50 1

100.0 0.0 1.9 0.0 0.0 96.2 1.9 0.0 1.9 0.0 0.0 96.2 1.9
15 0 0 0 0 15 0 0 0 0 0 15 0

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0
4 0 0 0 0 2 2 0 0 0 0 2 2

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 50.0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
12 0 0 0 0 12 0 0 0 0 0 12 0

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0

全体

性

・

年

齢

別

女

性

女性合計

29歳以下

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

無回答

答えたくない
無回答

70歳以上

無回答

男

性

男性合計

70歳以上

29歳以下

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳
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Ⅱ 在勤者調査 

問 18：ハラスメントを受けた経験、被害を受けた場所【性・年齢別②】 

『オ．介護休業にかかるハラスメント』 『カ．モラル・ハラスメント』 

 
（※表の上段が人数（人）、下段が割合（％））   

『オ．介護休業にかかるハラスメント』について、性・年齢別にみると、すべての年齢で

「ない」が最も高くなっています。 

『カ．モラル・ハラスメント』について、性・年齢別にみると、すべての年齢で「ない」が

最も高くなっています。 

全
体

家

庭

で

受

け

た

こ

と

が

あ

る

職

場

で

受

け

た

こ

と

が

あ

る

地

域

社

会

で

受

け

た

こ

と

が

あ

る

学

校

で

受

け

た

こ

と

が

あ

る

な

い

無

回

答

家

庭

で

受

け

た

こ

と

が

あ

る

職

場

で

受

け

た

こ

と

が

あ

る

地

域

社

会

で

受

け

た

こ

と

が

あ

る

学

校

で

受

け

た

こ

と

が

あ

る

な

い

無

回

答

350 0 5 0 0 335 10 9 38 2 1 289 11
100.0 0.0 1.4 0.0 0.0 95.7 2.9 2.6 10.9 0.6 0.3 82.6 3.1

175 0 3 0 0 166 6 8 17 2 1 140 7
100.0 0.0 1.7 0.0 0.0 94.9 3.4 4.6 9.7 1.1 0.6 80.0 4.0

25 0 2 0 0 23 0 2 1 0 0 22 0
100.0 0.0 8.0 0.0 0.0 92.0 0.0 8.0 4.0 0.0 0.0 88.0 0.0

40 0 0 0 0 37 3 0 6 0 0 30 4
100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 92.5 7.5 0.0 15.0 0.0 0.0 75.0 10.0

54 0 0 0 0 52 2 1 4 2 0 44 3
100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 96.3 3.7 1.9 7.4 3.7 0.0 81.5 5.6

47 0 1 0 0 46 0 4 3 0 1 39 0
100.0 0.0 2.1 0.0 0.0 97.9 0.0 8.5 6.4 0.0 2.1 83.0 0.0

8 0 0 0 0 7 1 1 3 0 0 4 0
100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 87.5 12.5 12.5 37.5 0.0 0.0 50.0 0.0

1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0
100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
163 0 2 0 0 157 4 0 20 0 0 139 4

100.0 0.0 1.2 0.0 0.0 96.3 2.5 0.0 12.3 0.0 0.0 85.3 2.5
18 0 0 0 0 18 0 0 1 0 0 17 0

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 5.6 0.0 0.0 94.4 0.0
40 0 0 0 0 39 1 0 5 0 0 35 0

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 97.5 2.5 0.0 12.5 0.0 0.0 87.5 0.0
34 0 1 0 0 33 0 0 3 0 0 31 0

100.0 0.0 2.9 0.0 0.0 97.1 0.0 0.0 8.8 0.0 0.0 91.2 0.0
52 0 1 0 0 50 1 0 9 0 0 41 2

100.0 0.0 1.9 0.0 0.0 96.2 1.9 0.0 17.3 0.0 0.0 78.8 3.8
15 0 0 0 0 15 0 0 1 0 0 14 0

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 6.7 0.0 0.0 93.3 0.0
4 0 0 0 0 2 2 0 1 0 0 1 2

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 50.0 0.0 25.0 0.0 0.0 25.0 50.0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
12 0 0 0 0 12 0 1 1 0 0 10 0

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 8.3 8.3 0.0 0.0 83.3 0.0

全体

性

・

年

齢

別

女

性

女性合計

29歳以下

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

無回答

答えたくない
無回答

70歳以上

無回答

男

性

男性合計

70歳以上

29歳以下

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳
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問１：「家庭生活」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性（52.0％）が男性（41.0％）よりも 11.0

ポイント高くなっています。 

 性・年齢別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性 50～59歳（77.8％）で８割近くと

なっています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

（％）

女
性

男
性

47.1

52.0

45.5

52.2

51.4

77.8

37.2

50.0

41.0

30.0

41.2

52.0

34.5

38.9

46.2

19.5

17.9

27.3

8.7

20.0

8.3

18.6

22.2

21.7

15.0

23.5

4.0

37.9

22.2

23.1

17.9

18.4

18.2

30.4

8.6

5.6

30.2

19.4

16.3

30.0

5.9

4.0

17.2

11.1

25.6

5.3

3.1

4.5

0.0

5.7

5.6

2.3

0.0

8.4

20.0

17.6

12.0

3.4

5.6

2.6

9.4

7.1

0.0

8.7

14.3

2.8

9.3

5.6

12.7

5.0

11.8

28.0

6.9

22.2

2.6

0.8

1.5

4.5

0.0

0.0

0.0

2.3

2.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅱ 在勤者調査 

７ 性の多様性について 

問 19：周囲の性的マイノリティの人の有無 

あなた、または、身近な人（家族や親族、友人、職場の同僚、近所の知人等）は、今ま

でに性別（性自認）や恋愛対象の性（性的指向）について悩んだことはありますか、また

は聞いたことはありますか。 

（１）性自認について 

問 19（１）：性自認について悩んだ経験の有無 

 

 「ある（あなた自身）」は 1.7％、「ある（あなたの身近な人）」は 7.7％となっています。 

 性別にみると、傾向に大きな違いはありません。 

 

 

（２）性的指向について 

問 19（２）：性的指向について悩んだ経験の有無 

 

 「ある（あなた自身）」は 2.9％、「ある（あなたの身近な人）」は 9.4％となっています。 

 性別にみると、傾向に大きな違いはありません。 

 

ある（あなた自身）

ある（あなたの身近な人）

ない

わからない

無回答

1.7

7.7

84.6

6.9

0.9

020406080100

1.1

8.0

83.4

8.0

1.1

1.8

7.4

88.3

3.7

0.0

0 20 40 60 80 100（％）（％）

全体（n=350） 女性（n=175） 男性（n=163）

ある（あなた自身）

ある（あなたの身近な人）

ない

わからない

無回答

2.9

9.4

81.7

7.4

0.9

020406080100

2.3

10.3

80.0

8.6

1.1

3.1

8.6

85.9

4.3

0.0

0 20 40 60 80 100（％）（％）

全体（n=350） 女性（n=175） 男性（n=163）
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Ⅰ 在住者調査 

問１：「仕事」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「仕事」の優先度「３」は男性（29.5％）が女性（23.0％）より 6.5ポイン

ト高くなっています。 

性・年齢別にみると、「仕事」の優先度「１」は男性 50～59歳（44.8％）で４割半ばとなっ

ています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

女
性

男
性

（％）

24.3

22.4

22.7

26.1

31.4

25.0

20.9

11.1

25.9

15.0

17.6

36.0

44.8

22.2

17.9

25.1

27.0

45.5

34.8

25.7

22.2

16.3

27.8

23.5

20.0

41.2

28.0

17.2

19.4

23.1

25.9

23.0

18.2

21.7

20.0

25.0

23.3

27.8

29.5

55.0

29.4

16.0

24.1

36.1

23.1

11.0

12.8

9.1

13.0

17.1

13.9

16.3

5.6

8.4

5.0

0.0

12.0

10.3

5.6

12.8

12.0

12.2

4.5

4.3

5.7

11.1

18.6

22.2

12.7

5.0

11.8

8.0

3.4

16.7

23.1

1.6

2.6

0.0

0.0

0.0

2.8

4.7

5.6

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅱ 在勤者調査 

７ 性の多様性について 

問 19：周囲の性的マイノリティの人の有無 

あなた、または、身近な人（家族や親族、友人、職場の同僚、近所の知人等）は、今ま

でに性別（性自認）や恋愛対象の性（性的指向）について悩んだことはありますか、また

は聞いたことはありますか。 

（１）性自認について 

問 19（１）：性自認について悩んだ経験の有無 

 

 「ある（あなた自身）」は 1.7％、「ある（あなたの身近な人）」は 7.7％となっています。 

 性別にみると、傾向に大きな違いはありません。 

 

 

（２）性的指向について 

問 19（２）：性的指向について悩んだ経験の有無 

 

 「ある（あなた自身）」は 2.9％、「ある（あなたの身近な人）」は 9.4％となっています。 

 性別にみると、傾向に大きな違いはありません。 

 

ある（あなた自身）

ある（あなたの身近な人）

ない

わからない

無回答

1.7

7.7

84.6

6.9

0.9

020406080100

1.1

8.0

83.4

8.0

1.1

1.8

7.4

88.3

3.7

0.0

0 20 40 60 80 100（％）（％）

全体（n=350） 女性（n=175） 男性（n=163）

ある（あなた自身）

ある（あなたの身近な人）

ない

わからない

無回答

2.9

9.4

81.7

7.4

0.9

020406080100

2.3

10.3

80.0

8.6

1.1

3.1

8.6

85.9

4.3

0.0

0 20 40 60 80 100（％）（％）

全体（n=350） 女性（n=175） 男性（n=163）
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Ⅱ 在勤者調査 

問 20：カミングアウトの際の対応 

あなたは、身近な人から性的マイノリティであることを打ち明けられた場合、これまで

と変わりなく接することができますか。（○は１つ） 

問 20：カミングアウトの際の対応 

 

 「できる」（62.0％）が６割超えで最も多くなっています。 

前回調査と比較すると、傾向に大きな違いはありません。 

 性別にみると、「できる」は女性（69.1％）が男性（53.4％）より 15.7 ポイント高くなっ

ています。 

 性・年齢別にみると、「できる」は女性 29歳以下（84.0％）で８割半ばとなっています。 

ｎ　

(350)

(532)

全体 (175)

29歳以下 (25)

30～39歳 (40)

40～49歳 (54)

50～59歳 (47)

60～69歳 (8)

70歳以上 (1)

全体 (163)

29歳以下 (18)

30～39歳 (40)

40～49歳 (34)

50～59歳 (52)

60～69歳 (15)

70歳以上 (4)

できる できない わからない 無回答

（％）

女
性

男
性

今回（R7）調査

前回（R元）調査

62.0

56.8

69.1

84.0

72.5

74.1

57.4

50.0

0.0

53.4

66.7

57.5

47.1

55.8

26.7

75.0

3.1

3.6

2.9

0.0

5.0

0.0

4.3

12.5

0.0

3.1

5.6

2.5

0.0

3.8

6.7

0.0

34.0

39.5

26.3

16.0

22.5

22.2

36.2

37.5

100.0

43.6

27.8

40.0

52.9

40.4

66.7

25.0

0.9

0.2

1.7

0.0

0.0

3.7

2.1

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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問１：「家庭生活」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性（52.0％）が男性（41.0％）よりも 11.0

ポイント高くなっています。 

 性・年齢別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性 50～59歳（77.8％）で８割近くと

なっています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

（％）

女
性

男
性

47.1

52.0

45.5

52.2

51.4

77.8

37.2

50.0

41.0

30.0

41.2

52.0

34.5

38.9

46.2

19.5

17.9

27.3

8.7

20.0

8.3

18.6

22.2

21.7

15.0

23.5

4.0

37.9

22.2

23.1

17.9

18.4

18.2

30.4

8.6

5.6

30.2

19.4

16.3

30.0

5.9

4.0

17.2

11.1

25.6

5.3

3.1

4.5

0.0

5.7

5.6

2.3

0.0

8.4

20.0

17.6

12.0

3.4

5.6

2.6

9.4

7.1

0.0

8.7

14.3

2.8

9.3

5.6

12.7

5.0

11.8

28.0

6.9

22.2

2.6

0.8

1.5

4.5

0.0

0.0

0.0

2.3

2.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅱ 在勤者調査 

問 21：職場における性的マイノリティの人への配慮 

あなたの職場では、性的マイノリティの人に対する取組（配慮）はありますか。 

（○はいくつでも） 

問 21：職場における性的マイノリティの人への配慮 

 
※「相談窓口を設置している」については、令和元年度調査時は選択肢になかったため、掲載していません。 

 

 具体的な取組としては、「相談窓口を設置している」（11.1％）が１割超えで最も多くなっ

ています。次いで「結婚祝金や家族手当、慶弔見舞等の福利厚生を受けられる」（10.3％）、

「トランスジェンダー等の従業員への配慮をしている（トイレ・更衣室等）」（7.1％）、「性的

マイノリティの人に対する理解を深めるための職場研修などを実施している（外部機関の研

修に参加する場合も含む）」（6.9％）などの順となっています。 

 前回調査と比較すると、「結婚祝金や家族手当、慶弔見舞等の福利厚生を受けられる」は 6.5

ポイント増加しています。 

 性別にみると、傾向に大きな違いはありません。 

 

相談窓口を設置している

結婚祝金や家族手当、慶弔見舞等の福利厚生を
受けられる

トランスジェンダー等の従業員への配慮をして
いる（トイレ・更衣室等）

性的マイノリティの人に対する理解を深めるた
めの職場研修などを実施している（外部機関の

研修に参加する場合も含む）

職場の制服の着用にあたっては、本人が希望す
る性別の服装を選択できる

採用情報等に「性的マイノリティについて不利
益な取扱いをしない」等の文言がある

トランスジェンダーの社員が採用後に性別移行
する場合に、職場のサポートがある

その他

わからない

特にない

無回答

11.1

10.3

7.1

6.9

5.7

2.6

2.0

0.6

24.9

50.3

0.3

3.8

2.6

8.5

4.3

2.3

1.1

3.0

67.1

2.3

020406080

11.4

12.0

6.3

8.0

4.0

1.7

2.3

0.6

24.0

51.4

0.0

10.4

8.6

8.0

5.5

6.7

3.7

1.8

0.6

26.4

49.7

0.6

0 20 40 60 80（％）（％）

全体（n=350） 前回（R元）調査（n=532） 女性（n=175） 男性（n=163）
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Ⅰ 在住者調査 

問１：「仕事」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「仕事」の優先度「３」は男性（29.5％）が女性（23.0％）より 6.5ポイン

ト高くなっています。 

性・年齢別にみると、「仕事」の優先度「１」は男性 50～59歳（44.8％）で４割半ばとなっ

ています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

女
性

男
性

（％）

24.3

22.4

22.7

26.1

31.4

25.0

20.9

11.1

25.9

15.0

17.6

36.0

44.8

22.2

17.9

25.1

27.0

45.5

34.8

25.7

22.2

16.3

27.8

23.5

20.0

41.2

28.0

17.2

19.4

23.1

25.9

23.0

18.2

21.7

20.0

25.0

23.3

27.8

29.5

55.0

29.4

16.0

24.1

36.1

23.1

11.0

12.8

9.1

13.0

17.1

13.9

16.3

5.6

8.4

5.0

0.0

12.0

10.3

5.6

12.8

12.0

12.2

4.5

4.3

5.7

11.1

18.6

22.2

12.7

5.0

11.8

8.0

3.4

16.7

23.1

1.6

2.6

0.0

0.0

0.0

2.8

4.7

5.6

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅱ 在勤者調査 

問 21：職場における性的マイノリティの人への配慮 

あなたの職場では、性的マイノリティの人に対する取組（配慮）はありますか。 

（○はいくつでも） 

問 21：職場における性的マイノリティの人への配慮 

 
※「相談窓口を設置している」については、令和元年度調査時は選択肢になかったため、掲載していません。 

 

 具体的な取組としては、「相談窓口を設置している」（11.1％）が１割超えで最も多くなっ

ています。次いで「結婚祝金や家族手当、慶弔見舞等の福利厚生を受けられる」（10.3％）、

「トランスジェンダー等の従業員への配慮をしている（トイレ・更衣室等）」（7.1％）、「性的

マイノリティの人に対する理解を深めるための職場研修などを実施している（外部機関の研

修に参加する場合も含む）」（6.9％）などの順となっています。 

 前回調査と比較すると、「結婚祝金や家族手当、慶弔見舞等の福利厚生を受けられる」は 6.5

ポイント増加しています。 

 性別にみると、傾向に大きな違いはありません。 

 

相談窓口を設置している

結婚祝金や家族手当、慶弔見舞等の福利厚生を
受けられる

トランスジェンダー等の従業員への配慮をして
いる（トイレ・更衣室等）

性的マイノリティの人に対する理解を深めるた
めの職場研修などを実施している（外部機関の

研修に参加する場合も含む）

職場の制服の着用にあたっては、本人が希望す
る性別の服装を選択できる

採用情報等に「性的マイノリティについて不利
益な取扱いをしない」等の文言がある

トランスジェンダーの社員が採用後に性別移行
する場合に、職場のサポートがある

その他

わからない

特にない

無回答

11.1

10.3

7.1

6.9

5.7

2.6

2.0

0.6

24.9

50.3

0.3

3.8

2.6

8.5

4.3

2.3

1.1

3.0

67.1

2.3

020406080

11.4

12.0

6.3

8.0

4.0

1.7

2.3

0.6

24.0

51.4

0.0

10.4

8.6

8.0

5.5

6.7

3.7

1.8

0.6

26.4

49.7

0.6

0 20 40 60 80（％）（％）

全体（n=350） 前回（R元）調査（n=532） 女性（n=175） 男性（n=163）
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問 21：職場における性的マイノリティの人への配慮【従業員規模別】 

 
（※表の上段が人数（人）、下段が割合（％））   

 従業員規模別にみると、従業員 20人以下では「トランスジェンダー等の従業員への配慮を

している（トイレ・更衣室等）」と「結婚祝金や家族手当、慶弔見舞等の福利厚生を受けられ

る」が、21～100 人、1,001 人以上では「相談窓口を設置している」が、101～1,000 人では

「結婚祝金や家族手当、慶弔見舞等の福利厚生を受けられる」が最も高くなっています。 

 

全
体

ト

ラ

ン

ス

ジ

ェ

ン

ダ
ー

等

の

従

業

員

へ

の

配

慮

を

し

て

い

る

（
ト

イ

レ

・

更

衣

室

等

）

職

場

の

制

服

の

着

用

に

あ

た

っ

て

は

、
本

人

が

希

望

す

る

性

別

の

服

装

を

選

択

で

き

る

ト

ラ

ン

ス

ジ

ェ

ン

ダ
ー

の

社

員

が

採

用

後

に

性

別

移

行

す

る

場

合

に

、
職

場

の

サ

ポ
ー

ト

が

あ

る 結

婚

祝

金

や

家

族

手

当

、
慶

弔

見

舞

等

の

福

利

厚

生

を

受

け

ら

れ

る

採

用

情

報

等

に

「
性

的

マ

イ

ノ

リ

テ

ィ

に

つ

い

て

不

利

益

な

取

扱

い

を

し

な

い

」
等

の

文

言

が

あ

る

性

的

マ

イ

ノ

リ

テ

ィ

の

人

に

対

す

る

理

解

を

深

め

る

た

め

の

職

場

研

修

な

ど

を

実

施

し

て

い

る

（
外

部

機

関

の

研

修

に

参

加

す

る

場

合

も

含

む

）

相

談

窓

口

を

設

置

し

て

い

る

そ

の

他

わ

か

ら

な

い

特

に

な

い

無

回

答

350 25 20 7 36 9 24 39 2 87 176 1
100.0 7.1 5.7 2.0 10.3 2.6 6.9 11.1 0.6 24.9 50.3 0.3

80 4 3 0 4 0 0 2 0 20 51 0

100.0 5.0 3.8 0.0 5.0 0.0 0.0 2.5 0.0 25.0 63.8 0.0

116 5 5 0 7 3 5 8 0 26 72 0

100.0 4.3 4.3 0.0 6.0 2.6 4.3 6.9 0.0 22.4 62.1 0.0

98 8 7 4 17 5 10 15 1 21 43 1

100.0 8.2 7.1 4.1 17.3 5.1 10.2 15.3 1.0 21.4 43.9 1.0

51 7 5 3 8 1 9 14 1 18 8 0

100.0 13.7 9.8 5.9 15.7 2.0 17.6 27.5 2.0 35.3 15.7 0.0

5 1 0 0 0 0 0 0 0 2 2 0
100.0 20.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 40.0 40.0 0.0

全体

従

業

員

規

模

別

20人以下

無回答

1，001人以上

101～1,000人

21～100人
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問１：「家庭生活」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性（52.0％）が男性（41.0％）よりも 11.0

ポイント高くなっています。 

 性・年齢別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性 50～59歳（77.8％）で８割近くと

なっています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

（％）

女
性

男
性

47.1

52.0

45.5

52.2

51.4

77.8

37.2

50.0

41.0

30.0

41.2

52.0

34.5

38.9

46.2

19.5

17.9

27.3

8.7

20.0

8.3

18.6

22.2

21.7

15.0

23.5

4.0

37.9

22.2

23.1

17.9

18.4

18.2

30.4

8.6

5.6

30.2

19.4

16.3

30.0

5.9

4.0

17.2

11.1

25.6

5.3

3.1

4.5

0.0

5.7

5.6

2.3

0.0

8.4

20.0

17.6

12.0

3.4

5.6

2.6

9.4

7.1

0.0

8.7

14.3

2.8

9.3

5.6

12.7

5.0

11.8

28.0

6.9

22.2

2.6

0.8

1.5

4.5

0.0

0.0

0.0

2.3

2.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅱ 在勤者調査 

８ 男女平等参画社会の実現について 

問 22：男女平等参画に関する用語の認知度 

あなたは、次にあげる言葉について、知っていますか。（ア～チのそれぞれについて、

あてはまる「１～３」に○を１つ） 

問 22：男女平等参画に関する用語の認知度 

 

 「内容を知っている」と「聞いたことはあるが、内容は知らない」を合わせた≪知っている

≫が最も多くなったのは「サ．ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）」で 10 割近くとなっ

ています。 

   

n=350

（計）

ア．男女共同参画社会 86.8

イ．男女雇用機会均等法 96.3

ウ．育児・介護休業法 96.0

エ．女性活躍推進法 81.7

オ．次世代育成支援対策推進法 49.1

カ．困難な問題を抱える女性への支援に
    関する法律

24.0

キ．東京都オリンピック憲章にうたわれる
    人権尊重の理念の実現を目指す条例

23.4

ク．ワーク・ライフ・バランス
   （仕事と生活の調和）

95.7

ケ．ジェンダー（社会的・文化的に
    形成された性別）

94.9

コ．ポジティブ・アクション
   （積極的改善措置）

52.3

サ．ドメスティック・バイオレンス
   （ＤＶ）

97.4

シ．デートＤＶ 58.6

ス．ＳＯＧＩＥ（性的指向・性自認) 46.0

セ．港区男女平等参画条例 25.7

ソ．みなとマリアージュ制度 9.2

タ．第４次港区男女平等参画行動計画 7.4

チ．男女平等参画情報誌「オアシス」 7.1

（％）

内容を知っている
聞いたことは
あるが、

内容は知らない
知らない 無回答

知っている
知
っ

て
い
る

43.1

76.6

76.3

38.0

13.7

3.7

5.1

81.7

78.6

18.6

91.7

38.6

21.4

4.6

2.3

2.0

1.1

43.7

19.7

19.7

43.7

35.4

20.3

18.3

14.0

16.3

33.7

5.7

20.0

24.6

21.1

6.9

5.4

6.0

12.3

2.9

3.4

17.1

49.7

74.9

75.1

3.4

4.0

46.6

1.7

40.6

53.1

73.4

90.0

91.7

92.0

0.9

0.9

0.6

1.1

1.1

1.1

1.4

0.9

1.1

1.1

0.9

0.9

0.9

0.9

0.9

0.9

0.9
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Ⅰ 在住者調査 

問１：「仕事」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「仕事」の優先度「３」は男性（29.5％）が女性（23.0％）より 6.5ポイン

ト高くなっています。 

性・年齢別にみると、「仕事」の優先度「１」は男性 50～59歳（44.8％）で４割半ばとなっ

ています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

女
性

男
性

（％）

24.3

22.4

22.7

26.1

31.4

25.0

20.9

11.1

25.9

15.0

17.6

36.0

44.8

22.2

17.9

25.1

27.0

45.5

34.8

25.7

22.2

16.3

27.8

23.5

20.0

41.2

28.0

17.2

19.4

23.1

25.9

23.0

18.2

21.7

20.0

25.0

23.3

27.8

29.5

55.0

29.4

16.0

24.1

36.1

23.1

11.0

12.8

9.1

13.0

17.1

13.9

16.3

5.6

8.4

5.0

0.0

12.0

10.3

5.6

12.8

12.0

12.2

4.5

4.3

5.7

11.1

18.6

22.2

12.7

5.0

11.8

8.0

3.4

16.7

23.1

1.6

2.6

0.0

0.0

0.0

2.8

4.7

5.6

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅱ 在勤者調査 

８ 男女平等参画社会の実現について 

問 22：男女平等参画に関する用語の認知度 

あなたは、次にあげる言葉について、知っていますか。（ア～チのそれぞれについて、

あてはまる「１～３」に○を１つ） 

問 22：男女平等参画に関する用語の認知度 

 

 「内容を知っている」と「聞いたことはあるが、内容は知らない」を合わせた≪知っている

≫が最も多くなったのは「サ．ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）」で 10 割近くとなっ

ています。 

   

n=350

（計）

ア．男女共同参画社会 86.8

イ．男女雇用機会均等法 96.3

ウ．育児・介護休業法 96.0

エ．女性活躍推進法 81.7

オ．次世代育成支援対策推進法 49.1

カ．困難な問題を抱える女性への支援に
    関する法律

24.0

キ．東京都オリンピック憲章にうたわれる
    人権尊重の理念の実現を目指す条例

23.4

ク．ワーク・ライフ・バランス
   （仕事と生活の調和）

95.7

ケ．ジェンダー（社会的・文化的に
    形成された性別）

94.9

コ．ポジティブ・アクション
   （積極的改善措置）

52.3

サ．ドメスティック・バイオレンス
   （ＤＶ）

97.4

シ．デートＤＶ 58.6

ス．ＳＯＧＩＥ（性的指向・性自認) 46.0

セ．港区男女平等参画条例 25.7

ソ．みなとマリアージュ制度 9.2

タ．第４次港区男女平等参画行動計画 7.4

チ．男女平等参画情報誌「オアシス」 7.1

（％）

内容を知っている
聞いたことは
あるが、

内容は知らない
知らない 無回答

知っている
知
っ

て
い
る

43.1

76.6

76.3

38.0

13.7

3.7

5.1

81.7

78.6

18.6

91.7

38.6

21.4

4.6

2.3

2.0

1.1

43.7

19.7

19.7

43.7

35.4

20.3

18.3

14.0

16.3

33.7

5.7

20.0

24.6

21.1

6.9

5.4

6.0

12.3

2.9

3.4

17.1

49.7

74.9

75.1

3.4

4.0

46.6

1.7

40.6

53.1

73.4

90.0

91.7

92.0

0.9

0.9

0.6

1.1

1.1

1.1

1.4

0.9

1.1

1.1

0.9

0.9

0.9

0.9

0.9

0.9

0.9
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Ⅱ 在勤者調査 

問 22：男女平等参画に関する用語の認知度【男女別】① 

 
  

ｎ　 （計）

女性 (175) 89.2

男性 (163) 84.7

女性 (175) 98.3

男性 (163) 93.8

女性 (175) 98.3

男性 (163) 93.8

女性 (175) 85.2

男性 (163) 77.9

女性 (175) 49.1

男性 (163) 49.0

女性 (175) 21.1

男性 (163) 27.0

女性 (175) 20.0

男性 (163) 26.4

女性 (175) 96.0

男性 (163) 95.1

内容を知っている
聞いたことは
あるが、

内容は知らない
知らない 無回答

知
っ

て
い
る

知っている

（％）

ア．男女共同参画社会

イ．男女雇用機会均等法

ウ．育児・介護休業法

エ．女性活躍推進法

オ．次世代育成支援対策推進法

カ．困難な問題を抱える女性への支援
　　に関する法律

キ．東京都オリンピック憲章にうたわれる
　　人権尊重の理念の実現を目指す条例

ク．ワーク・ライフ・バランス
   （仕事と生活の調和）

40.6

46.0

78.3

74.2

78.3

73.6

38.9

36.8

12.0

15.3

5.1

2.5

5.1

5.5

81.1

82.8

48.6

38.7

20.0

19.6

20.0

20.2

46.3

41.1

37.1

33.7

16.0

24.5

14.9

20.9

14.9

12.3

10.9

13.5

1.7

4.3

1.7

4.9

14.3

20.2

50.3

49.1

77.7

71.8

78.3

72.4

3.4

3.7

0.0

1.8

0.0

1.8

0.0

1.2

0.6

1.8

0.6

1.8

1.1

1.2

1.7

1.2

0.6

1.2
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問１：「家庭生活」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性（52.0％）が男性（41.0％）よりも 11.0

ポイント高くなっています。 

 性・年齢別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性 50～59歳（77.8％）で８割近くと

なっています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

（％）

女
性

男
性

47.1

52.0

45.5

52.2

51.4

77.8

37.2

50.0

41.0

30.0

41.2

52.0

34.5

38.9

46.2

19.5

17.9

27.3

8.7

20.0

8.3

18.6

22.2

21.7

15.0

23.5

4.0

37.9

22.2

23.1

17.9

18.4

18.2

30.4

8.6

5.6

30.2

19.4

16.3

30.0

5.9

4.0

17.2

11.1

25.6

5.3

3.1

4.5

0.0

5.7

5.6

2.3

0.0

8.4

20.0

17.6

12.0

3.4

5.6

2.6

9.4

7.1

0.0

8.7

14.3

2.8

9.3

5.6

12.7

5.0

11.8

28.0

6.9

22.2

2.6

0.8

1.5

4.5

0.0

0.0

0.0

2.3

2.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅱ 在勤者調査 

問 22：男女平等参画に関する用語の認知度【男女別】② 

 

 性別にみると、「シ．デートＤＶ」は女性（65.1％）が男性（52.2％）より 12.9ポイント、

「エ．女性活躍推進法」は女性（85.2％）が男性（77.9％）より 7.3 ポイント高くなってい

ます。一方、「キ．東京都オリンピック憲章にうたわれる人権尊重の理念の実現を目指す条例」

は男性（26.4％）が女性（20.0％）より 6.4ポイント、「カ．困難な問題を抱える女性への支

援に関する法律」は男性（27.0％）が女性（21.1％）より 5.9ポイント高くなっています。 

ｎ　 （計）

女性 (175) 94.3

男性 (163) 95.1

女性 (175) 50.9

男性 (163) 54.0

女性 (175) 97.1

男性 (163) 97.6

女性 (175) 65.1

男性 (163) 52.2

女性 (175) 44.5

男性 (163) 48.4

女性 (175) 28.0

男性 (163) 23.3

女性 (175) 10.8

男性 (163) 7.3

女性 (175) 8.0

男性 (163) 7.3

女性 (175) 6.8

男性 (163) 8.0

内容を知っている
聞いたことは
あるが、

内容は知らない
知らない 無回答

知っている
知
っ

て
い
る

（％）

コ．ポジティブ・アクション
　 （積極的改善措置）

サ．ドメスティック・バイオレンス
   （ＤＶ）

シ．デートＤＶ

ケ．ジェンダー（社会的・文化的に
　　形成された性別）

ス．ＳＯＧＩＥ（性的指向・性自認)

セ．港区男女平等参画条例

ソ．みなとマリアージュ制度

タ．第４次港区男女平等参画行動計画

チ．男女平等参画情報誌「オアシス」

78.9

79.1

18.3

19.0

93.1

90.2

45.7

30.7

23.4

19.0

5.1

4.3

3.4

0.6

2.9

1.2

1.7

0.6

15.4

16.0

32.6

35.0

4.0

7.4

19.4

21.5

21.1

29.4

22.9

19.0

7.4

6.7

5.1

6.1

5.1

7.4

4.6

3.7

48.0

44.8

2.3

1.2

34.3

46.6

54.9

50.3

71.4

75.5

88.6

91.4

91.4

91.4

92.6

90.8

1.1

1.2

1.1

1.2

0.6

1.2

0.6

1.2

0.6

1.2

0.6

1.2

0.6

1.2

0.6

1.2

0.6

1.2
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Ⅰ 在住者調査 

問１：「仕事」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「仕事」の優先度「３」は男性（29.5％）が女性（23.0％）より 6.5ポイン

ト高くなっています。 

性・年齢別にみると、「仕事」の優先度「１」は男性 50～59歳（44.8％）で４割半ばとなっ

ています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

女
性

男
性

（％）

24.3

22.4

22.7

26.1

31.4

25.0

20.9

11.1

25.9

15.0

17.6

36.0

44.8

22.2

17.9

25.1

27.0

45.5

34.8

25.7

22.2

16.3

27.8

23.5

20.0

41.2

28.0

17.2

19.4

23.1

25.9

23.0

18.2

21.7

20.0

25.0

23.3

27.8

29.5

55.0

29.4

16.0

24.1

36.1

23.1

11.0

12.8

9.1

13.0

17.1

13.9

16.3

5.6

8.4

5.0

0.0

12.0

10.3

5.6

12.8

12.0

12.2

4.5

4.3

5.7

11.1

18.6

22.2

12.7

5.0

11.8

8.0

3.4

16.7

23.1

1.6

2.6

0.0

0.0

0.0

2.8

4.7

5.6

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅱ 在勤者調査 

問 22：男女平等参画に関する用語の認知度【男女別】② 

 

 性別にみると、「シ．デートＤＶ」は女性（65.1％）が男性（52.2％）より 12.9ポイント、

「エ．女性活躍推進法」は女性（85.2％）が男性（77.9％）より 7.3 ポイント高くなってい

ます。一方、「キ．東京都オリンピック憲章にうたわれる人権尊重の理念の実現を目指す条例」

は男性（26.4％）が女性（20.0％）より 6.4ポイント、「カ．困難な問題を抱える女性への支

援に関する法律」は男性（27.0％）が女性（21.1％）より 5.9ポイント高くなっています。 

ｎ　 （計）

女性 (175) 94.3

男性 (163) 95.1

女性 (175) 50.9

男性 (163) 54.0

女性 (175) 97.1

男性 (163) 97.6

女性 (175) 65.1

男性 (163) 52.2

女性 (175) 44.5

男性 (163) 48.4

女性 (175) 28.0

男性 (163) 23.3

女性 (175) 10.8

男性 (163) 7.3

女性 (175) 8.0

男性 (163) 7.3

女性 (175) 6.8

男性 (163) 8.0

内容を知っている
聞いたことは
あるが、

内容は知らない
知らない 無回答

知っている
知
っ

て
い
る

（％）

コ．ポジティブ・アクション
　 （積極的改善措置）

サ．ドメスティック・バイオレンス
   （ＤＶ）

シ．デートＤＶ

ケ．ジェンダー（社会的・文化的に
　　形成された性別）

ス．ＳＯＧＩＥ（性的指向・性自認)

セ．港区男女平等参画条例

ソ．みなとマリアージュ制度

タ．第４次港区男女平等参画行動計画

チ．男女平等参画情報誌「オアシス」

78.9

79.1

18.3

19.0

93.1

90.2

45.7

30.7

23.4

19.0

5.1

4.3

3.4

0.6

2.9

1.2

1.7

0.6

15.4

16.0

32.6

35.0

4.0

7.4

19.4

21.5

21.1

29.4

22.9

19.0

7.4

6.7

5.1

6.1

5.1

7.4

4.6

3.7

48.0

44.8

2.3

1.2

34.3

46.6

54.9

50.3

71.4

75.5

88.6

91.4

91.4

91.4

92.6

90.8

1.1

1.2

1.1

1.2

0.6

1.2

0.6

1.2

0.6

1.2

0.6

1.2

0.6

1.2

0.6

1.2

0.6

1.2
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Ⅱ 在勤者調査 

▼ 前回(R元)調査との比較  

問 22：男女平等参画に関する用語の認知度 

 

※「第４次港区男女平等参画行動計画」は令和元年度調査時は「第３次港区男女平等参画行動計画」 

 

≪知っている≫は、前回調査と比較すると、「タ．第４次港区男女平等参画行動計画」

は 9.0 ポイント、「コ．ポジティブ・アクション（積極的改善措置）」は 7.1 ポイント減

少しています。 

  

（計）

今回(R7)調査(350) 86.8

前回(R元)調査(532) 85.4

今回(R7)調査(350) 96.3

前回(R元)調査(532) 96.4

今回(R7)調査(350) 95.7

前回(R元)調査(532) 92.9

今回(R7)調査(350) 94.9

前回(R元)調査(532) 92.5

今回(R7)調査(350) 52.3

前回(R元)調査(532) 59.4

今回(R7)調査(350) 97.4

前回(R元)調査(532) 97.2

今回(R7)調査(350) 58.6

前回(R元)調査(532) 61.4

今回(R7)調査(350) 25.7

前回(R元)調査(532) 29.1

今回(R7)調査(350) 7.4

前回(R元)調査(532) 16.4

コ．ポジティブ・アクション
　 （積極的改善措置）

サ．ドメスティック・バイオレンス
　 （ＤＶ）

シ．デートＤＶ

セ．港区男女平等参画条例

タ．第４次港区男女平等参画行動計画

（％）

ア．男女共同参画社会

イ．男女雇用機会均等法

ク．ワーク・ライフ・バランス
　 （仕事と生活の調和）

ケ．ジェンダー（社会的・文化的に
　　形成された性別）

内容を知っている
聞いたことは
あるが、

内容は知らない
知らない 無回答

知
っ

て
い
る

知っている

43.1

37.8

76.6

76.1

81.7

70.9

78.6

64.7

18.6

22.4

91.7

88.9

38.6

38.3

4.6

6.2

2.0

3.4

43.7

47.6

19.7

20.3

14.0

22.0

16.3

27.8

33.7

37.0

5.7

8.3

20.0

23.1

21.1

22.9

5.4

13.0

12.3

13.0

2.9

2.6

3.4

6.2

4.0

6.4

46.6

39.7

1.7

2.1

40.6

37.6

73.4

69.9

91.7

82.7

0.9

1.7

0.9

0.9

0.9

0.9

1.1

1.1

1.1

0.9

0.9

0.8

0.9

0.9

0.9

0.9

0.9

0.9
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第
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資
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問１：「家庭生活」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性（52.0％）が男性（41.0％）よりも 11.0

ポイント高くなっています。 

 性・年齢別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性 50～59歳（77.8％）で８割近くと

なっています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

（％）

女
性

男
性

47.1

52.0

45.5

52.2

51.4

77.8

37.2

50.0

41.0

30.0

41.2

52.0

34.5

38.9

46.2

19.5

17.9

27.3

8.7

20.0

8.3

18.6

22.2

21.7

15.0

23.5

4.0

37.9

22.2

23.1

17.9

18.4

18.2

30.4

8.6

5.6

30.2

19.4

16.3

30.0

5.9

4.0

17.2

11.1

25.6

5.3

3.1

4.5

0.0

5.7

5.6

2.3

0.0

8.4

20.0

17.6

12.0

3.4

5.6

2.6

9.4

7.1

0.0

8.7

14.3

2.8

9.3

5.6

12.7

5.0

11.8

28.0

6.9

22.2

2.6

0.8

1.5

4.5

0.0

0.0

0.0

2.3

2.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅱ 在勤者調査 

９ 拠点施設の充実について 

問 23：港区立男女平等参画センター（リーブラ）の利用経験 

港区には、男女平等参画施策の推進に関する事業を実施する拠点施設として「港区立男

女平等参画センター」（愛称：リーブラ。所在地：港区芝浦１-16-1みなとパーク芝浦。

ＪＲ田町駅芝浦口より徒歩５分）があります。あなたは、男女平等参画センター（リーブ

ラ）を利用したことがありますか。（○は１つ） 

問 23：港区立男女平等参画センター（リーブラ）の利用経験 

 

 「利用したことがある」（4.0％）と「男女平等参画センター（リーブラ）のことは知ってい

るが、利用したことはない」（12.6％）を合わせた≪知っている≫（16.6％）は２割近くとな

っています。一方、「男女平等参画センター（リーブラ）があることを知らなかった」（81.1％）

は８割超えとなっています。 

 前回調査と比較すると、割合に大きな変動はありません。  

ｎ　 （計）

(350) 16.6

(532) 19.9

全体 (175) 18.9

29歳以下 (25) 8.0

30～39歳 (40) 5.0

40～49歳 (54) 18.6

50～59歳 (47) 31.9

60～69歳 (8) 50.0

70歳以上 (1) 0.0

全体 (163) 15.3

29歳以下 (18) 5.6

30～39歳 (40) 7.5

40～49歳 (34) 11.8

50～59歳 (52) 21.1

60～69歳 (15) 20.0

70歳以上 (4) 75.0

利用したことが
ある

男女平等参画セン
ター（リーブラ）
のことは知って

いるが、利用した
ことはない

男女平等参画セン
ター（リーブラ）
があることを
知らなかった

無回答

知
っ

て
い
る

知っている

（％）

女
性

男
性

今回（R7）調査

前回（R元）調査

4.0

4.7

6.3

8.0

0.0

5.6

8.5

25.0

0.0

1.8

0.0

0.0

0.0

3.8

0.0

25.0

12.6

15.2

12.6

0.0

5.0

13.0

23.4

25.0

0.0

13.5

5.6

7.5

11.8

17.3

20.0

50.0

81.1

79.9

80.6

92.0

92.5

81.5

68.1

50.0

100.0

84.0

94.4

92.5

85.3

78.8

80.0

25.0

2.3

0.2

0.6

0.0

2.5

0.0

0.0

0.0

0.0

0.6

0.0

0.0

2.9

0.0

0.0

0.0
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Ⅰ 在住者調査 

問１：「仕事」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「仕事」の優先度「３」は男性（29.5％）が女性（23.0％）より 6.5ポイン

ト高くなっています。 

性・年齢別にみると、「仕事」の優先度「１」は男性 50～59歳（44.8％）で４割半ばとなっ

ています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

女
性

男
性

（％）

24.3

22.4

22.7

26.1

31.4

25.0

20.9

11.1

25.9

15.0

17.6

36.0

44.8

22.2

17.9

25.1

27.0

45.5

34.8

25.7

22.2

16.3

27.8

23.5

20.0

41.2

28.0

17.2

19.4

23.1

25.9

23.0

18.2

21.7

20.0

25.0

23.3

27.8

29.5

55.0

29.4

16.0

24.1

36.1

23.1

11.0

12.8

9.1

13.0

17.1

13.9

16.3

5.6

8.4

5.0

0.0

12.0

10.3

5.6

12.8

12.0

12.2

4.5

4.3

5.7

11.1

18.6

22.2

12.7

5.0

11.8

8.0

3.4

16.7

23.1

1.6

2.6

0.0

0.0

0.0

2.8

4.7

5.6

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅱ 在勤者調査 

９ 拠点施設の充実について 

問 23：港区立男女平等参画センター（リーブラ）の利用経験 

港区には、男女平等参画施策の推進に関する事業を実施する拠点施設として「港区立男

女平等参画センター」（愛称：リーブラ。所在地：港区芝浦１-16-1みなとパーク芝浦。

ＪＲ田町駅芝浦口より徒歩５分）があります。あなたは、男女平等参画センター（リーブ

ラ）を利用したことがありますか。（○は１つ） 

問 23：港区立男女平等参画センター（リーブラ）の利用経験 

 

 「利用したことがある」（4.0％）と「男女平等参画センター（リーブラ）のことは知ってい

るが、利用したことはない」（12.6％）を合わせた≪知っている≫（16.6％）は２割近くとな

っています。一方、「男女平等参画センター（リーブラ）があることを知らなかった」（81.1％）

は８割超えとなっています。 

 前回調査と比較すると、割合に大きな変動はありません。  

ｎ　 （計）

(350) 16.6

(532) 19.9

全体 (175) 18.9

29歳以下 (25) 8.0

30～39歳 (40) 5.0

40～49歳 (54) 18.6

50～59歳 (47) 31.9

60～69歳 (8) 50.0

70歳以上 (1) 0.0

全体 (163) 15.3

29歳以下 (18) 5.6

30～39歳 (40) 7.5

40～49歳 (34) 11.8

50～59歳 (52) 21.1

60～69歳 (15) 20.0

70歳以上 (4) 75.0

利用したことが
ある

男女平等参画セン
ター（リーブラ）
のことは知って

いるが、利用した
ことはない

男女平等参画セン
ター（リーブラ）
があることを
知らなかった

無回答

知
っ

て
い
る

知っている

（％）

女
性

男
性

今回（R7）調査

前回（R元）調査

4.0

4.7

6.3

8.0

0.0

5.6

8.5

25.0

0.0

1.8

0.0

0.0

0.0

3.8

0.0

25.0

12.6

15.2

12.6

0.0

5.0

13.0

23.4

25.0

0.0

13.5

5.6

7.5

11.8

17.3

20.0

50.0

81.1

79.9

80.6

92.0

92.5

81.5

68.1

50.0

100.0

84.0

94.4

92.5

85.3

78.8

80.0

25.0

2.3

0.2

0.6

0.0

2.5

0.0

0.0

0.0

0.0

0.6

0.0

0.0

2.9

0.0

0.0

0.0
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第
４
章 

資
料 

   

第
１
章 

調
査
の
概
要 

   

第
２
章 

調
査
結
果
の
概
要 

   

第
３
章 

調
査
結
果
の
分
析 

Ⅱ 在勤者調査 

 性別にみると、≪知っている≫は女性（18.9％）が男性（15.3％）より 3.6 ポイント高く

なっています。 

 性・年齢別にみると、≪知っている≫は、女性 60～69歳（50.0％）で 5割となります。 

 

問 23：港区立男女平等参画センター（リーブラ）の利用経験【性・就労状況別】 

 
（※表の上段が人数（人）、下段が割合（％））                    

 性・就労状況別にみると、リーブラを≪知っている≫割合はすべての就労状況で「男女平

等参画センター（リーブラ）があることを知らなかった」が最も高くなっています。 

全
体

利

用

し

た

こ

と

が

あ

る

男

女

平

等

参

画

セ

ン

タ
ー

（
リ
ー

ブ

ラ

）
の

こ

と

は

知

っ

て

い

る

が

、
利

用

し

た

こ

と

は

な

い

男

女

平

等

参

画

セ

ン

タ
ー

（
リ
ー

ブ

ラ

）
が

あ

る

こ

と

を

知

ら

な

か

っ

た

無

回

答

認

知

度

350 14 44 284 8 58
100.0 4.0 12.6 81.1 2.3 16.6

175 11 22 141 1 33
100.0 6.3 12.6 80.6 0.6 18.9

6 0 1 5 0 1
100.0 0.0 16.7 83.3 0.0 16.7

158 10 19 129 0 29
100.0 6.3 12.0 81.6 0.0 18.3

2 0 0 1 1 0
100.0 0.0 0.0 50.0 50.0 0.0

7 1 2 4 0 3
100.0 14.3 28.6 57.1 0.0 42.9

2 0 0 2 0 0
100.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0

163 3 22 137 1 25
100.0 1.8 13.5 84.0 0.6 15.3

23 3 5 15 0 8
100.0 13.0 21.7 65.2 0.0 34.7

133 0 16 116 1 16
100.0 0.0 12.0 87.2 0.8 12.0

0 0 0 0 0 0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

5 0 1 4 0 1
100.0 0.0 20.0 80.0 0.0 20.0

2 0 0 2 0 0
100.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0

12 0 0 6 6 0
100.0 0.0 0.0 50.0 50.0 0.0

臨時・非常勤

無回答

答えたくない
無回答

認知度

無回答

男

性

男性合計

企業経営者・役員

常勤の正規社員

派遣社員・契約社員

臨時・非常勤

全体

性

・

就

労

状

況

別

女

性

女性合計

企業経営者・役員

常勤の正規社員

派遣社員・契約社員
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第
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査
の
概
要 

   

第
２
章 
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査
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要 

   

第
３
章 

調
査
結
果
の
分
析 

Ⅰ 在住者調査 

   

第
４
章 

資
料 

問１：「家庭生活」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性（52.0％）が男性（41.0％）よりも 11.0

ポイント高くなっています。 

 性・年齢別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性 50～59歳（77.8％）で８割近くと

なっています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

（％）

女
性

男
性

47.1

52.0

45.5

52.2

51.4

77.8

37.2

50.0

41.0

30.0

41.2

52.0

34.5

38.9

46.2

19.5

17.9

27.3

8.7

20.0

8.3

18.6

22.2

21.7

15.0

23.5

4.0

37.9

22.2

23.1

17.9

18.4

18.2

30.4

8.6

5.6

30.2

19.4

16.3

30.0

5.9

4.0

17.2

11.1

25.6

5.3

3.1

4.5

0.0

5.7

5.6

2.3

0.0

8.4

20.0

17.6

12.0

3.4

5.6

2.6

9.4

7.1

0.0

8.7

14.3

2.8

9.3

5.6

12.7

5.0

11.8

28.0

6.9

22.2

2.6

0.8

1.5

4.5

0.0

0.0

0.0

2.3

2.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅱ 在勤者調査 

問 24：男女平等参画センター（リーブラ）で行っている講座の参加意向 

男女平等参画センターでは、さまざまな講座を行っています。あなたがその講座に参加

するとしたら、どのような講座に参加したいと思いますか。（○はいくつでも） 

問 24：男女平等参画センター（リーブラ）で行っている講座の参加意向 

 

 

 

 「自己表現トレーニング、コミュニケーション能力など、生き方をサポートする講座」

（30.0％）が３割で最も多くなっています。次いで「キャリアアップ・ビジネススキルの向

上など、働く女性を支援する講座」（28.0％）、「男女平等参画やジェンダーなどについて基本

的な考え方を学ぶ講座」（19.4％）、「男性向けの子育てや料理などの多様な講座」（18.3％）

などの順となっています。 

 前回調査と比較すると、割合に大きな変動はありません。 

 性別にみると、「男性向けの子育てや料理などの多様な講座」は男性（30.1％）が女性（8.0％）

より 22.1ポイント高くなっています。 

自己表現トレーニング、コミュニケーション能力
など、生き方をサポートする講座

キャリアアップ・ビジネススキルの向上など、働
く女性を支援する講座

男女平等参画やジェンダーなどについて基本的な
考え方を学ぶ講座

男性向けの子育てや料理などの多様な講座

ドメスティック・バイオレンス、セクシュアル・
ハラスメント、ストーカー対策などを考える講座

その他

わからない

どれも参加したいと思わない・参加できない

無回答

30.0

28.0

19.4

18.3

11.7

0.6

14.9

21.4

2.0

31.2

29.3

16.9

18.0

16.0

1.1

16.4

19.7

0.8

0204060

38.9

46.3

19.4

8.0

13.1

0.6

12.6

16.6

0.6

22.7

10.4

19.6

30.1

11.0

0.6

17.2

27.6

0.0

0 20 40 60（％）（％）

全体（n=350） 前回（R元）調査（n=532） 女性（n=175） 男性（n=163）
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Ⅰ 在住者調査 

問１：「仕事」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「仕事」の優先度「３」は男性（29.5％）が女性（23.0％）より 6.5ポイン

ト高くなっています。 

性・年齢別にみると、「仕事」の優先度「１」は男性 50～59歳（44.8％）で４割半ばとなっ

ています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

女
性

男
性

（％）

24.3

22.4

22.7

26.1

31.4

25.0

20.9

11.1

25.9

15.0

17.6

36.0

44.8

22.2

17.9

25.1

27.0

45.5

34.8

25.7

22.2

16.3

27.8

23.5

20.0

41.2

28.0

17.2

19.4

23.1

25.9

23.0

18.2

21.7

20.0

25.0

23.3

27.8

29.5

55.0

29.4

16.0

24.1

36.1

23.1

11.0

12.8

9.1

13.0

17.1

13.9

16.3

5.6

8.4

5.0

0.0

12.0

10.3

5.6

12.8

12.0

12.2

4.5

4.3

5.7

11.1

18.6

22.2

12.7

5.0

11.8

8.0

3.4

16.7

23.1

1.6

2.6

0.0

0.0

0.0

2.8

4.7

5.6

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅱ 在勤者調査 

問 24：男女平等参画センター（リーブラ）で行っている講座の参加意向 

男女平等参画センターでは、さまざまな講座を行っています。あなたがその講座に参加

するとしたら、どのような講座に参加したいと思いますか。（○はいくつでも） 

問 24：男女平等参画センター（リーブラ）で行っている講座の参加意向 

 

 

 

 「自己表現トレーニング、コミュニケーション能力など、生き方をサポートする講座」

（30.0％）が３割で最も多くなっています。次いで「キャリアアップ・ビジネススキルの向

上など、働く女性を支援する講座」（28.0％）、「男女平等参画やジェンダーなどについて基本

的な考え方を学ぶ講座」（19.4％）、「男性向けの子育てや料理などの多様な講座」（18.3％）

などの順となっています。 

 前回調査と比較すると、割合に大きな変動はありません。 

 性別にみると、「男性向けの子育てや料理などの多様な講座」は男性（30.1％）が女性（8.0％）

より 22.1ポイント高くなっています。 

自己表現トレーニング、コミュニケーション能力
など、生き方をサポートする講座

キャリアアップ・ビジネススキルの向上など、働
く女性を支援する講座

男女平等参画やジェンダーなどについて基本的な
考え方を学ぶ講座

男性向けの子育てや料理などの多様な講座

ドメスティック・バイオレンス、セクシュアル・
ハラスメント、ストーカー対策などを考える講座

その他

わからない

どれも参加したいと思わない・参加できない

無回答

30.0

28.0

19.4

18.3

11.7

0.6

14.9

21.4

2.0

31.2

29.3

16.9

18.0

16.0

1.1

16.4

19.7

0.8

0204060

38.9

46.3

19.4

8.0

13.1

0.6

12.6

16.6

0.6

22.7

10.4

19.6

30.1

11.0

0.6

17.2

27.6

0.0

0 20 40 60（％）（％）

全体（n=350） 前回（R元）調査（n=532） 女性（n=175） 男性（n=163）
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問 24：男女平等参画センター（リーブラ）で行っている講座の参加意向【性・年齢別】 

 
（※表の上段が人数（人）、下段が割合（％））                 

 性・年齢別にみると、女性の 29歳以下、50～59歳では「キャリアアップ・ビジネススキル

の向上など、働く女性を支援する講座」が、30～49歳、60～69歳では「自己表現トレーニン

グ、コミュニケーション能力など、生き方をサポートする講座」が最も高くなっています。

一方、男性の 49歳以下、60～69歳では「男性向けの子育てや料理などの多様な講座」が、50

～59歳では「自己表現トレーニング、コミュニケーション能力など、生き方をサポートする

講座」が最も高くなっています。 

 

全
体

男

女

平

等

参

画

や

ジ

ェ

ン

ダ
ー

な

ど

に

つ

い

て

基

本

的

な

考

え

方

を

学

ぶ

講

座

ド

メ

ス

テ

ィ

ッ

ク

・

バ

イ

オ

レ

ン

ス

、
セ

ク

シ

ュ

ア

ル

・

ハ

ラ

ス

メ

ン

ト

、
ス

ト
ー

カ
ー

対

策

な

ど

を

考

え

る

講

座

男

性

向

け

の

子

育

て

や

料

理

な

ど

の

多

様

な

講

座 キ

ャ

リ

ア

ア

ッ

プ

・

ビ

ジ

ネ

ス

ス

キ

ル

の

向

上

な

ど

、
働

く

女

性

を

支

援

す

る

講

座

自

己

表

現

ト

レ
ー

ニ

ン

グ

、
コ

ミ

ュ

ニ

ケ
ー

シ

ョ

ン

能

力

な

ど

、
生

き

方

を

サ

ポ
ー

ト

す

る

講

座

そ

の

他

わ

か

ら

な

い

ど

れ

も

参

加

し

た

い

と

思

わ

な

い

・

参

加

で

き

な

い

無

回

答

350 68 41 64 98 105 2 52 75 7
100.0 19.4 11.7 18.3 28.0 30.0 0.6 14.9 21.4 2.0

175 34 23 14 81 68 1 22 29 1
100.0 19.4 13.1 8.0 46.3 38.9 0.6 12.6 16.6 0.6

25 4 1 1 12 11 0 3 2 0
100.0 16.0 4.0 4.0 48.0 44.0 0.0 12.0 8.0 0.0

40 7 7 3 16 11 0 8 8 1
100.0 17.5 17.5 7.5 40.0 92.5 0.0 20.0 20.0 2.5

54 11 9 6 28 22 0 6 9 0
100.0 20.4 16.7 11.1 51.9 68.5 0.0 11.1 16.7 0.0

47 10 4 2 23 20 1 4 8 0
100.0 21.3 8.5 4.3 48.9 42.6 2.1 8.5 17.0 0.0

8 2 2 1 2 3 0 1 2 0
100.0 25.0 25.0 12.5 25.0 37.5 0.0 12.5 25.0 0.0

1 0 0 1 0 1 0 0 0 0
100.0 0.0 0.0 100.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
163 32 18 49 17 37 1 28 45 0

100.0 19.6 11.0 30.1 10.4 22.7 0.6 17.2 27.6 0.0
18 2 2 9 0 6 0 2 2 0

100.0 11.1 11.1 50.0 0.0 33.3 0.0 11.1 11.1 0.0
40 9 4 15 2 7 0 6 13 0

100.0 22.5 10.0 37.5 5.0 17.5 0.0 15.0 32.5 0.0
34 4 4 10 2 5 0 6 13 0

100.0 11.8 11.8 29.4 5.9 14.7 0.0 17.6 38.2 0.0
52 11 5 9 10 14 0 11 15 0

100.0 21.2 9.6 17.3 19.2 26.9 0.0 21.2 28.8 0.0
15 4 1 5 1 3 1 2 2 0

100.0 26.7 6.7 33.3 6.7 20.0 6.7 13.3 13.3 0.0
4 2 2 1 2 2 0 1 0 0

100.0 50.0 50.0 25.0 50.0 50.0 0.0 25.0 0.0 0.0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
12 2 0 1 0 0 0 2 1 6

100.0 16.7 0.0 8.3 0.0 0.0 0.0 16.7 8.3 50.0

全体

性

・

年

齢

別

女

性

女性合計

29歳以下

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

無回答

答えたくない
無回答

70歳以上

無回答

男

性

男性合計

70歳以上

29歳以下

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳
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問１：「家庭生活」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性（52.0％）が男性（41.0％）よりも 11.0

ポイント高くなっています。 

 性・年齢別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性 50～59歳（77.8％）で８割近くと

なっています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

（％）

女
性

男
性

47.1

52.0

45.5

52.2

51.4

77.8

37.2

50.0

41.0

30.0

41.2

52.0

34.5

38.9

46.2

19.5

17.9

27.3

8.7

20.0

8.3

18.6

22.2

21.7

15.0

23.5

4.0

37.9

22.2

23.1

17.9

18.4

18.2

30.4

8.6

5.6

30.2

19.4

16.3

30.0

5.9

4.0

17.2

11.1

25.6

5.3

3.1

4.5

0.0

5.7

5.6

2.3

0.0

8.4

20.0

17.6

12.0

3.4

5.6

2.6

9.4

7.1

0.0

8.7

14.3

2.8

9.3

5.6

12.7

5.0

11.8

28.0

6.9

22.2

2.6

0.8

1.5

4.5

0.0

0.0

0.0

2.3

2.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅱ 在勤者調査 

10 自由意見 

 回答者が日頃、家庭や職場・地域などで男女平等について感じていることや、港区の男女

平等参画施策に望むこととして意見や感想等を求めたところ、83人からご意見をいただきま

した。 

 ここでは、主な意見を「第４次港区男女平等参画行動計画」の体系に基づき分類しました。

なお、体系に分類できない意見等については、「その他」としてまとめています。 

※ 第４次港区男女平等参画行動計画の施策の体系のうち、意見がなかった分野については、表記を割愛してい

ます。 

※ 一人の回答者が複数の趣旨の意見を記入している場合は、それぞれについて件数を計上しています。 

 

主な意見と件数 

■目標１ あらゆる場における男女平等参画を推進する 

分 類 主な意見の内容 件数 

○働く場における

女性の活躍の促

進 

・管理職の数よりも男女の機会均等、教育訓練の機会の増加が重要

と思う。 

・女性の管理職が少ないと感じる。 

・”女性活躍”も女性に焦点を当てすぎるのも逆効果である。 

・女性が働きやすくする、両立をする制度がいくら整っても男性の

働き方や意識が変わらないとずっと同じ。意識改革が重要。 

・男女平等というと女性の社会進出、キャリアについて議論される

傾向があるが、働かず専業主婦を望む女性もいる。個人でそれぞ

れの生き方が尊重されるような社会を実現してほしい。また、男

性においては、「働く」という選択肢しか認められないという意

識が根強い。男性の「解放」も男女平等を考えるうえで必要だと

思う。 

・優秀な女性は向上心、向学心があるのため、自分で自分を高める

ような努力をすると思う。そういう人への支援や周囲の協力は必

要と思うが、そうではない人には必要ないと思う。 

7 

○政策・方針決定

過程への女性の

参画促進 

・大切なのは一人一人がどのように生きたいかを考え、それを社会

が受容するかであり、女性の管理職目標値の設定等の施策等はお

かしいと考える。 

・男女は平等になってきていると感じるが、条例や法律で管理職の

女性割合を規定するなどの支援は必要。 

2 

○地域活動の場に

おける男女平等

参画の促進 

・地域では、町内会や PTA などで男性が会長、女性は書記や会計と

いった固定的な役割分担が残ることがあるが、最近では男女関係

なく、「誰でもできる」という視点に立ち返ることが少しずつ社

会を変えていく第一歩になると思う。 

1 

○教育の場におけ

る男女平等参画

の推進 

・ジェンダーギャップについては、男女共に、まず現状を数値、言

語的に把握し、問題を明文化した方が良い。制度は整ってきてい

ても、社会の意識が変わらないといい運用ができない。学校が一

番遅れているため、教育から見直してほしい。 

1 

 

 38 

Ⅰ 在住者調査 

問１：「仕事」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「仕事」の優先度「３」は男性（29.5％）が女性（23.0％）より 6.5ポイン

ト高くなっています。 

性・年齢別にみると、「仕事」の優先度「１」は男性 50～59歳（44.8％）で４割半ばとなっ

ています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

女
性

男
性

（％）

24.3

22.4

22.7

26.1

31.4

25.0

20.9

11.1

25.9

15.0

17.6

36.0

44.8

22.2

17.9

25.1

27.0

45.5

34.8

25.7

22.2

16.3

27.8

23.5

20.0

41.2

28.0

17.2

19.4

23.1

25.9

23.0

18.2

21.7

20.0

25.0

23.3

27.8

29.5

55.0

29.4

16.0

24.1

36.1

23.1

11.0

12.8

9.1

13.0

17.1

13.9

16.3

5.6

8.4

5.0

0.0

12.0

10.3

5.6

12.8

12.0

12.2

4.5

4.3

5.7

11.1

18.6

22.2

12.7

5.0

11.8

8.0

3.4

16.7

23.1

1.6

2.6

0.0

0.0

0.0

2.8

4.7

5.6

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅱ 在勤者調査 

10 自由意見 

 回答者が日頃、家庭や職場・地域などで男女平等について感じていることや、港区の男女

平等参画施策に望むこととして意見や感想等を求めたところ、83人からご意見をいただきま

した。 

 ここでは、主な意見を「第４次港区男女平等参画行動計画」の体系に基づき分類しました。

なお、体系に分類できない意見等については、「その他」としてまとめています。 

※ 第４次港区男女平等参画行動計画の施策の体系のうち、意見がなかった分野については、表記を割愛してい

ます。 

※ 一人の回答者が複数の趣旨の意見を記入している場合は、それぞれについて件数を計上しています。 

 

主な意見と件数 

■目標１ あらゆる場における男女平等参画を推進する 

分 類 主な意見の内容 件数 

○働く場における

女性の活躍の促

進 

・管理職の数よりも男女の機会均等、教育訓練の機会の増加が重要

と思う。 

・女性の管理職が少ないと感じる。 

・”女性活躍”も女性に焦点を当てすぎるのも逆効果である。 

・女性が働きやすくする、両立をする制度がいくら整っても男性の

働き方や意識が変わらないとずっと同じ。意識改革が重要。 

・男女平等というと女性の社会進出、キャリアについて議論される

傾向があるが、働かず専業主婦を望む女性もいる。個人でそれぞ

れの生き方が尊重されるような社会を実現してほしい。また、男

性においては、「働く」という選択肢しか認められないという意

識が根強い。男性の「解放」も男女平等を考えるうえで必要だと

思う。 

・優秀な女性は向上心、向学心があるのため、自分で自分を高める

ような努力をすると思う。そういう人への支援や周囲の協力は必

要と思うが、そうではない人には必要ないと思う。 

7 

○政策・方針決定

過程への女性の

参画促進 

・大切なのは一人一人がどのように生きたいかを考え、それを社会

が受容するかであり、女性の管理職目標値の設定等の施策等はお

かしいと考える。 

・男女は平等になってきていると感じるが、条例や法律で管理職の

女性割合を規定するなどの支援は必要。 

2 

○地域活動の場に

おける男女平等

参画の促進 

・地域では、町内会や PTA などで男性が会長、女性は書記や会計と

いった固定的な役割分担が残ることがあるが、最近では男女関係

なく、「誰でもできる」という視点に立ち返ることが少しずつ社

会を変えていく第一歩になると思う。 

1 

○教育の場におけ

る男女平等参画

の推進 

・ジェンダーギャップについては、男女共に、まず現状を数値、言

語的に把握し、問題を明文化した方が良い。制度は整ってきてい

ても、社会の意識が変わらないといい運用ができない。学校が一

番遅れているため、教育から見直してほしい。 

1 
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分 類 主な意見の内容 件数 

○家庭や社会の慣

行における男女

平等参画の推進 

・家庭や職場環境・地域において、男女平等は重要だと感じるが、

育児や家事といった家庭内の責任が女性に偏りがちな現状は、ま

だまだ改善の余地があると感じる。 

1 

●その他 ・性別にかかわらず、個人の特性で動けるようになればとは思う。 

・女性が活躍する社会はまだまだのように感じる。 

・男女平等のとらえ方が男女で違う。お互い都合のいい男女平等感

を持っているので、歩み寄ることが必要だと思う。本当の意味で

平等になることはない(性別が違えば身体能力も違う)ことを理解

したうえで、思いやりの心を持つしかない。 

・本当に女性が男性と同じような立場で社会参画する会社が望まし

いのかどうかを高い視座から考え直す必要があると思う。 

・家庭や職場、地域の中で、男女平等は少しずつ進んできていると

感じるが、まだ家事や育児の多くを女性が担うことが多く、職場

での昇進や働き方において男女では差があると感じる。 

5 

■目標２ ワーク・ライフ・バランスを推進する 

分 類 主な意見の内容 件数 

○事業者における

ワーク・ライフ・

バランスの推進 

・上層部や年配者の意識改革が必要。 

・企業に対する罰則や報酬がないと何も変わらない。 

・性別に関係のない役割、個人が望む形を自由に選べる会社が望ま

しい。 

・働き方改革はすべての人にとって効果的である。 

・制度は整っていても、実際に処理しなくてはならない仕事量が多

く、家庭との両立は大変そうだと感じる。 

・企業が女性を積極登用しようと努力しても結婚や妊娠等で離れて

しまう。 

・もう少しテレワークや時短を広めないと子育てもできない。 

・子育てのメイン担当は何故か女性が多く、意識改革が進んでいな

いと感じる。男性の育児休業取得期間が短い。キャリア、所得、

職場の雰囲気等を気にせず１年取れるようになると良いと思う。 

・子育て支援は中学生までは必要だと思う。 

・男性がフレックス制度を取得していても、制度を活用しにくい風

潮がある。 

・在宅勤務制度や男性の育休取得や時短勤務期間の延長などの制度

が整っているのは大企業だけで、小さな会社では従業員が声を上

げてもトップが認めないと何も進んでいかない。 

・子育てなどで一時的に職場を離れる際の賃金的なサポートが充実

すると、子どもを生もうと思う人も増えていくのではないか。 

・男性の時間外ゼロの日を作り、その日は男性が進んで家事全般を

行うように推奨する。 

・職場において、管理職の年代に女性が極端に少ないため、産休、

育休取得～現場復帰のケースをみたことがない。 

・若い女性の中でキャリアアップの意識もないので途中退職が多く

前例がつくれない。 

・総従業員に対する女性の割合が低いため、雇用や働きやすい職場

づくりに引き続き注力して欲しい。 

21 
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第
４
章 

資
料 

問１：「家庭生活」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性（52.0％）が男性（41.0％）よりも 11.0

ポイント高くなっています。 

 性・年齢別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性 50～59歳（77.8％）で８割近くと

なっています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

（％）

女
性

男
性

47.1

52.0

45.5

52.2

51.4

77.8

37.2

50.0

41.0

30.0

41.2

52.0

34.5

38.9

46.2

19.5

17.9

27.3

8.7

20.0

8.3

18.6

22.2

21.7

15.0

23.5

4.0

37.9

22.2

23.1

17.9

18.4

18.2

30.4

8.6

5.6

30.2

19.4

16.3

30.0

5.9

4.0

17.2

11.1

25.6

5.3

3.1

4.5

0.0

5.7

5.6

2.3

0.0

8.4

20.0

17.6

12.0

3.4

5.6

2.6

9.4

7.1

0.0

8.7

14.3

2.8

9.3

5.6

12.7

5.0

11.8

28.0

6.9

22.2

2.6

0.8

1.5

4.5

0.0

0.0

0.0

2.3

2.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅱ 在勤者調査 

分 類 主な意見の内容 件数 

○安心して子育て

できる環境づく

り 

・産まれたばかりの子をすてる母親の事件、相手の男性がせめられ

ないのはおかしい。また、シングルマザーへの養育費未払いも「男

性の逃げ得」にならないよう、手立てがないか。 

・働き続けながら子育てをすることは、非常に大変なこと。資金面

でも保育支援の充実面でも、国や自治体などで行わないと日本の

出産率は下がるばかりだろうと感じている。 

・小さな子供を安心して預けられる場所、制度が不足している。保

育の仕事に携わっている方の給料等が低すぎる。 

・根本的な問題として、出産・育児期間は女性の収入が下がる。業

務に関する知識・経験が不足してしまうため、安心して休暇の取

得や育児ができるような国や企業のフォローが必要。 

・子を持つ親が伸び伸びと育児ができる環境が必要。 

5 

○男性の家庭・地

域への参加促進 

・女性は育児が原因で評価されていないと思うので男性の育児制度

を女性と同等にして男性も積極的に参加するべきだと思う。 

・男性育休に対する考え方が、当事者以外は良く思っていないのが

現状。業務フォローした従業員にインセンティブ等が必要。 

・幼少期から、家庭で男性も家事や家族のサポートに関心を持ち、

家族がチームになって生活しないと幸せから遠ざかると教育して

ほしい。 

・男性の家事・育児の負担も大きくなっているように感じている。 

4 

 

■目標３ 人権の尊重と生涯を通じた健康を支援する 

分 類 主な意見の内容 件数 

○人権を尊重する

意識の醸成と性

別等による差別

の根絶 

・女性社員のストーカー被害などの話を聞くと、女性ならではの悩

みで大変だと思う。 

・LGBTについては理解するが、性自認を職場や公の場に持ち込まれ

るのは疑問。 

2 

 

■目標４ 男女平等参画社会実現に向けた推進体制を充実する 

分 類 主な意見の内容 件数 

○拠点施設リーブ

ラの充実 

・ジェンダーに関する講座やイベント、相談事業などを通じて、区

民の意識啓発と支援を行っている点は非常に意義深いと感じた。 
1 

○計画推進体制の

充実 

・港区の施策に望むことは、男女理解を深める取組があればよい。 

・港区男女平等参画施策に望むことは、男女がともに活躍できる環

境づくり、育児、介護、仕事の両立できる制度 

2 

 

  

 

 38 

Ⅰ 在住者調査 

問１：「仕事」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「仕事」の優先度「３」は男性（29.5％）が女性（23.0％）より 6.5ポイン

ト高くなっています。 

性・年齢別にみると、「仕事」の優先度「１」は男性 50～59歳（44.8％）で４割半ばとなっ

ています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

女
性

男
性

（％）

24.3

22.4

22.7

26.1

31.4

25.0

20.9

11.1

25.9

15.0

17.6

36.0

44.8

22.2

17.9

25.1

27.0

45.5

34.8

25.7

22.2

16.3

27.8

23.5

20.0

41.2

28.0

17.2

19.4

23.1

25.9

23.0

18.2

21.7

20.0

25.0

23.3

27.8

29.5

55.0

29.4

16.0

24.1

36.1

23.1

11.0

12.8

9.1

13.0

17.1

13.9

16.3

5.6

8.4

5.0

0.0

12.0

10.3

5.6

12.8

12.0

12.2

4.5

4.3

5.7

11.1

18.6

22.2

12.7

5.0

11.8

8.0

3.4

16.7

23.1

1.6

2.6

0.0

0.0

0.0

2.8

4.7

5.6

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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Ⅱ 在勤者調査 

分 類 主な意見の内容 件数 

○安心して子育て

できる環境づく

り 

・産まれたばかりの子をすてる母親の事件、相手の男性がせめられ

ないのはおかしい。また、シングルマザーへの養育費未払いも「男

性の逃げ得」にならないよう、手立てがないか。 

・働き続けながら子育てをすることは、非常に大変なこと。資金面

でも保育支援の充実面でも、国や自治体などで行わないと日本の

出産率は下がるばかりだろうと感じている。 

・小さな子供を安心して預けられる場所、制度が不足している。保

育の仕事に携わっている方の給料等が低すぎる。 

・根本的な問題として、出産・育児期間は女性の収入が下がる。業

務に関する知識・経験が不足してしまうため、安心して休暇の取

得や育児ができるような国や企業のフォローが必要。 

・子を持つ親が伸び伸びと育児ができる環境が必要。 

5 

○男性の家庭・地

域への参加促進 

・女性は育児が原因で評価されていないと思うので男性の育児制度

を女性と同等にして男性も積極的に参加するべきだと思う。 

・男性育休に対する考え方が、当事者以外は良く思っていないのが

現状。業務フォローした従業員にインセンティブ等が必要。 

・幼少期から、家庭で男性も家事や家族のサポートに関心を持ち、

家族がチームになって生活しないと幸せから遠ざかると教育して

ほしい。 

・男性の家事・育児の負担も大きくなっているように感じている。 

4 

 

■目標３ 人権の尊重と生涯を通じた健康を支援する 

分 類 主な意見の内容 件数 

○人権を尊重する

意識の醸成と性

別等による差別

の根絶 

・女性社員のストーカー被害などの話を聞くと、女性ならではの悩

みで大変だと思う。 

・LGBTについては理解するが、性自認を職場や公の場に持ち込まれ

るのは疑問。 

2 

 

■目標４ 男女平等参画社会実現に向けた推進体制を充実する 

分 類 主な意見の内容 件数 

○拠点施設リーブ

ラの充実 

・ジェンダーに関する講座やイベント、相談事業などを通じて、区

民の意識啓発と支援を行っている点は非常に意義深いと感じた。 
1 

○計画推進体制の

充実 

・港区の施策に望むことは、男女理解を深める取組があればよい。 

・港区男女平等参画施策に望むことは、男女がともに活躍できる環

境づくり、育児、介護、仕事の両立できる制度 

2 
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■その他 

主な意見の内容 

・男女またはそれ以外というくくりにこだわらずに一人の人として扱われる会社が望ましい。

全員が人として尊厳をもって生活できればいいと思う。 

・男女、ジェンダー、性自認等は一つの個性であり、全員が別々の個性を持っている。企業に

も様々な特色を持ったものがあり、それぞれの個人と企業をマッチングさせる場所があると

良いと思う。 

・男女平等以前に、社会人としてのマナーが欠落していることが問題。社会の規律を正しくし

てからこそ考えるもの。 

・性別適合手術を受けていない「FTM」では、職場で結婚祝金が出なかったり、扶養に入れて

あげられなかったり、夫婦として認められていない感じがして寂しい。パートナーシップだ

けではどうにもならない。 
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第
４
章 

資
料 

問１：「家庭生活」の優先度《希望》【性・年齢別】 

 

 性別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性（52.0％）が男性（41.0％）よりも 11.0

ポイント高くなっています。 

 性・年齢別にみると、「家庭生活」の優先度「１」は女性 50～59歳（77.8％）で８割近くと

なっています。 

  

ｎ　

全体 (374)

全体 (196)

29歳以下 (22)

30～39歳 (23)

40～49歳 (35)

50～59歳 (36)

60～69歳 (43)

70歳以上 (36)

全体 (166)

29歳以下 (20)

30～39歳 (17)

40～49歳 (25)

50～59歳 (29)

60～69歳 (36)

70歳以上 (39)

1
（高）

2 3 4 5
（低）

無回答

（％）

女
性

男
性

47.1

52.0

45.5

52.2

51.4

77.8

37.2

50.0

41.0

30.0

41.2

52.0

34.5

38.9

46.2

19.5

17.9

27.3

8.7

20.0

8.3

18.6

22.2

21.7

15.0

23.5

4.0

37.9

22.2

23.1

17.9

18.4

18.2

30.4

8.6

5.6

30.2

19.4

16.3

30.0

5.9

4.0

17.2

11.1

25.6

5.3

3.1

4.5

0.0

5.7

5.6

2.3

0.0

8.4

20.0

17.6

12.0

3.4

5.6

2.6

9.4

7.1

0.0

8.7

14.3

2.8

9.3

5.6

12.7

5.0

11.8

28.0

6.9

22.2

2.6

0.8

1.5

4.5

0.0

0.0

0.0

2.3

2.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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【調査票】在住者調査 

男女平等
だんじょびょうどう

に関
かん

する港区在住者
みなとくざいじゅうしゃ

の意識
い し き

・実態調査
じったいちょうさ

 調査票
ちょうさひょう

 

Ⅰ 家庭
か て い

生活
せいかつ

と社会
しゃかい

生活
せいかつ

の両 立
りょうりつ

について  
 

問１．生活
せいかつ

の中
なか

での、「仕事
し ご と

」、「家庭
か て い

生活
せいかつ

」、「地域
ち い き

での生活
せいかつ

」（地域
ち い き

活動
かつどう

等
など

）、「個人
こ じ ん

の生活
せいかつ

」（学習
がくしゅう

、

趣味
し ゅ み

、付
つ

き合
あ

い等
など

）の優先度
ゆうせんど

について、あなたの希望
き ぼ う

に最
もっと

も近
ちか

いものはどれですか。（○は

それぞれの項目
こうもく

につき１つ） 

 高
こう

    低
てい

 

仕
し

 事
ごと

 1 2 3 4 5 

家庭
か て い

生活
せいかつ

 1 2 3 4 5 

地域
ち い き

での生活
せいかつ

 1 2 3 4 5 

個人
こ じ ん

の生活
せいかつ

 1 2 3 4 5 

 

問２．あなたの現実
げんじつ

（現状
げんじょう

）に最
もっと

も近
ちか

いものはどれですか。（○はそれぞれの項目
こうもく

につき１つ） 

 高
こう

    低
てい

 

仕
し

 事
ごと

 1 2 3 4 5 

家庭
か て い

生活
せいかつ

 1 2 3 4 5 

地域
ち い き

での生活
せいかつ

 1 2 3 4 5 

個人
こ じ ん

の生活
せいかつ

 1 2 3 4 5 
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【調査票】在住者調査 

男女平等
だんじょびょうどう

に関
かん

する港区在住者
みなとくざいじゅうしゃ

の意識
い し き

・実態調査
じったいちょうさ

 調査票
ちょうさひょう

 

Ⅰ 家庭
か て い

生活
せいかつ

と社会
しゃかい

生活
せいかつ

の両 立
りょうりつ

について  
 

問１．生活
せいかつ

の中
なか

での、「仕事
し ご と

」、「家庭
か て い

生活
せいかつ

」、「地域
ち い き

での生活
せいかつ

」（地域
ち い き

活動
かつどう

等
など

）、「個人
こ じ ん

の生活
せいかつ

」（学習
がくしゅう

、

趣味
し ゅ み

、付
つ

き合
あ

い等
など

）の優先度
ゆうせんど

について、あなたの希望
き ぼ う

に最
もっと

も近
ちか

いものはどれですか。（○は

それぞれの項目
こうもく

につき１つ） 

 高
こう

    低
てい

 

仕
し

 事
ごと

 1 2 3 4 5 

家庭
か て い

生活
せいかつ

 1 2 3 4 5 

地域
ち い き

での生活
せいかつ

 1 2 3 4 5 

個人
こ じ ん

の生活
せいかつ

 1 2 3 4 5 

 

問２．あなたの現実
げんじつ

（現状
げんじょう

）に最
もっと

も近
ちか

いものはどれですか。（○はそれぞれの項目
こうもく

につき１つ） 

 高
こう

    低
てい

 

仕
し

 事
ごと

 1 2 3 4 5 

家庭
か て い

生活
せいかつ

 1 2 3 4 5 

地域
ち い き

での生活
せいかつ

 1 2 3 4 5 

個人
こ じ ん

の生活
せいかつ

 1 2 3 4 5 
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【調査票】在住者調査 

問３．あなたは、ワーク・ライフ・バランス（仕事
し ご と

と生活
せいかつ

の調和
ちょうわ

）を図
はか

る上
うえ

で、どのようなことが

重要
じゅうよう

だと思
おも

いますか。（○はいくつでも） 

 

１．保育
ほ い く

サービスなど育児
い く じ

に関
かん

する社会的
しゃかいてき

サポートの充実
じゅうじつ

 

２．介護
か い ご

サービスなど介護
か い ご

に関
かん

する社会的
しゃかいてき

サポートの充実
じゅうじつ

 

３．職場
しょくば

の両立
りょうりつ

支援
し え ん

制度
せ い ど

の充実
じゅうじつ

 

４．長時間
ちょうじかん

労働
ろうどう

を見直
み な お

すこと 

５．法律
ほうりつ

や制度
せ い ど

の充実
じゅうじつ

 

６．ジェンダーによる昇進
しょうしん

、待遇
たいぐう

の格差
か く さ

をなくすこと 

７．男性
だんせい

による家事
か じ

・育児
い く じ

・介護
か い ご

を進
すす

めること 

８．個人
こ じ ん

の意識
い し き

改革
かいかく

や努力
どりょく

 

９．職場
しょくば

の理解
り か い

やトップの意識
い し き

改革
かいかく

 

10．家族
か ぞ く

や地域
ち い き

の人
ひと

の理解
り か い

 

11．取引先
とりひきさき

の会社
かいしゃ

のワーク・ライフ・バランスに対
たい

する理解
り か い

 

12．その他
た

（                                 ） 

13．わからない 
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【調査票】在住者調査 

問３．あなたは、ワーク・ライフ・バランス（仕事
し ご と

と生活
せいかつ

の調和
ちょうわ

）を図
はか

る上
うえ

で、どのようなことが

重要
じゅうよう

だと思
おも

いますか。（○はいくつでも） 

 

１．保育
ほ い く

サービスなど育児
い く じ

に関
かん

する社会的
しゃかいてき

サポートの充実
じゅうじつ

 

２．介護
か い ご

サービスなど介護
か い ご

に関
かん

する社会的
しゃかいてき

サポートの充実
じゅうじつ

 

３．職場
しょくば

の両立
りょうりつ

支援
し え ん

制度
せ い ど

の充実
じゅうじつ

 

４．長時間
ちょうじかん

労働
ろうどう

を見直
み な お

すこと 

５．法律
ほうりつ

や制度
せ い ど

の充実
じゅうじつ

 

６．ジェンダーによる昇進
しょうしん

、待遇
たいぐう

の格差
か く さ

をなくすこと 

７．男性
だんせい

による家事
か じ

・育児
い く じ

・介護
か い ご

を進
すす

めること 

８．個人
こ じ ん

の意識
い し き

改革
かいかく

や努力
どりょく

 

９．職場
しょくば

の理解
り か い

やトップの意識
い し き

改革
かいかく

 

10．家族
か ぞ く

や地域
ち い き

の人
ひと

の理解
り か い

 

11．取引先
とりひきさき

の会社
かいしゃ

のワーク・ライフ・バランスに対
たい

する理解
り か い

 

12．その他
た

（                                 ） 

13．わからない 
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【調査票】在住者調査 

Ⅱ 子
こ

育
そだ

てについて  
  

問４．あなたは、安心
あんしん

して子
こ

どもを産
う

み育
そだ

てていける社会
しゃかい

にするためには、区
く

がどのようなことに

取
と

り組
く

むべきだと思
おも

いますか。（○はいくつでも） 
 

１．男女
だんじょ

が協 力
きょうりょく

して家事
か じ

や育児
い く じ

を担
にな

えるよう啓発
けいはつ

を行
おこな

う  

２．親
おや

の就労
しゅうろう

形態
けいたい

や通勤
つうきん

時間
じ か ん

に応
おう

じた保育
ほ い く

施策
し さ く

を進
すす

める 

３．労働
ろうどう

時間
じ か ん

の短縮
たんしゅく

や育児
い く じ

休 業
きゅうぎょう

制度
せ い ど

の普及
ふきゅう

を進
すす

める 

４．保育
ほ い く

に係
かか

る費用
ひ よ う

の軽減
けいげん

など経済的
けいざいてき

支援
し え ん

を進
すす

める 

５．教育
きょういく

に係
かか

る費用
ひ よ う

の軽減
けいげん

など経済的
けいざいてき

支援
し え ん

を進
すす

める 

６．出産
しゅっさん

や子
こ

育
そだ

てについての相談
そうだん

窓口
まどぐち

を充実
じゅうじつ

する 

７．子
こ

育
そだ

て世代
せ だ い

への住宅
じゅうたく

の提供
ていきょう

など住宅
じゅうたく

対策
たいさく

を進
すす

める 

８．子
こ

どもが安心
あんしん

して遊
あそ

ぶことができる場
ば

を提供
ていきょう

する 

９．子
こ

育
そだ

てを助
たす

け合
あ

える地域
ち い き

のネットワークづくりを支援
し え ん

する 

10．子
こ

どもや子
こ

育
そだ

てに対
たい

して理解
り か い

を深
ふか

めるような啓発
けいはつ

を行
おこな

う 

11．その他
た

（                                 ） 

12．わからない 
 

 

 

Ⅲ 介護
か い ご

について  
 
 

問５．家庭
か て い

での介護
か い ご

（医療的
いりょうてき

ケア児
じ

・障害児
しょうがいじ

を含
ふく

む）について、あなたはどのようにするのが望
のぞ

 

ましいと考
かんが

えますか。（○は１つ） 
 

１．男性
だんせい

がする方
ほう

がよい 

２．男性
だんせい

が中心
ちゅうしん

で女性
じょせい

も手助
て だ す

けするのがよい 

３．男性
だんせい

と女性
じょせい

が平
びょう

等
どう

に分担
ぶんたん

してするのがよい 

４．女性
じょせい

が中心
ちゅうしん

で男性
だんせい

も手助
て だ す

けするのがよい 

５．女性
じょせい

がする方
ほう

がよい 

６．その他
た

（                                 ） 

７．わからない 
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【調査票】在住者調査 

男女平等
だんじょびょうどう

に関
かん

する港区在住者
みなとくざいじゅうしゃ

の意識
い し き

・実態調査
じったいちょうさ

 調査票
ちょうさひょう

 

Ⅰ 家庭
か て い

生活
せいかつ

と社会
しゃかい

生活
せいかつ

の両 立
りょうりつ

について  
 

問１．生活
せいかつ

の中
なか

での、「仕事
し ご と

」、「家庭
か て い

生活
せいかつ

」、「地域
ち い き

での生活
せいかつ

」（地域
ち い き

活動
かつどう

等
など

）、「個人
こ じ ん

の生活
せいかつ

」（学習
がくしゅう

、

趣味
し ゅ み

、付
つ

き合
あ

い等
など

）の優先度
ゆうせんど

について、あなたの希望
き ぼ う

に最
もっと

も近
ちか

いものはどれですか。（○は

それぞれの項目
こうもく

につき１つ） 

 高
こう

    低
てい

 

仕
し

 事
ごと

 1 2 3 4 5 

家庭
か て い

生活
せいかつ

 1 2 3 4 5 

地域
ち い き

での生活
せいかつ

 1 2 3 4 5 

個人
こ じ ん

の生活
せいかつ

 1 2 3 4 5 

 

問２．あなたの現実
げんじつ

（現状
げんじょう

）に最
もっと

も近
ちか

いものはどれですか。（○はそれぞれの項目
こうもく

につき１つ） 

 高
こう

    低
てい

 

仕
し

 事
ごと

 1 2 3 4 5 

家庭
か て い

生活
せいかつ

 1 2 3 4 5 

地域
ち い き

での生活
せいかつ

 1 2 3 4 5 

個人
こ じ ん

の生活
せいかつ

 1 2 3 4 5 
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【調査票】在住者調査 

Ⅳ あらゆる場
ば

における男女
だんじょ

平 等
びょうどう

参画
さんかく

の推進
すいしん

について  
 

問６．あなたは、次
つぎ

にあげる分野
ぶ ん や

で実際
じっさい

に男女
だんじょ

の地位
ち い

は平等
びょうどう

になっていると思
おも

いますか。（ア～キ

のそれぞれについて、あてはまる「１～６」に○を１つ） 

 

男性
だんせい

の方
ほう

が優
ゆう

遇
ぐう

さ

れている 

どちらか

といえ

ば、男性
だんせい

の方
ほう

が優
ゆう

遇
ぐう

されて

いる 

平等
びょうどう

 

どちらか

といえ

ば、女性
じょせい

の方
ほう

が

優遇
ゆうぐう

され

ている 

女性
じょせい

の方
ほう

が優遇
ゆうぐう

さ

れている 

わからない 

ア．家庭
か て い

生活
せいかつ

の場
ば

 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

イ．職場
しょくば

  １ ２ ３ ４ ５ ６ 

ウ．学校
がっこう

教育
きょういく

の場
ば

 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

エ．政治
せ い じ

の場
ば

 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

オ．法律
ほうりつ

や制度上
せいどじょう

 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

カ．社会
しゃかい

通念
つうねん

や慣習
かんしゅう

、しきた

りなど 
１ ２ ３ ４ ５ ６ 

キ．地域
ち い き

社会
しゃかい

の場
ば

  １ ２ ３ ４ ５ ６ 
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【調査票】在住者調査 

問３．あなたは、ワーク・ライフ・バランス（仕事
し ご と

と生活
せいかつ

の調和
ちょうわ

）を図
はか

る上
うえ

で、どのようなことが

重要
じゅうよう

だと思
おも

いますか。（○はいくつでも） 

 

１．保育
ほ い く

サービスなど育児
い く じ

に関
かん

する社会的
しゃかいてき

サポートの充実
じゅうじつ

 

２．介護
か い ご

サービスなど介護
か い ご

に関
かん

する社会的
しゃかいてき

サポートの充実
じゅうじつ

 

３．職場
しょくば

の両立
りょうりつ

支援
し え ん

制度
せ い ど

の充実
じゅうじつ

 

４．長時間
ちょうじかん

労働
ろうどう

を見直
み な お

すこと 

５．法律
ほうりつ

や制度
せ い ど

の充実
じゅうじつ

 

６．ジェンダーによる昇進
しょうしん

、待遇
たいぐう

の格差
か く さ

をなくすこと 

７．男性
だんせい

による家事
か じ

・育児
い く じ

・介護
か い ご

を進
すす

めること 

８．個人
こ じ ん

の意識
い し き

改革
かいかく

や努力
どりょく

 

９．職場
しょくば

の理解
り か い

やトップの意識
い し き

改革
かいかく

 

10．家族
か ぞ く

や地域
ち い き

の人
ひと

の理解
り か い

 

11．取引先
とりひきさき

の会社
かいしゃ

のワーク・ライフ・バランスに対
たい

する理解
り か い

 

12．その他
た

（                                 ） 

13．わからない 
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【調査票】在住者調査 

Ⅴ 家庭
か て い

生活
せいかつ

について  
 

問７．【現在
げんざい

、結婚
けっこん

(事実婚
じじつこん

を含
ふく

む)している方
かた

のみご回答
かいとう

ください】あなたの家庭
か て い

では次
つぎ

のことがら

を、主
おも

にだれが行
おこな

っていますか。（ア～オのそれぞれについて、あてはまる「１～６」に○

を１つ） 

 

 
主
おも

に自分
じ ぶ ん

 

自分
じ ぶ ん

と

配偶者
はいぐうしゃ

（パ

ートナー）

が同
おな

じくら

い 

主
おも

に 

配偶者
はいぐうしゃ

 

（パートナ

ー） 

主
おも

に配偶者
はいぐうしゃ

（パートナ

ー）以外
い が い

の

家族
か ぞ く

 

家族
か ぞ く

以外
い が い

の人
ひと

に 

依頼
い ら い

 

あてはま

らない 

ア．炊事
す い じ

・洗濯
せんたく

・掃除
そ う じ

などの家事
か じ

 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

イ．育児
い く じ

や子
こ

どものしつけ １ ２ ３ ４ ５ ６ 

ウ．親
おや

や家族
か ぞ く

の介護
か い ご

 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

エ．町会
ちょうかい

・自治会
じ ち か い

などの地域
ち い き

活動
かつどう

 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

オ．子
こ

どもの学校
がっこう

行事
ぎょうじ

への参加
さ ん か

 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

 

問８．あなたが家事
か じ

・育児
い く じ

に携
たずさ

わる１日
にち

あたりの平均的
へいきんてき

な時間
じ か ん

はどのくらいですか。（料理
りょうり

、洗濯
せんたく

、子
こ

 

どもの入 浴
にゅうよく

や寝
ね

かしつけ、子
こ

どもと遊
あそ

んでいる時間
じ か ん

などの合計
ごうけい

時間
じ か ん

） 

（１）平日
へいじつ

（○は１つ） 

   

１．30分
ぷん

未満
み ま ん

 ４．２時間
じ か ん

以上
いじょう

３時間
じ か ん

未満
み ま ん

 ７．８時間
じ か ん

以上
いじょう

 

２．30分
ぷん

以上
いじょう

１時間
じ か ん

未満
み ま ん

 ５．３時間
じ か ん

以上
いじょう

５時間
じ か ん

未満
み ま ん

  

３．１時間
じ か ん

以上
いじょう

２時間
じ か ん

未満
み ま ん

 ６．５時間
じ か ん

以上
いじょう

８時間
じ か ん

未満
み ま ん

  
   

 

（２）休日
きゅうじつ

（○は１つ） 

   

１．30分
ぷん

未満
み ま ん

 ４．２時間
じ か ん

以上
いじょう

３時間
じ か ん

未満
み ま ん

 ７．８時間
じ か ん

以上
いじょう

 

２．30分
ぷん

以上
いじょう

１時間
じ か ん

未満
み ま ん

 ５．３時間
じ か ん

以上
いじょう

５時間
じ か ん

未満
み ま ん

  

３．１時間
じ か ん

以上
いじょう

２時間
じ か ん

未満
み ま ん

 ６．５時間
じ か ん

以上
いじょう

８時間
じ か ん

未満
み ま ん
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【調査票】在住者調査 

男女平等
だんじょびょうどう

に関
かん

する港区在住者
みなとくざいじゅうしゃ

の意識
い し き

・実態調査
じったいちょうさ

 調査票
ちょうさひょう

 

Ⅰ 家庭
か て い

生活
せいかつ

と社会
しゃかい

生活
せいかつ

の両 立
りょうりつ

について  
 

問１．生活
せいかつ

の中
なか

での、「仕事
し ご と

」、「家庭
か て い

生活
せいかつ

」、「地域
ち い き

での生活
せいかつ

」（地域
ち い き

活動
かつどう

等
など

）、「個人
こ じ ん

の生活
せいかつ

」（学習
がくしゅう

、

趣味
し ゅ み

、付
つ

き合
あ

い等
など

）の優先度
ゆうせんど

について、あなたの希望
き ぼ う

に最
もっと

も近
ちか

いものはどれですか。（○は

それぞれの項目
こうもく

につき１つ） 

 高
こう

    低
てい

 

仕
し

 事
ごと

 1 2 3 4 5 

家庭
か て い

生活
せいかつ

 1 2 3 4 5 

地域
ち い き

での生活
せいかつ

 1 2 3 4 5 

個人
こ じ ん

の生活
せいかつ

 1 2 3 4 5 

 

問２．あなたの現実
げんじつ

（現状
げんじょう

）に最
もっと

も近
ちか

いものはどれですか。（○はそれぞれの項目
こうもく

につき１つ） 

 高
こう

    低
てい

 

仕
し

 事
ごと

 1 2 3 4 5 

家庭
か て い

生活
せいかつ

 1 2 3 4 5 

地域
ち い き

での生活
せいかつ

 1 2 3 4 5 

個人
こ じ ん

の生活
せいかつ

 1 2 3 4 5 
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【調査票】在住者調査 

問９．あなたは、男女
だんじょ

がともに家事
か じ

、子
こ

育
そだ

てや教 育
きょういく

、介護
か い ご

、地域
ち い き

活動
かつどう

に積極的
せっきょくてき

に参加
さ ん か

していくため

には、特
とく

にどのようなことが必要
ひつよう

だと思
おも

いますか。（○は３つまで） 
 

１．学校
がっこう

で男女
だんじょ

平等
びょうどう

意識
い し き

を育
そだ

てる教育
きょういく

をすること 

２．男女
だんじょ

の役割
やくわり

分担
ぶんたん

をなくすための啓発
けいはつ

を推進
すいしん

すること 

３．仕事
し ご と

と家庭
か て い

の両立
りょうりつ

などの問題
もんだい

について、相談
そうだん

できる窓口
まどぐち

を設
もう

けること 

４．育児
い く じ

・介護
か い ご

休 業
きゅうぎょう

制度
せ い ど

の一層
いっそう

の普及
ふきゅう

をはかること 

５．男性
だんせい

が仕事
し ご と

中心
ちゅうしん

の生
い

き方
かた

、考
かんが

え方
かた

を改
あらた

め、家事
か じ

などに参加
さ ん か

することへの抵抗感
ていこうかん

をなく

すこと 

６．企業
きぎょう

が男女
だんじょ

ともに家庭
か て い

と仕事
し ご と

を両立
りょうりつ

できる職場
しょくば

環境
かんきょう

を整
ととの

えること 

７．フレックスタイム制
せい

やテレワーク（在宅
ざいたく

勤務
き ん む

）などを普及
ふきゅう

させること 

８．労働
ろうどう

時間
じ か ん

を短縮
たんしゅく

すること 

９．その他
た

（                                 ） 

10．わからない
 

 
 

 

問 10．｢ 夫
おっと

は外
そと

で働
はたら

き、妻
つま

は家庭
か て い

を守
まも

るべきである」という男女
だんじょ

の性別
せいべつ

役割
やくわり

分担
ぶんたん

の考
かんが

え方
かた

があり

ますが、あなたは、どのように思
おも

いますか。（○は１つ） 

  

１．賛成
さんせい

 ４．反対
はんたい

 

２．どちらかといえば賛成
さんせい

 ５．わからない
 

 

３．どちらかといえば反対
はんたい
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問３．あなたは、ワーク・ライフ・バランス（仕事
し ご と

と生活
せいかつ

の調和
ちょうわ

）を図
はか

る上
うえ

で、どのようなことが

重要
じゅうよう

だと思
おも

いますか。（○はいくつでも） 

 

１．保育
ほ い く

サービスなど育児
い く じ

に関
かん

する社会的
しゃかいてき

サポートの充実
じゅうじつ

 

２．介護
か い ご

サービスなど介護
か い ご

に関
かん

する社会的
しゃかいてき

サポートの充実
じゅうじつ

 

３．職場
しょくば

の両立
りょうりつ

支援
し え ん

制度
せ い ど

の充実
じゅうじつ

 

４．長時間
ちょうじかん

労働
ろうどう

を見直
み な お

すこと 

５．法律
ほうりつ

や制度
せ い ど

の充実
じゅうじつ

 

６．ジェンダーによる昇進
しょうしん

、待遇
たいぐう

の格差
か く さ

をなくすこと 

７．男性
だんせい

による家事
か じ

・育児
い く じ

・介護
か い ご

を進
すす

めること 

８．個人
こ じ ん

の意識
い し き

改革
かいかく

や努力
どりょく

 

９．職場
しょくば

の理解
り か い

やトップの意識
い し き

改革
かいかく

 

10．家族
か ぞ く

や地域
ち い き

の人
ひと

の理解
り か い

 

11．取引先
とりひきさき

の会社
かいしゃ

のワーク・ライフ・バランスに対
たい

する理解
り か い

 

12．その他
た

（                                 ） 

13．わからない 
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【調査票】在住者調査 

Ⅵ 学校
がっこう

教 育
きょういく

について  
 

問 11．あなたは、ジェンダー平等
びょうどう

を推進
すいしん

していくために、小
しょう

・中学校
ちゅうがっこう

で特
とく

にどのようなことを

取
と

り入
い

れた方
ほう

がよいと思
おも

いますか。（○は３つまで） 

 

１．出席簿
しゅっせきぼ

や座席
ざ せ き

の順番
じゅんばん

など、男女
だんじょ

で分
わ

ける習慣
しゅうかん

をなくす 

２．学校
がっこう

生活
せいかつ

で児童
じ ど う

・生徒
せ い と

の役割
やくわり

分担
ぶんたん

に男女
だんじょ

で差
さ

をつけない取組
とりくみ

を充実
じゅうじつ

させる 

３．生活
せいかつ

指導
し ど う

や進路
し ん ろ

指導
し ど う

において、男女
だんじょ

の区別
く べ つ

なく能力
のうりょく

を活
い

かせるよう配慮
はいりょ

する 

４．男女
だんじょ

平等
びょうどう

の意識
い し き

を育
そだ

てる授業
じゅぎょう

をする 

５．リプロダクティブ・ヘルス／ライツ※について教
おし

える 

６．教材
きょうざい

の登場
とうじょう

人物
じんぶつ

・役割
やくわり

など、性別
せいべつ

で偏
かたよ

りがないように教材
きょうざい

を見直
み な お

す 

７．性
せい

暴力
ぼうりょく

やセクシュアル・ハラスメントに関
かん

する相談
そうだん

機能
き の う

を設置
せ っ ち

する 

８．教員
きょういん

自身
じ し ん

の固定
こ て い

観念
かんねん

を取
と

り除
のぞ

く研修
けんしゅう

を行
おこな

う 

９．校長
こうちょう

や副校長
ふくこうちょう

に女性
じょせい

を増
ふ

やしていく 

10．保護者会
ほ ご し ゃ か い

などを通
つう

じ、男女
だんじょ

平等
びょうどう

教育
きょういく

への保護者
ほ ご し ゃ

の理解
り か い

を深
ふか

める 

11．その他
た

（                                  ） 

12．わからない
 

 

13．学校
がっこう

教育
きょういく

の中
なか

で取
と

り組
く

む必要
ひつよう

はない 
 

 

 

 

 

  

※リプロダクティブ･ヘルス／ライツ：性
せい

と生殖
せいしょく

に関
かん

する健康
けんこう

と権利
け ん り

。女性
じょせい

の人権
じんけん

と性
せい

の

視点
し て ん

から妊娠
にんしん

・出産
しゅっさん

・避妊
ひ に ん

・更
こう

年期
ね ん き

など生涯
しょうがい

を通
つう

じての健康
けんこう

を保障
ほしょう

し、｢子
こ

どもを産
う

む

かどうか、いつ何人
なんにん

産
う

むかについて、女性
じょせい

自
みずか

らの意思
い し

で選択
せんたく

できる自己
じ こ

決定権
けっていけん

｣をいい

ます。 
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【調査票】在住者調査 

男女平等
だんじょびょうどう

に関
かん

する港区在住者
みなとくざいじゅうしゃ

の意識
い し き

・実態調査
じったいちょうさ

 調査票
ちょうさひょう

 

Ⅰ 家庭
か て い

生活
せいかつ

と社会
しゃかい

生活
せいかつ

の両 立
りょうりつ

について  
 

問１．生活
せいかつ

の中
なか

での、「仕事
し ご と

」、「家庭
か て い

生活
せいかつ

」、「地域
ち い き

での生活
せいかつ

」（地域
ち い き

活動
かつどう

等
など

）、「個人
こ じ ん

の生活
せいかつ

」（学習
がくしゅう

、

趣味
し ゅ み

、付
つ

き合
あ

い等
など

）の優先度
ゆうせんど

について、あなたの希望
き ぼ う

に最
もっと

も近
ちか

いものはどれですか。（○は

それぞれの項目
こうもく

につき１つ） 

 高
こう

    低
てい

 

仕
し

 事
ごと

 1 2 3 4 5 

家庭
か て い

生活
せいかつ

 1 2 3 4 5 

地域
ち い き

での生活
せいかつ

 1 2 3 4 5 

個人
こ じ ん

の生活
せいかつ

 1 2 3 4 5 

 

問２．あなたの現実
げんじつ

（現状
げんじょう

）に最
もっと

も近
ちか

いものはどれですか。（○はそれぞれの項目
こうもく

につき１つ） 

 高
こう

    低
てい

 

仕
し

 事
ごと

 1 2 3 4 5 

家庭
か て い

生活
せいかつ

 1 2 3 4 5 

地域
ち い き

での生活
せいかつ

 1 2 3 4 5 

個人
こ じ ん

の生活
せいかつ

 1 2 3 4 5 
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Ⅶ 働
はたら

く場
ば

について  
 

問 12．あなたの主
おも

な職 業
しょくぎょう

は、次
つぎ

のうちどれですか。２～６を選
えら

んだ方
かた

は、あなたのお勤
つと

め先
さき

の

従 業 員
じゅうぎょういん

数
すう

もお答
こた

えください。（○は１つ）   

（あなたの主
おも

な職 業
しょくぎょう

） 
  

１．自営業
じえいぎょう

・自由業
じゆうぎょう

・家族従業
かぞくじゅうぎょう

員
いん

 ７．公務員
こうむいん

  

２．企業
きぎょう

経営者
けいえいしゃ

・役員
やくいん

  ８．学生
がくせい

 

３．常勤
じょうきん

の正規
せ い き

社員
しゃいん

 ９．家事
か じ

専業
せんぎょう

 

４．派遣
は け ん

社員
しゃいん

 10．その他
た

（            ） 

５．契約
けいやく

社員
しゃいん

・嘱託
しょくたく

   11．職 業
しょくぎょう

には就
つ

いていない 

６．臨時
り ん じ

・非常勤
ひじょうきん

・パート・アルバイト  

 

（従 業 員
じゅうぎょういん

数
すう

） 

   

１．10人
にん

以下
い か

 ４．51～100人
にん

 ７．501～1000人
にん

 

２．11～20人
にん

 ５．101～200人
にん

 ８．1001人
にん

以上
いじょう

 

３．21～50人
にん

 ６．201～500人
にん

   
   

問 12-1．【現在
げんざい

、結婚
けっこん

（事実婚
じじつこん

を含
ふく

む）している方
かた

のみご回答
かいとう

ください】あなたの配偶者
はいぐうしゃ

の主
おも

な職 業
しょくぎょう

 

は、次
つぎ

のうちどれですか。（○は１つ）   
  

１．自営業
じえいぎょう

・自由業
じゆうぎょう

・家族従業員
かぞくじゅうぎょういん

 ７．公務員
こうむいん

  

２．企業経営者
きぎょうけいえいしゃ

・役員
やくいん

  ８．学生
がくせい

 

３．常勤
じょうきん

の正規社員
せいきしゃいん

 ９．家事専業
かじせんぎょう

 

４．派遣社員
はけんしゃいん

 10．その他
た

（           ） 

５．契約社員
けいやくしゃいん

・嘱託
しょくたく

   11．職 業
しょくぎょう

には就
つ

いていない 

６．臨時
り ん じ

・非常勤
ひじょうきん

・パート・アルバイト   
  

   

問 12-2．【現在
げんざい

、働
はたら

いている方
かた

（問
とい

12で１～７を選
えら

んだ方
かた

）のみご回答
かいとう

ください】あなたの職場
しょくば

で

は、育児休業
いくじきゅうぎょう

や介護休業
かいごきゅうぎょう

を取得
しゅとく

できる環境
かんきょう

が整備
せ い び

されていますか。（制度
せ い ど

の整備
せ い び

、

業務体制
ぎょうむたいせい

など）（○は１つ） 
   

１．整備
せ い び

されている ２．整備
せ い び

されていない ３．わからない
 

 
   

 

   

あなたの勤務先
き ん む さ き

の事業所
じぎょうしょ

だけではなく、あなたの勤
つと

めている会社
かいしゃ

全体
ぜんたい

の従業員
じゅうぎょういん

数
すう

を答
こた

えてください。 

 

 

217 

   

第
１
章 

調
査
の
概
要 

   

第
２
章 

調
査
結
果
の
概
要 

   

第
３
章 

調
査
結
果
の
分
析 

   

第
４
章 

資
料 

【調査票】在住者調査 

問３．あなたは、ワーク・ライフ・バランス（仕事
し ご と

と生活
せいかつ

の調和
ちょうわ

）を図
はか

る上
うえ

で、どのようなことが

重要
じゅうよう

だと思
おも

いますか。（○はいくつでも） 

 

１．保育
ほ い く

サービスなど育児
い く じ

に関
かん

する社会的
しゃかいてき

サポートの充実
じゅうじつ

 

２．介護
か い ご

サービスなど介護
か い ご

に関
かん

する社会的
しゃかいてき

サポートの充実
じゅうじつ

 

３．職場
しょくば

の両立
りょうりつ

支援
し え ん

制度
せ い ど

の充実
じゅうじつ

 

４．長時間
ちょうじかん

労働
ろうどう

を見直
み な お

すこと 

５．法律
ほうりつ

や制度
せ い ど

の充実
じゅうじつ

 

６．ジェンダーによる昇進
しょうしん

、待遇
たいぐう

の格差
か く さ

をなくすこと 

７．男性
だんせい

による家事
か じ

・育児
い く じ

・介護
か い ご

を進
すす

めること 

８．個人
こ じ ん

の意識
い し き

改革
かいかく

や努力
どりょく

 

９．職場
しょくば

の理解
り か い

やトップの意識
い し き

改革
かいかく

 

10．家族
か ぞ く

や地域
ち い き

の人
ひと

の理解
り か い

 

11．取引先
とりひきさき

の会社
かいしゃ

のワーク・ライフ・バランスに対
たい

する理解
り か い

 

12．その他
た

（                                 ） 

13．わからない 
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【調査票】在住者調査 

問 12-3．【現在
げんざい

、働
はたら

いている方
かた

（問
とい

12で１～７を選
えら

んだ方
かた

）のみご回答
かいとう

ください】あなたの職場
しょくば

では、育児
い く じ

休 業
きゅうぎょう

や介護
か い ご

休 業
きゅうぎょう

を取得
しゅとく

しやすい風土
ふ う ど

・職場
しょくば

の理解
り か い

があると感
かん

じますか。

（○は１つ） 
   

１．感
かん

じる ２．感
かん

じない ３．わからない
 

 
   

 

問 12-4．【現在
げんざい

、働
はたら

いている方
かた

（問
とい

12で１～７を選
えら

んだ方
かた

）のみご回答
かいとう

ください】次
つぎ

の勤務形態
きんむけいたい

や

取組
とりくみ

のうち、あなたの職場
しょくば

で現在
げんざい

、行
おこな

われているものはありますか。（○はいくつでも）  

 

１．長時間労働
ちょうじかんろうどう

の是正
ぜ せ い

（ノー残業
ざんぎょう

デーの設定
せってい

、業務時間外会議
ぎょうむじかんがいかいぎ

の禁止
き ん し

、残業時間
ざんぎょうじかん

の制限
せいげん

） 

２．有給休暇取得
ゆうきゅうきゅうかしゅとく

の奨励
しょうれい

 

３．働
はたら

きやすい職場
しょくば

の環境整備
かんきょうせいび

（短時間勤務
た ん じ か ん き ん む

、事業所内託児所
じぎょうしょないたくじしょ

の設置
せ っ ち

、育児
い く じ

や介護
か い ご

を理由
り ゆ う

と 

する転勤
てんきん

への配慮
はいりょ

） 

４．テレワーク（在宅勤務
ざいたくきんむ

）の推進
すいしん

  

５．勤務形態
きんむけいたい

の多様化
た よ う か

（フレックスタイム制
せい

、交替制
こうたいせい

、始業
しぎょう

・終業時間
しゅうぎょうじかん

の繰上
く り あ

げ・繰下
く り さ

げ、 

裁量労働制
さいりょうろうどうせい

・事業場外
じぎょうじょうがい

みなし労働時間制
ろうどうじかんせい

） 

６．同一労働同一賃金
どういつろうどうどういつちんぎん

 

７．副業
ふくぎょう

・兼業
けんぎょう

の承認
しょうにん

 

８．パソコンやタブレット等
など

の導入
どうにゅう

による業務
ぎょうむ

システムや社内情報
しゃないじょうほう

ネットワークの構築
こうちく

 

９．電子商取引
でんししょうとりひき

の導入
どうにゅう

 

10．妊娠中等
にんしんちゅうなど

の通院休暇
つういんきゅうか

・妊娠中
にんしんちゅう

の時差出勤
じさしゅっきん

 

11．配偶者
はいぐうしゃ

の出産時
しゅっさんじ

の休暇
きゅうか

 

12．半日
はんにち

・時間単位
じ か ん た ん い

の有給休暇制度
ゆうきゅうきゅうかせいど

 

13．再雇用制度
さ い こ よ う せ い ど

（育児
い く じ

・介護
か い ご

を理由
り ゆ う

とした退職者
たいしょくしゃ

の再雇用
さいこよう

） 

14．就業形態
しゅうぎょうけいたい

の移行
い こ う

（正社員
せいしゃいん

 ⇔ パート・アルバイト） 

15．育児
い く じ

・介護
か い ご

サービスの利用
り よ う

に対
たい

する経済的補助
けいざいてきほじょ

 

16．その他
た

（                                  ） 

17. わからない
 

 

18. 特
とく

にない 
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【調査票】在住者調査 

男女平等
だんじょびょうどう

に関
かん

する港区在住者
みなとくざいじゅうしゃ

の意識
い し き

・実態調査
じったいちょうさ

 調査票
ちょうさひょう

 

Ⅰ 家庭
か て い

生活
せいかつ

と社会
しゃかい

生活
せいかつ

の両 立
りょうりつ

について  
 

問１．生活
せいかつ

の中
なか

での、「仕事
し ご と

」、「家庭
か て い

生活
せいかつ

」、「地域
ち い き

での生活
せいかつ

」（地域
ち い き

活動
かつどう

等
など

）、「個人
こ じ ん

の生活
せいかつ

」（学習
がくしゅう

、

趣味
し ゅ み

、付
つ

き合
あ

い等
など

）の優先度
ゆうせんど

について、あなたの希望
き ぼ う

に最
もっと

も近
ちか

いものはどれですか。（○は

それぞれの項目
こうもく

につき１つ） 

 高
こう

    低
てい

 

仕
し

 事
ごと

 1 2 3 4 5 

家庭
か て い

生活
せいかつ

 1 2 3 4 5 

地域
ち い き

での生活
せいかつ

 1 2 3 4 5 

個人
こ じ ん

の生活
せいかつ

 1 2 3 4 5 

 

問２．あなたの現実
げんじつ

（現状
げんじょう

）に最
もっと

も近
ちか

いものはどれですか。（○はそれぞれの項目
こうもく

につき１つ） 

 高
こう

    低
てい

 

仕
し

 事
ごと

 1 2 3 4 5 

家庭
か て い

生活
せいかつ

 1 2 3 4 5 

地域
ち い き

での生活
せいかつ

 1 2 3 4 5 

個人
こ じ ん

の生活
せいかつ

 1 2 3 4 5 
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【調査票】在住者調査 

問 13．あなたは、ジェンダーに関
かか

わらず働
はたら

きやすい職場環境
しょくばかんきょう

を作
つく

るために、特
とく

にどのようなこと

が重要
じゅうよう

だと思
おも

いますか。（○は３つまで） 

 

１． ジェンダーによる賃金格差
ちんぎんかくさ

を是正
ぜ せ い

する 

２．ジェンダーによる格差
か く さ

をなくすために積極的
せっきょくてき

な改善措置
か い ぜ ん そ ち

（ポジティブ・アクション）の

導入
どうにゅう

を進
すす

める 

３．労働時間
ろうどうじかん

の短縮
たんしゅく

やテレワークの推進
すいしん

などの労働条件
ろうどうじょうけん

を改善
かいぜん

する 

４．ワークシェアリング（雇用維持
こ よ う い じ

・労働時間短縮
ろうどうじかんたんしゅく

のため、仕事
し ご と

を分
わ

かち合
あ

うこと）などの

雇用
こ よ う

システムを導入
どうにゅう

する 

５．育児
い く じ

・介護休業取得
かいごきゅうぎょうしゅとく

や短時間勤務
た ん じ か ん き ん む

を利用
り よ う

しても不利
ふ り

な人事評価
じんじひょうか

がなされないようにする 

６．職種
しょくしゅ

や職場配置
しょくばはいち

のジェンダーによる公平化
こうへいか

を図
はか

る 

７．技術
ぎじゅつ

や技能
ぎ の う

の取得
しゅとく

の機会
き か い

を増
ふ

やす 

８．会社
かいしゃ

が従 業 員
じゅうぎょういん

の状 況
じょうきょう

を理解
り か い

し、一人
ひ と り

ひとりに応
おう

じた処遇
しょぐう

や働
はたら

き方
かた

を導入
どうにゅう

する 

９．職場
しょくば

で一人
ひ と り

ひとりが努力
どりょく

し、お互
たが

いに協 力
きょうりょく

する 

10．セクシュアル・ハラスメントを防止
ぼ う し

する 

11．その他
た

（                                 ） 

12．わからない
 

 

13．特
とく

にない 
     

Ⅷ 働
はたら

く場
ば

における女性
じょせい

の活躍推進
かつやくすいしん

について  

問 14．あなたは、女性
じょせい

の働
はたら

き方
かた

について、どのようなことが望
のぞ

ましいと思
おも

いますか。（○は１つ） 

 

１．女性
じょせい

は仕事
し ご と

を持
も

たない方
ほう

がよい 

２．結婚
けっこん

するまでは仕事
し ご と

を持
も

つ方
ほう

がよい 

３．子
こ

どもができるまでは、仕事
し ご と

を持
も

つ方
ほう

がよい 

４．子
こ

どもができても、ずっと仕事
し ご と

を続
つづ

ける方
ほう

がよい 

５．子
こ

どもができたら仕事
し ご と

をやめ、大
おお

きくなったら再
ふたた

び仕事
し ご と

を持
も

つ方
ほう

がよい 

６．その他
た

（                                 ） 

７．わからない
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【調査票】在住者調査 

問３．あなたは、ワーク・ライフ・バランス（仕事
し ご と

と生活
せいかつ

の調和
ちょうわ

）を図
はか

る上
うえ

で、どのようなことが

重要
じゅうよう

だと思
おも

いますか。（○はいくつでも） 

 

１．保育
ほ い く

サービスなど育児
い く じ

に関
かん

する社会的
しゃかいてき

サポートの充実
じゅうじつ

 

２．介護
か い ご

サービスなど介護
か い ご

に関
かん

する社会的
しゃかいてき

サポートの充実
じゅうじつ

 

３．職場
しょくば

の両立
りょうりつ

支援
し え ん

制度
せ い ど

の充実
じゅうじつ

 

４．長時間
ちょうじかん

労働
ろうどう

を見直
み な お

すこと 

５．法律
ほうりつ

や制度
せ い ど

の充実
じゅうじつ

 

６．ジェンダーによる昇進
しょうしん

、待遇
たいぐう

の格差
か く さ

をなくすこと 

７．男性
だんせい

による家事
か じ

・育児
い く じ

・介護
か い ご

を進
すす

めること 

８．個人
こ じ ん

の意識
い し き

改革
かいかく

や努力
どりょく

 

９．職場
しょくば

の理解
り か い

やトップの意識
い し き

改革
かいかく

 

10．家族
か ぞ く

や地域
ち い き

の人
ひと

の理解
り か い

 

11．取引先
とりひきさき

の会社
かいしゃ

のワーク・ライフ・バランスに対
たい

する理解
り か い

 

12．その他
た

（                                 ） 

13．わからない 
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【調査票】在住者調査 

問 15．あなたは、女性
じょせい

が結婚
けっこん

（事実婚
じじつこん

を含
ふく

む）や出産
しゅっさん

をしても仕事
し ご と

を持
も

ち続
つづ

けたり、一度辞
い ち ど や

めて

から再
ふたた

び仕事
し ご と

を持
も

とうとするときの妨
さまた

げとして、特
とく

にどのようなことがあると思
おも

いますか。

それぞれについてお答
こた

えください。 

（１）女性
じょせい

が仕事
し ご と

を持
も

ち続
つづ

けるときの妨
さまた

げ（○は３つまで） 

  

１．子育
こ そ だ

てと仕事
し ご と

の両立
りょうりつ

が難
むずか

しい ８．仕事
し ご と

に必要
ひつよう

な最新
さいしん

の能力
のうりょく

を身
み

に付
つ

ける 

のが困難
こんなん

 
２．家事

か じ

と仕事
し ご と

の両立
りょうりつ

が難
むずか

しい  

３．介護
か い ご

と仕事
し ご と

の両立
りょうりつ

が難
むずか

しい ９．能力
のうりょく

や実績
じっせき

が正当
せいとう

に評価
ひょうか

されない 

４．女性
じょせい

と男性
だんせい

で賃金
ちんぎん

や職種
しょくしゅ

に差
さ

がある 10. 職場
しょくば

に男性中心的
だんせいちゅうしんてき

な考
かんが

え方
かた

が残
のこ

っている 

５．家族
か ぞ く

の協 力
きょうりょく

や理解
り か い

が得
え

られない 11．女性自身
じょせいじしん

の働
はたら

く意欲
い よ く

が不足
ふ そ く

している 

６．長時間労働
ちょうじかんろうどう

などで男性
だんせい

が家事
か じ

・子育
こ そ だ

て 

に参画
さんかく

できない 

12．配偶者
はいぐうしゃ

・パートナーの転勤
てんきん

 

13．その他
た

（            ） 

７．子
こ

どもの預
あず

け先
さき

（保育園
ほ い く え ん

や学童保育
が く ど う ほ い く

など） 

が確保
か く ほ

できない 

14．わからない
 

 

15．特
とく

にない 

  

（２）一度辞
い ち ど や

めた女性
じょせい

が再
ふたた

び仕事
し ご と

を持
も

とうとするときの妨
さまた

げ（○は３つまで） 

  

１．子育
こ そ だ

てと仕事
し ご と

の両立
りょうりつ

が難
むずか

しい ９．能力
のうりょく

や実績
じっせき

が正当
せいとう

に評価
ひょうか

されない 

２．家事
か じ

と仕事
し ご と

の両立
りょうりつ

が難
むずか

しい  10．職場
しょくば

に男性中心的
だんせいちゅうしんてき

な考
かんが

え方
かた

が残
のこ

っている 

３．介護
か い ご

と仕事
し ご と

の両立
りょうりつ

が難
むずか

しい 11．仕事
し ご と

に必要
ひつよう

な最新
さいしん

の能力
のうりょく

を身
み

に付
つ

ける 

のが困難
こんなん

 ４．女性
じょせい

と男性
だんせい

で賃金
ちんぎん

や職種
しょくしゅ

に差
さ

がある 

５．家族
か ぞ く

の協 力
きょうりょく

や理解
り か い

が得
え

られない 12．女性自身
じょせいじしん

の働
はたら

く意欲
い よ く

が不足
ふ そ く

している 

６．長時間労働
ちょうじかんろうどう

などで男性
だんせい

が家事
か じ

・子育
こ そ だ

て 

に参画
さんかく

できない 

13．配偶者
はいぐうしゃ

・パートナーの転勤
てんきん

 

14．その他
た

（            ） 

７．子
こ

どもの預
あず

け先
さき

（保育園
ほ い く え ん

や学童保育
が く ど う ほ い く

など） 

が確保
か く ほ

できない 

15. わからない
 

 

16. 特
とく

にない 

８．一
いち

度
ど

仕
し

事
ごと

を辞
や

めた女性
じょせい

を採用
さいよう

する事業
じぎょう

 

所
しょ

が少
すく

ない 
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【調査票】在住者調査 

男女平等
だんじょびょうどう

に関
かん

する港区在住者
みなとくざいじゅうしゃ

の意識
い し き

・実態調査
じったいちょうさ

 調査票
ちょうさひょう

 

Ⅰ 家庭
か て い

生活
せいかつ

と社会
しゃかい

生活
せいかつ

の両 立
りょうりつ

について  
 

問１．生活
せいかつ

の中
なか

での、「仕事
し ご と

」、「家庭
か て い

生活
せいかつ

」、「地域
ち い き

での生活
せいかつ

」（地域
ち い き

活動
かつどう

等
など

）、「個人
こ じ ん

の生活
せいかつ

」（学習
がくしゅう

、

趣味
し ゅ み

、付
つ

き合
あ

い等
など

）の優先度
ゆうせんど

について、あなたの希望
き ぼ う

に最
もっと

も近
ちか

いものはどれですか。（○は

それぞれの項目
こうもく

につき１つ） 

 高
こう

    低
てい

 

仕
し

 事
ごと

 1 2 3 4 5 

家庭
か て い

生活
せいかつ

 1 2 3 4 5 

地域
ち い き

での生活
せいかつ

 1 2 3 4 5 

個人
こ じ ん

の生活
せいかつ

 1 2 3 4 5 

 

問２．あなたの現実
げんじつ

（現状
げんじょう

）に最
もっと

も近
ちか

いものはどれですか。（○はそれぞれの項目
こうもく

につき１つ） 

 高
こう

    低
てい

 

仕
し

 事
ごと

 1 2 3 4 5 

家庭
か て い

生活
せいかつ

 1 2 3 4 5 

地域
ち い き

での生活
せいかつ

 1 2 3 4 5 

個人
こ じ ん

の生活
せいかつ

 1 2 3 4 5 
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【調査票】在住者調査 

問 16．【現在
げんざい

、働
はたら

いている方
かた

（問
とい

12で１～７を選
えら

んだ方
かた

）のみご回答
かいとう

ください】あなたの勤務先
きんむさき

で

は、女性
じょせい

が活躍
かつやく

するための取組
とりくみ

が進
すす

んでいると思
おも

いますか。（○は１つ） 

  

１．進
すす

んでいる ４．進
すす

んでいない 

２．ある程度
て い ど

進
すす

んでいる ５．わからない
 

 

３．あまり進
すす

んでいない  
  

 

問 17．女性
じょせい

が職場
しょくば

において活躍
かつやく

するために、特
とく

にどのような取組
とりくみ

が必要
ひつよう

だと思
おも

いますか。（○は３

つまで）  
 

１．企業
きぎょう

における女性
じょせい

の採用
さいよう

・登用
とうよう

の促進
そくしん

 

２．女性
じょせい

のリーダー・管理職
かんりしょく

への登用
とうよう

について具体的
ぐたいてき

な目標値
もくひょうち

の設定
せってい

 

３．女性
じょせい

のロールモデルの発掘
はっくつ

・活用事例
かつようじれい

の提供
ていきょう

 

４．女性
じょせい

が働
はたら

き続
つづ

けていくことのできる相談体制
そうだんたいせい

の充実
じゅうじつ

 

５．男女平等参画
だんじょびょうどうさんかく

に積極的
せっきょくてき

に取
と

り組
く

む企業
きぎょう

への支援
し え ん

 

６．家庭
か て い

との両立支援
りょうりつしえん

など、女性
じょせい

が管理職
かんりしょく

として活躍
かつやく

できるようにする 

７．育児
い く じ

・介護休業取得
かいごきゅうぎょうしゅとく

や短時間勤務
た ん じ か ん き ん む

を利用
り よ う

しても不利
ふ り

な人事評価
じんじひょうか

がなされないようにする 

８．男性
だんせい

の意識
い し き

と職場風土
しょくばふうど

の改革
かいかく

 

９．その他
た

（                                  ） 

10．わからない
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【調査票】在住者調査 

問３．あなたは、ワーク・ライフ・バランス（仕事
し ご と

と生活
せいかつ

の調和
ちょうわ

）を図
はか

る上
うえ

で、どのようなことが

重要
じゅうよう

だと思
おも

いますか。（○はいくつでも） 

 

１．保育
ほ い く

サービスなど育児
い く じ

に関
かん

する社会的
しゃかいてき

サポートの充実
じゅうじつ

 

２．介護
か い ご

サービスなど介護
か い ご

に関
かん

する社会的
しゃかいてき

サポートの充実
じゅうじつ

 

３．職場
しょくば

の両立
りょうりつ

支援
し え ん

制度
せ い ど

の充実
じゅうじつ

 

４．長時間
ちょうじかん

労働
ろうどう

を見直
み な お

すこと 

５．法律
ほうりつ

や制度
せ い ど

の充実
じゅうじつ

 

６．ジェンダーによる昇進
しょうしん

、待遇
たいぐう

の格差
か く さ

をなくすこと 

７．男性
だんせい

による家事
か じ

・育児
い く じ

・介護
か い ご

を進
すす

めること 

８．個人
こ じ ん

の意識
い し き

改革
かいかく

や努力
どりょく

 

９．職場
しょくば

の理解
り か い

やトップの意識
い し き

改革
かいかく

 

10．家族
か ぞ く

や地域
ち い き

の人
ひと

の理解
り か い

 

11．取引先
とりひきさき

の会社
かいしゃ

のワーク・ライフ・バランスに対
たい

する理解
り か い

 

12．その他
た

（                                 ） 

13．わからない 
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【調査票】在住者調査 

Ⅸ 社会参画
しゃかいさんかく

について  

問 18．防災分野
ぼうさいぶんや

でジェンダー平等
びょうどう

の視点
し て ん

を活
い

かすためには、特
とく

にどのようなことが重要
じゅうよう

だと思
おも

い 

ますか。（○は３つまで） 

 

１．災害
さいがい

や防災
ぼうさい

に関
かん

する知識
ち し き

の習得
しゅうとく

を進
すす

める 

２．防災分野
ぼうさいぶんや

の委員会
いいんかい

や会議
か い ぎ

に、より多
おお

くの女性
じょせい

が参加
さ ん か

できるようにする 

３．災害対応
さいがいたいおう

や復興
ふっこう

においてリーダーとなれる女性
じょせい

を育成
いくせい

する 

４．災害
さいがい

に関
かん

する各種対応
かくしゅたいおう

マニュアルなどに男女平等参画
だんじょびょうどうさんかく

の視点
し て ん

を入
い

れる 

５．消防職員
しょうぼうしょくいん

・消防団員
しょうぼうだんいん

・警察官
けいさつかん

・自衛官
じえいかん

などについて、防災現場
ぼうさいげんば

に女性
じょせい

が十分
じゅうぶん

に配置
は い ち

さ

れるよう、採用
さいよう

・登用段階
とうようだんかい

を含
ふく

めて留意
りゅうい

する 

６．避難所設備
ひ な ん じ ょ せ つ び

に女性
じょせい

の意見
い け ん

を反映
はんえい

させる 

７．備蓄品
びちくひん

に女性
じょせい

の視点
し て ん

を活
い

かす 

８．その他
た

（                             ） 

９．わからない
 

 
 

 

問 19．災害発生時
さいがいはっせいじ

に避難所等
ひなんじょなど

で、女性
じょせい

や子
こ

どもが安心
あんしん

して過
す

ごせるには特
とく

にどのようなことが

必要
ひつよう

だと思
おも

いますか。（○は３つまで）  

１．健康
けんこう

や悩
なや

みなどを話
はな

せる相談窓口
そうだんまどぐち

を設
もう

ける  

２．男女別
だんじょべつ

トイレや更衣室
こういしつ

、授乳室等
じゅにゅうしつなど

を必要数設
ひつようすうもう

ける  

３．避難所
ひなんじょ

の運営責任者
うんえいせきにんしゃ

に複数
ふくすう

の女性
じょせい

を入
い

れる  

４．避難所等
ひなんじょとう

に女性
じょせい

や子
こ

どもの優先
ゆうせん

スペースを設
もう

ける  

５．避難所内
ひなんじょない

を巡回
じゅんかい

する等監視体制
などかんしたいせい

を設
もう

ける  

６．避難所等
ひなんじょなど

で女性
じょせい

（子
こ

ども）に起
お

こりうるリスク等
など

について、普段
ふ だ ん

から学
まな

ぶ機会
き か い

をつくる  

７．その他
た

（                             ） 

８．わからない
 

 

９．特
とく

に何
なに

かする必要
ひつよう

はない  
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【調査票】在住者調査 

男女平等
だんじょびょうどう

に関
かん

する港区在住者
みなとくざいじゅうしゃ

の意識
い し き

・実態調査
じったいちょうさ

 調査票
ちょうさひょう

 

Ⅰ 家庭
か て い

生活
せいかつ

と社会
しゃかい

生活
せいかつ

の両 立
りょうりつ

について  
 

問１．生活
せいかつ

の中
なか

での、「仕事
し ご と

」、「家庭
か て い

生活
せいかつ

」、「地域
ち い き

での生活
せいかつ

」（地域
ち い き

活動
かつどう

等
など

）、「個人
こ じ ん

の生活
せいかつ

」（学習
がくしゅう

、

趣味
し ゅ み

、付
つ

き合
あ

い等
など

）の優先度
ゆうせんど

について、あなたの希望
き ぼ う

に最
もっと

も近
ちか

いものはどれですか。（○は

それぞれの項目
こうもく

につき１つ） 

 高
こう

    低
てい

 

仕
し

 事
ごと

 1 2 3 4 5 

家庭
か て い

生活
せいかつ

 1 2 3 4 5 

地域
ち い き

での生活
せいかつ

 1 2 3 4 5 

個人
こ じ ん

の生活
せいかつ

 1 2 3 4 5 

 

問２．あなたの現実
げんじつ

（現状
げんじょう

）に最
もっと

も近
ちか

いものはどれですか。（○はそれぞれの項目
こうもく

につき１つ） 

 高
こう

    低
てい

 

仕
し

 事
ごと

 1 2 3 4 5 

家庭
か て い

生活
せいかつ

 1 2 3 4 5 

地域
ち い き

での生活
せいかつ

 1 2 3 4 5 

個人
こ じ ん

の生活
せいかつ

 1 2 3 4 5 
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問 20．令和
れ い わ

７年
ねん

４月
がつ

１日現在
にちげんざい

、港区
みなとく

では地方自治法
ち ほ う じ ち ほ う

に基
もと

づく審議会
しんぎかい

、委員会等
いいんかいとう

の委員
い い ん

のうち、約
やく

36.8％が女性
じょせい

です。この割合
わりあい

について、あなたはどう思
おも

いますか。（○は１つ） 

 

１．今
いま

のままでよい 

２．もう少
すこ

し女性
じょせい

が増
ふ

えた方
ほう

がよい 

３．男女半々
だんじょはんはん

くらいまで女性
じょせい

が増
ふ

えた方
ほう

がよい 

４．特
とく

に男女
だんじょ

の比率
ひ り つ

にはこだわらない 

５．その他
た

（                             ） 

６．わからない
 

 
 

 

問 21．あなたは、政治
せ い じ

の場
ば

や仕事
し ご と

の場
ば

において、政策
せいさく

や方針決定
ほうしんけってい

の過程
か て い

に女性
じょせい

があまり進出
しんしゅつ

して

いない原因
げんいん

は、どのようなことだと思
おも

いますか。（○はいくつでも） 

 

１．家庭
か て い

、職場
しょくば

、地域
ち い き

において性別役割分担
せいべつやくわりぶんたん

の意識
い し き

が強
つよ

いこと 

２．男性優位
だんせいゆうい

に組織
そ し き

が運営
うんえい

されていること 

３．家庭
か て い

の支援
し え ん

・協 力
きょうりょく

が得
え

られないこと 

４．女性
じょせい

が能力
のうりょく

を発揮
は っ き

できる機会
き か い

が少
すく

ないこと 

５．女性
じょせい

が積極的
せっきょくてき

に参加
さ ん か

していかないこと 

６．その他
た

（                             ） 

７．わからない
 

 
 

 

問 22．あなたは、地域活動
ちいきかつどう

における女性
じょせい

リーダーを増
ふ

やすためには、どのようなことが必要
ひつよう

だと思
おも

いますか。（○は２つまで） 

 

１．男性中心
だんせいちゅうしん

の社会通念
しゃかいつうねん

や慣習
かんしゅう

を改
あらた

めるための啓発活動
けいはつかつどう

を実施
じ っ し

する 

２．女性
じょせい

のリーダーを養成
ようせい

するための講座
こ う ざ

やセミナーを開催
かいさい

する  

３．育児
い く じ

や介護
か い ご

を支援
し え ん

するための施策
し さ く

を充実
じゅうじつ

させる 

４．家族
か ぞ く

で家事
か じ

・育児
い く じ

・介護
か い ご

を分担
ぶんたん

する 

５．さまざまな立場
た ち ば

の人
ひと

が参加
さ ん か

しやすいよう、活動時間帯
かつどうじかんたい

を工夫
く ふ う

する 

６．地域活動
ちいきかつどう

のリーダーに女性
じょせい

が一定
いってい

の割合
わりあい

でなるような取組
とりくみ

を進
すす

める 

７．その他
た

（                                 ） 

８．わからない
 

 
 

 

  

 

217 

   

第
１
章 

調
査
の
概
要 

   

第
２
章 

調
査
結
果
の
概
要 

   

第
３
章 

調
査
結
果
の
分
析 

   

第
４
章 

資
料 

【調査票】在住者調査 

問３．あなたは、ワーク・ライフ・バランス（仕事
し ご と

と生活
せいかつ

の調和
ちょうわ

）を図
はか

る上
うえ

で、どのようなことが

重要
じゅうよう

だと思
おも

いますか。（○はいくつでも） 

 

１．保育
ほ い く

サービスなど育児
い く じ

に関
かん

する社会的
しゃかいてき

サポートの充実
じゅうじつ

 

２．介護
か い ご

サービスなど介護
か い ご

に関
かん

する社会的
しゃかいてき

サポートの充実
じゅうじつ

 

３．職場
しょくば

の両立
りょうりつ

支援
し え ん

制度
せ い ど

の充実
じゅうじつ

 

４．長時間
ちょうじかん

労働
ろうどう

を見直
み な お

すこと 

５．法律
ほうりつ

や制度
せ い ど

の充実
じゅうじつ

 

６．ジェンダーによる昇進
しょうしん

、待遇
たいぐう

の格差
か く さ

をなくすこと 

７．男性
だんせい

による家事
か じ

・育児
い く じ

・介護
か い ご

を進
すす

めること 

８．個人
こ じ ん

の意識
い し き

改革
かいかく

や努力
どりょく

 

９．職場
しょくば

の理解
り か い

やトップの意識
い し き

改革
かいかく

 

10．家族
か ぞ く

や地域
ち い き

の人
ひと

の理解
り か い

 

11．取引先
とりひきさき

の会社
かいしゃ

のワーク・ライフ・バランスに対
たい

する理解
り か い

 

12．その他
た

（                                 ） 

13．わからない 
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【調査票】在住者調査 

Ⅹ 差別的取扱
さべつてきとりあつか

いについて  
 

問 23．あなたは、ここ５年以内
ねんいない

に次
つぎ

のようなハラスメントを受
う

けたことがありますか。（ア～クの

それぞれについて、あてはまる「１～５」に○をいくつでも） 

 家
庭

か

て

い

で
受う

け
た こ

と
が
あ
る 

職
場

し
ょ
く
ば

で
受う

け
た こ

と
が
あ
る 

地
域
社
会

ち
い
き
し
ゃ
か
い

で
受う

け
た 

こ
と
が
あ
る 

学
校

が
っ
こ
う

で
受う

け
た こ

と
が
あ
る 

な
い 

ア．セクシュアル・ハラスメント １ ２ ３ ４ ５ 

イ．パワー・ハラスメント※１ １ ２ ３ ４ ５ 

ウ．マタニティ・ハラスメント、パタニティ・ハラスメント※２ １ ２ ３ ４ ５ 

エ．育児休業
いくじきゅうぎょう

にかかるハラスメント １ ２ ３ ４ ５ 

オ. 介護休業
かいごきゅうぎょう

にかかるハラスメント １ ２ ３ ４ ５ 

カ．モラル・ハラスメント※３ １ ２ ３ ４ ５ 

キ．ＳＯＧＩＥ(性的指向
せいてきしこう

・性自認
せいじにん

）ハラスメント※４ １ ２ ３ ４ ５ 

ク．その他
た

（                 ） １ ２ ３ ４ ５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

※1 パワー・ハラスメント：職務上
しょくむじょう

の地位
ち い

や人間関係
にんげんかんけい

などの組織内部
そ し き な い ぶ

で優位
ゆ う い

な立場
た ち ば

にある人
ひと

が、主
おも

に同
おな

じ組織内
そしきない

の人
ひと

に対
たい

して、過度
か ど

に精神的
せいしんてき

・身体的苦痛
しんたいてきくつう

を与
あた

えたり、環境
かんきょう

を悪化
あ っ か

させる行為
こ う い

を行
おこな

うことです。 

※2マタニティ・ハラスメント：女性労働者
じょせいろうどうしゃ

が妊娠
にんしん

・出産
しゅっさん

したことを理由
り ゆ う

として、上司
じょうし

・同僚
どうりょう

が嫌
いや

がらせを行
おこな

い、

就 業 環 境
しゅうぎょうかんきょう

を悪化
あ っ か

させることです。 

※2パタニティ・ハラスメント：育児
い く じ

休 業
きゅうぎょう

等
など

の制度
せ い ど

を利用
り よ う

しようとする男性
だんせい

、または利用
り よ う

した男性
だんせい

に、上司
じょうし

・同僚
どうりょう

が嫌
いや

がらせを行
おこな

い、就 業 環 境
しゅうぎょうかんきょう

を悪化
あ っ か

させることです。 

※3モラル・ハラスメント：主
おも

に親
おや

・恋人
こいびと

・配偶者
はいぐうしゃ

・教師
きょうし

・上司
じょうし

・同僚
どうりょう

などが、言葉
こ と ば

や態度
た い ど

、文書
ぶんしょ

などにより特定
とくてい

の人
ひと

を繰
く

り返
かえ

し攻撃
こうげき

し、人
ひと

としての尊厳
そんげん

や人格
じんかく

を傷
きず

つける嫌
いや

がらせを行
おこな

うことです。 

※4 ＳＯＧＩＥ（性的指向
せいてきしこう

・性自認
せいじにん

）ハラスメント：性的
せいてき

マイノリティの人
ひと

に対
たい

する差別的
さべつてき

な言動
げんどう

や嘲 笑
ちょうしょう

、いじ

めや暴力
ぼうりょく

、不当
ふ と う

な異動
い ど う

や解雇
か い こ

、他人
た に ん

の性的指向
せいてきしこう

・性自認
せいじにん

を無断
む だ ん

で公表
こうひょう

することなどです。 
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【調査票】在住者調査 

男女平等
だんじょびょうどう

に関
かん

する港区在住者
みなとくざいじゅうしゃ

の意識
い し き

・実態調査
じったいちょうさ

 調査票
ちょうさひょう

 

Ⅰ 家庭
か て い

生活
せいかつ

と社会
しゃかい

生活
せいかつ

の両 立
りょうりつ

について  
 

問１．生活
せいかつ

の中
なか

での、「仕事
し ご と

」、「家庭
か て い

生活
せいかつ

」、「地域
ち い き

での生活
せいかつ

」（地域
ち い き

活動
かつどう

等
など

）、「個人
こ じ ん

の生活
せいかつ

」（学習
がくしゅう

、

趣味
し ゅ み

、付
つ

き合
あ

い等
など

）の優先度
ゆうせんど

について、あなたの希望
き ぼ う

に最
もっと

も近
ちか

いものはどれですか。（○は

それぞれの項目
こうもく

につき１つ） 

 高
こう

    低
てい

 

仕
し

 事
ごと

 1 2 3 4 5 

家庭
か て い

生活
せいかつ

 1 2 3 4 5 

地域
ち い き

での生活
せいかつ

 1 2 3 4 5 

個人
こ じ ん

の生活
せいかつ

 1 2 3 4 5 

 

問２．あなたの現実
げんじつ

（現状
げんじょう

）に最
もっと

も近
ちか

いものはどれですか。（○はそれぞれの項目
こうもく

につき１つ） 

 高
こう

    低
てい

 

仕
し

 事
ごと

 1 2 3 4 5 

家庭
か て い

生活
せいかつ

 1 2 3 4 5 

地域
ち い き

での生活
せいかつ

 1 2 3 4 5 

個人
こ じ ん

の生活
せいかつ

 1 2 3 4 5 
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【調査票】在住者調査 

問 24．配偶者
はいぐうしゃ

やパートナーからの暴力被害
ぼうりょくひがい

を相談
そうだん

する公的
こうてき

な窓口
まどぐち

として、あなたがご存
ぞん

じのところ

はどこですか。（○はいくつでも）   

  

１．港区子
みなとくこ

ども家庭支援
か て い し え ん

センター ５．区役所
くやくしょ

の窓口
まどぐち

 

２．東京
とうきょう

ウィメンズプラザ ６．その他
た

（             ） 

３．警察
けいさつ

 ７．どれも知
し

らない 

４．港区立男女平等参画
みなとくりつだんじょびょうどうさんかく

センター（リーブラ）  
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【調査票】在住者調査 

問３．あなたは、ワーク・ライフ・バランス（仕事
し ご と

と生活
せいかつ

の調和
ちょうわ

）を図
はか

る上
うえ

で、どのようなことが

重要
じゅうよう

だと思
おも

いますか。（○はいくつでも） 

 

１．保育
ほ い く

サービスなど育児
い く じ

に関
かん

する社会的
しゃかいてき

サポートの充実
じゅうじつ

 

２．介護
か い ご

サービスなど介護
か い ご

に関
かん

する社会的
しゃかいてき

サポートの充実
じゅうじつ

 

３．職場
しょくば

の両立
りょうりつ

支援
し え ん

制度
せ い ど

の充実
じゅうじつ

 

４．長時間
ちょうじかん

労働
ろうどう

を見直
み な お

すこと 

５．法律
ほうりつ

や制度
せ い ど

の充実
じゅうじつ

 

６．ジェンダーによる昇進
しょうしん

、待遇
たいぐう

の格差
か く さ

をなくすこと 

７．男性
だんせい

による家事
か じ

・育児
い く じ

・介護
か い ご

を進
すす

めること 

８．個人
こ じ ん

の意識
い し き

改革
かいかく

や努力
どりょく

 

９．職場
しょくば

の理解
り か い

やトップの意識
い し き

改革
かいかく

 

10．家族
か ぞ く

や地域
ち い き

の人
ひと

の理解
り か い

 

11．取引先
とりひきさき

の会社
かいしゃ

のワーク・ライフ・バランスに対
たい

する理解
り か い

 

12．その他
た

（                                 ） 

13．わからない 
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【調査票】在住者調査 

問 25．あなたは、ここ５年以内
ねんいない

に配偶者
はいぐうしゃ

やパートナー・恋人
こいびと

などから次
つぎ

のような行為
こ う い

を受
う

けたこと

がありますか。また、次
つぎ

のような行為
こ う い

をしたことがありますか。（ア～チのそれぞれについ

て、あてはまる「１～３」に○を１つずつ） 

 あなたが被害者
ひがいしゃ

 あなたが加害者
かがいしゃ

 

配偶者
はいぐうしゃ

などから 

行為
こ う い

を受
う

けた 

配偶者
はいぐうしゃ

などに 

行為
こ う い

をした 

何度
な ん ど

も

あった 

1、２

度
ど

あっ

た 

まった

くない 
何度
な ん ど

も

あった 

1、２度
ど

あった 

まった

くない 

ア．何
なに

を言
い

っても無視
む し

する 
１ ２ ３ １ ２ ３ 

イ．交友関係
こうゆうかんけい

や電話
で ん わ

・電子
で ん し

メールを細
こま

かく監視
か ん し

する 
１ ２ ３ １ ２ ３ 

ウ．「自分
じ ぶ ん

が家
いえ

にいるときは外 出
がいしゅつ

しないように」などと言
い

う １ ２ ３ １ ２ ３ 

エ．働
はたら

くことや地域活動
ちいきかつどう

に参加
さ ん か

することに反対
はんたい

する １ ２ ３ １ ２ ３ 

オ．大切
たいせつ

にしているものをわざと壊
こわ

したり、捨
す

てたりする １ ２ ３ １ ２ ３ 

カ．十分
じゅうぶん

な生活費
せいかつひ

を渡
わた

さない １ ２ ３ １ ２ ３ 

キ．「誰
だれ

のおかげで食
た

べられるんだ」などと言
い

う １ ２ ３ １ ２ ３ 

ク．げんこつなどでなぐるふりをしておどす １ ２ ３ １ ２ ３ 

ケ．からだを傷
きず

つける可能性
か の う せ い

のあるものを投
な

げつける １ ２ ３ １ ２ ３ 

コ．押
お

したり、つかんだり、つねったり、 

こづいたり、なぐったりする 
１ ２ ３ １ ２ ３ 

サ．からだを傷
きず

つける可能性
か の う せ い

のあるものでたたく １ ２ ３ １ ２ ３ 

シ．立
た

ち上
あ

がれなくなるまで暴力
ぼうりょく

を振
ふ

るう １ ２ ３ １ ２ ３ 

ス．首
くび

をしめようとする １ ２ ３ １ ２ ３ 

セ．包丁
ほうちょう

など刃物
は も の

をつきつけておどす １ ２ ３ １ ２ ３ 

ソ．見
み

たくないのに、アダルトビデオやポル 

ノ雑誌
ざ っ し

を見
み

せる 
１ ２ ３ １ ２ ３ 

タ．避妊
ひ に ん

に協 力
きょうりょく

しない １ ２ ３ １ ２ ３ 

チ．おどしや暴力
ぼうりょく

によって意
い

に反
はん

した性的
せいてき

 

行為
こ う い

を強要
きょうよう

する 
１ ２ ３ １ ２ ３ 
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【調査票】在住者調査 

男女平等
だんじょびょうどう

に関
かん

する港区在住者
みなとくざいじゅうしゃ

の意識
い し き

・実態調査
じったいちょうさ

 調査票
ちょうさひょう

 

Ⅰ 家庭
か て い

生活
せいかつ

と社会
しゃかい

生活
せいかつ

の両 立
りょうりつ

について  
 

問１．生活
せいかつ

の中
なか

での、「仕事
し ご と

」、「家庭
か て い

生活
せいかつ

」、「地域
ち い き

での生活
せいかつ

」（地域
ち い き

活動
かつどう

等
など

）、「個人
こ じ ん

の生活
せいかつ

」（学習
がくしゅう

、

趣味
し ゅ み

、付
つ

き合
あ

い等
など

）の優先度
ゆうせんど

について、あなたの希望
き ぼ う

に最
もっと

も近
ちか

いものはどれですか。（○は

それぞれの項目
こうもく

につき１つ） 

 高
こう

    低
てい

 

仕
し

 事
ごと

 1 2 3 4 5 

家庭
か て い

生活
せいかつ

 1 2 3 4 5 

地域
ち い き

での生活
せいかつ

 1 2 3 4 5 

個人
こ じ ん

の生活
せいかつ

 1 2 3 4 5 

 

問２．あなたの現実
げんじつ

（現状
げんじょう

）に最
もっと

も近
ちか

いものはどれですか。（○はそれぞれの項目
こうもく

につき１つ） 

 高
こう

    低
てい

 

仕
し

 事
ごと

 1 2 3 4 5 

家庭
か て い

生活
せいかつ

 1 2 3 4 5 

地域
ち い き

での生活
せいかつ

 1 2 3 4 5 

個人
こ じ ん

の生活
せいかつ

 1 2 3 4 5 
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【調査票】在住者調査 

問 25-1．【問
とい

25のいずれかの行為
こ う い

を配偶者
はいぐうしゃ

などから受
う

けたことがある方
かた

のみご回答
かいとう

ください】
）

あな

たはその行為
こ う い

について、誰
だれ

かに打
う

ち明
あ

けたり相談
そうだん

したりしましたか。（○は１つ） 

１．相談
そうだん

した ３．相談
そうだん

しようとは思
おも

わなかった 

２．相談
そうだん

したかったが、できなかった ４．その他
た

（             ） 

 

問 25-2．【暴力
ぼうりょく

の被害
ひ が い

を相談
そうだん

した方
かた

（問
とい

25-1で１を選
えら

んだ方
かた

）のみご回答
かいとう

ください】
）

あなたが相談
そうだん

した人
ひと

（場所
ば し ょ

）は、だれ（どこ）ですか。（○はいくつでも） 

  

１．親
おや

・きょうだいなどの親族
しんぞく

 ６．弁護士
べ ん ご し

 

２．友人
ゆうじん

・知人
ち じ ん

 ７．医師
い し

・カウンセラー  

３．警察
けいさつ

 ８．民間
みんかん

の相談機関
そうだんきかん

 

４．港区
みなとく

の相談窓口
そうだんまどぐち

・電話相談
でんわそうだん

など ９．その他
た

（            ） 

５．港区以外
みなとくいがい

の公的機関
こうてききかん

  

  

 

問 25-3．【暴力
ぼうりょく

の被害
ひ が い

を相談
そうだん

できなかった、しなかった方
かた

（問
とい

25-1で２、３を選
えら

んだ方
かた

）のみご回答
かいとう

ください】

あなたがだれ（どこ）にも相談
そうだん

できなかった、相談
そうだん

しなかったのはなぜですか。（○はいく

つでも） 

 

１．相談
そうだん

するほどのことではないと思
おも

ったから 

２．相談
そうだん

しても無駄
む だ

だと思
おも

ったから 

３．自分
じ ぶ ん

にも悪
わる

いところがあると思
おも

ったから 

４．自分
じ ぶ ん

さえ我慢
が ま ん

すればいいと思
おも

ったから 

５．だれに（どこに）相談
そうだん

していいかわからなかったから 

６．相談
そうだん

できる人
ひと

（ところ）がなかったから 

７．周
まわ

りの人
ひと

に知
し

られたくなかったから 

８．自分
じ ぶ ん

が受
う

けた行為
こ う い

のことを他
ほか

の人
ひと

に打
う

ち明
あ

けることに抵抗
ていこう

があったから  

９．仕返
し か え

しされるのが恐
こわ

いから 

10．子
こ

どもに危害
き が い

がおよぶと思
おも

ったから 

11．その他
た

（                                  ）  

 

 

問 26．あなたの配偶者
はいぐうしゃ

・パートナーは、あなたのお子
こ

さんに対
たい

して暴力
ぼうりょく

や面前
めんぜん

ＤＶなどの行為
こ う い

を

したことがありますか。（○は１つ） 
  

１．ある
 

 ３．わからない
 

 

２．ない
 

 ４．子
こ

どもはいない 
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【調査票】在住者調査 

問３．あなたは、ワーク・ライフ・バランス（仕事
し ご と

と生活
せいかつ

の調和
ちょうわ

）を図
はか

る上
うえ

で、どのようなことが

重要
じゅうよう

だと思
おも

いますか。（○はいくつでも） 

 

１．保育
ほ い く

サービスなど育児
い く じ

に関
かん

する社会的
しゃかいてき

サポートの充実
じゅうじつ

 

２．介護
か い ご

サービスなど介護
か い ご

に関
かん

する社会的
しゃかいてき

サポートの充実
じゅうじつ

 

３．職場
しょくば

の両立
りょうりつ

支援
し え ん

制度
せ い ど

の充実
じゅうじつ

 

４．長時間
ちょうじかん

労働
ろうどう

を見直
み な お

すこと 

５．法律
ほうりつ

や制度
せ い ど

の充実
じゅうじつ

 

６．ジェンダーによる昇進
しょうしん

、待遇
たいぐう

の格差
か く さ

をなくすこと 

７．男性
だんせい

による家事
か じ

・育児
い く じ

・介護
か い ご

を進
すす

めること 

８．個人
こ じ ん

の意識
い し き

改革
かいかく

や努力
どりょく

 

９．職場
しょくば

の理解
り か い

やトップの意識
い し き

改革
かいかく

 

10．家族
か ぞ く

や地域
ち い き

の人
ひと

の理解
り か い

 

11．取引先
とりひきさき

の会社
かいしゃ

のワーク・ライフ・バランスに対
たい

する理解
り か い

 

12．その他
た

（                                 ） 

13．わからない 
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【調査票】在住者調査 
 

問 27．あなたは、配偶者
はいぐうしゃ

やパートナー、恋人同士
こいびとどうし

の間
あいだ

での暴力
ぼうりょく

の防止及
ぼうしおよ

び被害者
ひがいしゃ

の支援
し え ん

のために

は特
とく

にどのような対策
たいさく

が必要
ひつよう

だと思
おも

いますか。（○は３つまで） 

 

１．家庭
か て い

や学校
がっこう

における男女平等
だんじょびょうどう

や性
せい

についての教育
きょういく

を充実
じゅうじつ

させる 

２．被害者
ひがいしゃ

のための相談
そうだん

を充実
じゅうじつ

させる 

３．行政
ぎょうせい

や警察
けいさつ

が啓発
けいはつ

を積極的
せっきょくてき

に行
おこな

う 

４．メディアを通
とお

した広報
こうほう

・啓発活動
けいはつかつどう

を充実
じゅうじつ

させる 

５．被害者
ひがいしゃ

の避難場所
ひ な ん ば し ょ

（シェルター）を充実
じゅうじつ

させる  

６．テレビや週刊誌
しゅうかんし

などのメディアの倫理規定
り ん り き て い

の強化
きょうか

を働
はたら

きかける  

７．暴力的
ぼうりょくてき

なビデオやゲームソフト、映画
え い が

などの販売
はんばい

や貸出
かしだし

を規制
き せ い

する   

８．法律
ほうりつ

による規制
き せ い

の強化
きょうか

や見直
み な お

しを行
おこな

う  

９．犯罪
はんざい

に対
たい

する取締
とりしま

りを強化
きょうか

する 

10．捜査
そ う さ

や裁判
さいばん

の担当官
たんとうかん

に女性
じょせい

を増
ふ

やす 

11．加害者
かがいしゃ

の暴力
ぼうりょく

からの立
た

ち直
なお

りとともに自立
じ り つ

に向
む

けての支援
し え ん

プログラムを普及
ふきゅう

させる 

12．その他
た

（                                ） 

13. 特
とく

にない 

14．わからない
 

 
 

 

Ⅹ Ⅰ  性
せい

の多様性
た よ う せ い

について  
 

問 28．あなた、または、身近
み ぢ か

な人
ひと

（家族
か ぞ く

や親族
しんぞく

、友人
ゆうじん

、職場
しょくば

の同僚
どうりょう

、近所
きんじょ

の知人等
ちじんなど

）は、今
いま

まで

に性別
せいべつ

（性自認
せいじにん

）や恋愛対象
れんあいたいしょう

の性
せい

（性的指向
せいてきしこう

）について悩
なや

んだことはありますか、または

聞
き

いたことはありますか。 

（１）性自認
せいじにん

について（○は２つまで） 

  

１．ある（あなた自身
じ し ん

） ３．ない 

２．ある（あなたの身近
み ぢ か

な人
ひと

） ４．わからない
 

 
  

 

（２）性的指向
せいてきしこう

について（○は２つまで） 

  

１．ある（あなた自身
じ し ん

） ３．ない 

２．ある（あなたの身近
み ぢ か

な人
ひと

） ４．わからない
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【調査票】在住者調査 

男女平等
だんじょびょうどう

に関
かん

する港区在住者
みなとくざいじゅうしゃ

の意識
い し き

・実態調査
じったいちょうさ

 調査票
ちょうさひょう

 

Ⅰ 家庭
か て い

生活
せいかつ

と社会
しゃかい

生活
せいかつ

の両 立
りょうりつ

について  
 

問１．生活
せいかつ

の中
なか

での、「仕事
し ご と

」、「家庭
か て い

生活
せいかつ

」、「地域
ち い き

での生活
せいかつ

」（地域
ち い き

活動
かつどう

等
など

）、「個人
こ じ ん

の生活
せいかつ

」（学習
がくしゅう

、

趣味
し ゅ み

、付
つ

き合
あ

い等
など

）の優先度
ゆうせんど

について、あなたの希望
き ぼ う

に最
もっと

も近
ちか

いものはどれですか。（○は

それぞれの項目
こうもく

につき１つ） 

 高
こう

    低
てい

 

仕
し

 事
ごと

 1 2 3 4 5 

家庭
か て い

生活
せいかつ

 1 2 3 4 5 

地域
ち い き

での生活
せいかつ

 1 2 3 4 5 

個人
こ じ ん

の生活
せいかつ

 1 2 3 4 5 

 

問２．あなたの現実
げんじつ

（現状
げんじょう

）に最
もっと

も近
ちか

いものはどれですか。（○はそれぞれの項目
こうもく

につき１つ） 

 高
こう

    低
てい

 

仕
し

 事
ごと

 1 2 3 4 5 

家庭
か て い

生活
せいかつ

 1 2 3 4 5 

地域
ち い き

での生活
せいかつ

 1 2 3 4 5 

個人
こ じ ん

の生活
せいかつ

 1 2 3 4 5 
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【調査票】在住者調査 

問 29．あなたは、身近
み ぢ か

な人
ひと

から性的
せいてき

マイノリティであることを打
う

ち明
あ

けられた場合
ば あ い

、これまでと

変
か

わりなく接
せっ

することができますか。（○は１つ）  

   

１．できる ２．できない ３．わからない 
   

 

Ⅹ Ⅱ  生 涯
しょうがい

を通
つう

じた健康
けんこう

づくりについて  
 

問 30．女性
じょせい

は、妊娠
にんしん

や出産
しゅっさん

をする可能性
かのうせい

や女性特有
じょせいとくゆう

の病気
びょうき

など、男性
だんせい

と異
こと

なる健康上
けんこうじょう

の問題
もんだい

に

直面
ちょくめん

することを、男女
だんじょ

とも留意
りゅうい

する必要
ひつよう

があります。あなたは、女性
じょせい

の生涯
しょうがい

を通
つう

じた健康
けんこう

を考
かんが

える上
うえ

で、特
とく

にどのようなことが重要
じゅうよう

だと思
おも

いますか。（○は３つまで） 
 

１．人工妊娠中絶
じんこうにんしんちゅうぜつ

が及
およ

ぼす影響
えいきょう

や安全
あんぜん

な避妊
ひ に ん

についての知識
ち し き

の普及
ふきゅう

 

２．出産前後
しゅっさんぜんご

（周産期
しゅうさんき

）における母体
ぼ た い

、胎児
た い じ

や新生児
しんせいじ

に関
かん

する知識
ち し き

の普及
ふきゅう

 

３．学校教育
がっこうきょういく

における発達段階
はったつだんかい

に応
おう

じた性
せい

や人権
じんけん

に関
かん

する学習
がくしゅう

 

４．人生
じんせい

の各段階
かくだんかい

に応
おう

じた健康教育
けんこうきょういく

、相談体制
そうだんたいせい

の確立
かくりつ

 

５．健康診断
けんこうしんだん

やがん検診等
けんしんなど

、特
とく

に女性
じょせい

に多
おお

い疾病
しっぺい

に関
かん

する予防体制
よぼうたいせい

の確立
かくりつ

 

６．女性専門外来
じょせいせんもんがいらい

など性差
せ い さ

に応
おう

じた医療体制
いりょうたいせい

の整備
せ い び

 

７．薬物
やくぶつ

や喫煙
きつえん

などの健康被害
けんこうひがい

に関
かん

する正確
せいかく

な情報
じょうほう

の提供
ていきょう

 

８．ＨＩＶなどの性感染症
せいかんせんしょう

についての知識
ち し き

の普及
ふきゅう

  

９．その他
た

（                                ） 

10．わからない
 

 

11．特
とく

にない 
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【調査票】在住者調査 

問３．あなたは、ワーク・ライフ・バランス（仕事
し ご と

と生活
せいかつ

の調和
ちょうわ

）を図
はか

る上
うえ

で、どのようなことが

重要
じゅうよう

だと思
おも

いますか。（○はいくつでも） 

 

１．保育
ほ い く

サービスなど育児
い く じ

に関
かん

する社会的
しゃかいてき

サポートの充実
じゅうじつ

 

２．介護
か い ご

サービスなど介護
か い ご

に関
かん

する社会的
しゃかいてき

サポートの充実
じゅうじつ

 

３．職場
しょくば

の両立
りょうりつ

支援
し え ん

制度
せ い ど

の充実
じゅうじつ

 

４．長時間
ちょうじかん

労働
ろうどう

を見直
み な お

すこと 

５．法律
ほうりつ

や制度
せ い ど

の充実
じゅうじつ

 

６．ジェンダーによる昇進
しょうしん

、待遇
たいぐう

の格差
か く さ

をなくすこと 

７．男性
だんせい

による家事
か じ

・育児
い く じ

・介護
か い ご

を進
すす

めること 

８．個人
こ じ ん

の意識
い し き

改革
かいかく

や努力
どりょく

 

９．職場
しょくば

の理解
り か い

やトップの意識
い し き

改革
かいかく

 

10．家族
か ぞ く

や地域
ち い き

の人
ひと

の理解
り か い

 

11．取引先
とりひきさき

の会社
かいしゃ

のワーク・ライフ・バランスに対
たい

する理解
り か い

 

12．その他
た

（                                 ） 

13．わからない 
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【調査票】在住者調査 

Ⅹ Ⅲ  男女平等参画社会
だんじょびょうどうさんかくしゃかい

の実現
じつげん

について  
 

問 31．あなたは、次
つぎ

にあげる言葉
こ と ば

について、知
し

っていますか。（ア～チのそれぞれについて、あて

はまる「１～３」に○を１つ） 

 
内容
ないよう

を 

知
し

っている 

聞
き

いたことは

あるが、内容
ないよう

は知
し

らない 

知
し

らない 

ア．男女共同参画社会
だんじょきょうどうさんかくしゃかい

 １ ２ ３ 

イ．男女雇用機会均等法
だんじょこようきかいきんとうほう

 １ ２ ３ 

ウ．育児
い く じ

・介護休業法
かいごきゅうぎょうほう

 １ ２ ３ 

エ．女性活躍推進法
じょせいかつやくすいしんほう

 １ ２ ３ 

オ．次世代育成支援対策推進法
じせだいいくせいしえんたいさくすいしんほう

  １ ２ ３ 

カ．困難
こんなん

な問題
もんだい

を抱
かか

える女性
じょせい

への支援
し え ん

に関
かん

する法律
ほうりつ

 １ ２ ３ 

キ．東京都
とうきょうと

オリンピック憲章
けんしょう

にうたわれる人権尊重
じんけんそんちょう

の 

理念
り ね ん

の実現
じつげん

を目指
め ざ

す条例
じょうれい

 
１ ２ ３ 

ク．ワーク・ライフ・バランス（仕事
し ご と

と生活
せいかつ

の調和
ちょうわ

） １ ２ ３ 

ケ．ジェンダー（社会的
しゃかいてき

・文化的
ぶんかてき

に形成
けいせい

された性別
せいべつ

） １ ２ ３ 

コ．ポジティブ・アクション（積極的改善措置
せっきょくてきかいぜんそち

） １ ２ ３ 

サ．ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ） １ ２ ３ 

シ．デートＤＶ １ ２ ３ 

ス．ＳＯＧＩＥ(性的指向
せいてきしこう

・性自認
せいじにん

) １ ２ ３ 

セ．港区男女平等参画条例
みなとくだんじょびょうどうさんかくじょうれい

 １ ２ ３ 

ソ．みなとマリアージュ制度
せ い ど

 １ ２ ３ 

タ．第
だい

４次港区男女平等参画行動計画
じみなとくだんじょびょうどうさんかくこうどうけいかく

 １ ２ ３ 

チ．男女平等参画情報誌
だんじょびょうどうさんかくじょうほうし

「オアシス」 １ ２ ３ 
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【調査票】在住者調査 

男女平等
だんじょびょうどう

に関
かん

する港区在住者
みなとくざいじゅうしゃ

の意識
い し き

・実態調査
じったいちょうさ

 調査票
ちょうさひょう

 

Ⅰ 家庭
か て い

生活
せいかつ

と社会
しゃかい

生活
せいかつ

の両 立
りょうりつ

について  
 

問１．生活
せいかつ

の中
なか

での、「仕事
し ご と

」、「家庭
か て い

生活
せいかつ

」、「地域
ち い き

での生活
せいかつ

」（地域
ち い き

活動
かつどう

等
など

）、「個人
こ じ ん

の生活
せいかつ

」（学習
がくしゅう

、

趣味
し ゅ み

、付
つ

き合
あ

い等
など

）の優先度
ゆうせんど

について、あなたの希望
き ぼ う

に最
もっと

も近
ちか

いものはどれですか。（○は

それぞれの項目
こうもく

につき１つ） 

 高
こう

    低
てい

 

仕
し

 事
ごと

 1 2 3 4 5 

家庭
か て い

生活
せいかつ

 1 2 3 4 5 

地域
ち い き

での生活
せいかつ

 1 2 3 4 5 

個人
こ じ ん

の生活
せいかつ

 1 2 3 4 5 

 

問２．あなたの現実
げんじつ

（現状
げんじょう

）に最
もっと

も近
ちか

いものはどれですか。（○はそれぞれの項目
こうもく

につき１つ） 

 高
こう

    低
てい

 

仕
し

 事
ごと

 1 2 3 4 5 

家庭
か て い

生活
せいかつ

 1 2 3 4 5 

地域
ち い き

での生活
せいかつ

 1 2 3 4 5 

個人
こ じ ん

の生活
せいかつ

 1 2 3 4 5 
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【調査票】在住者調査 

問 32．あなたは、港区
みなとく

における男女平等参画
だんじょびょうどうさんかく

を推進
すいしん

するために、区
く

が特
とく

にどのようなことに力
ちから

を

入
い

れると良
よ

いと思
おも

いますか。（○は３つまで） 

 

１．多様
た よ う

なニーズにこたえられる子育
こ そ だ

て支援策
しえんさく

の充実
じゅうじつ

 

２．在宅介護
ざいたくかいご

サービスや施設
し せ つ

サービスの充実
じゅうじつ

 

３．学校
がっこう

での男女平等意識
だんじょびょうどういしき

を育
そだ

てる教育
きょういく

の充実
じゅうじつ

 

４．あらゆる分野
ぶ ん や

における女性
じょせい

の積極的
せっきょくてき

な登用
とうよう

 

５．就労機会
しゅうろうきかい

や労働条件
ろうどうじょうけん

の性別
せいべつ

による格差
か く さ

を是正
ぜ せ い

するための企業
きぎょう

への働
はたら

きかけ 

６．女性
じょせい

の就労支援
しゅうろうしえん

の充実
じゅうじつ

 

７．男女平等参画
だんじょびょうどうさんかく

センター（リーブラ）の充実
じゅうじつ

 

８．男女平等推進団体
だんじょびょうどうすいしんだんたい

やＮＰＯとの連携
れんけい

 

９．家庭
か て い

・仕事
し ご と

などで生
しょう

じた問題
もんだい

についての相談体制
そうだんたいせい

の充実
じゅうじつ

 

10．多様
た よ う

な性
せい

の人々
ひとびと

に対
たい

する理解
り か い

を進
すす

めるための啓発
けいはつ

の充実
じゅうじつ

 

11．男女平等
だんじょびょうどう

に関
かん

する施策
し さ く

の国
くに

・都
と

への働
はたら

きかけ 

12．その他
た

（                                 ） 

13．わからない
 

 
 

 

Ⅹ Ⅳ  拠点施設
き ょ て ん し せ つ

の充 実
じゅうじつ

について  
 

問 33．港区
みなとく

には、男女平等参画施策
だんじょびょうどうさんかくしさく

の推進
すいしん

に関
かん

する事業
じぎょう

を実施
じ っ し

する拠点施設
きょてんしせつ

として「港
みなと

区立
く り つ

男女
だんじょ

平等
びょうどう

参画
さんかく

センター」（愛称
あいしょう

：リーブラ。所在地
しょざいち

：港区芝浦
みなとくしばうら

１-16-１みなとパーク芝浦
しばうら

。ＪＲ

田町駅芝浦口
たまちえきしばうらくち

より徒歩
と ほ

５分
ふん

）があります。あなたは、男女平等参画
だんじょびょうどうさんかく

センター（リーブラ）を

利用
り よ う

したことがありますか。（○は１つ） 

  

１．利用
り よ う

したことがある 

２．男女平等参画
だんじょびょうどうさんかく

センター（リーブラ）のことは知
し

っているが、利用
り よ う

したことはない 

３．男女平等参画
だんじょびょうどうさんかく

センター（リーブラ）があることを知
し

らなかった  
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４
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資
料 

【調査票】在住者調査 

問３．あなたは、ワーク・ライフ・バランス（仕事
し ご と

と生活
せいかつ

の調和
ちょうわ

）を図
はか

る上
うえ

で、どのようなことが

重要
じゅうよう

だと思
おも

いますか。（○はいくつでも） 

 

１．保育
ほ い く

サービスなど育児
い く じ

に関
かん

する社会的
しゃかいてき

サポートの充実
じゅうじつ

 

２．介護
か い ご

サービスなど介護
か い ご

に関
かん

する社会的
しゃかいてき

サポートの充実
じゅうじつ

 

３．職場
しょくば

の両立
りょうりつ

支援
し え ん

制度
せ い ど

の充実
じゅうじつ

 

４．長時間
ちょうじかん

労働
ろうどう

を見直
み な お

すこと 

５．法律
ほうりつ

や制度
せ い ど

の充実
じゅうじつ

 

６．ジェンダーによる昇進
しょうしん

、待遇
たいぐう

の格差
か く さ

をなくすこと 

７．男性
だんせい

による家事
か じ

・育児
い く じ

・介護
か い ご

を進
すす

めること 

８．個人
こ じ ん

の意識
い し き

改革
かいかく

や努力
どりょく

 

９．職場
しょくば

の理解
り か い

やトップの意識
い し き

改革
かいかく

 

10．家族
か ぞ く

や地域
ち い き

の人
ひと

の理解
り か い

 

11．取引先
とりひきさき

の会社
かいしゃ

のワーク・ライフ・バランスに対
たい

する理解
り か い

 

12．その他
た

（                                 ） 

13．わからない 
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【調査票】在住者調査 
 

問 34．男女平等参画
だんじょびょうどうさんかく

センター（リーブラ）では、さまざまな講座
こ う ざ

を行
おこな

っています。あなたがその

講座
こ う ざ

に参加
さ ん か

するとしたら、どのような講座
こ う ざ

に参加
さ ん か

したいと思
おも

いますか。（○はいくつでも） 

 

１．男女平等参画
だんじょびょうどうさんかく

やジェンダーなどについて基本的
きほんてき

な考
かんが

え方
かた

を学
まな

ぶ講座
こ う ざ

 

２．ドメスティック・バイオレンス、セクシュアル・ハラスメント、ストーカー対策
たいさく

などを

考
かんが

える講座
こ う ざ

 

３．男性向
だんせいむ

けの子育
こ そ だ

てや料理
りょうり

などの多様
た よ う

な講座
こ う ざ

 

４．キャリアアップ・ビジネススキルの向上
こうじょう

など、働
はたら

く女性
じょせい

を支援
し え ん

する講座
こ う ざ

 

５．自己表現
じこひょうげん

トレーニング、コミュニケーション能力
のうりょく

など、生
い

き方
かた

をサポートする講座
こ う ざ

 

６．その他
た

（                                 ） 

７．わからない
 

 

８．どれも参加
さ ん か

したいと思
おも

わない・参加
さ ん か

できない 
 

 

問 35．あなたが日頃
ひ ご ろ

、家庭
か て い

や職場
しょくば

・地域
ち い き

などで男女平等
だんじょびょうどう

について感
かん

じていることや、港区
みなとく

の

男女平等参画施策
だんじょびょうどうさんかくしさく

に望
のぞ

むことなどを自由
じ ゆ う

にお書
か

きください。 
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【調査票】在住者調査 

男女平等
だんじょびょうどう

に関
かん

する港区在住者
みなとくざいじゅうしゃ

の意識
い し き

・実態調査
じったいちょうさ

 調査票
ちょうさひょう

 

Ⅰ 家庭
か て い

生活
せいかつ

と社会
しゃかい

生活
せいかつ

の両 立
りょうりつ

について  
 

問１．生活
せいかつ

の中
なか

での、「仕事
し ご と

」、「家庭
か て い

生活
せいかつ

」、「地域
ち い き

での生活
せいかつ

」（地域
ち い き

活動
かつどう

等
など

）、「個人
こ じ ん

の生活
せいかつ

」（学習
がくしゅう

、

趣味
し ゅ み

、付
つ

き合
あ

い等
など

）の優先度
ゆうせんど

について、あなたの希望
き ぼ う

に最
もっと

も近
ちか

いものはどれですか。（○は

それぞれの項目
こうもく

につき１つ） 

 高
こう

    低
てい

 

仕
し

 事
ごと

 1 2 3 4 5 

家庭
か て い

生活
せいかつ

 1 2 3 4 5 

地域
ち い き

での生活
せいかつ

 1 2 3 4 5 

個人
こ じ ん

の生活
せいかつ

 1 2 3 4 5 

 

問２．あなたの現実
げんじつ

（現状
げんじょう

）に最
もっと

も近
ちか

いものはどれですか。（○はそれぞれの項目
こうもく

につき１つ） 

 高
こう

    低
てい

 

仕
し

 事
ごと

 1 2 3 4 5 

家庭
か て い

生活
せいかつ

 1 2 3 4 5 

地域
ち い き

での生活
せいかつ

 1 2 3 4 5 

個人
こ じ ん

の生活
せいかつ

 1 2 3 4 5 
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あなたご自身
じ し ん

について  
 

Ｆ１．あなたの性別
せいべつ

についてお聞
き

かせください。（○は１つ） 

    

１．男性
だんせい

 ２．女性
じょせい

 ３．その他
た

 ４．答
こた

えたくない 
    

 

Ｆ２．あなたの年齢
ねんれい

は、おいくつですか。（○は１つ） 

  

１．19歳以下
さ い い か

 ４．30～34歳
さい

 ７．45～49歳
さい

 10．60～64歳
さい

 

２．20～24歳
さい

 ５．35～39歳
さい

 ８．50～54歳
さい

 11．65～69歳
さい

 

３．25～29歳
さい

 ６．40～44歳
さい

 ９．55～59歳
さい

 12．70歳以上
さいいじょう

 
  

 

Ｆ３．現在
げんざい

、あなたと同居
どうきょ

している方
かた

についてお答
こた

えください。（○はいくつでも） 

  

１．単身世帯
たんしんせたい

（１
ひと

人
り

暮
ぐ

らし） ５．あなた（配偶者
はいぐうしゃ

・パートナー）の兄弟姉妹
きょうだいしまい

 

２．あなたの配偶者
はいぐうしゃ

（パートナー） ６．あなた（配偶者
はいぐうしゃ

・パートナー）の祖父母
そ ふ ぼ

 

３．あなたの子
こ

ども ７．あなたの孫
まご

 

４．あなた（配偶者
はいぐうしゃ

・パートナー）の親
おや

 ８．その他
た

 
  

 

Ｆ４．あなたは結婚
けっこん

（事実婚
じじつこん

を含
ふく

む）されていますか。（○は１つ） 
  

１．結婚
けっこん

している 

２．事実婚
じじつこん

（みなとマリアージュ制度
せ い ど

などのパートナーシップ制度
せ い ど

含
ふく

む）している 

３．結婚
けっこん

（事実婚
じじつこん

、パートナーシップ制度
せ い ど

含
ふく

む）していたが、離別
り べ つ

・死別
し べ つ

した 

４．結婚
けっこん

したことはない 
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問３．あなたは、ワーク・ライフ・バランス（仕事
し ご と

と生活
せいかつ

の調和
ちょうわ

）を図
はか

る上
うえ

で、どのようなことが

重要
じゅうよう

だと思
おも

いますか。（○はいくつでも） 

 

１．保育
ほ い く

サービスなど育児
い く じ

に関
かん

する社会的
しゃかいてき

サポートの充実
じゅうじつ

 

２．介護
か い ご

サービスなど介護
か い ご

に関
かん

する社会的
しゃかいてき

サポートの充実
じゅうじつ

 

３．職場
しょくば

の両立
りょうりつ

支援
し え ん

制度
せ い ど

の充実
じゅうじつ

 

４．長時間
ちょうじかん

労働
ろうどう

を見直
み な お

すこと 

５．法律
ほうりつ

や制度
せ い ど

の充実
じゅうじつ

 

６．ジェンダーによる昇進
しょうしん

、待遇
たいぐう

の格差
か く さ

をなくすこと 

７．男性
だんせい

による家事
か じ

・育児
い く じ

・介護
か い ご

を進
すす

めること 

８．個人
こ じ ん

の意識
い し き

改革
かいかく

や努力
どりょく

 

９．職場
しょくば

の理解
り か い

やトップの意識
い し き

改革
かいかく

 

10．家族
か ぞ く

や地域
ち い き

の人
ひと

の理解
り か い

 

11．取引先
とりひきさき

の会社
かいしゃ

のワーク・ライフ・バランスに対
たい

する理解
り か い

 

12．その他
た

（                                 ） 

13．わからない 
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【調査票】在住者調査 

Ｆ５．あなたは現在
げんざい

、家庭
か て い

でお子
こ

さん（未就学児
みしゅうがくじ

）の子育
こ そ だ

てをされていますか。（○は１つ） 

  

１．子育
こ そ だ

てしている ２．子育
こ そ だ

てしていない 
  

 

Ｆ６．あなたは現在
げんざい

、家庭
か て い

で家族
か ぞ く

・親族
しんぞく

の介護
か い ご

をされていますか。（○は１つ） 

  

１．介護
か い ご

をしている ２．介護
か い ご

をしていない 
  

以上
いじょう

で終
お

わりです。お 忙
いそが

しいところ、アンケートにご 協 力
きょうりょく

をいただきまし

て、ありがとうございました。  

ご記入
きにゅう

いただいた調査票
ちょうさひょう

は、同封
どうふう

の返信用封筒
へんしんようふうとう

（切手不要
き っ て ふ よ う

）に入
い

れて、10

月
がつ

31日
にち

（金
きん

） までにご投函
とうかん

くださいますよう、お願
ねが

い申
もう

し上
あ

げます。  
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【調査票】在住者調査 

男女平等
だんじょびょうどう

に関
かん

する港区在住者
みなとくざいじゅうしゃ

の意識
い し き

・実態調査
じったいちょうさ

 調査票
ちょうさひょう

 

Ⅰ 家庭
か て い

生活
せいかつ

と社会
しゃかい

生活
せいかつ

の両 立
りょうりつ

について  
 

問１．生活
せいかつ

の中
なか

での、「仕事
し ご と

」、「家庭
か て い

生活
せいかつ

」、「地域
ち い き

での生活
せいかつ

」（地域
ち い き

活動
かつどう

等
など

）、「個人
こ じ ん

の生活
せいかつ

」（学習
がくしゅう

、

趣味
し ゅ み

、付
つ

き合
あ

い等
など

）の優先度
ゆうせんど

について、あなたの希望
き ぼ う

に最
もっと

も近
ちか

いものはどれですか。（○は

それぞれの項目
こうもく

につき１つ） 

 高
こう

    低
てい

 

仕
し

 事
ごと

 1 2 3 4 5 

家庭
か て い

生活
せいかつ

 1 2 3 4 5 

地域
ち い き

での生活
せいかつ

 1 2 3 4 5 

個人
こ じ ん

の生活
せいかつ

 1 2 3 4 5 

 

問２．あなたの現実
げんじつ

（現状
げんじょう

）に最
もっと

も近
ちか

いものはどれですか。（○はそれぞれの項目
こうもく

につき１つ） 

 高
こう

    低
てい

 

仕
し

 事
ごと

 1 2 3 4 5 

家庭
か て い

生活
せいかつ

 1 2 3 4 5 

地域
ち い き

での生活
せいかつ

 1 2 3 4 5 

個人
こ じ ん

の生活
せいかつ

 1 2 3 4 5 

 

   



 

241 

   

第
１
章 

調
査
の
概
要 

   

第
２
章 

調
査
結
果
の
概
要 

   

第
３
章 

調
査
結
果
の
分
析 

   

第
４
章 

資
料 

【調査票】在勤者調査 

 

男女
だんじょ

平 等
びょうどう

に関
かん

する港区
みなとく

在勤者
ざいきんしゃ

の意識
い し き

・実態
じったい

調査
ちょうさ

 調査票
ちょうさひょう

 

Ⅰ 家庭
か て い

生活
せいかつ

と社会
しゃかい

生活
せいかつ

の両 立
りょうりつ

について  

問１． 生活
せいかつ

の中
なか

での、「仕事
し ご と

」、「家庭
か て い

生活
せいかつ

」、「地域
ち い き

での生活
せいかつ

」（地域
ち い き

活動
かつどう

等
など

）「個人
こ じ ん

の生活
せいかつ

」（学習
がくしゅう

・

趣味
し ゅ み

・付
つ

き合
あ

い等
など

）の優先度
ゆうせんど

について、あなたの希望
き ぼ う

に最
もっと

も近
ちか

いものはどれですか。（○は

それぞれの項目
こうもく

につき１つ） 

 高
こう

    低
てい

 

仕
し

 事
ごと

 1 2 3 4 5 

家庭
か て い

生活
せいかつ

 1 2 3 4 5 

地域
ち い き

での生活
せいかつ

 1 2 3 4 5 

個人
こ じ ん

の生活
せいかつ

 1 2 3 4 5 

 

問２． あなたの現実
げんじつ

（現状
げんじょう

）に最
もっと

も近
ちか

いものはどれですか。（○はそれぞれの項目
こうもく

につき１つ） 

 高
こう

    低
てい

 

仕
し

 事
ごと

 1 2 3 4 5 

家庭
か て い

生活
せいかつ

 1 2 3 4 5 

地域
ち い き

での生活
せいかつ

 1 2 3 4 5 

個人
こ じ ん

の生活
せいかつ

 1 2 3 4 5 
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Ⅲ 働
はたら

く場
ば

について  
 

問５．あなたの雇用
こ よ う

形態
けいたい

と、あなたのお勤
つと

め先
さき

の 従 業
じゅうぎょう

員数
いんすう

、女性
じょせい

管理
か ん り

職
しょく

の人数
にんずう

をお答
こた

えくださ

い。 

（あなたの雇用
こ よ う

形態
けいたい

）（○は１つ） 
  

１．企業
きぎょう

経営者
けいえいしゃ

・役員
やくいん

 ４．契約
けいやく

社員
しゃいん

・嘱託
しょくたく

 

２．常勤
じょうきん

の正規
せ い き

社員
しゃいん

 ５．臨時
り ん じ

・非常勤
ひじょうきん

・パート・アルバイト 

３．派遣
は け ん

社員
しゃいん

  
  

 

（従 業
じゅうぎょう

員数
いんすう

）（○は１つ） 

  

１．10人
にん

以下
い か

 ５．101～200人
にん

 

２．11～20人
にん

 ６．201～500人
にん

  

３．21～50人
にん

 ７．501～1000人
にん

 

４．51～100人
にん

 ８．1001人
にん

以上
いじょう

 
  

 

（女性
じょせい

管理
か ん り

職
しょく

の人数
にんずう

）（数字
す う じ

を記入
きにゅう

） 

管理
か ん り

職
しょく

の人数
にんずう

（   ）人
にん

→うち女性
じょせい

管理
か ん り

職
しょく

の人数
にんずう

（   ）人
にん

 

 

問５-1．【女性
じょせい

管理
か ん り

職
しょく

が少
すく

ない（１割
わり

未
み

満
まん

）またはまったくいない場
ば

合
あい

お答
こた

えください】 

 お勤
つと

め先
さき

で女性
じょせい

管理
か ん り

職
しょく

がなぜ少
すく

ないと思
おも

いますか。（○はいくつでも） 

 

１．必要
ひつよう

な経験
けいけん

・スキルを有
ゆう

する女
じょ

性
せい

がいないから 

２．女性
じょせい

が管理
か ん り

職
しょく

になることを希望
き ぼ う

しないから 

３．ロールモデル（模範
も は ん

となる人
ひと

）となる女性
じょせい

管理
か ん り

職
しょく

が存在
そんざい

しないから 

４．将来
しょうらい

管理
か ん り

職
しょく

につく可能性
かのうせい

のある女性
じょせい

はいるが、役職
やくしょく

につくための在籍
ざいせき

年数
ねんすう

を満
み

たして

いないから  

５．勤続
きんぞく

年数
ねんすう

が短
みじか

く、管理
か ん り

職
しょく

になる前
まえ

に退職
たいしょく

してしまうから  

６．男性
だんせい

従 業 員
じゅうぎょういん

が女性
じょせい

管理
か ん り

職
しょく

を希望
き ぼ う

しないから 

７．昇進
しょうしん

・昇格
しょうかく

、責
せき

任
にん

ある業務
ぎょうむ

は男性
だんせい

に割
わ

り当
あ

てられるなど、男性
だんせい

中心
ちゅうしん

の企業
きぎょう

風土
ふ う ど

が残
のこ

っ

ているから 

８．顧
こ

客
きゃく

が女
じょ

性
せい

管
かん

理
り

職
しょく

をよく思
おも

わないから  

９．女
じょ

性
せい

従
じゅう

業
ぎょう

員
いん

が少
すく

ない、または、いないから 

10．その他
た

（                                 ） 

11．わからない
 

 

 

 

   

あなたの勤務先
き ん む さ き

の事業所
じぎょうしょ

だけではなく、あなたの勤
つと

めている 

会社
かいしゃ

全体
ぜんたい

の従 業
じゅうぎょう

員数
いんすう

を答
こた

えてください。 
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【調査票】在勤者調査 

問３．あなたは、ワーク・ライフ・バランス（仕事
し ご と

と生活
せいかつ

の調和
ちょうわ

）を図
はか

る上
うえ

で、どのようなことが

重要
じゅうよう

だと思
おも

いますか。（○はいくつでも） 

 

１．保
ほ

育
いく

サービスなど育
いく

児
じ

に関
かん

する社
しゃ

会
かい

的
てき

サポートの充
じゅう

実
じつ

 

２．介護
か い ご

サービスなど介護
か い ご

に関
かん

する社
しゃ

会
かい

的
てき

サポートの充実
じゅうじつ

 

３．職場
しょくば

の両立
りょうりつ

支援
し え ん

制度
せ い ど

の充実
じゅうじつ

 

４．長時間
ちょうじかん

労働
ろうどう

を見
み

直
なお

すこと 

５．法律
ほうりつ

や制度
せ い ど

の充実
じゅうじつ

 

６．ジェンダーによる昇進
しょうしん

、待遇
たいぐう

の格差
か く さ

をなくすこと 

７．男性
だんせい

による家事
か じ

・育児
い く じ

・介護
か い ご

を進
すす

めること 

８．個人
こ じ ん

の意識
い し き

改革
かいかく

や努力
どりょく

 

９．職場
しょくば

の理解
り か い

やトップの意識
い し き

改革
かいかく

 

10．家族
か ぞ く

や地域
ち い き

の人
ひと

の理解
り か い

 

11．取引先
とりひきさき

の会社
かいしゃ

のワーク・ライフ・バランスに対
たい

する理
り

解
かい

 

12．その他
た

（                                 ） 

13．わからない
 

 
 

 

 

Ⅱ 家庭
か て い

生活
せいかつ

について  
 

問４．｢夫
おっと

は外
そと

で働
はたら

き、妻
つま

は家庭
か て い

を守
まも

るべきである」という男女
だんじょ

の性別
せいべつ

役割
やくわり

分担
ぶんたん

の考
かんが

え方
かた

があり

ますが、あなたは、どのように思
おも

いますか。（○は１つ） 

  

１．賛成
さんせい

 ４．反対
はんたい

 

２．どちらかといえば賛成
さんせい

 ５．わからない 

３．どちらかといえば反対
はんたい
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【調査票】在勤者調査 

問３．あなたは、ワーク・ライフ・バランス（仕事
し ご と

と生活
せいかつ

の調和
ちょうわ

）を図
はか

る上
うえ

で、どのようなことが

重要
じゅうよう

だと思
おも

いますか。（○はいくつでも） 

 

１．保
ほ

育
いく

サービスなど育
いく

児
じ

に関
かん

する社
しゃ

会
かい

的
てき

サポートの充
じゅう

実
じつ

 

２．介護
か い ご

サービスなど介護
か い ご

に関
かん

する社
しゃ

会
かい

的
てき

サポートの充実
じゅうじつ

 

３．職場
しょくば

の両立
りょうりつ

支援
し え ん

制度
せ い ど

の充実
じゅうじつ

 

４．長時間
ちょうじかん

労働
ろうどう

を見
み

直
なお

すこと 

５．法律
ほうりつ

や制度
せ い ど

の充実
じゅうじつ

 

６．ジェンダーによる昇進
しょうしん

、待遇
たいぐう

の格差
か く さ

をなくすこと 

７．男性
だんせい

による家事
か じ

・育児
い く じ

・介護
か い ご

を進
すす

めること 

８．個人
こ じ ん

の意識
い し き

改革
かいかく

や努力
どりょく

 

９．職場
しょくば

の理解
り か い

やトップの意識
い し き

改革
かいかく

 

10．家族
か ぞ く

や地域
ち い き

の人
ひと

の理解
り か い

 

11．取引先
とりひきさき

の会社
かいしゃ

のワーク・ライフ・バランスに対
たい

する理
り

解
かい

 

12．その他
た

（                                 ） 

13．わからない
 

 
 

 

 

Ⅱ 家庭
か て い

生活
せいかつ

について  
 

問４．｢夫
おっと

は外
そと

で働
はたら

き、妻
つま

は家庭
か て い

を守
まも

るべきである」という男女
だんじょ

の性別
せいべつ

役割
やくわり

分担
ぶんたん

の考
かんが

え方
かた

があり

ますが、あなたは、どのように思
おも

いますか。（○は１つ） 

  

１．賛成
さんせい

 ４．反対
はんたい

 

２．どちらかといえば賛成
さんせい

 ５．わからない 

３．どちらかといえば反対
はんたい
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料 

【調査票】在勤者調査 

 

Ⅲ 働
はたら

く場
ば

について  
 

問５．あなたの雇用
こ よ う

形態
けいたい

と、あなたのお勤
つと

め先
さき

の 従 業
じゅうぎょう

員数
いんすう

、女性
じょせい

管理
か ん り

職
しょく

の人数
にんずう

をお答
こた

えくださ

い。 

（あなたの雇用
こ よ う

形態
けいたい

）（○は１つ） 
  

１．企業
きぎょう

経営者
けいえいしゃ

・役員
やくいん

 ４．契約
けいやく

社員
しゃいん

・嘱託
しょくたく

 

２．常勤
じょうきん

の正規
せ い き

社員
しゃいん

 ５．臨時
り ん じ

・非常勤
ひじょうきん

・パート・アルバイト 

３．派遣
は け ん

社員
しゃいん

  
  

 

（従 業
じゅうぎょう

員数
いんすう

）（○は１つ） 

  

１．10人
にん

以下
い か

 ５．101～200人
にん

 

２．11～20人
にん

 ６．201～500人
にん

  

３．21～50人
にん

 ７．501～1000人
にん

 

４．51～100人
にん

 ８．1001人
にん

以上
いじょう

 
  

 

（女性
じょせい

管理
か ん り

職
しょく

の人数
にんずう

）（数字
す う じ

を記入
きにゅう

） 

管理
か ん り

職
しょく

の人数
にんずう

（   ）人
にん

→うち女性
じょせい

管理
か ん り

職
しょく

の人数
にんずう

（   ）人
にん

 

 

問５-1．【女性
じょせい

管理
か ん り

職
しょく

が少
すく

ない（１割
わり

未
み

満
まん

）またはまったくいない場
ば

合
あい

お答
こた

えください】 

 お勤
つと

め先
さき

で女性
じょせい

管理
か ん り

職
しょく

がなぜ少
すく

ないと思
おも

いますか。（○はいくつでも） 

 

１．必要
ひつよう

な経験
けいけん

・スキルを有
ゆう

する女
じょ

性
せい

がいないから 

２．女性
じょせい

が管理
か ん り

職
しょく

になることを希望
き ぼ う

しないから 

３．ロールモデル（模範
も は ん

となる人
ひと

）となる女性
じょせい

管理
か ん り

職
しょく

が存在
そんざい

しないから 

４．将来
しょうらい

管理
か ん り

職
しょく

につく可能性
かのうせい

のある女性
じょせい

はいるが、役職
やくしょく

につくための在籍
ざいせき

年数
ねんすう

を満
み

たして

いないから  

５．勤続
きんぞく

年数
ねんすう

が短
みじか

く、管理
か ん り

職
しょく

になる前
まえ

に退職
たいしょく

してしまうから  

６．男性
だんせい

従 業 員
じゅうぎょういん

が女性
じょせい

管理
か ん り

職
しょく

を希望
き ぼ う

しないから 

７．昇進
しょうしん

・昇格
しょうかく

、責
せき

任
にん

ある業務
ぎょうむ

は男性
だんせい

に割
わ

り当
あ

てられるなど、男性
だんせい

中心
ちゅうしん

の企業
きぎょう

風土
ふ う ど

が残
のこ

っ

ているから 

８．顧
こ

客
きゃく

が女
じょ

性
せい

管
かん

理
り

職
しょく

をよく思
おも

わないから  

９．女
じょ

性
せい

従
じゅう

業
ぎょう

員
いん

が少
すく

ない、または、いないから 

10．その他
た

（                                 ） 

11．わからない
 

 

 

 

   

あなたの勤務先
き ん む さ き

の事業所
じぎょうしょ

だけではなく、あなたの勤
つと

めている 

会社
かいしゃ

全体
ぜんたい

の従 業
じゅうぎょう

員数
いんすう

を答
こた

えてください。 

 

 

243 

   

第
１
章 

調
査
の
概
要 

   

第
２
章 

調
査
結
果
の
概
要 

   

第
３
章 

調
査
結
果
の
分
析 

   

第
４
章 

資
料 

【調査票】在勤者調査 

 

Ⅲ 働
はたら

く場
ば

について  
 

問５．あなたの雇用
こ よ う

形態
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いんすう

、女性
じょせい

管理
か ん り

職
しょく
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にんずう

をお答
こた

えくださ

い。 

（あなたの雇用
こ よ う

形態
けいたい

）（○は１つ） 
  

１．企業
きぎょう

経営者
けいえいしゃ

・役員
やくいん

 ４．契約
けいやく
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しゃいん

・嘱託
しょくたく

 

２．常勤
じょうきん

の正規
せ い き

社員
しゃいん

 ５．臨時
り ん じ

・非常勤
ひじょうきん

・パート・アルバイト 

３．派遣
は け ん

社員
しゃいん

  
  

 

（従 業
じゅうぎょう

員数
いんすう

）（○は１つ） 

  

１．10人
にん

以下
い か

 ５．101～200人
にん

 

２．11～20人
にん

 ６．201～500人
にん

  

３．21～50人
にん

 ７．501～1000人
にん

 

４．51～100人
にん

 ８．1001人
にん

以上
いじょう

 
  

 

（女性
じょせい

管理
か ん り

職
しょく

の人数
にんずう

）（数字
す う じ

を記入
きにゅう

） 

管理
か ん り

職
しょく

の人数
にんずう

（   ）人
にん

→うち女性
じょせい

管理
か ん り

職
しょく

の人数
にんずう

（   ）人
にん

 

 

問５-1．【女性
じょせい

管理
か ん り

職
しょく

が少
すく

ない（１割
わり

未
み

満
まん

）またはまったくいない場
ば

合
あい

お答
こた

えください】 

 お勤
つと

め先
さき

で女性
じょせい

管理
か ん り

職
しょく

がなぜ少
すく

ないと思
おも

いますか。（○はいくつでも） 

 

１．必要
ひつよう

な経験
けいけん

・スキルを有
ゆう

する女
じょ

性
せい

がいないから 

２．女性
じょせい

が管理
か ん り

職
しょく

になることを希望
き ぼ う

しないから 

３．ロールモデル（模範
も は ん

となる人
ひと

）となる女性
じょせい

管理
か ん り

職
しょく

が存在
そんざい

しないから 

４．将来
しょうらい

管理
か ん り

職
しょく

につく可能性
かのうせい

のある女性
じょせい

はいるが、役職
やくしょく

につくための在籍
ざいせき

年数
ねんすう

を満
み

たして

いないから  

５．勤続
きんぞく

年数
ねんすう

が短
みじか

く、管理
か ん り

職
しょく

になる前
まえ

に退職
たいしょく

してしまうから  

６．男性
だんせい

従 業 員
じゅうぎょういん

が女性
じょせい

管理
か ん り

職
しょく

を希望
き ぼ う

しないから 

７．昇進
しょうしん

・昇格
しょうかく

、責
せき

任
にん

ある業務
ぎょうむ

は男性
だんせい

に割
わ

り当
あ

てられるなど、男性
だんせい

中心
ちゅうしん

の企業
きぎょう

風土
ふ う ど

が残
のこ

っ

ているから 

８．顧
こ

客
きゃく

が女
じょ

性
せい

管
かん

理
り

職
しょく

をよく思
おも

わないから  

９．女
じょ

性
せい

従
じゅう

業
ぎょう

員
いん

が少
すく

ない、または、いないから 

10．その他
た

（                                 ） 

11．わからない
 

 

 

 

   

あなたの勤務先
き ん む さ き

の事業所
じぎょうしょ

だけではなく、あなたの勤
つと

めている 

会社
かいしゃ

全体
ぜんたい

の従 業
じゅうぎょう

員数
いんすう

を答
こた

えてください。 
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【調査票】在勤者調査 

問６．あなたの職場
しょくば

では、育児
い く じ

休 業
きゅうぎょう

や介護
か い ご

休 業
きゅうぎょう

を取得
しゅとく

できる環境
かんきょう

が整備
せ い び

されていますか。（制度
せ い ど

の整備
せ い び

、業務
ぎょうむ

体制
たいせい

など）（○は１つ） 

   

１．整備
せ い び

されている ２．整備
せ い び

されていない ３．わからない 
   

 

問７．あなたの職場
しょくば

では、育児
い く じ

休 業
きゅうぎょう

や介護
か い ご

休 業
きゅうぎょう

を取得
しゅとく

しやすい風土
ふ う ど

・職場
しょくば

の理解
り か い

があると感
かん

じ

ますか。（○は１つ） 

   

１．感
かん

じる ２．感
かん

じない ３．わからない 
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【調査票】在勤者調査 

問３．あなたは、ワーク・ライフ・バランス（仕事
し ご と

と生活
せいかつ

の調和
ちょうわ

）を図
はか

る上
うえ

で、どのようなことが

重要
じゅうよう

だと思
おも

いますか。（○はいくつでも） 

 

１．保
ほ

育
いく

サービスなど育
いく

児
じ

に関
かん

する社
しゃ

会
かい

的
てき

サポートの充
じゅう

実
じつ

 

２．介護
か い ご

サービスなど介護
か い ご

に関
かん

する社
しゃ

会
かい

的
てき

サポートの充実
じゅうじつ

 

３．職場
しょくば

の両立
りょうりつ

支援
し え ん

制度
せ い ど

の充実
じゅうじつ

 

４．長時間
ちょうじかん

労働
ろうどう

を見
み

直
なお

すこと 

５．法律
ほうりつ

や制度
せ い ど

の充実
じゅうじつ

 

６．ジェンダーによる昇進
しょうしん

、待遇
たいぐう

の格差
か く さ

をなくすこと 

７．男性
だんせい

による家事
か じ

・育児
い く じ

・介護
か い ご

を進
すす

めること 

８．個人
こ じ ん

の意識
い し き

改革
かいかく

や努力
どりょく

 

９．職場
しょくば

の理解
り か い

やトップの意識
い し き

改革
かいかく

 

10．家族
か ぞ く

や地域
ち い き

の人
ひと

の理解
り か い

 

11．取引先
とりひきさき

の会社
かいしゃ

のワーク・ライフ・バランスに対
たい

する理
り

解
かい

 

12．その他
た

（                                 ） 

13．わからない
 

 
 

 

 

Ⅱ 家庭
か て い

生活
せいかつ

について  
 

問４．｢夫
おっと

は外
そと

で働
はたら

き、妻
つま

は家庭
か て い

を守
まも

るべきである」という男女
だんじょ

の性別
せいべつ

役割
やくわり

分担
ぶんたん

の考
かんが

え方
かた

があり

ますが、あなたは、どのように思
おも

いますか。（○は１つ） 

  

１．賛成
さんせい

 ４．反対
はんたい

 

２．どちらかといえば賛成
さんせい

 ５．わからない 

３．どちらかといえば反対
はんたい
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問８．次
つぎ

の勤務
き ん む

形態
けいたい

や取組
とりくみ

のうち、あなたの職場
しょくば

で現在
げんざい

、行
おこな

われているものはありますか。 

（○はいくつでも） 
 

１．長時間
ちょうじかん

労働
ろうどう

の是正
ぜ せ い

（ノー残業
ざんぎょう

デーの設定
せってい

、業務
ぎょうむ

時間外
じかんがい

会議
か い ぎ

の禁止
き ん し

、残業
ざんぎょう

時間
じ か ん

の制限
せいげん

） 

２．有給
ゆうきゅう

休暇
きゅうか

取得
しゅとく

の奨励
しょうれい

 

３．働
はたら

きやすい職
しょく

場
ば

の環境
かんきょう

整備
せ い び

（短時間
たんじかん

勤務
き ん む

、事業
じぎょう

所内
しょない

託児所
たくじしょ

の設置
せ っ ち

、育児
い く じ

や介護
か い ご

を理由
り ゆ う

と

する転勤
てんきん

への配慮
はいりょ

） 

４．テレワーク（在宅
ざいたく

勤務
き ん む

）の推進
すいしん

 

５．勤務
き ん む

形態
けいたい

の多様化
た よ う か

（フレックスタイム制
せい

、交替制
こうたいせい

、始業
しぎょう

・終 業
しゅうぎょう

時間
じ か ん

の繰
くり

上
あ

げ・繰
くり

下
さ

げ、

裁量
さいりょう

労働制
ろうどうせい

・事
じ

業
ぎょう

場
じょう

外
がい

みなし労
ろう

働
どう

時
じ

間
かん

制
せい

） 

６．同一
どういつ

労働
ろうどう

同一
どういつ

賃金
ちんぎん

 

７．副業
ふくぎょう

・兼業
けんぎょう

の承認
しょうにん

 

８．パソコンやタブレット等
など

の導入
どうにゅう

による業務
ぎょうむ

システムや社内
しゃない

情報
じょうほう

ネットワークの構築
こうちく

 

９．電子
で ん し

商取引
しょうとりひき

の導入
どうにゅう

 

10．妊娠
にんしん

中等
ちゅうなど

の通院
つういん

休暇
きゅうか

・妊娠中
にんしんちゅう

の時差
じ さ

出勤
しゅっきん

 

11．配偶者
はいぐうしゃ

の出産
しゅっさん

時
じ

の休暇
きゅうか

 

12．半日
はんにち

・時間
じ か ん

単位
た ん い

の有給
ゆうきゅう

休暇
きゅうか

制度
せ い ど

 

13．再雇用
さいこよう

制度
せ い ど

（育児
い く じ

・介護
か い ご

を理由
り ゆ う

とした退職者
たいしょくしゃ

の再雇用
さいこよう

） 

14．就 業
しゅうぎょう

形態
けいたい

の移行
い こ う

（正社員
せいしゃいん

 ⇔ パート・アルバイト） 

15．育児
い く じ

・介護
か い ご

サービスの利用
り よ う

に対
たい

する経済的
けいざいてき

補助
ほ じ ょ

 

16．その他
た

（                                  ） 

17. わからない
 

 

18. 特
とく

にない 
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【調査票】在勤者調査 

 

Ⅲ 働
はたら

く場
ば

について  
 

問５．あなたの雇用
こ よ う

形態
けいたい

と、あなたのお勤
つと

め先
さき

の 従 業
じゅうぎょう

員数
いんすう

、女性
じょせい

管理
か ん り

職
しょく

の人数
にんずう

をお答
こた

えくださ

い。 

（あなたの雇用
こ よ う

形態
けいたい

）（○は１つ） 
  

１．企業
きぎょう

経営者
けいえいしゃ

・役員
やくいん

 ４．契約
けいやく

社員
しゃいん

・嘱託
しょくたく

 

２．常勤
じょうきん

の正規
せ い き

社員
しゃいん

 ５．臨時
り ん じ

・非常勤
ひじょうきん

・パート・アルバイト 

３．派遣
は け ん

社員
しゃいん

  
  

 

（従 業
じゅうぎょう

員数
いんすう

）（○は１つ） 

  

１．10人
にん

以下
い か

 ５．101～200人
にん

 

２．11～20人
にん

 ６．201～500人
にん

  

３．21～50人
にん

 ７．501～1000人
にん

 

４．51～100人
にん

 ８．1001人
にん

以上
いじょう

 
  

 

（女性
じょせい

管理
か ん り

職
しょく

の人数
にんずう

）（数字
す う じ

を記入
きにゅう

） 

管理
か ん り

職
しょく

の人数
にんずう

（   ）人
にん

→うち女性
じょせい

管理
か ん り

職
しょく

の人数
にんずう

（   ）人
にん

 

 

問５-1．【女性
じょせい

管理
か ん り

職
しょく

が少
すく

ない（１割
わり

未
み

満
まん

）またはまったくいない場
ば

合
あい

お答
こた

えください】 

 お勤
つと

め先
さき

で女性
じょせい

管理
か ん り

職
しょく

がなぜ少
すく

ないと思
おも

いますか。（○はいくつでも） 

 

１．必要
ひつよう

な経験
けいけん

・スキルを有
ゆう

する女
じょ

性
せい

がいないから 

２．女性
じょせい

が管理
か ん り

職
しょく

になることを希望
き ぼ う

しないから 

３．ロールモデル（模範
も は ん

となる人
ひと

）となる女性
じょせい

管理
か ん り

職
しょく

が存在
そんざい

しないから 

４．将来
しょうらい

管理
か ん り

職
しょく

につく可能性
かのうせい

のある女性
じょせい

はいるが、役職
やくしょく

につくための在籍
ざいせき

年数
ねんすう

を満
み

たして

いないから  

５．勤続
きんぞく

年数
ねんすう

が短
みじか

く、管理
か ん り

職
しょく

になる前
まえ

に退職
たいしょく

してしまうから  

６．男性
だんせい

従 業 員
じゅうぎょういん

が女性
じょせい

管理
か ん り

職
しょく

を希望
き ぼ う

しないから 

７．昇進
しょうしん

・昇格
しょうかく

、責
せき

任
にん

ある業務
ぎょうむ

は男性
だんせい

に割
わ

り当
あ

てられるなど、男性
だんせい

中心
ちゅうしん

の企業
きぎょう

風土
ふ う ど

が残
のこ

っ

ているから 

８．顧
こ

客
きゃく

が女
じょ

性
せい

管
かん

理
り

職
しょく

をよく思
おも

わないから  

９．女
じょ

性
せい

従
じゅう

業
ぎょう

員
いん

が少
すく

ない、または、いないから 

10．その他
た

（                                 ） 

11．わからない
 

 

 

 

   

あなたの勤務先
き ん む さ き

の事業所
じぎょうしょ

だけではなく、あなたの勤
つと

めている 

会社
かいしゃ

全体
ぜんたい

の従 業
じゅうぎょう

員数
いんすう

を答
こた

えてください。 
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【調査票】在勤者調査 

問９．あなたは、ジェンダーに関
かか

わらず働
はたら

きやすい職
しょく

場
ば

環
かん

境
きょう

を作
つく

るために、特
とく

にどのようなこと

が重
じゅう

要
よう

だと思
おも

いますか。（○は３つまで） 

 

１．ジェンダーによる賃金
ちんぎん

格差
か く さ

を是正
ぜ せ い

する 

２．ジェンダーによる格差
か く さ

をなくすために積極的
せっきょくてき

な改善
かいぜん

措置
そ ち

（ポジティブ・アクション）の

導
どう

入
にゅう

を進
すす

める 

３．労働
ろうどう

時間
じ か ん

の短縮
たんしゅく

やテレワークの推進
すいしん

などの労働
ろうどう

条件
じょうけん

を改善
かいぜん

する  

４．ワークシェアリング（雇用
こ よ う

維持
い じ

・労働
ろうどう

時間
じ か ん

短縮
たんしゅく

のため、仕事
し ご と

を分
わ

かち合
あ

うこと）などの

雇用
こ よ う

システムを導入
どうにゅう

する 

５．育児
い く じ

・介護
か い ご

休 業
きゅうぎょう

取得
しゅとく

や短時間
たんじかん

勤務
き ん む

を利用
り よ う

しても不利
ふ り

な人事
じ ん じ

評価
ひょうか

がなされないようにする 

６．職種
しょくしゅ

や職場
しょくば

配置
は い ち

のジェンダーによる公
こう

平
へい

化
か

を図
はか

る 

７．技術
ぎじゅつ

や技能
ぎ の う

の取得
しゅとく

の機会
き か い

を増
ふ

やす 

８．会社
かいしゃ

が従 業 員
じゅうぎょういん

の状 況
じょうきょう

を理解
り か い

し、一人
ひ と り

ひとりに応
おう

じた処
しょ

遇
ぐう

や働
はたら

き方
かた

を導
どう

入
にゅう

する 

９．職
しょく

場
ば

で一人
ひ と り

ひとりが努
ど

力
りょく

し、お互
たが

いに協
きょう

力
りょく

する 

10．セクシュアル・ハラスメントを防止
ぼ う し

する 

11．その他
た

（                                 ） 

12．わからない
 

 

13．特
とく

にない 
 

 

Ⅳ 働
はたら

く場
ば

における女
じょ

性
せい

の活
かつ

躍
やく

推
すい

進
しん

について  
 

問 10．あなたは、女
じょ

性
せい

の働
はたら

き方
かた

について、どのようなことが望
のぞ

ましいと思
おも

いますか。（○は１つ） 
 

１．女
じょ

性
せい

は仕
し

事
ごと

を持
も

たない方
ほう

がよい 

２．結
けっ

婚
こん

するまでは仕
し

事
ごと

を持
も

つ方
ほう

がよい 

３．子
こ

どもができるまでは、仕
し

事
ごと

を持
も

つ方
ほう

がよい 

４．子
こ

どもができても、ずっと仕
し

事
ごと

を続
つづ

ける方
ほう

がよい 

５．子
こ

どもができたら仕
し

事
ごと

をやめ、大
おお

きくなったら再
ふたた

び仕
し

事
ごと

を持
も

つ方
ほう

がよい 

６．その他
た

（                                 ） 

７．わからない
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【調査票】在勤者調査 

問３．あなたは、ワーク・ライフ・バランス（仕事
し ご と

と生活
せいかつ

の調和
ちょうわ

）を図
はか

る上
うえ

で、どのようなことが

重要
じゅうよう

だと思
おも

いますか。（○はいくつでも） 

 

１．保
ほ

育
いく

サービスなど育
いく

児
じ

に関
かん

する社
しゃ

会
かい

的
てき

サポートの充
じゅう

実
じつ

 

２．介護
か い ご

サービスなど介護
か い ご

に関
かん

する社
しゃ

会
かい

的
てき

サポートの充実
じゅうじつ

 

３．職場
しょくば

の両立
りょうりつ

支援
し え ん

制度
せ い ど

の充実
じゅうじつ

 

４．長時間
ちょうじかん

労働
ろうどう

を見
み

直
なお

すこと 

５．法律
ほうりつ

や制度
せ い ど

の充実
じゅうじつ

 

６．ジェンダーによる昇進
しょうしん

、待遇
たいぐう

の格差
か く さ

をなくすこと 

７．男性
だんせい

による家事
か じ

・育児
い く じ

・介護
か い ご

を進
すす

めること 

８．個人
こ じ ん

の意識
い し き

改革
かいかく

や努力
どりょく

 

９．職場
しょくば

の理解
り か い

やトップの意識
い し き

改革
かいかく

 

10．家族
か ぞ く

や地域
ち い き

の人
ひと

の理解
り か い

 

11．取引先
とりひきさき

の会社
かいしゃ

のワーク・ライフ・バランスに対
たい

する理
り

解
かい

 

12．その他
た

（                                 ） 

13．わからない
 

 
 

 

 

Ⅱ 家庭
か て い

生活
せいかつ

について  
 

問４．｢夫
おっと

は外
そと

で働
はたら

き、妻
つま

は家庭
か て い

を守
まも

るべきである」という男女
だんじょ

の性別
せいべつ

役割
やくわり

分担
ぶんたん

の考
かんが

え方
かた

があり

ますが、あなたは、どのように思
おも

いますか。（○は１つ） 

  

１．賛成
さんせい

 ４．反対
はんたい

 

２．どちらかといえば賛成
さんせい

 ５．わからない 

３．どちらかといえば反対
はんたい

  
  

 

 

 

  



 

247 

   

第
１
章 

調
査
の
概
要 

   

第
２
章 

調
査
結
果
の
概
要 

   

第
３
章 

調
査
結
果
の
分
析 

   

第
４
章 

資
料 

【調査票】在勤者調査 
 

問 11．あなたは、女性
じょせい

が結婚
けっこん

（事実婚
じじつこん

を含
ふく

む）や出産
しゅっさん

をしても仕事
し ご と

を持
も

ち続
つづ

けたり、一
いち

度
ど

辞
や

めて

から再
ふたた

び仕
し

事
ごと

を持
も

とうとするときの 妨
さまた

げとして、特
とく

にどのようなことがあると思
おも

います

か。それぞれについてお答
こた

えください。 

（１） 女
じょ

性
せい

が仕
し

事
ごと

を持
も

ち続
つづ

けるときの妨
さまた

げ（○は３つまで） 
  

１．子
こ

育
そだ

てと仕事
し ご と

の両立
りょうりつ

が難
むずか

しい ８．仕事
し ご と

に必要
ひつよう

な最新
さいしん

の能力
のうりょく

を身
み

に付
つ

ける 

のが困難
こんなん

 ２．家事
か じ

と仕事
し ご と

の両立
りょうりつ

が難
むずか

しい 

３．介護
か い ご

と仕事
し ご と

の両立
りょうりつ

が難
むずか

しい ９．能力
のうりょく

や実績
じっせき

が正当
せいとう

に評価
ひょうか

されない 

４．女性
じょせい

と男性
だんせい

で賃金
ちんぎん

や職種
しょくしゅ

に差
さ

がある 10. 職場
しょくば

に男性
だんせい

中心的
ちゅうしんてき

な考
かんが

え方
かた

が残
のこ

っている  

５．家族
か ぞ く

の協 力
きょうりょく

や理解
り か い

が得
え

られない 11．女性
じょせい

自身
じ し ん

の働
はたら

く意欲
い よ く

が不足
ふ そ く

している 

６．長時間
ちょうじかん

労働
ろうどう

などで男性
だんせい

が家事
か じ

・子育
こ そ だ

て 

に参画
さんかく

できない 

12．配偶者
はいぐうしゃ

・パートナーの転勤
てんきん

 

13．その他
た

（            ） 

７．子
こ

どもの預け先
あずけさき

（保育
ほ い く

園
えん

や学童
がくどう

保育
ほ い く

など） 

が確保
か く ほ

できない 

14．わからない 

15. 特
とく

にない 
  

（２）一
いち

度
ど

辞
や

めた女
じょ

性
せい

が再
ふたた

び仕
し

事
ごと

を持
も

とうとするときの妨
さまた

げ（○は３つまで） 

  

１．子
こ

育
そだ

てと仕
し

事
ごと

の両
りょう

立
りつ

が難
むずか

しい ９．能力
のうりょく

や実績
じっせき

が正当
せいとう

に評価
ひょうか

されない 

２．家事
か じ

と仕事
し ご と

の両立
りょうりつ

が難
むずか

しい  10．職場
しょくば

に男性
だんせい

中心的
ちゅうしんてき

な考
かんが

え方
かた

が残
のこ

っている 

３．介護
か い ご

と仕事
し ご と

の両立
りょうりつ

が難
むずか

しい 11．仕事
し ご と

に必要
ひつよう

な最新
さいしん

の能力
のうりょく

を身
み

に付
つ

ける 

のが困難
こんなん

 ４．女性
じょせい

と男性
だんせい

で賃金
ちんぎん

や職種
しょくしゅ

に差
さ

がある 

５．家族
か ぞ く

の協 力
きょうりょく

や理解
り か い

が得
え

られない 12．女性
じょせい

自身
じ し ん

の働
はたら

く意欲
い よ く

が不足
ふ そ く

している 

６．長時間
ちょうじかん

労働
ろうどう

などで男性
だんせい

が家事
か じ

・子育
こ そ だ

て 

に参画
さんかく

できない 

13．配偶者
はいぐうしゃ

・パートナーの転勤
てんきん

 

14．その他
た

（            ） 

７．子
こ

どもの預
あず

け先
さき

（保育
ほ い く

園
えん

や学童
がくどう

保育
ほ い く

など） 

が確保
か く ほ

できない 

15．わからない
 

 

16. 特
とく

にない 

８．一
いち

度
ど

仕
し

事
ごと

を辞
や

めた女性
じょせい

を採用
さいよう

する事業
じぎょう

 

所
しょ

が少
すく

ない 
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第
１
章 

調
査
の
概
要 

   

第
２
章 

調
査
結
果
の
概
要 

   

第
３
章 

調
査
結
果
の
分
析 

   

第
４
章 

資
料 

【調査票】在勤者調査 

 

Ⅲ 働
はたら

く場
ば

について  
 

問５．あなたの雇用
こ よ う

形態
けいたい

と、あなたのお勤
つと

め先
さき

の 従 業
じゅうぎょう

員数
いんすう

、女性
じょせい

管理
か ん り

職
しょく

の人数
にんずう

をお答
こた

えくださ

い。 

（あなたの雇用
こ よ う

形態
けいたい

）（○は１つ） 
  

１．企業
きぎょう

経営者
けいえいしゃ

・役員
やくいん

 ４．契約
けいやく

社員
しゃいん

・嘱託
しょくたく

 

２．常勤
じょうきん

の正規
せ い き

社員
しゃいん

 ５．臨時
り ん じ

・非常勤
ひじょうきん

・パート・アルバイト 

３．派遣
は け ん

社員
しゃいん

  
  

 

（従 業
じゅうぎょう

員数
いんすう

）（○は１つ） 

  

１．10人
にん

以下
い か

 ５．101～200人
にん

 

２．11～20人
にん

 ６．201～500人
にん

  

３．21～50人
にん

 ７．501～1000人
にん

 

４．51～100人
にん

 ８．1001人
にん

以上
いじょう

 
  

 

（女性
じょせい

管理
か ん り

職
しょく

の人数
にんずう

）（数字
す う じ

を記入
きにゅう

） 

管理
か ん り

職
しょく

の人数
にんずう

（   ）人
にん

→うち女性
じょせい

管理
か ん り

職
しょく

の人数
にんずう

（   ）人
にん

 

 

問５-1．【女性
じょせい

管理
か ん り

職
しょく

が少
すく

ない（１割
わり

未
み

満
まん

）またはまったくいない場
ば

合
あい

お答
こた

えください】 

 お勤
つと

め先
さき

で女性
じょせい

管理
か ん り

職
しょく

がなぜ少
すく

ないと思
おも

いますか。（○はいくつでも） 

 

１．必要
ひつよう

な経験
けいけん

・スキルを有
ゆう

する女
じょ

性
せい

がいないから 

２．女性
じょせい

が管理
か ん り

職
しょく

になることを希望
き ぼ う

しないから 

３．ロールモデル（模範
も は ん

となる人
ひと

）となる女性
じょせい

管理
か ん り

職
しょく

が存在
そんざい

しないから 

４．将来
しょうらい

管理
か ん り

職
しょく

につく可能性
かのうせい

のある女性
じょせい

はいるが、役職
やくしょく

につくための在籍
ざいせき

年数
ねんすう

を満
み

たして

いないから  

５．勤続
きんぞく

年数
ねんすう

が短
みじか

く、管理
か ん り

職
しょく

になる前
まえ

に退職
たいしょく

してしまうから  

６．男性
だんせい

従 業 員
じゅうぎょういん

が女性
じょせい

管理
か ん り

職
しょく

を希望
き ぼ う

しないから 

７．昇進
しょうしん

・昇格
しょうかく

、責
せき

任
にん

ある業務
ぎょうむ

は男性
だんせい

に割
わ

り当
あ

てられるなど、男性
だんせい

中心
ちゅうしん

の企業
きぎょう

風土
ふ う ど

が残
のこ

っ

ているから 

８．顧
こ

客
きゃく

が女
じょ

性
せい

管
かん

理
り

職
しょく

をよく思
おも

わないから  

９．女
じょ

性
せい

従
じゅう

業
ぎょう

員
いん

が少
すく

ない、または、いないから 

10．その他
た

（                                 ） 

11．わからない
 

 

 

 

   

あなたの勤務先
き ん む さ き

の事業所
じぎょうしょ

だけではなく、あなたの勤
つと

めている 

会社
かいしゃ

全体
ぜんたい

の従 業
じゅうぎょう

員数
いんすう

を答
こた

えてください。 
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【調査票】在勤者調査 

問 12．あなたの職場
しょくば

では、次
つぎ

のようなことがありますか。（○はいくつでも）   

  

１．賃金
ちんぎん

の水準
すいじゅん

にジェンダーで違
ちが

いがある 

２．昇進
しょうしん

・昇格
しょうかく

にジェンダーで違
ちが

いがある 

３．希望
き ぼ う

職種
しょくしゅ

につく機会
き か い

にジェンダーで違
ちが

いがある 

４．教
きょう

育
いく

・研
けん

修
しゅう

を受
う

ける機
き

会
かい

にジェンダーで違
ちが

いがある 

５．育児
い く じ

休 業
きゅうぎょう

を取得
しゅとく

できない、または取得
しゅとく

しにくい 

６．結婚
けっこん

や出産
しゅっさん

によって退職
たいしょく

する慣行
かんこう

がある 

７．セクシュアル・ハラスメント等
など

の防止
ぼ う し

が周知
しゅうち

されていない 

８．その他
た

（                                  ） 

９．どれ
 

もない 
  

 

問 13．あなたの勤務先
きんむさき

では、女性
じょせい

が活躍
かつやく

するための取組
とりくみ

が進
すす

んでいると思
おも

いますか。（○は１つ） 

  

１．進
すす

んでいる ４．進
すす

んでいない 

２．ある程
てい

度
ど

進
すす

んでいる ５．わからない 

３．あまり進
すす

んでいない  
  

 

問 14．女性
じょせい

が職場
しょくば

において活躍
かつやく

するために、行
おこな

っている取組
とりくみ

はありますか。（○はいくつでも）  

 

１．企業
きぎょう

における女性
じょせい

の採用
さいよう

・登用
とうよう

の促進
そくしん

 

２．女性
じょせい

のリーダー・管理
か ん り

職
しょく

への登用
とうよう

について具体的
ぐたいてき

な目標値
もくひょうち

の設定
せってい

 

３．女性
じょせい

のロールモデルの発掘
はっくつ

・活用
かつよう

事例
じ れ い

の提供
ていきょう

 

４．女
じょ

性
せい

が働
はたら

き続
つづ

けていくことのできる相
そう

談
だん

体
たい

制
せい

の充
じゅう

実
じつ

 

５．家庭
か て い

との両立
りょうりつ

支援
し え ん

など、女性
じょせい

が管理
か ん り

職
しょく

として活躍
かつやく

できるような支援
し え ん

 

６．育児
い く じ

・介護
か い ご

休 業
きゅうぎょう

取得
しゅとく

や短時間
たんじかん

勤務
き ん む

を利用
り よ う

しても不利
ふ り

な人事
じ ん じ

評価
ひょうか

がなされないようにする 

７．男性
だんせい

の意識
い し き

と職場
しょくば

風土
ふ う ど

の改革
かいかく

 

８．その他
た

（                                  ） 

９．わからない
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【調査票】在勤者調査 

問３．あなたは、ワーク・ライフ・バランス（仕事
し ご と

と生活
せいかつ

の調和
ちょうわ

）を図
はか

る上
うえ

で、どのようなことが

重要
じゅうよう

だと思
おも

いますか。（○はいくつでも） 

 

１．保
ほ

育
いく

サービスなど育
いく

児
じ

に関
かん

する社
しゃ

会
かい

的
てき

サポートの充
じゅう

実
じつ

 

２．介護
か い ご

サービスなど介護
か い ご

に関
かん

する社
しゃ

会
かい

的
てき

サポートの充実
じゅうじつ

 

３．職場
しょくば

の両立
りょうりつ

支援
し え ん

制度
せ い ど

の充実
じゅうじつ

 

４．長時間
ちょうじかん

労働
ろうどう

を見
み

直
なお

すこと 

５．法律
ほうりつ

や制度
せ い ど

の充実
じゅうじつ

 

６．ジェンダーによる昇進
しょうしん

、待遇
たいぐう

の格差
か く さ

をなくすこと 

７．男性
だんせい

による家事
か じ

・育児
い く じ

・介護
か い ご

を進
すす

めること 

８．個人
こ じ ん

の意識
い し き

改革
かいかく

や努力
どりょく

 

９．職場
しょくば

の理解
り か い

やトップの意識
い し き

改革
かいかく

 

10．家族
か ぞ く

や地域
ち い き

の人
ひと

の理解
り か い

 

11．取引先
とりひきさき

の会社
かいしゃ

のワーク・ライフ・バランスに対
たい

する理
り

解
かい

 

12．その他
た

（                                 ） 

13．わからない
 

 
 

 

 

Ⅱ 家庭
か て い

生活
せいかつ

について  
 

問４．｢夫
おっと

は外
そと

で働
はたら

き、妻
つま

は家庭
か て い

を守
まも

るべきである」という男女
だんじょ

の性別
せいべつ

役割
やくわり

分担
ぶんたん

の考
かんが

え方
かた

があり

ますが、あなたは、どのように思
おも

いますか。（○は１つ） 

  

１．賛成
さんせい

 ４．反対
はんたい

 

２．どちらかといえば賛成
さんせい

 ５．わからない 

３．どちらかといえば反対
はんたい

  
  

 

 

 

  



 

249 

   

第
１
章 

調
査
の
概
要 

   

第
２
章 

調
査
結
果
の
概
要 

   

第
３
章 

調
査
結
果
の
分
析 

   

第
４
章 

資
料 
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問 15．女性
じょせい

が職場
しょくば

において活躍
かつやく

するために、特
とく

にどのような取組
とりくみ

が必要
ひつよう

だと思
おも

いますか。 

（○は３つまで） 
 

１．企業
きぎょう

における女性
じょせい

の採用
さいよう

・登用
とうよう

の促進
そくしん

 

２．女性
じょせい

のリーダー・管理
か ん り

職
しょく

への登用
とうよう

について具体的
ぐたいてき

な目標値
もくひょうち

の設定
せってい

 

３．女性
じょせい

のロールモデルの発掘
はっくつ

・活用
かつよう

事例
じ れ い

の提供
ていきょう

 

４．女
じょ

性
せい

が働
はたら

き続
つづ

けていくことのできる相
そう

談
だん

体
たい

制
せい

の充
じゅう

実
じつ

 

５．男
だん

女
じょ

平
びょう

等
どう

参
さん

画
かく

に積
せっ

極
きょく

的
てき

に取
と

り組
く

む企
き

業
ぎょう

への支
し

援
えん

 

６．家庭
か て い

との両立
りょうりつ

支援
し え ん

など、女性
じょせい

が管理
か ん り

職
しょく

として活躍
かつやく

できるようにする 

７．育児
い く じ

・介護
か い ご

休 業
きゅうぎょう

取得
しゅとく

や短時間
たんじかん

勤務
き ん む

を利用
り よ う

しても不利
ふ り

な人事
じ ん じ

評価
ひょうか

がなされないようにする 

８．男性
だんせい

の意識
い し き

と職場
しょくば

風土
ふ う ど

の改革
かいかく

 

９．その他
た

（                                  ） 

10．わからない
 

 
 

 

問 16．あなたの勤務先
きんむさき

では、女性
じょせい

活躍
かつやく

推進法
すいしんほう

に基
もと

づく「一般
いっぱん

事業
じぎょう

主
ぬし

行動
こうどう

計画
けいかく

」を策定
さくてい

していますか。 

（○は１つ）  
 

１．策定
さくてい

している 

２．策定
さくてい

を検討中
けんとうちゅう

である 

３．未定
み て い

である 

４．策定
さくてい

する予定
よ て い

はない 

５．わからない
 

 

 

Ⅴ 社会
しゃかい

参画
さんかく

について  

問 17．あなたは、政治
せ い じ

の場
ば

や仕事
し ご と

の場
ば

において、政策
せいさく

や方針
ほうしん

決定
けってい

の過程
か て い

に女性
じょせい

があまり進出
しんしゅつ

して

いない原因
げんいん

は、どのようなことだと思
おも

いますか。（○はいくつでも） 

 

１．家庭
か て い

、職場
しょくば

、地域
ち い き

において性別
せいべつ

役割
やくわり

分担
ぶんたん

の意識
い し き

が強
つよ

いこと 

２．男性
だんせい

優位
ゆ う い

に組織
そ し き

が運営
うんえい

されていること 

３．家庭
か て い

の支援
し え ん

・協 力
きょうりょく

が得
え

られないこと 

４．女性
じょせい

が能力
のうりょく

を発揮
は っ き

できる機会
き か い

が少
すく

ないこと 

５．女性
じょせい

が積極的
せっきょくてき

に参加
さ ん か

していかないこと 

６．その他
た

（                                ） 

７．わからない
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【調査票】在勤者調査 

 

Ⅲ 働
はたら

く場
ば

について  
 

問５．あなたの雇用
こ よ う

形態
けいたい

と、あなたのお勤
つと

め先
さき

の 従 業
じゅうぎょう

員数
いんすう

、女性
じょせい

管理
か ん り

職
しょく

の人数
にんずう

をお答
こた

えくださ

い。 

（あなたの雇用
こ よ う

形態
けいたい

）（○は１つ） 
  

１．企業
きぎょう

経営者
けいえいしゃ

・役員
やくいん

 ４．契約
けいやく

社員
しゃいん

・嘱託
しょくたく

 

２．常勤
じょうきん

の正規
せ い き

社員
しゃいん

 ５．臨時
り ん じ

・非常勤
ひじょうきん

・パート・アルバイト 

３．派遣
は け ん

社員
しゃいん

  
  

 

（従 業
じゅうぎょう

員数
いんすう

）（○は１つ） 

  

１．10人
にん

以下
い か

 ５．101～200人
にん

 

２．11～20人
にん

 ６．201～500人
にん

  

３．21～50人
にん

 ７．501～1000人
にん

 

４．51～100人
にん

 ８．1001人
にん

以上
いじょう

 
  

 

（女性
じょせい

管理
か ん り

職
しょく

の人数
にんずう

）（数字
す う じ

を記入
きにゅう

） 

管理
か ん り

職
しょく

の人数
にんずう

（   ）人
にん

→うち女性
じょせい

管理
か ん り

職
しょく

の人数
にんずう

（   ）人
にん

 

 

問５-1．【女性
じょせい

管理
か ん り

職
しょく

が少
すく

ない（１割
わり

未
み

満
まん

）またはまったくいない場
ば

合
あい

お答
こた

えください】 

 お勤
つと

め先
さき

で女性
じょせい

管理
か ん り

職
しょく

がなぜ少
すく

ないと思
おも

いますか。（○はいくつでも） 

 

１．必要
ひつよう

な経験
けいけん

・スキルを有
ゆう

する女
じょ

性
せい

がいないから 

２．女性
じょせい

が管理
か ん り

職
しょく

になることを希望
き ぼ う

しないから 

３．ロールモデル（模範
も は ん

となる人
ひと

）となる女性
じょせい

管理
か ん り

職
しょく

が存在
そんざい

しないから 

４．将来
しょうらい

管理
か ん り

職
しょく

につく可能性
かのうせい

のある女性
じょせい

はいるが、役職
やくしょく

につくための在籍
ざいせき

年数
ねんすう

を満
み

たして

いないから  

５．勤続
きんぞく

年数
ねんすう

が短
みじか

く、管理
か ん り

職
しょく

になる前
まえ

に退職
たいしょく

してしまうから  

６．男性
だんせい

従 業 員
じゅうぎょういん

が女性
じょせい

管理
か ん り

職
しょく

を希望
き ぼ う

しないから 

７．昇進
しょうしん

・昇格
しょうかく

、責
せき

任
にん

ある業務
ぎょうむ

は男性
だんせい

に割
わ

り当
あ

てられるなど、男性
だんせい

中心
ちゅうしん

の企業
きぎょう

風土
ふ う ど

が残
のこ

っ

ているから 

８．顧
こ

客
きゃく

が女
じょ

性
せい

管
かん

理
り

職
しょく

をよく思
おも

わないから  

９．女
じょ

性
せい

従
じゅう

業
ぎょう

員
いん

が少
すく

ない、または、いないから 

10．その他
た

（                                 ） 

11．わからない
 

 

 

 

   

あなたの勤務先
き ん む さ き

の事業所
じぎょうしょ

だけではなく、あなたの勤
つと

めている 

会社
かいしゃ

全体
ぜんたい

の従 業
じゅうぎょう

員数
いんすう

を答
こた

えてください。 
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【調査票】在勤者調査 

Ⅵ 差別的
さ べ つ て き

取
とり

扱
あつか

いについて  

問 18．あなたは、ここ５年
ねん

以
い

内
ない

に次
つぎ

のようなハラスメントを受
う

けたことがありますか。（ア～クの

それぞれについて、あてはまる「１～５」に○をいくつでも） 

 
家
庭

か

て

い

で
受う

け
た
こ
と
が
あ
る 

職
場

し
ょ
く
ば

で
受う

け
た
こ
と
が
あ
る 

地
域

ち

い

き

社
会

し
ゃ
か
い

で
受う

け
た
こ
と
が
あ
る 

学
校

が
っ
こ
う

で
受う

け
た
こ
と
が
あ
る 

な
い 

ア．セクシュアル・ハラスメント １ ２ ３ ４ ５ 

イ．パワー・ハラスメント※１ １ ２ ３ ４ ５ 

ウ．マタニティ・ハラスメント、パタニティ・ハラス

メント※２ 
１ ２ ３ ４ ５ 

エ．育児
い く じ

休 業
きゅうぎょう

にかかるハラスメント １ ２ ３ ４ ５ 

オ．介護
か い ご

休 業
きゅうぎょう

にかかるハラスメント １ ２ ３ ４ ５ 

カ．モラル・ハラスメント※３ １ ２ ３ ４ ５ 

キ．ＳＯＧＩＥ(性的
せいてき

指向
し こ う

・性
せい

自認
じ に ん

）ハラスメント※４ １ ２ ３ ４ ５ 

ク．その他
た

（                 ） １ ２ ３ ４ ５ 

 

  ※1 パワー・ハラスメント：職務上
しょくむじょう

の地位
ち い

や人間
にんげん

関係
かんけい

などの組織
そ し き

内部
な い ぶ

で優位
ゆ う い

な立場
た ち ば

にある人
ひと

が、主
おも

に同
おな

じ組
そ

織
しき

内
ない

の人
ひと

に対
たい

して、過度
か ど

に精神的
せいしんてき

・身体的
しんたいてき

苦痛
く つ う

を与
あた

えたり、環境
かんきょう

を悪化
あ っ か

させる行為
こ う い

を行
おこな

うことです。 

※2マタニティ・ハラスメント：女性
じょせい

労働者
ろうどうしゃ

が妊娠
にんしん

・出産
しゅっさん

したことを理由
り ゆ う

として、上司
じょうし

・同僚
どうりょう

が嫌
いや

がらせを行
おこな

い、就 業
しゅうぎょう

環境
かんきょう

を悪化
あ っ か

させることです。 

※2パタニティ・ハラスメント：育児休業等
いくじきゅうぎょうなど

の制度
せ い ど

を利用
り よ う

しようとする男性
だんせい

、または利用
り よ う

した男性
だんせい

に、上司
じょうし

・同僚
どうりょう

が嫌
いや

が

らせを行
おこな

い、就 業
しゅうぎょう

環境
かんきょう

を悪化
あ っ か

させることです。 

※3 モラル・ハラスメント：主
おも

に親
おや

・恋人
こいびと

・配偶者
はいぐうしゃ

・教師
きょうし

・上司
じょうし

・同僚
どうりょう

などが、言葉
こ と ば

や態度
た い ど

、文書
ぶんしょ

などにより特定
とくてい

の人
ひと

を

繰
く

り返
かえ

し攻
こう

撃
げき

し、人
ひと

としての尊
そん

厳
げん

や人
じん

格
かく

を傷
きず

つける嫌
いや

がらせを行
おこな

うことです。 

※4 ＳＯＧＩＥ（性的
せいてき

指向
し こ う

・性
せい

自認
じ に ん

）ハラスメント：性的
せいてき

マイノリティの人
ひと

に対
たい

する差
さ

別
べつ

的
てき

な言動
げんどう

や嘲 笑
ちょうしょう

、いじめや暴力
ぼうりょく

、

不当
ふ と う

な異動
い ど う

や解雇
か い こ

、他人
た に ん

の性的
せいてき

指向
し こ う

・性
せい

自認
じ に ん

を無断
む だ ん

で公表
こうひょう

することなどです。 
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【調査票】在勤者調査 

問３．あなたは、ワーク・ライフ・バランス（仕事
し ご と

と生活
せいかつ

の調和
ちょうわ

）を図
はか

る上
うえ

で、どのようなことが

重要
じゅうよう

だと思
おも

いますか。（○はいくつでも） 

 

１．保
ほ

育
いく

サービスなど育
いく

児
じ

に関
かん

する社
しゃ

会
かい

的
てき

サポートの充
じゅう

実
じつ

 

２．介護
か い ご

サービスなど介護
か い ご

に関
かん

する社
しゃ

会
かい

的
てき

サポートの充実
じゅうじつ

 

３．職場
しょくば

の両立
りょうりつ

支援
し え ん

制度
せ い ど

の充実
じゅうじつ

 

４．長時間
ちょうじかん

労働
ろうどう

を見
み

直
なお

すこと 

５．法律
ほうりつ

や制度
せ い ど

の充実
じゅうじつ

 

６．ジェンダーによる昇進
しょうしん

、待遇
たいぐう

の格差
か く さ

をなくすこと 

７．男性
だんせい

による家事
か じ

・育児
い く じ

・介護
か い ご

を進
すす

めること 

８．個人
こ じ ん

の意識
い し き

改革
かいかく

や努力
どりょく

 

９．職場
しょくば

の理解
り か い

やトップの意識
い し き

改革
かいかく

 

10．家族
か ぞ く

や地域
ち い き

の人
ひと

の理解
り か い

 

11．取引先
とりひきさき

の会社
かいしゃ

のワーク・ライフ・バランスに対
たい

する理
り

解
かい

 

12．その他
た

（                                 ） 

13．わからない
 

 
 

 

 

Ⅱ 家庭
か て い

生活
せいかつ

について  
 

問４．｢夫
おっと

は外
そと

で働
はたら

き、妻
つま

は家庭
か て い

を守
まも

るべきである」という男女
だんじょ

の性別
せいべつ

役割
やくわり

分担
ぶんたん

の考
かんが

え方
かた

があり

ますが、あなたは、どのように思
おも

いますか。（○は１つ） 

  

１．賛成
さんせい

 ４．反対
はんたい

 

２．どちらかといえば賛成
さんせい

 ５．わからない 

３．どちらかといえば反対
はんたい
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Ⅶ 性
せい

の多様性
た よ う せ い

について  
 

問 19．あなた、または、身近
み ぢ か

な人
ひと

（家族
か ぞ く

や親族
しんぞく

、友人
ゆうじん

、職場
しょくば

の同僚
どうりょう

、近所
きんじょ

の知人
ち じ ん

等
など

）は、今
いま

まで

に性別
せいべつ

（性
せい

自認
じ に ん

）や恋愛
れんあい

対象
たいしょう

の性
せい

（性的
せいてき

指向
し こ う

）について悩
なや

んだことはありますか、または

聞
き

いたことはありますか。 

（１）性
せい

自認
じ に ん

について（○は２つまで） 

  

１．ある（あなた自身
じ し ん

） ３．ない 

２．ある（あなたの身近
み ぢ か

な人
ひと

） ４．わからない 
  

 

（２）性的
せいてき

指向
し こ う

について（○は２つまで） 

  

１．ある（あなた自身
じ し ん

） ３．ない 

２．ある（あなたの身近
み ぢ か

な人
ひと

） ４．わからない 
  

 

問 20．あなたは、身近
み ぢ か

な人
ひと

から性的
せいてき

マイノリティであることを打
う

ち明
あ

けられた場
ば

合
あい

、これまでと

変
か

わりなく接
せっ

することができますか。（○は１つ）  

   

１．できる ２．できない ３．わからない 
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Ⅲ 働
はたら

く場
ば

について  
 

問５．あなたの雇用
こ よ う

形態
けいたい

と、あなたのお勤
つと

め先
さき

の 従 業
じゅうぎょう

員数
いんすう

、女性
じょせい

管理
か ん り

職
しょく

の人数
にんずう

をお答
こた

えくださ

い。 

（あなたの雇用
こ よ う

形態
けいたい

）（○は１つ） 
  

１．企業
きぎょう

経営者
けいえいしゃ

・役員
やくいん

 ４．契約
けいやく

社員
しゃいん

・嘱託
しょくたく

 

２．常勤
じょうきん

の正規
せ い き

社員
しゃいん

 ５．臨時
り ん じ

・非常勤
ひじょうきん

・パート・アルバイト 

３．派遣
は け ん

社員
しゃいん

  
  

 

（従 業
じゅうぎょう

員数
いんすう

）（○は１つ） 

  

１．10人
にん

以下
い か

 ５．101～200人
にん

 

２．11～20人
にん

 ６．201～500人
にん

  

３．21～50人
にん

 ７．501～1000人
にん

 

４．51～100人
にん

 ８．1001人
にん

以上
いじょう

 
  

 

（女性
じょせい

管理
か ん り

職
しょく

の人数
にんずう

）（数字
す う じ

を記入
きにゅう

） 

管理
か ん り

職
しょく

の人数
にんずう

（   ）人
にん

→うち女性
じょせい

管理
か ん り

職
しょく

の人数
にんずう

（   ）人
にん

 

 

問５-1．【女性
じょせい

管理
か ん り

職
しょく

が少
すく

ない（１割
わり

未
み

満
まん

）またはまったくいない場
ば

合
あい

お答
こた

えください】 

 お勤
つと

め先
さき

で女性
じょせい

管理
か ん り

職
しょく

がなぜ少
すく

ないと思
おも

いますか。（○はいくつでも） 

 

１．必要
ひつよう

な経験
けいけん

・スキルを有
ゆう

する女
じょ

性
せい

がいないから 

２．女性
じょせい

が管理
か ん り

職
しょく

になることを希望
き ぼ う

しないから 

３．ロールモデル（模範
も は ん

となる人
ひと

）となる女性
じょせい

管理
か ん り

職
しょく

が存在
そんざい

しないから 

４．将来
しょうらい

管理
か ん り

職
しょく

につく可能性
かのうせい

のある女性
じょせい

はいるが、役職
やくしょく

につくための在籍
ざいせき

年数
ねんすう

を満
み

たして

いないから  

５．勤続
きんぞく

年数
ねんすう

が短
みじか

く、管理
か ん り

職
しょく

になる前
まえ

に退職
たいしょく

してしまうから  

６．男性
だんせい

従 業 員
じゅうぎょういん

が女性
じょせい

管理
か ん り

職
しょく

を希望
き ぼ う

しないから 

７．昇進
しょうしん

・昇格
しょうかく

、責
せき

任
にん

ある業務
ぎょうむ

は男性
だんせい

に割
わ

り当
あ

てられるなど、男性
だんせい

中心
ちゅうしん

の企業
きぎょう

風土
ふ う ど

が残
のこ

っ

ているから 

８．顧
こ

客
きゃく

が女
じょ

性
せい

管
かん

理
り

職
しょく

をよく思
おも

わないから  

９．女
じょ

性
せい

従
じゅう

業
ぎょう

員
いん

が少
すく

ない、または、いないから 

10．その他
た

（                                 ） 

11．わからない
 

 

 

 

   

あなたの勤務先
き ん む さ き

の事業所
じぎょうしょ

だけではなく、あなたの勤
つと

めている 

会社
かいしゃ

全体
ぜんたい

の従 業
じゅうぎょう

員数
いんすう

を答
こた

えてください。 
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【調査票】在勤者調査 

問 21．あなたの職場
しょくば

では、性的
せいてき

マイノリティの人
ひと

に対
たい

する取組
とりくみ

（配慮
はいりょ

）はありますか。 

（○はいくつでも） 
 

１．トランスジェンダー等
など

の従 業 員
じゅうぎょういん

への配慮
はいりょ

をしている（トイレ・更衣室
こういしつ

等
など

）  

２．職場
しょくば

の制服
せいふく

の着用
ちゃくよう

にあたっては、本人
ほんにん

が希望
き ぼ う

する性別
せいべつ

の服装
ふくそう

を選択
せんたく

できる 

３．トランスジェンダーの社員
しゃいん

が採用後
さいようご

に性別
せいべつ

移行
い こ う

する場合
ば あ い

に、職場
しょくば

のサポートがある 

４．結婚
けっこん

祝金
いわいきん

や家族
か ぞ く

手当
て あ て

、慶弔
けいちょう

見舞
み ま い

等
など

の福利
ふ く り

厚生
こうせい

を受
う

けられる 

５．採用
さいよう

情報
じょうほう

等
など

に「性的
せいてき

マイノリティについて不
ふ

利
り

益
えき

な取
とり

扱
あつか

いをしない」等
など

の文言
もんごん

がある 

６．性的
せいてき

マイノリティの人
ひと

に対
たい

する理解
り か い

を深
ふか

めるための職場
しょくば

研修
けんしゅう

などを実施
じ っ し

している（外部
が い ぶ

 

機関
き か ん

の研修
けんしゅう

に参加
さ ん か

する場合
ば あ い

も含
ふく

む） 

７. 相談
そうだん

窓口
まどぐち

を設置
せ っ ち

している 

８．その他
た

（                                    ） 

９．わからない
 

 

10. 特
とく

にない 
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【調査票】在勤者調査 

問３．あなたは、ワーク・ライフ・バランス（仕事
し ご と

と生活
せいかつ

の調和
ちょうわ

）を図
はか

る上
うえ

で、どのようなことが

重要
じゅうよう

だと思
おも

いますか。（○はいくつでも） 

 

１．保
ほ

育
いく

サービスなど育
いく

児
じ

に関
かん

する社
しゃ

会
かい

的
てき

サポートの充
じゅう

実
じつ

 

２．介護
か い ご

サービスなど介護
か い ご

に関
かん

する社
しゃ

会
かい

的
てき

サポートの充実
じゅうじつ

 

３．職場
しょくば

の両立
りょうりつ

支援
し え ん

制度
せ い ど

の充実
じゅうじつ

 

４．長時間
ちょうじかん

労働
ろうどう

を見
み

直
なお

すこと 

５．法律
ほうりつ

や制度
せ い ど

の充実
じゅうじつ

 

６．ジェンダーによる昇進
しょうしん

、待遇
たいぐう

の格差
か く さ

をなくすこと 

７．男性
だんせい

による家事
か じ

・育児
い く じ

・介護
か い ご

を進
すす

めること 

８．個人
こ じ ん

の意識
い し き

改革
かいかく

や努力
どりょく

 

９．職場
しょくば

の理解
り か い

やトップの意識
い し き

改革
かいかく

 

10．家族
か ぞ く

や地域
ち い き

の人
ひと

の理解
り か い

 

11．取引先
とりひきさき

の会社
かいしゃ

のワーク・ライフ・バランスに対
たい

する理
り

解
かい

 

12．その他
た

（                                 ） 

13．わからない
 

 
 

 

 

Ⅱ 家庭
か て い

生活
せいかつ

について  
 

問４．｢夫
おっと

は外
そと

で働
はたら

き、妻
つま

は家庭
か て い

を守
まも

るべきである」という男女
だんじょ

の性別
せいべつ

役割
やくわり

分担
ぶんたん

の考
かんが

え方
かた

があり

ますが、あなたは、どのように思
おも

いますか。（○は１つ） 

  

１．賛成
さんせい

 ４．反対
はんたい

 

２．どちらかといえば賛成
さんせい

 ５．わからない 

３．どちらかといえば反対
はんたい

  
  

 

 

 

  



 

253 

   

第
１
章 

調
査
の
概
要 

   

第
２
章 

調
査
結
果
の
概
要 

   

第
３
章 

調
査
結
果
の
分
析 

   

第
４
章 

資
料 

【調査票】在勤者調査 

Ⅷ 男女
だんじょ

平 等
びょうどう

参画
さんかく

社会
しゃかい

の実現
じつげん

について  
 

問 22．あなたは、次
つぎ

にあげる言葉
こ と ば

について、知
し

っていますか。（ア～チのそれぞれについて、あて

はまる「１～３」に○を１つ） 

 
内容
ないよう

を 

知
し

っている 

聞
き

いたことは

あるが、内
ない

容
よう

は知
し

らない 

知
し

らない 

ア．男女
だんじょ

共同
きょうどう

参画
さんかく

社会
しゃかい

 １ ２ ３ 

イ．男女
だんじょ

雇用
こ よ う

機会
き か い

均等法
きんとうほう

 １ ２ ３ 

ウ．育児
い く じ

・介護
か い ご

休 業 法
きゅうぎょうほう

 １ ２ ３ 

エ．女性
じょせい

活躍
かつやく

推進法
すいしんほう

 １ ２ ３ 

オ．次
じ

世代
せ だ い

育成
いくせい

支援
し え ん

対策
たいさく

推進法
すいしんほう

  １ ２ ３ 

カ．困
こん

難
なん

な問
もん

題
だい

を抱
かか

える女
じょ

性
せい

への支
し

援
えん

に関
かん

する法
ほう

律
りつ

 １ ２ ３ 

キ．東京都
とうきょうと

オリンピック憲章
けんしょう

にうたわれる人権
じんけん

尊重
そんちょう

の 

理念
り ね ん

の実現
じつげん

を目
め

指
ざ

す条
じょう

例
れい

 
１ ２ ３ 

ク．ワーク・ライフ・バランス（仕事
し ご と

と生活
せいかつ

の調和
ちょうわ

） １ ２ ３ 

ケ．ジェンダー（社会的
しゃかいてき

・文化的
ぶんかてき

に形成
けいせい

された性別
せいべつ

） １ ２ ３ 

コ．ポジティブ・アクション（積極的
せっきょくてき

改善
かいぜん

措置
そ ち

） １ ２ ３ 

サ．ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ） １ ２ ３ 

シ．デートＤＶ １ ２ ３ 

ス．ＳＯＧＩＥ（性的
せいてき

指向
し こ う

・性
せい

自認
じ に ん

) １ ２ ３ 

セ．港区
みなとく

男女
だんじょ

平等
びょうどう

参画
さんかく

条例
じょうれい

 １ ２ ３ 

ソ．みなとマリアージュ制度
せ い ど

 １ ２ ３ 

タ．第
だい

４次
じ

港
みなと

区
く

男
だん

女
じょ

平
びょう

等
どう

参
さん

画
かく

行
こう

動
どう

計
けい

画
かく

 １ ２ ３ 

チ．男女
だんじょ

平等
びょうどう

参画
さんかく

情報誌
じょうほうし

「オアシス」 １ ２ ３ 
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Ⅲ 働
はたら

く場
ば

について  
 

問５．あなたの雇用
こ よ う

形態
けいたい

と、あなたのお勤
つと

め先
さき

の 従 業
じゅうぎょう

員数
いんすう

、女性
じょせい

管理
か ん り

職
しょく

の人数
にんずう

をお答
こた

えくださ

い。 

（あなたの雇用
こ よ う

形態
けいたい

）（○は１つ） 
  

１．企業
きぎょう

経営者
けいえいしゃ

・役員
やくいん

 ４．契約
けいやく

社員
しゃいん

・嘱託
しょくたく

 

２．常勤
じょうきん

の正規
せ い き

社員
しゃいん

 ５．臨時
り ん じ

・非常勤
ひじょうきん

・パート・アルバイト 

３．派遣
は け ん

社員
しゃいん

  
  

 

（従 業
じゅうぎょう

員数
いんすう

）（○は１つ） 

  

１．10人
にん

以下
い か

 ５．101～200人
にん

 

２．11～20人
にん

 ６．201～500人
にん

  

３．21～50人
にん

 ７．501～1000人
にん

 

４．51～100人
にん

 ８．1001人
にん

以上
いじょう

 
  

 

（女性
じょせい

管理
か ん り

職
しょく

の人数
にんずう

）（数字
す う じ

を記入
きにゅう

） 

管理
か ん り

職
しょく

の人数
にんずう

（   ）人
にん

→うち女性
じょせい

管理
か ん り

職
しょく

の人数
にんずう

（   ）人
にん

 

 

問５-1．【女性
じょせい

管理
か ん り

職
しょく

が少
すく

ない（１割
わり

未
み

満
まん

）またはまったくいない場
ば

合
あい

お答
こた

えください】 

 お勤
つと

め先
さき

で女性
じょせい

管理
か ん り

職
しょく

がなぜ少
すく

ないと思
おも

いますか。（○はいくつでも） 

 

１．必要
ひつよう

な経験
けいけん

・スキルを有
ゆう

する女
じょ

性
せい

がいないから 

２．女性
じょせい

が管理
か ん り

職
しょく

になることを希望
き ぼ う

しないから 

３．ロールモデル（模範
も は ん

となる人
ひと

）となる女性
じょせい

管理
か ん り

職
しょく

が存在
そんざい

しないから 

４．将来
しょうらい

管理
か ん り

職
しょく

につく可能性
かのうせい

のある女性
じょせい

はいるが、役職
やくしょく

につくための在籍
ざいせき

年数
ねんすう

を満
み

たして

いないから  

５．勤続
きんぞく

年数
ねんすう

が短
みじか

く、管理
か ん り

職
しょく

になる前
まえ

に退職
たいしょく

してしまうから  

６．男性
だんせい

従 業 員
じゅうぎょういん

が女性
じょせい

管理
か ん り

職
しょく

を希望
き ぼ う

しないから 

７．昇進
しょうしん

・昇格
しょうかく

、責
せき

任
にん

ある業務
ぎょうむ

は男性
だんせい

に割
わ

り当
あ

てられるなど、男性
だんせい

中心
ちゅうしん

の企業
きぎょう

風土
ふ う ど

が残
のこ

っ

ているから 

８．顧
こ

客
きゃく

が女
じょ

性
せい

管
かん

理
り

職
しょく

をよく思
おも

わないから  

９．女
じょ

性
せい

従
じゅう

業
ぎょう

員
いん

が少
すく

ない、または、いないから 

10．その他
た

（                                 ） 

11．わからない
 

 

 

 

   

あなたの勤務先
き ん む さ き

の事業所
じぎょうしょ

だけではなく、あなたの勤
つと

めている 

会社
かいしゃ

全体
ぜんたい

の従 業
じゅうぎょう

員数
いんすう

を答
こた

えてください。 
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【調査票】在勤者調査 

Ⅸ 拠点
きょてん

施設
し せ つ

の充 実
じゅうじつ

について  
 

問 23．港区
みなとく

には、男女
だんじょ

平等
びょうどう

参画
さんかく

施策
し さ く

の推進
すいしん

に関
かん

する事業
じぎょう

を実施
じ っ し

する拠点
きょてん

施設
し せ つ

として「港
みなと

区立
く り つ

男女
だんじょ

平等
びょうどう

参画
さんかく

センター」（愛称
あいしょう

：リーブラ。所在地
しょざいち

：港区芝浦
みなとくしばうら

１-16－1みなとパーク芝浦
しばうら

。Ｊ

Ｒ田町駅
たまちえき

芝
しば

浦口
うらくち

より徒歩
と ほ

５分
ふん

）があります。あなたは、男女
だんじょ

平等
びょうどう

参画
さんかく

センター（リーブラ）

を利用
り よ う

したことがありますか。（○は１つ） 
 

１．利用
り よ う

したことがある 

２．男女
だんじょ

平等
びょうどう

参画
さんかく

センター（リーブラ）のことは知
し

っているが、利用
り よ う

したことはない 

３．男女
だんじょ

平等
びょうどう

参画
さんかく

センター（リーブラ）があることを知
し

らなかった 
 
 

 

問 24．男女
だんじょ

平等
びょうどう

参画
さんかく

センター（リーブラ）では、さまざまな講座
こ う ざ

を行っています。あなたがその

講座
こ う ざ

に参加
さ ん か

するとしたら、どのような講座
こ う ざ

に参加
さ ん か

したいと思
おも

いますか。（○はいくつでも） 

１．男女
だんじょ

平等
びょうどう

参画
さんかく

やジェンダーなどについて基本的
きほんてき

な考
かんが

え方
かた

を学
まな

ぶ講
こう

座
ざ

 

２．ドメスティック・バイオレンス、セクシュアル・ハラスメント、ストーカー対策
たいさく

などを

考
かんが

える講
こう

座
ざ

 

３．男
だん

性
せい

向
む

けの子
こ

育
そだ

てや料
りょう

理
り

などの多
た

様
よう

な講
こう

座
ざ

 

４．キャリアアップ・ビジネススキルの向上
こうじょう

など、働
はたら

く女
じょ

性
せい

を支
し

援
えん

する講
こう

座
ざ

 

５．自己
じ こ

表現
ひょうげん

トレーニング、コミュニケーション能力
のうりょく

など、生
い

き方
かた

をサポートする講
こう

座
ざ

 

６．その他
た

（                                 ） 

７．わからない
 

 

８．どれも参加
さ ん か

したいと思
おも

わない・参加
さ ん か

できない 
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【調査票】在勤者調査 

問３．あなたは、ワーク・ライフ・バランス（仕事
し ご と

と生活
せいかつ

の調和
ちょうわ

）を図
はか

る上
うえ

で、どのようなことが

重要
じゅうよう

だと思
おも

いますか。（○はいくつでも） 

 

１．保
ほ

育
いく

サービスなど育
いく

児
じ

に関
かん

する社
しゃ

会
かい

的
てき

サポートの充
じゅう

実
じつ

 

２．介護
か い ご

サービスなど介護
か い ご

に関
かん

する社
しゃ

会
かい

的
てき

サポートの充実
じゅうじつ

 

３．職場
しょくば

の両立
りょうりつ

支援
し え ん

制度
せ い ど

の充実
じゅうじつ

 

４．長時間
ちょうじかん

労働
ろうどう

を見
み

直
なお

すこと 

５．法律
ほうりつ

や制度
せ い ど

の充実
じゅうじつ

 

６．ジェンダーによる昇進
しょうしん

、待遇
たいぐう

の格差
か く さ

をなくすこと 

７．男性
だんせい

による家事
か じ

・育児
い く じ

・介護
か い ご

を進
すす

めること 

８．個人
こ じ ん

の意識
い し き

改革
かいかく

や努力
どりょく

 

９．職場
しょくば

の理解
り か い

やトップの意識
い し き

改革
かいかく

 

10．家族
か ぞ く

や地域
ち い き

の人
ひと

の理解
り か い

 

11．取引先
とりひきさき

の会社
かいしゃ

のワーク・ライフ・バランスに対
たい

する理
り

解
かい

 

12．その他
た

（                                 ） 

13．わからない
 

 
 

 

 

Ⅱ 家庭
か て い

生活
せいかつ

について  
 

問４．｢夫
おっと

は外
そと

で働
はたら

き、妻
つま

は家庭
か て い

を守
まも

るべきである」という男女
だんじょ

の性別
せいべつ

役割
やくわり

分担
ぶんたん

の考
かんが

え方
かた

があり

ますが、あなたは、どのように思
おも

いますか。（○は１つ） 

  

１．賛成
さんせい

 ４．反対
はんたい

 

２．どちらかといえば賛成
さんせい

 ５．わからない 

３．どちらかといえば反対
はんたい
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【調査票】在勤者調査 

問 25．あなたが日頃
ひ ご ろ

、家庭
か て い

や職場
しょくば

・地域
ち い き

などで男女
だんじょ

平等
びょうどう

について感
かん

じていることや、港区
みなとく

の男女
だんじょ

平等
びょうどう

参画
さんかく

施策
し さ く

に望
のぞ

むことなどを自
じ

由
ゆう

にお書
か

きください。 

 

 

 

 

 
 

あなたご自
じ

身
しん

について  
 

Ｆ１．あなたの性別
せいべつ

についてお聞
き

かせください。（○は１つ） 
    

１．男性
だんせい

 ２．女性
じょせい

 ３．その他
た

  ４．答
こた

えたくない 
    

 

Ｆ２．あなたの年齢
ねんれい

は、おいくつですか。（○は１つ） 
  

１．19歳
さい

以下
い か

 ４．30～34歳
さい

 ７．45～49歳
さい

 10．60～64歳
さい

 

２．20～24歳
さい

 ５．35～39歳
さい

 ８．50～54歳
さい

 11．65～69歳
さい

 

３．25～29歳
さい

 ６．40～44歳
さい

 ９．55～59歳
さい

 12．70歳
さい

以上
いじょう

 
  

 

Ｆ３．現
げん

在
ざい

、あなたと同
どう

居
きょ

している方
かた

についてお答
こた

えください。（○はいくつでも） 
  

１．単身
たんしん

世帯
せ た い

（１人
ひ と り

暮
ぐ

らし） ５．あなた（配偶者
はいぐうしゃ

・パートナー）の兄弟
きょうだい

姉妹
し ま い

 

２．あなたの配偶者
はいぐうしゃ

（パートナー） ６．あなた（配偶者
はいぐうしゃ

・パートナー）の祖父母
そ ふ ぼ

 

３．あなたの子
こ

ども ７．あなたの孫
まご

 

４．あなた（配偶者
はいぐうしゃ

・パートナー）の親
おや

 ８．その他
た
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Ⅲ 働
はたら

く場
ば

について  
 

問５．あなたの雇用
こ よ う

形態
けいたい

と、あなたのお勤
つと

め先
さき

の 従 業
じゅうぎょう

員数
いんすう

、女性
じょせい

管理
か ん り

職
しょく

の人数
にんずう

をお答
こた

えくださ

い。 

（あなたの雇用
こ よ う

形態
けいたい

）（○は１つ） 
  

１．企業
きぎょう

経営者
けいえいしゃ

・役員
やくいん

 ４．契約
けいやく

社員
しゃいん

・嘱託
しょくたく

 

２．常勤
じょうきん

の正規
せ い き

社員
しゃいん

 ５．臨時
り ん じ

・非常勤
ひじょうきん

・パート・アルバイト 

３．派遣
は け ん

社員
しゃいん

  
  

 

（従 業
じゅうぎょう

員数
いんすう

）（○は１つ） 

  

１．10人
にん

以下
い か

 ５．101～200人
にん

 

２．11～20人
にん

 ６．201～500人
にん

  

３．21～50人
にん

 ７．501～1000人
にん

 

４．51～100人
にん

 ８．1001人
にん

以上
いじょう

 
  

 

（女性
じょせい

管理
か ん り

職
しょく

の人数
にんずう

）（数字
す う じ

を記入
きにゅう

） 

管理
か ん り

職
しょく

の人数
にんずう

（   ）人
にん

→うち女性
じょせい

管理
か ん り

職
しょく

の人数
にんずう

（   ）人
にん

 

 

問５-1．【女性
じょせい

管理
か ん り

職
しょく

が少
すく

ない（１割
わり

未
み

満
まん

）またはまったくいない場
ば

合
あい

お答
こた

えください】 

 お勤
つと

め先
さき

で女性
じょせい

管理
か ん り

職
しょく

がなぜ少
すく

ないと思
おも

いますか。（○はいくつでも） 

 

１．必要
ひつよう

な経験
けいけん

・スキルを有
ゆう

する女
じょ

性
せい

がいないから 

２．女性
じょせい

が管理
か ん り

職
しょく

になることを希望
き ぼ う

しないから 

３．ロールモデル（模範
も は ん

となる人
ひと

）となる女性
じょせい

管理
か ん り

職
しょく

が存在
そんざい

しないから 

４．将来
しょうらい

管理
か ん り

職
しょく

につく可能性
かのうせい

のある女性
じょせい

はいるが、役職
やくしょく

につくための在籍
ざいせき

年数
ねんすう

を満
み

たして

いないから  

５．勤続
きんぞく

年数
ねんすう

が短
みじか

く、管理
か ん り

職
しょく

になる前
まえ

に退職
たいしょく

してしまうから  

６．男性
だんせい

従 業 員
じゅうぎょういん

が女性
じょせい

管理
か ん り

職
しょく

を希望
き ぼ う

しないから 

７．昇進
しょうしん

・昇格
しょうかく

、責
せき

任
にん

ある業務
ぎょうむ

は男性
だんせい

に割
わ

り当
あ

てられるなど、男性
だんせい

中心
ちゅうしん

の企業
きぎょう

風土
ふ う ど

が残
のこ

っ

ているから 

８．顧
こ

客
きゃく

が女
じょ

性
せい

管
かん

理
り

職
しょく

をよく思
おも

わないから  

９．女
じょ

性
せい

従
じゅう

業
ぎょう

員
いん

が少
すく

ない、または、いないから 

10．その他
た

（                                 ） 

11．わからない
 

 

 

 

   

あなたの勤務先
き ん む さ き

の事業所
じぎょうしょ

だけではなく、あなたの勤
つと

めている 

会社
かいしゃ

全体
ぜんたい

の従 業
じゅうぎょう

員数
いんすう

を答
こた

えてください。 
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【調査票】在勤者調査 

Ｆ４．あなたは結婚
けっこん

（事実婚
じじつこん

を含
ふく

む）されていますか。（○は１つ） 

  

１．結婚
けっこん

している 

２．事実婚
じじつこん

（みなとマリアージュ制度
せ い ど

などのパートナーシップ制度
せ い ど

含
ふく

む）している 

３．結婚
けっこん

（事実婚
じじつこん

、パートナーシップ制度
せ い ど

含
ふく

む）していたが、離別
り べ つ

・死別
し べ つ

した 

４．結婚
けっこん

したことはない 
  

 

Ｆ５．あなたは現在
げんざい

、家庭
か て い

でお子
こ

さん（未就学児
みしゅうがくじ

）の子
こ

育
そだ

てをされていますか。（○は１つ） 

  

１．子
こ

育
そだ

てしている ２．子
こ

育
そだ

てしていない 
  

 

Ｆ６．あなたは現在
げんざい

、家庭
か て い

で家族
か ぞ く

・親族
しんぞく

の介護
か い ご

をされていますか。（○は１つ） 

  

１．介護
か い ご

をしている ２．介護
か い ご

をしていない 
  

 

Ｆ７．あなたのお住
す

まいは、どちらですか。（○は１つ） 

  

１．港
みなと

区内
く な い

 ３．23区
く

以外
い が い

の東京
とうきょう

都内
と な い

 

２．港区
みなとく

以外
い が い

の 23区内
く な い

 ４．東京都外
とうきょうとがい

 
  

以上
いじょう

で終
お

わりです。お 忙
いそが

しいところ、アンケートにご 協 力
きょうりょく

をいただきまして、あ

りがとうございました。ご記入
きにゅう

いただいた調査票
ちょうさひょう

は、同封
どうふう

の返信用
へんしんよう

封筒
ふうとう

（切手
き っ て

不要
ふ よ う

）

に入
い

れて、10月
がつ

31日
にち

（金
きん

）までにご投函
とうかん

くださいますよう、お願
ねが

い申
もう

し上
あ

げます。  
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【調査票】在勤者調査 

問３．あなたは、ワーク・ライフ・バランス（仕事
し ご と

と生活
せいかつ

の調和
ちょうわ

）を図
はか

る上
うえ

で、どのようなことが

重要
じゅうよう

だと思
おも

いますか。（○はいくつでも） 

 

１．保
ほ

育
いく

サービスなど育
いく

児
じ

に関
かん

する社
しゃ

会
かい

的
てき

サポートの充
じゅう

実
じつ

 

２．介護
か い ご

サービスなど介護
か い ご

に関
かん

する社
しゃ

会
かい

的
てき

サポートの充実
じゅうじつ

 

３．職場
しょくば

の両立
りょうりつ

支援
し え ん

制度
せ い ど

の充実
じゅうじつ

 

４．長時間
ちょうじかん

労働
ろうどう

を見
み

直
なお

すこと 

５．法律
ほうりつ

や制度
せ い ど

の充実
じゅうじつ

 

６．ジェンダーによる昇進
しょうしん

、待遇
たいぐう

の格差
か く さ

をなくすこと 

７．男性
だんせい

による家事
か じ

・育児
い く じ

・介護
か い ご

を進
すす

めること 

８．個人
こ じ ん

の意識
い し き

改革
かいかく

や努力
どりょく

 

９．職場
しょくば

の理解
り か い

やトップの意識
い し き

改革
かいかく

 

10．家族
か ぞ く

や地域
ち い き

の人
ひと

の理解
り か い

 

11．取引先
とりひきさき

の会社
かいしゃ

のワーク・ライフ・バランスに対
たい

する理
り

解
かい

 

12．その他
た

（                                 ） 

13．わからない
 

 
 

 

 

Ⅱ 家庭
か て い

生活
せいかつ

について  
 

問４．｢夫
おっと

は外
そと

で働
はたら

き、妻
つま

は家庭
か て い

を守
まも

るべきである」という男女
だんじょ

の性別
せいべつ

役割
やくわり

分担
ぶんたん

の考
かんが

え方
かた

があり

ますが、あなたは、どのように思
おも

いますか。（○は１つ） 

  

１．賛成
さんせい

 ４．反対
はんたい

 

２．どちらかといえば賛成
さんせい

 ５．わからない 

３．どちらかといえば反対
はんたい
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